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                      （学術論文） 

広域観光圏コンテンツとしての方言の有効性  

渡邉 潤爾１＊ 

1：教養教育科  
 

本稿は，地域独自の言語,方言の役割に注目し,これを活用したマーケティングから広域観光圏の可能性を

探っている．マーケティングについては,東海三県の在住者を対象に他県の観光に対する意識調査を行った．

当初において調査の回答では他県についての知識および方言など当該地域の生活文化への関心が欠如してい

るが,方言によって地域の特性を示す,さらに方言の地理的連続性による広域的なアピールを行うことで観光

需要が増すという結果が示された． 

 
Key Words：広域観光圏,方言,地域マーケティング 

 

(受付日 2014 年 9 月 12 日 ； 受理日 2014 年 12 月 17 日) 

 

 
1．緒言 

本稿の目的は，地域コンテンツとして地域独自の

言語,方言の役割に注目し,これによる広域観光圏の

可能性を探ることである． 
観光サービスは近年成長を続けていると同時に,

地域経済の成長株として期待されている．観光は地

域の特性を生かすものであり，経済的効果のみなら

ず,「地元学」として住民が地域のことを再評価する

きっかけとなる 1．地域経営の研究においても,観光

には娯楽以外に教育などの要素も関係することが示

され 2,さらに地域マーケティングにおいて観光から

地域そのものをブランド化する「地域のブランディ

グ」が住民のアイデンティティ形成にも寄与すると

主張されている 3． 
このような地域の生活・文化の見直し機運の中で,

方言は言語生活の中核をなすものと言える．方言衰

退傾向が大勢であるが,一方で方言土産,方言パフォ

ーマンスなど「方言の商業的利用」が展開を見せて

いる 4．方言は地理的・歴史的条件から形成された

もので,他地域とは異なる特性を付与する「差別化」

の要素であり，同時に地域の等身大の独自性の理解

に寄与する「地域資源」と言える．方言は経済社会

への影響が小さいように思われるが,その経済的効

果を分析した研究があり,方言など文化的紐帯が交

易促進効果を持つということが主張されている 5．

方言は各地域の特性を表わすものであるが,地域間

交流によって共通の特徴をその得ることも多い．そ

のような共通性によって,広域的な方言の活用が可

能になる．本稿では方言間の共通点に着目して,方言

を活用した広域の観光圏形成を提唱する．本稿では,
「広域観光」を「複数の市町村に跨る地域の観光振

興の取組み」と定義する 6．近年は広域観光圏の形

成が各地で進められており,東海・北陸地方の「昇竜

道プロジェクト 7」や,三重県の「実はそれ,ぜんぶ三

重なんです！キャンペーン 8」が代表的である．一

方,国土交通省より沖縄県と奄美群島（鹿児島県）の

方言など共通する伝統文化を基にした広域観光圏の

形成が提言されており 9,山形県の広域観光で方言ガ

イドを活用した例も報告されている 6．広域観光圏

の理論的裏付けとしては,一定の領域において複数

の観光サービス施設が共通の経営を行う方が消費者

（学術論文）
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（飛騨） 

長野県 岐阜県 

愛知県 

三重県 

（三河） 

（美濃） 

（尾張） 

静岡県 

・名古屋 

（伊勢） 

（志摩） 

の便益を増す場合があるということが挙げられる 10．  
本稿では,広域観光圏の形成に際して方言を地域

コンテンツと位置付け,方言が他地域在住者の観光

需要の増加に寄与するか否かについて,消費者の意

識調査から分析を行う． 
 

2．調査 

 

2.1 調査地域 

2014 年 7 月上旬の 3 日間にわたり愛知県豊田市

において,東海地方 3 県（愛知,岐阜,三重）の在住者

からそれぞれアンケート調査を行なった．街頭で在

住県を尋ねた上で,各県ごとに異なるアンケート用

紙を配布した．配布サンプルは,三重県在住者向けが

30,岐阜と愛知のものは各 25 である．回収サンプル

は三重が 27,岐阜が 22,愛知が 20 で,回収率は 8～9
割,回収したもの全てが有効回答であった． 

本稿の調査対象地域である東海地方は,関東と関

西の中間にあって,東西の交流がさかんであった．域

内の方言も東西の特徴が混交し移り変わる性質があ

る一方で,独自の特徴もある．  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：東海 3 県地図 
現在の県境と旧国境を示す． 

本稿の主旨として知名度が低いとされる地域をタ

ーゲットとするので,愛知県では特に三河地方（中東

部）を対象とした．名古屋については全国的によく

知られており,周辺地域の観光意識について明らか

にするためである．  
 

2.2 調査対象 

調査対象の年齢層は高校生から大学生に相当する

20 歳前後が大半で,全体の 1 割程度が成人の 30～50
歳台である．出身地の内訳は以下の通りである（単

位：人）．出身地の区分については,方言区分を基に

している．三重県では,志摩が特に中勢と異なる方言

的特徴を有すことから別扱いとする 11． 
 
・三重県） 北勢 8,中南勢 9,志摩 4,三重県内（詳細

地不明）3,他県 3 
・岐阜県） 西濃 8,中濃 3,東濃 2,岐阜県内（詳細地

不明）2, 美濃地方（詳細地不明）1,飛騨 1,他県 5
（うち愛知 3） 
・愛知県） 愛知県内（詳細地不明）7,尾張（名古

屋を除く）4,西三河 4,東三河 2,名古屋 2,三河地方（詳

細地不明）1 
 

三重県は旧伊勢国の出身者が大半であるが,比較

的少数ながら志摩出身者も含まれている．岐阜県で

は,美濃地方の出身者が大半を占めている．また他県

出身者のうち隣接する愛知県の出身者が過半を占め

ている．愛知県では出身地判明者でみると,尾張・名

古屋：三河＝6：7 となり,三河出身者が過半数を占

める． 
 
2.3 概要 

調査ポイントは以下の 4 つである． 
 

（1）出身地はどこか（現在在住の県と同じか,他県

出身か）,さらに県内のどこの出身か． 
（2）現住地の観光名所,さらに方言をどう認識して
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いるか． 
（3）隣接他県の観光名所と方言をどう認識してい

るか． 
（4）隣接他県の方言を知ることで関心が向上し,訪
問意欲（観光需要）が高まるか． 
 

（1）については,すでに 2.2 で結果を示した．調

査の動機として,対象となる地理的範囲が県よりも

狭く,市町村より広いということを想定したことが

挙げられる．方言については特にその文法（語法）

を基に,各県で複数の区分けがあり,いずれも市町村

より広い範囲となっている．本稿の調査目的である

「広域観光圏の形成」につながる部分が大きいと考

えられることから,まず調査項目とした． 
続く（2）と（3）によって自己認識と他者認識の

ギャップがどのようなものか示した上で,（4）の結

果からマーケティングの方向性を導き出している．

（4）においては,観光 PR や先行研究の定説で挙げ

られている方言の特徴を素材として用いている．さ

らに方言の広域的連続性を表わすものとしてグロッ

トグラムを用いている．これは縦軸に地点,横軸に年

代をとり,ある交通路における方言の地域差と年齢

差を一覧表示するものである 12．このグロットグラ

ムからは,県の範囲を超えたより広域の観光圏の形

成を視野に入れることができる．なお観光需要の増

加指標については,「一定期間での訪問希望回数」を

用いる 13． 
 
3．分析 

 
3．1 在住地域の観光意識と言語意識 

まず回答者が現在在住している県の観光名所で他

県民に勧めるものを質問し,次いで当該県の方言に

ついて認識しているものを質問した． 
第一の質問では,以下のような回答が得られた（単

位：票,各人の複数回答も可）． 
 

三重） 伊勢神宮（21）,ナガシマスパーランド（3）,
なばなの里（2）,鈴鹿サーキット（2）,鳥羽水族館

（2）,熊野古道（2）,（以下 1 票）志摩スペイン村,
食べ物,松阪市, 他（1） 
岐阜） 白川郷（7）,鵜飼（6）,高山（3）,岐阜城（2）,
（以下 1 票）下呂,木曽三川（木曽,長良,揖斐）,恵那

スケート場,平湯温泉, 他（1） 
愛知県三河） 香嵐渓（6）,豊田スタジアム（3）,
（以下 1 票）ラグーナ蒲郡,渥美半島,トヨタ自動車,
稲荷神社,海,桜淵,名古屋城, 解答無し（5） 
 

続く方言の認識についての質問では,第一に在住

県の方言と類似する地域の方言を 4 つの選択肢から

選ぶこと,第二に在住県の方言の特徴で知っている

ものを自由に挙げることを求めた． 
 
まず三重県については,図 2 の結果になった． 

 
図 2：三重県方言と類似する方言について,在住者の

認識（単位：人） 
 

回答項目では,「②大阪」と「④独特」が共に同数

で最多となっている．大阪と三重は「近畿方言」に

分類され,アクセント・語法など多くの面で共通点が

あり,在住者でもその点がよく認識されている．一方

で,大阪とは異なる特徴も多く,三重県方言の独自性

を認識する者も多いということが示されている． 
 

次の質問では三重県方言独自の語法や俚諺（方言

単語）で認知されているものが多く示されている（単
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位：票,各人の複数回答も可）． 
 
机をつる（10）,しやんやん（4）,えらい（3）,あば

ばい（3）,～やん（2）,あかん（2）,かいだるい（2）,
（以下１票）好きやに,好きやで,～さー,～なー,～や

なー,あっこ,あんごさく,いがむ,いまし,いらんこと,
うとい,おいない,おじくそ,おる,ごうわく,ささって,
ほんま,ちゃう,ありえへん,（車が）つむ,どべ,よぼる 
 
 次に,岐阜県方言については図 3 のような結果と

なった． 

 
図 3：岐阜県方言と類似する方言について,在住者の

認識（単位：人） 
 

隣接して接触が多いためか,「③名古屋」という回

答が最多であった．ただし「④独特」という回答も

それに匹敵するほどの多さであった．名古屋に近接

する地域を中心に名古屋との近似性を意識する人が

多い一方,岐阜県方言の独自性を意識する人も多い

ということと考えられる．なお,岐阜県方言の断定辞

は「～や」であるなど（やて,やろう等）,関西方言

との共通点があるが 14,在住者の間ではその点がほ

とんど認知されていないことがうかがえる． 
 
 岐阜県方言の特徴についての質問では,以下のも

のが挙げられた（単位：票,各人の複数回答も可）． 
 
机をつる（7）,やお／やおね（4）,ケッタ（4）,（以

下 1 票）,えらい,飲みゃー,やらー,～やし,さみー,く
ろの方,解答無し・不明（4） 
 

項目では「机をつる」が最多を占めた．「やお,飲
みゃー,やらー」など文法的特徴も多く挙がっている

（前二者は美濃の大部分で共通,「やらー」は東濃地

方で使用）．岐阜県方言について,在住者はその特徴

を意識しているということを示している． 
 

愛知県については三河地方の方言（三河方言）に

ついて質問を行った．三河方言は,愛知県の方言区分

において名古屋など尾張地方とは明確に区別される．

さらに岡崎,豊田など西三河と,豊橋など東三河に区

分される．まず図 4 のような結果となった． 
 

 
図 4：愛知県・三河方言と類似する方言について,在
住者の認識（単位：人） 
 

「③名古屋」という回答が最多で過半数を占めた．

本来的には名古屋（尾張）と三河の方言は異なる点

が多く,伝統的に違い意識が大きいと言われてきた

15．ただし両者に共通点が少なからずあり,この回答

は共通点により多く着目したと考えられる．ただし

若者世代では愛知県の特に都市部で共通語化が進み,
若者言葉では両地域の違いが表れにくい．この回答

にはその辺りの事情が反映されているとも考えられ

る．ただし,「④独特」という回答がそれに次ぎ,若
者でも三河方言の独自性を意識している者が少なく
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ないということが示されている． 
 三河方言の特徴については,以下のものが挙げら

れた（単位：票,各人の複数回答も可）． 
 
じゃんだらりん（14）,だら（2）,ほい（2）,（以下

1 票）らー,見りん,だに,えらい,ド～,ぐろ,教室のうら,
解答無し（1） 
 

「じゃん・だら・りん」は三河方言の三大特徴と

して一まとめに挙げられる 14．当該地域での認知度

が高いようで,最多の回答であった．これらは三河の

大部分で共通する．少ないながら,「ほい,らー,ド～

（強調の接頭辞）」など東三河の方言も入っている．

若者の間でも三河方言の具体的な特徴がある程度浸

透しているということを示している． 
 
3．2 隣接他県の観光および方言認知 

 次に各県の観光名所・名物,ならびに方言について,
隣接する他県の在住者の認識について質問を行った． 
 
3.2.1 愛知県の分析 

まず愛知県の観光名所,もしくは名物で知ってい

るものを岐阜県と三重県の在住者に質問したところ,
以下のものが挙げられた（単位：票,各人の複数回答

も可）． 
 
三重） 名古屋城（9）,味噌かつ（3）,味噌うどん

（味噌煮込みうどん）（2）,名古屋（2）,八丁味噌,
熱田神宮,栄,鶏肉,大須,ひつまぶし,エビフライ,しゃ

ちほこ,手羽先,伊賀八幡宮（岡崎城） 
岐阜） 名古屋城（9）,しゃちほこ（3）,手羽先（2）,
味噌かつ（2）,名古屋（2）,トヨタ（2）,（以下 1
票）名古屋港,きしめん,ひつまぶし,味噌,解答無し・

不明（2） 
 

調査者が限られているが,一定の傾向は指摘でき

る．三重と岐阜共に,挙げられている観光名所と名物

が,一部を除いてほぼ「名古屋」のものに集中してい

る．ただし岐阜については愛知県とより接触が密な

ためか,トヨタなど三河に関するものわずかに見ら

れる．三河は徳川家康の出身地だが,それに関連する

ものは回答には見られなかった． 
 

続いて愛知県全体の方言について質問した．まず

当県の方言と類似すると思われる方言を 4 つの地域

の選択肢から選ぶ質問を行った．三重県と岐阜県そ

れぞれ図 5，6 のような結果となった． 
 

 

図 5：愛知県方言と類似する方言について,三重県在

住者の認識（単位：人） 

 
図 6：愛知県方言と類似する方言について,岐阜県在

住者の認識（単位：人） 
 

三重県在住者については「④独特」とする回答が

最も多かったが,これは「東京と大阪の中間に位置す

る日本第三の都市圏」というイメージ的側面が影響

していると考えられる．大阪と三重という回答もわ
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ずかながら見られたが,これは方言についての正確

な知識の不足ということを示している．事実として

は,東日本方言に属する愛知県方言と,西日本方言の

中で近畿方言に属する三重県方言とは大きく異なっ

ている 15． 
岐阜県在住者では,項目では④独特という回答が

最多であった．「愛知県＝名古屋」というイメージで,
名古屋弁など独自性が強く意識されていると思われ

る． 
 
次に愛知県の三河地方の認知,さらに具体的な場

所の認知（愛知県のどの辺りか）について質問した．   
まず三重県在住者については,図 7 のようになっ

た．  

図 7：愛知県三河地方の場所について,三重県在住者

の認識（単位：人） 
 
 前述の観光地・名物の回答のように,「愛知県＝名

古屋」という印象が強いようである．このため,三河

地方の地理的位置についての認知度は非常に低く,9
割以上が「知らない」となっている． 

岐阜県在住者については,図 8 のようになった．

「知らない」という回答は三重県に比べれば少ない

ものの,項目としては最多でかつ過半数を占めた．た

だし不明確ながらも,「三河地方が愛知県にある」と

いう認知はある程度見られた． 
 

 
図 8：愛知県三河地方の場所について,岐阜県在住者

の認識（単位：人） 
 

次に三河地方の方言を両県の在住者が認知してい

るかについて質問し,以下の表のようになった． 
 
表 1：三重県在住者の三河方言の認知（単位：人） 
①よく知っている 0 
②少し知っている 1 
③あまり知らない 2 
④まったく知らない 24 
表 2：岐阜県在住者の三河方言の認知（単位：人） 
①よく知っている 1 
②少し知っている 2 
③あまり知らない 3 
④まったく知らない 16 

 
両県において,三河方言を「知らない」という回答が

大半を占めた．ただし岐阜県については三重県に比

べると,わずかながら知っているという回答が増え

ており,ある程度接触の機会があるということが考

えられる． 
 
さらに三河の方言や文化を学習する場があれば興

味があるか,という質問については表 3，4 の回答が

得られた． 
表 1，2 の認知度の低さから予想されたが,両県共

に否定的回答が 8 割を占めた．興味に対する肯定回
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答は,三重県では 2 割弱,岐阜県では 1 割に満たなか

った．  
 
表 3：三重県在住者の三河方言の 
学習意欲（単位：人） 

①とてもある 1 
②まあまあ興味ある 4 
③あまり興味ない 12 
④まったく興味ない 11 
表 4：岐阜県在住者の三河方言の 
学習意欲（単位：人） 

①とてもある 0 
②まあまあ興味ある 1 
③あまり興味ない 12 
④まったく興味ない 9 

 
 上記の質問の上で,観光 PR の三河方言の紹介,そ
してグロットグラム（図 9）による地理的つながり

を示した上で三河地方への訪問意欲について質問し

た． 
 
三河方言の特徴「じゃん・だら・りん」 
「じゃん」「だら」「りん」の 3 つの語尾は三河方言

を代表する表現 
例文 （A）じゃん（確認）   
あ,今日バイトじゃん   ＊老人も言う 
私って,本が好きじゃん（それで・・） 
（B）だら（同意確認） 電波入らんだらー 
（C）りん（命令）    
食べりん（食べなさい） 
（D）おいでん（命令）    
おいでん！豊田 （来なさいよ,豊田に） 
出典）（A）～（C）16, 
(D）17 

 

 
図 9：東海道沿線での推量助動「山だろう」のグロ

ットグラム調査（1985 年）12 

静岡市～豊橋（愛知県東部）に「～ダラ（▶）,ダラ

ー（▲）」が分布する状況を示す（井上史雄,1995,p．
167 より） 
「「だら」など三河地方のことばは静岡や長野につな

がる特徴を持っています．これらの地域に興味を持

ったとしたら,どれほど訪問・旅行したいと思います

か」（アンケート質問文より） 
 

三重 ,岐阜共に三河地方への訪問意欲について

は,2 年以内での観光希望が 6 割以上となった（図

10,11 参照）． 
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図 10：三重県在住者の愛知県三河地方への訪問意欲

（単位：人） 

 
図 11：岐阜県在住者の愛知県三河地方への訪問意欲

（単位：人） 
 

三河の地理的位置の認知について,「知らない」と

いう回答が三重県では9割,岐阜県では6割近くであ

り,さらに方言について認知度と学習意欲が非常に

低かったことを考えれば,観光の潜在需要がやや高

くなったと言える． 
訪問頻度については,三重県在住者の方がやや高

い．岐阜県と比べて方言への興味が若干高いことか

らこの結果が反映されていると考えられる．さらに

方言に興味ある人の数に比べ,訪問意欲を示すもの

の数が多い．上の結果は，方言の地理的位置づけの

提示が地域の特性を明確化し,外部者の興味を喚起

するという「差別化」の効果を示したと考えられる．

さらに三重県の回答者の方が高い訪問意欲を示した

という結果から，全く未知の地域については方言に

よる地域特性の明示がより大きな「差別化」効果が

表れるということと考えられる． 
ただし両県とも「④0 回」という回答が 4 割弱と

なっている．これについては,三河地方内の観光地・

名物を提示していないことが大きな要因と考えられ

る． 
 
3.2.2 岐阜県の分析 

 続いて岐阜県について隣県在住者の認識を分析す

る．まず岐阜県の具体的な場所の認知（隣が何県か）

について質問した． 
 三重県については図 12 のように,「長野」という

回答が最多であった．岐阜県の観光名所では「スキ

ー」が多く挙がっており（後述）,これと関連する「山

国」というイメージからこの結果となった可能性が

強い．なお「他」という回答は,山梨,東京など不正

確なものである． 

 

図 12：岐阜県の場所について,三重県在住者の認識

（単位：人） 
 

愛知県在住者については,隣県ということで「愛知」

という回答が最多であった．それに次いで「長野」

が多く挙がっている．スキーなど山岳観光のイメー

ジが強いためかと考えられる．あとは,三重県という

回答が少なかったこと,北陸三県を挙げた回答がや

や多かったことが目に付く． 
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図 13：岐阜県の場所について,愛知県在住者の認識

（単位：人） 
 
次に岐阜県の観光名所・名物で知っているものを

質問し,以下のものが挙げられた（単位：票,各人の

複数回答も可）． 
 
三重） 知らない・無回答（9）,白川郷（6）,スキ

ー場（4）,飛騨牛（3）,下呂温泉（2）,サルぼぼ（2）,
日本アルプス（2）,（以下 1 票）飛騨,高山,高山ラー

メン,関ヶ原,アクアトト岐阜,ハトサブレ 
愛知） 下呂（4）,高山（3）,郡上（3）,白川郷（2）,
スキー（2）,飛騨牛（2）,（以下 1 票）岐阜城,アク

アトト岐阜,鵜飼,土岐アウトレット,山,知らない・解

答無し 4 
 

三重県では「知らない・無回答」というのが最多

であり,岐阜県の観光名所のイメージが希薄,もしく

は認知度が低いということを示している．挙げられ

た観光名所・名物を見ると,三重,愛知共に「飛騨」

関連が大半であり,県庁所在地の岐阜市など美濃地

方に関するものの認知が低いという状況が見える．

3．1 において,岐阜県在住者が挙げた観光名所では

美濃のものも多く挙がっているが,それとのギャッ

プは大きい．スキーなど山岳関係の名所が多く挙が

っているのも特徴的である． 
 

 次に岐阜県方言と類似する方言について質問する

と,図 14，15 のようになった．三重県については「④

独特」という回答が最多であったが,具体的なイメー

ジがあるのか疑問である．2 番目に多かった「③名

古屋」という回答も,名古屋の近隣という地理的側面

からの類推と思われる．前述のように岐阜県方言の

断定助詞は「～や」など関西方言と共通する面もあ

る 14．しかし「②大阪」という回答が皆無だったの

は,岐阜県方言のイメージが希薄,あるいは現実の接

触が少ないということが要因と考えられる． 
 

 

図 14：岐阜県方言と類似する方言について三重県在

住者の認識（単位：人） 

 

図 15：岐阜県方言と類似する方言について,愛知県

在住者の認識（単位：人） 
 

愛知県在住者の間では,岐阜県と名古屋が近隣と

いうことは周知で,岐阜県方言と名古屋方言との類
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似性も広く認識されていることが分かる．ただし,
「④独特」が最多回答であり,岐阜県方言の独自性を

認識している者も多いということである． 
  

次に岐阜県方言を学習する意欲について質問し,
表 5,6 のような結果になった． 
三重,愛知共に,岐阜県の生活文化への学習意欲につ

いて否定的な回答が 9 割前後を占めた．方言はもと

より,飛騨やスキー場を除いて岐阜県のイメージが

希薄なことが意欲の少なさにつながっていると思わ

れる．  
 
表 5：三重県在住者の岐阜県方言の学習意欲（単位：

人） 
① とてもある 0 
② まあまあ興味ある 3 
③ あまり興味ない 10 
④ まったく興味ない 11 
無回答 3 
表 6：愛知県在住者の岐阜県方言の学習意欲（単位：

人） 
① とてもある 1 
②まあまあ興味ある 2 
③ あまり興味ない 13 
④まったく興味ない 4 

 
上記の質問の上で岐阜県方言の特徴とグロットグ

ラム（図 16）を示し,岐阜県への訪問意欲について

質問した． 
 
岐阜県の美濃弁（県南部の方言） 
（A）アクセントはほとんどの地域で内輪型東京式

アクセント 
（B）やろー（西部）／やらー（東部） （推量）

もうすぐ来るやろ／来るやら 
（C）やあ,～ゃあ（軽い命令） とりあえず休みゃあ 

（D）ーへん（否定） 食べーへん（食べない） 

出典）18 

 
「岐阜県地方のことばは愛知や関西につながる特徴

を持っています．これらの地域に興味を持ったとし

たらどれほど訪問・旅行したいと思いますか」（アン

ケート質問文より） 

 

図 16：東海道沿線での推量助動「山だろう」のグロ

ットグラム調査（1985 年）12 

名古屋では「～ダロー（－）」,岐阜～米原（滋賀県）

では「～ヤロー（／）」が分布する状況を示す．（井

上史雄,1995 ,p．167 より） 
 

三重県在住者の回答は図 17 のようになった．図

を見ると,「④0 回」が最多だが,2 年以内に旅行を希

望するという回答が 7 割近くを占める結果となった． 
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図 17：三重県在住者の岐阜県への訪問意欲（単位：

人） 
 

三重県では岐阜県の観光名所を「知らない・無回

答」という答えが回答者の 3 割超だったこと,挙がっ

ている名所・名物も飛騨関係のものが大半であり,
さらに表 5 の方言の学習意欲について肯定回答が 1
割未満だったことを考慮すると,方言の地理的位置

づけを示すことで美濃も含めた岐阜県の地域特性が

明確化され,その地域への興味が喚起される「差別化」

効果の可能性が高いと考えられる．グロットグラム

の理解が完全だったか疑問もあり,また「もともと訪

問意欲がありながら,方言への学習意欲が低い」とい

う回答者がいた可能性もあるが,ある程度は効果が

あると思われる． 
 

愛知県在住者についても,図 18 のように 2 年以内

の観光を希望する回答が大半を占めた．特に注目す

べきは,１年以内の観光を希望する回答が多数を占

めたことである． 
愛知県についても,観光名所は飛騨関係のものが

大半であり,美濃関係が郡上を含めて 1 割程度で,さ
らに表 6 の方言の学習意欲の低さから考えると,グ
ロットグラムで美濃地方を含めた岐阜県の地域特性

が明確になり,当地域についての関心が高まった者

が増えたことが考えられる． 

 
図 18：愛知県在住者の岐阜県への訪問意欲（単位：

人） 
 
3.2.3 三重県の分析 

最後に,三重県について隣県在住者の認識を分析

する．まず三重県の具体的な場所の認知（隣が何県

か）について質問した．  
岐阜県在住者の認識は,図 19 のとおりである． 
 

 
図 19：三重県の場所について,岐阜県在住者の認識

（単位：人） 
 

三重県は岐阜県と一部接しているが,岐阜県在住

者にとって愛知に比べると接触が少ないためか「知

らない」という回答が過半を占めた．東海三県とい

うことで愛知,岐阜を挙げた答えがそれに続く．滋賀,
奈良など近畿地方の件を挙げた回答が見られたのは,
三重が近畿と隣接しているということ（分類によっ

ては近畿地方に含まれる）が少ないながらも認知さ

れていることを示す． 
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 愛知県在住者については,図 20 のようになった． 

「同じ東海地方」という意識があるためか,「愛知」

という回答が最多であった．ただし,わずかに奈良・

和歌山という近畿地方の県を挙げた回答が目につく．

大多数の愛知県民は三重県を隣県と認識しつつも,
具体的な地理的位置付けはあいまいな認識だという

ことを示していると考えられる．「知らない」という

回答が2番目に多く,回答者の3割近くというのも目

に付く． 
 

 

図 20：三重県の場所について,愛知県在住者の認識

（単位：人） 
 

次に三重県の観光名所・名物で知っているものを

質問し,以下のものが挙げられた（単位：票,各人の

複数回答も可）． 
 
岐阜） 伊勢神宮（9）,赤福（3）,伊勢（2）,（以下

1 票）鳥羽水族館,鈴鹿サーキット,伊勢エビ,津ぎょ

うざ,鳥羽,熊野,解答無し・不明（6） 
愛知） 伊勢神宮（8）,伊勢（4）,ナガシマスパー

ランド（2）,伊勢えび（2）,多度大社（2）,（以下 1
票）志摩スペイン村,鳥羽水族館,真珠島,鈴鹿サーキ

ット,養老温泉,鳥羽,知らない・解答無し（4） 
 

岐阜・愛知共に,「伊勢神宮」を筆頭とした伊勢・

志摩関連のものが大半を占めた．ただし愛知につい

ては,隣接しているためか「ナガシマスパーランド」

や「多度大社」が挙がっているのが注目される．赤

福など食べ物がある程度挙げられていることも目に

付く． 
  
 次に三重県方言と類似する方言について質問する

と,図 21，22 のようになった． 
 岐阜県在住者の間では,「④独特」という回答が

最多であったが,イメージ的な要因があるのか,具体

的な独自性を認識しているのか判然としない．次い

で多かった「②大阪」を挙げた回答者については,
三重の隣県で近畿地方の県を挙げた者が想定される． 
 

 
図 21：三重県方言と類似する方言について,岐阜県

在住者の認識（単位：人） 

 
図 22：三重県方言と類似する方言について,愛知県

在住者の認識（単位：人） 
 

愛知県在住者については,「②大阪」という回答が

圧倒的多数を占めた．三重県方言は近畿方言に属し,
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アクセントや文法で関西と共通点が多いため,聞こ

え上は「関西方言」と認識してしまう．この回答の

多さは,三重県民の方言を実際に聞いた体験による

と考えられる．これに次ぐのは「④独特」で,大阪な

どの関西方言とは異なる特徴を実際に認識している

のか,曖昧に独自性を感じているだけなのかは判然

としない．「③名古屋」という不正確な回答も 3 件

あったが,実際の接触がないということと思われる． 
 

次に三重県方言を学習する意欲について質問し,
表 7，8 のような結果になった． 

岐阜,愛知共に三重県方言への学習意欲について

否定的な回答が大半であった．観光地が多く認知さ

れている一方で,三重県民の日常の生活文化への興

味が薄いことを示している．この要因として,三重県

方言について独自性の認知が薄いということを表わ

していると考えられる．ただしある程度は興味を持

つ人がいることは留意する必要がある． 
 
表 7：岐阜県在住者の三重県方言の 
学習意欲（単位：人） 
①とてもある 1 
②まあまあ興味ある 5 
③あまり興味ない 8 
④まったく興味ない 9 
表 8：愛知県在住者の三重県方言の 
学習意欲（単位：人） 
①とてもある 1 
②まあまあ興味ある 2 
③あまり興味ない 13 
④まったく興味ない 4 

 
上記の質問の上で三重県方言の特徴を示し,三重

県への訪問意欲について質問した． 
 

研究文献 11より三重県方言（伊勢方言）の特徴 
（A）伊勢弁のアクセントは京阪式アクセントであ

る． 
（B）断定の助動詞は「や」を用いる． 
例）めっちゃ好きやに 19     
（C）動詞の打ち消しは,「ん・やん」と「へん」の

2 種類を併用する 
例：書かん,書かへん,見やん,見やへん 11 

 
「三重県のことばは関西につながる特徴を持ってい

ます．この地域に興味を持ったとしたらどれほど訪

問・旅行したいと思いますか」（アンケート質問文よ

り） 
 

岐阜県在住者については,図 23のように「④0回」

という回答が 9 人で最多であった．前項の学習意欲

への質問における「興味ない」という答えと同数で,
それを引き継いでいると考えられる．全体として,2
年以内の観光を希望する回答が過半を占めているが,
方言を示すことで訪問意欲が高まったのか,やや曖

昧な結果となっている． 
 

 
図 23：岐阜県在住者の三重県への訪問意欲（単位：

人） 
 

愛知県在住者については,図 24 のように 2 年以内

の観光を希望する回答がほとんどを占めた．表 8 の

方言の学習意欲に関する質問で，否定的な回答が大

半だったのとは対照的である． 
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図 24：愛知県在住者の三重県への訪問意欲（単位：

人） 
 

注目すべきは 1 年以内という希望が大半というこ

とである．もともと有力な観光商品が多く認知され

ており,「方言への学習意欲がなくとも,訪問意欲は

ある」という回答者も多いと思われる．しかし観光

地を認知した上に,方言によって地域特性を知るこ

とで関心が高まった可能性がある．岐阜県よりも観

光希望の伸びが大きく,愛知とは大きく異なる三重

県の地域特性が回答者にアピールしたとも考えられ

る． 
また図 22を見ると「三重県方言と類似する方言」

として「大阪」を挙げた回答が 6 割以上だったが,
三重県（伊勢）方言独自の特徴を示すことで,地域独

自の魅力が外部者によりアピールされ，「差別化」効

果がより高まった可能性がある． 
 
４．結論 

東海三県の在住者を対象に,観光および方言につ

いての意識調査を行った．結論は以下のようになる． 
まず同一地方ブロック内部であっても,他県に対

する観光イメージは偏りがあり当該県の在住者の認

識と隔たりが大きいこと,地理的位置についても正

確な認識を欠いていること,さらに方言など当該地

域の生活文化への認識が希薄あるいは皆無であるこ

と,さらに関心も非常に弱いことが示された． 

しかし方言によって地域の特性,さらに地理的連

続性を示すことにより,全てではないがある程度の

場合において観光需要が増す可能性があるというこ

とが示された．このことは,広域観光の推進には方言

による地域イメージのアピールが有益であること,
すなわち言語文化についての広域における共通性と

地域ごとの独自性を示すことで外部の居住者に明確

な地域イメージをもたらし,関心を向上させるとい

うことを示していると考えられる．特に地知名度が

低い地域については,方言による地域アピールは「差

別化」の観点から地域マーケティングとして有効で

あり,方言の地理的データの活用が有用であると言

うことができる．今回用いた方言の特徴は,文法項目

が中心で市町村を超えた領域で共通点を持つことが

多い．さらにそれが県を超えた領域に広がりを見せ

ることも多々ある．今回の分析結果は,観光需要者の

視点から方言が広域観光圏の形成のための「地域資

源」となる可能性を示したものと考えられる．さら

に三重県と愛知県の関係の分析から，当該地域間の

言語的差異が大きい場合に，方言による地域特性の

アピールはより大きな効果があるという可能性も示

唆された． 
今後の課題として,方言アピールの効果を明確化

するために方言を用いていないケースと比較するこ

とや,若年層以外の年代層の意識調査,さらに東海以

外の地方をフィールドとした分析を行うことなどが

挙げられる．さらに観光資源として方言をどのよう

に利用すべきかという方法論や，方言利用による供

給側の負担（材料収集，人材育成，商品製作などに

ついて）,広域観光圏の実行体制に必要な条件などを

提示する必要がある． 
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The Effectiveness of Dialects as Wide Area Sightseeing Contents 
 
                            Junji WATANABE1* 

1:Department of General Educations(Humanities and Social Sciences)  
 

This paper observes the function of dialects – languages peculiar to particular regions – to search for 
a possibility of wide sightseeing areas with a better use of dialects in marketing.  In terms of marketing, 
I conducted an attitude survey of tourism in other areas by asking residents in three prefectures of Tokai 
region. At the start, they showed lack of knowledge about other prefectures and of interest in other life 
and culture of other areas such as dialects. It is, however, possible to conclude that tourism demand 
improves by presenting regional characteristics in dialects which show wide geographical continuity 
with neighboring areas. 
 
 
Key Word  :  Wide Sightseeing Areas, Dialects, Regional Marketing 
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大型モーターバイク用スイングアームの改良と性能評価について 

― 鈴鹿 8 時間耐久ロードレースへの参戦 ― 

 

末次 正寛 1*, 垰 克己１， 民秋 実 1, 谷川 義之 2，大西 敬紀 3 

1: 機械工学科 

2: 教育研究支援センター  
3: ㈲ オオニシ・ヒートマジック 

 
 
 

大型モーターバイクの純正品スイングアームを，鈴鹿 8 時間耐久ロードレースで走行することを

目的として改良し，その性能評価を行った．改良の主目的は，ねじりに対してフレキシブルな変形

を可能とすることである．これにより，ライダーはコーナリング走行時における車両コンディショ

ンを的確に把握でき，適切な走行姿勢をとることができる．実験ならびに有限要素法による数値解

析を行った結果，局所的に高い応力が発生する純正品に比べ，今回改良したスイングアームは部材

の広い範囲に応力が分散されており，連続的でしなやかな変形を許すデザインとなっていることが

分かった．この改良型スイングアームを装着したマシンにより，著者らの一人が実際に鈴鹿 8 時間

耐久ロードレースへ参戦した． 

 
Key Words :  モーターバイク，ロードレース，スイングアーム，ねじり，実験応力ひずみ解析， 

有限要素法 

 
(受付日 2014 年 9 月 18 日；  受理日 2014 年 12 月 17 日 ) 

 
1. はじめに 

本校の近く（西方約 2 km）にはモータースポーツで全

国的にも有名な鈴鹿サーキットがあり，国際レーシング

コースで実施されるフォーミュラ 1 日本グランプリをは

じめとして，四輪，二輪のレースが年間を通して行われ

ている．また，鈴鹿サーキットでは，このような観戦型

のレースの他に参加型のレースも多数開催されており，

本校もソーラーカーレース，Honda エコマイレッジチャ

レンジ，Ene - 1 GP SUZUKA 等に毎年参加し，創造教育活

動に大いに役立っている．鈴鹿サーキットは 1962 年に本

田技研工業株式会社によって建設されたのがその始まり

であるが，同社の鈴鹿製作所は鈴鹿サーキットに隣接し

て立地している． 
以上のように，三重県鈴鹿市は自動車産業の色合いが

濃い街であり，2004 年には鈴鹿市が「モータースポーツ

都市宣言」を発表し，行政側からのモータースポーツ産

業への積極的な支援体制を打ち出した．そのひとつに「鈴

鹿市ものづくり研究開発事業補助金交付制度」がある．

これは，市内に存在するモータースポーツ産業関係の中

小企業の活性化を目的とし，高等教育機関との共同研究

を条件として企業へ助成金を交付するものである．この

制度を利用してモーターバイク部品の高性能化を目指す

㈲ オオニシ・ヒートマジックと，われわれ鈴鹿高専との

間で協力体制が整い，モーターバイクの重要部材である

スイングアーム（SA）の改良に関する研究がスタートし

た． 
SA はリアサスペンションの主要部材であり，後輪から

の強い駆動力を受けるとともに，曲げやねじりを含む複

雑な負荷状態となる．従って十分な強度とフレキシビリ

ティを有し，かつ，ばね下（サスペンションより下の）

荷重の一部でもあるため軽量であることが要求される．

以上のような観点より，これまで SA に関する多くの研

究がなされている．例えば，材質を一般的なアルミ合金

から複合材やマグネシウム合金へ変更した研究 1,2，レース

時における容易なタイヤの脱着も考慮した片持ちタイプ

の SA に関する研究 3，また，フロント・リアサスペンシ

ョンとメインフレーム全体を含めた形でのねじり剛性を

検討した研究 4などがある．ところで Giacomo らは，ス

ーパーバイク世界選手権で使用された数種の SA のねじ

り特性を，変形（ねじれ角）から評価して比較検討を加

えている 5が，発生する応力やその分布状況に関する検討

はなされていない．本研究では，著者らの一人が自らラ
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イダーとして参戦する鈴鹿 8 時間耐久ロードレース用の

大型モーターバイクへ装着する改良型 SA のねじり性能

を，実験と数値解析の両面から検討し，特に応力分布の

観点から考察を加えたのでここに報告する． 
 

2. スイングアームについて 

鈴鹿８時間耐久ロードレースに参加できるモーターバ

イクのクラスは，排気量・気筒数・ベースマシンの種類

や改造制限等によって細かく規定されている．この規定

も年々変更されるが，本研究の実施時においては 5 つの

クラスが存在した．参考までに以下に示す． 
(1) SBK：スーパーバイク 
(2) JSB：JSB 1000 
(3) xx - F：xx – Formula, Division 1/ Division 2 
(4) SPP：スーパープロダクション 
(5) SST：スポーツストック 

われわれの参加クラスは (3)の xx – Formula, Div.1（一般市

販車をベースとしてこれに改造を加えるクラス）であり，

SA を市販の純正品からロードレース参戦用の改良品へ取

り替えることとした． 
図 1は排気量 1000 ccクラスのオンロードモーターバイ

ク（市販車）の一例であり，図中の矢印部分が SA と呼ば

れる部品である．SA は図 2のリアサスペンション部に示

すとおり，バネやダンパーのクッションユニットやリンク

機構とともにリアサスペンションを構成する重要部品で

あり，その前端部は本体フレームのピボット部にシャフト

でピン接続されていて，この部分を中心に回転運動する．

また，後部は二股のアーム形状となっており，アクセルシ

ャフトを通して後輪を支持している．走行中 SA には大き

な駆動力や制動力による引張・圧縮はもちろんであるが，

特にコーナリング中は縦曲げ・横曲げ・ねじり等の複雑な

負荷が加わる．従って，これらに耐え得る剛性を必要とす

る一方，バランスの取れた適度な変形によって路面からの

力をバイク本体へ伝え，グリップの効いた“しなやかな”走
行を可能とする役目も担っている．以上のように，SA に

は剛性と柔性の両方が求められるが，市販車に装着されて

いる純正品 SA の場合は，街中での一般走行やタンデム走

行等を念頭に置いて安全性を重視し，剛性にウェイトを置

いた形状・構造になっている．しかし，ロードレースの場

合はこれと異なり，最高速度は直線部で 200km/h を超える

速度に達する反面，コーナー部では図 3に示すような極端

に大きいバンク角によるコーナリング走行が必要になる

等，極限の走行が求められる．従って，市販純正品では剛

性面では良いが柔性に欠け，ライダーへの車両コンディシ

ョンの応答が悪いため理想のコーナリング姿勢が取れず，

最悪の場合は転倒につながる．以上のことから，ここでは

剛性を満たしつつも連続的な変形能を有し，レース走行に

必要なレスポンスをライダーへ有効に返す，鈴鹿 8 耐ロー

ドレース用の SA を製作した．本研究では，このような目

的で製作した改良型 SA のねじりに対する性能評価を，純

正品との比較を交えて検討した． 

 
図 1 オンロードタイプのモーターバイク 

（矢印部分がスイングアーム） 

 

 

(a) 組付図 

 
(b) 詳細図  

図 2 リアサスペンション部 

 

 
図 3 レース中のコーナリング走行姿勢の一例 

 

独立行政法人国立高等専門学校機構鈴鹿工業高等専門学校紀要　第48巻（2015）18



（学術論文） 

3. 試験体 

3.1 市販純正品 

 

図 4 スイングアームの形状寸法（純正品） 

 

図 4に市販純正品 SA の形状寸法を示す．黒色に塗装さ

れているが，アルミ合金のダイカスト製である．特徴とし

ては，車軸方向の長さに対して高さの比が比較的大きいこ

と，またこれに伴って，前方部のボックス構造部分がかな

り頑丈であること，全体的にコーナー部分が多い“角張っ

た”デザインであること，等が挙げられる．更に，図 4か

らわかるとおり，棒状の部材を基本としてこれらが組み合

わさった構造となっている． 
 

3.2 ロードレース参戦用改良品 

 

図 5 スイングアームの形状寸法（改良品） 

 

 

図 5にロードレース参戦用の改良型 SA の形状寸法を

示す．アルミ合金 A5083 製（一部 7N01 材）であり，プ

レス成型した部品を溶接で接合してある．主要な目的は，

コーナリング走行時に路面をしっかりとキャッチし，車

両コンディションを的確にライダーへ伝えることができ

るようにすることである．そのため，ねじりに対して敏

感かつ柔軟に反応できるように全体的に高さを抑えてあ

る．また，図 4の純正品と比較してわかるとおり，改良

品には右側面の空間部がなく，全体的に（棒ではなく）

面で外力に応じる構造となっている．これは，SA 全体で

バランスよく負荷を分担することが今回の目的には必要

であり，これによってレースの流れに乗った連続的な走

行につながると考えたためである．更に，本目的のため

できるだけ応力が集中する角部が少ない形状とした．図 

6に改良型 SA を装着したレーシングバイクを示す． 
 

 
図 6 改良型スイングアームを装着した 

レーシングバイク 

 

4．実験装置ならびに実験方法 

 図 7にねじり試験の概略を示す．前方はピボット部の

円孔へ丸棒を通し，治具を介して試験機のチャックへ固

定した．また，後部は左右のアクセルシャフト部へ丸棒

を通し，これを介して試験機からのトルクを与えた．用

いた試験機は，振子式重錘型ねじり試験機（㈱森試験機

製作所）であり，負荷したトルクは T = 176 N・mである．

図 8に実際の実験状況を示す． 

 

図 7 ねじり実験の概略 
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図 8 ねじり実験の様子 

（改良品） 

 

なお，SA の各点には，図 9，図 10に示した各位置に 3
軸ロゼットゲージ（ゲージ長 5mm：㈱共和電業）が貼っ

てあり（図 11参照），これらのひずみ出力から式 (1)によ

って主応力 σ1，σ2を求め，式(2)より相当応力 σ0を算出した． 
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式 (1)中の εa，εb，εcは，図 12に示すとおり直交方向なら

びに 45°方向のひずみ値である．また，E，νはそれぞれヤ

ング率とポアソン比であるが，これらの値は改良品の製作

に使用したアルミ合金(A5083)板で作成した帯板試験片の

静的引張試験から E = 67 GPa，ν = 0.31 と決定した．図 13

は二種類のひずみ速度における引張破断試験の一例であ

るが，両ひずみ速度ともに，引張強さは 300MPa 程度，破

断ひずみは 17%程度であることがわかる． 

 

図 9 測定箇所（純正品） 

 

図 10 測定箇所（改良品） 

 

 

図 11 3軸ロゼットゲージの接着 

 

 

図 12 3軸ロゼットゲージによるひずみの測定 

 

 

図 13 静的ならびに準静的引張試験 

 

 以上述べた，ねじり試験機を用いた実験とともに，本研

究では SolidWorksによって作成した 3-D CADモデルを利

用して有限要素法（FEM）による応力解析を行い，実験値

との比較検討を行った．図 14に改良品の FEM モデルの例

を示す．本図に示すとおり内部構造まで忠実にモデル化し，

細かい要素分割を行ってある．解析条件は同図 (c)に示す

とおり，前端部のピボット部を固定した上で後端部左右の

アクセルシャフト軸受部に反対向きの力を与え，実験時と

同じトルクが発生するように設定した．図 15に比較参考

のため，純正品の要素分割図を示す． 
  

(1) 
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(a) モデル断面図 

 

(b) 要素分割図        (c) 解析条件      

 

図 14 FEMモデルと解析条件（改良品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 FEMモデルの要素分割図（純正品） 

 

5．結果ならびに考察 

図 16，図 17に，それぞれ純正品と改良品の実験結果

と FEM 解析結果を示す．なお本図中の英文字は，図 9, 図

10に示した測定点を示している．これらの図より，両 SA
とも実験値と数値解析値は概ね同じ傾向が得られている

ことが分かり，本研究で行なった有限要素法解析が有効

であることが知られる．なお，純正品 SA では，前方の

ボックス部分にある空孔（バネとダンパーで構成される

クッションユニットが通る部分）周辺の L, M 部や，左側

面の上部部材端 B，また右側面の前方上部 N 点や，ピボ

ット部 D 点で高い応力値となっていることがわかる．図

18は，純正品と改良品の比較を実験値で示したものであ

る．純正品と改良品では形状や寸法が違うため，同じ英

文字が示す測定点が正確に一致しているわけではないが，

概ね対応した場所となっている（改良品には純正品の G

と K に対応する点がないため，空欄になっている）．図

18より，A, B, D, L, M, N の 6 点では，改良品の応力値が

純正品より低下し，C, E, F, H, I, J の 6 点ではその逆となっ

ていることがわかる．L, M 点の応力値低下は，前方ボッ

クス部の高さを低くしてねじり剛性を落とし，かつコー

ナー部の少ない連続的な形状としたことによる応力の分

散，また，B, D, N 点の応力値低下も，全体的に高さを抑

えたデザインと，不連続的な形状をできるだけなくした

ことによる効果と考えられる．一方，C, E 点の応力値増

加は，左側面下部（C 点の位置）に曲面を持たせた形状

への変更，また I や J 点の応力値増加は，当該部の形状

寸法の変更によるものと思われる．このように，改良品

は純正品に比べてスイングアーム全体で負荷を有効に分

担していることが分かる．  
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図 16 純正品の結果 
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図 17 改良品の結果 

前端ピボット
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     → 
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図 18 純正品と改良品の比較（実験値） 

 

図 19は FEM 解析によって求めた相当応力 σ0の分布を

図示したものである．本図より，(a)の純正品は局所的に高

い応力が集中しているのに対し，(b)の改良品は部材の広い

範囲に応力が分散されていることが知られる． 
以上のように，改良品 SA はロードレースにおけるコー

ナリング走行で必要な靭性，すなわち”しなやかな変形能”
が実現されており，車両コンディションをライダーへ有効

に伝え得るものとなっていることが分かる． 
 

  (a) 純正品 

(b) 改良品 

図 19 FEM解析による相当応力分布 

 

6．実地走行試験によるデータ取得の試み 

以上，研究室において行った静的試験の結果について

述べてきたが，このような基礎データに加え，実際に走

行中のデータが得られれば非常に有効である．そこで，

鈴鹿サーキット国際レーシングコースにおいてレースと

同条件で走行し，データの取得を試みた．実験に用いた

装置は，車載可能な小型データ集録装置（㈱共和電業社

 

図 20 車載型の小型データ集録装置 

 
製： EDS - 400A）である．バイクのシート下部に取り付

けられた本装置の様子を図 20に示す．本装置は 4 チャン

ネルであるため一回の走行ではある 1 点のデータしか得

られず，全ての点のデータを得るには複数回の走行を必

要とするが，サーキット使用の制約より，今回は 2 点し 
か実験ができなかった．図 21，図 22は，サーキットを数

周周回して得られた改良品 SA の B 点における測定結果

であり，それぞれ主応力と相当応力の時間変化を示してい

る（１周に要する時間は 130 秒程度）． 
 

 
図 21 実走時における主応力の時間変化 

（改良品 SA，B 点） 

 
図 22 実走時における相当応力の時間変化 

（改良品 SA，B 点） 
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レーシングコースの各部分には，スプーンカーブ，200R，
カシオトライアングル等の名称がつけられているが，ここ

で得られたようなデータを用いれば，時間軸からコース上

のあらゆる位置における SA の挙動が把握できる．このよ

うに，今回試みた実地走行試験におけるデータの取得は，

大変貴重な資料になるもとの考えられる．  
 

７．まとめ 

 ロードレースのコーナリング走行の際に，“連続的なし

なやかな”変形によってライダーが車両状況を的確に把

握できる改良型スイングアームを製作し，ねじりに対す

る特性を純正品との比較を交えて検討した．得られた結

果をまとめると，次のようである． 
(1) 振子式重錘型ねじり試験機によってねじり試験を行

い，スイングアームの各部に生じるひずみを 3 軸ロ

ゼットゲージで計測して相当応力 σ0を評価した．純

正品では局所的に高い σ0が発生し，場所による応力

値の差が大きい．これに対し，改良品は部材の広い

範囲に応力が分散しており，応力値が純正品に比し

て低い値で平均化している．これより，改良品のス

イングアームは部材全体にわたって連続的なねじり

変形を許容する，しなやかなデザインとなっている

ことが示された． 
(2)  3-D CAD モデルを利用して有限要素法（FEM）によ

る応力解析を行い，実験値との比較検討を行った．

その結果，両者は概ね一致し，FEM 解析の有効性が

示された． 
(3) 小型のデータ集録装置をモーターバイクへ搭載し，レ

ーシングコース走行中のデータ取得を試みた．得られ

たひずみデータより主応力，相当応力の時間変化が分

かるため，コース上の各位置に対応した貴重なデータ

になるものと思われる． 
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Swing arm of large-sized motorbike improved for the road race and 

its evaluation in mechanical property 

(Entry to the Suzuka 8 hours endurance road race) 

 
Masahiro SUETSUGU1*, Minoru TAMIAKI1, Tomoyuki TANIGAWA2 , Takatoshi OHNISHI 3 

1: Dept. of Mechanical Engineering  

2: Education and Research Support Team 
3: Ohnishi Heat Magic, Inc. 

 
 
 

 
The swing arm (SA) of large-sized racing motorbike is redesigned to entry the Suzuka 8 hours endurance road race, 
and its mechanical property is evaluated.  The main purpose of the improvement is to give the flexibility to the SA in 
torsion.  In driving along a curve, the rider can get hold of motorbike condition exactly by the improvement, and can 
take up the appropriate driving stance for racing.  Experimental torsion test and finite element analysis are carried 
out for the commercially available SA and the redesigned one, and obtained results are compared each other.  As a 
result, stress concentration at some local areas is observed in the commercially available SA.  On the other hand, 
stress is scattered to the wide area in redesigned SA, and it is revealed that the flexible and continuous deformation 
can be generated in redesigned SA.  One of the authors actually enter the Suzuka 8 hours endurance road race 
using the motorbike with the redesigned SA on.      
 
 
Key Words : Motorbike, Road race, Swing arm, Torsion, Experimental stress-strain analysis, Finite element 

analysis 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Original Article）
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光干渉法ならびに有限要素法による半楕円板状表面開口き裂の

応力拡大係数評価について 
 

末次 正寛 1*, 民秋 実１, 谷川 義之２, 関野 晃一 3 

1:機械工学科 

2: 教育研究支援センター  
3: 関東学院大学 理工学部 

 
曲げを受ける平板の表面部に存在する半楕円板状開口き裂の応力拡大係数（ K 値 )を，光干渉法に

よって実験的に評価することを試みた．試験片の材質は耐熱ガラスであり，き裂は熱応力を利用し

た手法によって導入した． K 値は，き裂面からの反射光によって生じる干渉縞から測定される開口

変位量から評価した．求められたき裂前縁部の  K 値分布は，Raju-Newman の解とよく一致した．有

限要素法解析による検討も併せて行い，その有効性を確かめた． 

 
Key Words :  半楕円板状表面開口き裂，光干渉法，き裂開口変位量，応力拡大係数，有限要素法  
 

(受付日 2014 年 9 月 12 日；  受理日 2014 年 12 月 17 日 ) 
 
1．はじめに 

機械構造物の破壊は，不連続部に生じる高い応力や大

きなひずみが原因で発生することが多い．特に，き裂（ク

ラック）状の鋭い欠陥は非常に危険であり，構造物中に

存在するこのような欠陥の非破壊的な検出技術 1や，検出

された欠陥に対する破壊力学的な検討 2が継続的に行わ

れている．き裂の中でも，物体の表面部に生じたものは

一般的に危険度が高く，厚肉円筒や圧力容器の脆性破壊

事故の例からわかるとおり，使用中の変動荷重や疲労に

よって半楕円板状に発達した表面開口き裂は脆性破壊へ

直結する．このような理由により，半楕円板状表面開口

き裂に関する多くの研究がこれまでになされている．例

えば，引張と曲げを受ける平板表面部の半楕円き裂に生

じる応力拡大係数について詳細な有限要素法(FEM)解析

を行い，この結果を定式化した Newman J. C.らの研究 3

や，体積力法を応用してこれを解析した石田らの研究 4が

ある．また，三好らは近接した半楕円き裂の干渉問題に

ついて独自の要素を用いた FEM 解析を行い，ASME 規格

との比較を行っている 5．一方，実験的な研究としてはコ

ースティックス法と光弾性法を併用した呉らの報告 6が

ある．呉らは，半楕円板状表面開口き裂を有するブロッ

ク状エポキシ試験片へ応力凍結処理を施し，その後にア

ニーリングを行ってスライス片を切り取る工程を経て応

力拡大係数を評価した．このように，三次元的な広がり

を有するき裂前縁部の応力拡大係数を実験的に求めるこ

とは非常に手間がかかる上誤差が大きく困難であり，研

究例は少ない．ところで，われわれは先にガラス試験片

中へ導入した自然き裂へ光干渉法を適用し，き裂開口変

位量(COD)から比較的簡便に，かつ精度よく実験的に応力

拡大係数を評価できることを示した 7,8．本研究では，この

光干渉法を平板中の表面部に存在する半楕円き裂へ適用

し，き裂前縁部の応力拡大係数分布の測定を行った．更

に，三次元 FEM 解析による評価も併せて試み，これらの

結果について Raju - Newmanの解9との比較検討を行った．

また，き裂の進展現象に関しても若干の考察を加えたの

で，ここに報告する． 
2．光干渉法による検討 

2.1 試験片の作成 

実験に供した試験片の形状寸法を図 1に示す．材質は

ホウケイ酸硝子（商品名：テンパックスフロートガラス）

であり，中央部の片側表面部に半楕円板状き裂が入れて

ある．同図中のφは離心角である．なお，き裂は次に示

す方法で作成した．まずガラス切りによって線状の傷を

表面に付け、これを 300℃に設定したホットプレート上に

傷の面が上（傷が入っていない面がプレートに接するよ

う）にして置く．次に、傷を付けた面の表面温度が約 
170℃になった時に傷の上へ水滴を垂らすと，熱応力によ

って楕円板状のき裂が発生し進展する．一般的に，ガラ

ス材のような典型的な脆性材料中へき裂を導入すること

は非常に難しいが，このような手法によって自然き裂を

導入することができる．なお、導入されたき裂は試験片

が高温状態の時は目視で確認できるが，常温に戻ると全

く確認できないほど閉口してしまう． 
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図 1 試験片の形状寸法 

 
2.2 き裂開口変位量の測定 

 本研究では光干渉法 10によってき裂開口変位量 δ を測

定し，この δ から応力拡大係数 KIを評価した．図 2に光

干渉法の原理を示す．き裂の開口部へ光を入射させると，

表面で反射した光と裏面で反射した光が干渉して干渉縞

が発生する．例えば，波長 λの光を入射させた場合は式 (1)
で示されるように，δ が λ/2 の整数倍に達する毎に干渉縞

の暗線が表れる． 

  N
2
λδ =                                    (1) 

ここで，N は縞次数である． 
 

 
図 2 光干渉法の原理 

 
なお、本実験では光源として白色光を用いているため，

δ の増加に伴って波長の短い色から順次消失し，その補色

の干渉縞が順番に観察されることになる．従って，この

ような色縞を使えば，注目する縞の色（波長）を変える

ことによって連続的な測定が可能であるが，今回は光学

系の実験によく用いられる He - Ne ガスレーザの波長 λ = 
632.8nmの補色に対応する青緑色の干渉縞を測定した． 
図 3に実験装置の概略を示す．き裂面を下にして試験

片を設置し、荷重試験機によって対称四点曲げ試験を行

った．同図のとおり，白色光源からの光をビームスプリ

ッタ（ハーフミラー）を通して試験片端面へ入射し，き

裂面からの反射光による干渉縞を通常のカメラで記録し

た． 

 
 

図 3 実験装置の概略 

 

2.3 応力拡大係数の評価 

図 4に示すようなモード I 型の負荷を受けるき裂近傍

の変位 u, v は式 (2)で与えられる 11． 

 

図 4 モード I型の負荷を受けるき裂 
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ここで、G はせん断弾性係数である．従って，ヤング率と

ポアソン比をそれぞれ E, ν とすれば，測定されたき裂開口

変位量 δ が式 (2)の θ = 180°における 2νに相当するため，

式 (3)によって応力拡大係数 KIが導かれる． 

  ( ) r
EKI πν

δπ
214 2−

=               (3) 

 

なお，式 (3)は式 (2)における定数 κ を κ = 3 – 4ν として導

いたものであり，平面ひずみ状態のものである．実際の
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KIの決定は，き裂先端からき裂面に沿った距離 r において

算出される見かけのKI値を r = 0へ外挿する手法を用いた． 
 

3．有限要素法による検討 

 汎用 FEM ソフト(Ansys)を利用し，光干渉法で行った

実験と同じ条件で解析を実施した．解析モデルの概略を

図 5に示す．対称性を考慮した試験片全体の 1/4 モデル

であり，楕円き裂中心を原点 O として図に示すように x, 
y, z 軸をとっている．拘束条件は以下のとおりである． 

 
図 5 FEM解析モデルの概略 

 

(1) x = 0 における y - z 平面を x 方向拘束． 
(2) y = 0, z = 68 mm におけるライン上を y 方向拘束． 
(3) z = 0における y - x平面で，き裂面以外を z方向拘束． 
以上の条件のもとで，y = 15 mm, z = 35 mm のライン上に

位置する節点へ荷重を負荷した． 

 

 

 

図 6 要素分割の概略 

 

図 6に要素分割の概略を示す．節点数は約 11000，要素

数は約 10200 である． 
 

 

図 7 き裂開口変位量δの増加による干渉縞の変化 
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4．結果ならびに考察 

4.1 応力拡大係数について 

 図 7に光干渉法によって得られた干渉縞を示す．モノ

クロ印刷であるため分からないが、実際は消失した波長

の色の補色が順次現れているため「虹色状」のものであ

る．なお，本図では上下に対称な干渉縞が撮影されてい

るが，下の部分はき裂部の干渉縞が試験片の底面で反射

しているものである．2.1 の「試験片の作成」で述べた

とおり，熱応力を利用して導入した自然き裂は，常温に

戻るとほぼ完全に閉口しているが，図 7から負荷荷重の

増加に伴って閉口き裂が開口していく様子がよく分かる．

このような干渉縞を利用し，図 1に示した離心角φで与

えられる種々のき裂前縁位置における KI値を検討した． 

図 8 き裂開口変位量δの一例 

(P = 1104 N, 光干渉法) 

 

図 8，図 9は，それぞれき裂の開口変位量 δ，ならびに

δから評価された応力拡大係数 KIの一例であり，P = 1104 
N のものである．なお，図 8の δは，2.2 の「き裂開口変

位量の測定」で述べたように，き裂先端部 (r = 0)から r
に沿って 1 本目の青緑色の縞を N = 1，2 本目のそれを N 
= 2（以下同様）とし，式 (1)よりλ=632.8 nmとして算出

した．図 9に示すような r と KIの関係を用いて r = 0 に

おける KIを決定したが，その際は町田らの研究 12を参考

として，r が概ね 1 mm 以上の範囲の KI値を利用した．  
 

 

図 9 応力拡大係数 KI値の決定 

(P = 1104 N, 光干渉法) 

 

 以上のようにして求めた P = 1104 N ，962 Nならびに

606 Nにおける KI値の角度分布を図 10に示す．なお同図

中には，Raju - Newman によって与えられている次式 9から

算出した KI値の角度分布も併せて示してある（点線参照）． 
 

(4)                                     

 

ここで，H, I, J, F は離心角φ，ならびに，き裂や試験片の

寸法によって定まる係数，σT，σbはそれぞれ引張応力， 

( ) FJa
I
HK bT

I ⋅⋅
+

= πσσ
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図 10 応力拡大係数 KI値の角度分布 (光干渉法) 

図 11 き裂開口変位量δの一例 (P = 1104 N，FEM) 

 

曲げ応力である．図 10より，各荷重段階において実験か 
ら求めた KI値は Raju - Newman の結果と概ね一致してお

り，光干渉法による半楕円板状き裂の応力拡大係数評価が

有効であることがわかる．なお図 7の干渉縞写真に示すと

おり，今回の実験では試験片の表面部における干渉縞が不

鮮明であったことから，φ = 0°，180°における KI値の誤差

が比較的大きい傾向にあった． 
 次に有限要素法による解析結果について示す．図 11，

図 12は FEM 解析によって得られた開口変位量 δ，なら

びにこれから評価された応力拡大係数 KIの一例であり，

P = 1104 Nのものである．同じく図12における rが概ね 1 
mm 以上の範囲の KI値を利用して r = 0 における KIを決

定した． 

       

図 12 応力拡大係数 KI値の決定 (P = 1104 N，FEM) 

 

このようにして各離心角φにおける KI値を評価したも

のを，光干渉法による実験結果ならびに Raju - Newman の

結果とともに図 13に示す． 

0
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図 13 応力拡大係数 KI値の角度分布の比較(P = 1104 N) 

 

図 13より知られるとおり，本研究で実施した FEM 解析

から得られた KI値は，Raju - Newman の結果ならびに実験

結果と比較すると，やや大きめではあるが，KI値が表面

部（φ = 0°，180°）で大きく最深部（φ = 90°）で小さく

なる全体的な傾向は一致しており，FEM 解析が有力な手

法となることが示された．FEM 解析による KI値の誤差に

ついては，使用したソフトの制約の都合上，要素分割が

比較的粗かったことや，アスペクト比等の要素形状の問

題が大きいと思われ，使用する要素のタイプ等も含めて

更に検討が必要と考える． 
 4.2 き裂の進展について 

 前述のとおり，試験片へ導入した半楕円板状き裂は荷

重 P = 0N の時はほぼ完全に閉じている．従って，荷重の

増加に伴い，(1)初期き裂の状態まで開口して開口変位量 δ
が順次増加し，(2)き裂の安定進展の後，(3)不安定破壊が

発生する，と考えられる．図 14は，図 7に示した光干渉

縞の結果から楕円き裂寸法 a と 2c を測定し，荷重の増加

に伴うこれらの変化を示したものである．なお、図 14中

に示したとおり，P = 1104 N の写真撮影を行った直後(P = 
1105 N)に不安定破壊が生じている．図 14より，P = 300 N
程度から閉じていたき裂面が開き始め，荷重 P = 406 N で

最深部（φ = 90°方向）の寸法である a は約 5mm，表面

部（φ = 0°，180°）の寸法である 2c は約 20mm となっ

ていることがわかる．その後荷重が増加して P = 962 N で

は a が進展を始めており，続いて P = 1032 N では 2c が
進展を開始して最終的な不安定破壊に至ったものと考え

られる．図 15は各荷重段階における KI値の分布を，その

時々のき裂寸法をもとに式(4)から求めて示したものであ

る．本図より，P = 906 N までは KI値の角度依存性は少な

くほぼ一定であり，図 14 で示した結果から見て KI = 
0.65MN/m3/2 程度の値で最深部（φ = 90°方向）からき裂

の進展が始まったと考えられる．最深部からき裂が進展

して a/c比が大きな楕円形状になると，図15中の P = 962 

N以上のKI値分布でわかるとおり表面部の KI値が最深部

より高くなり，φ = 0°と 180°方向のき裂が続いて進展し

たと考えられる．なお，最深部のき裂進展時における KI = 
0.65MN/m3/2 は，本材料の破壊靭性値である KIc = 
0.69MN/m3/2とよく一致している． 
 

図 14 荷重の増加による楕円き裂寸法の変化 

図 15 荷重の増加による KI値の角度分布の変化 

 

5．まとめ 

 (1) 光干渉法を利用して μmオーダのき裂開口変位量 δ
を計測し，半楕円板状表面開口き裂の応力拡大係数 
KIの角度分布を評価した．測定された KI値は Raju - 
Newman の解とよく一致し，光干渉法の有効性を示

した． 
(2) 有限要素法により，同様にき裂開口変位量 δを解析

して半楕円板状表面開口き裂の応力拡大係数 KIを

算出した．この結果は Raju - Newman の解や光干渉

法から得られた結果と比較してやや大き目な値とな

ったが，KI値の角度分布等，全体的な傾向は一致し

た．  
(3) 熱応力を利用してガラス材中へ導入した半楕円板状
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き裂は，常温時ではほぼ完全に閉口していたが，荷

重の負荷とともに開口し，数 mm進展した後に破壊

した．なお，本実験で導入したき裂（初期の a/c が

約 0.5 ）では最深部（φ = 90°方向）においてき裂

の進展が始まったが，その際の  KI 値である

0.65MN/m3/2 は 供 試 材 の 破 壊 靭 性 値  KIc = 
0.69MN/m3/2とよく一致した． 
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Evaluation of stress intensity factor of semi-elliptical surface crack 

using an optical interferometric method and finite element analysis 

 
Masahiro SUETSUGU1*,  Minoru TAMIAKI1,  Tomoyuki TANIGAWA2,  Kouichi SEKINO3  

1: Dept. of Mechanical Engineering  

2: Education and Research Support Team 
3: College of Science and Mechanical Engineering, Kanto Gakuin University 

 
 

Stress intensity factor KI of semi-elliptical crack existing at the surface of bending plate is experimentally evaluated 
by using an optical interferomtric technique and finite element analysis.  Material of the specimen used in this study 
is a heat-resistant glass, and a natural crack is induced by the application of thermal stress.  The value of KI is 
evaluated through the crack opening displacement which is measured by the interferometric fringe pattern at the 
crack surfaces.  The distribution of KI along the semi-elliptical crack front obtained by the interferometric technique 
is in good agreement with the result calculated by the Raju-Newman’s equation.  Attempt to obtain the value of KI 
using the finite element analysis is also carried out.             
 
 
Key Words : Semi-elliptical surface crack, Interferomtric technique, Crack opening displacement, Stress intensity 

factor, Finite element method 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Original Article）
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ガラス繊維強化複合材料平板の円孔周りの繊維状態が 

強度特性に及ぼす影響 
 

民秋 実 1*，高野 典子 2 

1:機械工学科 

2: 電子機械工学専攻修了(三菱電機 稲沢製作所) 
 
 

ガラス繊維強化複合材料平板の結合用にあけるボルト穴を想定した円孔周辺の繊維を切断しない

ように，円孔を周り込むようにガラス繊維を配置し，円孔周りの繊維状態が，静的強度および疲労

寿命にどのような影響を与えるかについて調べた．その結果，繊維を切断しないようにすることで

円孔周りの応力集中を受ける位置において材料強度が上がり，繊維を切断して円孔をあけた場合は

10～ 20％程度低下する破断強度を 5％程度の低下に抑えることができた．   
 
Key Words :応力集中，繊維強化複合材料，引張試験，疲労試験 

 
(受付日 2014 年  9 月 12 日；  受理日 2014 年 12 月 17 日 ) 

 
1.緒言 

繊維強化複合材料は，軽くて強いという強度特性から幅広い用

途に使用されている．使用するうえで修理や交換のためにいくつ

かの部材に分けて製作しボルト等で結合される．ボルトを通すた

めに円孔をあけるとそこで繊維が切断され，また応力集中により

強度が低下する．これまで，そうした円孔の影響について調べた

研究はなされているが 1～6，円孔周りの繊維状態が強度特性におよ

ぼす影響について明らかにしたものはない．そこで本研究では円

孔を有するガラス繊維強化複合材料(GFRP)平板の円孔周りの繊

維状態が，静的強度および疲労寿命に与える影響について調べ，

GFRPのより有効な使用方法を提案することを目的とする． 

繊維強化複合材料平板に円孔をあけると通常，繊維が切断され

る．そこであらかじめ円孔を周り込むようにガラス繊維を配置し

て製作することで，繊維を切断することがなく，また円孔周りの

繊維が増えることで応力集中による強度低下も低減されると考え

た．さらに横方向のガラス繊維がどの程度，強度に影響を与えて

いるかを調べるために，円孔周辺の横繊維束を取り除いた試験片

も製作した．これらの試験片に対する比較として円孔のない試験

片や繊維を切断して円孔をあけた試験片も製作した．そしてこれ

らの試験片について引張試験および疲労試験を行い，静的強度お

よび疲労寿命に与える影響を調べた． 

 

2.実験方法 

2.1 試験片製作方法 

試験片に用いた GFRP はガラス繊維束が縦横方向に織られた

#600のロービングクロスを強化材として用いた．ガラス繊維層は

試験片 1枚に対して 3枚使用した．また母材にはビニルエステル

樹脂（DIC製 DICLITE UE-3505），硬化剤にメチルエチルケト

ンペルオキシド，促進剤にナフテン酸コバルトを用いてハンドレ

イアップ法により積層した．試験片は円孔が有るものと無いもの

を製作し，円孔を有する試験片は 6種類製作した．繊維を切断し

ないで円孔を有する試験片の製作には，Fig. 1に示すような厚さ

5mmのポリプロピレン平板に円孔となる直径10mmの円形の凸

部を中央に設けた深さ 2mm の型を製作した．この型を厚さ

12mmの木製の板に7箇所の木ねじで固定することで試験片製作

時に型が反らないようにした．試験片を取り出しやすくするため

に，積層前に型にはシリコーン離型剤を吹きかけた． 

 
 

Fig.1 Form of No-cut specimens 

（学術論文）
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製作した6種類それぞれの試験片におけるガラス繊維の繊維配

置をFig. 2に示す．図中の矢印は加えた荷重の方向である． Fig. 
2(a)はガラス繊維を切断して円孔をあけた試験片(Cut 1)，Fig. 
2(b)は円孔を周り込むようにガラス繊維を配置して製作した試験

片(No-cut 1)である．円孔をもつ有限幅の平板が単軸方向に一様

な引張応力を受けるとき，引張方向に対して垂直な円孔縁におい

て引張応力の２から３倍の引張最大応力が生じ 7,8，引張り方向に

おける円孔縁では最大圧縮応力が生じる．No-cut試験片ではその

部分の繊維密度が高くなるため強度が向上すると考えた．Fig. 
2(c)は，円孔周辺の横繊維束を 4束抜いた試験片(cut 2)，Fig. 2(d)
は，円孔周辺の横繊維束を 4束抜いて，円孔を周り込むようにガ

ラス繊維を配置して製作した試験片(No-cut 2)，Fig. 2(e)は，円孔

周辺の横繊維束を8束抜いた試験片(cut 3)，Fig. 2(f)は，円孔周

辺の横繊維束を 8束抜いて，円孔を周り込むようにガラス繊維を

配置して製作した試験片(No-cut 3)である．これ以外に，円孔を

開けない平滑試験片(Normal 1,2,3)を製作した．試験片形状，寸

法をFig. 3に示す．試験片の両端，両面には，試験片を実験装置

に取り付けたときの応力集中を防ぐために，GFRPで製作したテ

ーパータブを接着した． 

 
(a) Cut 1           (b) No-cut 1           (c) Cut 2 

 

 
   (d) No-cut 2            (e) Cut 3           (f) No-cut 3 
 

Fig.2 Fiber condition of specimens 

 

Fig.3 Tensile test specimen [mm] 

 

2.2 静的引張試験 

静的引張試験には電気油圧式サーボパルサ(島津製作所製)を使

用した．負荷速度は，50N/s で行った．変位，ひずみの計測は接

触式デジタル変位センサ（AT-V500，KEYENCE 製）およびひず

みゲージ（KFG-5-120-C1-11，KYOWA 製）を使用した．実験は

実験室環境下の室温 25℃，湿度 50％で行った． 
2.3 繰り返し疲労試験 

繰り返し疲労試験も静的引張試験と同様に電気油圧式サーボパ

ルサを使用した．周波数 10Hz，片振り(応力比R=0.95)三角波の

繰り返し荷重を与えて疲労試験を行った．最大応力は，各繊維状

態の試験片の静的引張試験における破断応力の 80％～40％にな

るように設定して繰り返し疲労試験を行った．繰り返し数は最大

で 100万回とした．  

 

3.実験結果および考察 

3.1 静的引張試験結果 

静的引張試験結果をまとめたものをTable 1に示す．  

 

Table 1 Strength properties 

 
 

Table 1 における破断ひずみの値は引張試験前の試験部の長さ

に対する変位計から得られた変位により求めた．破断応力の値は

円孔を考慮しない試験片全体の断面積と負荷荷重により求めた見

かけ上の応力である．またヤング率はそれぞれの試験片の応力－

ひずみ線図における傾きから求めたものである．Fig. 4～6に，円

孔周りの繊維状態が異なる各試験片の応力－ひずみ線図を示す．  
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Fig.4 Stress-strain curve of test piece 1 
 

 
 

Fig.5 Stress-strain curve of test piece 2 
 

 
 

Fig.6 Stress-strain curve of test piece 3 
 
円孔を有する試験片は必ずしも円孔周りの最小断面において破

断しなかった．特に円孔を周り込むようにガラス繊維を配置して

製作した No-cut 試験片や横繊維束を抜いた試験片 2，試験片 3
では円孔縁の斜め方向で破断したり，横繊維束を抜いた領域と抜

いていない領域の境界から破断したりすることが多かった．試験

片 3は，試験片 2よりも横繊維束を抜いた領域と抜いていない境

界の付近において破断することが多かった． 
Table 1における破断応力についてみてみると，全ての試験片に

おいて円孔を周り込むようにガラス繊維を配置して製作した

No-cut試験片の破断応力は，円孔をあけていないNormal試験片

の破断応力よりも５％程度，小さくなったが，繊維を切断して円

孔をあけたCut試験片の破断応力よりも１０％程度大きくなった．

No-cut 試験片においては繊維を切断せずに円孔を周り込むよう

に繊維を配置したことから円孔周りの応力集中を受ける位置にお

いて材料強度が上がり，また No-cut 試験片では円孔周りの最小

断面における繊維量が円孔をあけていないNormal試験片と同じ

であるために，円孔を有したことによる材料強度の大きな低下に

はならなかったと考えた．またNo-cut 試験片は Cut 試験片より

も最小断面において繊維束が3束分だけ多くなっている．そのた

め No-cut 試験片は Cut 試験片よりも応力集中の影響を受けなか

ったと考えた． 
次に破断ひずみについてみてみると，試験片 1と試験片 2にお

いては，No-cut，Normal，Cut の順に破断ひずみが小さくなっ

ている．これは，No-cut試験片が円孔まわりに繊維を周り込ませ

てあるために，繊維方向が荷重方向に対して１直線でなくなり完

全に張られるまでに余裕があったためと考えた．さらに No-cut
試験片は円孔周りの繊維量が増えたことで応力集中の影響を緩和

したことから破断応力が大きくなり，それに伴って破断ひずみも

大きくなったと考えた．試験片3の破断ひずみは，試験片 1や試

験片 2 の破断ひずみよりも小さくなった．これは試験片 3 では，

円孔周りの横繊維束を抜いたことから縦繊維が横繊維と編まれる

ことが無くなり，より直線的に配置されたためと考えた．また

Normal 3 と No-cut 3 との破断ひずみが同程度であったのは，

No-cut 3 は円孔周りから破断せずに横繊維が有る領域と無い領

域の境界付近で破断しており，繊維を円孔周りに周り込ませたこ

とによる影響が見られなかったためと考えた． 
Fig. 4，5に示した試験片 1，試験片 2における応力－ひずみ線

図において No-cut は初期の段階では Normal の線図に近いが，

徐々に Cut の線図に近くなってくる．これは，No-cut の円孔周

辺に周り込んだ繊維が，引張試験中，負荷荷重により少しずつ切

断されていき，円孔周辺においてCutの繊維配置状態と似てくる

からであると考えた． 
横繊維の影響については次のように考えた．横繊維束を抜いた

試験片は，横繊維束を抜いた領域と抜いていない領域との境界付

近で破断した．これはNo-cut 1，No-cut 2，No-cut 3で見かけ上

のヤング率が異なることから，横繊維束を抜いた領域と抜いてい

ない領域とで材料特性が変わり，この材質の不均質により応力集

中が発生したと考えた．また円孔を有する場合，試験片 3が試験

片 2よりも大きな破断応力となったのは，横繊維束を抜いた領域

と抜いていない領域の境界と円孔との距離が離れたことにより，

両者の応力集中が干渉しあう影響が小さくなったためと考えた．

また円孔をあけていない試験片2と試験片3との破断応力は同程

度であった．このことから横繊維が破断応力の向上に及ぼす影響

は少ないと考えた．  

3.2疲労試験結果 

疲労試験により No-cut と Cut の疲労寿命を比較した．試験片

3においてはCut 3のみ疲労試験を行った．これはNo-cut 3が単

軸静的引張試験において円孔付近から破断しなかったことから

No-cut 3における疲労試験は行わなかった．試験片は破断直前に

負荷荷重が変動することから試験片の完全な破断まで試験を行わ

ずに，負荷荷重が5%変動したときに試験を終了するようにした．

そのため試験後にき裂がどのように進展したのかを観察すること
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ができた．試験の際は負荷荷重の波形をコンピュータに取り込み，

その最大負荷荷重から円孔を考慮しない試験片全体の断面におい

て負荷応力を計算した．疲労試験結果をFig. 7に示す．Fig. 7の

縦軸は静的引張試験における破断応力σB で疲労試験での最大応

力σを割り無次元化した値である．Fig. 7に示すように，試験片

2 は試験片 1 に比べて，疲労寿命が長くなることがわかった．ま

たCut 3はCut 2と同様の疲労特性を示した． 
 

 
Fig.7 S-N curve 

 

 
Fig.8 Crack of No-cut 1 

 

 

Fig.9 Crack of No-cut 2 

Fig. 8,9にNo-cut試験片の円孔周辺におけるき裂発生位置の光

学顕微鏡写真を示す．各試験片の破断状態からき裂の進展につい

てみてみると，Cut 1のき裂進展は円孔周辺から横方向に直線的

に縦繊維を切断しながら進展していた．No-cut 1 のき裂進展は

Fig. 8に示すように円孔周辺の縦繊維に沿うように斜め方向に進

展し，横繊維がある領域との境界に沿って進展していた．Cut 2
のき裂進展は Cut 1 と同様に試験片中央部から横方向に進展し，

円孔から離れるにつれて，その破断面は横繊維束を抜いた領域全

体に対して広がっていった．No-cut 2のき裂進展はFig. 9に示す

ように円孔周辺の斜め方向から始まり，縦繊維の繊維方向に沿っ

て進展していた．またNo-cut 2の破断は横繊維束を抜いた領域と

抜いていない領域の境界で起こることもあった．Cut 3では，円

孔付近にはあまりき裂は見られず，き裂は横繊維束がある領域に

おいて生じ進展していた． 
各試験片のき裂の進展状態よりCut1やCut 2においては円孔

周辺の横方向における応力集中の影響が見られ，き裂は円孔の横

方向に生じ進展した．その際，円孔周辺で横繊維束のある Cut1
の方が，横繊維束のないCut 2よりも横繊維束の界面に沿ってき

裂が進展しやすくなり，結果的に疲労寿命が短くなったと考えた．

No-cut 1やNo-cut 2は円孔周辺における横方向の応力集中の影

響をCut 1やCut 2よりも受けなかったため，き裂は円孔周辺に

おいて縦繊維方向に沿うように進展した．No-cut 2の破断状況か

ら，円孔周りの材料強度が大きくなったことと円孔周りの横繊維

束を抜いたことで円孔周りからのき裂が横繊維と樹脂との界面に

沿って進展しなかったことがわかり，このため他の試験片よりも

疲労寿命が長くなったと考えた．Cut 3とCut 2の疲労特性が同

様になったのは，それぞれの試験片において最終的にき裂が横繊

維束を抜いた領域と抜いていない領域との境界で進展したためと

考えた． 
以上のことから繊維を切断せずに円孔を周り込むように繊維を

配置することにより強度の向上が可能であり，樹脂と繊維の界面

の強度が樹脂の強度よりも低い場合は，円孔周辺の横繊維を取り

除くことによりき裂の進展が遅くなり疲労寿命が延びることがわ

かった． 
 
4.結言 

円孔を有するガラス繊維強化複合材料平板の円孔周りの繊維の

状態が，静的強度および疲労寿命にどのような影響を与えるかに

ついて調べるために，円孔を周り込むように，ガラス繊維を切断

することなく繊維を配置したり，円孔周辺の横方向の繊維束を取

り除いたりした試験片を製作し，それらを用いて静的引張試験お

よび繰り返し疲労試験を行った結果，以下の結果が得られた．  

(１)円孔周辺の繊維を切断せずに製作した試験片では，円孔を周

り込んだことから円孔周りの応力集中を受ける位置において

材料強度が上がり，また円孔周りの最小断面における繊維量

が円孔をあけない場合と同じであるために，円孔を有したこ

とによる材料強度の低下が押さえられた． 

(２)横繊維束を抜いた円孔を有する試験片において，破断は必ず
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しも円孔周りの最小断面において起こらなかった．横繊維束

を抜いた試験片の破断は円孔周りではなく横繊維を抜いた領

域と抜いていない領域の境界から破断することがあった．こ

れは横繊維を抜いた領域と抜いていない領域との材料特性が

変わり，この材料の不均質による応力集中の影響が大きくな

るためと考えた． 

(３)横繊維束を抜く量を変えた場合の破断応力は同程度であった．

これは横繊維があることにより破断応力を上げる影響はあま

り大きくないためと考えた． 

(４)疲労試験における低い応力状態において横繊維束を抜いた試

験片は抜いていない試験片よりも疲労寿命が長くなった．こ

れは横繊維束があると，き裂は円孔周りの横繊維と樹脂との

界面に沿って進展していくのに対し，横繊維を抜いた試験片

ではそれが起こらないためと考えた． 

(５)円孔周辺の横繊維を抜いた場合，円孔と横繊維が有る領域と

無い領域の境界の距離が大きくなると，円孔周りからのき裂

よりも横繊維が有る領域における樹脂と横繊維との界面に沿

ってき裂が生じやすくなる． 
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Effect of Fiber Condition around Circular Hole on Mechanical 

Properties of GFRP  

 
Minoru TAMIAKI1*，  Noriko TAKANO2  

1: Dept．of Mechanical Engineering 

2: Advanced Engineering Faculty (Mitsubishi Electric Inazawa Works) 
 

 
 

We were investigated on the tensile strength and fatigue life about the condit ion of the f iber around 
the circular hole. Bolt holes are dril led for attachment of the glass f iber reinforced composite plate. 
Fiber is cut at this t ime. Therefore, we were arranged so as not to cut the f iber around a circular 
hole. As a result, breaking strength is reduced about 10-20% by cutt ing the f ibers. W ithout cutt ing 
the f ibers, reduction of the breaking strength can be reduced to about 5%. 
 
Key Words : Stress concentration, Fiber reinforced plastics, Tensile test, Fatigue test  

（Original Article）
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Ti 陽極酸化皮膜の光電気化学特性におよぼす Ni, Pd および Pt の影響 
 

江崎 尚和 1*,  中川 沙織 2 

1:材料工学科 
2:応用物質工学専攻修了 

 

酸化チタン（TiO2）はその光触媒特性に注目が集まっている．この研究では,Ti に Pd および Pt を添加した

Ti 合金の表面に陽極酸化で形成させた酸化皮膜についてその光電気化学特性の評価を行った．その結果,陽極酸

化条件によって変化する皮膜の構造を反映した量子効率スペクトルが得られること,Ni が結晶性の酸化皮膜形

成を促進する傾向があることを明らかにした．また，Ni および Pt の添加によって光電流（量子効率）は著しく

低下するものの,可視光域の光照射でも光触媒特性を発現させる傾向のあることがわかった． 

 
 

Key Words : チタン合金, 光触媒, 光電流, 量子効率, バンドギャップ 
 

(受付日 2014 年 9 月 11 日； 受理日 2014 年 12 月 17 日) 
 

1. 緒言 

酸化チタン（TiO2）は，紫外線を照射した際に発現す

る光触媒効果によって殺菌作用や各種有害物質の分解

など環境浄化の働きがあるとして大きな注目を浴びて

いる．通常，この酸化チタンに利用できる光は，波長

が 380nm 以下のいわゆる近紫外線のみである．これは

酸化チタン皮膜のエネルギー構造から，吸収できる光

の波長領域が限られているためである．最近では，効

率の向上を目指して，紫外線だけでなく可視光で触媒

効果を発現するいわゆる可視光応答型チタン酸化物の

開発が盛んに行われている 1,2．チタン酸化物の可視光

応答化の方法としては，チタン酸化物に各種元素をド

ープする方法や，TiO2 の化学量論組成からシフトさせ

る方法，Oの一部を Nに置き換える方法などさまざまな

アプローチがある 3．これらの方法では，高価なイオン

注入装置やスパッタリング装置を用いたり，アンモニ

ア雰囲気中での熱処理などを必要としたりする 1． 

 一方，金属チタンあるいはチタン合金では，その表

面に数十から数百原子層におよぶチタン酸化物が大気

中で形成されている．当然，この酸化物層も光触媒機

能を有すると思われる．したがって，チタンに任意の

元素を合金化させておくことにより，添加元素が混入

したチタン酸化物を表面に形成してやることが可能に

なると考えられる．酸化物の形成方法としては，大気

中の加熱による物理的な方法と陽極酸化による電気化

学的な方法のいずれも可能であり，容易に合金元素を

ドープした酸化チタンが得られることになる． 

本研究では，チタンおよびチタン合金の表面に種々

の条件で陽極酸化皮膜を形成させ, それらの光応答特

性を光電気化学測定技術を利用して評価した．チタン

に添加する合金元素としては，触媒として利用される

ことが多い 10 族元素の Ni，Pd および Pt を選び，それ

ら元素がおよぼす合金効果について調べてみた． 

 

2. 実験方法 

2.1 試料の作製 

この実験で作成した合金試料およびチタン酸化膜形

成条件を表 1 に示す．試料としては，純 Ti，Ti に Ni

を１～7mol％添加したもの，Pd および Pt を１mol%添加

したものの計７種である．純 Ti および合金は総量が約

10g になるよう金属原料を秤量した後，トリアーク炉に

よりアルゴン雰囲気中で溶解した．得られた試料は約

10×10mm の大きさにマイクロカッターで切断した後，

石英管中にアルゴンガスとともに封入し，1373K で

86.4ks 加熱し均質化処理後水冷した． 

 

 

 

 

 

 

表 1 作成した試料と陽極酸化膜の作成条件 

1mol%

3mol%

5mol%

7mol%

1mol%

1mol%

50V - 60, 1800 sec

Ti-Pd

Ti-Pt

試料 皮膜の形成条件

純 Ti
10, 30, 50, 80V - 10 sec

50V - 60, 420, 1200, 1800sec

 Ti-Ni  
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2.2 電極試料の作成 

熱処理後の試料に導電性ペーストを用いてCuリード

線（Φ1.6mm）を取り付け，電極試料を作成した（図 1）．

リード線接合部はエポキシ系接着剤で固定した後，さ

らに全体をエポキシ樹脂で埋め込み電極試料とした．

測定面は＃220～600 のエメリー紙による湿式研磨仕上

げしたものを試料として，表１に示す条件で陽極酸化

皮膜を形成した．純Tiでは，10～80Vの電圧で各10sec，

また 50Vの一定電圧で10～1800sec陽極酸化を行った．

合金については，それぞれ 50V で 60 および 1800sec 保

持して皮膜を形成した．この際の電解液には１mol/L 硫

酸水溶液，負極には白金を用いた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.3  光電分極測定 

 陽極酸化で形成したチタン酸化膜の光応答特性を光

電気化学測定法の一つである光電分極法により評価し

た 4．この方法は金属表面の酸化皮膜が半導体的性質を

持つ 5-8ことを利用したもので，その原理を図2に示す．

酸化皮膜が n 型の半導体特性を持つ場合，試料を電解

液中に浸すと，金属と溶液のフェルミ準位の差により

図のようなバンドの曲がりが生じる．これに光を照射

すると価電子帯域の電子が伝導帯域まで励起され，そ

の結果として価電子帯域に正孔，伝導体域に電子を生

じる．バンドの勾配により，価電子帯域の電子の移動

が生じ，ごく微小な電流（光電流）が流れる．この光

電流から，皮膜の伝導型式，バンドギャップ，などの

皮膜の半導体特性を測定することができる．バンドギ

ャップはそのままチタン酸化膜の光触媒作用波長域と

なり，光電流の大きさから求まる見かけの量子効率は

触媒能として考えられる． 

測定に用いた光電分極測定装置の概略図を図 3 に示

す．150Ｗのキセノンランプから出た光をモノクロメー

ターにより単色化し，電解セルの石英ガラス窓を通し

て電解液中の試料表面に照射する．電解液には

0.5mol/L H2SO4 水溶液を用いた．また測定中の試料は

1000ｍV （vs. SCE）に保持した状態で 230～700nm（230

～400nmの間は 5nm間隔，400～700nmの間は 10nm間隔）

の範囲で波長を変化させた光を照射した．この際に生

じる光電流は，きわめて小さいため，光をチョッパー

により 10Hz の断続的に照射し，それに同期させたロッ

クインアンプで光電流を増幅し検出した．また，照射

される光の強度は波長によって異なるため，予め試料

と同じ位置にセットした光電管により各波長における

光強度を測定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 試料電極の作製 

図 2 光電流の流れる原理 

図 3 光電分極測定装置の概略図
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3. 結果および考察 

3.1 チタン酸化膜から得られた光電流スペクトル 

 この実験で用いたキセノンランプの光強度スペクト

ルを図 4 に示す．各波長における光の強度は必ずしも

一定ではなく，395nm および 470nm 付近に大きなピーク

があり，高波長および低波長側にいくにしたがって光

の強度は減少している．図 5は純 Ti を 50V で 10ｓ陽極

酸化させて生成した皮膜に光を照射して得られた光電

流のスペクトルである．400nm 以下の波長の光を照射す

ることで大きな光電流が観察されることがわかる．し

かしながら，図 4 に示したように，照射した光の強度

は各波長で異なるため，これによって光電流の大きさ

も変化する．そこで，（流れた電子の数／入射光子数）

で定義される量子効率ηを求め，そのエネルギースペ

クトルを求める必要がある．このときの光電流と量子

効率との間には，次式の関係が成り立つ． 

η＝Ｅ×Ｓ  

Ｅ：各波長における光エネルギー 

（プランク定数（ｈ）× 振動数（ν）） 

Ｓ：各波長の光照射で生じた光電流（Ａ）／ 

（各波長の光強度（Ｗ）・電気素量） 

 

図 6 は，図 5 で示した光電流スペクトルを量子効率

のエネルギースペクトルに変換したものである．この

条件で作成されたチタン酸化膜では，価電子帯から伝

導帯に電子を励起するのに約 3.3eV 以上の光エネルギ

ーが必要であることが分かる． 
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3.2 酸化皮膜作成条件による量子効率スペクトル

の形状の変化                      

 図 7 は純チタンについて，酸化皮膜形成電圧を 10，

30，50 および 80Ｖと変化させ，それぞれの電圧で 10sec

保持して得られたチタン酸化膜について求めた量子効

率スペクトルである．得られた光電流の大きさは 80V

で形成した皮膜が他の 10 倍程度の大きさであったが，

ここではスペクトルの形状の違いを比較するため，

250nmの光を照射した時の量子効率を1として標準化し

てプロットしたものである．図からわかるように，形

成電圧を変えることでチタン酸化膜の量子効率スペク

図 4 実験に用いたキセノンランプの

光強度スペクトル 

図5 純Ti表面に形成した陽極酸化皮膜

の光電流スペクトル 

 

図6 図4および図5よりもとめた量子効

率のエネルギースペクトル 
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トルの形状が変わる．10 および 30V と低い電圧では量

子効率スペクトルは高エネルギー側にあり，50 および

80Ｖでは低エネルギー側にシフトする．また，4.2 から

4.3eV 付近に大きくはないが肩部が現れている． 

さらに純 Ti につき，皮膜形成電圧を 50V として， 保

持時間を 60，420，1200 および 1800sec と変化させた

試料の量子効率スペクトルを図 8 に示した．図からわ

かるように皮膜形成時間が長くなるにつれて，高エネ

ルギー側の量子効率が大きく低下する．また，250nm

（4.95eV）における量子効率で標準化したスペクトル

（図 9）を見ると 4.0eV 以下で 3.6～3.8eV 付近に最大

値を持つピークが現れ，それが保持時間とともに顕著

になっていくのが観察される． 

Stimming5,6 らは，この実験と同様の検討から，陽極

酸化により形成したチタン酸化膜構造が形成条件によ

って変化することが量子効率スペクトル形状の違いに

現れると報告している．酸化電圧が約 15V 以下ではチ

タン酸化膜はほとんどアモルファス構造をとり（Type

Ⅰ），30V～60V 程度の範囲でかなりの不規則構造を持っ

た結晶性の酸化膜（TypeⅢ）となる．15～30V の間では

両者が混合した構造（TypeⅡ）となり，60V 以上では完

全な TiO2酸化物の結晶（TypeⅣ）が形成されるとして

いる． 

TypeⅠのアモルファス構造皮膜では量子効率スペク

トルの立ち上がりは高エネルギー側にあり，皮膜の結

晶性が進むことによって低エネルギー側にシフトして

ゆく．図 7 の結果はこのような酸化皮膜構造の違いか
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ら理解できる．また，TypeⅢの皮膜では，3.7eV 付近に

ピークを生じ，高エネルギー側で著しい量子効率の低

下が起こることが報告されており，このような純 Ti に

形成した陽極酸化皮膜の光電気化学挙動については彼

らの報告とほぼ同じ結果となっている。このことから

考えて，図 9 に示した結果は，TypeⅢの酸化皮膜が皮

膜形成保持時間とともに徐々に成長したことによると

理解できる． 

 

図 7 量子効率スペクトルの形状におよぼす酸

化皮膜形成電圧の影響 

図 8 量子効率スペクトルにおよぼす酸

化皮膜形成時間の影響 

 

図 9 4.95eV での量子効率で標準化したスペ

クトル形成（図 8）の影響 
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3.3 量子効率スペクトルにおよぼす Ni 添加の影響 

 Ti に Ni を 1，3，5 および 7mol％添加した合金表面

に 50V で 60 および 1800sec 酸化皮膜を形成し，量子効

率スペクトルを測定した結果を図10および 11に示す．

この電圧条件では TypeⅢの酸化皮膜が形成すると考え

られる．純 Ti では図 10 に見られるように 60sec の皮

膜形成時間では 3.7eV 付近のピークが十分には現れて

いない．しかしながら，Ni を添加した合金では同じ条

件で TypeⅢの酸化皮膜が成長していることが量子効率

スペクトル形状から分かる．この結果から，Ni の添加

は，結晶性の酸化皮膜形成を促進する効果があるもの

と考えられる．さらに，保持時間が 1800sec になると

皮膜の成長が進み，Ni を含有している Ti 合金では高い

光エネルギー側でほとんど光電流は流れなくなる（図

11）．Ni の添加量の影響について見ると，3mol%Ni を添

加した合金で3.7eV付近の量子効率が純Tiのそれに比

べて大きくなっているが，それ以外の濃度では量子効

率は低下する傾向にある．この理由として，Ni を含有

したことによるTi酸化皮膜の電子構造変化が関与して

いるものと思われるが，その詳細についてはさらに実

験以外の理論的な検討が必要である.ただ，7mol%の Ni

を添加した合金で光電流が流れ始めるエネルギーのし

きい値が低いエネルギー域にシフトしていることが観

察される．これは，低い光エネルギーすなわち波長の

より長い光で皮膜内部の電子が励起されたことを意味

しており，光触媒機能の可視光応答化という点では興

味のある結果である． 
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3.4 10 族元素の添加効果 

 図12および13に 純TiおよびTi‐1mol%Ni,-1mol%Pd

および-1mol%Pt 合金について，50V で 60 および 1800

秒間保持し形成した酸化皮膜の量子効率を測定した結

果を示した．60sec の皮膜形成時間では，純 Ti に比べ

て Ni，Pd および Pt を添加することで量子効率は著し

く小さくなることがわかる（図 12）．これら元素は単独

で触媒としてよく利用される元素であるが，光触媒特

性の向上という観点から考えると必ずしも添加するこ

とは有効ではないかもしれない．1800sec かけて成長さ

せた酸化皮膜では，結晶性で不規則構造をもつ場合の

特徴である3.7eV付近のピークが明瞭に現れる（図13）．

ここで注目できるのは，電流そのものは大変小さいが，

Pt を添加した合金で 7mol%Ni を添加した場合と同様，

光電流が流れ始めるエネルギーのしきい値が低いエネ

ルギー域にシフトしていることである． 

図 11 および図 13 の中の純 Ti，Ti-7mol%Ni および

Ti-1mol%Pt 合金の量子効率スペクトルを 3.65eV

（340nm）で標準化して比較したものを図14に示した．

純 Ti では約 3.1eV 付近（400nm）から光電流が生じて

いるのに対し，Ti-7mol%Ni では 2.6eV（477nm），

Ti-1mol%Pt では約 2.5eV（495nm）で光電流が生じてい

る．前述のように，これら元素の添加は量子効率とい

う点からは大きな期待はできないが，可視光に対する

応答性の改善という点では効果のある元素であると思

われる． 図 10 量子効率スペクトルにおよぼす 

Ni 添加の影響(皮膜形成時間 60sec） 

図 11  量子効率スペクトルにおよぼす  

Ni 添加の影響(皮膜形成時間 1800sec) 
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4．結言 

 Ti および Ti に 10 族元素の Ni，Pd および Pt を添加

した合金の表面に，種々の条件で陽極酸化によりに形

成させた酸化チタンにつき，光照射した際の応答特性

について光電気化学測定技術を利用して評価した．得

られた結果をまとめると以下のようになる． 

 

（１） 純チタンでは，酸化皮膜形成電圧によって得ら

れるチタン酸化膜の量子効率スペクトル形状

が変わる．10および 30V と低い電圧では量子効

率スペクトルは高エネルギー側に，50 および

80Ｖでは低エネルギー側にシフトする．また，

後者では 4.2 から 4.3eV 付近に肩部が現れる． 

（２） 皮膜形成電圧を 50V と一定にした場合， 保持

時間が長くなるにつれて，高エネルギー側の量

子効率が大きく低下する．また，4.0eV 以下で 

3.6～3.8eV 付近に最大値を持つピークが現れ，

それが保持時間とともに顕著になっていく． 

（３） Ni を添加した合金では，比較的短い皮膜形成時

間でも3.7eV付近にピークを持つ量子効率スペ

クトルが得られ，不規則構造をもった結晶性の

酸化皮膜形成を促進する効果がある． 

（４） 純 Ti に Ni，Pd および Pt を添加することで量

子効率は著しく小さくなり，これら元素は光触

媒特性の向上という観点から考えると必ずし

も添加することは有効ではない． 

（５） Ti-7mol%Ni および Ti-1mol%Pt 合金で 50V の陽

極酸化電圧で作成した酸化皮膜では，

Ti-7mol%Ni で約 2.6eV（477nm），Ti-1mol%Pt

で約 2.5eV（495nm）の光照射で光電流が発生し

ており，これらは可視光に対する応答性の改善

という点では効果のある元素である． 
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Effect of Ni, Pd and Pt on photo-electrochemical properties of TiO2 

film formed by anodic oxidation 
 

Hisakazu EZAKI1* Saori NAKAGAWA2 
1:  Dept. of Materials Science and Engineering 

2:  Advanced Applied Chemistry and Material Science Fuculty 
 
 

TiO2 has attracted special interest lately due to its characteristic of photo-catalyst.  In this study, the 
photo-catalytic properties of various TiO2 films formed by anodic oxidization of Ti alloys containing Ni, Pd and Pt 
were evaluated by using photoelectrochemical technique.  From the experimental results, it was shown that the 
shape of quantum efficiency spectrums of various TiO2 changed obviously with oxide formation voltage and time.  
Such a difference could be explained by considering the crystal structure of TiO2.  The addition of Ni, Pd and Pt was 
found to promote the formation of highly disordered crystalline TiO2, and this resulted in the decrease of quantum 
efficiency of oxide films.  However, the addition of both Ni and Pt was shown to be effective to expand the 
wavelength range of light which is necessary to generate photo-catalytic property of TiO2.  
 
Key Words :  titanium alloy,  photo-catalyst,  photocurrent,  quantum efficiency,  band-gap 
 

（Original Article）
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Sn 合金のβ→α変態におよぼす合金元素の影響 

 

江崎 尚和 1*, 中島 健登 2 

1:材料工学科 

2:応用物質工学専攻修了 

 

 

Sn および Sn 合金を低温に保持した際に生じるβ相からα相への変態におよぼす合金元素の影響について検

討を行った．Cu，Ag，Au，Bi，In，Zn および Pb を１mol%添加した Sn 合金を粉末化および圧延加工した後，－

40℃の低温に保持した結果，純 Sn では 6 日後にα変態が完了するのに対し，Cu および Ag を添加した Sn 合金で

は 12 から 15 日とやや変態が遅れる効果のあることがわかった．それら以外の元素を添加した Sn 合金では最長

200 日の保持後も変態が進行せず高い抑制効果のあることが明らかとなった． 

 

Key Words: 鉛フリーはんだ, 錫ペスト, 相変態，合金設計, 脆化 

 

(受付日 2014 年 9 月 11 日； 受理日 2014 年 12 月 17 日) 
 
1.緒言 

 Sn は，融点が低いこと，安価なこと，加工が容易で

あることなどから単体または合金の原料として古くよ

り用いられてきた．中でも Sn を主要元素として使用さ

れる合金の代表的なものにはんだがある．従来のはん

だは主に Sn-Pb 合金が使用されてきたが，Pb の有する

毒性が問題となり，はんだから Pbを取り除いたいわゆ

る鉛フリーはんだの開発が積極的に行われるようにな

ってきた 1．現在では， Sn-Ag-Cu，Sn-Cu，Sn-Zn およ

び Sn-Bi 系などの各種鉛フリーはんだが開発され，一

部で実用化されている 2,3．  

 一方，Sn には古くより 13 ℃で結晶構造が高温相の

正方晶（β）から低温相のダイヤモンド構造（α）に

変わり，脆化が生じる「錫ペスト」と呼ばれる現象が

知られている 4-6．従来から使用されていた Sn-Pb はん

だでは Pbがこの変態を抑制する効果があり，ほとんど

問題にはならなかった．しかしながら Pbを除いたはん

だでは，添加する元素の種類によっては変態が促進さ

れることも予想され，鉛フリーはんだの設計・開発へ

の十分な考慮も必要となると考えられる．そこで，本

研究では，Sn のβ→α変態におよぼす合金元素の影響

について注目した．Sn に鉛フリーはんだとして添加さ

れる元素のいくつかを一定量添加した合金について，

低温に保持した場合の変態挙動についてＸ線回折，表

面観察，示差熱分析等により実験的な検討を行った． 

 
2.実験方法 

2-1 合金試料の作製 

 実験で作製した Sn合金試料の組成を表 1に示す．試

料には純 Sn と Cu，Ag，Au，Bi，In，Zn，および Pｂを

1mol%ずつ添加した Sn 合金を作製した．金属原料はす

べて 99.99mass %純度のものを用いた． 

各 Sn合金は総重量 30gになるように金属原料を秤量

した後，図 1 に示すように黒鉛るつぼを用いて電気炉

で大気中溶解を行った．溶解温度は 280℃で，溶解時間

は約 40分である．なお，溶解の際，融点の異なる金属

元素同士ができる限り均一に合金化するのを助けるた

め，市販のはんだ用のフラックスを添加元素に塗布し

溶解した．また，溶解中は黒鉛棒で数回攪拌し，合金

元素が完全に溶解したことを確認した後，金型に流し

込み大気中で冷却し断面が 10×10mmの柱状試料を作製

した． 

これら柱状試料をヤスリを用いて粉末にし，篩いに

かけることによって約 0.3mm の粒度に揃えた粒状試料

を作成した．また， Sn-1mol%Agについては柱状試料を

10mmの長さに切断後 90％の圧延加工を行った．それら

粉末試料と圧延試料ならびに 10mm角の柱状試料を低温

冷却装置( ESPEC HC-120 )内で-40℃に低温保持した．

保持期間は粒状試料で 76日間であり，10mm 角の柱状試

料で最大 200日である． 

（学術論文）
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図 1 合金および粒状試料の作製方法 
 
 
2-2 X 線回折装置による測定 

 低温保持した各試料を適宜取り出し，保持時間による

結晶構造変化をＸ線回折により調べた．Ｘ線回折用の

試料は，ガラス試料ホルダー上に乗せた粒状試料を，

50ml のアセトンに 0.4ml のコロジオンを溶かしたもの

を滴下し，粉末を固定した．これらをＸ線回折装置( 理

学電機 RINT2100 )を用いて室温で回折パターンの測

定を行った．Ｘ線源には Cu-Kα線( 波長：0.1540 nm )

を用いた．測定条件は加速電圧 40kV，管電流 20mA，ス

キャンスピード 2°/min で，2θは 20～100°の範囲で

測定した．Ｘ線回折後の試料はガラスホルダーごと低

温保持を継続した． 

 
2-3 示差熱分析装置による測定 

 低温保持によりα化した試料について示差熱分析を

行ない，αからβに再変態する温度について検討を行

なった．α化した粒状試料 400mg をアルミニウム製の

セルに入れ示差熱分析装置( 理学電機 Thermo plus 

TG8120 )を用いて測定を行った．測定はβSn を標準試

料とし，室温～250℃の温度範囲を昇温過度 5～20/min

で測定を行った． 

 
2-4 表面観察 

 圧延加工した Sn-1mol%Ag 合金について表面における

β→α変態の様子をデジタルカメラを用いて写真撮影

した．また，それら試料についてα化した Sn-1 mol% 

Ag( 圧延加工率 90％ )を走査型電子顕微鏡( 日立

S4300 )を用いて観察した．観察時の加速電圧は 20kV

で 1000および 3000倍の倍率で観察を行った． 

 
3.実験結果および考察 

3-1 Ｘ線回折によるβSn→αSn 変態の観察 

βSnからαSnへの変態は平衡論的には 13.2℃で起こ

るとされており，その際には 27％の著しい膨張が起こ

る．また通常は時間的な遅れが著しく，実際にこの変

態が生じるのはさらに低い温度となり，約-40℃付近で

最も変態速度が大きくなると言われている． 

図 2，3，および 4 は粒状試料を-40℃で 200日間低温

保持した過程で，βSn からαSｎへの変態が生じた純

Sn，Sn-1mol%Cuおよび Sn-1mol%Agの低温保持時間によ

るＸ線回折パターンの変化を示したものである．図 2

の純 Snについて見ると，低温保持開始から 2日後にβ

Snの回折パターン中にαSnの回折パターンが現れてく

る．その後，時間とともにαSn の割合が増加し，6 日

目にはβSnの回折パターンは完全に消滅しαSnの回折

パターンのみになる．同様に Sn-1mol%Cuでは，図 3に

見られるように，β→α変態は低温保持開始から 2 日

後に始まり，12日目には完了する．また，図 4 に示さ

れるように Sn-1mol%Ag では変態開始が 9 日後と純 Sn

や Sn-1mol%Cuに比べやや遅くなる．しかしながら変態

開始 6日後の 15日目にはすべてがαSnに変態すること

がわかる． 

試料の形状 組成 

10mm 角のバルク Sn - 1mol% Ag 

粉末 

100mol% Sn 

Sn - 1mol% Cu 

Sn - 1mol% Ag 

Sn - 1mol% Au 

Sn - 1mol% Bi 

Sn - 1mol% In 

Sn - 1mol% Zn 

Sn - 1mol% Pb 

表 1 作製した試料の組成 
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3-2 変態速度におよぼす合金元素の影響 

 X線回折パターンにおけるαSnの( 111 )面の回折ピ

ーク（回折角 23.9°）およびβSn の( 200 )面の回折

ピーク( 回折角 30.8°)の強度比から，変態の進行過程

におけるα相の量の時間変化を求めた．なお，各時間

におけるα相の変態量（％）を以下の式で定義した． 

 

変態量（％）＝ (αの回折ピーク強度)×100／(αの回

折ピーク強度+βの回折ピーク強度) 

 

得られた結果を図 5 に示す．βからαへの変態開始

は，純 Sn と Sn-1mol%Cu ではほとんど差がなく，その

後の変態の進行速度もほぼ同じである．このことより，

Cuは変態完了までの時間を遅らせるものの Snの低温変

態を抑制する効果はほとんどないと言える．また，

Sn-1mol%Ag では変態の開始時間はやや遅くなるが，一

度αSn が生成し始めるとその変態速度は純 Sn や

Sn-1mol%Cuとほとんど差はない． 

一方，Au，Bi，In，Zn および Pb を添加した Sn 合金
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図 4 低温保持した Sn-1mol％Agの X線回折

パターン 

図 2 低温保持した純 Sn の X 線回折パ

ターン 

図 3 低温保持した Sn-1mol%Cu の X 線

回折パターン 
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では 200日以上低温に保持してもβSnからαSnへの変

態は生じなかった．このことから，これら合金元素の

低温変態抑制効果は極めて高いといえる． 

 

 
図 5 純 Snおよび Sn合金の変態速度と合金元素の影響 
 
 
3-3 変態速度におよぼす試料形状の効果 

図 6 は圧延加工( 加工率 90％ )したバルク状の

Sn-1mol%Agを-40℃で低温保持し，β→α変態過程の表

面観察をしたものである．バルク材では試料の角部付

近を起点にし，灰色に変態したαSｎが見られ，内部に

徐々に灰色部が広がってゆく様子が観察される．変態

した領域では体積変化に起因すると考えられる亀裂が

発生し，その一部分では破片として剥離しているのが

認められる．図 6 より，αSn に変態した部分の面積率

を測定し，低温保持時間による変化について検討した

結果を図 7に示す．図には，X線回折で用いた粒状試料

で観察された結果（図 5）も比較のため加えてある．バ

ルク材では，低温保持開始後すぐに角部から変態が始

まり，時間とともにほぼ直線的にαSn 部が増加してい

る．これに対して，粒状化した試料では，約５日ほど

の潜伏期間があり，一部変態が開始するとともに一気

に進行する傾向のあることがわかる．これは，バルク

試料における変態開始の起点が２ヶ所しかないのに対

して，粒状試料では核となるα化した Sn粒子が内部に

無数に生成し，それらを起点にして一気に変態が進行

したためであると考えられる． 

変態する前と後の表面形状について SEM により観察

した結果を図 8(a)および(b)に示す．変態後の表面は変

態前に比べ，表面に波状の模様と無数の亀裂が見られ

る．さらにαSnの表面を拡大したものが図 9であるが，

表面は大きな膨張に原因すると思われる結晶粒界また

は亜粒界を境に段差が生じたような鱗状を呈している

ことが確認される． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 Sn-1mol％Ag バルク材におけるβ→α変態 
 

 

 

図 7 バルク試料と粒状試料におけるβ→α変態

速度の比較 
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図 8 Sn-1mol％Ag 合金の(a)変態前および(b)変態

後の表面観察結果 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 変態部の拡大図 
 

 

 

 

 

 

 

3-4 示唆熱分析によるα→β変態の観察 

 図 10はβSnおよびαSnのそれぞれについて示差熱分

析を行った結果である．βSn では，約 232℃の位置②

で Snの溶解による吸熱反応が観察されるだけであるが，

α化した Snではおよそ 30℃を越えたあたりの温度①で

同じく吸熱反応を観察することができる．これは明ら

かに低温保持によって変態したαSｎが加熱によって

βSn に再変態したことによるものである．また，この

ことより-40℃の低温保持で形成したαSn は，本来

13.2℃でβSｎに戻るはずであるが，それ以上の室温に

おいてもその変態はすぐには進行しないことがわかる． 

図 11 はα化した粒状の純 Sn，Sn-1mol%Cu および

Sn-1mol%Ag についての示差熱分析曲線を比較したもの

である．図 12 は図 11 のαからβに変態する際の吸熱

反応部③を拡大したものである．図 12によると，吸熱

反応開始温度は，純 Sn および Sn-1mol%Ag では 36.7℃

と大きな差はないが，Sn-1mol%Cuは 33.6℃とやや低く

なっている．これまで，Sn のα→β変態温度に対する

合金元素の影響に関する研究はほとんど見当たらない．

したがって図 12 の結果を Cu 添加による変態温度の低

下と直接結びつけることはできないが，合金元素によ

って反応開始温度に差異が現れることは興味ある現象

であると思われる．詳細については，Au，Bi，In，Zn

および Pb を添加した Sn 合金について低温保持をさら

に長時間継続し,その変態挙動を明らかにするととも

に，α化した Sn合金による示差熱分析での再変態温度

の測定が必要であると考えられる． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10 βSnおよびαSn の示差熱分析曲線 
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4.結言 

 Sn のβ→α変態におよぼす合金元素の影響について

調べることを目的に，Cu，Ag，Au，Bi，In，Zn および

Pbを一定量添加した Sn合金を低温に保持した場合の変

態の挙動についてＸ線回折，表面観察，示差熱分析等

により検討した．得られた結果をまとめると次のよう

になる． 

（１） 純 Snでは-40℃で低温保持すると 2日後にβ→

α変態が始まり，約６日間で完全にα化する．

Sn-1mol%Cu は純 Sn と同様 2 日後にβ→α変態

が始まり 12日間で完全にα化する．Sn-1mol%Ag

では 9 日後にβ→α変態が始まり 15 日間で完

了する． 

（２） Sn に Cu および Ag を添加しても Sn のα化を抑

制する効果は少ない．これに対して， Au，Bi，

In，Zn および Pb を添加すると，200 日の低温

保持でもα化は進行せず，抑制効果は大きい． 

（３） 粒状試料では，核となるα化した Sn 粒子が内

部に無数に生成するため，バルク試料に比べ急

速に変態が進行する傾向がある． 

（４） α化した Sn および Sn 合金では，大きな膨張が

生じるため，内部に無数の亀裂が発生し，脆化

する．表面は大きな膨張に原因すると思われる

段差が生じ，鱗状を呈する． 

（５） 示差熱分析の結果，α→β変態にともなう吸熱

反応開始温度は純 Sn および Sn-1mol%Ag では

36.7℃であるが， Sn-1mol%Cuでは 33.6℃と低

くなる． 
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The effect of alloying elements on β→α transformation of Sn-based 

alloys 

 
Hisakazu EZAKI1* Kento NAKAJIMA2 

1:  Dept. of Materials Science and Engineering 
2:  Advanced Applied Chemistry and Material Science course 

 
 

For Sn and Sn alloys, phase transformation from β-phase (tetragonal) to α-phase (diamond) occurs at low 
temperatures. This transformation is known as "tin-pest".  In this study, effects of addition of Cu, Ag, Au, In, Zn and 
Pb into Sn on the β→α phase transformation behavior were investigated experimentally.  Sn alloys were melted 
and held at a temperature of -40℃ for various times up to 200 days.  From the experimental results, it was found 
that the addition of Ag and Cu was less effective to suppress the formation of α-phase. In contrast, the 
transformation did not occur in alloys containing Au, In, Zn and Pb even after holding for 200 days.  
 
Key Words :  Pb-free solder, tin-pest, phase transformation, alloy design, embrittlement 
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新しい異方性導電材の試作とその接合特性の評価 

 

江崎 尚和 1*, 中村 寛 2 

1:材料工学科 

2:応用物質工学専攻修了 

 

導電粒子をはんだ粒に置き換えたエポキシ系異方性導電フィルム材を作成し，その有用性について検討を行っ

た．フレキシブルプリント基板を用いて，その接合強度におよぼすフィルム中の配合はんだ量，接合加圧力，加

熱温度の影響について調べた結果，はんだ量，加圧力および加熱温度が高くなるほど接合強度は高くなることが

明らかとなった．また，作成した導電フィルムで電極を接合した場合，隣り合う電極間の短絡は発生せず接合面

上下のみの導通が確認され，本研究で目的とした異方導電特性を実現できることが示された． 
 
 
Key Words: フリップチップ実装， 半導体チップ， はんだ接合， 熱硬化性樹脂， フレキシブルプリント基板 

(受付日 2014 年 9 月 11 日； 受理日 2014 年 12 月 17 日) 
 

１．緒言 

最近の電子機器はますます小型化が進められてきて

おり，それに伴う電子回路部品の小型化，薄型化，高

密度化が不可欠になってきている．これに対応して，

半導体をパッケージングし，ワイヤーボンディングを

利用して回路基板に接続する実装方法から，裸の ICチ

ップに電極を形成し，回路基板に直接実装するフリッ

プチップ実装の採用が増えてきている 1,2． 

半導体の基板上への直接実装の方法として，チップ

の電極端子にはんだバンプを形成し，これを介して回

路基板に直接接合する方法が実用化されている 3．この

方法の模式図を図 1 に示す．この他，熱硬化性樹脂フ

ィルムの中にカーボンブラック，金属粒子，金属メッ

キを施したプラスチック粒子等を分散させた異方性導

電フィルムを用いる方法も一部実用化されている（図

2）．この方法は分散した導電粒子の圧接による点接触

のみの導通であるため，大きな電流を流すことができ

ず，ガラス基板に接続する液晶駆動用チップの実装な

どその用途は限られる 3-5． 

しかしながら，各種電子機器の進歩とともに高機能

化が飛躍的に進む今日，半導体チップ自体がより高集

積化され，ひとつのチップに配置される電極の数は増

加してきている．このため，電極間の間隔もますます

狭まることが予想され，フリップチップ実装も困難さ

を増してくるといわれている 5．これに対処するための

ひとつの方法として，既存の異方性導電フィルムに分

散させる導電粒子をはんだ粒に置き換え，細かく均一

に分散させたものを作成できれば，電極の狭ピッチ化

に対応できるだけでなく確実は接合が可能となるかも

しれない． 

 本研究では実際に導電粒子をはんだ粒に置き換えた

異方性導電フィルムを試作し，その接合特性について

検討を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図２ 異方性導電フィルムによる実装の模式図 

図 1 はんだバンプを形成した実装の模式図 
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２．実験方法 

２－１．異方性導電フィルムの作成 

異方性導電フィルムの基材としては東洋インキ製の

熱硬化性エポキシ樹脂 LST006 を用いた．LST006 は主

剤( ビスフェノール A 型エポキシ樹脂 )と B 剤( ポリ

アミド系硬化剤 )があり，主剤/70 と B剤/30 の割合で

配合して用いる．導電剤として加えるはんだ粒はでき

るだけ細かく粒子径のそろったものが理想であるが，

まずは接合フィルムとしての利用可能性を検討するこ

とを主な目的としたため，市販のはんだペーストに使

用されている直径約 40μm のものを用いた．図 3 に実

際に用いたはんだ粒の顕微鏡写真を示す． 

まず，主剤を 3.5g，B 剤を 1.5g を秤量し，専用のプ

ラスチック容器に入れ，さらにその中に秤量したはん

だ粒 3g を加えた．その後はんだ粒を均一に分散させる

ために攪拌器( シンキー株式会社製 MX－210 )を用い

て２分間攪拌した．プラスチックの容器から混合材を

注射器に吸入し，ポリアミドフィルム上に注出した後，

深さ 50μm の溝をつけた丸棒を用いて薄く伸ばし，フ

ィルム状にした後，70℃で 1 時間乾燥させた．また，

上記と同じ方法ではんだの配合量を 7g，10g と変えた

フィルムを作成した．はんだの体積率としては 3g 加え

たものが約 5％，7g では約 13％，10g では約 19％程度

となる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２－２．示差熱分析測定 

 乾燥前の混合材については示差熱分析装置( 理学電

機 Thermo plus TG8120 )を用いて樹脂の硬化挙動とは

んだの溶融温度を測定した．その際の昇温速度は 5℃

/min，10℃/min，20℃/min と変えて測定を行った． 

 

２－３．熱圧着装置による接合 

作成した異方性導電フィルムを用いて実際に熱圧着

装置でフレキシブルプリント基板を接合した．図 4 に

その際に用いたフレキシブルプリント基板の写真，図

5に熱圧着装置の外観をそれぞれ示す． 

フレキシブルプリント基板を７mm 間隔に切断し，電

極部にはんだ用フラックスを塗布し電極が重なり合う

ように位置合わせし，その間に作成した異方性導電フ

ィルムを挟んで加熱・加圧し接合した（図 6）．その際

の加熱温度は 230℃，280℃および 330℃，加圧力を 9.8

Ｎ/cm2，29.4Ｎ/cm2および 49Ｎ/cm2と変化させた．加

熱・加圧時間は 40s とした．なお接合の際の加熱速度

は実際の温度測定から約１万℃/min であった．接合す

る際の接合条件を表１に示す． 接合後，テスターを用

いて上下の各電極間の電気的導通を測定した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3  実験に用いたはんだ粒の形状 
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図 4 フレキシブルプリント基板 

図 5 熱圧着装置の外観 
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図 6 接合前の模式図 
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表 1 接合条件 
はんだ配合量（ｇ） 加圧力　（Ｎ/cm2） 加熱温度　（℃）

３，　７，　１０ 9.8，　29.4，　49.0 230，　280，　330
 

 
 

２－４．接合強度の評価（引張試験） 

 作成した異方性導電フィルムにより接合したフレキ

シブルプリント基板の接合強度測定を図 7 に示す卓上

型引張試験装置( アイコーエンジニアリング株式会社 

MODEL－1310NW )を用いて行った．強度測定はそれぞれ

の接合条件に対して５回ずつ行なった．また，引張試

験は 5mm/min の速度で行った． 

 

 

 
 

図 7 引張試験装置の概観 
 

 

２－５．剥離面と断面の顕微鏡観察 

 強度試験後の剥離面について顕微鏡観察を行った．

また，強度試験前の接合試料を樹脂に埋め込み，エメ

リー研磨後，バフ研磨を施し，接合部断面の顕微鏡観

察を行った． 

 

３．実験結果および考察 

３－１．作成した異方性導電フィルム 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 作成した異方性導電フィルムとその断面図 

 

 図 8 に本研究で作成した異方性導電フィルムとその

断面写真を示す．はんだ粒はフィルム中に比較的均一

に分散している．断面写真よりフィルムの厚さは約 65

μm，はんだ粒の直径は 30～40μm であることがわかる． 

 

 

３－２．フィルム材の示差熱分析 

 実際に作成した異方性導電フィルム材の示差熱分析

を行った結果を図 9 に示す．図中に示す①，②，③の

それぞれのピークは樹脂が硬化した際の発熱反応であ

る．④の谷の部分ははんだが溶けたことによる吸熱反

応に起因する．結果に示されるように樹脂が硬化した

後にはんだが溶けることがわかる．しかし，加熱速度

を上げるとはんだの溶融温度はほとんど変化しないに

もかかわらず，樹脂の硬化に遅れが生じ，硬化温度 

図 9 異方性導電フィルム材の示差熱分析曲線 
 

    図 10 加熱速度に対する温度差の変化 
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（発熱ピークの最大温度）ははんだの溶融温度に近づ

くことがわかる．図 10 は樹脂の硬化温度とはんだの溶

融温度との温度差を縦軸に，加熱速度を横軸にとって

プロットした図である．この図から加熱速度に比例し

て樹脂の硬化温度とはんだの溶融温度との温度差が小

さくなってゆくことがわかる．実際の接合時の加熱速

度は１万℃/min 近くになるため，この接合材でははん

だが溶けた後に樹脂が硬化するものと推測される． 

 

 

３－３．導通，絶縁性のテスト結果 

 作成した異方性導電フィルムを用いて実際に熱圧着

装置でフレキシブルプリント基板を接合した後の導通，

絶縁性のテストを行った結果を図 11 に示す．基板上の

７つの電極はすべて電気的導通があり，隣り合う電極

間では絶縁性が確保されていることが確認された． 
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図 11 接合後の各電極間の導通テスト結果 
 

 

３－４．接合試料の引張試験 

 図 12 に接合後のフレキシブルプリント基板の代表

的な引張試験結果を荷重―伸び曲線として示す．各曲

線はそれぞれ，230℃，280℃および 330℃で接合した

ものである．接合温度の上昇とともに破断までの引張

荷重は増加していることが分かる．本研究では，破断

に至る直前の荷重を各接合条件における最大荷重と定

義し，接合性の評価の基準とした．また，各接合条件

に対して５回の測定値を平均して最大荷重とした． 

     

図 12  接合試料の荷重－変位曲線 

 

 

３－５．接合強度におよぼす接合条件の影響 

図 13 は，(a)はんだ量（3g）および(b)加圧力

（9.8N/cm2）を一定とした時の破断時の最大荷重にお

よぼす加熱温度の影響を示したものである．接合時の 
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   図 13  最大荷重におよぼす加熱温度の影響
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加熱温度が高くなるにしたがって接合強度は上昇す

ることがわかる．また，異方性導電フィルム中のは

んだ量，接合時の加圧力が一定であっても加熱温度

が 230℃から 280℃に上昇すると接合強度は大きく

増加する．さらに温度が 50℃高い 330℃に加熱接合

してもその強度は 230℃から 280℃に上げた時のも

のと比べあまり大きな強度上昇はないことがわかる． 

図 14  最大荷重におよぼす接合時の加圧力の影響 
 

 

図 14 は，(a)はんだ量（10g）および(b)温度（330℃）

を一定とした時の破断時の最大荷重におよぼす接合時

の加圧力の影響を比較したものである．接合時の加圧

力が増大するにしたがって接合強度は上昇することが

わかる．また，異方性導電フィルム中のはんだ量，接

合時の加熱温度が一定の場合，加圧力を 9.8N/cm2から

29.4N/cm2 に高めても接合強度の上昇は小さいことが

わかる．しかしながら，29.4N/cm2から 49N/cm2に高め

ると，接合強度は大きく増加する． 

 

 

図 15 最大荷重におよぼす異方性導電フィルム

中のはんだ量の影響 

 

 

図 15 は，(a) 加圧力（29.4N/cm2）および(b) 温度

（330℃）を一定とした時の破断時の最大荷重におよぼ

す異方性導電フィルム中のはんだ量の影響を比較した

ものである．接合時の加熱温度，接合時の加圧力が一

定であっても異方性導電フィルム中のはんだ量が増大

するにしたがって接合強度は上昇することがわかる． 

 

３－６．強度試験後の剥離面と接合後の断面の観察 

 強度試験後剥離した電極表面を光学顕微鏡で観察し

た結果を図 16 に示す．いずれの温度においても電極面

に溶融したはんだが付着しているのが観察される．接

合温度および加圧力が高いほど，また，フィルム中の

はんだ量が多いほど付着はんだの量は増加している． 

 図 17 は接合後の断面を顕微鏡観察した写真である．
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接合部断面の写真からも電極間がはんだ接合されてい

ることが確認できる．本接合フィルムの使用により電

極間のはんだ接合が実現され，接触導電のみである従

来の異方性導電フィルムの欠点を解決できるものと考

えられるが，実際の利用にあたっては，さらに微細な

はんだ粒子の使用，それらの均一分散方法の検討が必

要であると思われる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 16 剥離後の接合表面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．結言 

 導電粒子をはんだ粒に置き換えた異方性導電フィル

ム材を作成し，その有用性について検討を行った．得

られた結果をまとめると次のようになる． 

 

（１） 熱硬化性エポキシ樹脂中にはんだ粒子を分散

させた場合，それらは比較的均一に分散するこ

とができる． 

（２） 作成した異方性導電フィルムを用いて実際に

熱圧着装置でフレキシブルプリント基板を接

合した結果，電極はすべて電気的導通があり，

隣り合う電極間では絶縁性が確保されている

ことが確認された． 

（３） 開発した異方性導電フィルムを用いてフレキ

シブルプリント基板を接合する場合，異方性導

電フィルム中のはんだ量，接合時の加熱温度，

接合時の加圧力は高くなればなるほど接合強

度は上昇する． 

（４） 強度試験後剥離された電極表面と接合後の断

面の顕微鏡観察から，電極間がはんだ接合され

ていることを確認でき，フリップチップ実装用

接合材として本接合材が利用できる可能性の

あることが示された． 
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Development of a New Anisotropic Conduction Film and the 

Evaluation of Its Bonding Perfomance  

 
Hisakazu EZAKI1* Hiroshi NAKAMURA2 
1:  Dept. of Materials Science and Engineering 

2:  Advanced Applied Chemistry and Material Science Faculty 
 

 
In this study, a new concept anisotropic conduction film (ACF) with fine particles of solder (40 micron in 

diameter) was developed. Soldering performance of the ACFs was examined by applying them to the bonding of 
flexible printed boards.  The effect of the solder particle fraction in plastic resin, the bonding temperature and 
pressure on the bonding strength was examined.  From the experimental results, it was shown that the electrodes 
of flexible printed board could be soldered without losing isolation between adjacent electrodes.  Also, it was 
found that the bonding strength increased with increasing the of solder particle fraction in ACF, heating 
temperature and bonding pressure.   

 
 

Key Words :  flip-chip,  semiconductor,  solder bonding,  thermosetting resin,  flexible printed board 
 

（Original Article）

新しい異方性導電材の試作とその接合特性の評価 61





（学術論文） 

 
      （A）      （B）       （C） 

図 1 学生が主体となり作成した教材 

(A)：風に向かって進むウィンドカー，(B):しゃべっ

て楽しい電気糸電話，(C)：ソーラーミニ行灯 

高専ブランド教材を用いた理科教育 
 

下古谷博司 1*，幸後 健 1，板谷年也 2，伊東真由美 3，山田 太 3， 

真伏利史 3，中川元斗 3，井瀬 潔 2， 桑原裕史 4  

1:材料工学科 

2:電子情報工学科 

3:教育研究支援センター 

4:都城工業高等専門学校,   
 
 

全国の高専を対象とした理科教材開発コンテストを実施し優秀作品を選出した．選出した優秀作

品の中から比較適容易に教材化が可能なものを選び鈴鹿高専で作製した．作製した理科教材を小学

校 3 年生及び 4 年生の理科授業と電子工作教室で使用し，理科への興味・関心と高専のプレゼンス

の向上に努めた．その結果，教材を使用した小学生の半数以上が理科や高専に対する興味・関心が

わいたとアンケート調査で答えていた．また，電子工作教室に参加したほとんどの生徒達が同アン

ケート調査において，理科や高専に対する興味・関心がわいたと回答していた．従って，本教材は

理科離れや高専のプレゼンス向上に有効であることが示唆された． 

 
Key Words : 高専ブランド，理科離れ，理科教材，理科教育支援  
 

(受付日 2014 年 10 月 1 日；  受理日 2014 年 12 月 17 日 ) 
 
1．緒言 

近年，小中学生の理科（科学）離れが深刻化しており，

ものづくり立国である日本の科学技術や産業の基盤を揺

るがす問題として教育界のならず産業界からも強い関心

が寄せられている．そのため，高専の有する開発力や教

育力を活用し高専関係者が開発した教材を用いて理科教

育支援に取り組むことで，小中学生の理科（科学）に対

する興味・関心を向上させるとともに高専のプレゼンス

の向上にもつながるものと考えた．そこで，平成 24 年度

と 25 年度の 2 年間の計画で「高専ブランド小中学生向け

理科教材の開発と市販」というテーマで高専改革推進経

費（区分：情報発信）に応募したところ採択された 1,2．こ

の事業では，全国高専の教職員や学生を対象とした理

科・技術教材コンテストを実施し，集まった優秀作品の

中から特許申請等に問題の無く比較的容易に組み立てら

れるものを選択し，学生が主体となり教材を作成した．

作成した教材は高専ブランド教材として出前授業や公開

講座等に利用するなど様々な方法で広報に活用すること

を計画した． 
今回，近隣小学校の理科授業や駅前キャンパスの電子

工作教室で作成した高専ブランド教材を使用し高専の教

育力を発信し．児童達の理科や科学への興味・関心の向

上及び高専のプレゼンスの向上に努めた． 

2．実施方法 

2.1 教材 

 本事業では，平成 24年度に最優秀賞に選ばれた「風に

向かって進むウィンドカー」，平成 25年度に最優秀賞お

よび優秀賞に輝いた「しゃべって楽しい電気糸電話」と

「ソーラーミニ行灯」の 3作品について，学生が主体と

なり教材を作製した（図 1）．これら 3種の教材の中から

小学校での使用教材として「風に向かって進むウィンド

カー」を，電子工作教室では「しゃべって楽しい電気糸

電話」と「ソーラーミニ行灯」を使用した（図 1）． 

 

（学術論文）
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1. 本教材は使いやすかったと思いますか． 
2. 本教材を使ったことで、理科や科学に興味・関

心がわいたと思いますか． 
3. 高専発の理科教材をこれからも使ってみたいと

思いますか． 
4. 高専に対する興味・関心が高まったと思います

か． 
5. 将来高専に進学してみたいと思いますか． 
 

図 2 小中学生に実施したアンケート項目 

 
図 3 風に向かって進むウィンドカー完成品 

 
図 4 教材の説明を受ける児童達 

2.2 小学校における教材の活用 

 今回，作成した教材を活用するに当たり，鈴鹿市立神

戸小学校(4年生)と同河曲小学校（3年生）の 2校に協力

頂くことができた．この 2校の小学校では，「風に向かっ

て進むウィンドカー」を教材として理科の授業で使用し

て頂いた．鈴鹿高専から講師を派遣するのではなく，実

際に教科を担当している小学校の各クラスの担任にお願

いし理科教育の一助とした．あらかじめ，鈴鹿高専から

担当教員が小学校を訪問し，校長先生を交え担当教員に

教材「風に向かって進むウィンドカー」について詳細に

説明をするとともに，鈴鹿高専の概要についても紹介し

て頂くこともお願いし広報活動に努めた． 

 

2.3 電子工作教室における教材の活用 

 鈴鹿高専の駅前キャンパスである「鈴鹿高専みんなの

理科教室」を利用し高専ブランド理科教材を用いた電気

工作教室を実施した．この電子工作教室は平成 26年 6月

7日（土）に，定員は 1回当たり 10名程度とし，1時間

半程度を目安とし合計 3回実施した．また，電子工作教

室を実施するに当たりホームページ上で参加者を募ると

ともに地域限定ではあるが鈴亀ホームニュースにも記載

し広報した． 

 電子工作教室では，「しゃべって楽しい電気糸電話」と

「ソーラーミニ行灯」の 2つの教材を用意し，訪れた小

中学生の希望する教材を使用した．はじめに，挨拶から

入り，高専ブランドの教材の説明を行い，鈴鹿高専で学

生が主体となり作成したものであることを紹介するとと

もに鈴鹿高専の学校説明等も実施し入試広報にも努めた． 

 

2.4 アンケート調査 

小学校の理科授業と電子工作教室で高専ブランドの教

材を使った後，児童達に図 2に示す内容のアンケート調

査を実施した． 

 

 

3．成果 

3.1小学校における教材の活用 

小学校で使用して頂いた教材「風に向かって進むウィ

ンドカー」は，小学生 3 年生以上であれば容易に作成で

きる簡単なものである（図 3）． 

 

今回，神戸小学校では 4 年生の，河曲小学校では 3 年

生の理科授業でこの教材を使用し，風や風車について学

んだ．図 4 は，担任教員が教材の作り方を説明している

ところである．児童達は熱心に聞いていることが伺える． 

 

図 5(b)は，自分が作成した教材を一生懸命下敷きで仰

ぎ動かしている様子である．上手に動かなかったため前

輪のタイヤをはずすことで少し前傾姿勢とし動くのでは

ないかと考えチャレンジしていることが伺える．図 6は，

児童が作製した教材の完成品を集めたものである．小学

生らしい知恵をしぼり，胴体部分に絵を描いている児童，

言葉を書いている児童など各自楽しんで作成した感が伺

え小学生のもつ創造性の豊かさが感じられる． 
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(a)作成途中の様子 

 
(b)工夫し動かしている様子 

図 5 完成したキットを動かしている様子 

 
図 6 児童達が作った完成品 

 

理化授業終了後に小学校 3，4年生の児童達に実施したア

ンケート結果を図 7に示す．「1．本教材は使いやすかった

と思いますか」と言う項目に対しては，「思う」と「やや

思う」を合わせると 52％の児童が使いやすかったと感じて

いる．「2．本教材を使ったことで、理科や科学に興味・関

心がわいたと思いますか」という項目についても同様に

59％の児童がそう思うと答えており，本教材を使用するこ

とで理化離れ防止の一助になると感じられた．また，「3．

高専発の理科教材をこれからも使ってみたいと思います

か」という項目にも 69％の児童がそう思うと答えており今

回使用した教材「風に向かって進むウィンドカー」に対し

て2/3の児童が好印象をもってくれたことが分かる．一方，

「あまり思わない」と「まったく思わない」という否定的

な印象を受けた児童は 1/5程度であった．また，「4．高専

に対する興味・関心が高まったと思いますか」という高専

に関する項目については，「思う」と「やや思う」を合わ

せると 57％となる．高専についてほとんど知らなかった児

童達の半分以上に興味をもってもらえたことは高専 PR に

つながったと感じている．「5．将来高専に進学してみたい

と思いますか」という項目では同様に 24％の児童がそう思

うと答えている．小学校 3年生，4年生という学年ではほ

とんどの児童は将来の進学先を考えていないと思われる

が，1/4の児童が高専に進学したいと答えており高専の PR

になっていると思われる． 

さらに，神戸小学校の校長先生からは，「4年生の発達段

階では，少し，難しかったのかも知れません．私の判断ミ

スです．5・6年生に製作してもらうべきだったのかもしれ

ません．申し訳ありませんでした．3 クラスを見て回りま

したが，子どもたちの様子を見ていますと，輪ゴムの張力

が強くて，風車をつけてある軸が，後輪下部方向に引っ張

られ，前輪の上方にある風車が，上に少し浮いてしまって

（子どもたちの接着が不十分だったのかも知れません），

風車が斜めになってしまい，風車が本体上部に斜めに接触

し，その摩擦が強過ぎて，団扇で扇いでも，風車が，回り

にくかったことに原因があると考えられます．しかし，子

どもたちは，（特に男児は）嬉々として組み立てておりま

したし，本体に絵を描いたり，廊下に出て競争させたり，

6 限目が終わっても，遊び続ける子が殆どで，とても楽し

んでいました．ありがとうございました．次回もこんな機

会を本校にも与えていただくと，大変ありがたく思いま

す．」という感想を，また，河曲小学校の校長先生からは，

「さて，3年生の子どもたちは，学期末ではありましたが，

理科キットを使って動くおもちゃづくりをしました．子ど

もたちのスキルにも問題があり，なかなかうまく組み立て

られない子どももありました．ただ，竹ひごの太さに差が

あり，うまく部品がはまらないものも多かったようです．

また，風車の穴をつける×印にも位置が不揃いでずれが生

じるものもあったようです．それでも子どもたちは楽しそ

うに動かしていました．この機会を作っていただきありが

とうございました．」という意見を頂いた． 

今回，学生が主体となって作成した教材キットであるた

め，竹ひごの太さや風車の穴を示す×印など細部にわたる

配慮が欠けていた点が浮き彫りとなり，小学 3年生及び 4

年生では調整し難い不具合を指摘頂くとともに児童達の

組み立て時や組み立て後の様子をしっかり伝えて頂いた．

今後の教材等作成時の参考にしたいと考えている． 
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5．将来高専に進学してみたいと思いますか 

 

 

 

 

 

 
 

図 7 小学校理化授業修了生のアンケート結果 

 

 
 

図 9 教材を組み立て中の様子 

 
 

図 8 電子工作講座開講を待つ参加者達 

 

3.2 電子工作教室での教材の活用 

 鈴鹿高専駅前キャンパスである「鈴鹿高専みんなの理科

教室」で平成 26年 6月 7日に開催した電子工作教室は，1

日 3 回実施し合計 33 名の小中学生が参加してくれ，各回

とも盛況下に終了した（図 8）． 

 

 

 電子工作教室に参加してくれた児童生徒は理科や科学

に比較的興味・関心が高いと考えられるため，教材作製に

は一生懸命非常に真面目に取り組んでいた（図 9）． 

電子工作教室は「しゃべって楽しい電気糸電話」と「ソ

ーラーミニ行灯」のどちらか好きな方を選択してもらう方

式で実施したため，参加者の中からもう一方の教材も作っ

てみたいという意見が多く出されるほど好印象なもので
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5．将来高専に進学してみたいと思いますか 

 

 

 

 

 

 
 

図 10 電子工作講座修了生のアンケート結果 

あった．即ち，今回作製した教材は児童や生徒には非常に

興味や関心を抱くものであったと推察される． 

 また，電子工作教室終了後に実施したアンケート調査

(図 10)では，「1．本教材は使いやすかったと思いますか」，

「2．本教材を使ったことで、理科や科学に興味・関心が

わいたと思いますか」という項目に対しては参加した児童

生徒の 73％以上が「思う」と答えている．「やや思う」を

含めると 91％以上がそう思うと答えており，本教材の使用

が理科や科学への興味・関心の向上に繋がることが示され

た．また，「3．高専発の理科教材をこれからも使ってみた

いと思いますか」，「4．高専に対する興味・関心が高まっ

たと思いますか」という項目に対しても「思う」と回答し

た児童生徒が 78％以上であった．「やや思う」を含めると

91％以上がそう思うと回答しており，本教材が高専のプレ

ゼンス向上にも結びつくことが分かった．一方、最後の項

目「5．将来高専に進学してみたいと思いますか」に対し

ても「思う」が 52％以上を示しており，「やや思う」を含

めると 91％以上となり，本教材が高専への入試広報活動に

も役立つことが示唆された． 

 電子工作教室に参加した児童生徒の内訳は，小学校 4年

生，5年生、6年生が各 10名と中学校 2年生の 3名の合計

33名であり，絶対数が少ないためアンケート調査結果が正

しいとは断言はできないが，そのような傾向が強いのでは

ないかと考えている．また、今回電子工作教室に参加した

児童生徒は理科や科学に元々高い興味・関心をもっていた

ため，アンケート調査も好印象を示す結果になったと考え

られる．しかしながら，本教材が理科や科学に対する興

味・関心の向上や高専のプレゼンスの向上並びに入試広報

活動などの PRに有効であることが示唆された． 

 

4．まとめ 

 高専教職員及び学生を対象としたコンテストを実施し，

選ばれた優秀作品の中から鈴鹿高専の学生が主体となり

高専ブランド教材を作成した．作成した教材を小学校の

理科授業と電子工作教室で利用したところ，小学校の理

科授業に参加した児童達の半分以上が，また，電子工作

教室に参加した児童生徒のほとんどが理科や科学への興

味・関心が向上したと感じていた．一方，高専に対する

興味・関心についても小学校の理科授業に参加した児童

達の半分以上が，電子工作教室に参加した児童生徒のほ
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とんどが向上したと感じていた．また，高専への進学に

ついては，小学校の理科授業に参加した児童が 3年生と 4

年生であり，まだ，進学についてほとんど考えたことが

ないと思われるが，約 1/4の児童が進学したいという印

象を抱いていた．また，電子工作教室に参加した児童生

徒は，もともと理科や科学に興味・関心が高い子ども達

であるためか高専への進学についてもほとんどが肯定的

であった．従って，今回作成した高専ブランド教材は理

科や科学への興味・関心の向上や高専のプレゼンス向上

に比較的有効であることが示唆された．しかし，校長先

生からは教材の不具合等も指摘されており今後の課題の

1つとなった． 
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Science Education Using Science Teaching Materials of the 

National Institute of Technology Brand 
Hiroshi  SHIMOFURUYA1*,  Takeshi  KOUGO1,  Toshiya  ITAYA2,  Mayumi  ITO3,  Toshifumi  MABUSHIi3, 

Futoshi  YAMADA3,  G.ento  NAKAGAWA3,  Kiyoshi ISE2  and  Hirofumi  KUWABARA4 
 

1: Department of Materials Science and Engineering  
2 : Department of Electronic and Information Engineering 

3 : Education and Research Support Center 
4 : National Institute of Technology, Miyakonojo College 

 
The contest for science teaching materials(STMs) was carried out among the national institute of technology(NIT) 

and excellent STMs were chosen from all the submitted STMs.  Three excellent STMs which were able to 
assemble easily were picked out from excellent STMs and produced as NIT-brand STMs in the NIT, Suzuka College. 
Three STMs obtained were used in science classes at the 3rd and 4th grades in an elementary school and an 
electronic work lesson to improve the interest in science and the presence of the NIT.  As a result, In the 
questionnaire, the half of the 3rd and 4th graders in an elementary school have answered that the interest in science 
and the presence of NIT increased.  Moreover, most students joined in the electronic work lesson have felt that 
STMs aroused their interest in science and the presence of NIT.  Therefore, it was suggested that NIT-brand STMs 
were effective for the prevention of losing interest in science and the improvement of the presence of NIT. 
 
Key Words : National Institute of Technology brand, Prevention for losing interest in science, Science Teaching 
Materials, Support for science education  
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可視光透過性を有したバイオフィルム形成抑制材料の

防汚性について

幸後健，駒田悠如，兼松秀行，和田憲幸，佐野勝彦

1 :材料工学科
2 :応用物質工学専攻

3 :株式会社ディアンドディ

可視光透過性を有したバイオフィルム形成抑制材料の防汚性について評価した。シラン系樹脂に金属ナノ粒子，また

は有機金属化合物を担持することで、可視光透過性を有するバイオフィルム形成抑制効果を持つ材料を作製した。担

持した金属の種類としては Ag, Sn, Ti, Cu, ならびに Ni を用いた。JIS 規格に基づいた砂粒紛体を用いた付着検証実験，
および屋外環境下での暴露試験を実施し、光透過率低下およびバイオフィルム形成の観点から防汚性を評価した。

Key Words:  バイオフィルム，防汚，暴露試験，シラン系樹脂  
(受付日 2014 年 10 月 16 日；  受理日 2014 年 12 月 17 日 ) 

 
１． 緒言

エネルギー資源として有限な石油や石炭などの化石燃料に代わ

り、太陽光や風，地熱などを利用した発電手法が注目され続けて

きた。特に、太陽光エネルギーを利用した太陽光発電や太陽熱発

電は、資源の枯渇の恐れがなく、発電の際に環境に影響を及ぼす

CO2 や放射性物質が発生しないことから、クリーンエネルギーとし

て期待が高い。我が国でも太陽光を利用した発電設備普及に向

け、各研究機関や企業が様々な取組みを実施してきた。図１に独

立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）が
提案する太陽光を用いた発電のロードマップを示す 1-2)。2030年に
は 7円/kWh以下のコストを目標としており、この目標に向けた発電
の高効率化並びに作製・運用の低コスト化が望まれている。発電

の高効率化に関しては各機関にて今なお盛んに研究が進められ

ており、敷設や運用の低コスト化に関してはスマートグリッド化や蓄

電技術の向上などに研究の注目が集まっている。

一方で、太陽光発電では日射透過率を長期間維持させることも

重要な要件である。可視光透過性材料であるガラスや樹脂の暴

露試験による日射透過率低下に関して、奈良県農業試験場の黒

住らによってその挙動が報告されている 3)。報告によると、ガラス

の場合では初期透過率 80 %から 1年後には 78 %と、約 2 %の低
下が確認されており、その主原因については大気中に存在する

汚れの付着であると記述されている。重要な点は、この日射透過

率の低下は単純にその数値分だけ発電効率が下がるわけではな

いことを念頭に置く必要がある。例えば太陽電池の場合、発電モ

ジュールは基本的にセルを直列-並列に配している。直列回路で
は、回路成分の一部でも抵抗が大きくなると回路全体の電流値が

大きく減少する。また太陽熱発電では、ヘリオスタットによる反射

鏡を用いた集光が一般的である。日射透過率の低下は入射と反

射の二乗で影響されるばかりでなく、汚れによる光散乱による影

響から集光性自体の低下も招く。これらのことから、汚れによる日

射透過率低下をいかに抑制するかが太陽光発電普及について

極めて重要な要因であると言える。屋外暴露時の汚れの原因とし

ては大気中に含まれる有機・無機類からなる塵や埃であると考え

られるが、これらが材料表面に強固に固着する原因として、我々

はバイオフィルムの形成が大きく寄与するものと考えている。

バイオフィルムとは、微生物細菌などが作り出す生物由来の膜

状物質である 4-6)。図 1に我々が提案するバイオフィルム形成が及
ぼす汚れ成分の固着メカニズムについて示す。材料表面に金属

イオン種や有機物残滓などからなるコンディショニングフィルムが

形成され、そこに適度な水分保たれることで、浮遊細菌がこのコン

ディショニングフィルムに付着し活動を始め、その際にバイオフィ

ルムが形成される。バイオフィルムは多糖類などの粘着性を有し

ていることから、周辺環境の有機・無機類からなる塵や埃が蓄積さ

れることで、汚れとして固着する。さらにこれらの汚れは浮遊細菌

図 1 NEDO が提案する発電ロードマップ． 
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の栄養源にも繋がる為にバイオフィルムの拡大を促し、より汚れ固

着を招く原因ともなると考えられる。これまで我々はいくつかの材

料表面でのバイオフィルム形成挙動について報告してきた 7-10)。そ

の結果を元にバイオフィルム形成抑制効果のある Ag や Cu，ある
いは Snなどの金属種をナノ粒子，または有機金属化合物として用
い、さらにシラン系樹脂に担持させることで可視光透過性を有した

バイオフィルム形成抑制材料の作製に成功している。これら材料

のバイオフィルム形成抑制効果については我々が試作したバイオ

フィルム加速形成試験装置で既に実証してきた 12)。本報告では、

JIS 規格に基づいた紛体を用いた砂粒付着実験，ならびに屋外環
境下で 2 か月間の暴露試験の結果を元に、試料のバイオフィルム
形成抑制および防汚性について報告する。

2. 実験方法
2.1 評価試料の作製

ガラス基板（旭硝子株式会 FL-3）を所定の大きさに切りだした
後、超音波照射による洗浄を施した。洗浄溶液は、界面活性剤溶

液，蒸留水，エタノールの順に用いた。洗浄後、蒸留水，過酸化

水素水（和光純薬），アンモニア水（和光純薬）の混合溶液に浸し、

80 ℃で一時間加熱浸漬することで、ガラス表面を親水化した。バ
イオフィルム形成抑制材料は株式会社ディアンドディにて調製した

試料を使用した。シラン系樹脂前駆体にバイオフィルム形成抑制

効果を有する金属種のナノ粒子，または有機金属化合物を 0.1～
1.0 mol%の割合で混合し均一に分散させた。その後に、ガラス基
板に膜厚約 20μm 程度になるように塗布した。塗布後、重合によ

る硬化反応を数日間かけて実施することでバイオフィルム形成抑

制を有したガラス試料を作製した。バイオフィルム抑制材料として

用いた有機金属化合物(No. 2~7)および金属ナノ粒子(No. 8~12)
については表１に示す。

2.2 砂粒付着実験

砂付着実験は我々が試作した砂粒衝突試験装置にて実施した。

図3に装置の外観と内観を示す。ガラス基板を図の装置内に砂粒
を模した紛体と共に設置し、コンプレッサーで内部に空気を送風

した。装置内への送風は5 MPaの圧力下で1分間実施した。砂粒
付着実験には SiO2を主成分とした JIS 試験用紛体１の１種（一般
社団法人日本紛体工業技術協会）を用いた。

2.3 屋外暴露試験

本実験を実施するに当たり、①湿度や水分が保たれバイオフィ

ルムが比較的形成しやすい、②砂粒や有機物残滓などの汚れ成

分が空気中に多く存在する条件を考慮した。この条件に見合う場

所として、三重県津市の海岸を選定した。図 4(a)に暴露試験地の
写真と暴露試験の実際の様子を示す。暴露試験実施の際は図

（b）に示す可変角度型の試料設置台を用いることで、太陽光追尾
の際の反射鏡角度を疑似的に再現した。今回は試料角度を 45°
に固定して実施した。暴露期間は風が多い 12 月～1 月までの 2
か月間実施した。

図 2 バイオフィルム形成と汚れ固着のメカニズム． 

図 3 砂粒衝突試験装置の外観と内観． 

図 4 (a)暴露試験の様子(b)試料ホルダー． 

(a) (b) 

表 1 暴露試験評価試料の一覧． 
試料名

ガラスのみ
ガラス＋シラン樹脂（添加剤なし）
ガラス＋シラン樹脂（チタンイソプロポキシド）
ガラス＋シラン樹脂（ジブチルスズアセテート）
ガラス＋シラン樹脂（銅（Ⅱ）イソプロポキシド）
ガラス＋シラン樹脂（ニッケル(Ⅱ）アセチルアセトナート２水和物）
ガラス＋シラン樹脂（銀アセチルアセトナート）
ガラス＋シラン樹脂（チタンナノ粒子）
ガラス＋シラン樹脂（スズナノ粒子）
ガラス＋シラン樹脂（銅ナノ粒子）
ガラス＋シラン樹脂（ニッケルナノ粒子）
ガラス＋シラン樹脂（銀ナノ粒子）
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2.4 汚れ付着の評価

汚れ付着による評価は紫外-可視分測定装置(日本分光株式会
社 V-670)を用いた。300~800 nm の可視光領域での光透過率を

測定した。さらに太陽光で最も強い光強度付近の 530 nm での光

透過率を用い、初期透過率とバイオフィルム形成後の試験試料の

透過率の変化量から汚れ付着の評価とした。次式に透過率変化

量を算出した際の計算式を示す。

3. 結果と考察
3.1 砂粒付着実験の結果

バイオフィルム加速形成装置を用いたバイオフィルム形成抑

制の実験の結果は既に報告している 11,12)。この結果をもとに、

バイオフィルム形成抑制効果を有する添加剤を有機系有機金

属化合物に選定して砂粒衝突試験を実施した。砂粒衝突試験

前後の各試料の 530 nm での透過率と透過率変化量結果を図

5(a)(b)に示す。結果より、添加剤を担持した試料全てにおいて

シラン系樹脂のみの場合に比べて透過率が向上し、ガラス基

板とほぼ同等の透過率を有していることが分かる。さらにこ

れらの試料については、Ni 有機化合物を除く全ての添加剤に

ついて光透過率低下が軽減されていることが透過率の変化量

より確認された。この原因については、添加剤による基板と

の濡れ性の向上並びに耐摩耗性などの物理的強度，および表

面の帯電状態変化などの要因が考えられる。

3.2 海岸での屋外暴露試験の結果

海岸で 2か月間暴露した結果について、各試料の写真を図 6に
示す。結果から、有機金属化合物添加膜については有機 Niおよ

図 6 暴露試験後の試料の様子． 

図 5 (a)砂粒衝突試験前後の試料の透過率と 
 (b)透過率変化量. 

(a) 

(b) 

(a) 

(b) 

図 7 (a)暴露試験前後の試料の透過率と 
     (b)透過率変化量． 
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び有機 Cu では膜剥離と共に白色変色の膜劣化が確認された。ま
た、有機Ag添加では紫外線によるAg微粒子の析出による影響が
表れたために膜自体が黄色に変色していた。一方で金属粒子添

加膜については Ni, Sn, および Ti の粒子添加系で膜剥離と白色
変化の膜劣化が確認されたた。また Ag 粒子については有機金属
化合物の場合と同様に膜の黄色変化が確認された。これらの変色

劣化については我々が室内で実施したバイオフィルム加速形成

試験では確認されておらず、海水中に含有しているハロゲン元素

や紫外線による劣化であると推測される。金属粒子と金属有機化

合物で、同じ金属種でありながら劣化に対する耐久性が異なる点

について詳細は不明である。ハロゲン元素と各金属種の反応がイ

オン化状態と金属状態とで異なる点や、ハロゲン元素と反応する

際の金属元素の大きさなどが考えられ、今後検証していく必要が

あると考えられる。以上の結果より、有機金属化合物系での Sn, Ti,
および金属粒子系での Cu の耐久性が優れていると考えられた。
そこで、有機金属化合物の Sn,Ti,および金属粒子の Cu について
透過率を測定した。図７に各試料の透過率と透過率変化量の結果

を示す。ガラスだけの場合と比較し、特に有機金属化合物の Ti お
よび金属粒子の Cuを添加した場合で透過率の低下が低減されて
いることが分かる。この結果は我々が報告しているバイオフィルム

形成抑制効果の結果とよく一致している 12)。バイオフィルム形成が

汚れ付着に関与すると共に、バイオフィルム形成抑制が防汚に繋

がる要因の一つであることが示唆された。

4. 結論
本研究では可視光透過性を有したバイオフィルム形成抑制

材料の防汚性について評価した。シラン系樹脂にバイオフィ

ルム形成抑制材料を担持することで得られた試料は、砂付着

実験より砂粒が付着しにくい性質を有していることが分かっ

た。また、海岸での暴露試験の結果、バイオフィルム形成抑

制材料の屋外での耐久性が明らかとなり、バイオフィルム形

成抑制が防汚性に繋がる要因の一つであることが示唆された。
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The characteristic of antifouling property about transparent 

biofilm anti-formation material

T. Kougo, Y. Komada, H. Kanematsu, N. Wada and K. Sano
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We evaluated about the characteristic of antifouling property about transparent  biofilm anti -formation material .
Transparent biofilm anti -formation material was prepared by metallic composite or metal nano particle was added to 
silane resin. The added metallic element was selected Ag, Sn, Ti, Cu and Cu. The degradation of passing rate was 
evaluated at sand adhesion test using Japanese Industrial Standards (JIS) particle and outdoor exposure test.
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(Received : October 16, 2014; Accepted : December 17, 2014) 

（Original Article）

可視光透過性を有したバイオフィルム形成抑制材料の防汚性について 75







（学術論文） 

Necessary Conditions and the Function Theory of the Doctrine of the 
Mean– Study of the structural theory of Chinese political thought 
examined from the thought of Dui (3) –

Masaaki OGURA

In the achievement method of the Doctrine of the Mean, in the case of the neutralization (harmony) 

theory, a state of neutralization is achieved by eliminating both ends of a spectrum and teaching 

negative to positive people and positive to negative people through education. In the case of the 

theory of maintaining impartiality with power (balance theory), a state of equilibrium of both ends of 

a spectrum is achieved by making a jump to the left when the right is heavier, or to the right when 

the left is heavier, according to the circumstances and balancing the weight of both ends. Therefore, 

the former demands self-reflection related to whether it is a state of neutralization (harmony), 

although the latter requires judgment to evaluate changes in external circumstances appropriately 

and timely action that is appropriate to the circumstances. The former is a measure to prevent social 

disorders from occurring with the aim of maintaining actual public order. The latter is an already 

existing solution to stabilize public order by overcoming the actual state of confusion.

Key words: thought of Dui, Doctrine of the Mean achievement method, necessary condition of 

achieving the mean, Doctrine of the Mean function and purpose

* Department of General Education (Humanities and Social Sciences)

（121）

（Original Article）
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九
五
年

第
三
六
刷

二
五

一
頁
―
二
五
二
頁

参
照
） 

（
一
四
）『
武
内
義
雄
全
集
第
二
巻
儒
教
篇
一
』（
武
内
義
雄

五
八
頁

角
川
書
店

昭
和 

五
四
年

参
照
）

 

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
九
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
一
五
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

二
〇
二
頁
ー
二
〇
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
九 

八
年

参
照
） 

（
一
六
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

一
一
九
頁

参
照
） 

（
一
七
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

二
二
九
頁
―
二
三 

一
頁

参
照
） 

（
一
八
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

四
三
頁

参
照) 

（
一
九
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』
（
市
川
安
司
著

東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
四
年

初 

版

第
三
章
第
五
節

「「
権
」
是
認
の
根
底
に
あ
る
も
の
」

一
四
四
頁

参
照
） 

（
二
〇
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

一
六
六
頁

参
照
） 

（
二
一
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

二
九
二
頁
―
二
九 

三
頁

参
照
） 

（
二
二
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

一
二
八
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照) 

（
二
三
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
四
六
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
二
四
）
拙
稿
「
中
庸
の
定
義
と
其
の
政
治
思
想
的
意
義
―
対
の
思
想
よ
り
考
察
し
た
中
庸 

思
想
研
究
の
現
段
階
（
一
）
に
つ
い
て
―
」
（
『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』 

第
四
七
巻

二
〇
一
四
年

参
照
） 

（
二
五
）『
孟
子

下

』

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

一
〇
三
頁

参
照
） 

（
二
六
）『
孟
子
下
』
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

一
七
四
頁

参
照
） 

（
二
七
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』
（
市
川
安
司
著

東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
四
年

初 

版

第
三
章

第
五
節

「「
権
」
是
認
の
根
底
に
あ
る
も
の
」
一
五
一
頁
ー
一
六 

七
頁

参
照
） 

（
二
八
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
六
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年
参
照
） 

（
二
九
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

四
〇
二
頁

参
照
）

（
三
〇
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

一
七
四
頁
―
一
七
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六
―
宮
崎
説
の
未
解
決
点
で
あ
る
中=

空
間
的
原
理
論
や
礼
の
時
代
制
約
的
問
題
、
金
谷
氏

が
指
摘
し
た
中
庸
の
内
面
的
な
構
造
的
理
解
、
そ
し
て
両
氏
に
共
通
し
た
未
解
決
点
で
あ
る
、

中
庸
思
想
の
実
現
方
法
や
そ
の
実
現
に
必
要
な
条
件
等
の
問
題
は
、
本
論
中
で
原
理
論
を
詳

述
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
原
理
論
の
具
体
的
展
開
に
つ
い
て
、
古
代
よ
り
現
代
に
至
る
ま

で
の
歴
史
的
資
料
に
よ
る
具
体
的
事
例
を
引
用
し
て
ま
で
は
、
本
稿
で
は
展
開
し
て
い
な
い
。 

七
―
『
論
語
』
の
中
で
、
孔
子
は
、
「
子
曰
く
、
中
庸
の
徳
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
。

民
鮮
な
き
こ
と
久
し
。」（
五
〇
）
と
、
中
庸
の
道
徳
は
最
高
で
あ
る
と
絶
賛
し
て
い
る
。

こ
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
、
宮
崎
氏
は
中=

礼=

空
間
的
原
理
→
人
間
界
の
自
然
法
則
的
レ

ベ
ル=

「
中
国
思
想
の
特
質
」
と
主
張
す
る
。
ま
た
金
谷
氏
は
「
対
立
す
る
も
の
が
自
己
を
主

張
し
な
が
ら
全
体
と
調
和
す
る
、
状
況
が
変
化
す
る
中
で
安
定
し
た
調
和
の
中
を
求
め
る
所

に
中
庸
思
想
の
真
髄
が
あ
る
」
と
主
張
す
る
。
両
氏
の
学
説
は
成
立
し
な
い
こ
と
は
前
稿
で

述
べ
た
。
し
か
し
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
の
特
質
は
何
処
に
存
在
す
る
の
か
、

と
い
う
最
も
重
要
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
そ
の
歴

史
的
な
具
体
的
展
開
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
既
に
発
表
し
た
拙
稿
の
「
対

の
思
想
と
中
庸
思
想
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て

(

五)

―
」
（
五
一
）
と
「
対
の
思
想
の
政
治
思
想
的
意
義
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま

れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
終
章
）
」
（
五
二
）
に
お
い
て
、
対
の
思
想
と
の
関
係
に

お
い
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
拙
稿
を
参
照
し
て
頂
き
た
い
。 

八
―
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
考
様
式
は
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
で
あ
り
、
中
国

思
想
の
精
髄
は
中
庸
思
想
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
筆
者
の
専
攻
す
る
宋
代
政
治
経
思
想
史
だ
け

で
な
く
、
広
く
中
国
政
治
経
済
史
の
研
究
に
於
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
の
発
展
・
深
化
の
た

め
に
は
、
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
を
導
入
し
て
、
個
別
具
体
的
な
歴
史
的
事
例
を
考
察
す
る

事
が
、
最
も
多
く
の
研
究
成
果
を
挙
げ
う
る
方
法
論
で
あ
る
と
確
信
す
る
所
以
で
あ
る
。 

(

二
〇
一
三
年
八
月
三
〇
日

稿
了) 

注 （
一
）『
武
内
義
雄
全
集
第
二
巻

儒
教
篇
一
』（
武
内
義
雄

二

中
庸

一
五
八
頁

角 

川
書
店

昭
和
五
四
年

初
版

参
照
）

拙
稿
「
中
庸
の
定
義
と
其
の
政
治
思
想 

的
意
義
―
対
の
思
想
よ
り
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
の
現
段
階
（
一
）
て
―
」
（
『
鈴

鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一
四
年

参
照
） 

（
二
）「
宋
代
の
官
官
接
待
―
中
国
近
世
の
儒
教
政
治
の
一
つ
の
挫
折
」
（
『
鈴
鹿
国
際
大
学 

研
究
紀
要
』
五

一
九
九
九
年

参
照)

拙
稿
「
現
在
日
本
の
官
官
接
待
―
宋
代
史 

に
学
ぶ
戦
後
日
本
の
官
僚
制
度
の
変
質
へ
の
一
試
論
」
（
『
鈴
鹿
国
際
大
学
研
究
紀 

要
』
七

二
〇
〇
一
年

参
照
） 

（
三
）『
ほ
ど
ほ
ど
の
大
切
さ
』
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
」（
二
〇
〇
三
年

一
一
月
一
二
日
。
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
・
図
書
館
文
化
講
座

講
演
概
要
）。 

「『
ほ
ど
ほ
ど
の
大
切
さ
』
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
」

鈴
鹿
工
業
高

等
専
門
学
校
広
報
誌
『
鈴
風
』
一
〇
五
号

二
〇
〇
五
年

参
照

 

 

（
四
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

一
九
頁
参
照)

 

（
五
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

一
五
九
頁
参
照) 

（
六
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

二
一
七
頁
参
照) 

（
七
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

一
〇
二
頁
参
照) 

（
八
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
六
六
頁
―
一
六
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八 

年

参
照
）

金
谷
氏
は
注
に
お
い
て
、「
七

射
は
君
子
に
似
た
る
・
・
・ 

―
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
「
仁
者
は
射
の
ご
と
し
。
射
者
は
己
を
正
し
て
而
る
後
に

発
す
、
発
し
て
中
た
ら
ざ
れ
ば
・
・
・
返
っ
て
こ
れ
を
己
に
求
む
る
の
み
」。『
論
語
』

ハ
佾
篇
「
君
子
は
争
う
所
な
し
、
必
ず
や
射
か
」
の
章
も
こ
れ
に
近
い
。
射
は
弓
射

中庸思想の必要条件と機能論　―対の思想から考察した中国政治思想の構造論研究（三）― 81（118）



一
―
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
は
、
両
極
端
を
否
定
し
て
両
極
端
を
均
等
に
融
合
さ
せ
た
中
和

論
と
、
臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
中
庸
を
執
る
両
極
端
を
肯
定
し
た
執
中
有
権
論
が
存
在
し
た
。

こ
の
中
和
論
に
し
ろ
、
中
権
論
に
し
ろ
、
ど
ち
ら
の
場
合
に
お
い
て
も
、
両
極
端
の
左
右
の

場
合
の
変
動
の
み
の
場
合
に
は
一
次
元
原
理
、
左
右
・
前
後
の
変
動
の
場
合
に
は
二
次
元
原

理
、
左
右
・
前
後
・
上
下
の
全
て
が
変
動
す
れ
ば
三
次
元
原
理
と
な
る
変
動
的
原
理
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
最
終
的
に
は
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
こ
の
人
間
界
が
生
活
す
る
三
次
元
原

理
の
中
で
の
変
動
で
あ
る
か
ら
、
一
次
元
的
変
動
や
二
次
元
的
変
動
の
み
で
動
く
事
は
先
ず

は
考
え
る
こ
と
は
想
定
し
難
く
、
結
論
的
に
は
三
次
元
的
原
理
＝
空
間
的
原
理
と
し
て
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
図
形
化

す
る
と
、
左
図
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

二
―
中
庸
思
想
を
外
部
か
ら
規
定
し
て
い
る
政
治
・
経
済
・
社
会
に
お
け
る
両
極
端
の
両

面
―
対
の
思
想
の
状
況
が
変
化
し
て
発
展
す
れ
ば
、
例
え
ば
貧
富
の
上
下
の
状
態
も
動
き
、

徭
役
負
担
額
の
軽
重
も
動
き
、
政
治
状
況
が
変
化
す
れ
ば
、
そ
の
時
々
の
善
悪
の
程
度
も
勿

論
異
な
っ
て
く
る
。
文
化
的
価
値
の
変
動
が
あ
れ
ば
、
人
々
の
好
悪
の
価
値
観
も
当
然
異
な

っ
て
く
る
。
そ
の
結
果
、
中
庸
思
想
の
構
造
も
外
部
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
右
図
の
様
な
デ 

フ
ォ
ル
メ
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
時
代
的
制
約
の
中
に
生
き
て
い
る
人
間
は
、
そ

の
時
の
政
治
・
経
済
・
社
会
状
況
の
変
化
の
度
合
い
に
よ
り
、
再
び
そ
の
時
代
状
況
に
適
応

し
た
中
庸
思
想
の
構
造
的
デ
フ
ォ
ル
メ
を
立
て
直
し
て
、
そ
の
時
々
の
「
不
偏
不
倚
」
の
中

を
実
現
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
中
国
歴
代
の
礼
制
度
の
変
化
の
経
緯
や
過

程
で
あ
り
、
立
て
直
し
の
た
め
の
礼
制
度
の
改
革
の
根
本
的
な
理
由
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
の
「
庸
」
も
同
様
な
性
格
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
宮
崎
氏
の
主
張
す
る
庸
＝

永
久
不
変
の
常
道
論
で
あ
ろ
う
と
、
金
谷
氏
の
主
張
す
る
庸
＝
平
常
論
の
ど
ち
ら
に
お
い
て

も
、「
庸
」
そ
れ
自
身
に
無
前
提
的
な
原
理
や
性
格
が
存
在
す
る
訳
で
は
な
い
。
歴
史
発
展
上

に
お
け
る
両
極
端
の
状
態
や
有
様
に
よ
っ
て
、
常
道
も
平
常
も
変
化
し
て
行
く
の
で
あ
る
。 

三
―
中
庸
思
想
は
、
そ
れ
自
身
に
内
面
的
な
構
造
的
特
色
を
持
つ
物
で
は
な
い
。
中
庸
思

想
の
成
立
す
る
前
提
で
あ
る
歴
史
制
約
的
条
件
で
あ
る
両
極
端
の
状
況
の
有
様
に
よ
り
決
定

さ
れ
る
。
中
庸
思
想
は
特
殊
歴
史
的
制
約
を
持
つ
思
想
で
あ
る
。
だ
か
ら
朱
子
は
「
中
は
定

ま
っ
た
体
（
か
た
ち
）
が
な
く
、
時
に
従
っ
た
あ
り
方
を
す
る
」（
四
九
）
と
言
う
の
で
あ
る
。 

四
―
中
和
を
制
度
化
し
た
礼
制
度
が
、
時
代
状
況
に
よ
っ
て
改
変
さ
れ
て
新
し
い
時
代
に

適
応
し
た
礼
制
度
に
変
化
し
て
行
く
理
由
は
、
時
代
制
約
を
受
け
た
両
極
端
思
想
の
持
っ
て

い
る
性
質
や
有
様
に
規
定
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
逆
の
執
中
有
権
の
中
庸
も
、
時
代
状

況
の
変
化
に
よ
り
両
極
端
の
有
様
も
変
化
す
る
か
ら
、
ど
の
様
に
周
囲
が
動
い
て
い
く
か
常

に
緊
張
し
て
観
察
し
て
い
な
け
れ
ば
、
状
況
に
的
中
し
た
時
中
行
動
を
実
現
で
き
な
い
。 

五
―
中
庸
思
想
の
背
後
に
は
、
両
極
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
対
の
思
想
が
存
在
し
て
お
り
、

中
庸
思
想
の
構
造
論
に
も
、
両
極
端
の
融
合
状
態
と
運
動
状
態
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
る
両

面
的
性
格
が
存
在
し
て
い
る
。
だ
か
ら
中
庸
思
想
に
関
係
す
る
未
解
決
な
個
別
具
体
的
な
中

国
歴
史
上
の
具
体
的
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
中
国
人
の
基
本
的
思
想
で
あ
る
両
面
思
考
＝

対
の
思
想
の
導
入
が
不
可
欠
で
あ
る
。 
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〔
要
約
〕

一
―
中
和
思
想
の
構
造
論
―
両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
の
中
庸
の
構
造
は
、
中

＝
和
で
あ
り
、
和
と
は
、
両
極
端
の
色
彩
を
完
全
に
無
く
し
た
上
で
、
両
極
端
を
程
よ
く
混

ぜ
合
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
作
の
融
合
物
で
あ
る
。『
中
庸
』
の
主
張
す
る
中
和
の
中
庸
思

想
の
構
造
は
、
短
所
で
あ
る
両
極
端
を
一
〇
〇
％
消
去
し
た
上
で
、
両
極
端
を
五
分
五
分
に

入
れ
て
、
両
極
端
が
上
手
く
混
じ
り
合
い
、
新
し
く
融
合
さ
れ
た
中
和
状
態
を
言
う
。 

二
―
執
中
有
権
思
想
の
構
造
論
―
子
莫
の
執
中
の
中
道
論
は
、
両
極
端
を
五
〇
％
ず
つ
生

か
し
た
折
中
的
な
バ
ラ
ン
ス
論
で
あ
っ
た
。
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
生
か
し
た
孟
子
の

主
張
す
る
権
あ
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
両
極
端
の
重
さ
が
一
〇
〇
％
生
き
た
上
で
、
両

極
端
の
重
さ
の
釣
り
合
い
が
均
衡
し
て
、
水
平
バ
ラ
ン
ス
が
執
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。 

三
―
中
和
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
―
短
所
で
あ
る
両
極
端
が
一
〇
〇
％
消
去
し
て
調

和
の
あ
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
両
極
端
の
濃
度
を
常
に
計
っ
て
、
濃
け
れ
ば

薄
く
し
て
、
薄
け
れ
ば
濃
く
し
て
、
そ
の
中
和
の
状
態
を
実
現
し
て
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
そ
の
中
和
状
態
が
崩
れ
て
く
れ
ば
、
こ
れ
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。 

博
愛
主
義
に
は
個
人
主
義
を
、
個
人
主
義
者
に
は
博
愛
主
義
を
と
い
う
、
全
く
逆
方
向
の

教
育
を
し
て
中
和
状
態
に
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
は
、
既

存
の
思
想
を
否
定
し
て
、
教
育
・
学
問
に
よ
り
新
し
く
創
造
し
た
制
作
物
な
の
で
あ
る
。 

四
―
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
―
博
愛
主
義
が
重
く
な
れ
ば
個
人
主
義
に
、

個
人
主
義
が
重
く
な
れ
ば
博
愛
主
義
に
飛
び
移
り
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
全
く
逆
方
向

の
行
動
を
す
る
の
が
、
臨
機
応
変
な
有
権
の
中
庸
思
想
で
あ
る
。
従
っ
て
執
中
有
権
の
中
庸

思
想
と
は
、
両
極
端
の
長
所
を
完
全
に
生
か
す
た
め
に
、
両
極
端
の
間
を
臨
機
応
変
に
飛
び

移
り
、
両
極
の
重
さ
の
均
衡
や
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
運
動
論
的
な
実
現
方
法
で
あ
っ
た
。

 

五
―
中
和
の
中
庸
思
想
実
現
の
必
要
条
件
―
中
和
の
中
庸
＝
礼
制
度
は
、
両
極
端
を
否
定

し
て
、
教
育
や
学
問
に
よ
り
両
極
端
を
五
分
五
分
に
融
合
し
た
新
た
な
制
作
物
で
あ
っ
た
。

そ
れ
故
に
中
和
や
礼
制
に
適
合
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
客
観
的
な
判
断
が
困
難
で

あ
り
、
常
に
中
和
の
状
態
に
あ
る
か
、
礼
に
従
っ
た
行
動
を
し
て
い
る
の
か
否
か
と
い
う
反

省
心
や
内
省
心
が
必
要
で
あ
っ
た
。
『
中
庸
』
後
半
に
「
誠
」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、

こ
の
一
点
に
主
眼
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
武
内
氏
以
下
の
諸
氏
が
主
張
す
る
、『
中
庸
』
を
前

半
の
「
中
庸
本
書
」
と
後
半
の
「
中
庸
説
」
と
に
大
別
し
て
、「
中
庸
」
と
「
誠
」
を
切
離
し

た
中
庸
二
分
説
は
成
立
し
な
い
（
四
八
）
。
朱
子
の
統
一
的
把
握
論
が
正
し
い
解
説
で
あ
る
。 

六
ー
執
中
有
権
の
中
庸
の
必
要
条
件
ー
こ
の
逆
に
中
権
の
中
庸
が
、
両
極
端
を
肯
定
し
て

状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
、
臨
機
応
変
に
両
端
端
を
飛
び
移
り
、
結
果
と
し
て
真
ん
中
を
実

現
す
る
中
庸
思
想
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
絶
え
ず
外
部
状
況
の
微
妙
な
変
化
に
神
経
を
集
中

し
て
、
そ
の
状
況
に
的
中
し
た
行
動
―
時
中
行
動
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
対
立
す

る
二
つ
の
中
庸
思
想
で
は
、
心
の
内
面
性
へ
の
凝
視
と
外
部
状
況
へ
の
凝
視
と
い
う
、
神
経

の
使
い
方
が
全
く
逆
で
あ
り
、
中
庸
の
実
現
を
志
す
べ
き
君
子
は
、
常
に
逆
方
向
へ
の
神
経

の
集
中
と
い
う
、
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
を
持
ち
続
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

七
―
二
つ
の
中
庸
思
想
の
機
能
と
使
用
目
的
―
中
和=

調
和=

礼
制
は
、
君
臣
父
子
の
上
下

秩
序
の
安
定
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
社
会
と
家
族
制
度
に
お
け
る
上
下
関
係
混

乱
の
未
然
防
止
策
で
あ
る
。
こ
の
逆
に
執
中
有
権
の
中
庸
思
想=

臨
機
応
変
の
思
想
は
、
国
家

社
会
や
家
族
制
度
の
上
下
の
秩
序
が
混
乱
し
て
い
る
非
常
事
態
に
お
い
て
、
こ
の
現
状
を
安

定
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
已
然
の
解
決
策
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
平
和
時
に
は
中
和
の
中
庸
が
、

混
乱
時
に
は
中
権
の
中
庸
思
想
が
必
要
に
な
る
と
言
う
事
で
あ
る
。 

〔
展
望
〕

以
上
、
二
つ
の
相
異
な
る
性
質
を
持
つ
中
庸
思
想
の
構
造
論
、
そ
の
実
現
方
法
、

そ
し
て
実
現
す
る
た
め
の
必
要
条
件
と
機
能
・
目
的
等
に
つ
い
て
の
原
理
論
に
つ
い
て
要
約

し
た
。
こ
こ
で
中
庸
思
想
の
研
究
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
一
層
の
深
ま
り
へ
と
進
歩
さ
す
た
め

に
、
今
後
へ
の
展
望
と
未
解
決
な
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

中庸思想の必要条件と機能論　―対の思想から考察した中国政治思想の構造論研究（三）― 83（116）



個
人
主
義
的
な
享
楽
ば
か
り
に
溺
れ
て
い
る
恵
王
は
、
夏
の
桀
王
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の

身
を
滅
ぼ
す
結
末
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
、
現
実
に
農
民
が
苦
し
み
、
国
王
へ
の
恨
み
が
溢

れ
て
い
る
危
機
的
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
、
人
民
と
一
緒
に
楽
し
む
よ
う
に
と
、
墨
翟
の

博
愛
主
義
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
同
時
に
孟
子
は
、
恵
王
に
述
べ
た
個
人
主
義
的
享
楽
か
ら
博
愛
主
義
へ
の
価
値
転

換
の
必
要
性
を
説
い
た
主
張
と
、
全
く
逆
の
発
言
も
し
て
い
る
。 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
。「
天
下
の
民
が
み
な
大
い
に
悦
ん
で
自
分
に
帰
伏
し
て
、
天
子
に
推

し
戴
こ
う
と
す
れ
ば
、
実
に
富
貴
の
極
み
で
あ
り
、
誰
し
も
望
む
と
こ
ろ
だ
が
、
天
下
の
民

が
大
い
に
悦
ん
で
自
分
に
帰
伏
す
る
の
を
見
て
も
、
い
っ
こ
う
に
草
や
芥
の
よ
う
に
何
と
も

思
わ
な
い
の
は
、
た
だ
舜
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
〔
た
と
い
天
子
と
な
っ
た
と
て
〕

親
に
信
用
さ
れ
な
い
よ
う
で
は
、
人
間
た
る
資
格
が
な
い
し
、
親
に
悦
ば
れ
な
い
よ
う
で
は
、

人
の
子
た
る
資
格
は
な
い
の
だ
。
そ
れ
故
、
舜
は
こ
う
い
う
気
持
ち
で
親
に
仕
え
る
道
を
よ

く
つ
く
し
た
の
で
、
さ
す
が
頑
迷
固
陋
な
父
の
瞽
瞍
で
さ
え
も
と
う
と
う
心
か
ら
悦
び
満
足

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
瞽
瞍
で
さ
え
も
悦
び
満
足
し
た
の
で
、
天
下
の
子
た
る
者
は
み
な
感

化
さ
れ
て
孝
行
を
つ
く
す
よ
う
に
な
っ
た
。
か
よ
う
に
瞽
瞍
で
さ
え
も
心
か
ら
悦
び
満
足
す

る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
天
下
の
父
子
の
間
の
道
徳
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

こ
れ
こ
そ
、
天
下
を
感
化
し
た
大
孝
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」（
四
七
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

父
親
の
瞽
瞍
と
弟
の
象
は
結
託
し
て
、
何
時
も
兄
の
舜
を
殺
す
計
略
ば
か
り
を
計
る
家
族

制
秩
序
が
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
舜
が
父
親
の
瞽
瞍
に
誠
心
誠
意
を
以
っ
て

孝
養
を
尽
し
た
の
で
、
初
め
て
瞽
瞍
は
悦
び
舜
の
心
音
に
感
動
し
て
家
族
制
度
の
上
下
秩
序

が
安
定
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
孟
子
の
述
べ
る
、
尭
の
天
下
万
民
を
軽
視
し
て
親

に
孝
行
を
尽
し
た
資
料
の
解
釈
は
、
公
権
力
＝
墨
翟
の
博
愛
主
義
か
ら
私
権
力
＝
楊
朱
の
個

人
主
義
へ
と
豹
変
し
て
、
混
乱
し
て
い
た
家
族
秩
序
を
安
定
化
さ
せ
た
舜
の
豹
変
行
動
を
伝

え
た
資
料
、
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

孟
子
は
、
恵
王
の
個
人
主
義
な
快
楽
に
よ
り
来
し
た
社
会
秩
序
の
危
機
的
状
況
を
救
う
た

め
に
博
愛
主
義
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
逆
に
家
族
秩
序
の
危
機
的
状
況
を

救
う
た
め
に
楊
朱
的
な
個
人
主
義
に
豹
変
し
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
臨
機
応
変
に
中
庸
を
執
る
執
中
有
権
思
想
は
、
礼
＝
日
常
的
対
応
と
は
相
反
す
る
。

国
家
社
会
と
家
族
制
度
の
上
下
秩
序
の
混
乱
し
て
い
る
危
機
的
な
非
常
事
態
に
あ
る
現
状
を

救
お
う
と
す
る
、
已
然
の
問
題
解
決
策
＝
権
道
な
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
和=

調
和=

礼
制
の
機
能
や
使
用
目
的
は
、
国
家
社
会
の
君
臣

上
下
の
現
在
の
秩
序
の
安
定
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
家
社
会
と
家
族
制
度
に
お
け

る
上
下
関
係
の
混
乱
を
防
ぐ
未
然
の
防
止
策
で
あ
る
。
こ
の
逆
に
執
中
有
権
の
中
庸
思
想=

臨

機
応
変
の
思
想
は
、
国
家
社
会
や
家
族
制
度
の
上
下
の
秩
序
が
混
乱
し
て
い
る
現
状
に
お
い

て
、
こ
れ
を
安
定
化
さ
せ
よ
う
と
す
る
混
乱
状
態
＝
非
常
事
態
に
お
け
る
已
然
の
解
決
策
で

あ
っ
た
。
中
和=

礼
と
執
中
有
権
の
中
庸
に
は
、
全
く
異
な
る
機
能
や
使
用
目
的
が
あ
る
。
従

っ
て
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
は
、
表
と
裏
の
関
係
に
あ
り
、
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
に

よ
り
、
そ
の
機
能
や
使
用
目
的
を
理
解
す
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

 

四

結
語
と
展
望 

 

以
上
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
研
究
に
つ
い
て
の
三
篇
に
わ
た
る
拙
稿
で
述
べ
て
き
た
相

異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
色
、
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
、
中
庸
思
想
を
実
現

す
る
必
要
条
件
や
機
能
や
使
用
目
的
に
つ
い
て
、
述
べ
る
所
が
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、

中
庸
思
想
の
構
造
論
の
全
体
像
を
明
示
す
る
た
め
に
も
、
煩
を
厭
わ
ず
総
合
的
な
要
約
を
し

て
、
今
後
の
中
庸
思
想
研
究
へ
の
視
角
や
展
望
に
つ
い
て
、
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
。 
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礼
義
を
知
ら
な
い
男
に
は
お
会
い
に
な
さ
れ
ま
す
な
。」
公
は
い
わ
れ
た
。「
う
ん
、
そ
う
か
。

よ
か
ろ
う
。
」
〔
急
に
お
取
り
や
め
と
き
い
て
〕
楽
正
子
が
お
ど
ろ
い
て
御
殿
に
入
っ
て
お
目

に
か
か
っ
て
お
た
ず
ね
し
た
。「
殿
様
に
は
、
な
ぜ
孟
軻
と
お
会
い
な
さ
れ
な
い
の
で
す
か
。」

公
は
い
わ
れ
た
。
「
わ
し
に
『
孟
子
は
礼
を
知
ら
ぬ
男
だ
。
母
親
の
喪
は
父
親
の
喪
よ
り
も
、

は
る
か
に
超
え
て
立
派
で
あ
っ
た
』
と
告
げ
て
く
れ
た
者
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
急
に
や
め
に

し
た
の
じ
ゃ
。
」
楽
正
子
が
い
っ
た
。
「
殿
様
の
お
っ
し
ゃ
る
、
そ
の
超
え
た
と
は
ど
う
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。・
・
・
。」
公
は
い
わ
れ
た
。「
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
。
葬
式
に

用
い
た
棺
桶
や
外
棺
や
着
物
や
衾
な
ど
が
前
よ
り
も
立
派
す
ぎ
た
こ
と
だ
。」
楽
正
子
が
い
っ

た
。「
そ
れ
な
ら
ば
、
超
え
た
と
は
も
う
せ
ま
せ
ん
。
前
に
は
貧
し
く
、
後
に
は
富
ん
で
い
た

か
ら
な
の
で
す
。」（
四
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

孟
子
は
礼
義
に
背
い
た
の
で
は
な
い
。
親
の
葬
式
と
い
う
非
常
事
態
に
お
い
て
、
父
の
時

と
母
の
時
で
は
状
況
が
変
わ
り
、
孟
子
は
貧
し
さ
か
ら
豊
か
に
な
っ
た
の
で
、
豊
か
さ
に
相

応
し
い
葬
式
を
行
な
っ
た
だ
け
だ
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

母
親
の
葬
式
が
終
わ
っ
た
後
日
に
、
孟
子
の
門
弟
・
充
虞
は
、
母
親
の
葬
式
を
立
派
に
し

た
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
孟
子
は
以
下
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。 

「
孟
子
は
〔
そ
の
理
由
を
説
明
し
て
〕
い
わ
れ
た
。「
古
代
に
は
棺
（
内
棺
）
や
梈
（
外
棺
）

〔
の
厚
さ
や
寸
法
〕
に
一
定
の
き
ま
り
と
て
な
か
っ
た
。
周
の
初
め
に
な
っ
て
〔
周
公
が
礼

を
制
定
さ
れ
て
〕
か
ら
、
棺
は
厚
さ
七
寸
、
梈
の
厚
さ
も
そ
れ
に
釣
合
せ
る
こ
と
と
な
り
、

天
子
か
ら
し
も
庶
民
に
至
る
ま
で
み
な
同
じ
で
あ
っ
た
。・
・
・
と
こ
ろ
が
、
国
の
掟
で
〔
自

分
の
身
分
で
は
〕
立
派
に
で
き
ぬ
と
あ
っ
て
は
、
人
の
子
と
し
て
満
足
は
で
き
な
い
し
、
ま

た
〔
掟
で
は
で
き
て
も
〕
棺
材
が
手
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
や
は
り
造
れ
な
い
の
で
満
足
が
で

き
な
い
わ
け
で
あ
る
。
し
か
る
に
掟
で
も
差
支
え
な
く
、
ま
た
棺
材
も
手
に
入
っ
た
な
ら
、

昔
の
人
は
誰
で
も
心
に
満
足
す
る
立
派
な
棺
と
梈
と
を
造
っ
た
も
の
で
あ
る
、
昔
の
人
が
み

な
そ
う
し
た
の
だ
か
ら
、
今
自
分
ひ
と
り
だ
け
し
な
い
と
い
う
わ
け
は
な
か
ろ
う
。・
・
・
自

分
は
か
ね
が
ね
聞
い
て
い
る
。『〔
親
の
喪
は
手
厚
く
葬
れ
。〕
君
子
は
た
と
え
天
下
の
た
め
だ

か
ら
と
て
、
自
分
の
親
に
け
ち
に
は
し
な
い
も
の
だ
』
と
。」（
四
五
）
。 

孟
子
は
貧
し
い
時
に
は
父
親
を
墨
子
的
な
薄
葬
を
執
り
行
い
、
富
た
る
時
に
は
母
親
を
楊

朱
的
な
厚
葬
を
執
り
行
い
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
思
想
に
基
づ
い
た
葬
式
を
執
り
行
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
状
況
に
的
中
し
た
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
の
時
中
行
動
で
あ
る
。
貧
し
い

状
況
の
時
に
は
貧
し
さ
に
対
応
し
て
貧
し
く
、
豊
か
な
時
に
は
豊
か
さ
に
対
応
し
て
豊
か
な

葬
儀
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
。 

周
公
制
定
の
礼
義
に
反
し
た
わ
け
で
な
く
、
古
代
よ
り
の
伝
統
で
あ
る
親
の
葬
式
に
お
け

る
厚
葬
を
、
自
分
も
当
然
の
行
為
と
し
て
行
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
国
家
と
家
族
と
を
同
じ
レ

ベ
ル
で
物
事
を
考
え
て
、
自
分
は
家
族
制
度
を
重
視
す
る
伝
統
的
な
行
為
を
、
状
況
に
的
中

さ
せ
て
実
行
し
た
だ
け
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。
両
親
の
死
去
と
い
う
家
族
制
度
の
非

常
事
態
に
お
い
て
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
臨
機
応
変
な
権
道
を
実
行
し
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
前
に
引
用
し
た
資
料
で
あ
る
が
、
孟
子
は
梁
の
恵
王
に
、
次
の
よ
う
に
博
愛
主

義
の
大
切
さ
を
言
っ
て
い
る
。 

「
・
・
・
そ
れ
と
い
う
の
も
、
古
の
賢
人
は
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ま
な
い
で
、
人
民
と
い

っ
し
ょ
に
楽
し
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
め
た
の
で
す
。〔
書
経
の
〕
湯
誓
篇
に
、

〔
人
民
は
夏
の
桀
王
を
太
陽
に
な
ぞ
ら
え
て
〕『〔
あ
あ
、
苦
し
い
。〕
こ
の
大
陽
は
い
っ
た
い
、

い
つ
亡
び
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
時
が
く
る
な
ら
、
自
分
も
い
っ
し
ょ
に
亡
ん
だ
と
て
か
ま
わ

な
い
』
と
い
っ
て
呪
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
人
民
か
ら
『
い
っ
し
ょ
に
な
ら
、
こ

の
身
を
棄
て
て
も
か
ま
わ
ぬ
』
と
ま
で
怨
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
い
く
ら
立
派
な
台
や

池
や
鳥
・
獣
が
あ
っ
た
と
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ん
で
な
ど
お
ら
れ
ま
し
ょ

う
や
。」（
四
五
）
と
、
恵
王
の
政
治
的
欠
陥
を
指
摘
し
て
言
う
の
で
あ
る
。 
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小
林
勝
人
氏
は
、
注
三
で
、「
権
、
方
便
の
意
。
が
ん
ら
い
は
ハ
カ
リ
の
分
銅
。
分
銅
は
物

の
軽
重
を
は
か
る
も
の
。
そ
れ
故
、
事
に
当
た
っ
て
軽
重
を
は
か
り
、
軽
き
を
捨
て
て
重
き

に
就
く
の
が
権
の
道
で
あ
る
。
桓
公
十
一
年
公
羊
伝
に
は
、「
権
と
は
経
に
反
し
て
、
然
る
後

に
善
あ
る
者
な
り(

権
と
は
、
手
段
は
道
に
反
し
て
も
、
結
果
は
道
に
合
致
す
る
こ
と)

と
あ
る

が
、
お
も
う
に
、
経
は
常
の
道
で
、
常
道
を
制
す
る
の
は
礼
で
あ
る
。
故
に
こ
の
章
の
権
は

礼
と
相
対
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」
と
、
解
説
し
て
い
る
。
礼
と
権
は
、
お
互
い
に
相
反
す
る

反
対
概
念
で
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
同
じ
道
に
合
致
す
る
善
行
と
い
う
。 

市
川
安
司
氏
も
、
権
の
意
味
に
つ
い
て
、
魏
晋
か
ら
南
北
朝
の
考
証
学
者
の
説
明
を
引
用

し
て
、
そ
し
て
程
伊
川
の
権
の
説
明
を
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
魏
晋
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
、
経
や
礼
に
対
す
る
、
い
わ
ば
一
時
的
方
便
と
し
て
の
意

味
に
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
魏
の
王
弼
は
次
の
様
に
言
う
。 

権
と
は
道
の
変
で
あ
る
。
変
に
常
態
が
な
く
、
そ
の
働
き
を
発
揮
す
る
の
は
、
人
に
あ
る
。

予
定
で
き
ず
、
至
っ
て
困
難
な
も
の
で
あ
る
・
・
・
ま
た
、
梁
の
劉
勰
は
新
論
の
明
権
篇
で
、

権
に
つ
い
て
の
考
え
を
の
べ
る
。「
危
に
臨
ん
で
変
を
制
す
る
」
こ
と
が
権
で
あ
る
こ
と
は
、

彼
が
権
に
施
し
た
定
義
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
理
に
循
い
常
を
守
る
」
道
に
対
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、「
経
に
反
す
る
も
道
に
合
い
、
義
に
反
す
る
も
後
に
善
あ
る
」
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
・
・
・
と
論
じ
る
よ
う
に
、
窮
極
に
お
い
て
は
、
道
に
合
い
、
善
の
表
れ

る
も
の
こ
そ
権
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。・
・
・
故
に
権
の
観
念
も
、
そ
の
場
そ
の
時
に
便

乗
す
る
機
会
主
義
の
思
想
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
、
形
式
に
対
す
る
不
断
の

反
省
が
、
時
に
権
と
い
う
形
で
現
れ
る
と
考
え
た
い
。
そ
の
間
の
事
情
を
示
す
も
の
と
し
て
、

さ
ら
に
一
二
の
例
を
次
に
挙
げ
よ
う
。 

世
間
の
ひ
と
び
と
に
は
、
権
の
意
味
が
よ
く
分
っ
て
な
い
。
道
理
の
点
で
ま
ず
い
と
こ

ろ
が
あ
る
と
、
ち
ょ
と
権
に
従
っ
て
お
こ
う
と
言
う
。
そ
れ
で
権
が
変
詐
の
術
に
な
っ
て

し
ま
う
の
だ
。
大
事
な
と
き
に
、
軽
重
を
考
え
て
処
置
し
、
そ
れ
を
義
に
合
わ
せ
る
こ
と
、

そ
れ
を
権
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
経
に
背
く
も
の
と
違
う
。・
・
・
権
が
変
詐
の
術
と
な
り
、

正
道
の
障
礙
を
取
り
除
く
元
来
の
意
義
が
放
擲
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ
を
伊
川
が
恐
れ
る
の

で
あ
る
。
権
に
つ
い
て
義
が
主
張
さ
れ
る
原
因
も
そ
こ
に
あ
る
。 

君
子
の
道
は
、
時
に
従
っ
て
動
き
、
宜
し
き
に
従
い
、
変
に
適
応
す
る
も
の
で
あ
る
が 

そ
れ
は
標
準
に
な
ら
な
い
。
道
の
奥
を
極
め
て
幾
を
知
り
権
を
よ
く
す
る
も
の
で
な
い
と 

実
行
は
不
可
能
だ
。」（
四
三
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

市
川
氏
の
指
摘
し
た
権
の
意
義
の
説
明
と
し
て
重
要
な
の
は
、
劉
勰
は
明
権
篇
で
、「
危
に

臨
ん
で
変
を
制
す
る
」
こ
と
が
権
で
あ
る
と
す
る
定
義
で
あ
り
、
伊
川
の
「
大
事
な
と
き
に
、

軽
重
を
考
え
て
処
置
し
、
そ
れ
を
義
に
合
わ
せ
る
こ
と
、
そ
れ
を
権
と
い
う
」
と
す
る
規
定

で
あ
る
。
だ
か
ら
市
川
氏
の
主
張
す
る
、
礼
と
い
う
「
形
式
に
対
す
る
不
断
の
反
省
が
、
時

に
権
と
い
う
形
で
現
れ
る
と
考
え
た
い
」
と
い
う
権
の
学
説
は
、
間
違
い
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
例
か
ら
分
る
よ
う
に
、
権
の
機
能
は
、
変
と
い
う
非
常
事
態
に
対
応
す
る
臨

機
応
変
の
方
策
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

以
下
に
こ
の
よ
う
な
礼
に
対
立
す
る
機
能
を
持
つ
臨
機
応
変
な
権
道
と
、
そ
の
実
行
の
結

果
と
し
て
の
時
中
行
動
の
実
例
を
二
つ
示
し
て
み
よ
う
。 

孟
子
の
母
親
の
贅
沢
な
葬
式
に
つ
い
て
、
魯
の
平
公
の
近
臣
・
臧
倉
の
孟
子
批
判
と
、
こ

れ
に
対
す
る
孟
子
の
門
弟
・
楽
正
子
の
反
論
に
は
、 

「
臧
倉
が
い
っ
た
。「
何
た
る
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
殿
様
が
尊
い
お
ん
身
を
軽
々
し
く
出

向
か
れ
て
、
た
か
が
一
平
民
を
こ
ち
ら
か
ら
訪
問
な
さ
る
と
は
。
い
っ
た
い
、
あ
の
孟
子
を

賢
者
だ
と
お
ぼ
し
め
さ
れ
て
の
上
で
す
か
。
で
は
申
し
ま
す
が
、
礼
義
は
も
と
も
と
賢
者
か

ら
行
い
始
め
ら
れ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
る
に
彼
は
礼
義
を
も
わ
き
ま
え
ず
、
母
の

葬
式
は
そ
の
前
の
父
の
葬
式
の
と
き
よ
り
も
、
は
る
か
に
超
え
て
立
派
で
し
た
。
か
よ
う
に
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と
で
あ
る
。
井
田
法
は
、『
礼
記
』
記
載
の
周
代
の
土
地
制
度
論
に
つ
い
て
の
礼
制
度
で
あ
る
。

従
っ
て
孟
子
の
人
民
統
治
の
具
体
的
主
張
は
、
礼
制
度
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
礼
制
度

の
規
定
下
の
土
地
制
度
論
は
、
人
民
の
悪
事
を
未
然
に
防
止
す
る
機
能
や
目
的
を
持
っ
て
い

た
こ
と
が
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

以
上
、
述
べ
た
所
を
要
約
す
る
と
、
国
家
社
会
に
お
け
る
義
と
家
族
制
度
に
お
け
る
仁
を

ほ
ど
よ
く
調
和
さ
せ
た
礼
制
度
の
機
能
は
、
君
臣
・
父
子
の
上
下
関
係
に
お
け
る
秩
序
の
安

定
の
実
現
と
維
持
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
中
庸
』
に
は
、
礼
の
起
源
に
つ
い
て
、 

「
仁
と
は
人
な
り
、
親
を
親
し
む
を
大
と
為
す
。
義
と
は
宜
な
り
、
賢
を
尊
ぶ
を
大
と
為

す
。
親
を
親
し
む
の
殺
（
差
）
、
賢
を
尊
ぶ
の
等
は
、
礼
の
生
ず
る
所
な
り
」
（
四
〇
）
と
あ

る
様
に
、
家
族
秩
序
と
国
家
社
会
秩
序
と
い
う
、
公
と
私
の
二
つ
の
秩
序
を
維
持
す
る
た
め

に
設
定
し
た
徳
目
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
れ
は
国
家
秩
序
と
家
族
秩
序
の
混
乱
を
未
然
に
防

止
す
る
機
能
や
意
義
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

元
代
の
王
元
亮
の
『
唐
律
釈
文
』
の
序
に
、
礼
と
刑
の
機
能
の
区
別
に
つ
い
て
、 

「
そ
れ
礼
は
民
の
防
な
り
、
刑
は
礼
の
表
な
り
。
二
者
の
相
須
つ
こ
と
は
、
猶
ほ
口
と
舌

と
の
ご
と
く
然
る
な
り
。
礼
は
未
だ
萌
さ
ざ
る
前
に
禁
じ
、
刑
は
已
に
然
る
の
後
を
制
す
る

な
り
」」（
四
一
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

儒
教
の
礼
は
未
然
に
防
止
す
る
で
あ
り
、
法
家
の
機
能
は
已
然
の
機
能
で
あ
っ
た
と
、
儒

家
の
礼
＝
令
と
法
家
の
刑
＝
律
の
機
能
に
つ
い
て
対
比
的
に
述
べ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
通

り
で
あ
る
が
、
し
か
し
儒
家
は
未
然
策
で
あ
り
法
家
は
已
然
策
と
、
即
断
し
て
は
い
け
な
い
。 

儒
教
自
身
に
も
、
未
然
の
防
止
策
だ
け
で
な
く
、
も
う
一
つ
の
機
能
が
存
在
し
た
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
次
に
は
、
執
中
有
権
の
中
庸
の
機
能
や
そ
の
使
用
目
的
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
。
孟
子
は
、
中
和
の
中
庸
＝
調
和
と
、
執
中
有
権
の
中
庸
＝
臨
機
応
変
の
中
庸
の
違
い

に
つ
い
て
、
斉
の
弁
論
家
で
あ
る
淳
于
髠
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
淳
于
髠
が
た
ず
ね
た
。｢

男
と
女
が
物
の
や
り
と
り
を
す
る
の
に
、
直
接
手
渡
し
し
な
し

の
は
、
昔
か
ら
の
礼
で
す
か
。」
孟
子
は
答
え
ら
れ
た
。「
そ
の
と
お
り
で
す
。｣

〔
淳
于
髠
が

た
ず
ね
た
〕。「
そ
れ
で
は
兄
嫁
が
水
に
溺
れ
た
と
き
に
、
手
を
と
っ
て
助
け
て
あ
げ
ま
す
か
。

〔
そ
れ
と
も
礼
を
守
っ
て
見
殺
し
に
し
ま
す
か
。〕
」〔
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
〕。「
兄
嫁
が
溺

れ
て
い
る
の
に
、
手
も
だ
さ
ず
に
見
殺
し
に
す
る
の
は
〔
人
間
で
は
な
く
て
〕、
残
忍
き
わ
ま

る
豺
か
狼
で
す
。
い
っ
た
い
、
男
と
女
が
物
の
や
り
と
り
を
す
る
の
に
直
接
手
渡
し
し
な
い

の
は
男
女
交
際
上
の
礼
儀
で
あ
り
、
常
道
で
す
が
、
兄
嫁
が
溺
れ
て
い
る
の
を
手
に
と
っ
て

助
け
あ
げ
る
と
い
う
の
は
、
権
道
す
な
わ
ち
臨
機
応
変
の
処
置
と
い
う
も
の
で
す
。
」
〔
淳
于

髠
が
い
っ
た
〕「
で
は
今
、
天
下
は
乱
れ
人
民
の
苦
し
み
は
水
に
溺
れ
た
も
同
然
な
の
に
、
貴

方
ほ
ど
の
方
が
い
っ
こ
う
に
臨
機
応
変
の
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
よ
う
と
さ
れ
な
い
の
は
、

ど
う
い
う
わ
け
で
す
か
。(

常
道
に
と
ら
わ
れ
ず
、
権
道
を
用
い
ら
れ
た
ら
い
か
が
で
し
ょ

う)

。
」
〔
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
〕
。「
い
や
い
や
、
天
下
の
人
民
が
虐
政
に
溺
れ
た
時
は
、
あ

く
ま
で
も
仁
義
の
常
道
を
も
っ
て
救
い
上
げ
る
し
、
兄
嫁
が
水
に
溺
れ
た
時
は
、
手
を
と
っ

て
救
い
あ
げ
る
の
で
す
。
救
い
方
に
も
い
ろ
い
ろ
違
い
が
あ
る
も
の
。
そ
れ
な
の
に
貴
方
は

い
っ
た
い
、
兄
嫁
を
救
う
と
き
の
よ
う
に
、
た
だ
た
ん
に
手
で
天
下
が
救
え
る
と
思
う
の
で

す
か
。〔
天
下
を
救
う
の
に
仁
義
の
常
道
を
す
て
て
か
か
れ
と
は
、
と
ん
で
も
な
い
権
道
の
穿

き
違
い
で
す
ぞ
。〕(

四
二)

と
、
孟
子
は
淳
于
髠
に
説
諭
し
て
い
る
。 

原
文
は
、「
男
女
授
受
不
親
、
礼
也
、
嫂
溺
援
之
以
手
、
権
也
」
で
あ
り
、
礼
と
権
は
対
立

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
礼
は
日
常
不
断
に
使
用
す
る
人
倫
不
易
の
道
徳
で
あ
り
、
権
は
非

常
事
態
に
お
い
て
臨
機
応
変
に
使
用
す
る
道
徳
な
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
礼
と
権
の
使
用
す
る
目
的
は
、
根
本
的
に
違
う
と
言
う
の
で
あ
る
。
礼
で
救
う

と
言
う
孟
子
は
、
こ
の
時
の
戦
国
社
会
を
淳
于
髠
の
よ
う
に
、
極
限
的
に
混
乱
し
た
危
機
的

状
況
と
ま
で
は
、
ま
だ
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 
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『
論
語
』
に
も
、
孔
子
や
弟
子
達
は
、
孟
子
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
た
。 

「
有
子
が
い
わ
れ
た
、「
そ
の
人
が
ら
が
孝
行
梯
順
で
あ
り
な
が
ら
、
目
上
に
さ
か
ら
う
こ

と
を
好
む
よ
う
な
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
。
目
上
に
さ
か
ら
う
こ
と
を
好
ま
な
い
の
に
、

乱
れ
を
起
こ
す
こ
と
を
好
む
よ
う
な
も
の
は
、
め
っ
た
に
無
い
。
君
子
は
根
本
の
こ
と
に
努

力
す
る
。
根
本
が
定
ま
っ
て
は
じ
め
て
〔
進
む
べ
き
〕
道
も
は
っ
き
り
す
る
。
孝
と
梯
と
い

う
こ
と
こ
そ
、
仁
徳
の
根
本
で
あ
ろ
う
。」（
三
五
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
治
氏
は
、
注
に
て
、「
孝
行
梯
順
―
孝
は
父
母
に
よ
く
仕
え
る
こ
と
、
梯
は
兄
や
年
長

者
に
よ
く
仕
え
る
こ
と
。」
と
し
て
い
る
。
孝
行
梯
順
＝
仁
義
の
徳
目
は
、
家
族
・
国
家
の
上

下
秩
序
の
安
定
の
た
め
に
有
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

「
子
路
が
い
っ
た
、「
君
子
は
勇
を
貴
び
ま
す
か
。」
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
正
義
を

第
一
に
す
る
。
上
に
立
つ
者
が
勇
敢
で
あ
っ
て
も
正
義
が
な
い
な
ら
乱
を
起
こ
す
し
、
下
々

の
者
が
勇
敢
で
あ
っ
て
も
正
義
が
な
け
れ
ば
盗
み
を
は
た
ら
く
。
」
（
三
六
）
と
も
、
孔
子
は

答
え
て
い
る
。
孔
子
は
訴
訟
の
解
決
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
訴
訟
を
聞
く
こ
と
で
は
わ
た
し
も
ほ
か
の
人
と
同
じ
だ
。
強
い
て

い
う
な
ら
、〔
そ
れ
よ
り
も
〕
訴
訟
を
な
く
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。」（
三
七
）。 

孔
子
は
、
訴
訟
を
判
決
す
る
能
力
で
は
普
通
人
と
同
じ
だ
が
、
訴
訟
を
な
く
さ
せ
る
事
に

は
長
け
て
い
る
と
い
う
。
で
は
孔
子
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
人
民
の
訴
訟
を
未
然
に
食
い
止

め
る
の
で
あ
ろ
う
か
。『
論
語
』
に
は
、
こ
の
事
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
先
生
は
衛
の
国
に
行
か
れ
た
と
き
に
、
冉
有
が
御
者
で
あ
っ
た
。
先
生
が
「〔
衛
の
人
口

は
〕
多
い
ね
。」
と
い
わ
れ
た
の
で
、
冉
有
は
「
多
く
な
っ
た
ら
、
さ
ら
に
何
を
し
た
も
の
で

し
ょ
う
。
」
と
い
う
と
、
「
富
ま
せ
よ
う
。
」
と
い
わ
れ
た
。
「
富
ま
せ
た
ら
、
さ
ら
に
何
を
し

た
も
の
で
し
ょ
う
」
と
い
う
と
、「
教
育
し
よ
う
」
と
い
わ
れ
た
。」（
三
八
）。 

孔
子
は
、
ま
ず
人
民
を
豊
か
に
し
て
、
そ
れ
以
後
に
善
の
道
に
導
く
教
育
を
す
る
と
い
う

の
で
あ
る
。
人
民
の
経
済
生
活
の
安
定
を
計
り
、
そ
の
上
に
教
化
を
し
て
治
国
を
目
指
す
と

言
う
の
で
あ
る
。
孔
子
と
同
様
の
政
治
理
想
を
、
孟
子
も
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
恒
産
が
な
く
と
も
、
い
つ
も
き
ち
ん
と
恒
心
を
失
わ
ず
に
お
ら
れ
る
の
は
、
た
だ
限
ら

れ
た
ご
く
少
数
の
学
問
や
教
養
の
あ
る
人
だ
け
で
、
一
般
庶
民
は
恒
産
が
な
け
れ
ば
、
つ
れ

て
恒
心
は
な
い
も
の
で
す
。
も
し
ひ
と
た
び
恒
心
が
な
く
な
る
と
、
わ
が
ま
ま
・
ひ
が
み
・

よ
こ
し
ま
・
ぜ
い
た
く
な
ど
人
は
し
た
い
放
題
、
ど
ん
な
悪
い
こ
と
で
も
や
っ
て
の
け
ま
す
。

そ
れ
を
知
っ
て
い
な
が
ら
、
と
め
る
工
夫
も
し
な
い
で
、
い
ざ
罪
を
犯
す
と
な
る
と
す
ぐ
さ

ま
ビ
シ
ビ
シ
と
処
罰
す
る
の
で
は
、
こ
れ
こ
そ
人
民
を
全
く
無
視
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。・
・
・
だ
か
ら
こ
そ
、
古
の
明
君
と
も
な
れ
ば
人
民
の
生
業
を
と
り
は
か
ら
っ
て
や
る
の

に
、
上
は
父
母
に
十
分
な
暮
し
を
さ
せ
、
下
は
妻
子
を
安
心
し
て
養
え
る
よ
う
に
し
て
や
り
、

豊
年
が
つ
づ
け
ば
一
生
が
い
安
楽
に
暮
せ
、
よ
し
ん
ば
凶
作
に
で
あ
っ
て
も
、
餓
死
す
る
心

配
は
な
い
よ
う
に
し
て
や
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
上
で
、
人
の
道
を
教
え
て
ひ
っ
ぱ
っ
て
善

に
仕
向
け
た
か
ら
、
人
民
は
い
と
も
た
や
す
く
つ
い
て
ゆ
け
た
も
の
で
す
。・
・
・
そ
れ
に
は

ま
ず
〔
井
田
の
法
に
よ
っ
て
一
世
帯
ご
と
に
百
畝
の
田
地
と
〕
五
畝
の
宅
地
〔
と
を
分
け
与

え
て
や
り
、
そ
〕
の
ま
わ
り
に
桑
を
植
え
て
養
蚕
を
さ
せ
る
と
、
五
十
す
ぎ
の
老
人
は
ふ
だ

ん
で
も
絹
物
が
き
ら
れ
ま
す
。・
・
・
老
人
が
絹
物
を
き
て
旨
い
肉
を
た
べ
、
一
般
庶
民
が
飢

え
も
凍
え
も
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
政
治
を
行
な
っ
て
、
遂
に
天
下
の
王
者
と
な
ら
な
か
っ

た
ひ
と
は
、
昔
か
ら
今
ま
で
に
ま
だ
一
度
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」（
三
九
）。 

「
恒
産
な
け
れ
ば
恒
心
な
し
」
と
の
格
言
は
、
古
来
よ
り
孟
子
の
唯
物
論
的
思
想
家
を
表

わ
す
言
葉
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
孟
子
は
、
人
民
の
悪
事
を
刑
罰
で
取
り
締
ま
る
法
治
主
義

を
批
判
し
て
、
経
済
生
活
の
安
定
の
上
に
善
に
導
く
教
化
を
す
る
と
い
う
、
人
民
の
悪
事
を

未
然
に
防
止
す
る
、
徳
治
主
義
に
よ
る
治
国
・
平
天
下
の
理
想
政
治
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
孟
子
は
井
田
法
を
持
ち
出
し
て
王
道
政
治
論
を
展
開
し
て
い
る
こ

独立行政法人国立高等専門学校機構鈴鹿工業高等専門学校紀要　第48巻（2015）88 （111）



絶
え
ず
外
部
状
況
の
変
化
に
神
経
を
集
中
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
加
え
て
社
会
状

況
が
変
化
し
て
、
自
己
を
取
巻
く
状
況
や
外
部
環
境
も
変
化
し
て
行
く
。
そ
の
よ
う
な
常
に

動
く
外
部
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
状
況
に
適
合
し
た
時
中
行
動
を
執
ろ
う
と
す
れ
ば
、
異

常
な
関
心
を
持
っ
て
外
部
環
境
の
微
妙
な
変
化
に
気
を
使
っ
て
、
外
部
の
政
治
状
況
の
変
化

を
見
抜
く
深
い
洞
察
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

つ
ま
り
中
和
の
中
庸
は
心
が
内
に
向
い
て
い
て
、
中
権
の
中
庸
は
心
が
外
に
向
い
て
い
る

の
で
あ
る
。
中
庸
を
実
現
す
る
場
合
に
お
い
て
、
対
立
す
る
二
つ
の
中
庸
思
想
で
は
、
自
己

の
神
経
の
使
い
方
が
、
全
く
逆
な
方
向
性
を
も
つ
。
そ
れ
故
に
中
庸
の
実
現
を
志
す
べ
き
君

子
た
る
者
は
、
内
と
外
の
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
を
持
つ
必
要
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

三

中
庸
思
想
の
機
能
と
使
用
目
的 

 

礼
制
度
の
制
定
の
起
こ
り
が
、
社
会
に
お
け
る
人
間
の
行
動
の
社
会
的
混
乱
を
防
止
す
る

為
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
機
能
や
使
用
目
的
は
容
易
に
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
武
内

義
雄
氏
は
、『
礼
記
』
経
解
篇
を
引
用
し
て
、
礼
経
の
精
神
を
論
じ
て
、 

「
朝
勤
の
礼
は
君
臣
の
義
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
、
聘
問
の
礼
は
諸
侯
を
し
て
相
尊

敬
せ
し
む
る
所
以
な
り
、
喪
祭
の
礼
は
親
子
の
恩
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
、
郷
飲
酒
の

礼
は
長
幼
の
序
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
、
婚
姻
の
礼
は
男
女
の
別
を
明
ら
か
に
す
る
所

以
な
り
、
故
に
婚
姻
の
礼
を
廃
す
れ
ば
、
夫
婦
の
道
亡
び
て
淫
辟
の
罪
多
く
、
郷
飲
酒
の
礼

を
廃
す
れ
ば
、
長
幼
の
序
失
わ
れ
て
、
争
闘
の
獄
繁
く
、
喪
祭
の
礼
を
廃
す
れ
ば
親
子
の
恩

薄
く
し
て
死
に
倍
し
忘
る
る
も
の
衆
く
、
招
聘
の
礼
を
廃
す
れ
ば
、
君
臣
の
位
を
礼
失
し
て

諸
侯
の
行
悪
し
く
、
倍
畔
侵
凌
の
敗
起
こ
る
。
故
に
礼
の
教
化
は
微
な
る
も
、
其
の
邪
を
止

む
る
は
未
形
に
於
い
て
し
、
人
々
を
日
々
に
善
に
徙
り
、
罪
を
遠
ざ
か
り
て
自
ら
知
ら
ざ
ら

し
む
、
是
を
以
て
先
王
は
こ
れ
を
尊
ぶ
な
り
」(

三
一)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
礼
制
度
の
制
定
の
目
的
が
、
人
間
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
け

る
秩
序
の
安
定
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
り
、
社
会
の
様
々
な
混
乱
の
未
然
の
防
止
策
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
孟
子
は
、
礼
制
度
の
上
下
関
係
や
国
家
安
定
の
目
的
に
つ
い
て
、 

「
だ
か
ら
、
自
分
は
い
う
の
で
あ
る
。
城
郭
が
完
備
せ
ず
、
武
器
・
甲
冑
が
不
足
な
の
は
、

必
ず
し
も
国
家
の
災
害
で
は
な
い
。
田
畑
が
開
墾
さ
れ
ず
、
財
貨
が
た
く
さ
ん
集
ま
ら
な
い

の
は
、
必
ず
し
も
国
家
の
災
害
と
は
い
わ
れ
ぬ
。
ほ
ん
と
う
の
国
家
の
災
害
と
は
、
上
の
者

に
礼
義
が
な
く
、
下
の
者
に
教
育
が
な
く
て
道
義
を
知
ら
ぬ
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
は
暴

民
の
反
乱
が
群
が
り
起
っ
て
、
国
家
は
忽
ち
に
し
て
滅
亡
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。・
・
・
君

に
仕
え
て
義
な
く
、
出
処
進
退
に
は
礼
を
か
き
、
口
を
開
け
ば
必
ず
先
王
の
道
を
非
難
す
る

徒
輩
は
、
つ
ま
り
こ
の
沓
沓
と
い
う
も
の
だ
。」（
三
二
）
と
、
述
べ
て
い
る
。

ま
た
孟
子
は
、
以
下
の
よ
う
に
も
礼
儀
の
必
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
。「
国
君
が
仁
者
や
賢
者
を
信
じ
て
登
用
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
国
に
人

材
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
国
は
空
虚
と
な
る
。
ま
た
国
に
礼
儀
作
法
が
な
け
れ
ば
、
君
臣

や
上
下
の
秩
序
が
乱
れ
て
し
ま
い
、
国
は
混
乱
す
る
。
政
治
や
政
策
が
貧
困
で
あ
れ
ば
、
国

の
財
政
は
欠
乏
す
る
」（
三
三
）
と
、
礼
儀
な
け
れ
ば
君
臣
・
上
下
の
秩
序
が
乱
れ
て
、
国
家

は
混
乱
す
る
と
言
う
。 

混
乱
す
る
の
は
国
家
だ
け
で
は
な
い
。
孟
子
は
、
礼
制
度
と
孝
・
梯
と
の
関
係
に
つ
い
て
、 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
仁
の
真
髄
は
親
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
孝
で
あ
り
、

義
の
真
髄
は
兄
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
、
つ
ま
り
梯
で
あ
る
。・
・
・
礼
の
真
髄
は
、
こ
の
孝

と
梯
と
の
二
つ
の
道
を
調
節
し
て
立
派
に
と
と
の
え
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
三
四
）
と
述
べ
て

い
る
よ
う
に
、
礼
の
内
実
は
、
家
族
制
度
＝
仁
と
国
家
社
会
制
度
＝
義
の
二
者
を
中
和
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
国
家
の
崩
壊
と
同
時
に
家
族
秩
序
も
崩
壊
し
て
し
ま
う
。 
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更
に
『
中
庸
』
に
は
、
こ
の
時
中
の
行
動
と
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
意
味
す
る

の
か
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。 

「
君
子
は
自
分
の
境
遇
に
適
応
し
た
行
動
を
と
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
み
で
た
こ

と
を
し
よ
う
と
は
望
ま
な
い
。
富
貴
の
境
遇
に
あ
る
と
き
に
は
、
富
貴
に
対
応
し
て
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
く
行
動
を
し
、
貧
賎
に
あ
る
と
き
に
は
、
貧
賎
に
対
応
し
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く

行
動
す
る
。
未
開
の
僻
地
に
い
る
と
き
は
、
そ
の
未
開
の
地
に
相
応
し
く
行
動
し
、
困
難
な

立
場
に
あ
る
と
き
は
、
そ
の
困
難
に
対
応
し
て
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
行
動
す
る
。
君
子
は
ど

ん
な
境
遇
に
な
ろ
う
と
も
、〔
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
形
で
〕
自
分
の
道
を
守
り
つ
づ
け
て
い
く

の
だ
。
」
（
二
八
）
と
、
言
う
。
君
子
た
る
必
要
条
件
は
、
そ
の
時
の
状
況
や
そ
の
場
の
状
況

に
一
〇
〇
％
適
合
し
た
行
動
＝
時
中
行
動
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

従
っ
て
貧
賎
か
ら
富
貴
に
状
況
が
変
わ
れ
ば
、
富
貴
の
状
況
に
相
応
し
く
行
動
す
る
、
田

舎
か
ら
都
会
に
出
て
く
れ
ば
、
都
会
人
に
相
応
し
く
昔
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
ご

く
自
然
に
振
舞
う
の
が
、
君
子
の
君
子
た
る
行
動
条
件
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
証
明
す
る
た
め
に
、
孔
子
の
行
動
の
変
化
を
次
に
み
て
見
た
い
。
孟
子
は
、

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。
「
孔
子
が
魯
の
国
を
去
ら
れ
た
と
き
は
、
『
遅
遅
と
し
て
足
取
り
は

重
い
』
と
い
わ
れ
た
が
、
こ
れ
こ
そ
父
母
の
国
を
立
ち
さ
る
場
合
の
道
に
か
な
っ
た
態
度
で

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
斉
の
国
を
去
ら
れ
た
と
き
に
は
、
炊
く
た
め
に
水
に
漬
け
て
お
い
た
米

（
淅
）
を
手
で
す
く
い
上
げ
水
を
切
っ
て
、
大
急
ぎ
で
出
発
さ
れ
た
。
こ
れ
は
他
国
を
去
る

間
合
の
道
に
か
な
っ
た
態
度
な
の
で
あ
る
。」（
二
九
）。 

孟
子
は
、
孔
子
の
父
母
国
＝
故
郷
を
去
る
時
と
他
国
＝
異
郷
を
去
る
時
の
行
動
の
違
い
に

つ
い
て
、
状
況
の
変
化
で
自
己
の
行
動
を
素
早
く
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
の
あ
る
孔
子

を
、
臨
機
応
変
性
の
あ
る
状
況
の
変
化
に
的
中
し
た
時
中
の
行
動
人
で
あ
っ
た
、
と
高
く
評

価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
既
に
引
用
し
た
資
料
で
あ
る
が
、
孟
子
は
、
孔
子
の
人
格
を
「
聖

の
時
な
る
者
な
り
」=

時
中
の
名
人
と
言
い
、
諸
聖
人
の
人
格
を
総
合
し
た
集
大
成
の
人
物
で

あ
る
、
と
述
べ
て
い
た
。
続
い
て
孟
子
は
集
大
成
の
言
葉
を
説
明
し
て
、 

「
・
・
・
こ
の
よ
う
に
一
糸
乱
れ
ぬ
合
奏
を
は
じ
め
る
の
は
智
の
働
き
で
あ
り
、
見
事
に

合
奏
を
お
わ
る
の
は
聖(

徳)

の
力
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
集
大
成
す
る
に
は
、
こ
の
智
と
聖
と
を

兼
ね
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ま
た
こ
れ
を
弓
術
に
た
と
え
て
み
る
と
、
智
と
は
弓
を
射
る

技
巧
で
あ
り
、
聖
と
は
弓
を
射
る
力
量
で
あ
る
。
た
と
え
ば
百
歩
も
は
な
れ
た
所
か
ら
弓
を

射
る
よ
う
な
も
の
で
、
矢
が
的
ま
で
と
ど
く
の
は
射
手
の
力
量
で
あ
る
が
、
的
に
う
ま
く
命

中
す
る
の
は
射
手
の
力
量
で
は
な
く
て
、
全
く
そ
の
技
巧
に
よ
る
の
だ
。〔
と
こ
ろ
で
、
伯
夷
・

伊
尹
・
柳
下
恵
の
三
聖
人
は
そ
の
力
量
に
お
い
て
は
十
分
的
に
と
ど
く
こ
と
が
で
き
た
が
、

技
巧
す
な
わ
ち
智
に
お
い
て
は
幾
分
足
り
な
い
所
が
あ
っ
て
、
い
つ
で
も
的(

道)

に
命
中
す
る

と
は
限
ら
な
か
っ
た
。
孔
子
は
力
量
も
技
巧
も
完
全
で
、
決
し
て
的
す
な
わ
ち
道
に
は
ず
れ

る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
孔
子
は
聖
人
の
諸
徳
を
集
め
て
聖
と
智
を
完
全

に
兼
ね
備
え
て
お
ら
れ
た
の
で
、
こ
れ
が
つ
ま
り
集
大
成
と
い
わ
れ
る
所
以
な
の
で
あ
る
〕。
」

(

三
〇)

と
、
述
べ
て
い
る
。
伯
夷
・
伊
尹
・
柳
下
恵
の
三
聖
人
は
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
を
豹

変
で
き
る
聖
人
の
徳
を
も
っ
て
い
た
が
、
常
に
は
的
中
す
る
智
＝
技
法
を
持
っ
て
お
ら
ず
、

時
に
は
的
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
智=

技
巧
と
聖
＝
力
量
の
二
つ
を
完
全

に
持
ち
、
何
時
で
も
臨
機
応
変
に
的
に
中
る
状
況
に
適
中
し
た
行
動
＝
時
中
行
動
を
し
て
諸

聖
人
の
諸
徳
を
集
大
成
し
た
の
が
、
孔
子
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
は
、
的
確
に
状
況
判
断
を
し
て
臨
機
応
変

に
長
所
で
あ
る
両
端
端
を
相
互
に
飛
び
移
る
行
動
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
状
況
の
変
化
に
的

中
し
た
時
中
行
動
に
よ
り
真
ん
中
を
実
現
す
る
行
為
が
、
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
必
要
条
件

で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
変
化
に
対
し
て
的
中
す
る
行
動
を
執
る
た
め
に
は
、
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な
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
に
違
い
な
い
（
原
文
は
「
禹
・
稷
・
顔
子
、
易
地
則
皆
然
」
）
。

た
と
え
ば
今
、
同
じ
屋
根
の
下
に
住
む
者
が
喧
嘩
を
は
じ
め
た
と
し
た
ら
、
乱
れ
髪
に
冠
の

紐
を
結
び
な
が
ら
大
急
ぎ
で
こ
れ
を
仲
裁
し
て
も
よ
い
。（
こ
れ
は
禹
・
稷
の
場
合
に
喩
え
た
）

だ
が
も
し
、
同
じ
村
で
喧
嘩
が
は
じ
ま
っ
た
と
き
、
や
は
り
乱
れ
髪
に
冠
の
紐
を
ろ
く
ろ
く

結
ば
ず
に
大
急
ぎ
で
飛
び
出
し
て
い
っ
て
仲
裁
し
た
ら
、
そ
れ
は
大
変
な
心
得
違
い
で
あ
る
。

そ
ん
な
時
に
は
、
戸
を
閉
め
て
〔
怪
我
せ
ぬ
よ
う
に
〕
引
っ
込
ん
で
い
て
も
よ
い
。（
こ
れ
は

顔
回
の
場
合
に
喩
え
た
）〔
立
場
が
違
え
ば
、
つ
れ
て
そ
の
責
任
も
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
て
く
る

も
の
だ
〕」（
二
五
）
と
、
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

孔
子
は
、
平
和
時
の
家
庭
生
活
を
犠
牲
に
し
て
公
務
に
奔
走
し
た
禹
と
稷
と
、
乱
世
に
遇

い
隠
者
の
よ
う
な
私
的
個
人
生
活
を
楽
し
ん
だ
顔
回
と
い
う
、
全
く
逆
の
行
動
し
た
両
者
を

賢
者
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。
公
と
私
と
い
う
両
極
端
行
動
を
肯
定
す
る
両
面
思
考
＝
対
の

思
想
を
展
開
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
孔
子
の
批
評
に
つ
い
て
、
孟
子
は
、

禹
・
稷
と
顔
回
の
両
者
は
、
各
々
が
自
分
の
立
場
を
執
り
替
え
て
い
れ
ば
、
み
な
同
じ
行
動

を
当
然
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
言
う
事
で
あ
る
。
島
田
氏
の
「
時
中
」
の
説
明
に
は
、
孔
子
と

孟
子
は
、
聖
人
と
呼
ば
れ
る
人
間
は
、
状
況
が
変
わ
れ
ば
全
く
逆
の
行
動
が
で
き
る
、
臨
機

応
変
な
思
考
様
式
を
持
つ
人
物
で
あ
る
と
言
う
事
に
つ
い
て
、
具
体
的
内
容
の
説
明
が
欠
け

て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
明
確
に
説
明
す
る
必
要
性
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

孟
子
の
指
摘
で
重
要
な
の
は
、
平
和
時
と
乱
世
と
い
う
外
部
的
政
治
状
況
の
相
違
と
、
自

己
の
政
治
的
立
場
の
相
違
に
よ
っ
て
、
つ
ま
り
自
己
の
置
か
れ
て
い
る
待
遇
状
況
の
変
化
に

応
じ
て
、
賢
者
と
い
う
者
は
、
柔
軟
性
の
あ
る
豹
変
し
た
両
面
的
＝
対
の
政
治
行
動
を
、
当

然
の
如
く
し
て
、
自
然
に
執
り
得
る
人
間
な
の
だ
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
状

況
に
応
じ
て
全
く
異
な
る
両
面
行
動
し
て
こ
そ
、
禹
も
顔
淵
も
極
端
に
一
方
に
偏
ら
な
い
不

偏
不
倚
の
中
庸
行
動
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
孔
子
が
禹
・
稷
と
顔
回
を
、

孟
子
が
曾
子
・
子
思
を
賢
人
と
賞
賛
し
て
い
る
理
由
は
、
自
分
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
的

中
し
た
時
中
行
動
を
し
て
い
る
故
な
の
で
あ
る
。 

ま
た
孟
子
は
孔
子
を
評
し
て
、「
孔
子
は
時
聖
の
人
、
集
大
成
人
物
」
と
言
う
理
由
は
、
あ

る
時
は
伯
夷
の
如
く
清
廉
潔
白
な
人
に
な
り
、
あ
る
時
は
伊
尹
の
如
く
責
任
感
の
強
い
人
に

な
り
、
あ
る
時
は
柳
下
恵
の
如
く
調
和
の
心
の
豊
か
な
人
に
な
る
、
両
極
端
人
物
を
状
況
の

変
化
に
応
じ
て
適
中
し
た
行
動
＝
時
中
行
動
を
実
践
で
き
る
大
聖
人
だ
っ
た
故
で
あ
る
。
状

況
の
変
化
に
応
じ
て
、
何
時
で
も
臨
機
応
変
に
両
極
端
の
人
物
に
豹
変
で
き
る
、
真
に
不
偏

不
意
の
中
庸
思
想
を
体
現
し
た
大
聖
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
二
六
）。
従
っ
て
『
中
庸
』
に

述
べ
る
「
時
中
」
と
は
、
状
況
に
的
中
し
た
行
動
様
式
を
意
味
し
て
お
り
、
以
上
に
述
べ
た

よ
う
な
構
造
論
的
内
容
を
持
つ
も
の
な
の
で
あ
る
。 

程
伊
川
も
、
「
春
秋
以
為
準
、
無
如
中
庸
、
欲
知
中
庸
、
無
如
権
、
須
是
時
而
為
中
」
（
二

五
）
と
言
い
、
権
と
は
状
況
に
従
い
臨
機
応
変
の
行
動
に
よ
り
中
庸
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ

り
、
有
権
に
は
必
ず
「
そ
の
時
々
の
状
況
に
お
い
て
中
で
あ
る
ー
つ
ま
り
状
況
に
的
中
し
た

時
中
―
の
行
動
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
言
う
。
続
け
て
伊
川
は
、
権
の
意
味
に
つ
い
て
、

 

「
世
間
の
ひ
と
び
と
は
、
権
の
意
味
が
分
っ
て
い
な
い
。
道
理
の
点
で
ま
ず
い
と
こ
ろ
が

あ
る
と
、
ち
ょ
っ
と
権
に
従
っ
て
お
こ
う
と
言
う
。
そ
れ
で
権
が
変
詐
の
術
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
。
大
事
な
と
き
に
、
軽
重
を
考
え
て
処
置
し
、
そ
れ
を
義
に
合
わ
せ
る
こ
と
、
そ
れ

を
権
と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
経
に
背
く
も
の
と
違
う
」（
二
七
）
と
、
権
と
は
結
果
的
に
義
に

適
合
す
る
事
だ
と
言
う
。
ま
た
時
中
と
は
、
「
可
以
仕
則
仕
、
可
以
止
則
止
、
可
以
久
則
久
、

可
以
速
則
速
、
此
皆
時
也
、
未
嘗
不
合
中
、
故
曰
、
君
子
而
時
中
（
程
氏
外
書
）
」
（
二
六
）

と
、
状
況
に
応
じ
て
適
中
す
る
行
動
だ
と
も
言
う
。
陳
北
渓
は
、「
権
と
は
時
宜
に
か
な
っ
た

措
置
の
こ
と
で
あ
る
。
君
子
は
時
中
す
る
が
、
時
中
は
権
で
あ
る
。
天
地
の
常
経
を
経
と
い

い
、
古
今
の
通
義
を
経
と
い
う
。」
（
二
七
）
と
、
時
中
と
は
権
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。 
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性
）
の
む
つ
か
し
さ
を
行
っ
た
。」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
両
極
端
を
完
全
に
満
足
さ
せ

る
た
め
に
は
、
一
体
、
何
が
、
執
中
有
権
の
中
庸=

権
道
に
志
す
人
間
に
と
っ
て
、
必
要
な
条

件
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、『
中
庸
』
に
は
、
君
子
は
「
時
中
」
の
行
動
を

す
る
の
で
あ
る
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
仲
尼
曰
く
、「
君
子
は
中
庸
し
、
小
人
は
中
庸
に
反
す
。
君
子
の
中
庸
は
、
君
子
に
し
て

時
に
中
す
れ
ば
な
り
。
小
人
の
中
庸
に
反
す
る
は
、
小
人
に
し
て
忌
憚
す
る
な
け
れ
ば
な
り
」

と
。」（
二
三
）
と
、
言
う
。
金
谷
氏
は
、
こ
の
文
章
の
「
時
に
中
す
」
に
注
し
て
、「
そ
の
時

そ
の
場
の
状
態
に
応
じ
て
中
庸
を
守
る
。
朱
子
い
う
、
中
は
定
ま
っ
た
体
が
な
く
、
時
に
従

っ
た
あ
り
方
を
す
る
と
。『
孟
子
』
万
章
下
篇
で
孔
子
の
こ
と
を
「
聖
の
時
な
る
者
」
と
す
る

の
も
同
意
。
な
お
こ
の
句
は
、
朱
子
に
従
っ
て
君
子
が
中
庸
で
あ
る
こ
と
の
理
由
づ
け
と
み

る
の
が
よ
い
。
下
の
小
人
の
ば
あ
い
も
同
じ
。」
と
、
述
べ
て
い
る
。 

『
中
庸
』
の
「
時
中
」
を
注
釈
し
た
金
谷
氏
は
、「
そ
の
時
そ
の
場
の
状
態
に
応
じ
て
中
庸

を
守
る
」
事
と
し
て
、
時
中
の
行
動
が
君
子
で
あ
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
る
と
言
う
。 

と
こ
ろ
で
島
田
氏
は
、
『
中
庸
』
の
「
「
君
子
の
中
庸
は
、
君
子
に
し
て
時
中
す
、
小
人
の

中
庸
〔
に
反
す
る
〕
は
、
小
人
に
し
て
忌
憚
な
き
も
の
な
り
」
と
。」
の
説
明
に
つ
い
て
、
時

中
の
中
に
つ
い
て
、「
君
子
は
君
子
た
る
徳
を
有
し
そ
の
上
に
さ
ら
に
時
に
応
じ
て
中
に
処
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
り
、
」
と
述
べ
て
、
「
「
時
中
」
と
い
う
の
は
、
元
来
、
「
中
」
と
い

う
の
は
定
体
が
無
い
、
す
な
わ
ち
一
定
の
実
体
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
・
・
・「
時
」
に
応
じ

て
ー
中
江
藤
樹
・
熊
沢
番
山
ふ
う
に
い
え
ば
、「
時
・
処
・
位
」
に
応
じ
て
ー
定
ま
る
の
で
あ

る
。
中
が
「
中
庸
」
と
熟
し
て
平
常
の
理
だ
と
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
他
な
ら

な
い
。
程
子
の
た
と
え
に
よ
れ
ば
、
禹
が
治
水
工
事
に
献
身
し
て
「
わ
が
門
を
過
ぎ
て
も
入

ら
な
か
っ
た
」
の
は
禹
に
お
け
る
時
中
で
あ
り
、
顔
淵
が
「
陋
巷
に
在
っ
た
」
の
は
、
顔
淵

に
お
け
る
時
中
で
あ
っ
た
（『
孟
子
』
二
七
三
ペ
ー
ジ
離
婁
下
）」（
二
四
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

島
田
氏
の
主
張
す
る
時
中
と
い
う
の
は
、
自
己
の
置
か
れ
た
状
況
ー
時
に
応
じ
て
中
庸
の

中
に
居
る
こ
と
ー
を
意
味
し
て
お
り
、
こ
れ
は
金
谷
氏
の
「
時
中
」
の
説
明
と
同
様
で
あ
る
。 

し
か
し
島
田
氏
の
説
明
で
は
、
禹
も
顔
淵
も
極
端
に
一
方
に
偏
っ
た
行
動
を
し
て
い
る
の

で
あ
り
、
こ
れ
で
は
「
時
中
」
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
何
故
に
禹
も
顔
淵
も
時
中
の

行
動
を
し
た
と
結
論
で
き
る
の
か
、
も
う
少
し
詳
し
い
具
体
的
な
説
明
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
一
体
、『
中
庸
』
や
孟
子
の
言
う
「
時
中
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
あ

ろ
う
か
。「
時
中
」
の
意
味
を
再
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
島
田
氏
の
言
う
「
時
中
」
の
中

を
検
討
す
る
た
め
に
、『
孟
子
』
に
述
べ
て
い
る
禹
と
顔
淵
の
行
動
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。 

孟
子
は
、
平
和
時
に
家
に
帰
ら
ず
政
治
に
東
奔
西
走
し
た
禹
や
稷
と
乱
世
に
会
い
閉
門
蟄

居
し
た
顔
回
の
三
人
を
、
と
も
に
賢
人
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。
平
和
時
と
乱
世
と
い
う
全

く
正
反
対
の
状
況
の
違
い
に
、
全
く
逆
の
行
動
を
し
た
三
人
に
つ
い
て
、
孔
子
と
孟
子
は
、 

「
む
か
し
、
禹
や
稷
は
上
に
は
名
君
尭
・
舜
を
い
た
だ
く
泰
平
の
世
で
は
あ
っ
た
が
、
水

を
治
め
農
事
を
教
え
る
職
務
に
忙
し
く
、
三
た
び
も
自
分
の
家
の
門
を
通
り
過
ぎ
た
が
、
一

度
も
家
の
中
へ
入
る
暇
と
て
な
か
っ
た
。
孔
子
は
こ
の
二
人
を
賢
者
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
。

孔
子
の
門
人
の
顔
回
は
春
秋
の
乱
世
に
出
会
い
、
う
す
汚
く
て
狭
い
路
地
裏
に
住
ん
で
、
日

に
わ
ず
か
一
椀
の
飯
と
一
瓢
の
飲
物
と
い
う
質
素
な
暮
し
、
凡
人
な
ら
と
て
も
耐
え
ら
れ
な

い
貧
乏
生
活
な
の
に
、
顔
回
は
相
変
ら
ず
平
気
で
聖
人
の
道
を
楽
し
ん
で
い
た
。
孔
子
は
こ

れ
を
賢
人
と
し
て
称
賛
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
孟
子
が
批
評
し
て
い
わ
れ
た
。「
禹
と
稷
と

顔
回
の
三
人
は
一
見
行
為
の
形
は
違
っ
て
い
て
も
、
そ
の
心
は
一
つ
で
み
な
同
じ
道
を
履
ん

で
い
る
。
そ
も
そ
も
禹
は
職
務
柄
、
も
し
天
下
に
一
人
で
も
溺
れ
る
者
が
あ
れ
ば
、
自
分
が

溺
ら
せ
た
か
の
よ
う
に
責
任
を
感
じ
、
稷
は
天
下
に
一
人
で
も
飢
死
に
す
る
者
が
あ
れ
ば
、

自
分
が
飢
え
さ
せ
た
か
の
よ
う
に
責
任
を
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
あ
の
よ
う
に
忙
し
く
東

奔
西
走
し
た
の
で
あ
る
。
禹
や
稷
や
顔
回
も
、
も
し
お
互
い
に
立
場
を
か
え
て
見
れ
ば
、
み
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抜
く
深
い
洞
察
力
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
以
下
に
こ
の
事
実
を
詳
述
し
た
い
。 

一
つ
は
、
外
部
状
況
の
変
化
に
つ
い
て
の
素
早
い
判
断
能
力
の
必
要
性
が
出
て
く
る
。
孟

子
は
、
百
里
奚
の
状
況
の
変
化
を
素
早
く
見
抜
く
政
治
能
力
を
、
と
て
も
賛
美
し
て
い
る
。 

「
と
こ
ろ
が
、
彼
は
虞
の
殿
様
を
諫
め
て
も
無
駄
だ
と
見
抜
い
て
諫
め
な
い
の
だ
か
ら
、

決
し
て
愚
者
だ
と
は
い
え
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
虞
の
殿
様
が
や
が
て
亡
び
る
こ
と
を
見
抜

い
て
、
そ
れ
に
先
だ
っ
て
虞
を
立
ち
去
っ
た
の
は
、
明
ら
か
に
愚
者
と
は
い
え
な
い
こ
と
だ
。

た
ま
た
ま
秦
に
登
用
さ
れ
る
と
、
穆
公
こ
そ
は
と
も
に
大
事
業
を
な
す
に
足
る
人
物
と
見
抜

い
て
、
宰
相
と
な
っ
て
こ
れ
を
助
け
る
な
ど
と
は
、
ど
う
し
て
愚
者
だ
と
い
わ
れ
よ
う
か
。

ま
し
て
秦
の
宰
相
と
な
っ
て
は
、
そ
の
君
を
天
下
に
有
名
に
し
、
長
く
後
世
ま
で
も
伝
わ
る

よ
う
に
さ
せ
た
の
は
、
賢
者
で
な
く
て
ど
う
し
て
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。・
・
・
」（
二
〇
）

と
、
言
う
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
虞
か
ら
秦
に
去
っ
た
百
里
奚
を
、
虞
の
将
来
性
の
無
さ
の

動
向
を
機
敏
に
見
抜
く
深
い
洞
察
力
が
あ
り
、
ま
た
秦
の
将
来
の
発
展
動
向
を
見
抜
い
て
行

き
、
虞
と
秦
の
両
国
を
素
早
く
去
就
し
た
、
対
の
思
想
に
よ
り
豹
変
し
た
政
治
行
動
を
と
っ

た
、
世
渡
り
上
手
な
賢
者
と
高
く
賛
美
し
て
い
る
。 

斉
の
弁
論
家
・
淳
于
髠
は
、
一
つ
も
成
果
も
出
さ
な
い
う
ち
に
斉
の
大
臣
職
を
去
る
孟
子

を
批
判
し
た
が
、
孔
子
の
状
況
判
断
力
を
引
用
し
て
孟
子
は
、
以
下
の
様
に
反
論
し
て
い
る
。 

「
そ
の
時
は
礼
に
そ
む
い
て
分
配
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
孔
子
は
こ
れ
を
機
会
に
、

祭
り
の
冠
を
脱
ぐ
ひ
ま
も
な
い
ほ
ど
に
急
い
で
魯
の
国
を
さ
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。・
・
・
し
か

し
、
孔
子
の
本
心
は
〔
祭
り
の
肉
が
分
配
さ
れ
な
い
か
ら
で
も
な
く
、
主
君
の
非
礼
を
怒
っ

た
た
め
で
も
な
い
〕、
祭
り
の
肉
が
大
夫
に
分
配
さ
れ
な
い
非
礼
は
、
祭
り
に
参
加
し
た
以
上
、

自
分
に
も
責
任
が
あ
る
と
し
て
微
罪(

小
さ
い
過
失)

で
も
、
そ
れ
を
口
実
に
兼
ね
て
の
志
の
と

お
り
職
を
去
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
正
し
い
理
由
も
な
し
に
、
た
だ
や
た
ら
に
去
る
こ
と

は
望
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
君
子
の
行
為
は
す
べ
て
深
い
思
慮
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、

普
通
の
人
間
に
は
と
う
て
い
分
ら
ぬ
も
の
だ
。〔
だ
か
ら
、
そ
う
軽
々
し
く
批
評
す
る
も
の
で

は
な
い
〕。
」（
二
一
）、
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
孔
子
の
例
を
引
用
し
て
、
君
子
の
行
動
に
は
す
べ
て
深
い
思
慮
が
あ
る
、
普
通

の
人
間
に
は
と
う
て
い
分
ら
な
い
と
、
功
績
を
出
さ
な
い
前
に
、
恐
ら
く
自
分
が
冷
遇
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
と
の
政
治
状
況
の
変
化
に
気
づ
き
、
去
就
を
判
断
し
た
、
逃
げ
方
の
早
い
自
分

の
豹
変
し
た
政
治
行
動
に
つ
い
て
、
思
慮
深
い
知
識
人
の
行
動
だ
と
自
己
弁
護
し
て
い
る
。 

孟
子
の
去
と
就
と
い
う
「
対
の
行
動
」
は
、
自
己
の
待
遇
が
、
厚
遇
状
態
か
ら
冷
遇
化
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
、
状
況
の
変
化
を
先
に
見
抜
い
て
の
柔
軟
性
あ
る
深
い
思
慮
に
基
づ

い
た
臨
機
応
変
性
の
あ
る
政
治
行
動
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

二
に
は
、
外
部
状
況
の
変
化
を
的
確
に
見
抜
く
判
断
能
力
の
必
要
性
か
ら
派
生
し
て
く
る

状
況
の
変
化
に
的
中
し
た
行
動
＝
「
時
中
」
の
行
動
が
必
要
に
な
っ
て
来
る
。 

い
く
ら
状
況
判
断
能
力
が
あ
り
、
機
敏
に
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
臨
機
応
変
に
豹
変
し

た
行
動
を
し
て
も
、
そ
の
時
の
状
況
に
上
手
に
適
合
し
た
行
動
で
な
け
れ
ば
、
つ
ま
り
状
況

の
変
化
と
自
分
の
行
動
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
外
れ
て
い
て
は
、
中
庸
実
現
に
は
何
も
な
ら
な
い
。 

だ
か
ら
権
道
に
よ
る
豹
変
行
動
が
、
自
己
の
目
標
と
す
る
標
的
か
ら
外
れ
た
り
、
ま
た
一

方
に
偏
重
し
て
い
て
は
、「
不
偏
不
倚
」
の
中
庸
の
道
が
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
い
た
ず

ら
に
人
生
に
お
い
て
失
敗
を
招
く
だ
け
で
あ
り
、
長
所
で
あ
る
両
極
端
を
一
〇
〇
％
満
足
さ

せ
た
臨
機
応
変
な
時
中
行
動
に
は
な
ら
な
い
。
孔
子
も
権
道
の
困
難
性
に
つ
い
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
と
も
に
並
ん
で
学
ぶ
こ
と
は
で
き
〔
る
人
〕
で
も
、
と
も
に
道
徳

に
は
進
め
な
い
。
と
も
に
道
徳
に
進
め
て
も
、
と
も
に
〔
そ
こ
に
し
っ
か
り
と
〕
立
つ
こ
と

は
で
き
な
い
。
と
も
に
立
つ
こ
と
は
で
き
て
も
、
と
も
に
〔
も
の
ご
と
を
ほ
ど
よ
く
〕
取
り

は
か
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
未
可
與
権
ー
筆
者
注
）。
」（
二
二
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
は
、
こ
の
文
章
に
注
し
て
、「
学
問
の
段
階
を
の
べ
て
、
権
（
時
宜
に
応
じ
た
融
通

中庸思想の必要条件と機能論　―対の思想から考察した中国政治思想の構造論研究（三）― 93（106）



ま
す
。・
・
孔
子
は
い
っ
た
い
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
そ
の
役
人
を
ほ
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
は
、
そ
の
招
き
方
が
間
違
っ
て
お
れ
ば
、
た
と
え
命
を
お
と
す
と
も
往
か
ぬ
と
い
う
の
を

ほ
め
ら
れ
た
の
に
違
い
な
い
。
狩
場
の
役
人
で
さ
え
そ
う
で
あ
る
の
に
、
今
も
し
私
が
諸
侯

か
ら
招
か
れ
も
し
な
い
の
に
、
こ
ち
ら
か
ら
の
こ
の
こ
と
出
向
く
と
は
、
い
っ
た
い
何
事
で

あ
る
か
。・
・
・
た
か
が
御
者
で
さ
え
、
射
手
に
お
も
ね
り
へ
つ
ら
っ
て
法
に
は
ず
れ
る
こ
と

を
恥
じ
て
、
そ
う
す
れ
ば
獲
物
は
山
ほ
ど
た
く
さ
ん
と
れ
る
に
し
て
も
、
決
し
て
そ
う
は
し

な
い
の
に
、
ま
し
て
私
が
今
さ
ら
道
を
枉
げ
て
諸
侯
に
屈
従
す
る
な
ど
と
は
、
い
っ
た
い
何

事
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
お
前
は
た
い
へ
ん
間
違
っ
て
い
る
。
お
前
は
多
少
自
分
を
枉
げ
て
も

と
い
う
が
、
自
分
を
枉
げ
る
よ
う
な
正
し
く
な
い
も
の
で
は
、
と
て
も
他
人
を
正
し
く
す
る

こ
と
な
ど
で
き
る
筈
は
な
い
の
だ
。
」（
一
七
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

就
職
口
の
な
い
時
で
も
、
自
分
の
状
況
の
悪
さ
に
振
り
繰
り
回
さ
れ
な
い
頑
固
さ
を
持
ち
、

諸
侯
に
阿
り
諂
わ
な
い
、
中
庸
の
道
＝
礼
の
実
践
に
頑
固
で
プ
ラ
イ
ド
の
高
い
、
諸
侯
を
教

育
し
て
世
の
中
の
間
違
い
を
正
そ
う
と
す
る
政
治
思
想
家
た
る
孟
子
の
発
言
で
あ
ろ
う
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
儒
教
に
お
い
て
、「
誠
」
＝
反
省
心
や
内
省
心
が
常
に
問
題
に
さ
れ
る

の
は
、
以
下
の
理
由
に
よ
る
。
中
和
の
中
庸
や
そ
れ
を
制
度
化
し
た
礼
制
は
、
教
育
や
学
問

に
よ
り
、
両
極
端
を
消
去
し
て
、
そ
れ
を
五
分
五
分
に
ほ
ど
よ
く
混
合
し
た
新
制
作
物
で
あ

っ
た
。
だ
か
ら
自
己
の
行
動
が
中
和
の
中
庸
や
礼
制
に
適
っ
て
い
る
か
否
か
は
、
客
観
的
に

ま
た
数
量
的
に
は
理
解
し
て
把
握
が
で
き
な
い
、
困
難
な
性
質
を
持
つ
の
で
あ
る
。
教
育
や

学
問
に
よ
り
モ
ラ
ル
を
育
成
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
処
が
中
和
の
到
達
点
な
の
か
、
ま
た

礼
制
度
に
適
合
し
て
い
る
の
か
、
客
観
的
に
ま
た
数
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

こ
と
は
、
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
た
め
に
歴
史
が
進
歩
し
て
社
会
状
況
が
変
わ
る
と
、
周
囲
の
状
況
の
変
化
や
地
域
差

が
生
じ
て
く
る
の
は
仕
方
が
な
い
事
な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
自
己
を
取
巻
く
状
況
も
変

化
し
て
行
く
か
ら
、
両
極
端
の
真
ん
中
で
あ
る
中
和
の
状
態
も
、
そ
の
制
度
化
物
で
あ
る
礼

制
も
変
化
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
孔
子
は
、「
子
の
曰
わ
く
、
夏
の
礼
は
吾
れ
能
く
こ
れ
を
言

え
ど
も
、
杞
は
徴
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
殷
の
礼
は
吾
れ
能
く
こ
れ
を
言
え
ど
も
、
宋

は
徴
と
す
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。
文
献
、
足
ら
ざ
る
が
故
な
り
。
足
ら
ば
則
ち
吾
れ
能
く
こ

れ
を
徴
と
せ
ん
。」
と
、
夏
の
礼
と
殷
の
礼
が
相
違
し
て
い
る
こ
と
や
、
子
孫
の
国
で
あ
る
杞

や
宋
の
礼
制
は
証
拠
が
不
足
し
て
い
て
信
頼
で
き
な
い
と
、
そ
の
盛
衰
に
つ
い
て
述
べ
て
い

る
（
一
八
）
。
程
伊
川
も
、
「
禮
孰
為
大
、
時
為
大
、
亦
須
随
時
、
當
随
則
随
、
當
治
則
治
、

當
其
時
作
其
事
、
便
是
能
随
時
（
程
子
遺
書
一
五
）
」
（
一
九
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
礼

制
度
は
、
硬
直
し
た
も
の
で
な
く
、
時
代
に
随
い
移
り
変
わ
り
行
く
も
の
で
あ
る
。

こ
の
結
果
、
自
分
の
行
動
が
、
中
和
状
態
や
冠
婚
葬
祭
等
の
社
会
的
規
定
で
あ
る
礼
制
度
に

適
合
し
て
、
周
囲
の
人
々
と
和
合
・
調
和
し
て
い
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
結
果
論
的
に
し

か
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
何
時
で
も
実
践
を
通
し
て
、
自
分
の
行
動
が
中
和
や
礼
に

適
っ
て
お
り
、
周
囲
の
人
々
と
和
合
や
調
和
し
て
い
る
か
、
時
代
に
マ
ッ
チ
し
た
礼
制
度
の

実
践
行
動
を
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
中
和
の
状
態
や
礼
制
度
に
は
ず
れ
て
い
な
い
か
、
自

己
の
思
考
や
行
動
へ
の
反
省
心
や
内
省
心
が
、
常
に
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。 

 

（
二
）
執
中
有
権
の
中
庸
実
現
の
必
要
条
件
ー
時
中
行
動 

と
こ
ろ
で
他
方
、
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
は
、
外
部
状
況
を
的
確
に
判
断
し
て
臨
機
応
変

に
両
端
端
を
相
互
に
飛
び
移
る
行
動
に
よ
り
中
庸
を
実
現
す
る
思
想
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
執

中
有
権
の
中
庸
思
想
の
作
用
は
、
状
況
に
適
中
し
た
行
動
＝
時
中
で
あ
っ
た
か
ら
、
状
況
の

微
妙
な
変
化
に
即
応
し
た
的
確
な
行
動
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
中
和
の
中
庸
＝

礼
制
度
の
場
合
が
、
心
の
内
面
性
に
向
か
う
深
い
反
省
心
や
内
省
心
が
必
要
で
あ
っ
た
の
と
、

全
く
逆
方
向
な
、
つ
ま
り
外
部
状
況
へ
の
神
経
の
集
中
と
、
外
部
状
況
の
変
化
を
素
早
く
見
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る
も
の
が
す
な
わ
ち
「
誠
」
で
あ
る
」（
一
四
）
述
べ
て
、
両
端
を
肯
定
し
た
執
中
有
権
の
中

庸
の
実
現
に
は
、「
誠
」
が
重
視
さ
れ
る
と
言
う
の
だ
が
、
こ
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。 

『
中
庸
』
の
後
半
部
分
に
お
い
て
、「
誠
」
が
重
視
さ
れ
力
説
さ
れ
る
の
は
、
実
に
こ
の
中

和
の
実
現
や
礼
制
度
の
実
行
に
お
い
て
、
内
省
心
が
最
も
重
視
さ
れ
る
所
に
由
来
し
て
い
る

か
ら
な
の
で
あ
る
。
中
和
の
中
庸
＝
礼
制
度
実
践
に
お
い
て
、
内
省
や
反
省
が
必
要
な
の
は
、

『
周
礼
』
・
曲
礼
の
内
容
が
、
「
礼
儀
三
百
・
威
儀
三
千
」
と
い
わ
れ
る
程
に
礼
制
度
が
複
雑

で
あ
っ
た
か
ら
、
実
際
に
間
違
え
な
く
実
行
す
る
事
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
為
で
あ
る
。

聖
人
の
孔
子
で
さ
え
も
礼
制
の
実
行
に
お
い
て
間
違
っ
た
程
で
あ
り
、
孔
子
は
門
人
・
樊
遅

に
礼
の
実
践
に
お
い
て
、「
間
違
え
な
い
よ
う
に
」
と
注
意
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
一
四
）。 

『
中
庸
』
は
、「
誠
」
の
内
容
と
重
要
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
誠
な
る
者
は
、
天
の
道
な
り
。
こ
れ
を
誠
に
す
る
者
は
、
人
の
道
な
り
。
誠
な
る
者
は
、

勉
め
ず
し
て
中
り
、
思
わ
ず
し
て
得
、
従
容
と
し
て
道
に
中
る
、
聖
人
な
り
。
こ
れ
を
誠
に

す
る
者
は
、
善
を
択
び
て
固
く
こ
れ
を
執
る
者
な
り
。
博
く
こ
れ
を
学
び
、
審
ら
か
に
こ
れ

を
問
い
、
慎
み
て
こ
れ
を
思
い
、
明
ら
か
に
こ
れ
を
弁
じ
、
篤
く
こ
れ
を
行
な
う
。
学
ば
ざ

る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
学
び
て
能
く
せ
ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。
問
わ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
問
い
て
知
ら
ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。
思
わ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
思
い
て
得

ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。
弁
ぜ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
弁
じ
て
明
ら
か
な
ら
ざ
れ
ば
措

か
ざ
る
な
り
。
行
な
わ
ざ
る
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
行
な
い
て
篤
ら
ざ
れ
ば
措
か
ざ
る
な
り
。

人
一
た
び
し
て
こ
れ
を
能
く
す
れ
ば
、
己
は
こ
れ
を
百
た
び
す
。
人
十
た
び
し
て
こ
れ
を
能

く
す
れ
ば
、
己
は
こ
れ
を
千
た
び
す
。
果
た
し
て
此
の
道
を
能
く
す
れ
ば
、
愚
な
り
と
雖
も

必
ず
明
ら
か
に
、
柔
な
り
と
雖
も
必
ず
強
か
ら
ん
」（
一
五
）。 

「
誠
」
は
中
庸
の
実
現
と
固
く
結
び
つ
い
て
お
り
、「
誠
」
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
一
般
人

の
努
力
が
説
か
れ
て
お
り
、
特
に
「
博
学
、
審
問
、
明
弁
、
篤
行
」
の
実
践
を
実
行
・
実
現

す
る
者
は
、
賢
明
に
な
り
強
者
に
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

し
か
し
逆
に
十
分
に
熟
慮
し
て
み
て
、
自
己
の
行
動
が
中
和
や
礼
制
に
適
合
し
て
い
る
と

の
確
信
が
持
て
た
時
は
、
中
庸
や
礼
制
は
、
人
類
不
易
の
大
道
で
あ
っ
た
か
ら
、
礼
制
の
実

践
者
は
、
右
往
左
往
せ
ず
に
ま
っ
し
ぐ
ら
に
突
き
進
む
勇
気
を
も
つ
必
要
性
が
あ
っ
た
。 

自
分
の
行
動
を
反
省
し
て
み
て
、
自
己
の
行
動
の
正
し
さ
を
確
信
し
た
場
合
に
お
け
る
勇

気
に
つ
い
て
、
孟
子
は
門
人
の
公
孫
丑
に
、 

「
む
か
し
曾
子
が
そ
の
門
人
の
子
襄
に
向
っ
て
、『
お
前
は
勇
気
を
好
む
よ
う
だ
が
、
自
分

は
い
つ
か
先
生
（
孔
夫
子
）
か
ら
大
勇
す
な
わ
ち
本
当
の
勇
気
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た
こ
と

が
あ
る
。〈
自
分
か
ら
反
省
し
て
み
て
正
し
く
な
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
た
と
え
相
手
が
ど
ん

な
に
粗
末
な
服
を
着
た
賎
者
で
も
、
自
分
は
怯
ん
で
し
ま
っ
て
往
け
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
自
分
は
あ
く
ま
で
も
正
し
と
思
う
と
き
に
は
、
た
と
え
相
手
が
千
万
人
あ
ろ
う
と
も
、

断
じ
て
あ
と
へ
は
一
歩
も
退
か
ぬ
。
こ
れ
こ
そ
本
当
の
勇
気
と
い
う
も
の
だ
。
）
先
生
は
こ
う

お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
あ
る
』
と
い
わ
れ
た
。
さ
き
ほ
ど
孟
施
舎
の
何
者
も
恐
れ
な
い
と
い
う

勇
気
は
曾
に
似
て
お
り
、
気
力
を
守
っ
て
い
る
と
い
っ
た
が
、
孟
施
舎
の
何
者
を
も
恐
れ
な

い
と
い
う
勇
気
は
た
だ
た
ん
に
気
力
を
守
っ
て
い
る
だ
け
で
、
か
え
り
み
て
正
し
い
と
き
は
、

あ
く
ま
で
も
つ
ら
ぬ
き
守
る
と
い
う
曾
子
の
〔
道
義
の
上
に
た
っ
た
勇
気
の
〕
よ
う
に
最
も

要
約
を
得
た
方
法
と
は
、
と
て
も
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。」（
一
六
）
と
、
述
べ
て
い
る
。

孟
子
は
、
孔
子
の
内
省
心
や
反
省
心
の
あ
る
人
格
に
つ
い
て
、「
孔
子
は
自
ら
省
み
て
直
く
ん

ば
、
千
万
里
と
も
行
か
ん
」
と
い
う
、
深
い
内
省
心
と
勇
気
の
あ
る
行
動
人
で
あ
っ
た
、
と

高
く
評
価
し
て
い
る
。 

最
後
に
中
庸
の
道
＝
礼
の
実
践
に
、
と
て
つ
も
な
く
頑
固
な
孟
子
の
発
言
を
紹
介
し
た
い
。 

「
〔
孟
子
が
不
遇
な
の
に
同
情
し
て
、
門
人
の
〕
陳
代
が
い
っ
た
。「
ご
自
分
か
ら
す
す
ん

で
諸
侯
に
お
会
い
な
ら
れ
な
い
の
は
、
結
構
で
す
が
、
ど
う
も
少
々
狭
量
の
よ
う
に
思
わ
れ
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「
先
生
も
い
わ
れ
て
い
る
、
「
弓
の
儀
礼
に
は
君
子
の
あ
り
か
た
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

的
を
は
ず
れ
て
失
敗
す
る
と
、
自
分
で
反
省
し
て
そ
の
原
因
を
〔
他
に
求
め
ず
〕
わ
れ
と
わ

が
身
に
つ
い
て
求
め
る
と
い
う
と
こ
ろ
だ
」（
八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
孟
子
も
孔
子
と
同
じ

よ
う
な
こ
と
を
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「
仁
に
志
す
人
は
、
弓
を
射
る
よ
う
な
も
の

だ
、
弓
を
射
る
に
は
、
ま
ず
姿
勢
を
正
し
て
か
ら
矢
を
放
つ
。
そ
の
矢
が
た
と
え
的
に
中
ら

な
く
と
も
、
的
に
中
っ
て
勝
っ
た
人
を
決
し
て
怨
ん
だ
り
は
し
な
い
。〔
姿
勢
や
射
方
が
わ
る

か
っ
た
か
ら
だ
と
〕
自
分
の
落
ち
度
を
反
省
し
て
直
す
の
で
あ
る
。」（
九
）
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
仁
と
礼
の
関
係
で
あ
る
。
顔
淵
は
仁
と
は
何
か
、
と
孔
子
に
訪
ね

た
際
に
、
孔
子
は
「
克
己
復
礼
為
仁
」
と
述
べ
て
い
る
。
生
活
上
の
詳
細
な
具
体
的
規
範
で

あ
る
礼
は
、
仁
（
家
族
秩
序
）
と
義
（
国
家
秩
序
）
と
い
う
、
公
と
私
と
い
う
相
異
な
る
二

つ
の
中
心
を
も
つ
楕
円
形
の
世
界
（
一
〇
）
を
ほ
ど
よ
く
制
度
化
し
た
中
和
物
で
あ
っ
た
。

だ
か
ら
自
分
の
欲
望
に
打
ち
勝
ち
、
礼
の
規
範
に
服
す
る
こ
と
が
、
結
果
的
に
は
具
体
的
に

制
度
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
徳
目
で
あ
る
仁
＝
家
族
愛
に
志
す
事
に
な
る
の
で
あ
る
（
一
一
）。 

孟
子
も
、
自
己
の
行
為
が
中
和
や
礼
に
か
な
っ
て
い
る
か
否
か
、
周
囲
と
和
合
し
て
い
る

の
か
、
常
に
反
省
す
る
心
の
必
要
性
を
い
う
。
そ
し
て
君
子
は
礼
に
外
れ
た
行
動
を
し
な
い
、

反
省
し
て
や
ま
し
い
こ
と
が
な
い
な
ら
心
配
事
は
な
い
と
、
孔
子
と
同
じ
よ
う
な
事
を
言
う
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
有
徳
の
君
子
が
一
般
の
人
と
異
な
っ
て
い
る
理
由
は
、
そ
の
心
を

た
え
ず
反
省
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
君
子
は
つ
ね
に
仁
と
礼
と
の
徳
を
修
め
て
、
そ
の
心

を
反
省
す
る
。
い
っ
た
い
仁
者
は
ひ
ろ
く
人
を
愛
す
る
し
、
礼
あ
る
者
は
よ
く
人
を
尊
敬
す

る
。
人
を
愛
す
る
者
は
他
人
も
ま
た
つ
ね
に
そ
の
人
を
愛
す
る
し
、
人
を
尊
敬
す
る
者
は
他

人
も
ま
た
つ
ね
に
そ
の
人
を
尊
敬
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
一
人
の
人
が
あ
っ
て
、
そ

の
人
が
自
分
に
対
し
て
無
理
無
道
を
し
む
け
て
き
た
ら
、
君
子
は
必
ず
〔
腹
を
立
て
ず
に
〕

ま
ず
自
分
を
反
省
す
る
。『
こ
れ
は
き
っ
と
自
分
が
不
仁
な
の
だ
ろ
う
。
き
っ
と
無
礼
な
の
で

あ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
相
手
が
こ
ん
な
に
無
理
無
道
を
し
む
け
る
筈
が
な
い
』
。・
・
・

だ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
君
子
に
は
も
は
や
他
の
心
配
ご
と
は
な
い
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
仁
に

は
ず
れ
た
こ
と
は
せ
ず
、
礼
に
か
な
わ
ぬ
こ
と
は
行
な
わ
な
い
。
だ
か
ら
た
と
え
、
突
然
ふ

り
か
か
る
心
配
ご
と
が
た
ま
た
ま
あ
っ
て
も
、〔
み
ず
か
ら
疚
し
く
な
い
の
だ
か
ら
〕
す
こ
し

も
苦
に
は
し
な
い
の
で
あ
る
。」（
一
二
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

『
論
語
』
に
言
う
様
に
中
和
の
中
庸
を
制
度
化
し
た
礼
制
の
作
用
は
、
人
々
と
の
和
合
な

の
で
あ
る
か
ら
（
一
二
）、
そ
れ
が
上
手
く
行
っ
て
い
な
い
時
は
、
礼
の
実
践
者
で
あ
る
君
子

が
、
相
手
を
非
難
す
る
の
で
は
な
く
、
礼
に
は
ず
れ
た
行
動
を
し
て
い
な
い
の
か
、
自
己
の

内
面
性
へ
の
反
省
の
心
が
常
に
要
求
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
従
っ
て
内
省
し
て
み
て
間
違
っ
て

い
た
行
動
を
し
て
い
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
に
こ
れ
を
是
正
・
訂
正
す
る
必
要
性
が
生
じ
て
く
る
。 

孟
子
は
、
宋
の
大
夫
の
戴
盈
之
の
質
問
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「〔
宋
の
大
夫
の
〕
戴
盈
之
が
い
っ
た
。「〔
先
生
の
か
ね
が
ね
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
〕
十
分

の
一
だ
け
租
税
を
と
っ
て
、
あ
と
の
関
所
の
関
税
や
市
場
の
商
品
税
は
廃
止
し
た
い
の
で
す

が
、
今
年
は
ま
だ
そ
う
も
行
か
ん
の
で
、
取
り
あ
え
ず
軽
減
し
て
お
い
て
、
来
年
に
な
っ
た

ら
す
っ
か
り
廃
止
し
た
い
の
で
す
。
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。

「
・
・
・
も
し
も
悪
い
と
気
づ
い
た
ら
、
す
ぐ
さ
ま
や
め
る
ま
で
の
こ
と
。
な
に
も
来
年
を

待
つ
に
は
及
び
ま
す
ま
い
。」（
一
三
）。 

十
分
の
一
税
は
、
儒
教
の
理
想
と
す
る
中
庸
税
で
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
る
重
税
は
悪
法
な

の
で
あ
る
。
孔
子
は
、「
過
て
ば
則
ち
改
め
る
に
憚
る
こ
と
勿
か
れ
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
孟

子
も
重
税
の
過
ち
に
気
が
つ
け
ば
す
ぐ
さ
ま
廃
止
し
な
さ
い
、
と
注
意
す
る
の
で
あ
る
。 

武
内
義
雄
氏
は
、「
そ
こ
で
孟
子
は
「
中
を
執
っ
て
権
な
き
と
き
は
、
猶
ほ
一
を
執
る
が
如

き
也
」
と
い
っ
て
、
真
に
中
を
得
る
た
め
に
は
軽
重
を
は
か
る
権
（
は
か
り
）
が
な
く
て
は

な
ら
ぬ
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
う
し
て
こ
の
「
中
」
を
執
る
た
め
の
権
（
は
か
り
）
と
な
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そ
し
て
ま
た
、
こ
の
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
が
、
現
実
の
中
国
社
会
の
歴
史
に
お
い
て
、

ど
の
よ
う
な
機
能
や
目
的
を
果
た
し
た
の
か
、
と
い
う
根
本
的
問
題
も
未
解
決
な
の
で
あ
る
。 

本
稿
は
、
中
国
の
歴
史
や
思
想
史
に
お
い
て
優
れ
た
業
績
を
持
つ
宮
崎
市
定
氏
・
島
田
虔

次
氏
・
金
谷
治
氏
等
と
い
う
研
究
者
が
、
未
だ
果
た
し
て
い
な
い
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
る

中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
の
必
要
条
件
、
機
能
・
目
的
論
に
つ
い
て
、
中
国
政
治
思
想
史

の
構
造
論
に
興
味
を
持
つ
筆
者
が
、
対
の
思
想
を
応
用
し
て
北
宋
代
の
政
治
思
想
史
の
論
考

（
二
）
を
発
表
し
た
際
に
、
今
後
の
宋
代
政
治
思
想
史
研
究
の
深
化
に
つ
い
て
行
き
詰
ま
り

を
覚
え
て
、
そ
の
盲
点
と
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
考
察
し
た
一
つ
の
拙
論
で
あ
る
。 

こ
の
成
果
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
表
（
三
）
す
る
機
会
を
得
て
、
こ
れ
を

文
章
化
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
（
三
）
を
底
辺
に
し
て
い
る
。
今
回
に
発
表
す
る
本

稿
は
、
こ
の
論
考
に
更
に
資
料
を
豊
富
化
し
て
、
数
年
間
か
け
て
構
想
を
検
討
し
た
結
果
、

発
表
す
る
拙
論
で
あ
る
。
従
っ
て
基
本
的
な
論
旨
の
枠
組
み
は
、
当
時
と
全
く
変
化
し
て
い

な
い
。
中
国
の
政
治
史
や
思
想
史
に
お
い
て
研
究
蓄
積
の
あ
る
多
く
の
研
究
者
の
忌
憚
の
な

い
御
批
評
や
御
叱
声
を
期
待
す
る
所
以
で
あ
る
。 

 

二

中
庸
思
想
を
実
現
す
る
必
要
条
件 

 

〔
一
〕
中
和
実
現
の
必
要
条
件
ー
内
省
行
動
と
和
合 

中
和
の
中
庸
は
、
教
育
や
学
問
に
よ
り
両
極
端
を
消
去
し
て
、
両
極
端
を
五
分
五
分
に
混

合
・
融
合
し
た
制
作
物
で
あ
っ
た
。
し
か
し
教
育
や
学
問
で
中
和
を
実
現
す
る
と
い
う
事
は
、

何
処
が
、
ど
の
様
な
状
態
が
中
和
の
状
態
で
あ
る
の
か
、
客
観
的
な
判
断
基
準
が
な
い
。
し

か
し
中
和
の
中
庸
を
制
度
化
し
た
礼
制
の
作
用
は
、
「
礼
の
用
は
和
を
以
て
貴
と
し
為
す
」

（
『
論
語
』
）
と
言
う
様
に
周
囲
と
の
調
和
＝
和
合
で
あ
っ
た
か
ら
、
自
己
の
行
動
が
礼
に
適

っ
た
行
動
を
し
て
調
和
し
て
い
る
か
否
か
と
い
う
、
内
省
心
が
必
要
条
件
に
な
っ
て
来
る
は

ず
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
孔
子
の
高
弟
・
會
子
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
會
子
が
い
わ
れ
た
、「
わ
た
し
は
毎
日
何
度
（
原
文
「
吾
日
三
省
吾
身
」
―
筆
者
注
）
も

わ
が
身
に
つ
い
て
反
省
す
る
。
人
の
た
め
に
考
え
て
あ
げ
て
ま
ご
こ
ろ
か
ら
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
友
だ
ち
と
交
際
し
て
誠
実
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
よ
く
お
さ
ら

い
も
し
な
い
こ
と
を
〔
受
け
う
り
で
〕
人
に
お
し
え
た
の
で
は
な
い
か
と
。
」
（
四
）
と
、
毎

日
何
度
で
も
自
分
の
行
為
の
誠
実
さ
の
有
無
を
反
省
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
孔
子
は
、 

「
司
馬
牛
が
君
子
の
こ
と
を
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
心
配
も
せ
ず
恐

れ
も
し
な
い
。
」
「
心
配
も
せ
ず
恐
れ
も
し
な
い
な
ら
、
そ
れ
で
君
子
と
い
っ
て
宜
し
い
の
で

し
ょ
う
か
。
」
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
心
に
反
省
し
て
や
ま
し
く
な
け
れ
ば
、
一
体
、
何
を
心

配
し
て
恐
れ
る
の
か
。」（
五
）
と
、
反
省
心
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
。 

孔
子
は
、
君
子
と
小
人
の
違
い
に
つ
い
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
自
分
に
〔
反
省
し
て
〕
求
め
る
が
、
小
人
は
他
人
に
求
め

る
」（
六
）
と
、
君
子
と
小
人
の
区
別
は
、
自
己
へ
の
反
省
心
が
あ
る
か
否
か
で
あ
る
、
と
述

べ
て
い
る
。
従
っ
て
自
分
の
考
え
や
行
動
が
間
違
っ
た
時
に
は
、
素
直
に
反
省
す
る
誠
実
な

態
度
が
必
要
な
の
で
あ
る
。-

孔
子
の
礼
に
外
れ
た
時
の
反
省
的
態
度
に
つ
い
て
、 

「
陳
の
国
の
司
敗
が
、
「
昭
公
は
礼
を
わ
き
ま
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
か
。
」
と
た
ず
ね
た
。

孔
子
は
「
礼
を
わ
き
ま
え
て
お
ら
れ
た
。」
と
答
え
た
。
孔
子
が
退
出
さ
れ
る
と
、〔
司
敗
は
〕

巫
馬
期
に
会
釈
し
て
か
ら
前
に
進
ま
せ
て
い
っ
た
、「
・
・
・
こ
の
殿
さ
ま
が
礼
を
わ
き
ま
え

て
い
た
と
す
る
と
、
礼
を
わ
き
ま
え
な
い
人
な
ど
お
り
ま
し
ょ
う
か
。
」
巫
馬
期
が
お
知
ら
せ

す
る
と
、
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
丘
（
こ
の
わ
た
く
し
）
は
し
あ
わ
せ
だ
。
も
し
過
ち
が
あ
れ

ば
、
人
が
き
っ
と
気
づ
い
て
く
れ
る
。
」
（
七
）
と
、
孔
子
は
、
自
分
の
門
人
の
巫
馬
期
に
注

意
さ
れ
る
と
、
喜
ん
で
自
分
の
思
い
違
い
を
反
省
し
た
。
『
中
庸
』
に
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、 
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中
庸
思
想
の
必
要
条
件
と
機
能
論 

―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
国
政
治
思
想
の
構
造
論
研
究(

三)

― 
 

中
庸
思
想
の
実
現
方
法
に
は
、
中
和
＝
調
和
論
の
場
合
は
、
教
育
に
よ
り
両
極
端
を
消
去

し
て
、
積
極
者
に
は
消
極
を
教
え
て
、
消
極
者
に
は
積
極
を
教
え
て
、
中
和
状
態
を
実
現
す

る
。
執
中
有
権
＝
バ
ラ
ン
ス
論
の
場
合
は
、
右
が
重
け
れ
ば
左
に
、
左
が
重
け
れ
ば
右
に
臨

機
応
変
に
飛
び
移
り
、
両
極
端
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
り
、
両
極
端
の
均
衡
状
態
を
実
現

す
る
。
従
っ
て
前
者
は
中
和
＝
調
和
状
態
に
あ
る
か
否
か
の
内
省
心
が
必
要
で
あ
り
、
後
者

は
外
部
状
況
の
変
化
を
的
確
に
判
断
す
る
判
断
力
と
状
況
に
適
中
し
た
時
中
行
動
が
要
求
さ

れ
る
。
前
者
は
現
実
の
秩
序
維
持
を
目
指
し
て
社
会
の
混
乱
を
未
然
に
防
ぐ
防
止
策
で
あ
り
、

後
者
は
現
実
の
混
乱
状
況
を
克
服
し
て
秩
序
を
安
定
化
さ
せ
る
已
然
の
解
決
策
で
あ
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
；

対
の
思
想

中
庸
思
想
の
実
現
方
法

中
庸
実
現
の
必
要
条
件

中
庸
思 

想
の
機
能
と
目
的 

 

一

初
め
に
ー
問
題
点
の
提
起 

 

中
庸
思
想
を
実
現
す
る
必
要
条
件
と
機
能
や
目
的
論
を
考
察
す
る
に
は
、
中
庸
思
想
に
は

全
く
相
異
な
る
二
つ
の
構
造
論
と
実
現
方
法
論
ー
中
和
論
と
執
中
有
権
論
と
い
う
凡
そ
逆
方

向
の
調
和
を
目
指
す
教
育
論
と
臨
機
応
変
の
豹
変
論
ー
が
あ
る
以
上
、
中
国
人
の
基
本
的
で

伝
統
的
な
思
考
方
法
で
あ
る
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
を
適
用
し
て
、
全
く
逆
方
向
性
の
性
格

を
持
つ
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
必
要
条
件
や
機
能
・
目
的
論
の
考
察
を
行 

 

小

倉

正

昭 

 

な
う
こ
と
が
、
最
も
多
く
の
成
果
を
得
る
最
良
の
方
法
論
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
全
く
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
を
実
現
し
て
行
く
た
め
に
は
、

一
体
、
ど
の
よ
う
な
思
索
や
行
動
が
必
要
に
な
る
の
か
と
い
う
、
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た

め
の
必
要
条
件
や
機
能
論
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
中
庸
思
想
研
究
史
に
お
い
て

は
、
全
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
未
解
決
な
課
題
な
の
で
あ
る
。 

わ
ず
か
に
武
内
義
雄
氏
は
、「
申
す
ま
で
も
な
く
両
端
の
中
を
執
る
と
い
う
こ
と
は
極
め
て

常
識
的
な
判
断
の
標
準
で
あ
る
が
、
は
な
は
だ
曖
昧
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
孟
子
は
「
中

を
執
っ
て
権
な
き
と
き
は
、
猶
ほ
一
を
執
る
が
如
き
也
」
と
い
っ
て
、
真
に
中
を
得
る
た
め

に
は
軽
重
を
は
か
る
権
（
は
か
り
）
が
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
そ
う
し
て

こ
の
「
中
」
を
執
る
た
め
の
権
（
は
か
り
）
と
な
る
も
の
が
す
な
わ
ち
「
誠
」
で
あ
る
」（
一
）

と
述
べ
て
い
た
。
両
端
の
中
は
曖
昧
で
あ
る
の
で
、
明
確
な
真
正
の
中
を
得
る
た
め
に
権
＝

秤
が
必
要
と
な
る
、
そ
し
て
こ
の
権
は
、
「
誠
」
（
ま
ご
こ
ろ
）
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

こ
の
論
理
に
従
う
と
、
真
の
中
央
を
執
る
に
は
常
に
権
＝
秤
＝
誠
が
必
要
と
な
る
が
、
既
に

こ
の
中
庸
思
想
実
現
の
必
要
条
件
論
に
つ
い
て
の
武
内
氏
の
主
張
は
、
孟
子
の
子
莫
批
判
の

誤
解
で
あ
る
と
述
べ
て
お
い
た
（
一
）。
従
っ
て
中
庸
思
想
に
お
い
て
は
、
何
故
に
「
誠
」
が

必
要
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
改
め
て
解
明
す
べ
き
課
題
に
な
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
で
は
、
一
体
、
ど
の
様
に
し
て
両
極
端
を
消
去
し
て
両
極
端
を
融
合
し
た
中
和
の
中

庸
思
想
論
と
、
両
極
端
を
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
両
極
端
の
均
衡
状
態
を
執
る
執
中
有
権
の

中
庸
思
想
論
を
実
現
す
る
為
の
必
要
条
件
と
は
何
な
の
か
、
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
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（学術論文） 

 Achievement Methodology of the Doctrine of the Mean 
– Study of the structural theory of the Doctrine of the Mean examined 
from the thought of Dui (2) – 
 

Masaaki OGURA 
 

The achievement method of the Doctrine of the Mean persists as an utterly unknown area, even in 

studies by Dr. Osamu Kanaya and by Dr. Ichisada Miyazaki, both of whom sought the structural 

theory of the mean. Nevertheless, it has been revealed that two structural theories exist in the 

structural theory of the mean: The neutralization (harmony) theory which denied both ends of a 

spectrum, i.e., the theory of blending both ends; and the theory of maintaining impartiality with 

power (equilibrium theory), which affirmed both ends of a spectrum, i.e., the theory of balancing 

both ends. 

As the achievement method of the Doctrine of the Mean, the former eliminates both ends of a 

spectrum through education and achieves neutralization by making strong people mild and mild 

people strong. It is as the rei seido (etiquette system) that this neutralization of the Doctrine of the 

Mean was institutionalized. The latter is the Doctrine of the Mean that achieves a state of 

equilibrium of both ends by making a jump to the left when the right is heavier, or to the right when 

the left is heavier, according to the circumstances and balancing the weight of both ends. As just 

described, two completely different achievement methods of the Doctrine of the Mean exist: the 

neutralization theory, which achieves results in a chemical reaction way; and the dynamical balance 

theory, which achieves results in a kinematic way. 

 

Key words: thought of Dui, Doctrine of the Mean structure, Doctrine of the Mean achievement 

method, neutralization theory blending both ends of a spectrum, balance theory jumping from one 

end of a spectrum to the other 
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（
二
一
）『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

九
七
頁

一
九
七
二
年

参
照
） 

（
二
二
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

一
五
六
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
二
三
）『
武
内
義
雄
全
集
第
三
巻
儒
教
篇
二
』（
武
内
義
雄

『
礼
記
の
研
究
』

第
四
章

礼
の
古
経
と
そ
の
精
神

二
四
九
頁

昭
和
五
三
年

参
照

、 

（
二
四
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

三
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
二
五
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
の
歴
史
的
展
開
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生 

ま
れ
て
き
た
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
五
）
ー
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀 

要
』
第
四
五
巻

二
〇
一
二
年

参
照
）
拙
稿
「「
中
庸
思
想
」
研
究
の
課
題
と
展 

望
（
一
）
―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
宮
崎
市
定
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
学
説
の 

批
評
―
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一
四
年

参
照
） 

（
二
六
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

四

中
庸
の
調
和

一
三 

六
頁
―
一
三
七
頁

一
九
九
三
年

参
照) 

（
二
七
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司

第
三
章

第
五
節

第
一
項

権
の
意
味 

東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
四
年

一
四
三
頁
―
一
四
四
頁

参
照)

。 

（
二
八
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
訳
注

講
談
社
学
術
文
庫

二
〇
〇
二
年

第
三
一
刷

宇 

野
精
一
『
中
庸
』
講
義

丙
目
的
（
誠
―
中
）
二
一
五
頁
―
二
一
六
頁

参
照
） 

（
二
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
六
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照) 

（
三
〇
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
二
二
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照) 

（
三
一
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

三
〇

八
頁

参
照
） 

（
三
二
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

三
五

一
頁

参
照
） 

（
三
三
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫
一
九
九
五
年
第
三
六
刷
三
八
頁
参
照
） 

（
三
四
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

五
八 

頁
―
五
九
頁

参
照
） 

（
三
五
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

一
四

五
頁

参
照
） 

（
三
六
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

八
四

頁

参
照
） 

（
三
七
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

一
二

九
頁

参
照
） 

（
三
八
）『
程
伊
川
哲
学
の
研
究
』(

市
川
安
司

第
三
章

第
五
節

第
一
項

権
の
意
味 

東
京
大
学
出
版
会

一
九
六
四
年

一
五
〇
頁

参
照) 

（
三
九
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

一
二

八
頁
―
一
二
九
頁

参
照
） 

 

（
四
〇
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

一
五
〇
頁
―
一
五
一
頁

参
照
） 

（
四
一
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

一
三
九
頁

中
公
新
書

一
九
九
三
年
参
照) 

（
四
二
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
状
況
の
変
化
―
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た 

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
二
）
―
」『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
四
巻 

二
〇
一
一
年

参
照
） 

（
四
三
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫
一
九
九
五
年
第
三
六
刷
一
〇
三
頁
参
照
） 

（
四
四
）『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫
一
九
九
五
年
第
三
六
刷
一
一
〇
頁
参
照
） 

（
四
五
）
拙
稿
「
中
庸
思
想
の
構
造
論
―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
国
政
治
思
想
の
構
造 

論
研
究(

一)

―
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』

第
四
八
巻
二
〇
一
五
年
参
照
） 

（
受
付
日
二
〇
一
四
年

八
月
二
六
日
）

（
受
理
日
二
〇
一
四
年

十
二
月
一
七
日
）

中庸思想の実現方法論　―対の思想から考察した中庸政治思想の構造論研究（二）― 101（98）



（
一
〇
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

七
〇

頁

参
照
） 

（
一
一
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

三
七

五
頁

参
照
） 

（
一
二
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

一
五
〇
頁
―
一
五
一
頁

岩
波
文
庫
一
九
六
三
年
参
照) 

（
一
三
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

二
六 

三
頁
―
二
六
四
頁

参
照
） 

（
一
四
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

二
二 

四
頁
―
二
二
五
頁

参
照
） 

（
一
五
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

六
五

頁
―
六
六
頁

参
照
） 

（
一
六
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

巻
第
五

縢
文
公
章
句
上

一
九 

八
頁
―
二
〇
五
頁

参
照)

。 

（
一
七
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

一
六
五
頁

参
照) 

金
谷
氏
は
、「
中
と
和
」
の
（
二
）「
中
と
礼
儀
」
に
お
い
て
、「
礼
が
中
を
表
現
す 

べ
き
も
の
だ
と
い
う
説
は
、
中
は
礼
容
よ
り
生
ま
れ
た
事
を
暗
示
す
る
。
調
和
の 

「
和
」
は
、『
詩
経
』・『
書
経
』
に
見
ら
れ
、
古
代
中
国
人
は
如
何
に
調
和
を
愛
し 

た
か
分
か
る
が
、
礼
も
同
様
で
あ
っ
た
と
、
礼
は
甲
骨
文
に
存
在
す
る
古
代
よ
り 

の
儀
礼
で
あ
り
、
礼
よ
り
中
の
言
葉
と
意
識
が
生
ま
れ
て
き
た
」
と
述
べ
る
（『
文 

化
』

十
五
巻
四
号

一
九
五
〇
年

参
照
）。
し
か
し
こ
れ
は
逆
で
あ
り
、
中
の 

意
識
は
礼
制
よ
り
古
く
か
ら
存
在
し
て
、
中
の
意
味
を
具
体
的
に
制
度
化
す
る
た 

め
に
礼
制
度
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
社
会
実
態
よ
り
考 

え
る
と
、
礼
記
や
荀
子
に
よ
れ
ば
、
礼
制
の
起
源
は
、
社
会
秩
序
の
混
乱
を
防
止 

す
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
礼
制
は
、
あ
る
程
度
、 

社
会
発
展
が
進
歩
し
た
段
階
に
お
い
て
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
逆
に
中
の
意 

識
は
、『
論
語
』
の
尭
曰
篇
に
あ
り
、
伝
説
上
の
尭
・
舜
の
時
代
よ
り
の
中
国
思
想 

の
中
心
思
想
な
の
で
あ
り
、
甲
骨
文
に
銘
記
さ
れ
た
礼
制
は
、
そ
れ
以
後
の
殷
の 

時
代
の
産
物
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
『
論
語
』
で
中
庸
に
つ
い
て
孔
子
も
、「
子 

の
曰
く
、
中
庸
の
徳
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
。
民
鮮
な
き
こ
と
久
し
」（
雍
也 

篇
）
と
明
白
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
孔
子
の
生
き
て
い
た
春
秋
時
代
よ
り
か
な 

り
古
く
か
ら
中
庸
思
想
は
存
在
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
国
人
の
意
識
か
ら
考
え
る
と
「
礼
は
中
を
制
す
る
所
以
な
り
」
と
の 

資
料
が
あ
る
よ
う
に
、
中
と
い
う
内
容
の
言
葉
が
先
に
存
在
し
て
、
こ
れ
を
制
度 

化
す
る
た
め
に
礼
制
度
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
人
の
意
識
で
は 

中
の
方
が
礼
よ
り
早
く
か
ら
生
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

（
一
八
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
三
頁
―
二
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照) 

（
一
九
）『
孟
子
（
下
）』
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

巻
第
五

公
孫
丑
章
句
下

一
六 

一
頁
―
一
六
二
頁

参
照)

。

『
礼
記
』
に
は
、
礼
制
の
制
定
理
由
に
つ
い
て
、 

「
礼
と
は
、
親
疎
・
正
不
正
・
同
異
・
是
非
な
ど
の
差
等
や
差
別
を
明
示
す
る
た 

め
の
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
礼
は
、
た
だ
態
度
を
恭
敬
に
し
て
人
を
い
い
気
持
に 

さ
せ
る
こ
と
で
は
な
く
、
お
せ
じ
を
並
べ
て
人
に
取
り
入
る
こ
と
で
も
な
い
。
礼 

は
、
言
動
に
お
い
て
節
度
を
保
つ
こ
と
で
あ
り
、
自
己
を
信
じ
る
が
た
め
に
他
人 

を
侮
っ
た
り
、
仲
が
良
い
か
ら
と
い
っ
て
人
に
狎
れ
狎
れ
し
く
し
た
り
す
る
こ
と 

を
、
防
ぐ
も
の
で
あ
る
。」（
『
礼
記
（
上
）』
竹
内
照
夫
著

新
釈
漢
文
大
系
二
七 

明
治
書
院

平
成
五
年
一
九
版

曲
礼
上

第
一

一
三
頁

参
照
）
と
あ
る
。 

（
二
〇
）『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

七
二
頁

一
九
七
二
年

参
照
） 
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三
―
中
和
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
―
短
所
で
あ
る
両
極
端
が
一
〇
〇
％
消
去
し
て
調
和

の
あ
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
両
極
端
の
濃
度
を
常
に
計
っ
て
、
そ
の
中
和
の

状
態
を
実
現
し
て
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
そ
の
中
和
状
態
が
崩
れ
て
く
れ
ば
、
こ

れ
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
博
愛
主
義
に
は
個
人
主
義
を
、
個
人
主
義
者
に
は
博
愛
主
義

と
い
う
、
全
く
逆
方
向
の
教
育
を
し
て
中
和
状
態
に
す
る
。
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
は
、

既
存
の
思
想
を
否
定
し
て
、
教
育
・
学
問
に
よ
り
新
し
く
創
造
し
た
制
作
物
＝
礼
制
で
あ
る
。 

四
―
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
―
博
愛
主
義
が
重
く
な
れ
ば
個
人
主
義
に
、
個

人
主
義
が
重
く
な
れ
ば
博
愛
主
義
に
飛
び
移
り
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
全
く
逆
方
向
の

行
動
を
す
る
の
が
、
臨
機
応
変
な
有
権
の
中
庸
思
想
で
あ
る
。
従
っ
て
中
権
の
中
庸
思
想
と

は
、
両
極
端
の
長
所
を
完
全
に
生
か
す
た
め
に
、
両
極
端
の
間
を
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
、

両
極
の
重
さ
の
均
衡
や
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
運
動
論
的
な
実
現
方
法
で
あ
っ
た
。

 

五
ー
以
上
、
中
＝
和
と
執
中
有
権
と
い
う
二
つ
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
の
結
論
を
、
総
合

し
て
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
に
は
、

両
極
端
の
否
定
し
た
場
合
と
肯
定
し
た
場
合
の
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
が
存
在
し
て
い
る
。

前
者
は
両
極
端
の
短
所
を
消
去
す
る
融
合
論
的
な
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
で
あ
り
、
後
者
は

両
極
端
の
長
所
を
完
全
に
生
か
す
運
動
論
的
な
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
で
あ
る
。
従
っ
て

中
庸
思
想
に
は
、
教
育
や
学
問
に
よ
り
両
極
端
を
消
去
し
て
両
者
を
ほ
ど
良
く
融
合
さ
せ
る

化
学
反
応
的
な
中
和
の
方
法
と
、
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て
両
極
端
を
生
か
し
て
両
者
の
重

さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
均
衡
に
実
現
す
る
臨
機
応
変
な
力
学
的
な
中
権
の
方
法
と
い
う
、
全
く
相

異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
が
存
在
し
た
と
い
う
事
で
あ
る
。 

六
ー
中
庸
思
想
の
実
現
と
維
持
の
た
め
に
は
、
三
次
元
世
界
の
様
々
な
極
限
が
ど
こ
に
あ
る

の
か
、
同
一
物
の
方
向
性
の
両
極
端
の
限
界
に
常
に
目
を
配
り
、
両
極
端
の
限
界
を
認
識
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
中
庸
の
実
現
の
た
め
に
は
、
絶
え
ず
左
右
―
右
の
極
端
は
ど

こ
に
あ
る
か
、
左
の
極
端
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
上
下
―
上
の
極
端
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
下
の

極
端
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
前
後
―
前
の
限
界
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
後
ろ
の
限
界
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
ー
同
一
物
の
両
極
端
の
限
界
が
何
処
に
存
在
す
る
の
か
、
三
次
元
的
世
界
の
両

極
端
の
隅
々
に
ま
で
常
に
何
時
で
も
神
経
を
す
り
潰
し
て
常
に
目
を
配
る
必
要
が
あ
っ
た
。 

（
二
〇
一
二
年
八
月
三
一
日

稿
了
） 

注 （
一
）
拙
稿
「
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論 

研
究(

一)

―
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
八
巻

二
〇
一
四
年

参
照
） 

（
二
）『
ほ
ど
ほ
ど
の
大
切
さ
』
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
」（
二
〇
〇
三
年

一
一
月
一
二
日

鈴
鹿
高
専
・
図
書
館
文
化
講
座

講
演
概
要
） 

『
ほ
ど
ほ
ど
の
大
切
さ
』
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―

鈴
鹿
高
専
広

報
誌

『
鈴
風
』
一
〇
五
号

二
〇
〇
五
年

参
照

 

（
三
）
拙
稿
「
対
の
思
想
の
政
治
史
的
意
義
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た 

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
終
章
）
ー
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
五 

巻

二
〇
一
二
年

参
照
）

（
四
）『
荀
子
（
下
）
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

二
〇
〇
六
年

第
一
四
刷

四
三
二 

頁
―
四
三
三
頁

参
照
） 

（
五
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
訳
注

講
談
社
学
術
文
庫

二
〇
〇
二
年

第
三
一
刷

宇
野 

精
一
「
学
術
文
庫
へ
の
序
文
」

四
頁

参
照
） 

（
六
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

一
三
頁
―
一
五
頁

岩
波
文
庫
一
九
九
八
年
参
照
） 

（
七
）『
論
語
』
（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

七
二
頁

参
照) 

（
八
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

二
一
頁

参
照) 

（
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

二
四
一
頁
参
照) 
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う
の
で
あ
る
。
原
文
は
、「
孟
子
曰
、
會
子
・
子
思
同
道
、
會
子
師
也
、
父
兄
也
、
子
思
臣
也
、

微
也
、
會
子
・
子
思
、
易
地
則
皆
然
」
と
あ
る
。
待
遇
状
況
が
違
う
か
ら
政
治
的
行
動
も
違

う
の
が
、
当
た
り
前
で
あ
り
、
も
し
両
者
が
立
場
を
と
り
替
え
て
い
た
ら
同
じ
行
動
を
し
た

で
あ
ろ
う
と
い
う
。
こ
の
孟
子
の
発
言
も
、
禹
・
稷
・
顔
回
の
場
合
と
同
様
で
、
状
況
の
変

化
が
変
わ
っ
て
い
れ
ば
、
會
子
と
子
思
は
、
全
く
逆
の
政
治
行
動
を
し
た
で
あ
ろ
う
と
、
臨

機
応
変
に
自
己
の
立
場
を
豹
変
さ
し
て
、
両
端
の
重
さ
の
均
衡
が
執
れ
る
時
中
の
中
庸
を
実

現
で
き
る
君
子
だ
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
（
四
四
）。 

④
孟
子
の
指
摘
で
重
要
な
の
は
、
平
和
時
と
乱
世
と
い
う
外
部
的
政
治
状
況
の
相
違
や
、
自

己
の
置
か
れ
て
い
る
待
遇
状
況
の
相
違
に
応
じ
て
、
聖
人
と
は
、
公
か
ら
私
へ
、
私
か
ら
公

へ
と
、
君
主
へ
の
忠
誠
と
不
忠
と
い
う
、
柔
軟
性
の
あ
る
豹
変
し
た
政
治
行
動
を
、
何
時
で

も
、
当
然
の
如
く
し
て
執
り
得
る
こ
と
が
出
来
る
人
間
な
の
だ
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。 

つ
ま
り
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
臨
機
応
変
に
自
己
の
立
場
を
豹
変
で
き
る
柔
軟
性
の
あ

る
人
間
が
、
禹
・
稷
・
顔
回
、
會
子
・
子
思
と
い
う
聖
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
両
極
端
の

行
為
を
自
由
に
豹
変
し
て
実
行
で
き
る
思
考
と
行
動
が
、
両
端
を
肯
定
し
た
執
中
有
権
の
中

庸
思
想
の
実
現
方
法
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
へ
の
孟
子
の
評
言
に
は
、
ど
ち
ら
に
も

偏
ら
な
い
、
不
偏
不
依
の
両
端
行
動
に
バ
ラ
ン
ス
が
執
れ
て
い
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
事

に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
両
端
を
渡
り
歩
く
中
＝
権
の
中

庸
思
想
の
実
現
方
法
論
な
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
―
既
存
の
長
所
を
生
か
す
両
極
端
の
運
動
論
的
な

理
解
を
結
論
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
孟
子
の
子
莫
批
判
に
つ
い
て
、
金

谷
説
の
「
孟
子
の
権
は
幅
の
あ
る
融
通
性
」
と
い
う
学
説
は
誤
り
で
あ
る
。
市
川
氏
の
引
用

し
た
程
伊
川
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
博
愛
主
義
が
当
為
で
あ
る
と
思
え
ば
博
愛
主
義
に
お

り
、
個
人
主
義
が
当
為
と
思
え
ば
個
人
主
義
に
お
り
、
こ
の
両
極
端
一
〇
〇
％
生
か
し
て
臨

機
応
変
的
に
中
庸
思
想
を
実
現
し
て
い
く
行
動
が
、
権
の
あ
る
中
庸
思
想
な
の
で
あ
る
。 

状
況
に
適
応
し
て
い
る
と
思
え
ば
、
あ
る
時
は
博
愛
主
義
者
に
な
り
、
あ
る
時
は
個
人
主

義
者
に
な
る
事
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
そ
の
時
の
状
況
判
断
に
よ
り
、
博
愛
主
義
的
行
動
を
し

た
り
、
そ
れ
と
は
反
対
に
個
人
主
義
的
行
動
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
あ
る
。
状
況
の
変
化
に

応
じ
て
両
極
端
の
立
場
を
完
全
に
豹
変
さ
せ
た
臨
機
応
変
な
行
動
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
と
は
、
両
極
端
の
長
所
を
完
全
に
生
か
す
た
め
に
、
両
極

端
の
間
を
臨
機
応
変
に
飛
び
跳
ね
て
、
豹
変
す
る
こ
と
で
、
両
極
端
の
長
所
を
完
全
に
生
か

す
為
の
運
動
論
的
で
力
学
的
な
実
現
方
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

四

結
語
と
展
望 

 

以
下
に
拙
稿
（
四
五
）
で
述
べ
た
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
色
の
要
約

を
し
た
上
で
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
の
要
約
と
、
今
後
の

中
庸
思
想
研
究
へ
の
課
題
に
つ
い
て
、
最
後
に
述
べ
て
お
き
た
い
。 

一
―
中
和
思
想
の
構
造
論
―
両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
の
中
庸
の
構
造
は
、
中
＝
和
で
あ
り
、

和
と
は
、
両
極
端
の
色
彩
を
完
全
に
無
く
し
た
上
で
、
両
極
端
を
ほ
ど
よ
く
混
ぜ
合
わ
し
た

も
の
で
あ
り
、
新
作
の
融
合
物
な
の
で
あ
る
。『
中
庸
』
の
主
張
す
る
中
和
の
中
庸
思
想
の
構

造
は
、
短
所
で
あ
る
両
極
端
を
一
〇
〇
％
消
去
し
た
上
で
、
両
極
端
を
五
分
五
分
に
入
れ
て
、

両
極
端
が
上
手
く
混
じ
り
合
い
、
新
し
く
融
合
さ
れ
た
中
和
状
態
を
言
う
の
で
あ
る
。 

二
―
執
中
有
権
思
想
の
構
造
論
―
子
莫
の
執
中
論
は
、
両
極
端
を
五
〇
％
ず
つ
生
か
し
た
両

極
端
の
折
中
的
な
バ
ラ
ン
ス
論
で
あ
っ
た
。
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
生
か
し
た
孟
子
の

主
張
す
る
権
あ
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
両
極
端
の
重
さ
が
一
〇
〇
％
生
き
て
い
る
上
で
、

両
極
端
の
重
さ
の
釣
り
合
い
が
均
衡
し
て
、
水
平
バ
ラ
ン
ス
が
執
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。 
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金
谷
氏
は
、「
そ
の
悪
い
と
こ
ろ
は
抑
え
て
善
い
と
こ
ろ
を
あ
ら
わ
し
ひ
ろ
め
、
も
の
ご
と

の
両
極
端
を
と
ら
え
て
、
そ
の
中
ほ
ど
を
人
民
の
あ
い
だ
に
適
応
し
た
。｣

と
訳
し
て
、
注
で

は
、「
三

そ
の
両
端
を
執
り
て
ー
「
執
」
は
手
に
し
っ
か
り
と
持
つ
こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
の
両
極
端
を
受
け
収
め
た
う
え
で
。・
・
・
な
お
、
こ
の
文
に
よ
っ
て
、
中
庸
が
両
端
の
中

で
あ
る
こ
と
と
と
も
に
、
そ
れ
が
一
直
線
上
の
一
点
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
包
容
性

と
融
通
性
を
具
え
た
構
造
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。」(

四
〇)

と
し
て
い
る
。

 

ま
た
金
谷
氏
は
、
「
両
端
を
執
る
」
と
は
、
「
両
端
を
捨
て
去
る
の
で
は
な
く
両
手
に
し
っ

か
り
と
持
つ
と
い
う
点
で
す
。・
・
・
実
際
に
働
か
せ
る
の
は
そ
の
中
ほ
ど
で
す
が
、
そ
の
両

端
も
ま
た
捨
て
な
い
で
中
の
働
き
の
な
か
に
接
取
さ
れ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
う

い
う
形
が
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。」(
四
一)

と
、
言
う
。

 

「
執
る
」
と
は
、
確
か
に
両
手
に
し
っ
か
り
握
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
舜
は

両
端
を
し
っ
か
り
執
っ
た
と
い
う
意
味
は
、
金
谷
氏
の
説
明
す
る
よ
う
な
「
も
の
ご
と
の
両

端
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
両
端
」
と
言
う
よ
う
な
、
曖
昧
で
ぼ
や
け
た
意
味
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
文
章
は
、
本
文
中
の
何
処
に
も
な
い
。 

「
悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
り
て
、
そ
の
中
を
民
に
用
す
」
と
あ
る
か
ら
、

そ
の
中
の
「
そ
の
」
は
、
直
前
の
前
文
の
悪
と
善
の
両
極
端
を
意
味
し
て
お
り
、「
舜
は
、
悪

と
善
の
両
極
端
を
し
っ
か
り
押
さ
え
て
、
あ
る
時
は
善
を
揚
げ
て
、
あ
る
時
は
悪
を
揚
げ
て
、

善
の
み
に
も
偏
ら
ず
、
ま
た
悪
の
み
に
も
偏
ら
ず
に
、
善
と
悪
の
両
方
を
ほ
ど
よ
く
民
に
用

い
た｣

と
、
言
う
意
味
で
あ
る
。 

舜
の
心
は
善
か
ら
悪
へ
、
悪
か
ら
善
へ
と
飛
び
動
き
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
そ
の
中
間
を
民
衆

に
適
用
し
た
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
が
主
張
す
る
「
包
容
性
と
融
通
性
を
具
え
た
構
造
的
な
も

の
」
と
は
、
正
確
に
は
こ
の
よ
う
な
構
造
論
的
な
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
中
と
は
、
両

極
端
へ
の
「
不
偏
不
倚
」
で
あ
る
以
上
、
善
と
悪
の
両
極
端
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
、
真
ん

中
を
実
現
す
る
の
が
、
執
中
の
中
庸
思
想
な
の
で
あ
る
。 

最
後
に
筆
者
は
、
以
前
に
発
表
し
た
拙
稿
に
お
い
て
、
孔
子
・
孟
子
の
発
言
の
事
例
を
引

用
し
て
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
に
つ
い

て
論
及
し
た
。
中
国
人
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
を
考
え
る
上
で
、
貴
重
な
古
典
的
資
料

な
の
で
、
以
下
に
再
度
引
用
し
て
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
見
た
い
（
四
二
）。 

こ
こ
に
お
い
て
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
執
中
有
権
＝
臨
機
応
変
性
の
中
庸
思
想

の
実
現
方
法
論
に
つ
い
て
の
重
要
な
視
点
は
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
孔
子
が
平
和
時
に
私
生
活
を
忘
れ
て
公
務
に
奔
走
し
た
禹
・
稷
と
乱
世
に
遭
遇
し
て
私
的

な
個
人
生
活
を
楽
し
ん
だ
顔
回
の
称
賛
批
評
に
つ
い
て
、
孟
子
は
評
言
し
て
、「
禹
・
稷
と
顔

回
の
両
者
は
、
各
々
が
自
分
の
立
場
を
執
り
替
え
て
い
れ
ば
、
み
な
同
じ
行
動
を
当
然
し
た

に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
（
原
文
は
「
禹
・
稷
・
顔
子
、
易
地
則
皆
然
」
）
と
述
べ
て
い
る
。
平

和
時
と
乱
世
と
い
う
時
代
状
況
が
、
禹
・
稷
と
顔
回
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
れ
ば
、
つ
ま
り

禹
・
稷
は
乱
世
に
遭
遇
し
て
い
れ
ば
私
的
生
活
を
楽
し
み
、
顔
回
が
平
和
時
に
遭
遇
し
て
い

れ
ば
私
生
活
を
忘
れ
て
公
務
に
奔
走
し
た
で
あ
ろ
う
と
、
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
孟
子
は
、
禹
・
稷
・
顔
回
は
、
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
公
か
ら
私
へ
、
私
か
ら
公
に
、

臨
機
応
変
に
豹
変
し
た
行
動
を
し
て
、
両
端
の
重
さ
の
均
衡
を
執
る
執
中
有
権
の
中
庸
思
想

を
実
現
で
き
る
君
子
だ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
（
四
三
）。 

②
ま
た
孟
子
は
、
孔
子
の
弟
子
の
曽
子
と
孫
の
子
思
の
両
極
端
の
政
治
行
動
を
批
評
し
て
、 

「
こ
れ
に
つ
い
て
孟
子
は
こ
の
〔
曽
子
と
子
思
と
の
〕
二
人
の
態
度
を
批
評
し
て
い
わ
れ

た
。「
曽
子
と
子
思
は
一
見
行
動
は
正
反
対
だ
が
、
守
る
道
は
同
じ
だ
。
曽
子
は
賓
師
で
あ
り
、

父
兄
と
い
う
尊
い
立
場
に
あ
っ
た
が
、
子
思
は
臣
下
で
あ
り
、〔
君
と
比
べ
て
〕
賤
し
い
立
場

に
あ
っ
た
。
〔
立
場
が
違
う
と
、
つ
れ
て
責
任
も
違
っ
て
く
る
も
の
だ
〕
。
も
し
も
曽
子
と
子

思
と
が
立
場
を
取
り
か
え
た
ら
、
や
は
り
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
に
相
違
な
い
。」
と
、
言
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孟
子
は
、
伯
夷
や
尹
伊
の
頑
固
な
政
治
行
動
と
比
較
し
て
、
孔
子
の
臨
機
応
変
な
行
動
に

つ
い
て
高
く
評
価
し
て
、
孔
子
を
諸
聖
人
の
中
で
最
高
の
聖
人
と
し
て
高
く
評
価
す
る
。 

「〔
と
こ
ろ
で
、
二
人
〈
伯
夷
と
伊
尹
ー
筆
者
注
〉
と
は
ち
が
っ
て
〕
仕
え
た
ほ
う
が
よ
い

と
き
は
仕
え
、
や
め
た
ほ
う
が
よ
い
と
き
は
や
め
、
長
く
い
て
よ
い
と
き
は
長
く
い
る
し
、

早
く
立
ち
去
る
方
が
よ
い
と
き
に
は
、
サ
ッ
サ
と
立
ち
去
る
の
が
、
孔
子
の
や
り
方
で
あ
る
。

こ
の
三
人
は
い
ず
れ
も
古
の
聖
人
で
あ
る
。
自
分
な
ど
に
は
ど
れ
一
つ
と
し
て
ま
ね
は
で
き

な
い
が
、
し
か
し
理
想
と
し
て
は
孔
子
を
学
び
た
い
の
で
あ
る
」(

三
七)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
孔
子
の
行
動
に
つ
い
て
、
程
伊
川
は
次
の
よ
う
に
評
語
し
て
い
る
。 

「
仕
え
て
よ
け
れ
ば
仕
え
る
し
、
役
を
止
め
て
よ
け
れ
ば
止
め
る
し
、
永
く
居
て
よ
け
れ

ば
永
く
居
る
し
、
速
や
か
に
去
っ
て
よ
け
れ
ば
速
や
か
に
去
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
時
で
あ

り
、
必
ず
中
に
道
に
合
う
。
故
に
君
子
は
時
中
す
る
と
い
う
。」(

程
氏
外
書
六)

と
あ
る
。 

こ
の
資
料
を
引
用
し
た
市
川
氏
は
、「
こ
れ
は
孟
子
の
孔
子
評(

公
孫
丑
上
篇)

の
う
ち
か
ら
、

｢

時｣

を
抽
出
し
、
時
に
よ
っ
て
聖
人
の
行
動
に
変
化
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、

そ
こ
に
は
、
聖
人
な
り
君
子
な
り
の
行
動
と
い
う
条
件
が
附
け
て
あ
る
。
私
意
計
較
に
よ
る

進
退
の
否
定
さ
れ
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
聖
人
・
君
子
と
い
う
条
件
の
附
く
の
は
、

人
の
誠
意
が
重
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。」(

三
八)

と
、
批
評
し
て
い
る
。 

し
か
し
こ
こ
に
は
、
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。 

一
つ
は
、
程
伊
川
は
、「
孔
子
の
臨
機
応
変
な
両
極
端
を
飛
び
跳
ね
る
行
動
は
、
中
庸
の
道

に
合
し
て
、
状
況
の
変
化
に
ぴ
っ
た
り
合
う
ー
時
中
の
行
動
だ｣

と
言
う
。
伊
川
は
、
臨
機
応

変
＝
権
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
を
具
体
的
に
説
明
し
て
い
る
。
孔
子
は
、
現

在
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
正
し
く
状
況
判
断
を
し
て
、
両
極
端
を
飛
び
跳
ね
て
行
動
し
て

い
る
、
権
の
あ
る
中
庸
と
は
こ
の
よ
う
な
行
動
だ
と
い
う
。
こ
れ
に
は
賛
成
す
る
。 

し
か
し
二
つ
目
の
問
題
で
あ
る
、
市
川
氏
の
「
私
意
計
較
の
進
退
は
否
定
さ
れ
て
い
る
」

と
、
孔
子
の
行
動
は
、
私
欲
の
行
為
が
許
さ
れ
な
い
公
的
な
行
動
の
み
と
い
う
意
見
に
は
、

資
料
的
根
拠
が
な
い
か
ら
、
賛
成
し
か
ね
る
。 

と
こ
ろ
で
孟
子
は
、
先
に
引
用
し
た
孔
子
の
行
動
資
料
の
前
文
に
お
い
て
、 

「
公
孫
丑
は
さ
ら
に
ま
た
〔
し
つ
こ
く
〕
た
ず
ね
た
。「
で
は
、
伯
夷
や
伊
尹
は
い
か
が
で

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
〔
二
人
は
〕
そ
れ
ぞ
れ
行
き
方
が
ち
が
う
。

仕
え
て
よ
い
と
思
う
主
君
で
な
け
れ
ば
仕
え
な
い
し
、
使
っ
て
も
よ
い
と
思
う
人
民
で
な
け

れ
ば
使
わ
な
い
。
世
の
中
が
よ
く
治
ま
っ
て
お
れ
ば
、
進
ん
で
仕
え
〔
政
治
に
あ
ず
か
〕
る

が
、
乱
れ
て
お
れ
ば
隠
遁
す
る
の
が
、
伯
夷
の
や
り
方
で
あ
る
。
ま
た
ど
ん
な
主
君
に
で
も

仕
え
、
ど
ん
な
人
民
で
も
使
い
、
世
の
中
が
治
ま
っ
て
い
よ
う
と
乱
れ
て
い
よ
う
と
、
無
頓

着
に
い
つ
で
も
仕
え
〔
政
治
に
た
ず
さ
わ
〕
る
の
が
、
伊
尹
の
や
り
方
で
あ
る
。」(

三
九)

と
、

い
う
前
提
条
件
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
伯
夷
と
伊
尹
の
行
動
と
比
較
し
て
、
孔
子
の
行
動
を

高
く
評
価
し
た
の
が
、
先
に
引
用
し
た
孔
子
へ
の
評
語
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
伯
夷
と
伊
尹
の
行
動
は
、
対
極
的
な
の
で
あ
り
、
両
者
の
政
治
行
動
は
、
文
章
を

読
め
ば
よ
く
理
解
で
き
る
。
両
者
は
自
己
中
心
的
な
気
ま
ま
な
行
動
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

公
と
私
の
行
為
が
両
方
と
も
存
在
し
て
い
る
。
孔
子
の
行
動
も
、
自
分
の
内
面
的
判
断
で
豹

変
す
る
の
で
あ
り
、
公
権
力
意
識
を
貫
こ
う
と
す
れ
ば
、
気
分
し
だ
い
で
行
動
を
豹
変
さ
す

こ
と
は
で
き
な
い
。
豹
変
行
動
は
自
分
の
身
を
守
る
私
的
な
道
で
も
あ
る
。
中
庸
と
は
両
極

端
の
真
ん
中
を
執
る
思
想
な
の
で
あ
る
か
ら
、
善
悪
や
公
私
の
真
ん
中
を
執
る
立
場
で
あ
り
、

善
と
悪
を
、
公
と
私
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
兼
ね
合
わ
せ
る
の
が
、
中
庸
思
想
な
の
で
あ
る
。 

次
に
問
題
に
す
る
の
は
、
金
谷
氏
が
、
中
庸
思
想
の
中
を
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
に

導
い
た
資
料
―
「
子
曰
わ
く
、
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
。
舜
は
問
う
こ
と
を
好
み
、
而
し
て

邇
言
を
察
す
る
こ
と
を
好
み
、
悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
り
て
、
そ
の
中
を

民
に
用
す
。
そ
れ
斯
を
以
て
舜
と
為
す
か
」
と
。」
―
で
あ
る
。 
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よ
く
つ
く
し
た
の
で
、
さ
す
が
頑
迷
固
陋
な
父
の
瞽
瞍
で
さ
え
も
と
う
と
う
心
か
ら
悦
び
満

足
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
瞽
瞍
で
さ
え
も
悦
び
満
足
し
た
の
で
、
天
下
の
子
た
る
者
は
み
な

感
化
さ
れ
て
孝
行
を
つ
く
す
よ
う
に
な
っ
た
。
か
よ
う
に
瞽
瞍
で
さ
え
も
心
か
ら
悦
び
満
足

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
天
下
の
父
子
の
間
の
道
徳
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
こ
れ
こ
そ
、
天
下
を
感
化
し
た
大
孝
と
い
う
べ
き
で
あ
る
」（
三
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
こ
で
気
に
な
る
の
は
小
林
氏
が
、「
実
に
富
貴
の
極
み
で
あ
り
、
誰
し
も
望
む
と
こ
ろ
だ

が
」
と
、
現
代
訳
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
訳
に
よ
る
と
、
舜
は
天
子
に
な
り
天
下
の

富
貴
を
私
し
た
よ
う
な
訳
に
な
る
が
、
原
文
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
。 

原
文
は
、「
孟
子
曰
、
天
下
大
悦
而
將
帰
己
、
視
天
下
悦
而
帰
己
、
猶
草
芥
也
、
惟
舜
為
然
、

不
得
乎
親
、
不
可
以
為
人
、
不
順
乎
親
、
不
可
以
為
子
、
舜
盡
事
親
之
道
、
而
瞽
瞍
底
豫
、

瞽
瞍
底
豫
、
而
天
下
化
、
瞽
瞍
底
豫
、
而
天
下
之
為
父
子
者
定
、
此
之
謂
大
孝
」
と
あ
り
、

舜
に
天
下
の
人
民
が
帰
伏
し
た
、
尭
か
ら
舜
へ
の
公
権
力
の
禅
譲
説
話
を
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
尭
・
舜
の
禅
譲
の
経
緯
に
つ
い
て
孟
子
は
、

「
と
こ
ろ
が
、
天
下
の
諸
侯
で
拝
謁
に
く
る
者
は
、
尭
の
子
丹
朱
の
方
へ
は
行
か
な
い
で
、

み
な
舜
の
方
へ
来
る
。
裁
判
を
願
う
者
は
、
尭
の
子
の
方
へ
は
行
か
な
い
で
。
み
な
舜
の
方

へ
来
る
。
ま
た
徳
を
ほ
め
頌
え
る
者
は
、
尭
の
子
を
ほ
め
頌
え
な
い
で
、
み
な
舜
を
ほ
め
頌

え
る
と
言
う
有
様
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
は
ま
さ
に
天
意
で
あ
る
と
い
う
の
だ
。
こ
う
な
っ

た
の
で
や
む
な
く
、
舜
も
つ
い
に
都
に
戻
っ
て
は
じ
め
て
天
子
の
位
に
即
い
た
の
で
あ
る
。

も
し
も
こ
れ
が
尭
の
崩
御
の
後
、
そ
の
ま
ま
尭
の
御
殿
に
居
す
わ
っ
て
、
尭
の
子
を
お
ど
し

て
む
り
や
り
に
天
子
の
位
に
即
い
た
の
な
ら
、
そ
れ
は
奪
っ
た
と
い
う
も
の
、
決
し
て
天
が

与
え
た
と
い
う
も
の
だ
と
は
い
え
な
い
。
」
（
三
五
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
尭
か
ら
舜
へ
の
禅

譲
は
、
天
下
を
私
し
な
い
舜
の
公
権
力
意
識
に
天
下
の
万
民
は
帰
順
し
た
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
尭
の
天
下
万
民
を
軽
視
し
て
親
に
孝
行
を
尽
し
た
資
料
の
解
釈
は
、
公
権
力
＝
墨

翟
の
博
愛
主
義
か
ら
私
権
力
＝
楊
朱
の
個
人
主
義
・
家
族
主
義
へ
と
豹
変
し
て
、
混
乱
し
て

い
た
家
族
道
徳
の
秩
序
を
安
定
化
さ
せ
た
、
新
天
子
・
舜
の
政
治
行
動
の
豹
変
行
動
を
伝
え

た
資
料
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
権
あ
る
中
庸
思
想
―
両
極
端
を
臨
機
応
変
に
飛

び
移
り
、
長
所
で
あ
る
両
極
端
思
想
を
一
〇
〇
％
生
か
し
た
上
で
、
両
極
端
の
バ
ラ
ン
ス
や

均
衡
状
態
を
実
現
す
る
方
法
論
を
図
式
化
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
に
述
べ
て
き
た
権
の
あ
る
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
実
例
を
述

べ
て
お
き
た
い
。
孔
子
も
孟
子
も
、
君
子
の
条
件
と
し
て
柔
軟
性
の
あ
る
思
考
や
行
動
を
要

求
し
て
い
る
の
は
、
一
つ
の
思
考
や
行
動
に
固
執
し
て
い
て
は
、
状
況
の
変
化
に
上
手
く
対

応
し
て
臨
機
応
変
な
執
中
有
権
の
行
動
＝
中
庸
思
想
の
行
動
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
殷
の
湯
王
の
政
治
を
、「
孟
子
が
言
わ
れ
た
・
・
殷
の
湯
王
は
中
庸
の
道
を

固
く
守
り
、
賢
者
を
採
用
す
る
に
は
貴
賎
・
親
疎
を
問
わ
ず
、
決
ま
っ
た
順
序
な
ど
な
か
っ

た
」（
三
六
）
と
、
言
う
。
原
文
は
、「
孟
子
曰
く
、・
・
・
湯
執
中
立
賢
無
方
」
と
あ
り
、
湯

王
は
賢
人
を
採
用
す
る
の
に
、
貴
賎
や
親
疎
を
問
わ
な
い
で
、
そ
の
両
極
端
の
中
を
し
っ
か

り
握
り
、
あ
る
時
は
高
い
身
分
か
ら
、
あ
る
時
は
卑
し
い
身
分
か
ら
、
あ
る
時
は
親
族
か
ら
、

あ
る
時
は
疎
遠
者
か
ら
、
臨
機
応
変
に
賢
人
を
採
用
し
て
、
賢
者
の
抜
擢
に
は
、
決
ま
っ
た

方
法
な
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
が
権
の
あ
る
中
庸
の
実
現
方
法
の
実
例
な
の
で
あ
る
。 

中庸思想の実現方法論　―対の思想から考察した中庸政治思想の構造論研究（二）― 107（92）



孔
子
と
同
様
の
事
を
孟
子
は
、
君
子
の
人
格
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
〔
行
い
が
正
し
い
が
〕
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一

つ
の
こ
と
ば
か
り
ど
こ
ま
で
も
固
執
し
て
融
通
の
利
か
な
い
の
を
悪
み
き
ら
う
か
ら
で
あ

る
。」（
三
一
）
と
、「
執
一
を
悪
む
」
と
言
う
。
君
子
は
一
つ
の
こ
と
ば
か
り
に
何
時
ま
で
も

拘
ら
な
い
、
臨
機
応
変
性
・
柔
軟
性
の
あ
る
思
考
や
行
動
を
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
楊
子
の
個
人
主
義
と
墨
子
の
博
愛
主
義
の
一
極
端
思
想
に
固
執
す
る
の
を
嫌
い
、

両
者
を
包
含
し
て
臨
機
応
変
に
中
庸
の
道
を
実
践
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。
今
も

う
一
度
、
こ
れ
に
関
係
し
た
個
所
の
み
あ
げ
て
、
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

「
し
か
し
あ
く
ま
で
も
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機
応
変
の

処
置
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
固
執
し

て
、
他
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
。
わ
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
固
執
し
て

融
通
の
き
か
な
い
の
を
い
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ

で
は
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所
を
捨
て
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
か
ら
だ
。」（
三
二
）
と
、
言
う
。

原
文
は
、「
所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
、
挙
一
而
廃
百
也
」
で
あ
る
。
直
訳
す
る
と
、「
私

=

孟
子
は
、
一
点
ば
か
り
に
拘
っ
て
い
る
の
を
憎
む
の
は
、
其
れ
（
執
一
）
は
、
正
し
い
中
庸

の
道
を
害
す
る
か
ら
だ
。
一
つ
の
長
所
だ
け
に
拘
り
、
多
く
の
長
所
を
無
視
し
て
な
く
し
て

し
ま
う
か
ら
だ
」
と
言
う
の
が
、
そ
の
内
容
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
孟
子
の
言
う
事
を
論
理
的
に
説
明
す
る
と
、
一
極
端
に
拘
ら
な
い
で
、
両
極
端
の

長
所
を
一
〇
〇
％
生
か
し
て
中
庸
を
執
る
に
は
、
両
極
端
を
運
動
論
的
に
臨
機
応
変
に
乗
り

換
え
て
、
力
学
的
に
両
極
端
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
事
で
あ
る
。
子
莫
の
よ
う
に
一
極

端
に
何
時
ま
で
も
拘
ら
な
い
で
、
両
極
端
の
相
矛
盾
す
る
思
想
に
運
動
論
的
に
飛
び
移
る
事

で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
中
権
の
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
方
法
論
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
梁
の
恵
王
に
、
次
の
よ
う
に
博
愛
主
義
の
大
切
さ
を
言
っ
て
い
る
。 

「
孟
子
は
梁
の
恵
王
に
お
目
に
か
か
っ
た
。
王
様
は
ち
ょ
う
ど
広
い
お
庭
の
池
の
ほ
と
り

に
立
た
れ
、
大
雁
や
小
雁
や
大
鹿
や
小
鹿
な
ど
を
眺
め
な
が
ら
い
わ
れ
た
。「
賢
者
も
〔
わ
た

し
た
ち
の
よ
う
に
〕
こ
の
よ
う
な
も
の
を
見
て
楽
し
む
の
だ
ろ
う
か
。
」
孟
子
は
お
答
え
し
て

い
わ
れ
た
。「
賢
者
で
あ
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
こ
れ
ら
の
も
の
が
楽
し
め
る
の
で
す
。・
・
・

そ
れ
と
い
う
の
も
、
古
の
賢
人
は
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ま
な
い
で
、
人
民
と
い
っ
し
ょ
に
楽

し
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
ほ
ん
と
う
に
楽
し
め
た
の
で
す
。
〔
書
経
の
〕
湯
誓
篇
に
、
〔
人
民
は
夏

の
桀
王
を
太
陽
に
な
ぞ
ら
え
て
〕『〔
あ
あ
、
苦
し
い
。〕
こ
の
大
陽
は
い
っ
た
い
、
い
つ
亡
び

る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
時
が
く
る
な
ら
、
自
分
も
い
っ
し
ょ
に
亡
ん
だ
と
て
か
ま
わ
な
い
』
と

い
っ
て
呪
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
ん
な
に
人
民
か
ら
『
い
っ
し
ょ
に
な
ら
、
こ
の
身
を
棄

て
て
も
か
ま
わ
ぬ
』
と
ま
で
怨
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
は
、
い
く
ら
立
派
な
台
や
池
や
鳥
・

獣
が
あ
っ
た
と
て
、
い
つ
ま
で
も
自
分
ひ
と
り
で
楽
し
ん
で
な
ど
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
や
。」（
三

三
）
と
、
恵
王
の
政
治
的
欠
陥
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
個
人
主
義
的
な
享
楽
ば
か
り
に
溺

れ
て
い
る
恵
王
は
、
夏
の
桀
王
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
身
を
滅
ぼ
す
結
末
を
招
く
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
て
、
人
民
と
一
緒
に
楽
し
む
よ
う
に
と
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。 

恵
王
に
述
べ
た
個
人
主
義
的
楽
し
み
か
ら
博
愛
主
義
へ
の
価
値
転
換
の
必
要
性
を
説
い
た

主
張
と
は
、
全
く
逆
の
発
言
も
、
孟
子
は
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
天
下
の
民
が
み
な
大
い
に
悦
ん
で
自
分
に
帰
伏
し
て
、
天
子
に
推

し
戴
こ
う
と
す
れ
ば
、
実
に
富
貴
の
極
み
で
あ
り
、
誰
し
も
望
む
と
こ
ろ
だ
が
、
天
下
の
民

が
大
い
に
悦
ん
で
自
分
に
帰
伏
す
る
の
を
見
て
も
、
い
っ
こ
う
に
草
や
芥
の
よ
う
に
何
と
も

思
わ
な
い
の
は
、
た
だ
舜
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
〔
た
と
い
天
子
に
な
っ
た
と
て
〕

親
に
信
用
さ
れ
な
い
よ
う
で
は
、
人
間
た
る
資
格
が
な
い
し
、
親
に
悦
ば
れ
な
い
よ
う
で
は
、

人
の
子
た
る
資
格
は
な
い
か
ら
だ
。
そ
れ
故
、
舜
は
こ
う
い
う
気
持
ち
で
親
に
仕
え
る
道
を
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す
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
時
中
を
得
る
こ
と
で
あ
る
。」（
二
八
）
と
、
中
の
意
味
を
述
べ
る
。 

し
か
し
こ
れ
も
適
切
な
解
説
で
は
な
い
。
確
か
に
宇
野
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
中
と
は
、

数
学
的
な
五
で
も
、
ま
た
円
の
中
心
で
も
な
い
こ
と
は
、
是
認
す
る
。
ま
た
執
一
は
、
孟
子

自
身
が
中
庸
で
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
是
認
す
る
。
問
題
は
「
そ
の
時
期
に

適
い
て
過
不
及
な
き
、
時
中
を
得
る
こ
と
」
か
、
否
か
で
あ
る
。

 

し
か
し
「
中
を
執
る
」
、
「
そ
の
両
端
を
執
っ
て
」
と
い
う
意
味
は
、
金
谷
氏
が
累
説
し
て

い
る
よ
う
に
、
両
端
を
し
っ
か
り
生
か
し
て
中
を
執
る
こ
と
で
あ
り
、
両
極
端
の
肯
定
で
あ

り
、
宇
野
氏
の
言
う
過
不
及
は
、
両
極
端
の
否
定
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
理
論
は
成
立
し
な
い
。 

ま
た
時
中
を
得
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
も
な
い
。
程
伊
川
が
言
う
よ
う
に
、
権
あ
る
中

庸
は
、
時
中
す
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
だ
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
時
中
を
得
る
こ
と
は
、

有
権
の
中
庸
の
必
要
条
件
で
あ
る
。
従
っ
て
「
中
を
執
る
」
、
「
そ
の
両
端
を
執
っ
て
」
と
言

う
意
味
は
、
権
＝
臨
機
応
変
に
両
極
端
を
生
か
し
て
、
真
ん
中
を
執
る
と
言
う
意
味
で
あ
る
。 

こ
れ
を
思
想
論
上
に
展
開
す
れ
ば
、
博
愛
主
義
が
当
為
と
思
え
ば
博
愛
主
義
に
お
り
、
個

人
主
義
が
当
為
と
思
え
ば
個
人
主
義
に
お
り
、
両
極
端
を
一
〇
〇
％
生
か
し
て
臨
機
応
変
的

に
両
極
を
完
全
に
生
か
し
て
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
の
が
、
権
あ
る
中
庸
思
想
な
の
で
あ
る
。

従
っ
て
状
況
に
適
応
し
て
い
る
と
思
え
ば
、
あ
る
時
は
博
愛
主
義
者
に
な
り
、
あ
る
時
は
個

人
主
義
者
に
な
る
事
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
時
の
状
況
判
断
に
よ
り
、
博
愛
主
義
的
行

動
を
し
た
り
、
そ
れ
と
反
対
に
個
人
主
義
的
行
動
を
し
た
り
す
る
こ
と
ー
状
況
の
変
化
に
応

じ
て
両
極
端
の
立
場
を
完
全
に
豹
変
さ
せ
る
こ
と
ー
が
、
権
の
あ
る
中
庸
な
の
で
あ
る
。
こ

れ
が
結
果
と
し
て
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
方
法
論
に
な
る
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
て
き
た
孟
子
の
子
莫
批
判
と
、
市
川
氏
が
紹
介
し
た
程
伊
川
の
権
あ
る
中
庸

論
を
踏
ま
え
て
、
中
権
の
中
庸
論
の
実
現
方
法
の
結
論
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

 

有
権
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
は
、
両
極
端
が
長
所
で
あ
る
以
上
、
両
極
端
を
温
存
し

た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
長
所
で
あ
る
両
極
端
が
一
〇
〇
％
生
き
て
い
る
権

あ
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
両
極
端
の
重
さ
を
常
に
計
り
、
そ
の
時
々
の
状
態

を
計
測
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
均
衡
状
態
が
崩
れ
て
、
博
愛
主
義
が
個
人
主
義
よ

り
重
く
な
っ
て
い
れ
ば
、
当
為
と
し
て
博
愛
主
義
か
ら
臨
機
応
変
に
立
場
を
替
え
て
、
個
人

主
義
に
飛
び
移
る
。
逆
に
個
人
主
義
が
博
愛
主
義
よ
り
重
く
な
っ
て
い
れ
ば
、
当
為
と
し
て

博
愛
主
義
に
臨
機
応
変
に
立
場
を
替
え
て
飛
び
移
り
、
運
動
論
的
に
両
極
端
を
執
り
、
両
極

端
思
想
の
重
さ
の
水
平
バ
ラ
ン
ス
を
、
結
果
論
と
し
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
は
、
市
川
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
目
的
を

実
現
す
る
た
め
の
一
時
的
便
法
」
論
な
の
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
実
例
を
二
―
三
あ
げ
て
み

て
見
た
い
。
君
子
は
豹
変
す
る
と
い
う
諺
が
あ
る
が
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
資
料
を
示
す
と
、

 

「
子
夏
が
い
っ
た
、｢

君
子
に
は
三
種
の
変
化
が
あ
る
。
離
れ
て
見
る
と
お
ご
そ
か
で
、
そ

ば
に
よ
る
と
お
だ
や
か
で
、
そ
の
言
葉
を
聞
く
と
き
び
し
い
。｣(

二
九)

と
、
子
夏
は
述
べ
て

い
る
。
離
れ
て
い
て
見
る
時
と
、
傍
に
近
づ
く
時
と
、
言
葉
を
聞
く
時
で
は
、
そ
の
時
の
状

況
の
変
化
に
よ
り
、
君
子
は
豹
変
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

 

君
子
は
、
立
場
や
状
況
次
第
で
は
、
全
く
両
極
端
を
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
、
自
己
の
態

度
を
一
八
〇
度
変
化
さ
し
て
、
両
極
端
の
バ
ラ
ン
ス
や
均
衡
を
執
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ

の
豹
変
行
動
こ
そ
が
、
有
権
＝
臨
機
応
変
に
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
方
法
論
な
の
で
あ
る
。 

孔
子
は
、
君
子
の
条
件
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
先
生
が
い
わ
れ
た
、

「
君
子
は
正
し
い
け
れ
ど
も
、
馬
鹿
正
直
で
は
な
い(

不
諒)

。」（
三
〇
）
と
。
金
谷
氏
は
注
に

お
い
て
、「
諒
」
の
意
味
を
説
明
し
て
、「「
諒
」
は
信
の
意
味
。
こ
こ
で
は
善
悪
を
考
え
ず
に

ど
こ
ま
で
も
お
し
通
す
こ
と
。｣

と
、
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
金
谷
氏
の
注
に
従
う
な
ら
ば
、

孔
子
は
、
君
子
の
条
件
と
し
て
、
善
悪
を
考
え
な
い
で
強
引
に
も
の
ご
と
を
押
し
通
さ
な
い
、

臨
機
応
変
に
柔
軟
性
の
あ
る
思
考
や
行
動
を
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。 
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の
あ
る
中
と
は
、
真
ん
中
の
一
点
を
き
っ
ち
り
と
守
る
固
定
的
な
窮
屈
な
も
の
で
は
な
く
て
、

お
お
よ
そ
の
中
ほ
ど
と
し
て
、
は
ば
の
あ
る
融
通
性
を
持
っ
た
中
な
の
で
す
。(

二
六)

と
述
べ

て
、
孟
子
の｢

権｣

あ
る
中
庸
を
、
直
線
方
向
に
お
け
る
六
を
中
心
に
し
て
、
五
や
七
で
も
よ

い
と
い
う
よ
う
な
固
定
的
で
な
い
融
通
性
の
あ
る
中
と
し
て
い
る
。
し
か
し
金
谷
氏
の
言
う

よ
う
な
、
直
線
的
方
向
で
の
融
通
性
の
あ
る｢

権｣

あ
る
中
庸
説
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。
五
や
七

で
も
固
定
す
れ
ば
、
す
で
に
一
つ
の
極
端
で
あ
り
、
臨
機
応
変
性
の
あ
る
権
あ
る
中
庸
で
な

い
の
で
あ
る
。
中
は
絶
対
に
中
で
あ
り
、
真
ん
中
か
ら
外
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

問
題
②
―
市
川
安
司
氏
は
、「
伊
川
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
春
秋
は
事
件
に
即
し
て
、
そ
の
時

そ
の
所
の
理
が
表
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
微
言
に
よ
っ
て
大
儀
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た

が
、・
・
・
」
と
述
べ
て
、
伊
川
の｢

権｣

を
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

「
春
秋
は
何
を
標
準
に
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
中
庸
が
第
一
だ
し
、
中
庸
の
理
解
に
は
権

が
一
番
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
時
に
応
じ
て
中
な
る
こ
と( ｢
時
而
為
中｣

―
時
中
―
筆
者
注)

が
必

要
な
の
だ
。
例
え
ば
、
懸
命
に
働
く
か
家
に
ひ
き
こ
も
る
か
と
い
う
ば
あ
い
、
そ
の
中
間
を

取
ろ
う
と
す
る
な
ら(

二
者
之
間
取
中
―
孟
子
の
子
莫
批
判
と
同
様)
、
そ
れ
は
中
と
は
違
う
。

懸
命
に
働
く
べ
き
な
ら
ば
、
そ
こ
に
中
が
形
成
さ
れ
る
し
、
家
に
ひ
き
こ
も
る
べ
き
な
ら
ば
、

そ
こ
に
中
が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
権
は
は
か
り
の
分
銅
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
何
が
権

か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
義
で
あ
る
。
・
・
・(

程
子
遺
書
一
五)

」
と
、
伊
川
の
権
の
説
を
註
釈

し
た
。
そ
し
て
市
川
氏
は
、
伊
川
の
権
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

「
こ
の
分
銅
の
移
動
に
よ
っ
て
、
物
の
重
さ
が
量
れ
る
。
従
っ
て
、
権
に
は
「
変
」
と
い

う
意
味
も
出
て
く
る
。
変
と
は
常
に
対
す
る
概
念
で
、
常
が
正
常
の
意
味
を
も
つ
な
ら
ば
ー

権
は
正
に
対
す
る
概
念
―
、
変
と
は
あ
る
目
的
を
達
す
る
た
め
の
「
一
時
的
方
便
」
の
意
味

を
持
つ
で
あ
ろ
う
。」(

二
七)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

伊
川
に
よ
れ
ば
、
孟
子
が
子
莫
を
批
判
し
た
の
と
同
様
に
、
両
極
端
の
中
間
は
真
の
中
庸

で
は
な
い
、
権
＝
臨
機
応
変
な
当
為
と
し
て
の
行
動
こ
そ
が
、
真
の
中
庸
な
の
だ
と
い
う
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
当
為
で
あ
れ
ば
、
両
極
端
で
あ
る
一
に
い
て
も
よ
い
し
、
一
〇
に
い
て
も

よ
い
の
で
あ
る
。
こ
の
様
に
市
川
氏
は
、
権
を
常
に
対
立
す
る
「
変
」
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
こ
に
金
谷
氏
と
の
「
権
」
の
理
解
の
違
い
が
あ
り
、
伊
川
は
、｢

懸
命
に
働
い
て
い
る
中

に
も
当
為
で
あ
れ
ば
中
庸
が
あ
り
、
ま
た
家
に
引
き
こ
も
っ
て
い
る
場
合
で
も
当
為
で
あ
れ

ば
そ
こ
に
中
庸
が
あ
る｣

と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
極
端
の
長
所
の
中
に
、
各
々
の
中
庸

が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
原
文
に
は
、「
春
秋
以
為
準
、
無
如
中
庸
、
欲
知
中
庸
、
無
如
権
、

須
是
時
而
為
中
」
と
あ
り
、
程
伊
川
に
よ
れ
ば
、
権
と
は
臨
機
応
変
な
行
動
に
よ
り
中
庸
を

実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
有
権
に
は
、
必
ず
「
そ
の
時
々
の
状
況
に
的
中
し
た
時
中
の

行
動
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
」
と
、
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
両
極
を
臨
機
応
変
に
豹
変
し

て
中
を
執
る
こ
と
、
こ
の
執
中
が
権
あ
る
中
庸
思
想
な
の
で
あ
る
。 

問
題
③
―
宇
野
精
一
氏
は
、「
そ
も
そ
も
中
と
は
儒
家
に
あ
っ
て
尭
舜
以
来
の
教
え
で
あ
っ

て
、
尭
が
位
を
舜
に
譲
ら
ん
と
す
る
と
き
、「
允
に
そ
の
中
を
執
れ
」
と
教
え
、
舜
も
ま
た
禹

に
教
う
る
に
こ
の
語
を
も
っ
て
し
た
。（『
論
語
』
尭
曰
篇
参
照
）・
・
・
故
に
今
一
層
精
密
に

そ
の
意
味
を
論
じ
て
み
よ
う
と
思
う
。
彼
は
孔
子
が
か
つ
て
舜
を
評
し
た
語
を
引
用
し
て
い

わ
く
、 

舜
は
そ
れ
大
知
か
。
舜
は
問
う
こ
と
を
好
み
、
邇
言
を
察
す
る
を
好
み
、
悪
を
隠
し
て
善

を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
っ
て
そ
の
中
を
民
に
用
ゆ
。
そ
れ
こ
れ
も
っ
て
舜
と
な
す
か
。 

こ
れ
す
な
わ
ち
中
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
の
両
端
を
執
っ
て
そ
の
中
を
民
に
用
ゆ
と
は
、
数
学

的
に
二
と
八
と
の
中
は
、
そ
の
和
の
半
ば
、
す
な
わ
ち
五
と
い
う
が
ご
と
き
で
な
い
。
あ
る

い
は
又
幾
何
学
的
に
円
の
中
心
の
ご
と
く
、
前
後
左
右
に
偏
倚
す
る
こ
と
な
き
の
謂
い
で
も

な
い
。
あ
る
い
は
又
孟
子
の
い
わ
ゆ
る
中
を
執
っ
て
権
な
け
れ
ば
、
な
お
一
を
執
る
が
ご
と

し
（
尽
心
上
篇
）
の
執
一
の
中
で
も
な
い
。
そ
の
時
宜
に
適
い
て
過
不
及
な
き
こ
と
、
換
言
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は
い
わ
れ
た
、「
殷
で
は
〔
そ
の
前
の
王
朝
〕
夏
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
、
廃
止
し
た

り
加
え
た
り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。
周
で
も
殷
の
諸
制
度
を
う
け
つ
い
で
い
て
、
廃
止
し

た
り
加
え
た
り
し
た
あ
と
が
よ
く
分
る
。〔
だ
か
ら
〕
も
し
周
の
あ
と
を
継
ぐ
も
の
が
あ
れ
ば
、

た
と
い
百
代
さ
き
で
も
分
る
わ
け
だ
。」（
二
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

礼
制
度
は
、
夏
―
殷
―
周
の
各
王
朝
に
お
い
て
、
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
和
の
中

庸=

礼
制
度
の
再
編
方
法
は
、
先
の
王
朝
の
礼
制
度
を
基
礎
に
し
て
、
増
や
し
た
り
削
っ
た
り

し
て
礼
制
度
を
作
り
直
し
て
お
り
、
夏
、
殷
、
周
で
は
増
損
さ
れ
て
異
な
る
、
と
言
う
。 

つ
ま
り
夏
→
殷
→
周
の
礼
制
度
が
、
夏
の
礼
制
を
基
準
に
し
た
殷
に
お
い
て
は
増
損
さ
れ

て
礼
制
が
変
わ
り
、
殷
の
礼
制
を
基
準
に
し
た
周
に
お
い
て
は
増
損
さ
れ
て
礼
制
が
変
化
し

た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
礼
制
＝
中
庸
を
決
定
す
る
両
極
端
へ
の
価
値
基
準
が
、
時
代
の

変
遷
に
よ
り
変
化
し
て
き
た
結
果
、
生
じ
て
き
た
礼
制
の
変
更
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
二
五
）。
従
っ
て
両
極
端
を
否
定
し
て
消
去
し
た
中
和
の
中
庸
制
度
の
制
度
化
物
で
あ
る

礼
制
度
は
、
時
代
の
変
化
に
従
い
順
応
し
て
、
改
変
を
繰
り
返
し
て
い
て
、
こ
の
礼
制
の
変

化
の
事
実
を
通
し
て
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。 

 

三

中
庸
思
想
の
実
現
方
法
―
執
中
有
権
論 

 

拙
稿
（
一
）
に
述
べ
た
様
に
両
端
を
長
所
と
し
て
肯
定
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
権

あ
る
中
庸
の
こ
と
で
あ
り
、
権
と
は
第
一
義
的
に
は
秤
の
分
銅
で
あ
る
か
ら
、
両
端
の
重
さ

を
計
っ
て
、
そ
れ
が
同
じ
重
さ
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
両
端
の
重
さ
が
五
分
五
分
に
均
衡
が

執
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
権
と
は
、
第
二
義
的
に
は
臨
機
応
変
の
処
置

の
意
味
で
あ
る
か
ら
、
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
は
、
長
所
で
あ
る
両
端
を
一

〇
〇
％
生
か
し
な
が
ら
、
臨
機
応
変
に
処
置
し
て
両
端
の
重
さ
を
均
衡
あ
る
状
態
に
す
る
こ

と
で
あ
る
。
従
っ
て
今
度
は
逆
に
、
一
体
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
、
孟
子
が
子
莫
批
判
に
言
う

よ
う
に
両
極
端
の
執
中
＝
執
一
に
拘
ら
ず
、
臨
機
応
変
に
両
極
端
思
想
の
長
所
を
一
〇
〇
％

生
か
し
た
、
有
権
＝
臨
機
応
変
性
の
あ
る
中
庸
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

拙
稿
（
一
）
に
お
い
て
、
孟
子
の
子
莫
批
判
を
紹
介
し
て
、
そ
の
要
点
は
、
④
と
⑤
に
述

べ
て
お
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
う
一
度
、
繰
り
返
し
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

要
約
④
―
子
莫
の
よ
う
に
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
の
両
極
端
思
想
の
中
間

を
執
っ
た
と
こ
ろ
で
、「
執
中
無
権
」
と
言
う
様
に
権
＝
分
銅
な
く
、
そ
の
中
間
を
固
定
的
に

執
る
だ
け
な
ら
ば
、
孟
子
が
言
よ
う
に
、
そ
れ
も
一
つ
の
極
端
思
想
で
あ
る
。
両
極
端
の
長

所
は
半
分
半
分
に
な
り
、
ま
た
両
端
の
重
さ
が
変
わ
っ
て
く
れ
ば
七
対
三
に
も
な
る
。
従
っ

て
子
莫
の
執
中
無
権
論
は
、
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
生
か
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
権

＝
秤
の
分
銅
を
用
い
て
臨
機
応
変
に
両
端
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、

両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
生
か
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
孟
子
は
、
執
一
を
憎
み
、
一
極

端
に
拘
ら
ず
に
、
有
権
＝
臨
機
応
変
に
行
動
し
て
、
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
全
て
生
か

し
て
中
間
を
執
れ
、
そ
れ
が
権
あ
る
中
庸
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

要
約
⑤
―
孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
一
極
端
思
想
に
固
執
す
る

の
を
嫌
い
、
両
者
を
一
〇
〇
％
完
全
に
包
含
し
て
、
有
権
＝
臨
機
応
変
に
両
極
端
を
生
か
し

た
中
庸
の
道
を
実
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。 

で
は
こ
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
、
孟
子
の
有
権
の
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
方
法
論
や
手
段

が
問
題
で
あ
る
。
そ
の
解
答
を
出
す
前
に
、
従
来
の
「
権
」
の
思
想
に
つ
い
て
の
学
説
の
問

題
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

問
題
①
―
金
谷
氏
は
、
こ
の
孟
子
の
子
莫
の
中
道
批
判
と
「
権
」
の
適
応
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
「｢
権｣

と
い
う
の
は
秤
の
分
銅
で
す
。
・
・
・
重
さ
に
応
じ
て
分
銅
は
左
右
に
動
く
わ

け
で
、
そ
こ
で
分
銅
と
い
う
こ
と
で
融
通
性
を
あ
ら
わ
し
た
の
で
す
。
孟
子
の
い
う
「
権
」
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て
き
て
御
機
嫌
伺
い
を
す
る
者
ま
で
あ
る
と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
孟
子
だ
け
は

い
っ
こ
う
に
王
驩
に
言
葉
を
か
け
よ
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
、
王
驩
は
不
愉
快
げ
に
い
っ
た
。

「
諸
君
は
み
な
こ
の
驩
に
挨
拶
の
言
葉
を
か
け
る
の
に
、
孟
先
生
だ
け
が
し
な
い
の
は
、
つ

ま
り
は
驩
を
軽
ん
じ
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
。
」
〔
あ
と
で
〕
孟
子
は
こ
れ
を
聞
い
て
い
わ
れ

た
。「
礼
の
お
き
て
に
よ
れ
ば
、
朝
廷
で
は
他
人
の
席
を
こ
え
て
人
と
話
を
せ
ず
、
階
段
を
へ

だ
て
て
互
い
に
礼
を
か
わ
さ
ぬ
も
の
だ
。〔
朝
廷
で
は
な
い
が
、
重
臣
た
ち
が
列
し
て
お
ら
れ

る
か
ら
〕
私
は
あ
の
喪
の
席
を
朝
廷
に
な
ぞ
ら
え
て
、
礼
式
に
従
っ
〔
て
右
師
に
挨
拶
し
な

か
っ
〕
た
ま
で
な
の
に
、
こ
の
私
が
子
敖
を
侮
っ
た
な
ど
と
い
う
の
は
、
お
か
し
な
こ
と
で

は
な
い
か
。
」(

二
一)

と
、
述
べ
て
い
る
。
政
治
状
況
に
振
り
回
さ
れ
な
い
で
、
頑
固
な
意
思

を
持
ち
、
礼
に
よ
る
政
治
行
動
を
し
た
孔
子
を
、
孟
子
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
、
決
し
て
権

力
者
に
媚
び
諂
い
を
し
な
い
の
が
、
孔
子
を
大
聖
人
と
仰
ぐ
孟
子
の
政
治
的
態
度
で
あ
っ
た
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
孔
子
や
孟
子
が
さ
か
ん
に
教
育
や
学
問
の
重
要
性
を
主
張
す
る

の
は
、
中
和
＝
礼
の
中
庸
思
想
を
実
現
さ
す
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
中
和
の
中
庸
思
想
の

実
現
方
法
論
は
、
短
所
で
あ
る
両
極
端
を
一
〇
〇
％
消
去
し
て
調
和
の
あ
る
中
庸
思
想
を
実

現
す
る
た
め
に
、
両
極
端
の
濃
度
を
常
に
計
っ
て
、
調
和
の
状
態
が
崩
れ
て
く
る
と
、
新
た

に
修
復
す
る
作
業
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
は
、
教
育
や
学
問
の
力
に
よ
り
、
既
存
の
思
想
を
否
定

し
て
新
し
く
創
造
し
た
制
作
物
な
の
で
あ
る
。
中
和
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
は
、
教
育
と

学
問
に
よ
り
欠
点
で
あ
る
両
極
端
を
消
去
し
て
、
博
愛
主
義
に
は
個
人
主
義
を
教
育
し
て
、

個
人
主
義
に
は
博
愛
主
義
を
教
育
す
る
、
両
極
端
の
人
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
逆
方
向
の
教
育
を

し
て
、
教
育
と
学
問
に
よ
り
中
和=

調
和
状
態
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
教
育
・
学
問
に
よ
り
実
現
し
た
中
和
の
状
態
を
制
度
化
し
て
、
新
し
く
増
損
し
て
作

成
し
た
新
制
作
物
が
礼
制
度
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
現
実
に
は
礼
制
度
の
学
習
と
実

践
に
よ
っ
て
中
和
の
中
庸
思
想
を
実
現
し
て
行
く
の
で
あ
る
。『
論
語
』
に
は
、
孔
子
は
弟
子

達
に
礼
制
度
の
学
習
と
実
践
を
繰
り
返
し
て
強
調
し
て
教
え
諭
し
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は

実
に
こ
の
た
め
で
あ
る
。
孔
子
は
、
愛
弟
子
・
顔
回
に
以
下
の
様
に
諭
し
て
い
る
。 

「
顔
淵
が
仁
の
こ
と
を
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
わ
が
身
を
つ
つ
し
ん
で
礼

〔
の
規
範
〕
に
た
ち
も
ど
る
の
が
仁
と
い
う
こ
と
だ
。
一
日
で
も
身
を
つ
つ
し
ん
で
礼
に
た

ち
も
ど
れ
ば
、
世
界
じ
ゅ
う
が
仁
に
な
つ
く
よ
う
に
な
る
。
仁
を
行
な
う
の
は
自
分
し
だ
い

だ
。
ど
う
し
て
人
だ
の
み
で
き
よ
う
か
。」
顔
淵
が
「
ど
う
か
そ
の
要
点
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。」

と
い
っ
た
の
で
、
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
礼
に
は
ず
れ
た
こ
と
は
見
ず
、
礼
に
は
ず
れ
た
こ
と

は
聞
か
ず
、
礼
に
は
ず
れ
た
こ
と
は
言
わ
ず
、
礼
に
は
ず
れ
た
こ
と
は
し
な
い
こ
と
だ
。」
顔

淵
は
い
っ
た
、「
回
は
お
ろ
か
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
お
こ
と
ば
を
実
行
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
ょ
う
。
」
（
二
二
）
。
こ
の
文
章
は
、
「
克
己
復
禮
為
仁
」
と
の
格
言
で
有
名
で
あ
る
が
、

家
族
愛
で
あ
る
仁
愛
を
克
服
し
て
、
中
庸
思
想
を
制
度
化
し
た
礼
制
度
を
万
事
に
お
い
て
実

行
す
る
事
の
大
切
さ
を
指
摘
し
て
い
る
事
を
見
抜
く
事
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
万
事

に
お
い
て
、
礼
制
度
の
実
践
を
通
じ
て
中
和
の
中
庸
思
想
を
実
践
し
た
の
で
あ
る
。 

武
内
義
雄
氏
は
、「
礼
器
篇
に
は
「
礼
は
時
を
大
な
り
と
為
す
、
順
こ
れ
に
次
ぎ
、
体
こ
れ

に
次
ぎ
、
宜
こ
れ
に
次
ぎ
、
称
こ
れ
に
次
ぐ｣

と
言
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
礼
の
時
と
い
う
の
は

時
勢
を
意
味
し
、
時
代
と
と
も
に
礼
の
変
化
す
る
こ
と
を
意
味
し
、・
・
」
と
述
べ
て
い
る
よ

う
に
（
二
三

、
歴
史
的
に
見
れ
ば
、
経
済
・
社
会
の
発
展
に
従
い
て
万
物
の
両
極
端
も
変
化

し
て
行
く
か
ら
、
両
端
を
ほ
ど
良
く
融
合
し
た
国
家
統
治
の
要
で
あ
る
礼
制
度
も
、
時
代
に

順
応
し
て
旧
来
の
礼
制
度
に
増
加
・
削
除
を
繰
り
返
し
て
、
時
代
に
マ
ッ
チ
す
る
為
に
、
両

極
端
状
況
を
見
直
し
て
、
新
時
代
に
適
合
す
る
礼
制
度
に
改
変
し
て
行
か
ざ
る
を
得
な
い
。

孔
子
は
、
時
代
の
変
遷
に
よ
る
夏
―
殷
―
周
の
各
王
朝
の
礼
制
に
つ
い
て
、 

「
子
夏
が
「
十
代
さ
き
の
王
朝
の
こ
と
が
分
り
ま
し
ょ
う
か
。」
と
お
た
ず
ね
し
た
。
先
生
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「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
ひ
ろ
く
書
物
を
読
ん
で
、
そ
れ
を
礼
〔
の
実
践
〕
で
ひ
き
し
め
て

い
く
な
ら
、
道
に
そ
む
か
な
い
で
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
ね
。
」(

一
七)

と
あ
る
。
学
問
を
し
て
中

庸
の
道
を
学
ぶ
だ
け
で
は
不
可
で
あ
り
、
そ
れ
を
礼
＝
中
和
の
制
度
化
物
で
実
践
し
て
、
現

実
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

有
子
は
、
礼
と
和(
調
和)

の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
有
子
が
い
っ
た
、｢
礼
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
調
和
が
貴
い
の
で
あ
る
。
む
か
し
の
聖
王

の
道
も
そ
れ
で
こ
そ
立
派
で
あ
っ
た
。
〔
し
か
し
〕
小
事
も
大
事
も
そ
れ(

調
和)

に
依
り
な
が

ら
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
調
和
を
知
っ
て
調
和
し
て
い
て
も
、
礼
で
そ
こ
に
折
り

め
を
つ
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
。｣

（
一
八
）。 

中
和
の
中
庸
は
、
世
間
の
人
々
と
の
和
合
や
調
和
を
め
ざ
す
思
想
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
普

遍
的
な
原
理
論
で
あ
り
、
実
際
に
社
会
生
活
し
て
い
く
場
合
に
お
い
て
、
貴
賎
の
等
や
親
疎

の
差
が
現
実
問
題
と
し
て
存
在
す
る
以
上
、
一
般
原
理
論
は
直
接
に
は
適
応
で
き
な
い
。
現

実
問
題
に
適
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、
中
和
の
中
庸
に
差
等
を
付
け
て
制
度
化
し
た
礼
制
度
で

な
く
て
は
、
円
滑
に
社
会
的
問
題
は
解
決
し
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
孔
子
の
仕
官
方
法
に
つ
い
て
の
門
人
の
万
章
の
質
問
に
答
え
て
、
孔
子
の
孔
子

た
る
所
以
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

「
万
章
が
た
ず
ね
た
。「
孔
子
は
、
衛
の
国
で
は
衛
公
の
お
気
に
入
り
の
寵
臣
の
癰
疽
の
家

に
身
を
寄
せ
、
斉
の
国
で
は
斉
君
の
お
気
に
入
り
の
宦
官
瘠
環
の
家
に
身
を
寄
せ
〔
て
仕
官

を
も
と
め
ら
れ
〕
た
と
い
う
人
が
あ
り
ま
す
が
、
本
当
な
の
で
し
ょ
う
か
。」
孟
子
は
こ
た
え

ら
れ
た
。「
い
や
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。
好
事
家
の
つ
く
り
話
だ
。
衛
で
は
賢
大
夫
の
顔
讐

由
の
家
に
身
を
よ
せ
ら
れ
た
の
だ
。・
・
・
子
路
が
孔
子
に
こ
の
こ
と
を
話
し
た
と
こ
ろ
、『
い

や
、
天
命
と
い
う
も
の
が
あ
る
か
ら
な
』
と
い
っ
て
こ
と
わ
ら
れ
た
。
か
よ
う
に
、
孔
子
は

進
ん
で
仕
え
る
に
も
退
い
て
去
る
に
も
、
礼
儀
の
道
に
よ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果

地
位
を
得
る
も
得
な
い
の
も
み
な
天
命
で
あ
る
と
い
っ
て
悪
あ
が
き
は
な
れ
な
か
っ
た
。
さ

れ
ば
、
も
し
孔
子
が
仕
官
の
手
蔓
を
得
よ
う
と
し
て
寵
臣
の
癰
疽
や
宦
官
の
瘠
環
な
ど
の
よ

う
な
者
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
、
礼
儀
も
天
命
も
ま
る
で
無
視

す
る
と
い
う
も
の
だ
。
・
・
・
『
朝
廷
に
仕
え
て
い
る
近
親
の
人
物
は
、
彼
を
頼
っ
て
身
を
寄

せ
て
く
る
人
間
を
観
れ
ば
分
か
る
し
、
遠
方
か
ら
仕
官
し
に
来
る
人
物
は
、
彼
が
頼
っ
て
身

を
寄
せ
る
人
物
を
観
れ
ば
よ
く
分
か
る
』
と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
全
く
そ

の
通
り
で
あ
る
。
し
か
る
に
も
し
、
孔
子
が
寵
臣
の
癰
疽
や
宦
官
の
瘠
環
な
ど
の
よ
う
な
殿

様
お
気
に
入
り
の
側
近
を
頼
っ
て
身
を
寄
せ
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
い
っ
た
い
ど
こ
に
孔
子
の

孔
子
た
る
所
以
が
あ
ろ
う
か
。
」(

一
九)

と
、
言
う
の
で
あ
る
。

孟
子
は
、
孔
子
の
孔
子
た

る
所
以
は
、
礼
儀
―
中
和
の
制
度
化
―
の
実
戦
を
し
て
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
人
事
を

尽
し
て
天
命
を
待
つ
、
人
為
を
尊
重
し
た
受
命
論
者
で
あ
っ
た
、
と
言
う
。 

孔
子
は
、
自
己
の
周
囲
を
取
巻
く
悪
い
環
境
や
状
況
に
は
、
絶
対
に
左
右
さ
れ
た
り
、
誘

惑
に
乗
ら
な
い
。
権
力
者
に
対
し
て
、
媚
び
諂
う
行
動
を
し
た
り
、
振
り
繰
り
回
さ
れ
な
い
、

政
治
動
向
の
善
し
悪
し
に
は
、
決
し
て
悪
あ
が
き
し
な
い
頑
固
さ
を
持
っ
て
い
る
。
礼
の
実

戦
に
よ
り
て
、
つ
ま
り
状
況
の
変
化
に
対
す
る
臨
機
応
変
な
行
動
を
否
定
す
る
意
思
堅
固
な

政
治
行
動
が
、
孔
子
の
孔
子
た
る
所
以
で
あ
る
と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
孔
子
の
人
格
を
評
し
て
、｢

孟
子
は
言
わ
れ
た
。
「
孔
子
は
極
端
な
こ
と
を
決
し

て
な
さ
ら
ぬ
お
方
で
あ
っ
た
」（
二
〇
）
と
、
決
し
て
極
端
な
こ
と
を
し
な
い
中
庸
の
人
物
で

あ
っ
た
と
、
評
言
し
て
い
る
。
孔
子
自
身
も
門
人
・
子
貢
の
質
問
に
答
え
て
、
過
不
及
な
き

こ
と
が
賢
人
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
孔
子
の
中
庸
行
動
は
、
あ
る
意
味

で
は
、
当
然
の
行
動
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

孟
子
の
礼
の
実
践
に
つ
い
て
、
孟
子
自
身
は
、 

「
そ
こ
で
右
師
の
王
驩
が
弔
問
に
出
か
け
た
。
彼
が
門
に
入
る
と
、
こ
の
勢
力
家
の
と
こ

ろ
に
す
ぐ
に
や
っ
て
き
て
話
し
か
け
る
者
が
あ
る
し
、
ま
た
席
に
つ
く
と
、
わ
ざ
わ
ざ
寄
っ
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犯
し
て
法
に
触
れ
る
の
も
、
人
民
の
罪
で
は
な
く
て
保
護
と
監
督
の
任
に
あ
る
君
主
の
罪
な

の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
君
主
た
る
も
の
は
父
母
が
赤
子
を
守
り
育
て
る
よ
う
に
、
よ
く
人
民

を
保
護
せ
よ
と
い
っ
た
ま
で
の
こ
と
だ
。〕
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
い
っ
た
い
、
天
が
物
を

生
ず
る
と
き
に
は
、
そ
の
根
本
は
必
ず
た
だ
一
つ
な
の
だ
。
人
間
も
わ
が
身
の
根
本
は
父
母

で
、
た
だ
一
つ
だ
け
で
あ
る
。〔
だ
か
ら
、
そ
の
根
本
で
あ
る
父
母
を
何
よ
り
も
愛
す
る
の
は
、

人
の
天
性
で
あ
る
〕・
・
・
ま
こ
と
に
道
理
に
か
な
っ
た
善
い
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
後
世
の
孝

子
や
仁
人
が
そ
の
親
を
手
厚
く
葬
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま
た
当
然
の
道
理
で
あ
ろ
う
。〔
し
た
が

っ
て
、
薄
葬
の
よ
く
な
い
こ
と
は
、
も
は
や
い
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。〕」
徐
子(

徐
辟)

は
こ
の

こ
と
を
夷
之
に
伝
え
た
。
夷
之
は
し
ば
し
ジ
ッ
と
無
言
で
い
た
が
、「
孟
先
生
は
実
に
よ
く
こ

の
之
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
す
」
と
感
服
し
て
い
っ
た
。
」
（
一
四
）
と
、
孟
子
は
述

べ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
夷
之
の
よ
う
な
博
愛
主
義
者
に
は
、
家
族
制
度
＝
家
族
愛
の
大
切
さ
を
教

え
て
、
儒
教
の
親
疎
の
別
で
差
等
の
あ
る
差
別
愛
＝
仁
愛
や
礼
制
と
い
う
中
和
思
想
を
以
っ

て
、
教
化
を
す
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
他
方
で
逆
に
孟
子
は
、
個
人
主
義
者
に
は
博
愛
主
義
の
大
切
さ
を
教
育
し
て
、
個

人
主
義
と
博
愛
主
義
が
混
じ
っ
た
中
和
の
政
治
思
想
を
展
開
し
て
い
る
。
孟
子
は
斉
の
宣
王

に
、
天
下
統
一
の
王
道
政
治
の
実
現
方
策
に
つ
い
て
、
儒
教
の
仁
政
を
展
開
し
て
い
る
。 

「
だ
か
ら
こ
そ
、
古
の
明
君
と
も
な
れ
ば
人
民
の
生
業
を
と
り
は
か
ら
っ
て
や
る
の
に
、

上
は
父
母
に
十
分
な
暮
ら
し
を
さ
せ
、
下
は
妻
子
を
安
心
し
て
養
え
る
よ
う
に
し
て
や
り
、

豊
年
が
つ
づ
け
ば
一
生
が
い
安
楽
に
暮
せ
、
よ
し
ん
ば
凶
作
に
で
あ
っ
て
も
、
餓
死
す
る
心

配
は
な
い
よ
う
に
し
て
や
っ
た
も
の
で
す
。
そ
の
上
で
、
人
の
道
を
教
え
て
ひ
っ
ぱ
っ
て
善

に
仕
向
け
た
か
ら
、
人
民
は
い
と
も
た
や
す
く
つ
い
て
ゆ
け
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
今
の

諸
侯
は
人
民
の
生
業
を
と
り
は
か
ら
っ
て
や
る
の
に
、
上
は
父
母
に
つ
か
え
る
こ
と
も
満
足

に
で
き
ず
、
下
は
妻
子
を
養
う
に
も
事
欠
く
始
末
で
、
幸
い
に
豊
作
が
つ
づ
い
て
も
一
生
涯

〔
重
税
〕
に
苦
し
み
通
し
、
も
し
ひ
と
た
び
凶
作
に
で
も
あ
え
ば
餓
死
す
る
と
言
う
有
様
。

こ
ん
な
こ
と
で
は
明
け
て
も
暮
れ
て
も
、
な
ん
と
か
死
な
ず
に
す
み
ま
す
よ
う
に
と
汲
々
す

る
ば
か
り
。
と
て
も
礼
義
な
ど
修
め
る
暇
な
ぞ
、
ど
う
し
て
あ
り
ま
し
ょ
う
や
。
王
様
が
も

し
ほ
ん
と
う
に
仁
政
を
行
お
う
と
お
ぼ
し
め
す
な
ら
、
な
ぜ
、
そ
（
政
治
）
の
根
本
に
立
ち

か
え
〔
っ
て
、
人
民
の
生
活
の
安
定
か
ら
お
始
め
に
な
〕
ら
な
い
の
で
す
か
。
そ
れ
に
は
ま

ず
〔
井
田
の
法
に
よ
っ
て
一
世
帯
ご
と
に
百
畝
の
田
地
と
〕
五
畝
の
宅
地
〔
と
を
分
け
与
え

て
や
り
、
そ
〕
の
ま
わ
り
に
桑
を
植
え
て
養
蚕
を
さ
せ
る
と
、・
・
・
老
人
が
絹
物
を
き
て
旨

い
肉
を
た
べ
、
一
般
庶
民
が
飢
え
も
凍
え
も
し
な
い
。
こ
の
よ
う
な
政
治
を
行
っ
て
、
遂
に

天
下
の
王
者
と
な
ら
な
か
っ
た
ひ
と
は
、
昔
か
ら
今
ま
で
に
一
度
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
（
一

五
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
、「
恒
産
な
け
れ
ば
恒
心
な
し
」
の
格
言
で
有
名
で
あ
る
。 

孟
子
の
説
明
す
る
井
田
制
は
、『
礼
記
』・「
王
制
篇
」
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
周
の
礼
制
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
主
張
は
、
儒
教
の
理
想
で
あ
る
周
代
の
中
和
政
治
＝
礼
制
の
土
地
制
度
論

の
具
体
的
な
展
開
で
あ
る
。
つ
ま
り
土
地
制
度
へ
の
政
治
論
を
基
礎
に
し
て
礼
義
を
人
民
に

教
化
す
る
、
仁
義
の
政
治
論
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
。 

周
代
の
井
田
制
は
、
『
周
礼
』
・
「
王
制
篇
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、『
孟
子
』
・
「
滕
文
公

篇
」
に
は
、「
九
〇
〇
畝
の
正
方
形
の
土
地
を
「
井
」
字
形
に
九
等
分
し
、
周
囲
の
八
区
を
八

家
が
一
〇
〇
畝
ず
つ
私
田
と
し
、
中
央
の
公
田
一
〇
〇
畝
を
八
家
が
共
同
で
耕
作
し
て
、
そ

の
収
穫
物
＝
一
〇
分
の
一
税
を
租
税
と
し
て
納
入
す
る
」(

一
六)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
両
極
端
を
教
育
に
よ
り
消
去
し
た
中
庸
と
は
、
中
和
状
態
の
こ
と
で
あ
り
、
礼

は
中
和
の
中
庸
の
制
度
化
し
た
具
体
的
な
産
物
で
あ
る
以
上
、
具
体
的
に
は
礼
の
実
践
を
通

し
て
中
和
の
中
庸
を
実
践
す
る
の
で
あ
る

学
問
し
て
礼
を
実
践
す
れ
ば
中
庸
の
道
と
な
る
。

孔
子
は
、
学
問
と
礼
の
関
係
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 
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見
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
道
端
に
李
の
樹
が
あ
っ
て
、・
・
・
や
っ
と
耳
も
聞
こ

え
、
目
も
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
ぐ
ら
い
で
す
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
な
る

ほ
ど
、
斉
の
国
の
人
物
の
な
か
で
は
、
私
も
仲
子
を
〔
い
わ
ば
指
の
中
の
親
指
の
よ
う
に
〕

す
ぐ
れ
た
人
物
だ
と
思
う
。
だ
が
、
仲
子
は
ど
う
し
て
ま
こ
と
の
清
廉
潔
白
だ
と
い
え
よ
う
。

〔
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
は
き
ち
が
え
て
い
る
か
ら
だ
。〕
仲
子
な
り
の
節
操
を
あ
く
ま
で
貫
き
と

お
す
に
は
、
〔
人
間
で
は
な
く
て
〕
蚯
蚓
に
な
っ
て
こ
そ
は
じ
め
て
で
き
る
の
だ
。
・
・
・
す

る
と
孟
子
は
い
わ
れ
た
。「
そ
れ
な
ら
言
う
が
、
も
と
も
と
仲
子
は
代
々
斉
の
禄
を
食
ん
で
い

る
譜
代
の
家
柄
の
生
ま
れ
で
、
兄
の
陳
戴
は
蓋
を
領
地
と
し
て
万
鐘
の
禄
を
も
ら
っ
て
い
る

身
分
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
兄
の
禄
を
不
義
の
禄
だ
と
し
て
食
わ
ず
、
兄
の
家
を
不
義
の
家

だ
と
し
て
住
ま
な
い
で
、
兄
を
避
け
母
を
離
れ
て
、
於
陵
に
別
居
し
て
い
る
の
だ
。・
・
・
・

い
っ
た
い
、
母
の
つ
く
っ
た
料
理
だ
と
、
な
ん
の
か
ん
の
と
詮
索
し
て
食
べ
な
い
し
、
そ
の

く
せ
妻
の
作
っ
た
料
理
だ
と
、〔
詮
索
も
し
な
い
で
〕
毎
日
平
気
で
食
べ
て
い
る
。
ま
た
、
兄

の
家
な
ら
、
不
義
の
家
だ
と
し
て
そ
こ
に
は
住
ま
な
い
し
、
於
陵
の
家
な
ら
、
ど
ん
な
人
間

が
建
て
た
の
か
気
に
も
か
け
ず
に
平
気
で
住
む
。
こ
れ
で
も
な
お
、
彼
は
ふ
だ
ん
と
同
じ
節

操
を
あ
く
ま
で
徹
底
さ
せ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
だ
か
ら
前
に
も
言
っ
た
が
、
仲
子

の
よ
う
な
も
の
は
、〔
人
間
で
は
な
く
て
〕
蚯
蚓
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
彼
な
り
の
節
操
を
貫
き

と
お
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。」
（
一
三
）
と
、
批
判
す
る
。 

陳
仲
子
は
、
現
実
の
世
の
中
の
善
悪
の
矛
盾
し
て
い
る
実
態
を
見
ず
に
、
自
己
の
清
廉
潔

白
な
家
族
生
活
を
好
み
、
父
兄
の
悪
に
汚
れ
た
贅
沢
な
家
族
生
活
を
嫌
う
、
自
己
矛
盾
し
た

生
活
を
し
て
い
る
と
、
孟
子
は
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る

こ
の
孟
子
の
主
張
は
、
上
流
階

級
に
属
す
る
家
族
の
腐
敗
し
た
拝
金
主
義
を
徹
底
的
に
嫌
い
親
兄
弟
の
家
族
と
和
合
で
き
な

い
清
廉
潔
癖
主
義
者
＝
陳
仲
子
に
は
、
家
族
制
度
の
大
切
さ
を
教
育
し
て
、
善
悪
の
入
り
乱

れ
た
曖
昧
な
現
実
社
会
と
、
調
和
し
て
和
合
し
て
い
く
大
切
さ
を
教
え
諭
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
潔
癖
な
伯
夷
と
汚
濁
な
柳
下
恵
を
混
ぜ
合
わ
せ
た
よ
う
な
現
実
の
社
会
と
調
和

で
き
る
中
和
行
動
の
人
物
に
育
成
す
る
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
ま
た
孟
子
は
、
家
族
と
他
人
を
区
別
し
な
い
博
愛
主
義
者
に
は
、
親
子
の
愛
情
に

基
づ
く
家
族
制
度
＝
個
人
主
義
の
重
要
性
を
教
育
し
て
、
博
愛
主
義
者
で
も
な
け
れ
ば
、
個

人
主
義
者
で
も
な
い
、
家
族
愛
と
社
会
愛
の
融
合
し
た
中
和
の
愛
情
＝
儒
教
の
仁
愛
の
大
切

さ
を
教
育
す
る
の
で
あ
る
。 

「
墨
子
の
説
を
奉
じ
て
い
る
夷
之
と
い
う
も
の
が
、〔
孟
子
の
門
人
〕
徐
辟
の
紹
介
で
面
会

を
も
と
め
た
。・
・
・
孟
子
は
徐
辟
に
い
わ
れ
た
。「
今
日
な
ら
、
病
気
も
快
く
な
っ
た
か
ら
、

会
う
と
し
よ
う
。
だ
が
、
間
違
い
は
率
直
に
正
さ
な
い
と
、
ほ
ん
と
う
の
正
し
い
道
は
明
ら

か
に
な
ら
ぬ
も
の
だ
。
ひ
と
つ
会
っ
て
、
今
日
は
彼
の
間
違
い
を
正
し
て
や
ろ
う
と
思

う
。・
・
・
す
る
と
、
夷
之
は
〔
こ
れ
に
は
閉
口
し
た
も
の
と
見
え
て
〕
話
題
を
そ
ら
し
て
い

っ
た
。「
書
経
に
あ
る
儒
者
の
言
葉
に
も
『
む
か
し
の
聖
賢
が
人
民
を
治
め
る
に
は
、
ま
る
で

母
親
が
自
分
の
赤
子
を
保
護
す
る
よ
う
に
大
切
に
す
る
』
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
い
っ
た

い
、
ど
う
い
う
意
味
な
の
で
し
ょ
う
。
私
の
考
え
で
は
、
愛
に
は
差
別
が
な
い
。〔
み
ん
な
平

等
で
あ
る
。〕
た
だ
、
実
際
に
愛
し
て
ゆ
く
に
は
身
近
な
親
族
か
ら
始
め
よ
と
の
こ
と
で
、
別

に
墨
子
の
博
愛
と
〔
そ
の
精
神
は
〕
違
わ
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。」
そ
こ
で
徐
辟
は
ま
た
こ

れ
を
孟
子
に
告
げ
た
。
孟
子
は
い
わ
れ
た
。「
あ
の
夷
之
と
い
う
男
は
、
人
が
自
分
の
兄
の
子

を
愛
す
る
の
を
、
隣
人
の
赤
子
を
愛
す
る
の
と
全
く
同
じ
に
し
て
な
ん
の
差
別
も
す
る
な
と

い
う
意
味
な
の
だ
と
、
ほ
ん
と
う
に
そ
う
思
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
大
変
な
間

違
い
で
あ
る
。
書
経
に
あ
る
あ
の
言
葉
は
譬
え
を
と
っ
て
そ
う
い
っ
た
ま
で
で
、
そ
ん
な
博

愛
な
ど
と
い
う
意
味
な
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
赤
子
が
這
っ
て
い
っ
て
井
戸
な
ど
に
落
ち

こ
み
そ
う
に
な
る
の
は
、
な
に
も
知
ら
ぬ
赤
子
自
身
の
罪
で
は
な
い
。〔
そ
の
保
護
者
で
あ
る
〕

親
の
不
注
意
の
罪
な
の
だ
。〔
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
無
知
の
人
民
が
な
に
も
知
ら
ず
に
罪
を

中庸思想の実現方法論　―対の思想から考察した中庸政治思想の構造論研究（二）― 115（84）



徳
の
な
い
人
を
見
捨
て
、
才
能
の
有
る
者
が
才
能
の
な
い
人
を
見
捨
て
て
教
え
導
か
な
け
れ

ば
、
い
わ
ゆ
る
賢
者
と
不
肖
者
と
の
隔
た
り
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
も
の
の
一
寸
と
も
な
い
で

あ
ろ
う
。
」(
一
〇)

と
あ
り
、
中
庸
を
体
得
し
た
人
物
が
、
不
中
の
人
を
教
育
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

孟
子
は
、
教
育
に
つ
い
て
い
け
な
い
門
下
生
の
公
孫
丑
の
弱
音
に
つ
い
て
、 

「
公
孫
丑
が
〔
と
う
と
う
弱
音
を
吐
い
て
〕
い
っ
た
。「
先
生
、
聖
人
の
道
は
高
尚
で
も
あ

り
、
偉
大
で
も
あ
り
ま
す
が
、
な
に
ぶ
ん
に
も
高
大
す
ぎ
て
、
ま
る
で
天
に
登
る
よ
う
な
も

の
で
、
と
て
も
我
々
に
は
つ
い
て
行
け
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
一
つ
我
々
に
も
つ
い

て
行
け
そ
う
な
程
度
に
ま
で
調
子(
水
準)
を
さ
げ
て
、
毎
日
の
勉
強
が
張
り
合
い
の
あ
る
よ
う

に
手
加
減
し
て
は
い
け
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
い
や
い
や
、

そ
ん
な
わ
け
に
は
い
か
ん
。
・
・
・
い
っ
た
い
、
君
子
が
道
を
教
え
る
態
度
と
い
う
も
の
は
、

ち
ょ
う
ど
弓
の
名
人
が
弓
を
力
一
杯
引
き
し
ぼ
っ
て
満
を
持
し
て
ま
だ
矢
を
放
た
ぬ
と
き
、

こ
の
瞬
間
に
は
必
ず
金
的
に
当
て
よ
う
と
す
る
気
魄
が
全
身
に
躍
動
し
て
溢
れ
て
い
る
よ
う

に
、
気
合
を
こ
め
て
最
高
の
目
標
で
あ
る
中
庸
の
道
に
立
っ
て
人
を
導
く
の
で
、
た
だ
よ
く

忍
耐
し
て
学
ぶ
も
の
者
だ
け
が
つ
い
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。〔
し
た
が
っ
て
、
そ

の
努
力
を
し
な
い
者
の
た
め
に
道
を
か
え
る
わ
け
に
は
い
か
ぬ
〕。
」（
一
一
）
と
、
言
う
。 

最
高
の
目
標
で
あ
る
中
庸
の
道
を
以
て
教
育
す
る
の
で
、
着
い
て
行
く
門
下
生
に
は
、
相

当
の
困
難
性
と
忍
耐
が
必
要
で
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
教
育
や
学
問
に
よ
り
極
端
な
考
え
方
を
な
く
し
て
中
庸
を
実
現

し
て
い
く
の
で
あ
る
。
で
は
ど
の
よ
う
に
具
体
的
に
教
育
を
し
て
中
和
＝
羹
の
状
態
を
実
現

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
次
の
問
題
で
あ
る
。 

孔
子
は
、
門
人
の
子
路
と
冉
は
逆
の
性
格
だ
か
ら
、
両
者
に
は
各
々
逆
の
教
育
を
す
る
必

要
が
あ
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。 

「
子
路
が
「
聞
い
た
ら
す
ぐ
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
。」
と
お
た
ず
ね
す
る
と
、
先
生
は

「
父
兄
と
い
っ
た
方
が
お
い
で
に
な
る
。
ど
う
し
て
ま
た
聞
い
て
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
な
え
よ

う
。
」
と
い
わ
れ
た
。
冉
有
が
「
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
。
」
と
お
た
ず

ね
す
る
と
、
先
生
は
「
来
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
え
。
」
と
い
わ
れ
た
。
公
西
華
は
い
っ
た
、

「
由(

子
路)

さ
ん
が
『
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
い
ま
し
ょ
う
か
』
と
お
た
ず
ね
し
た
と
き

は
、
先
生
は
『
父
兄
と
い
っ
た
方
が
お
い
で
に
な
る
』
と
い
わ
れ
た
の
に
、
求(

冉
有)

さ
ん
が

『
聞
い
た
ら
す
ぐ
そ
れ
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
か
』
と
お
た
ず
ね
し
た
と
き
に
は
、
先
生
は
『
聞

い
た
ら
す
ぐ
に
そ
れ
を
行
え
。
』
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
赤(

こ
の
わ
た
く
し)

は
迷
い
ま
す
。
恐

れ
い
り
ま
す
が
お
た
ず
ね
致
し
ま
す
。
」
先
生
は
い
わ
れ
た
、
「
求
は
消
極
的
だ
か
ら
、
そ
れ

を
は
げ
ま
し
た
の
だ
が
、
由
は
人
を
し
の
ぐ
か
ら
、
そ
れ
を
お
さ
え
た
の
だ
。」（
一
二
）
と
、

孔
子
は
述
べ
て
い
る
。 

門
人
の
冉
有
は
、
消
極
的
人
物
だ
か
ら
、「
す
ぐ
に
行
え
」
と
教
え
て
、
消
極
的
で
も
な
い

が
、
ま
た
積
極
的
で
も
な
い
中
和
の
人
物
に
な
る
よ
う
に
教
育
を
し
て
、
逆
に
門
人
の
子
路

は
積
極
的
人
物
だ
か
ら
、「
父
兄
に
相
談
し
ろ
」
と
教
え
て
、
積
極
的
で
も
な
い
が
、
ま
た
消

極
的
で
も
な
い
、
中
和
的
人
物
に
な
る
よ
う
に
し
た
と
、
孔
子
は
言
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り

両
極
端
人
物
に
は
、
各
々
逆
の
内
容
を
諭
し
教
育
し
て
、
極
端
の
な
い
中
和
状
態
＝
調
和
あ

る
人
物
に
育
成
す
る
の
で
あ
る
。 

次
に
孟
子
の
中
和
の
中
庸
思
想
＝
調
和
の
大
切
さ
を
主
張
し
て
い
る
資
料
を
検
討
し
て
み

た
い
。 

「
〔
斉
の
人
〕
匡
章
が
孟
子
に
向
っ
て
い
っ
た
。
「
あ
の
陳
仲
子
こ
そ
は
、
な
ん
と
ま
こ
と

の
清
廉
潔
白
な
人
物
で
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
。
彼
は
〔
名
門
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
実
家
の

世
話
に
な
る
の
を
き
ら
っ
て
、
家
を
と
び
だ
し
て
〕
於
陵
に
い
た
と
き
、
非
常
に
貧
し
く
食

べ
物
が
な
く
て
、
三
日
の
間
も
飲
み
食
い
し
な
か
っ
た
の
で
、
耳
も
聞
こ
え
ず
、
目
も
碌
に
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金
谷
氏
は
、
荀
子
の
「
人
性
論
と
教
育
説
」
に
お
い
て
、 

「
荀
子
の
主
張
と
し
て
は
っ
き
り
す
る
こ
と
は
、
人
間
の
本
性
は
生
ま
れ
つ
き
素
朴
な
飾

り
け
の
な
い
も
の
で
（
善
―
筆
者
注
）、
後
天
的
な
環
境
や
習
俗
に
よ
っ
て
聖
人
に
も
大
盗
に

も
ど
の
よ
う
に
も
変
化
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
下
一
〇
二
ペ
ー
ジ
礼
論
篇
）
。
・
・
・
さ

て
、
学
ぶ
こ
と
、
教
え
る
こ
と
は
、
既
に
『
論
語
』
の
な
か
で
も
く
り
か
え
し
て
強
調
す
る

儒
家
の
伝
統
で
あ
る
。
荀
子
に
お
い
て
そ
れ
は
一
層
甚
だ
し
い
。
学
習
と
教
育
と
の
必
要
性

と
可
能
性
と
は
、
上
に
み
た
人
性
論
か
ら
し
て
極
め
て
明
白
で
あ
る
。
」
（
四
）
と
、
孔
子
以

来
の
儒
家
の
伝
統
は
、
学
習
と
教
育
に
よ
り
人
間
性
に
磨
き
を
か
け
て
、
こ
れ
を
陶
冶
す
る

倫
理
的
思
想
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。 

学
問
や
教
育
の
必
要
性
や
目
的
に
つ
い
て
、
宇
野
精
一
氏
は
、「
そ
の
儒
教
の
根
本
思
想
と

は
何
か
、
と
言
え
ば
、
要
す
る
に
修
己
と
治
人
、
今
の
言
葉
で
言
え
ば
、
倫
理
と
政
治
で
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
二
つ
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
時
の
古
今
を
問
わ
ず
、
と
私
は
考
え
る

け
れ
ど
も
、
す
く
な
く
と
も
古
代
に
お
い
て
は
東
西
を
問
わ
ず
、
一
体
で
あ
っ
た
か
ら
、
儒

教
の
あ
ら
ゆ
る
文
献
に
そ
の
こ
と
は
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
最
も
要
領
よ
く
倫

理
と
政
治
を
概
論
し
た
も
の
が
『
大
学
』
と
『
中
庸
』
で
あ
る
が
、『
大
学
』
は
政
治
に
重
点

が
あ
り
、『
中
庸
』
は
倫
理
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。」（
五
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
の
言
う
よ
う
に
儒
教
の
教
育
論
は
、
単
に
倫
理
上
の
問
題
だ
け
で
は
な
い
。
宇
野

氏
の
言
う
よ
う
に
孔
子
以
来
儒
教
の
伝
統
で
あ
る
修
己
治
人
は
、
修
己
は
治
人
に
繋
が
り
、

修
身
―
斉
家
―
治
国
―
平
天
下
の
大
理
想
の
政
治
論
に
直
線
的
に
発
展
す
る
の
で
あ
る
（
六
）。 

従
っ
て
人
間
性
を
陶
冶
す
る
必
要
性
は
、
具
体
的
に
は
教
育
や
学
問
に
よ
り
人
間
の
持
っ

て
い
る
短
所
面
で
あ
る
両
極
端
を
な
く
し
て
、
中
和
の
状
態
に
創
り
直
し
て
、
中
国
政
治
思

想
の
精
髄
で
あ
る
中
庸
思
想
を
体
得
さ
せ
る
事
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

中
和
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
―
極
端
を
消
去
す
る
教
育
論
―
に
つ
い
て
、
孔
子
の
例

を
挙
げ
る
。
教
育
に
よ
り
、
極
端
的
な
考
え
方
を
な
く
し
て
、
中
庸
人
に
す
る
の
で
あ
る
。

孔
子
は
、
以
下
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。 

「
先
生
は
陳
の
国
で
い
わ
れ
た
。「
帰
ろ
う
よ
、
帰
ろ
う
よ
。
う
ち
の
村
の
若
も
の
た
ち
は

志
が
大
き
く(

狂
簡)

、
美
し
い
模
様
を
織
り
な
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
裁
断
し
た
ら
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
で
い
る
。
〔
帰
っ
て
わ
た
し
が
指
導
し
よ
う
。
〕
」(

七)

と
、
狂
簡
の
若
者
を

教
育
し
て
、
極
端
を
矯
正
す
る
と
言
う
。
ま
た
「
先
生
は
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
お
も
お
も
し

く
な
け
れ
ば
威
厳
が
な
い
。
学
問
を
す
れ
ば
頑
固
で
な
く
な
る
。
・
・
・
」
（
八
）
と
、
学
問

を
す
れ
ば
頑
固
で
な
く
な
り
、
つ
ま
り
極
端
が
消
去
さ
れ
て
柔
軟
性
が
生
ま
れ
る
と
言
う
。 

孔
子
は
、
極
端
を
な
く
す
た
め
に
学
問
を
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
言
う
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
由
よ
、
お
前
は
六
の
こ
と
ば
に
つ
い
て
六
の
害
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
か
。
」
お
答
え
し
て
「
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
と
、
「
お
坐
り
、
わ
た
し
が
お
前
に

話
し
て
あ
げ
よ
う
。
仁
を
好
ん
で
も
学
問
を
好
ま
な
い
と
、
そ
の
害
と
し
て
〔
情
に
お
ぼ
れ

て
〕
愚
か
に
な
る
。
智
を
好
ん
で
も
学
問
を
好
ま
な
い
と
、
そ
の
害
と
し
て
〔
高
遠
に
走
っ

て
〕
と
り
と
め
が
な
く
な
る
。
信
を
好
ん
で
も
学
問
を
好
ま
な
い
と
〔
盲
信
に
お
ち
い
っ
て
〕

人
を
そ
こ
な
う
こ
と
に
な
る
。
ま
っ
直
ぐ
な
の
を
好
ん
で
も
学
問
を
好
ま
な
い
と
、
そ
の
害

と
し
て
き
ゅ
う
く
つ
に
な
る
。
勇
を
好
ん
で
も
学
問
を
好
ま
な
い
と
、
そ
の
害
と
し
て
乱
暴

に
な
る
。
剛
強
を
好
ん
で
も
学
問
を
好
ま
な
い
と
、
そ
の
害
と
し
て
気
違
い
ざ
た
に
な
る
。〔
仁

智
な
ど
の
六
徳
は
よ
い
が
、
さ
ら
に
学
問
で
磨
き
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。〕
」（
九
）
と
、

述
べ
て
い
る
。
学
問
を
し
な
け
れ
ば
、
六
徳
に
極
端
な
欠
点
が
生
じ
る
と
言
う
。
つ
ま
り
教

育
や
学
問
に
よ
り
、
両
極
端
な
考
え
を
消
去
す
る
と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
も
、
中
庸
を
実
現
す
る
た
め
の
教
育
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
中
庸
の
徳
の
あ
る
者
が
徳
の
な
い
人
を
教
え
導
き
、
才
能
の
あ
る

者
が
才
能
の
な
い
人
を
教
え
導
く
の
が
、
道
で
あ
る
・
・
・
も
し
か
り
に
、
徳
の
あ
る
者
が
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つ
ま
り
対
立
物
の
交
互
循
環
論
に
よ
る
先
後
出
現
や
運
動
論
的
出
現
と
、
対
立
物
の
相
互

協
力
・
相
互
感
応
に
よ
る
同
時
出
現
や
静
的
な
並
立
的
出
現
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
前
者

は
対
立
す
る
両
者
の
同
時
並
存
や
同
時
実
行
は
不
可
能
と
い
う
、「
対
立
物
の
敵
対
性
」
に
注

目
し
た
思
考
方
法
で
あ
る
。
後
者
は
対
立
す
る
両
者
が
単
独
物
で
は
物
は
完
成
し
な
い
と
い

う
、
相
手
を
認
め
て
助
け
合
う
と
い
う
、「
対
立
物
の
相
互
依
存
性
や
共
存
性
」
に
注
目
し
た

思
考
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
を
中
庸
思
想
に
当
て
は
め
る
と
、
前
者
は
個
人
主
義
＝
私
権
力
と

博
愛
主
義
＝
公
権
力
は
、
同
時
に
両
立
せ
ず
臨
機
応
変
に
運
動
論
的
に
中
庸
を
実
現
す
る
執

中
有
権
の
中
庸
思
想
で
あ
り
、
後
者
は
個
人
主
義
＝
私
権
力
と
博
愛
主
義
＝
公
権
力
が
、
同

時
に
両
立
し
て
化
学
的
反
応
の
よ
う
に
両
者
が
混
じ
り
あ
う
中
和
の
中
庸
思
想
で
あ
ろ
う
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。」（
三
）
と
指
摘
し
て
お
い
た
。 

つ
ま
り
中
庸
思
想
の
対
の
思
想
の
機
能
に
基
づ
い
た
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
に
は
、
対

立
物
に
は
「
相
互
依
存
性
や
共
存
性
」
的
性
質
＝
両
極
端
が
化
学
反
応
論
的
に
程
よ
く
融
合

す
る
中
和
論
と
、「
相
互
反
発
性
や
敵
体
性
」
的
性
質
＝
両
極
端
を
力
学
的
・
運
動
論
的
に
臨

機
応
変
に
飛
び
移
り
実
現
す
る
執
中
有
権
論
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
性
質
が
存
在
す
る
と

い
う
事
を
、
宋
学
者
の
対
の
機
能
の
指
摘
を
紹
介
し
て
予
測
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

二

中
庸
思
想
の
実
現
方
法
―
中
和
論 

 

そ
れ
で
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な
方
法
論
を
活
用
す
れ
ば
、『
中
庸
』
巻
頭
で
中
和
に
つ
い
て

述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
極
端
思
想
の
短
所
を
一
〇
〇
％
消
し
て
、
両
極
端
を
ほ
ど
よ
く
混

じ
り
合
せ
た
中
和
状
態
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
そ
の
実
現
方

法
に
つ
い
て
述
べ
て
見
た
い
。 

中
和
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
両
極
端
を
一
〇
〇
％
消
去
し
た
上
で
、
両
極
端
が
五
分

五
分
に
、
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
中
和
状
態
を
い
う
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
両
極
端
を
一
〇
〇
％

消
去
し
て
、
中
和
の
あ
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
両
極
端
の
濃
度
を
常
に
計
っ

て
、
そ
の
均
衡
状
態
が
崩
れ
て
く
れ
ば
、
こ
れ
を
作
り
直
す
必
要
が
生
じ
て
く
る
。 

つ
ま
り
、
赤
が
濃
す
ぎ
れ
ば
白
を
濃
く
し
て
中
和
し
て
、
両
極
端
の
真
ん
中
＝
中
和
の
中

庸
思
想
を
実
現
・
維
持
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
思
想
論
上
に
展
開
す
れ
ば
、
博
愛
主

義
が
個
人
主
義
よ
り
濃
く
な
れ
ば
、
個
人
主
義
を
多
く
入
れ
て
、
博
愛
主
義
と
個
人
主
義
が

五
分
五
分
に
混
合
し
た
中
和
状
態
に
す
る
。
逆
に
個
人
主
義
が
博
愛
主
義
よ
り
濃
く
な
れ
ば
、

博
愛
主
義
を
多
く
入
れ
て
、
個
人
主
義
と
博
愛
主
義
が
五
分
五
分
に
混
合
し
た
中
和
状
態
に

す
る
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
し
て
、
両
者
が
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
中
和
状
態
に
作
り
直
し
て

実
現
す
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
よ
う
な
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
は
、
既
存
思
想
を
否

定
し
て
、
新
し
く
創
造
し
た
制
作
物
で
あ
る
。
中
和
の
中
庸
思
想
に
お
い
て
、
否
定
さ
れ
る

べ
き
両
極
端
を
完
全
に
消
去
し
た
上
で
、
両
極
端
を
か
き
混
ぜ
て
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
中
和

の
実
現
方
法
の
原
理
論
を
図
式
化
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

 

以
上
に
述
べ
た
中
和
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
の
具
体
的
な
実
例
を
幾
つ
か
述
べ
て
お
き

た
い
。
中
和
の
中
庸
思
想
は
、
既
存
の
思
想
を
否
定
し
た
新
制
作
物
で
あ
る
と
い
う
以
上
、

人
為
的
・
人
工
的
に
制
作
す
る
新
し
い
思
想
で
あ
る
。 
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中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
考
で
あ

る
、
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
を
適
用
し
て
、
凡
そ
全
く
逆
方
向
の
性
格
を
持
つ
、
二
つ
の
中

庸
思
想
の
構
造
論
に
連
関
し
て
実
現
方
法
論
の
考
察
を
行
う
こ
と
が
、
最
も
多
く
の
成
果
を

得
る
最
良
の
方
法
論
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
一

中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
の
原
理
論 

 

宮
崎
氏
と
金
谷
氏
の
学
説
に
お
い
て
も
、
で
は
如
何
に
し
て
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸

思
想
を
実
現
し
て
、
こ
れ
を
維
持
し
て
行
く
の
か
と
い
う
、
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
に
つ

い
て
は
、
未
だ
全
く
解
決
し
て
い
な
い
未
知
の
問
題
な
の
で
あ
る
。 

金
谷
氏
は
、
両
端
が
常
に
状
況
に
よ
り
動
く
か
ら
、
五
を
中
心
に
し
た
四
で
も
六
で
も
よ

い
、
融
通
性
の
あ
る
ほ
ど
良
い
中
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
、
ほ
ど
良
い
中
が
真
の
中
で
あ

る
と
主
張
す
る
原
因
と
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
述
べ
て
い
た
。
こ
の
幅
の
あ
る
ほ
ど
良
い
中

庸
の
学
説
は
、
孟
子
の
言
う
「
権
の
あ
る
中
」
の
意
味
で
な
い
こ
と
は
拙
稿
（
一
）
で
批
判

し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
両
端
が
常
に
動
く
と
い
う
金
谷
氏
の
指
摘
の
中
で
、「
権

の
あ
る
中
」
＝
融
通
性
の
あ
る
中
庸
の
場
合
に
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
重
量
的
に
正
確
な
中

を
実
現
し
て
行
く
の
か
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
る
。 

他
方
で
は
和
＝
羹
＝
ご
っ
た
煮
と
規
定
し
た
金
谷
氏
の
中
庸
説
＝
中
和
論
＝
調
和
論
の
場

合
に
は
、
ど
の
様
に
し
て
両
極
端
の
物
を
調
和
さ
せ
る
の
か
と
い
う
、
方
法
論
が
問
題
で
あ

る
。
つ
ま
り
金
谷
氏
の
論
考
に
お
い
て
の
課
題
は
、
一
体
、
ど
う
い
う
方
法
論
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
中
庸
思
想
を
実
現
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

中
庸
の
構
造
論
を
原
理
的
に
言
え
ば
、
両
端
を
否
定
し
た
中
和
の
場
合
に
は
、
善
人
で
も

な
け
れ
ば
悪
人
で
も
な
い
が
、
善
人
と
悪
人
の
両
端
が
五
分
五
分
に
融
合
し
た
状
態
＝
調
和

し
た
普
通
人
が
中
庸
人
な
の
で
あ
り
、
両
端
を
肯
定
し
た
執
中
有
権
の
場
合
に
は
、
善
人
で

も
あ
る
が
悪
人
で
も
あ
る
人
間
に
お
い
て
、
善
人
と
悪
人
の
重
さ
が
五
分
五
分
に
釣
合
っ
て

い
る
均
衡
状
態
の
普
通
人
が
中
庸
人
な
の
で
あ
っ
た
、 

従
っ
て
中
庸
の
実
現
方
法
論
の
問
題
点
を
原
理
的
に
言
え
ば
、
善
人
と
悪
人
が
ほ
ど
良
く

調
和
し
た
中
和
の
場
合
に
は
、
善
人
と
悪
人
を
一
体
ど
の
様
に
融
合
し
て
中
和
状
態
に
導
く

の
か
と
い
う
方
法
論
の
問
題
で
あ
り
、
善
人
と
悪
人
の
重
さ
が
均
衡
し
た
執
中
有
権
の
場
合

に
は
、
善
人
の
重
さ
と
悪
人
の
重
さ
を
一
体
ど
の
様
に
均
衡
さ
し
て
中
権
状
態
に
導
く
の
か

と
い
う
方
法
論
が
重
要
課
題
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
二
つ
の
相
異
な
る
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
の
結
論
を
先
取
り
し
て
原
理
論
を
言
え

ば
、
中
和
の
場
合
は
、
善
人
に
は
悪
人
の
良
さ
を
教
育
し
て
、
悪
人
に
は
善
人
の
良
さ
を
教

育
し
て
、
善
人
と
悪
人
の
味
が
ほ
ど
よ
く
混
合
・
融
合
＝
調
和
し
た
普
通
人
を
制
作
す
る
事

で
あ
ろ
う
。
他
方
の
執
中
有
権
の
場
合
に
は
、
状
況
が
変
化
し
て
、
善
人
と
悪
人
の
重
さ
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、
善
人
が
重
く
な
れ
ば
悪
人
に
豹
変
し
て
、
悪
人
が
重
く
な
れ
ば
善
人

に
豹
変
し
て
、
両
極
端
を
臨
機
応
変
＝
有
権
に
豹
変
し
て
、
善
人
と
悪
人
の
重
さ
の
均
衡
を

執
る
普
通
人
に
な
る
事
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
の
考
察
に
対
す
る
全
体
的
な
概
要
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
既
に
発
表
す
る
機
会
を
得
て
、
こ
れ
を
文
章
化
し
て
上
梓
し
た
中
庸

思
想
の
基
本
的
構
造
論
研
究
（
二
）
を
底
辺
に
し
て
い
る
。

そ
し
て
次
に
筆
者
は
、
こ
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
の
底
辺
で
あ
る
基
本
的
論
考
を
基

礎
に
し
て
、
既
に
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
―
対
の
思
想
の
機
能
論
に
論
及
し
て
、

「
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
対
の
思
想
に
は
、
対
立
物
は
お
互
い
に
両
立
せ
ず
反
発
・
対

立
す
る
と
い
う
考
え
方
＝
否
定
論
と
、
対
立
物
は
両
立
し
て
お
互
い
に
感
応
・
助
け
合
う
と

い
う
考
え
方
＝
肯
定
論
と
い
う
、
対
の
機
能
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 
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中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論 

―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
政
治
思
想
の
構
造
論
研
究(

二)

― 
 

中
庸
思
想
の
実
現
方
法
は
、
中
庸
の
構
造
論
を
探
求
し
た
金
谷
治
氏
や
宮
崎
市
定
氏
の
論

考
に
お
い
て
も
全
く
不
明
な
分
野
で
あ
る
。
し
か
し
中
庸
の
構
造
論
に
は
、
両
極
端
を
否
定

し
た
中
和
＝
調
和
論
＝
両
端
の
融
合
論
と
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
執
中
有
権
＝
均
衡
論
＝
両

端
の
バ
ラ
ン
ス
論
と
い
う
、
相
異
な
る
二
つ
の
構
造
論
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 

そ
の
結
果
、
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
に
は
、
前
者
は
、
教
育
に
よ
り
両
極
端
を
消
去
し
て
、

濃
い
者
は
薄
く
し
て
、
薄
い
者
は
濃
く
し
て
中
和
を
実
現
す
る
。
こ
の
中
和
の
中
庸
思
想
を

制
度
化
し
た
の
が
礼
制
度
で
あ
る
。
後
者
は
、
右
が
重
け
れ
ば
左
に
、
左
が
重
け
れ
ば
右
に

と
、
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
、
両
極
端
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
り
、
両
極
端
の
均
衡
状
態

を
実
現
す
る
中
庸
思
想
で
あ
る
。
こ
の
様
に
中
庸
思
想
に
は
、
化
学
反
応
的
に
実
現
す
る
中

和
論
と
、
運
動
論
的
に
実
現
す
る
力
学
的
均
衡
論
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
実
現
方

法
が
存
在
す
る
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
；

対
の
思
想

中
庸
思
想
の
構
造

中
庸
思
想
の
実
現
方
法

両
極
端
を

融
合
す
る
中
和
論

両
極
端
を
飛
び
移
る
バ
ラ
ン
ス
論

 

 

初
め
に
ー
問
題
の
提
起 

 

拙
稿
（
一
）
に
お
い
て
、
宮
崎
市
定
氏
や
島
田
虔
次
氏
の
学
説
は
、
中
を
空
間
的
原
理
と

規
定
す
る
の
み
で
、
具
体
的
構
造
論
を
提
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
最
大
の
欠
陥
で
あ
る
こ 

 

小

倉

正

昭 

 

と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
ま
た
宮
崎
氏
の
説
は
、
中
＝
礼
で
あ
る
が
、
中
庸
思
想
と
礼
の
因
果 

関
係
も
不
明
確
で
あ
り
、
中
庸
思
想
は
、
礼
制
度
だ
け
で
は
実
現
方
法
を
規
定
で
き
な
い
こ

と
や
、
礼
は
何
故
に
時
間
的
制
約
を
受
け
る
の
か
と
い
う
肝
心
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
同
氏

は
何
も
具
体
的
に
は
指
摘
し
て
お
ら
ず
、
全
く
未
解
決
な
問
題
で
あ
っ
た
。 

ま
た
前
稿
に
お
い
て
は
、
中
庸
思
想
の
内
面
的
構
造
論
を
具
体
的
に
展
開
し
た
金
谷
治
氏

は
、
中
の
統
合
的
説
明
と
し
て
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
を
提
起
し
た
。
し
か
し
金
谷
氏

の
構
造
説
は
、
両
極
端
の
否
定
を
肯
定
論
に
吸
収
し
て
し
ま
い
、
両
者
を
区
別
し
な
い
結
果

生
じ
た
構
造
論
説
で
あ
り
、
理
論
的
に
も
資
料
的
に
も
成
立
し
な
い
こ
と
を
実
証
し
た
。 

金
谷
氏
の
中
庸
思
想
は
、
中
庸
思
想
＝
中
和
論
＝
調
和
論
で
あ
り
、
中
和
の
中
庸
思
想
の

構
造
論
は
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
上
に
成
立
す
る
と
言
う
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
前
稿
で
検

討
し
た
よ
う
に
、
こ
の
主
張
は
、
両
極
端
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
、
全
く
異
な
る
二
つ
の
中

庸
思
想
の
前
提
―
対
の
思
想
を
無
視
し
た
議
論
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
金
谷
氏
の
中
庸
思
想
の

構
造
論
研
究
の
基
本
的
な
間
違
い
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
中
庸
思
想
に
は
、
両
極
端
を
否
定
し
た
中
庸
思
想
、
つ
ま
り
中
和
＝
調
和
論
に
は

収
ま
り
切
ら
な
い
、
も
う
一
つ
別
な
構
造
性
を
持
つ
中
庸
思
想
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
全

て
の
極
端
思
想
を
生
か
し
た
上
で
中
を
執
る
、
つ
ま
り
両
極
端
を
肯
定
し
た
上
で
真
ん
中
を

執
る
、
執
中
＝
有
権
＝
両
端
の
均
衡
論
の
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
は
、
両
極
端
を
否
定
し
た
中
和
＝
調
和
論
と
、
両
極
端
を

肯
定
し
た
執
中
有
権
＝
＝
均
衡
論
と
い
う
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
が
あ
る
以
上
、
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（学術論文） 

Structural Theory of the Doctrine of the Mean
– Study of the structural theory of Chinese political thought examined 
from the thought of Dui (1) –

Masaaki OGURA

Regarding the study of the structural theory of the Doctrine of the Mean, in the history of the study 

in the past, only Dr. Osamu Kanaya developed an understanding that the apex of a triangle or a cone 

is the midpoint of the mean. However, his theory was a fallacious argument confusing the denial 

theory and the affirmation theory that the denial theory of both ends was absorbed into the 

affirmation theory. We examined the structural theory of the Doctrine of the Mean from the thought 

of Dui (dualist thought), which is a traditional, basic thought among Chinese people. Results

revealed that two completely different structural theories of the Doctrine of the Mean exist: The 

neutralization (chemical harmony) theory, which denies both ends of a spectrum as disadvantageous 

and which blends them evenly, and the centralization (dynamical balance) theory, which affirms both 

ends of a spectrum as advantageous and which balances their respective weights evenly according to 

the circumstances.

Key words: structure of the Doctrine of the Mean, thought of Dui, neutralization (harmony) theory, 

centralization (balance) theory

Department of General Education (Humanities and Social Sciences)

（Original Article）
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（
二
四
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

四

中
庸
の
調
和

一
四 

五
頁

参
照) 

（
二
五
）『
孟
子
（
下
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

五
七

頁

参
照
） 

（
二
六
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

第
五
刷

一
八
六 

頁
―
一
八
七
頁

参
照
） 

(

二
七)

『
孟 

子

上

』

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

二
六
〇

頁

参
照) 

（
二
八
）『
孟
子
（
上
）』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

二
五

九
頁

参
照
） 

二
九

『
孟
子

下

』

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

一
九
七

頁
―
一
九
八
頁

参
照 

（
三
〇
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

一
八
三
頁

参 

照) 

（
三
一
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

六
五
頁

参 

照) 

（
三
二
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

一
六
四
頁

参 

照) 

（
三
三
）『
孟
子
（
下
）
』（
小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

三

五
三
頁

参
照
） 

（
三
四
）
孟
子
は
、「
権
―
は
か
り
に
て
後
に
軽
重
を
知
り
」
と
述
べ
て
い
る
。（『
孟
子
（
下
）』 

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

五
七
頁

参
照
） 

（
三
五
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

一
六
一
頁
― 

一
六
二
頁

参
照) 

（
三
六
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

一
〇
五
頁

参 

照) 

（
三
七
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

四

中
庸
の
調
和

一
四 

〇
頁

参
照) 

（
三
八
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

四

中
庸
の
調
和

一
四 

一
頁
―
一
四
二
頁

参
照) 

三
九
）『
孟
子

下

』

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

三
六
五

頁
―
三
六
六
頁

参
照 

(

四
〇)

『
孟
子

上

』

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

一
五
九

頁

参
照) 

(

四
一)

『
孟
子

上

』

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

二
四
〇

頁

参
照)

。 

(

四
二)

『
孟
子

上

』

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

三
九
一

頁

参
照)

。 

（
四
三
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究 

史
の
現
段
階
（
二
）
ー
」『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一 

四
年

参
照
） 

（
四
四
）『
大
学
・
中
庸
』（
赤
塚
忠

新
釈
漢
文
大
系

第
二
巻

「
中
庸
解
説
」
一
四
九
頁

 

明
治
書
院

昭
和
四
二
年

初
版

平
成
六
年

三
五
版

参
照
） 

（
四
五
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治

一
五
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
八
年

参
照
） 

（
受
付
日
二
〇
一
四
年

八
月
二
六
日
）

（
受
理
日
二
〇
一
四
年

十
二
月
一
七
日
）

中庸思想の構造論　―対の思想から考察した中国政治思想の構造論研究（一）― 123（76）



大
切
さ
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
」

鈴
鹿
高
専
広
報
誌

『
鈴
風
』

一
〇
五
号

二
〇
〇
五
年

参
照

 
（
七
）
拙
稿
「
対
の
思
想
の
政
治
史
的
意
義
ー
対
の
思
想
（
両
面
思
考
）
の
生
ま
れ
て
き
た 

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
（
終
章
）
ー
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
五 

巻

二
〇
一
二
年

参
照
）

（
八
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
史 

の
現
段
階
（
二
）
ー
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』

第
四
七
巻

二
〇
一 

四
年

参
照
） 

（
九
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』(

金
谷
治

第
四
章

中
庸

中
公
新
書
一
一
二
〇

一
九
九 

三
年

第
八
刷

一
四
五
頁
―
一
四
六
頁

参
照)

」。 

（
一
〇
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

学
而
篇

二 

三
頁
―
二
四
頁

参
照)

。
金
谷
氏
は
礼
を
注
釈
し
て
「
礼
ー
主
と
し
て
冠
婚
葬
祭
そ 

の
他
の
儀
式
の
さ
だ
め
を
い
う
。
社
会
的
な
身
分
に
応
じ
た
差
別
を
す
る
と
と
も
に
、 

そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
な
調
和
を
め
ざ
す
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。 

（
一
一
）『
孟
子

下

』

小
林
勝
人
訳
注

三
五
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

「
六

権
の
注
釈
ー
「
権
は
ハ
カ
リ
の
お
も
り
。
称
鐘
（
分
銅
）。
動
詞
に
し
て
ハ
カ 

ル
。
ハ
カ
リ
に
か
け
て
物
の
軽
重
を
知
る
。
こ
こ
は
臨
機
応
に
処
置
す
る
こ
と
」〈『
孟 

子
下
』
小
林
勝
人
訳
注

三
五
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
） 

拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
史 

の
現
段
階
（
二
）
ー
」『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一
四
年

 

参
照
） 

（
一
二
）
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究 

史
の
現
段
階
（
二
）
ー
」『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一 

四
年

参
照
） 

（
一
三
）
拙
稿
「
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
史 

の
現
段
階
（
三
）
ー
」『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』
第
四
七
巻

二
〇
一
四 

年

参
照
） 

（
一
四
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫
四
〇
刷

一
四
八
頁

一
九
八
九
年

参
照) 

（
一
五
）『

孟
子

下

』

小
林
勝
人
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
九
五
年

第
三
六
刷

七
二

頁

参
照

 

（
一
六
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
二
頁
ー
二
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
三
年

参
照
） 

（
一
七
）『
大
学
・
中
庸
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
書
店

二
〇
〇
一
年

第
五
刷

一
四
三 

頁
―
一
四
四
頁

参
照
） 

（
一
八
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治
著

第
四
章

中
庸

四

中
庸
の
調
和

一 

五
一
頁
―
一
五
二
頁

参
照)

。 

「
中
と
和
」（
金
谷
治

『
文
化
』
十
五
巻
四
号

一
九
五
〇
年

参
照
） 

（
一
九
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

一
八
四
頁

参 

照) 

（
二
〇
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

二
一
七
頁

参 

照) 

（
二
一
）『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

岩
波
文
庫

一
九
八
九
年

第
四
〇
刷

巻
第
三

雍 

也
篇

八
三
頁

参
照)  

（
二
二
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

四

中
庸
の
調
和

一
四 

二
頁

参
照)  

（
二
三
）『
中
国
思
想
を
考
え
る
』
（
金
谷
治

第
四
章

中
庸

四

中
庸
の
調
和

一
四 

三
頁
―
一
四
四
頁

参
照) 
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を
採
る
の
は
、
自
主
性
を
失
っ
た
折
中
主
義
・
追
随
的
機
会
主
義
で
あ
る
と
批
判
し
て
、
中

庸
は
生
易
し
い
物
で
な
く
、
最
高
の
道
徳
で
あ
り
、
実
現
困
難
な
道
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。

し
か
し
両
端
の
中
間
批
判
の
主
張
は
間
違
っ
て
い
る
。
両
極
端
の
中
間
を
と
る
の
は
、
非

常
に
困
難
が
伴
う
の
で
あ
る
。
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。

両
極
端
を
否
定
し
た
中
和
の
場
合
に
は
、
両
端
を
消
去
し
た
上
で
、
両
端
を
五
分
五
分
に
融

合
し
て
調
和
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
、
他
方
で
は
両
端
を
肯
定
し
た
執
中
有
権

の
場
合
に
は
、
両
端
を
一
〇
〇
％
生
か
し
た
上
で
、
両
端
を
五
分
五
分
に
釣
り
合
せ
て
バ
ラ

ン
ス
を
執
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
少
し
で
も
融
合
状
態
を
誤
っ
た
り
、
バ
ラ
ン

ス
状
態
が
崩
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う
中
庸
の
状
態
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。 

そ
れ
故
に
『
中
庸
』
に
は
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
人
び
と
は
み
な
、「
自
分
は
知
者
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、〔
鳥
や

獣
を
捕
え
る
よ
う
に
〕
彼
ら
を
追
い
や
っ
て
仕
掛
け
の
網
や
檻
や
お
と
し
穴
の
な
か
へ
追
い

こ
む
と
し
た
ら
、〔
だ
れ
も
が
う
か
う
か
と
誘
惑
に
負
け
て
〕
そ
れ
を
避
け
る
こ
と
を
知
ら
な

い
も
の
で
あ
る
。
人
び
と
は
み
な
「
自
分
は
知
者
だ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
中
庸
〔
が
よ
い

と
わ
か
っ
て
そ
れ
〕
を
選
び
出
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
守
り
つ
づ
け
る
こ
と
は
た
だ
の
一

か
月
で
さ
え
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。〔
ど
う
し
て
、
そ
れ
で
知
者
だ
と
い
え
よ
う
か
。〕
」（
四

五
）
と
あ
り
、
知
者
で
あ
る
と
言
う
者
さ
え
も
、
た
だ
の
一
か
月
で
さ
え
も
中
庸
を
守
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

一
〇
―
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
は
、
両
極
端
を
否
定
し
て
両
極
端
を
五
分
五
分
に
融
合
・
混

合
し
た
中
和
＝
調
和
論
と
、
両
極
端
を
肯
定
し
て
両
極
端
を
臨
機
応
変
に
豹
変
し
て
五
分
五

分
に
両
極
端
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
る
執
中
有
権
＝
均
衡
論
が
存
在
し
た
と
な
れ
ば
、
こ
の
よ
う

な
構
造
的
特
色
を
持
つ
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
に
は
、
全
く
相
異
な
る
中
庸
思
想
の
実
現

方
法
が
存
在
し
た
と
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
の
論
考
で
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て

考
察
し
て
見
た
い
。 

(

二
〇
一
〇
年
一
〇
月
二
六
日

稿
了) 

注 （
一
）『
大
学
・
中
庸
』（
赤
塚
忠

新
釈
漢
文
大
系

第
二
巻

「
中
庸
解
説
」
一
四
九
頁

明 

治
書
院

昭
和
四
二
年

初
版

平
成
六
年

三
五
版

参
照
） 

（
二
）『
中
庸
』（
宇
野
哲
人
全
訳
注

四
五
頁

講
談
社
学
術
文
庫

一
九
八
三
年

第
一 

刷

参
照
） 

（
三
）『
大
学
・
中
庸
』（
島
田
虔
次
著

一
八
三
頁

中
国
古
典
選
四

朝
日
新
聞
社

一 

九
六
七
年
、
朝
日
文
庫

上
・
下

一
九
七
八
年

参
照
） 

（
四
）
拙
稿
「
中
庸
思
想
研
究
の
課
題
と
展
望
（
一
）
―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
宮
崎
市 

定
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
学
説
の
批
評
―
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』

第 

四
七
巻

二
〇
一
四
年

参
照
）。

拙
稿
「
中
庸
思
想
研
究
に
つ
い
て
の
課
題
と
展 

望
（
二
）
―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
金
谷
治
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
学
説
の
批
評 

―
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』

第
四
七
巻

二
〇
一
四
年

参
照
）。

 

島
田
氏
批
判
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
対
の
思
想
と
中
庸
思
想
研
究
ー
対
の
思
想
か
ら 

考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
の
現
段
階
（
二
）
―
」（『
鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要
』 

第
四
七
巻

二
〇
一
四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
五
）
拙
稿
「
宋
代
の
官
官
接
待
―
中
国
近
世
の
儒
教
政
治
の
一
つ
の
挫
折
」
（
『
鈴
鹿
国 

際
大
学
研
究
紀
要
』
五

一
九
九
九
年

参
照)

拙
稿
「
現
在
日
本
の
官
官
接
待
― 

宋
代
史
に
学
ぶ
戦
後
日
本
の
官
僚
制
度
の
変
質
へ
の
一
試
論
」
（
『
鈴
鹿
国
際
大
学 

研
究
紀
要
』
七

二
〇
〇
一
年

参
照
） 

（
六
）「
ほ
ど
ほ
ど
の
大
切
さ
―
中
国
思
想
の
特
質
・
中
庸
に
就
い
て
―
」（
二
〇
〇
三
年
一

一
月
一
二
日

鈴
鹿
高
専
・
図
書
館
文
化
講
座

講
演
概
要
）。
拙
稿
「
ほ
ど
ほ
ど
の
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於
い
て
要
約
し
て
述
べ
た
様
な
構
造
性
的
特
色
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

六
―
ま
た
喜
怒
哀
楽
の
未
発
の
中
＝
本
体
で
あ
り
、
そ
の
作
用
は
時
中
の
中
と
和
が
存
在
す

る
と
、
一
つ
の
中
＝
本
体
に
、
二
つ
の
相
異
な
る
作
用
と
い
う
、
体
用
の
論
理
で
中
庸
思
想

を
説
明
し
た
朱
子
の
『
章
句
』
を
詳
細
に
説
明
し
た
島
田
氏
の
中
庸
思
想
の
構
造
的
理
解
は
、

対
の
思
想
か
ら
考
察
す
る
と
、
全
く
自
己
矛
盾
す
る
説
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
学
説
も
、
以
上

に
本
論
で
述
べ
て
来
た
論
証
過
程
か
ら
考
え
る
と
、
根
本
的
に
誤
り
で
あ
っ
た
（
四
三
）。 

島
田
氏
も
、
孟
子
の
述
べ
る
中
と
権
の
相
関
性
の
理
解
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
今
、
こ
れ
を
再
度
引
用
し
て
孟
子
の
説
く
中
の
概
念
規
定
を
述
べ
て
み
た
い
。 

「
孟
子
曰
く
、・
・
・
子
莫
は
中
を
執
る
。
中
を
執
る
は
之
（
道
）
に
近
し
と
な
す
も
、
中
を

執
り
て
権
（
は
か
る
）
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
猶
一
を
執
る
が
ご
と
し
」
と
述
べ
て
い
る
。「
中

を
執
り
て
権
な
け
れ
ば
」
と
は
、
つ
ま
り
両
極
端
を
し
っ
か
り
握
り
、
そ
の
中
を
権
＝
秤
で

は
か
り
て
中
間
を
執
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
執
中
の
中
庸
は
、
両
極
端
を
生

か
し
た
執
中
有
権
で
あ
る
。
逆
に
喜
怒
哀
楽
の
未
だ
発
せ
ず
の
未
発
の
中
は
、
喜
怒
・
哀
楽

の
両
極
端
感
情
の
無
い
状
態
の
中
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
中
は
無
感
情
の
中
＝
未
発
の
中
で
あ

る
と
す
る
事
が
で
き
る
。
従
っ
て
中
庸
の
中
は
、
未
発
の
中
と
執
中
有
権
の
中
の
相
異
な
る

二
つ
が
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
体
用
の
論
理
で
纏
め
る
と
、
未
発
の
中
＝
体

の
用
は
和
で
あ
り
、
執
中
有
中
＝
体
の
用
は
時
中
で
あ
る
と
結
論
で
き
る
。 

七
ー
従
っ
て
中
庸
に
は
、
未
発
の
中
＝
和
と
執
中
の
中
＝
有
権
の
二
つ
の
異
な
る
概
念
が
存

在
す
る
事
に
な
る
。
つ
ま
り
島
田
氏
は
、
中
庸
は
未
発
の
中
＝
大
本
＝
体
＝
不
偏
不
倚
、
時

中
＝
達
道
＝
用
＝
過
不
及
に
分
類
で
き
る
と
規
定
し
た
の
は
誤
り
で
あ
る
。
正
確
に
は
、
体

用
の
論
理
を
対
の
思
想
の
論
理
で
考
察
し
て
述
べ
る
と
、
体
に
も
未
発
の
中
と
執
中
の
中
が

あ
り
、
用
に
も
和
と
時
中
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
の
で
あ
る
。 

前
者
の
中
＝
和
は
両
極
端
の
否
定
で
あ
り
、
後
者
の
中
＝
有
権
＝
時
中
は
両
極
端
の
肯
定

で
あ
る
。
中
庸
は
同
じ
く
不
偏
不
倚
と
言
っ
て
も
、
こ
の
不
偏
不
倚
の
中
庸
に
は
両
極
端
の

否
定
と
肯
定
と
い
う
二
つ
の
相
異
な
る
概
念
が
存
在
す
る
。
島
田
氏
の
言
う
よ
う
に
有
権
＝

時
中
は
「
過
不
及
な
し
」
で
あ
る
が
、
調
和
で
あ
る
和
も
「
過
不
及
な
し
」
な
の
で
あ
り
、「
過

不
及
な
し
」
に
は
、
否
定
の
場
合
と
肯
定
の
場
合
の
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
が
存
在
し
た
。 

八
―
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
具
体
的
に
展
開
す
る
と
、
両
極
端
を
否
定
し
た
両
極
端
の
ほ
ど

良
い
融
合
物
・
化
合
物
で
あ
る
中
和
の
中
庸
論
は
、
両
極
端
を
綺
麗
に
無
く
し
て
中
央
に
求

心
化
し
よ
う
と
す
る
ベ
ク
ト
ル
が
働
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
両
極
端
を
肯
定
し
た
両
極

端
の
ほ
ど
良
い
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
均
衡
物
で
あ
る
執
中
有
権
の
中
庸
論
は
、
既
成
の
両

極
端
物
を
綺
麗
に
存
在
さ
せ
て
中
央
を
支
点
と
し
て
、
両
極
端
の
両
端
に
中
心
を
持
っ
て
行

こ
う
と
す
る
中
央
か
ら
の
遠
心
化
の
ベ
ク
ト
ル
が
働
い
て
い
る
。
従
っ
て
中
和
の
中
庸
と
執

中
有
権
の
中
庸
は
、
両
端
と
中
央
の
相
互
関
係
が
、
全
く
逆
方
向
の
ベ
ク
ト
ル
が
働
い
て
い

る
の
で
あ
り
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想
＝
対
立
物
の
両

面
思
考
が
生
き
て
躍
動
す
る
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

九
ー
赤
塚
氏
は
、「
中
庸
と
は
極
端
に
走
ら
な
い
「
ほ
ど
よ
さ
」
で
あ
っ
て
、
誰
に
も
わ
か
り

や
す
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。『
中
庸
』
に
も
比
喩
的
に
「
そ
の
両
端
を
執

っ
て
、
そ
の
中
を
民
に
用
ふ
」（
第
六
章
）
と
い
っ
て
い
る
。
だ
が
、
中
庸
は
、
過
不
及
の
中

間
を
と
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
よ
う
な
生
易
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
中
間
を
と
る

の
で
は
、
全
く
自
主
性
を
失
っ
た
折
中
主
義
・
追
従
的
機
会
主
義
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ

故
に
『
中
庸
』
に
は
「
中
庸
は
そ
れ
至
れ
る
か
な
」（
第
三
章
）
と
い
い
、
ま
た
「
中
庸
は
能

く
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
（
第
九
章
）
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
中
庸
』
は
中
庸
を
目
標

と
し
て
、
そ
の
根
本
に
立
ち
入
っ
て
道
を
求
め
、
人
間
の
本
質
を
探
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

『
論
語
』
の
中
庸
と
『
中
庸
』
の
そ
れ
を
単
純
に
結
合
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
は
、
中
庸
が

わ
か
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る
と
す
る
思
索
の
不
徹
底
が
あ
ろ
う
。
」
（
四
四
）
と
、
た
だ
中
間
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銅
で
計
り
＝
権
衡
、
両
端
の
重
さ
の
均
衡
を
重
視
す
る
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
の
政
治
的
展

開
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
全
く
異
な
る
孟
子
の
礼
物
の
授
受
の
肯
定
と
否
定
の
行
為
は
、
孟

子
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
に
適
中
し
た
時
中
行
為
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

最
後
に
執
中
有
権
＝
本
体
と
時
中
＝
作
用
の
上
手
く
表
現
さ
れ
た
聖
天
子
・
舜
の
庶
民
時

代
と
天
子
時
代
の
日
常
行
為
の
相
違
の
事
例
を
挙
げ
て
見
た
い
。
舜
に
つ
い
て
孟
子
は
、 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。「
舜
が
ま
だ
微
賎
で
あ
っ
た
こ
ろ
は
、
粗
末
な
乾
飯
や
ま
ず
い
野
菜

を
食
い
、
そ
の
ま
ま
質
素
な
生
活
に
甘
ん
じ
て
、
一
生
涯
を
終
わ
り
そ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
尭
に
挙
げ
ら
れ
て
天
子
と
な
る
と
、
立
派
な
画
衣
〈
晴
着
〉
を
身
に
ま
と
い
、

琴
を
か
な
で
て
楽
し
み
、
尭
帝
の
二
人
の
皇
女
に
侍
か
れ
る
、
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
が
、

も
と
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
、
し
ご
く
落
ち
つ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
」
〈
四
二
〉

と
述
べ
て
い
る
。
舜
は
、
庶
民
身
分
時
代
は
粗
末
生
活
を
し
て
、
天
子
身
分
時
代
は
贅
沢
生

活
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
庶
民
身
分
の
粗
末
と
天
子
身
分
の
贅
沢
が
同
じ
重
さ
で
釣
合
っ

て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
場
合
そ
の
時
々
の
状
況
に
適
中
し
た
生
活
行
動
＝
時
中
行
動
を
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
中
庸
思
想
の
体
現
者
で
あ
る
聖
人
・
舜
の
様
子
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

 

四

結
語
と
展
望 

 

以
上
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
対
の
思
想
―
両
面
思
考
を
応
用
し
て
中
庸
思
想
の

構
造
的
特
色
を
考
察
し
た
が
、
本
稿
で
述
べ
た
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
構
造
的

特
色
に
つ
い
て
簡
単
に
要
約
し
て
、
今
後
の
展
望
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

一
―
「
不
偏
不
倚
、
過
不
及
な
き
名
」
と
朱
子
が
規
定
し
た
「
一
方
に
偏
ら
な
い
ほ
ど
良

い
真
ん
中
を
取
る
」
事
を
内
容
と
す
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
考
え
る
上
で
一
番
重
要
な
視

点
は
、
真
ん
中
の
両
端
に
存
在
す
る
両
極
端
の
思
想
を
ど
の
様
に
取
り
扱
い
処
理
す
る
の
か

と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
よ
う
な
決
し
て
一
方
に
偏
ら
な
い
で
常
に
真
ん
中
を

志
向
す
る
中
庸
思
想
に
は
、
両
極
端
を
否
定
す
る
場
合
と
両
極
端
を
肯
定
す
る
場
合
と
い
う
、

全
く
逆
の
処
理
方
法
、
つ
ま
り
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
が
存
在
す
る
と
い
う
事
で
あ
る
。 

二
―
こ
の
視
角
よ
り
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
研
究
す
る
と
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
探

求
・
解
明
し
て
、
中
国
思
想
に
新
機
軸
を
開
い
た
金
谷
氏
が
提
起
し
た
三
角
形
な
い
し
円
錐

形
の
頂
点
説
は
、
両
極
端
の
否
定
と
肯
定
を
混
同
し
て
、
肯
定
論
に
一
本
化
し
て
提
起
し
た

構
造
論
で
あ
っ
て
、
中
国
人
の
基
本
的
思
考
で
あ
る
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
か
ら
考
察
し
て

見
る
と
、
同
氏
の
図
形
化
は
基
本
的
に
成
立
し
な
い
理
論
で
あ
る
。 

三
―
中
和
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
―
両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
の
中
庸
思
想
の
構
造
は
、

中
＝
和
で
あ
り
、
和
と
は
、
両
極
端
の
色
彩
を
完
全
に
無
く
し
た
上
で
、
両
極
端
を
ほ
ど
よ

く
混
ぜ
合
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
作
の
融
合
物
な
の
で
あ
る
。『
中
庸
』
で
主
張
す
る
中
和

の
中
庸
思
想
の
構
造
は
、
短
所
で
あ
る
両
極
端
を
一
〇
〇
％
消
去
し
た
上
で
、
両
極
端
を
五

分
五
分
に
入
れ
た
も
の
が
、
両
極
端
が
上
手
く
混
じ
り
合
い
、
新
し
く
融
合
さ
れ
た
中
和
状

態
を
言
う
の
で
あ
る
。 

四
―
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
―
子
莫
の
執
中
の
中
道
論
は
、
両
極
端
を
五
〇
％

づ
つ
生
か
し
た
両
極
端
の
折
中
的
な
バ
ラ
ン
ス
論
で
あ
っ
た
。
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％

生
か
し
た
孟
子
の
主
張
す
る
権
あ
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
両
極
端
の
重
さ
が
一
〇
〇
％

生
き
て
い
る
上
で
、
両
極
端
の
重
さ
の
釣
り
合
い
が
均
衡
し
て
い
て
、
水
平
バ
ラ
ン
ス
が
執

れ
て
い
る
状
態
を
言
う
の
で
あ
る
。 

五
―
中
は
空
間
的
原
理
で
あ
り
、
庸
は
時
間
的
原
理
で
あ
る
と
し
て
、
庸
の
時
間
的
原
理
を

追
求
し
て
、
中
の
空
間
的
原
理
を
具
体
的
に
展
開
し
な
か
っ
た
宮
崎
市
定
氏
や
、「
在
中
の
中
」

は
空
間
的
原
理
と
主
張
な
が
ら
も
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
提
示
し
な
か
っ
た
島
田
虔
次
氏
の

中
庸
思
想
の
空
間
的
原
理
と
は
、
対
の
思
想
よ
り
考
察
し
た
結
果
、
筆
者
が
右
の
三
と
四
に
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桃
応
に
答
え
て
い
る
。

孟
子
は
、
舜
の
父
の
瞽
瞍
が
殺
人
罪
を
犯
し
た
場
合
に
は
、
天
下
の
大
法
で
処
分
す
る
と

言
う
。
公
平
無
私
な
博
愛
主
義
者
と
し
て
の
舜
の
政
治
的
立
場
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
舜
の

公
権
力
の
代
表
者
た
る
天
子
の
政
治
的
立
場
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
他
方

で
孟
子
は
、
頑
迷
固
陋
な
父
親
で
、
普
通
の
人
間
に
は
ど
う
に
も
対
応
で
き
な
い
父
親
の
瞽

瞍
に
対
し
て
、
天
子
の
舜
は
公
法
下
に
置
い
て
処
分
し
な
く
、
父
を
背
負
い
逃
亡
し
て
親
を

私
的
に
保
護
す
る
、
と
言
う
。
仁
愛
の
代
表
者
た
る
親
孝
行
者
の
舜
の
私
権
力
者
＝
家
族
主

義
者
と
し
て
の
政
治
的
立
場
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
孟
子
の
心
に
は
、
博
愛
主

義
＝
義
と
家
族
主
義
＝
仁
の
両
極
端
の
思
想
が
、
同
じ
重
さ
で
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

政
治
家
に
付
き
も
の
の
贈
収
賄
に
つ
い
て
も
、
孟
子
は
、
以
上
の
例
と
同
じ
よ
う
な
事
を

述
べ
て
い
る
。
孟
子
の
君
主
か
ら
の
贈
答
品
の
受
容
に
つ
い
て
の
賄
賂
認
識
で
あ
る
が
、
孟

子
が
君
主
か
ら
の
贈
答
品
に
つ
い
て
、
否
定
し
た
り
、
こ
れ
を
肯
定
し
た
り
す
る
、
相
矛
盾

し
た
行
動
を
し
て
い
る
事
に
つ
い
て
、
不
思
議
に
思
っ
た
門
人
の
陳
臻
が
、
以
下
の
よ
う
に

孟
子
に
尋
ね
た
。 

「
問
人
の
陳
臻
が
た
ず
ね
た
。「
先
日
斉
の
国
で
は
、
王
様
か
ら
兼
金
一
百
鎰
〈
良
質
の
銀

二
千
両
〉
も
贈
ら
れ
た
の
に
、
先
生
は
そ
れ
を
受
け
と
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
な
の
に

宋
の
国
で
は
七
十
鎰
を
贈
ら
れ
て
受
け
と
ら
れ
、
薛
の
国
で
も
五
十
鎰
を
贈
ら
れ
て
受
け
と

ら
れ
ま
し
た
。
も
し
も
前
に
受
け
と
ら
れ
た
の
が
正
し
い
な
ら
、
後
に
受
け
と
ら
れ
た
の
は

間
違
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
ま
た
後
に
受
け
と
ら
れ
た
の
が
正
し
い
な
ら
、
前
に
受
け
と

ら
れ
な
い
の
は
間
違
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
先
生
の
な
さ
れ
か
た
は
、
必
ず
こ

の
二
つ
の
な
か
の
ど
ち
ら
か
一
つ
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
」
孟
子
は
答
え
ら
れ
た
。
「
ど
ち
ら

も
み
な
間
違
っ
て
は
い
な
い
よ
。
宋
に
い
た
時
は
、
ち
ょ
う
ど
私
は
遠
方
に
旅
立
つ
と
こ
ろ

だ
っ
た
。
旅
立
つ
も
の
に
は
必
ず
餞
別
を
送
る
の
が
礼
儀
だ
。
宋
の
殿
か
ら
『
ご
餞
別
で
す
。

受
け
て
く
だ
さ
い
』
と
い
う
お
言
葉
が
あ
っ
た
の
で
、
ど
う
し
て
う
け
と
ら
ず
に
は
お
ら
れ

よ
う
。
薛
に
い
た
と
き
に
は
、
私
に
危
害
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
用
心

を
し
て
警
戒
し
て
い
た
。
薛
の
殿
も
同
情
し
て
「
警
戒
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
だ
か
ら
、
警
備

の
費
用
に
で
も
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
こ
と
。
こ
れ
ま
た
ど
う
し
て
受
け
と
ら
ず
に
お
ら
れ

よ
う
。
と
こ
ろ
が
斉
に
い
た
と
き
に
は
、
贈
ら
れ
て
も
別
に
そ
の
金
を
必
要
と
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
必
要
と
も
し
な
い
の
に
強
い
て
金
を
贈
る
の
は
、
つ
ま
り
は
賄
賂
と
い
う
も
の
。

か
り
に
も
君
子
た
る
も
の
が
、
賄
賂
で
買
収
さ
れ
て
ど
う
し
て
よ
か
ろ
う
か
。〔
こ
れ
が
す
な

わ
ち
斉
の
金
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た
理
由
な
の
だ
。〕」(

四
〇)

と
言
う
の
が
、
孟
子
の
問
人
の

陳
臻
へ
の
回
答
で
あ
る
。
孟
子
の
言
葉
を
要
約
す
る
と
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

①
孟
子
の
返
事
は
、
餞
別
の
受
容
と
拒
否
と
い
う
両
極
端
行
為
は
、
ど
ち
ら
も
正
し
い
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
孟
子
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
が
、
斉
に
い
る
と
き
と
宋
や
薛
を
去
る
時

で
は
、
状
況
が
全
く
違
っ
て
い
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、

仕
事
も
せ
ず
に
労
働
の
対
価
で
な
い
も
の
を
受
け
と
取
る
の
は
、
賄
賂
で
は
な
い
の
か
。
孟

子
自
身
、
精
神
労
働
の
成
果
の
対
価
と
し
て
報
酬
が
あ
る
の
だ
と
述
べ
て
い
る(

四
一)

。  

②
孟
子
は
、
か
つ
て
諸
侯
の
贈
物
を
礼
に
適
っ
た
行
為
で
あ
れ
ば
致
し
方
な
い
と
賄
賂
の
授

受
を
素
直
に
許
容
し
た
。
し
か
し
今
度
は
、
金
が
あ
る
時
に
受
け
と
れ
ば
賄
賂
だ
と
拒
否
し

て
、
金
が
な
い
時
に
は
餞
別
だ
と
し
て
平
気
で
礼
物
を
肯
定
し
て
受
け
と
る
の
で
あ
る
。 

③
こ
の
結
果
、
孟
子
は
、
現
実
の
自
分
の
経
済
の
実
情
を
肯
定
し
つ
つ
、
自
己
の
懐
具
合
と

必
要
性
の
有
無
と
い
う
自
己
の
経
済
状
況
の
変
化
を
考
慮
し
て
、
持
ち
金
の
重
さ
の
軽
重
を

計
り
、
必
要
性
の
有
る
時
は
餞
別
を
礼
物
と
し
て
受
け
取
り
、
必
要
性
の
無
い
時
は
餞
別
を

賄
賂
と
し
て
拒
否
し
て
、
宋
・
薛
を
去
る
時
と
斉
に
居
た
時
の
自
分
の
懐
具
合
の
重
さ
や
必

要
性
の
有
無
の
均
衡
状
態
を
執
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

④
従
っ
て
こ
の
孟
子
の
発
言
と
餞
別
の
授
受
行
為
は
、
懐
具
合
と
必
要
性
の
有
無
を
秤
の
分
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だ
か
ら
こ
の
一
文
は
中
国
語
法
に
従
い
、
逆
説
の
接
続
詞
と
し
て
、
正
確
に
読
み
下
す
と
、

「
子
は
温
に
し
て
し
か
れ
ど
も
厲
な
り
、
威
に
し
て
し
か
れ
ど
も
猛
な
ら
ず
、
恭
し
く
て
し

か
れ
ど
も
安
な
り
」
と
な
る
。
従
っ
て
孔
子
は
、
中
和
の
説
明
で
引
用
し
た
孔
子
の
極
端
を

消
去
し
た
上
で
の
円
満
性
と
は
全
く
逆
の
、
相
互
に
対
立
す
る
極
端
の
両
面
的
性
格
を
同
時

に
持
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
孔
子
の
人
格
表
現
の
資
料
は
、
温
と
厲
、

威
と
不
猛
、
恭
と
安
と
い
う
対
立
す
る
人
格
を
、「
而
」
と
い
う
接
続
詞
を
棒
秤
の
支
点
に
し

て
、
対
立
す
る
概
念
が
両
極
端
に
あ
り
、
そ
の
二
つ
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
釣
り
合
っ
て
い
る
状

態
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

金
谷
氏
は
、
続
い
て
舜
の
子
弟
教
育
の
方
法
に
つ
い
て
、 

「
『
書
経
』
で
は
、
舜
が
楽
官
に
命
じ
て
子
弟
の
教
育
を
行
う
の
に
、
「
直
（
す
る
ど
）
く

し
て
温
（
お
だ
や
か
）
、
寛
（
ゆ
る
や
か
）
に
し
て
粟
（
き
び
し
）、
剛
（
つ
よ
）
く
し
て
虐

（
む
ご
さ
）
な
く
、
簡
（
大
）
に
し
て
傲
（
恣
）（
ほ
し
い
ま
ま
）
な
し
」（
舜
典
篇
）
、・
・
・

対
立
し
た
二
つ
の
概
念
を
而
と
い
う
言
葉
で
結
合
し
て
、
よ
り
高
次
の
統
合
的
な
意
味
を
あ

ら
あ
す
こ
と
は
、
決
し
て
特
殊
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
」
（
三
八
）
と
、
述
べ
て
い

る
。
こ
こ
で
も
金
谷
氏
は
、
而
を
「
そ
し
て
」
と
い
う
順
接
の
接
続
詞
と
解
釈
し
て
、
対
立

す
る
概
念
を
高
次
の
統
合
体
に
昇
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
か
し
而
の
意
味
は
、「
し
か
れ
ど
も
」
と
い
う
逆
説
の
接
続
詞
で
あ
り
、
金
谷
氏
の
高
次

の
統
合
体
説
は
、
論
理
的
に
中
国
語
法
上
に
お
い
て
無
理
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
舜

は
、
直
と
温
、
寛
と
粟
、
剛
と
不
虐
と
い
う
対
立
し
た
両
面
的
性
格
を
、「
而
」
と
い
う
接
続

詞
を
天
秤
の
支
点
に
し
て
、
両
極
端
の
対
立
概
念
を
分
銅
で
計
っ
て
、
軽
重
な
く
均
衡
状
態

に
な
る
よ
う
に
教
育
し
た
、
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
る
の
が
自
然
な
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
孟
子
の
子
莫
の
中
道
批
判
と
、
金
谷
氏
が
紹
介
し
た
「
而
」
の

資
料
の
誤
読
を
訂
正
し
て
、
中
権
の
中
庸
の
構
造
論
の
内
容
に
つ
い
て
結
論
を
述
べ
る
と
、

以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

子
莫
の
執
中
論
は
、
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
生
か
し
た
も
の
で
な
く
、
五
〇
％
ず
つ

生
か
し
た
両
極
端
の
折
中
主
義
の
バ
ラ
ン
ス
論
で
あ
っ
た
。
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
生

か
し
た
孟
子
の
主
張
す
る
権
あ
る
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
両
対
極
に
あ
る
両
極
端
思
想
が

一
〇
〇
％
生
き
て
い
る
上
で
、
両
極
端
の
重
さ
の
釣
合
い
が
均
衡
し
て
、
水
平
バ
ラ
ン
ス
が

執
れ
て
い
る
執
中
＝
有
権
の
状
態
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
極
端
の
肯
定
し
た
執
中
有
権
の

中
庸
と
は
、
両
極
の
重
さ
の
力
学
的
バ
ラ
ン
ス
の
執
れ
た
平
衡
状
態
を
意
味
す
る
。 

次
の
孟
子
の
公
権
力
と
私
権
力
の
相
違
に
つ
い
て
の
主
張
を
よ
く
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
事

実
が
よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
孟
子
は
、
孔
子
の
主
張
と
同
じ
様
に
、
博
愛
主
義
と
家

族
主
義
と
い
う
、
全
く
異
な
る
仁
義
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。 

「
孟
子
の
門
人
の
桃
応
が
た
ず
ね
た
。「
先
生
、
舜
が
天
子
で
、
皐
陶
が
裁
判
官
で
あ
る
と

き
に
、
舜
の
父
の
瞽
瞍
が
も
し
人
殺
し
を
し
た
ら
、〔
そ
の
処
分
は
〕
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う

か
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
も
ち
ろ
ん
、
皐
陶
は
法
に
よ
っ
て
す
ぐ
さ
ま
瞽
瞍
を
罪
人

と
し
て
と
ら
え
る
だ
け
の
こ
と
だ
。」
〔
桃
応
が
ま
た
た
ず
ね
た
。
〕
「
そ
れ
で
は
、
舜
は
そ
れ

を
さ
し
止
め
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
い
く
ら
舜
が
天
子
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
ど
う
し
て
そ
れ
を
さ
し
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
に
は
代
々
受
け
つ
い
で

き
た
天
下
の
大
法
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
天
子
と
い
え
ど
も
私
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

だ
。
」
〔
桃
応
が
い
っ
た
〕
。
「
で
は
こ
の
際
、
舜
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
」

父

が
死
刑
に
な
る
の
を
黙
っ
て
見
て
い
る
の
で
す
か

。
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
舜
は
天
下
を
捨

て
る
こ
と
は
破
れ
草
履
を
捨
て
る
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
い
か
ら
、
天
子
の
位
を
な
げ

う
っ
て
父
を
背
負
っ
て
逃
げ
、
人
知
れ
ぬ
海
辺
に
そ
う
て
遠
い
辺
地
に
行
っ
て
か
く
れ
住
み
、

一
生
に
こ
に
こ
し
て
父
に
仕
え
て
楽
し
み
、
天
下
の
事
な
ど
は
全
く
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
だ

ろ
う
。
」

三
九
）
と
、
家
族
制
度
の
危
機
に
は
、
公
権
力
を
棄
て
て
逃
亡
す
る
と
、
門
人
の
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時
の
両
極
端
の
重
さ
を
計
り
直
し
て
両
極
端
の
重
さ
の
均
衡
を
維
持
し
て
、
両
極
端
の
長
所

を
一
〇
〇
％
生
か
す
よ
う
に
臨
機
応
変
な
行
動
を
し
て
い
な
い
、
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。 

要
約
④
―
子
莫
の
よ
う
に
墨
子
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
の
両
極
端
思
想
を
し
っ
か

り
執
り
、
そ
の
中
間
を
執
っ
た
と
こ
ろ
で
、
単
純
に
そ
の
中
間
を
取
る
な
ら
、
孟
子
が
言
う

よ
う
に
、
そ
れ
も
一
つ
の
極
端
思
想
で
あ
る
。
両
極
端
の
長
所
は
半
分
半
分
に
な
り
、
ま
た

両
端
の
重
さ
が
変
わ
っ
て
く
れ
ば
七
対
三
に
も
な
る
。
従
っ
て
子
莫
の
執
中
無
権
論
は
、
両

極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
生
か
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
権
＝
秤
の
分
銅
を
用
い
て
臨
機
応

変
に
両
端
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
生

か
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
孟
子
は
、
一
極
端
に
拘
ら
ず
に
臨
機
応
変
に
両
極
端
の
長
所
を

一
〇
〇
％
す
べ
て
生
か
せ
、
そ
れ
が
権
あ
る
中
庸
思
想
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

要
約
⑤
―
孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
中
間
を
執
る
子
莫
の
執
中
無

権
論
が
一
極
端
思
想
に
固
執
す
る
の
を
嫌
い
、
両
極
端
を
一
〇
〇
％
生
か
し
て
臨
機
応
変
に

両
極
端
を
生
か
し
た
中
庸
の
道
を
実
践
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
有
権
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
な
の
で
あ
る
か
ら
、
要
約
①
と
要
約

②
が
問
題
で
あ
る
。
①
と
②
を
総
合
し
て
言
う
と
、
有
権
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
と
は
、
両

極
端
の
重
さ
が
一
〇
〇
％
生
か
さ
れ
た
上
で
、
両
極
端
の
重
さ
が
一
〇
〇
％
の
重
さ
で
均
衡

し
て
い
る
状
態
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
そ
の
よ
う
な
事
例
を
幾
つ
か
紹
介
し
よ
う
。 

文
と
質
を
否
定
し
て
「
文
質
彬
彬
」
を
主
張
す
る
『
論
語
』
に
は
、
逆
に
文
と
質
の
両
極

端
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
子
貢
は
衛
の
国
の
大
夫
・
棘
子
成
に
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
棘
子
成
が
「
君
子
は
質
朴
だ
け
〔
が
大
切
〕
だ
ね
。
装
飾
な
ど
、
ど
う
し
て
い
る
も
の

か
。
」
と
い
っ
た
の
で
、
子
貢
は
い
っ
た
、
「
惜
し
い
ね
、
こ
の
方
の
君
子
に
つ
い
て
の
お
説

は
。
四
頭
だ
て
の
速
馬
で
さ
え
舌
に
は
お
い
つ
け
な
い
。〔
失
言
は
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い

も
の
だ
。〕
装
飾
も
質
朴
の
よ
う
な
も
の
だ
し
、
質
朴
も
装
飾
の
よ
う
な
も
の
で
〔
で
、
ど
ち

ら
も
必
要
だ
〕
だ
。
虎
や
豹
の
毛
を
ぬ
い
た
な
め
し
皮
は
犬
や
羊
の
な
め
し
皮
と
同
じ
よ
う

な
も
の
〔
で
、
質
だ
け
に
し
た
の
で
は
君
子
の
真
価
は
表
れ
な
い
も
の
〕
だ
。」（
三
五
）。 

原
文
は
、
「
文
猶
質
也
、
質
猶
文
也
」
と
あ
り
、
文
と
質
は
、
「
而
」
と
い
う
逆
接
の
接
続

詞
を
天
秤
棒
の
支
点
に
し
て
、
文
と
質
の
両
端
が
同
じ
重
さ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、

文
と
質
の
両
極
端
が
、
均
衡
し
た
執
中
＝
有
権
の
状
態
に
あ
る
。 

ま
た
『
論
語
』
に
は
、
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
先
生
は
お
だ
や
か
で
い
て
し
か
も
き
び
し
く
、
お
ご
そ
か
で
あ
っ
て
し
か
も
烈
し
く
は
な

く
、
恭
謙
で
い
て
し
か
も
安
ら
か
で
あ
ら
れ
る
。」（
三
六
）。 

こ
の
文
章
に
あ
る
「
而
」
に
つ
い
て
、
金
谷
治
氏
は
、「
こ
の
前
後
の
言
葉
は
本
来
結
び
つ

き
に
く
い
、
対
立
す
る
よ
う
な
概
念
で
す
。
「
温
」
は
温
か
く
お
だ
や
か
な
こ
と
、
「
厲
」
は

そ
の
反
対
で
厳
し
く
て
鋭
い
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
し

た
矛
盾
と
も
見
え
る
よ
う
な
性
格
が
、
孔
子
の
人
格
と
し
て
渾
然
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
表
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
単
な
る
温
か
さ
で
も
な
け
れ
ば
厳
し
さ
で
も
な
い
、
温

か
く
て
厳
し
い
と
い
う
そ
の
両
者
を
包
み
こ
ん
だ
、
あ
る
意
味
で
一
段
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ

に
孔
子
の
人
格
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。」（
三
七
）
と
、
述
べ
て
い
た
。

も
し
同
氏
の
言
う
よ
う
に
，「
而
」
が
両
極
端
を
結
合
し
て
、
両
極
端
を
統
合
し
た
一
段
高

い
所
に
、
孔
子
の
人
格
が
存
在
す
る
と
い
う
な
ら
ば
、
も
う
一
語
が
後
文
に
存
在
し
て
、
孔

子
の
一
段
高
い
人
格
表
現
の
言
葉
が
な
く
て
は
い
け
な
い
。
従
っ
て
こ
の
一
文
は
、
孔
子
の

人
格
の
統
合
体
と
は
見
な
せ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
語
の
語
法
よ
り
考
え
て

も
、
ご
く
自
然
な
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
自
身
が
、「
こ
の
前
後
の
言
葉
は
本
来
結
び
つ
き
に
く

い
対
立
す
る
よ
う
な
概
念
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
者
は
対
立
す
る
概
念
で
あ
り
、

「
而
」
は
逆
説
の
接
続
詞
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
そ
し
て
」
と
順
接
の
接
続
詞
と
解
釈
し

た
こ
と
が
、
決
定
的
な
誤
り
な
の
で
あ
る
。 
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「
先
生
は
い
わ
れ
た
、
「
ほ
ん
の
一
言
〔
を
聞
い
た
〕
だ
け
で
訴
訟
を
判
決
で
き
る
の
は
、

ま
あ
由
だ
ろ
う
ね
。
」
子
路
は
ひ
き
う
け
た
こ
と
に
ぐ
ず
ぐ
ず
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」
（
三

二
）
と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
孔
子
は
、
子
路
の
訴
訟
判
決
の
テ
キ
パ
キ
と
し
た
処
置

能
力
に
つ
い
て
、
極
端
的
能
力
を
長
所
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
。
孔
子
は
極
端
な
人
間
を
尊

重
す
る
性
格
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
分
る
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
両
極
端
を
肯
定
す
る
中
庸
思
想
は
、
ど
の
様
な
構
造
性
を
持
っ
た
思
想
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
考
察
す
る
一
番
好
個
の
資
料
が
、
孟
子
の
子
莫
批
判
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
の
中
間
を
取
る
子
莫
を
、
以
下
の
よ
う

に
批
判
し
て
い
る
。
そ
の
全
文
を
引
用
し
て
、
孟
子
の
主
張
の
要
点
を
述
べ
て
み
た
い
。 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。
楊
朱
は
〔
極
端
な
個
人
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
万
事
自
分
本
位
に

し
か
考
え
な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
い
わ
ず
か
髪
の
毛
一
本
抜
く
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
大
い
に
天

下
の
為
に
な
る
と
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
を
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
墨
翟
は
〔
こ
れ
と
反
対

で
、
無
差
別
の
博
愛
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕、
た
と
い
頭
の
天
辺
か
ら
足
の
踵
ま
で
す
り
へ
ら

し
て
も
、
天
下
の
為
と
あ
れ
ば
そ
れ
を
す
る
の
で
あ
る
。
魯
の
賢
人
子
莫
は
こ
の
中
ほ
ど
を

執
る
中
道
主
義
で
あ
る
。
こ
の
中
道
主
義
は
聖
人
の
道
で
あ
る
中
庸
に
ま
ず
近
い
と
は
い
え

る
が(

原
文
は
「
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
」)

、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け

に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機
応
変
の
処
置
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の

よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
固
執
し
て
、
他
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ

原
文

は
「
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
」

。
わ
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
に
固
執
し
て
融
通
の
き
か
な
い

の
を
に
く
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
た
だ
一
つ

の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所
を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら

だ

原
文
は
「
所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
、
挙
一
而
廃
百
也
」

。
」（
三
三
）
と
、
述
べ
て

い
る
。
小
林
氏
は
、「
注
六
」
に
て
権
を
説
明
し
て
、「
権
、
権
は
ハ
カ
リ
の
お
も
り
。
称
錘(

分

銅)

。

動
詞
に
し
て
ハ
カ
ル
。
ハ
カ
リ
に
か
け
て
物
の
軽
重
を
知
る
。
こ
こ
は
臨
機
応
変
に

処
置
す
る
こ
と
。」（
三
四
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
文
章
を
要
約
す
る
と
、
凡
そ
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

要
約
①
―
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
の
両
極
端
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
そ
の

中
間
を
執
る
子
莫
の
中
道
主
義
は
、
両
端
を
長
所
と
し
て
肯
定
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
儒

教
の
理
想
と
す
る
中
庸
思
想
に
近
い
。 

要
約
②
―
し
か
し
中
間
を
執
る
子
莫
の
執
一
論
は
、
一
極
点
を
執
る
固
定
的
な
中
で
あ
り
、

両
端
が
動
け
ば
、
つ
ま
り
博
愛
主
義
が
重
く
な
り
て
個
人
主
義
が
軽
く
な
り
、
逆
に
個
人
主

義
が
重
く
な
り
博
愛
主
義
が
軽
く
な
れ
ば
、
両
端
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
一
方
に
傾

い
て
来
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
中
庸
と
は
言
え
な
い
と
、
孟
子
は
批
判
し
て
い
る
。
子
莫

の
執
中
無
権
は
、
一
つ
の
立
場
に
何
時
ま
で
も
固
執
す
る
博
愛
主
義
や
個
人
主
義
と
同
じ
一

つ
の
極
端
思
想
で
あ
る
と
言
う
。
だ
か
ら
権
＝
棒
秤
の
分
銅
で
両
極
端
の
重
さ
の
軽
重
を
一

つ
一
つ
計
っ
て
、
博
愛
主
義
が
重
く
な
れ
ば
逆
に
個
人
主
義
を
重
く
し
て
、
個
人
主
義
が
重

く
な
れ
ば
逆
に
博
愛
主
義
を
重
く
し
て
、
両
極
端
の
重
さ
の
均
衡
を
臨
機
応
変
的
に
執
っ
て

両
端
の
均
衡
状
態
を
実
現
し
な
け
れ
ば
、
本
当
の
中
庸
で
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
従
っ
て
両
極
端
の
長
所
を
生
か
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
執
中=

有
権
で
あ
る
。 

要
約
③
―
執
一
に
拘
る
の
を
憎
む
の
は
、
一
つ
の
立
場
ば
か
り
に
拘
り
、
全
て
の
極
端
思
想

の
長
所
を
一
〇
〇
％
生
か
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
中
道
主
義
者
の
子
莫
は
、
し
っ
か
り

博
愛
主
義
と
個
人
主
義
の
真
ん
中
を
執
り
、
何
時
ま
で
も
そ
こ
に
拘
っ
て
い
て
、
両
端
の
重

さ
の
軽
重
を
分
銅
で
計
っ
て
い
な
い
故
に
不
可
な
の
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
両
極
端
の
長
所
を

一
〇
〇
％
生
か
す
よ
う
に
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
よ
う
と
し
な
い
、
と
批
判
す
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
両
端
の
状
況
や
環
境
が
変
わ
れ
ば
、
子
莫
の
五
〇
％
ず
つ
両
極
端
の
重
さ
を
執
る

バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
し
て
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
重
さ
が
傾
い
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
が
、
そ
の
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③
こ
の
結
果
、
収
賄
の
善
悪
と
い
う
極
端
な
議
論
を
否
定
し
て
、
諸
侯
が
人
民
か
ら
奪
略
収

奪
し
た
利
益
を
、
礼
制
度
に
適
っ
た
行
為
で
あ
れ
ば
、
善
悪
の
入
り
乱
れ
た
戦
国
の
乱
世
の

現
状
で
は
、
諸
侯
の
善
悪
の
混
合
し
た
礼
物
の
授
受
は
致
し
か
な
い
と
、
現
実
の
諸
候
の
礼

接
を
肯
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

④
従
っ
て
戦
国
の
乱
世
の
諸
侯
の
礼
物
を
平
然
と
し
て
受
け
取
る
孟
子
の
賢
人
の
礼
遇
を
肯

定
す
る
政
治
的
態
度
は
、
善
悪
の
混
合
し
た
、
つ
ま
り
博
愛
主
義
＝
公
と
個
人
主
義
＝
私
と

い
う
公
私
概
念
の
混
合
し
た
、
戦
国
諸
侯
の
中
和
の
中
庸
思
想
＝
礼
制
度
に
対
す
る
政
治
的

態
度
の
具
体
的
展
開
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

以
上
に
述
べ
た
『
中
庸
』
で
展
開
し
て
い
る
中
＝
和
の
資
料
と
、
金
谷
氏
の
主
張
し
た
資

料
を
批
判
し
た
中
和
の
中
庸
論
を
踏
ま
え
て
、
中
＝
和
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
内
容
に
つ

い
て
の
結
論
を
述
べ
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
の
中
庸
の
構
造
は
、
中
＝
和
で
あ
り
、
和
と
は
、
両
極
端
の
色

彩
を
完
全
に
無
く
し
た
上
で
、
両
極
端
を
ほ
ど
よ
く
混
ぜ
合
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

丁
度
、
化
学
反
応
や
薬
の
調
合
に
よ
る
中
和
反
応
と
同
様
で
あ
り
、
赤
と
白
の
両
極
端
を
混

ぜ
合
わ
せ
て
ピ
ン
ク
色
に
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
極
端
を
否
定
し
た
中
庸
の

内
面
的
な
構
造
論
は
、
短
所
で
あ
る
両
極
端
を
一
〇
〇
％
消
去
し
た
上
で
、
両
極
端
を
五
分

五
分
に
混
合
し
て
、
新
し
く
制
作
し
た
融
合
状
態
を
言
う
。
両
極
端
の
存
在
し
な
い
の
が
中

で
あ
り
、
両
極
端
が
五
分
五
分
に
融
合
し
て
い
る
の
が
和
の
で
あ
る
。
従
っ
て
両
極
端
の
否

定
し
た
中
＝
和
の
中
庸
と
は
、
化
学
反
応
的
な
中
和
状
態
を
意
味
す
る
。
こ
の
中
和
の
具
体

化
物
が
礼
制
度
な
の
で
あ
る
。 

 

三

中
庸
思
想
の
構
造
的
特
質
―
執
中
有
権
思
想 

 

両
極
端
思
想
を
肯
定
し
た
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
と
は
、
実
際
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な

構
造
的
特
質
を
持
つ
思
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
中
和
の
中
庸
思
想
が
両
極
端
の
否
定

で
あ
り
、
こ
れ
を
消
去
す
る
こ
と
が
、
中
和
状
態
の
大
前
提
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
と
は
逆
に
執
中
有
権
の
中
庸
思
想
の
構
造
を
考
え
る
大
前
提
は
、
両
極
端
を
肯
定
す

る
中
庸
で
あ
る
以
上
、
両
者
は
全
く
前
提
が
逆
で
あ
る
と
言
う
事
で
あ
る
。 

「
狂
簡
の
人
を
教
育
し
て
直
そ
う
」
と
『
論
語
』
で
述
べ
て
い
る
孔
子
の
言
葉
を
、
中
和

の
中
庸
の
前
提
に
挙
げ
た
が
、
同
じ
狂
簡
に
つ
い
て
孔
子
は
、
今
度
は
逆
に
両
極
端
人
を
肯

定
す
る
。『
論
語
』
に
は
孔
子
の
言
葉
と
し
て
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
。｢

中
庸
の
人
を
み
つ
け
て
交
わ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
せ
め
て
は
狂
者

か
狷
者
だ
ね
。
狂
の
人
は
〔
大
志
を
抱
い
て
〕
進
ん
で
求
め
る
し
、
狷
の
人
は
〔
節
議
を
守

っ
て
〕
し
な
い
こ
と
を
残
し
て
い
る
も
の
だ
。｣

（
三
〇
）
と
、
あ
る
。 

中
庸
の
人
が
大
事
な
交
際
相
手
で
あ
る
が
、
見
つ
か
ら
な
い
場
合
に
は
、
次
に
狂
＝
積
極

的
な
人
か
、
狷
＝
消
極
的
な
人
と
交
際
し
た
い
と
、
両
極
端
の
人
間
を
肯
定
す
る
。
孔
子
は

狂
簡
の
人
と
狂
・
狷
の
人
に
つ
い
て
、
全
く
相
矛
盾
す
る
両
面
的
な
理
解
を
し
て
い
た
。 

更
に
孔
子
は
顔
回
の
才
能
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い
て
、 

「
先
生
が
子
貢
に
向
か
っ
て
い
わ
れ
た
、
「
お
前
と
回
と
は
、
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
る

か
。
」
お
答
え
し
て
、
「
賜
（
こ
の
わ
た
し
）
な
ど
は
、
ど
う
し
て
回
を
望
め
ま
し
ょ
う
。
回

は
一
を
聞
い
て
そ
れ
で
十
を
さ
と
り
ま
す
が
、
賜
な
ど
は
一
を
聞
い
て
二
が
わ
か
る
だ
け
で

す
。」
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
及
ば
な
い
ね
、
わ
た
し
も
お
前
と
一
し
ょ
で
及
ば
な
い
よ
。」（
三

一
）
と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

孔
子
は
、
一
方
で
弟
子
の
質
問
に
「
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
」
と
言
い
、
両
極
端

を
否
定
し
な
が
ら
、
他
方
で
は
全
く
逆
に
愛
弟
子
の
顔
回
の
「
一
を
聞
い
て
十
を
知
る
」
才

能
の
豊
か
さ
を
、
つ
ま
り
極
端
を
長
所
と
し
て
褒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
孔
子
は
、 
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（
二
八
）
と
、
中
和
の
中
庸
＝
仁
義
の
融
合
＝
礼
制
度
を
実
践
し
た
周
公
は
、
仁
義
を
無
視

す
る
野
蛮
人
を
退
治
し
た
と
、
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
偏
向
思
想
と
し
て
激
し
く
批

判
す
る
。
そ
し
て
禹
・
周
公
・
孔
子
・
孟
子
の
政
治
の
中
心
精
神
が
、
礼
制
度
と
そ
の
作
用

で
あ
る
親
子
関
係
＝
仁
と
君
臣
関
係
＝
義
の
調
和
状
態
の
実
践
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
と
述
べ

て
い
る
。

 

柔
軟
性
の
な
い
一
極
端
思
想
へ
の
固
執
を
嫌
い
批
判
す
る
の
は
、
一
つ
の
極
端
思
想
に
拘

っ
て
い
て
は
、
両
極
端
思
想
の
両
面
を
混
合
し
て
併
せ
持
つ
中
和
の
中
庸
思
想
＝
礼
制
度
が

実
現
で
き
な
い
た
め
で
あ
る
。
孟
子
の
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
へ
の
排
撃
批
判
は
、
こ

の
中
和
の
中
庸
思
想
の
政
治
思
想
的
立
場
へ
展
開
し
た
好
例
で
あ
る
。 

政
治
家
に
付
き
も
の
の
賄
賂
に
つ
い
て
、
孟
子
は
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
孟
子
は
、

人
民
か
ら
無
理
に
搾
取
を
し
た
品
物
を
進
物
と
し
て
く
れ
る
諸
侯
か
ら
の
贈
り
物
を
、
平
然

と
受
け
取
り
交
際
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
門
人
の
万
章
に
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
万
章
が
さ
ら
に
た
ず
ね
た
。『
今
の
諸
侯
が
人
民
か
ら
搾
取
す
る
の
は
、
ま
る
で
追
剥
ぎ

も
同
然
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
彼
ら
が
交
際
の
礼
儀
を
尽
く
し
て
贈
り
物
を
し
て
く
れ
ば
、〔
先

生
の
よ
う
な
〕
君
子
で
も
そ
れ
を
受
け
取
ら
れ
る
と
は
、
こ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
い
う
わ
け

な
の
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ
お
聞
き
し
た
い
も
の
で
す
。
』
孟
子
は
こ
た
え
ら
れ
た
。
「
な
る
ほ

ど
、
〔
今
の
諸
侯
は
い
ず
れ
も
乱
暴
に
は
ち
が
い
な
い
が
〕
、
君
は
ど
う
思
う
か
。
今
、
も
し

真
の
王
者
が
起
こ
っ
た
な
ら
ば
、
今
の
諸
侯
た
ち
を
ず
ら
り
と
並
べ
て
お
い
て
〔
ど
れ
も
み

な
追
剥
ぎ
同
様
な
こ
と
を
し
て
い
た
と
い
う
の
で
〕、
一
人
残
ら
ず
処
刑
す
る
だ
ろ
う
か
。
そ

れ
と
も
ま
た
、
一
度
は
教
戒
を
加
え
て
み
て
、
そ
れ
で
も
改
心
し
な
い
時
に
の
み
は
じ
め
て

処
刑
す
る
だ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
ど
ち
ら
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
自
分
の
所
有
で
な
い
の
に

取
る
の
は
、
こ
と
ご
と
く
盗
賊
だ
と
〔
し
て
、
諸
侯
達
を
み
な
盗
賊
だ
と
〕
い
う
理
論
は
、

こ
れ
は
標
準
を
ひ
ろ
げ
高
め
て
道
徳
の
極
端
に
ま
で
煎
じ
つ
め
て
い
う
議
論
で
〔
あ
っ
て
、

理
屈
は
一
応
そ
う
で
〕
あ
る
〔
が
、
実
際
に
は
い
ろ
い
ろ
事
情
が
あ
っ
て
、
い
ち
が
い
に
盗

賊
だ
と
は
い
え
な
い
〕
。
だ
か
ら
、
孔
子
が
魯
に
仕
え
ら
れ
て
お
ら
れ
た
時
も
、
〔
魯
に
は
猟

較
と
い
っ
て
、
田
猟
の
獲
物
の
多
寡
を
較
べ
て
、
多
い
者
が
少
な
い
者
の
獲
物
を
奪
い
取
っ

て
、
神
を
祭
る
習
慣
が
あ
っ
た
〕。
魯
人
が
こ
の
猟
較
を
す
る
と
、
孔
子
も
ま
た
善
く
な
い
こ

と
だ
と
思
い
な
が
ら
、
や
は
り
そ
の
習
慣
に
従
っ
て
猟
較
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。〔
習
慣
な
ら

ば
〕
猟
較
で
さ
え
も
な
お
差
支
え
な
い
と
す
れ
ば
、
ま
し
て
諸
侯
か
ら
の
贈
り
物
を
受
け
取

る
ぐ
ら
い
の
事
は
、
ま
あ
差
支
え
な
い
で
は
な
い
か
。・
・
・
い
っ
た
い
、
孔
子
の
仕
え
方
に

は
三
通
り
あ
っ
て
、
第
一
は
道
が
行
わ
れ
る
可
能
性
あ
り
と
し
て
仕
え
る
見
可
行
の
仕
え
、

つ
ぎ
は
君
主
の
待
遇
が
礼
に
か
な
っ
て
い
る
か
ら
仕
え
る
際
可
の
仕
。
も
う
一
つ
は
君
主
に

よ
く
賢
者
を
養
う
礼
が
あ
る
公
養
の
仕
、
と
い
う
こ
の
三
つ
の
場
合
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
魯

の
卿
季
桓
子
に
仕
え
ら
れ
た
の
は
見
可
行
の
仕
え
で
あ
り
、
衛
の
霊
公
に
仕
え
ら
れ
た
の
は

際
可
の
仕
え
で
あ
り
、
衛
の
孝
公
に
仕
え
た
の
は
公
養
の
仕
な
の
で
あ
る
。」

二
九

と
、
言

う
の
で
あ
る
。
こ
の
文
章
の
孟
子
の
言
葉
を
要
約
す
る
と
以
下
の
様
に
な
る
。

①
万
章
が
諸
侯
の
人
民
収
奪
を
非
難
し
て
指
摘
す
る
、「
今
の
諸
侯
が
人
民
搾
取
の
限
り
を
尽

く
し
て
盗
賊
の
行
為
を
し
て
い
る
」
と
い
う
議
論
は
、
道
徳
の
極
限
を
指
摘
し
た
、
現
実
離

れ
の
甚
だ
し
い
極
端
な
議
論
だ
、「
諸
候
は
、
一
概
に
悪
人
ば
か
り
と
言
え
な
い
。
悪
人
の
心

持
ち
つ
つ
善
人
の
心
も
持
つ
人
間
な
の
だ
。
こ
の
世
の
人
間
は
善
悪
が
混
合
し
て
い
る
」
と

述
べ
て
、
孟
子
は
万
章
の
極
端
な
諸
侯
＝
悪
人
説
の
発
言
を
拒
否
す
る
。

②
孟
子
は
、
諸
侯
が
礼
を
尽
く
し
て
、
進
物
を
持
っ
て
交
際
を
求
め
て
く
る
場
合
に
は
、
礼

儀
が
重
要
な
徳
目
で
あ
る
以
上
、
諸
侯
の
礼
物
＝
収
賄
を
拒
否
す
る
の
は
、
諸
侯
へ
の
不
恭

で
不
謹
慎
な
態
度
で
あ
り
、
そ
れ
は
拒
否
で
き
な
い
と
言
う
。
そ
し
て
孟
子
は
、
孔
子
の
第

二
に
仕
え
る
方
法
―
賢
者
を
礼
接
す
る
が
た
め
に
仕
え
る
方
法
を
引
用
し
て
、
諸
侯
の
贈
り

物
を
受
け
取
る
こ
と
を
、「
現
実
で
は
仕
方
が
な
い
」
と
、
自
己
弁
護
を
し
て
い
る
。
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注
に
於
い
て
、「
三

節
文
、
節
は
節
度
。
程
よ
く
き
り
を
つ
け
る
。
文
は
文
飾
。
物
事
に
文

彩
が
あ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。」
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
礼
の
具
体
的
な
作
用
は
、
仁
と
義
の

程
よ
い
融
合
状
態
を
意
味
す
る
で
あ
る
。
ま
た
『
中
庸
』
に
は
、 

「
魯
の
哀
公
が
政
治
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。
先
生
は
こ
う
答
え
ら
れ
た
、・
・
・
仁
と
は

人
で
〔
あ
っ
て
、
人
と
人
と
親
し
み
あ
う
こ
と
で
〕
で
あ
る
。
親
し
い
肉
親
を
親
愛
す
る
こ

と
が
最
も
大
切
で
あ
る
。
義
と
は
宜
で
〔
あ
っ
て
、
物
事
に
応
じ
た
適
宜
な
あ
り
方
を
得
さ

せ
る
こ
と
で
〕
あ
る
。〔
肉
親
の
情
を
こ
え
て
〕
賢
人
を
賢
人
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
る
。
肉
親
を
親
愛
す
る
こ
と
に
も
〔
親
疎
に
よ
る
〕
差
別
が
あ
り
、
賢
人
を
尊
重

す
る
こ
と
に
も
〔
才
能
に
よ
る
〕
区
別
が
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
区
別
こ
そ
礼
の
起
こ
る
根
拠

で
あ
る
。〔
つ
ま
り
は
、
礼
と
は
仁
と
義
と
を
節
度
づ
け
て
飾
る
も
の
で
あ
る
。〕」(

二
六)

と
、

述
べ
て
い
る
。
礼
と
は
、
仁(

家
族
の
親
疎)

と
、
義(
賢
人
の
上
下)

と
い
う
両
極
端
を
中
和
し

て
、
こ
れ
に
差
等
を
付
け
て
制
度
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
従
っ
て
礼
制
度
と
は
、
国

家=

公
権
力
と
家
族=

私
権
力
と
を
、
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
中
和
の
中
庸
思
想
の
具
体
的
事
例

な
の
で
あ
る
。『
論
語
』
に
は
礼
と
和
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
有
子
が
い
わ
れ
た
、「
礼
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
調
和
（
和
ー
筆
者
注
）
が
尊
い
の
で
あ

る
。
む
か
し
の
聖
王
の
道
も
そ
れ
で
こ
そ
立
派
で
あ
っ
た
。〔
し
か
し
〕
小
事
も
大
事
も
そ
れ

(

調
和)

に
依
り
な
が
ら
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
調
和
を
知
っ
て
調
和
し
て
い
て
も
、

礼
で
そ
こ
に
折
り
め
を
つ
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
。
」
（
一

〇
）
と
あ
る
。
有
子
は
、
単
純
な
和
＝
調
和
で
は
、
こ
の
世
は
う
ま
く
行
か
な
い
故
に
、
不

可
と
言
う
の
で
あ
る
。
古
代
よ
り
仁
＝
家
族
秩
序
と
義
＝
社
会
秩
序
を
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た

礼
の
作
用
と
し
て
の
調
和
の
精
神
が
、
最
も
貴
重
な
精
神
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

礼
制
度
の
作
用
に
よ
る
和
合
＝
調
和
を
尊
重
す
る
中
和
の
中
庸
こ
そ
、
古
代
よ
り
中
国
思
想

の
精
髄
で
あ
り
、
普
遍
的
思
想
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。 

孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
両
極
端
思
想
を
、
禽
獣
＝
野
蛮
人
と

激
し
く
非
難
し
て
、
孔
子
の
道
＝
中
庸
の
道
の
実
現
を
主
張
す
る
。 

「
在
野
の
学
者
は
勝
手
気
ま
ま
に
無
責
任
な
言
論
を
唱
え
て
世
間
を
ま
ど
わ
し
、
中
で
も

楊
朱
や
墨
翟
の
説
が
天
下
に
み
ち
あ
ふ
れ
て
、
天
下
の
言
論
は
楊
朱
の
説
に
賛
成
し
な
け
れ

ば
、
必
ず
墨
翟
の
説
に
賛
成
す
る
と
い
う
有
様
。
い
っ
た
い
、
楊
氏
の
説
は
、
自
分
の
こ
と

だ
け
し
か
考
え
な
い
自
分
本
位
の
個
人
主
義
で
、
つ
ま
り
は
君
主
を
全
く
無
視
す
る
も
の
で

あ
る
。
墨
氏
の
説
は
、
自
分
の
親
も
他
人
の
親
も
全
く
平
等
に
兼
ね
愛
す
る
無
差
別
の
博
愛

主
義
だ
か
ら
、
父
が
あ
っ
て
も
な
い
の
と
同
然
、
つ
ま
り
父
を
全
く
無
視
す
る
と
い
う
も
の
。

こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
父
を
無
視
し
自
分
の
主
君
を
無
視
す
る
の
は
、
こ
れ
こ
そ
、
と
う
て

い
人
間
と
は
い
え
な
い
禽
獣
の
ふ
る
ま
い
で
あ
る
。・
・
・
」(

二
七)

と
、
述
べ
る
。 

孟
子
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
は
義
＝
君
主
や
国
家
を
無
視
し
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
は
仁
＝

父
母
や
家
族
を
無
視
す
る
、
到
底
人
間
と
は
い
え
な
い
禽
獣
の
行
為
で
あ
る
、
と
言
う
の
で

あ
る
。
続
い
て
孟
子
は
、
以
下
の
よ
う
に
も
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
を
批
判
す
る
。 

「
今
も
し
、、
朱
・
墨
翟
の
説
が
鳴
り
を
ひ
そ
め
な
け
れ
ば
、
孔
子
の
正
し
道
は
と
う
て
い

世
に
顕
わ
れ
は
せ
ぬ
。
か
く
し
て
邪
説
が
人
々
を
欺
き
眩
ま
し
て
、
仁
義
の
心
を
さ
し
塞
い

で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
仁
義
の
心
が
さ
し
塞
が
れ
て
し
ま
う
と
、
け
だ
も
の
ど
も
を
引
き
連

れ
て
人
間
を
食
ら
わ
す
こ
と
に
も
な
り
、
や
が
て
は
人
間
同
士
が
お
互
い
に
食
い
あ
う
よ
う

な
あ
さ
ま
し
い
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の
だ
。・
・
・
父
を
無
視
し
主
君
を
無
視
す
る
禽
獣

に
も
ひ
と
し
い
野
蛮
人
は
、
こ
れ
こ
そ
周
公
が
打
ち
懲
ら
し
た
も
う
た
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

私
も
ま
た
天
下
の
人
心
を
正
し
、
間
違
っ
た
学
説
を
排
撃
し
、
片
寄
っ
た
行
い
を
防
ぎ
と
め
、

で
た
ら
め
な
無
責
任
き
わ
ま
る
言
論
を
追
放
し
て
、
そ
し
て
こ
の
禹
・
周
公
・
孔
子
の
三
聖

人
の
志
を
う
け
継
ぎ
た
い
も
の
と
思
っ
て
お
る
。・
・
・
私
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
、
誰
で
も
言
論

を
も
っ
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
邪
説
を
排
撃
す
る
も
の
は
、
す
べ
て
聖
人
の
仲
間
な
の
で
あ
る
」
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っ
て
し
ま
え
ば
、
高
次
な
統
合
体
に
な
ら
な
く
な
る
の
は
、
当
然
な
の
で
あ
る
。
文
と
質
と

い
う
対
立
概
念
が
消
え
て
、
両
者
が
彬
彬
と
い
う
よ
う
な
状
態
―
一
つ
の
混
合
物
や
化
合
物

に
な
る
ー
と
言
う
の
が
、
先
に
引
用
し
た
資
料
の
意
味
す
る
趣
旨
で
あ
る
。 

従
っ
て
こ
の
文
章
の
意
味
は
、
野
人
と
文
書
係
の
両
者
を
否
定
し
て
、
両
者
が
ほ
ど
よ
く

溶
け
合
っ
て
い
る
調
和
あ
る
人
物
が
君
子
だ
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
彬
彬
」
と
は
、「
文
」

と
「
質
」
を
否
定
し
た
上
に
成
立
す
る
作
用
で
あ
り
、
文
と
質
の
調
和
状
態
を
意
味
す
る
。

こ
れ
も
両
極
端
を
否
定
し
た
上
で
、
両
極
端
が
上
手
く
混
じ
り
合
い
融
合
し
た
和
＝
調
和
状

態
に
あ
る
中
＝
和
の
中
庸
の
事
例
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
金
谷
氏
は
、『
詩
経
』
の
資
料
を
引
用
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
中
庸
思
想
の
構
造
論
的

理
解
で
あ
る
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
を
補
強
し
て
い
る
。「『
詩
経
』
に
は
、「
剛
な
ら
ず

柔
な
ら
ず
、
政
を
敷
（
お
こ
な
）
い
て
優
優
た
れ
ば
、
百
禄
是
に
遒
（
あ
つ
）
ま
る
」(

商
頌
・

長
発
篇)

と
い
う
句
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
剛
と
柔
と
い
う
対
立
し
た
観
念
を
、
そ
の
ど
ち

ら
で
も
な
い
と
否
定
し
な
が
ら
、
実
は｢

政
を
敷
い
て
優
優｣
、
優
優
は
調
和
の
こ
と
だ
と
古

い
注
釈
で
言
わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
剛
と
柔
が
そ
う
し
た
調
和
的
な
政
治
に
接
取
さ
れ
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
剛
と
柔
と
の
両
端
の
中
が
、
実
は
剛
と
柔
と
を
包

容
し
た
構
造
的
な
あ
り
方
で
、
実
際
の
政
治
の
う
え
で
実
現
さ
れ
る
、
そ
う
す
る
と
も
ろ
も

ろ
の
福
禄
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
わ
け
で
す
。」(

二
三)

と
述
べ
て
い
る
。 

金
谷
氏
の
説
は
、「
剛
と
柔
の
対
立
し
た
観
念
を
、
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
と
否
定
し
な
が

ら
」
と
言
う
と
こ
ろ
ま
で
は
よ
い
が
、
後
の
展
開
が
不
可
で
あ
る
。
剛
と
柔
の
両
極
を
否
定

し
た
以
上
、
も
う
す
で
に
剛
と
柔
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
の
に
、
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂

点
説
を
補
強
す
る
た
め
に
、「
実
は
剛
と
柔
と
を
包
容
し
た
構
造
的
な
あ
り
方
で
、
実
際
の
政

治
の
う
え
に
実
現
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
て
、
両
端
を
肯
定
し
て
言
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の

主
張
は
前
後
関
係
の
矛
盾
し
た
話
で
あ
る
。 

何
故
な
ら
一
度
は
否
定
し
た
剛
と
柔
の
両
端
が
、
ま
た
対
立
し
た
も
の
を
統
合
し
た
高
次

の
表
現
＝
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
を
補
強
す
る
た
め
に
、
再
び
生
き
返
っ
て
い
る
か
で

あ
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
『
詩
経
』
の
一
句
を
理
解
す
れ
ば
、
政
治
に
多
く
の
福
録

が
集
ま
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

「
剛
で
も
な
け
れ
ば
柔
で
も
な
い
が
、
剛
と
柔
が
ほ
ど
よ
く
融
合
し
た
新
し
い
調
和
の
あ

る
思
想
的
な
態
度
で
政
治
を
す
れ
ば
、
諸
々
の
福
禄
が
集
ま
り
よ
い
結
果
に
な
る
」
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
そ
し
て
「
優
々
」
と
は
、「
剛
」
と
「
柔
」
を
否
定
し
た
上
で
、
両
者
を
上
手

く
融
合
し
た
、
そ
の
結
果
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
作
用
で
あ
り
、
中
和
の
和
と
同
じ
調
和
の

意
味
な
の
で
あ
り
、
両
極
端
を
ほ
ど
良
く
混
ぜ
合
せ
て
新
し
く
作
成
し
た
中
庸
思
想
の
調
和

状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
一
文
も
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説
へ
の
統
合
的
思

想
と
み
な
せ
な
い
。
中
和
の
中
庸
思
想
の
具
体
的
事
例
で
あ
る
。 

し
か
し
中
和
の
中
庸
の
場
合
に
は
、
単
純
な
和
が
作
用
と
は
言
え
な
い
。
儒
家
の
中
庸
の

場
合
に
は
、
礼
制
と
い
う
特
殊
条
件
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
金
谷
氏
が
引
用
し
て
い
る
、「
礼

と
は
中
を
制
め
る
所
以
な
り
」(

『
礼
記
』
仲
尼
燕
居
篇)

、
「
先
王
の
道
は
、
中
に
比
い
て
こ

れ
を
行
な
う
。
曷
を
か
中
と
謂
う
。
曰
く
、
礼
儀
是
な
り
」(

荀
子
儒
効
篇)(

二
四)

と
述
べ
て

い
る
中
＝
礼
制
度
と
は
、
一
体
、
何
と
何
の
両
極
端
の
中
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
学
説

で
は
、
未
解
決
な
問
題
で
あ
る
。
孟
子
は
、
こ
れ
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
、｢

仁
の
神
髄
は
親
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
孝
で
あ
り
、

義
の
真
髄
は
兄
に
よ
く
つ
か
え
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
悌
で
あ
る
。・
・
・
礼
の
真
髄
は
、
こ
の

孝
と
梯
と
の
二
つ
の
道
を
調
節
し
て
立
派
に
と
と
の
え
る
こ
と
で
あ
る
。
〈
原
文
は
、
「
孟
子

曰
、
仁
之
實
、
事
親
是
也
、
義
之
實
、
従
兄
是
也
、・
・
・
禮
之
實
、
節
文
斯
二
者
是
也
」〉・
・
・｣

(

二
五)
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
礼
は
、
孝
＝
仁
（
家
族
・
個
人
）
と
梯
＝
義
（
国
家
・
社
会
）

と
を
程
よ
く
融
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
小
林
氏
は
、
節
文
の
意
味
を
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を
引
用
し
て
、
和
は
羹
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
文
字
が
異
な
る
以
上
、
中
と
和
の

具
体
的
な
内
容
が
違
う
筈
で
あ
る
。
金
谷
氏
の
「
中
と
和
」
の
論
考
で
は
、
ど
の
様
に
中
と

和
が
関
係
し
て
い
る
の
か
が
不
明
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
思

い
出
す
必
要
性
が
あ
る
の
が
、『
中
庸
』
の
巻
頭
に
明
記
さ
れ
て
い
る
、
「
喜
怒
哀
楽
の
未
だ

発
せ
ざ
る
を
中
と
言
う
。
発
し
て
皆
節
に
中
る
、
こ
れ
を
和
と
言
う
」
と
の
言
葉
で
あ
る
。 

こ
れ
に
よ
れ
ば
中
と
は
、
具
体
的
な
極
端
感
情
の
な
い
状
態
を
意
味
し
て
お
り
、
和
と
は

両
極
端
の
感
情
が
ほ
ど
良
く
調
和
し
て
い
る
、
羹
の
よ
う
な
状
態
を
意
味
し
て
い
る
。
つ
ま

り
中
と
は
、
両
極
端
が
否
定
さ
れ
て
具
体
的
内
容
を
伴
わ
な
い
中
正
の
状
態
を
意
味
し
て
お

り
、
和
は
具
体
的
内
容
を
伴
っ
た
中
正
の
調
和
状
態
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
中
と
は
両
極
端
の
事
物
が
潜
在
意
識
の
世
界
に
な
い
状
態
の
「
真
ん
中
」
で
あ
り
、

そ
の
両
極
端
が
現
象
界
に
表
面
化
し
た
「
真
ん
中
」
の
調
和
状
態
の
「
和
」
な
の
で
あ
る
。

従
っ
て
「
中
」
が
価
値
な
ら
ば
、「
和
」
は
実
在
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

つ
ま
り
両
極
端
の
な
い
中
庸
思
想
の
構
造
論
は
、
中
＝
和
＝
羹
な
の
で
あ
り
、
生
の
ま
ま

の
両
極
端
が
消
去
さ
れ
て
、
両
極
端
の
要
素
が
ど
ち
ら
に
も
偏
り
な
く
五
分
五
分
に
存
在
し

た
上
で
、
こ
の
相
異
な
る
二
つ
の
要
素
が
、
羹
の
よ
う
に
「
ご
っ
た
煮
」
に
な
り
、
新
し
く

五
分
五
分
に
混
合
し
て
調
和
し
て
い
る
状
態
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
両
極
端
が
消
去
さ
れ
て
存
在
し
な
い
状
態
の
中
庸
で
あ
る
中
和
思
想
の
実
例

を
、
以
下
に
二
つ
挙
げ
て
見
た
い
。 

『
論
語
』
に
は
、
中
庸
を
守
る
大
切
さ
と
、
君
子
と
小
人
の
中
庸
へ
の
対
応
の
違
い
に
つ

い
て
、
言
及
し
て
い
る
条
文
が
多
く
存
在
す
る
。
既
に
前
引
し
た
以
下
の
資
料
は
、
過
不
及

な
き
事
が
中
庸
だ
と
の
、
中
庸
を
表
現
し
た
史
料
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、 

「
子
貢
が
、「
師(

子
張)

と
商(

子
夏)

と
で
は
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
ま
す
か
。｣

と
た
ず
ね
た
。

先
生
は｢

師
は
ゆ
き
す
ぎ
て
い
る
。
商
は
ゆ
き
た
り
な
い
。」
と
い
わ
れ
た
。「
そ
れ
で
は
師
が

ま
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。」
と
い
う
と
、
先
生
は
「
ゆ
き
す
ぎ
て
い
る
の
も
ゆ
き
た
り
な
い

の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
。」
と
い
わ
れ
た
。｣

（
一
四
）
と
あ
る
。 

こ
の
中
和
の
中
庸
の
構
造
論
の
考
察
で
大
切
な
点
は
、
過
と
不
及
と
い
う
両
極
端
が
、
孔

子
に
よ
り
欠
点
と
し
て
否
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。 

孔
子
は
、
君
子
と
小
人
の
違
い
に
つ
い
て
、
和
と
同
の
違
い
を
挙
げ
て
、 

「
君
子
は
調
和
す
る
が
雷
同
し
な
い
。
小
人
は
雷
同
す
る
が
調
和
し
な
い
。」（
一
九
）
と
、

述
べ
て
い
る
。
原
文
は
「
子
曰
、
君
子
和
而
不
同
、
小
人
同
而
不
和
、
」
で
あ
り
、
「
和
而
不

同
」
の
名
言
が
出
典
し
た
一
句
で
あ
る
が
、
和
は
周
囲
と
協
調
す
る
こ
と
で
あ
り
、
同
は
極

端
に
与
す
る
状
態
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
孔
子
は
、 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
謹
厳
だ
が
争
わ
な
い
、
大
勢
と
い
て
も
一
派
に
か
た
よ
ら

な
い
。
」
（
二
〇
）
と
、
君
子
は
周
囲
の
人
々
と
調
和
す
る
が
、
極
端
に
は
与
し
な
い
、
と
述

べ
て
い
る
。『
論
語
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
中
和
状
態
を
説
明
し
て
い
る
資
料
が
あ
る
。 

「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
質
朴
（
質
）
さ
が
装
飾
（
文
）
よ
り
も
強
け
れ
ば
野
人
で
あ
る
し
、

装
飾
が
質
朴
よ
り
も
強
け
れ
ば
文
書
係
り
で
あ
る
。
装
飾
と
質
朴
と
が
う
ま
く
と
と
け
あ
っ

て
こ
そ
（
彬
彬
ー
筆
者
注
）、
は
じ
め
て
君
子
だ
。」(

二
一)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
資
料
の
解
釈
に
つ
い
て
金
谷
氏
は
、「
こ
れ
は
ど
う
で
し
よ
う
、「
文
而
質
」

と
い
う
表
現
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
言
お
う
と
し
て
い
る
内
容
は
同
じ
と
考
え
て
宜
し
い
で

し
ょ
う
。
文
と
質
と
い
う
対
立
し
た
二
つ
の
観
念
が
、
そ
の
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
な
い
で
う
ま

く
ま
じ
り
あ
っ
て
、,

高
次
な
統
合
的
な
一
つ
の
観
念
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
や
は
り
、「
両

端
を
執
り
て｣

用
い
る
中
だ
と
言
え
る
で
し
よ
う
。」(

二
二)

と
、
述
べ
て
い
る
。 

し
か
し
金
谷
氏
の
こ
の
主
張
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
「
両
端
を
執
り
て｣

用

い
る
中
で
あ
れ
ば
、
両
端
が
存
在
し
て
お
り
、「
文
而
質
」
な
ら
ば
、
文
と
質
が
存
在
す
る
こ

と
に
な
り
、
文
と
質
が
彬
彬
―
混
じ
り
合
う
こ
と
ー
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
混
じ
り
合
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た
。
先
生
は
「
師
は
ゆ
き
す
ぎ
て
い
る
、
商
は
ゆ
き
た
り
な
い
。
」
と
い
わ
れ
た
。
「
そ
れ
で

は
師
が
ま
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。
」
と
い
う
と
、
先
生
は
「
ゆ
き
す
ぎ
る
の
は
ゆ
き
た
り
な

い
の
と
同
じ
よ
う
な
も
の
だ
。」
と
い
わ
れ
た
。」(

一
四)

と
、
門
人
の
子
貢
に
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
儒
教
の
始
祖
・
孔
子
の
人
格
に
つ
い
て
、｢

孟
子
は
言
わ
れ
た
。
「
孔
子
は

極
端
な
こ
と
を
決
し
て
な
さ
ら
ぬ
お
方
で
あ
っ
た
。
」
（
一
五
）
と
、
決
し
て
極
端
な
こ
と
を

し
な
い
中
庸
の
人
物
で
あ
っ
た
、
と
評
言
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
示
す
か
の
よ
う
に
、 

「
子
貢
は
答
え
た
、「
う
ち
の
先
生
は
、
温
（
お
だ
や
か
で
）
で
良
（
す
な
お
）
で
恭
（
う

や
う
や
）
し
く
て
倹
（
つ
つ
ま
）
し
く
て
譲
（
へ
り
く
だ
り
）
で
あ
ら
れ
る
か
ら
、
そ
れ
で

そ
う
い
う
こ
と
に
（
ど
こ
の
国
で
も
政
治
の
相
談
を
う
け
ら
れ
る
こ
と
に
）
な
る
の
だ
。
先

生
の
求
め
か
た
と
い
え
ば
、
そ
う
、
他
人
の
求
め
か
た
と
は
違
う
ら
し
い
ね
（
原
文
は
「
夫

子
温
良
恭
倹
譲
以
得
之
」
）
。
（
む
り
を
し
て
こ
と
さ
ら
に
求
め
る
の
と
は
違
う
。
）
」
（
一
六
）

と
あ
る
様
に
、
孔
子
の
色
々
な
多
様
性
の
あ
る
円
満
的
な
人
格
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
て
い
る
。

孔
子
は
角
の
と
れ
た
多
様
な
人
格
概
念
が
融
合
し
た
複
合
的
人
格
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

中
庸
思
想
の
前
提
条
件
と
し
て
、
行
き
過
ぎ
と
行
き
不
足
の
両
極
端
が
、
孔
子
や
孟
子
や

孔
子
の
弟
子
に
よ
り
否
定
さ
れ
て
、
圭
角
の
と
れ
た
中
和
的
人
物
像
が
理
想
像
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
両
極
端
を
否
定
す
る
中
庸
思
想
の
問
題
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に
参
考
に
な
る
好
個

の
実
例
が
存
在
す
る
。『
中
庸
』
に
は
中
庸
思
想
に
つ
い
て
、 

「
喜
・
怒
・
哀
・
楽
の
感
情
が
動
き
出
す
前
の
平
静
な
状
態
、
そ
れ
を
中
と
い
う
。〔
そ
れ

は
偏
り
も
過
・
不
及
も
な
く
中
正
だ
か
ら
で
あ
る
。〕
感
情
は
動
き
出
し
た
が
、
そ
れ
ら
が
み

な
然
る
べ
き
節
度
に
ぴ
っ
た
り
と
か
な
っ
て
い
る
状
態
、
そ
れ
を
和
と
い
う
。〔
感
情
の
乱
れ

が
な
く
、
正
常
な
調
和
を
得
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。〕
こ
う
し
た
中
こ
そ
は
世
界
中
の
〔
万
事

万
物
の
〕
偉
大
な
根
本
で
あ
り
、
こ
う
し
た
和
こ
そ
は
世
界
じ
ゅ
う
い
つ
で
も
ど
こ
で
で
も

通
用
す
る
道
で
あ
る
。
中
と
和
と
を
実
行
し
て
お
し
き
わ
め
れ
ば
、
〔
人
間
世
界
だ
け
で
な

く
、〕
天
地
宇
宙
の
あ
り
方
も
正
し
い
状
態
に
落
ち
つ
き
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
健
全
な
生
育
を

と
げ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。」(

一
七)

と
い
う
、
重
要
な
資
料
が
存
在
す
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
の
文
章
の
要
点
を
解
説
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

要
約
①
―
喜
怒
と
哀
楽
と
い
う
両
極
端
が
未
だ
発
生
し
て
い
な
い
、「
不
偏
不
倚
」
の
状
態
を

中
と
い
う
の
で
あ
る(

未
然
の
中)

。 

要
約
②
―
喜
怒
と
哀
楽
と
い
う
両
極
端
の
感
情
が
動
き
出
し
た
が
、
喜
・
怒
と
い
う
両
極
と

哀
・
楽
と
い
う
両
極
の
感
情
が
、
ど
ち
ら
に
も
偏
ら
ず
に
、
節
度
よ
く
調
和
が
取
れ
て
い
る

状
態
を
和
と
い
う
の
で
あ
る(

已
然
の
中)

。 

要
約
③
―
従
っ
て
喜
怒
・
哀
楽
の
両
極
端
の
存
在
し
な
い
の
が
中
な
の
で
あ
り
、
喜
怒
・
哀

楽
の
両
極
端
が
表
面
に
現
れ
て
、
そ
の
中
の
状
態
が
節
度
よ
く
調
和
し
て
い
る
状
態
が
和
な

の
で
あ
る
か
ら
、
両
極
端
の
存
在
し
な
い
中
は
、
実
際
上
は
和
＝
調
和
の
状
態
な
の
で
あ
り
、

両
極
端
を
否
定
し
た
場
合
の
中
庸
は
、
中
＝
和
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

要
約
④
―
ま
た
和
と
は
調
和
の
こ
と
で
あ
る
。
金
谷
氏
は
和
を
説
明
し
て
、「
晏
子
は
そ
こ
で

和
と
同
は
違
う
と
い
っ
た
う
え
、｢

和
は
羹
の
如
し｣

と
申
し
ま
す
。
羹
と
い
う
の
は
ス
ー
プ

の
一
種
で
す
が
、
汁
気
の
多
い
ご
っ
た
煮
で
す
。・
・
・
鹹
い
も
の
甘
い
も
の
酸
っ
ぱ
い
も
の
、

い
ろ
い
ろ
な
味
を
ま
ぜ
、
雑
多
な
具
を
煮
て
こ
そ
そ
こ
に
よ
い
味
か
げ
ん
が
得
ら
れ
ま
す
。

そ
う
し
て
得
ら
れ
る
の
が
味
の
調
和
で
す
。
音
楽
も
同
じ
こ
と
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
五

声
・
六
律
・
七
音
・
・
・
。
清
濁
大
小
・
長
短
高
下
、
い
ろ
い
ろ
な
音
声
が
ま
じ
り
あ
い
助

け
あ
っ
て
音
楽
の
調
和
が
で
き
上
が
り
、
心
も
平
安
に
な
る
と
言
い
ま
す(

昭
公
二
十
年)

」(

一

八
）
と
、
述
べ
て
い
る
。 

と
こ
ろ
で
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
金
谷
氏
は
か
っ
て
「
中
と
和
」
の
論
文
に
お
い
て
、
中

と
和
は
同
じ
意
味
と
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
此
度
は
春
秋
末
期
の
斉
の
晏
子
の
語
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中
を
執
る
事
は
、
ど
う
考
え
て
行
動
し
て
も
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
両
端
の
真
ん
中
を
執

る
の
に
時
間
差
を
設
け
て
、
常
に
一
つ
一
つ
の
両
端
の
重
さ
を
権
衡
＝
分
銅
で
正
確
に
計
り
、

そ
の
中
を
執
る
必
要
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。 

ま
た
幾
ら
臨
機
応
変
に
行
動
し
て
も
中
庸
の
実
現
か
ら
外
れ
て
い
て
は
何
も
な
ら
な
い
。

孔
子
の
言
う
時
中
と
は
、
『
中
庸
』
の
本
文
に
、
「
仲
尼
曰
、
君
子
中
庸
、
小
人
反
中
庸
也
、

君
子
而
時
中
、
小
人
而
無
忌
憚
也
」
と
あ
る
。
訓
読
す
る
と
、「
仲
尼
曰
く
、
君
子
は
中
庸
し

て
、
小
人
は
中
庸
に
反
す
る
な
り
。
君
子
は
時
に
中
り
、
小
人
は
忌
憚
す
る
こ
と
な
け
れ
ば

な
り
」
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
和
訳
す
る
と
、「
孔
子
は
言
っ
た
。
君
子
は
中
庸
を
守
る
が
、
小

人
は
中
庸
に
違
反
す
る
。
何
故
な
ら
ば
そ
れ
は
、
君
子
は
時
＝
状
況
に
適
中
し
た
行
動
を
す

る
か
ら
で
あ
り
、
小
人
は
忌
み
憚
る
こ
と
が
な
く
、
ど
ん
な
事
で
も
す
る
か
ら
で
あ
る
」
と

な
る
で
あ
ろ
う
。
時
中
は
、
君
子
が
中
庸
を
守
る
理
由
の
説
明
で
あ
る
（
一
二
）
と
言
う
様

に
、
君
子
が
中
庸
で
あ
る
の
は
、
状
況
に
適
中
し
た
行
動
＝
時
中
が
で
き
る
為
で
あ
る
。
従

っ
て
両
端
を
肯
定
し
た
本
体
で
あ
る
執
中
有
権
の
作
用
は
時
中
な
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
で
問
題
に
な
っ
て
く
る
重
要
点
は
、
以
下
の
点
で
あ
る
。 

両
端
を
否
定
し
た
中
和
の
中
庸
の
場
合
に
は
、
中
和
の
中
庸
を
制
度
化
し
た
礼
制
の
内
実
は

ど
の
様
な
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
他
方
の
両
端
を
肯
定
し
た
中
権

の
中
庸
の
場
合
に
は
、
権
と
は
ど
の
様
な
状
態
を
意
味
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
相
異
な
る
二
つ
の
対
の
思
想
を
具
有
す
る
中
庸
思
想
の
解
明
が
、
中
庸
思
想
の

構
造
論
の
解
明
に
際
し
て
の
中
心
課
題
に
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
（
一
三
）。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
結
論
を
先
取
り
し
て
、
具
体
的
に
単
純
化
し
て
述
べ
る
と
、
凡
そ
以
下
の
様
に
な
る
。 

中
和
の
中
庸
思
想
の
構
造
の
原
理
論
は
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

中
と
は
両
極
端
が
否
定
さ
れ
た
真
ん
中
で
あ
り
、
和
と
は
両
極
端
が
節
度
よ
く
存
在
し
て
い

る
状
態
で
あ
る
か
ら
、
和
と
は
両
極
端
の
感
情
が
調
和
し
て
混
在
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

つ
ま
り
羹
の
様
に
多
様
な
物
が
ご
っ
た
煮
に
な
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
両
極
端
が

否
定
さ
れ
た
上
に
、
両
極
端
が
ほ
ど
よ
く
調
和
し
て
存
在
し
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る
。 

従
っ
て
中
和
の
中
庸
人
と
は
、
具
体
的
に
は
例
え
ば
、
善
人
で
も
な
け
れ
ば
悪
人
で
も
な
い

が
（
＝
中
）、
善
人
と
悪
人
の
性
格
が
ほ
ど
良
く
混
合
し
て
調
和
（
＝
和
）
し
て
い
る
普
通
人

を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
様
な
中
和
の
中
庸
は
、
対
の
思
想
の
機
能
論
か
ら
言
え
ば
、

対
立
物
の
相
互
依
存
性
や
同
時
共
存
性
を
意
味
す
る
。 

ま
た
執
中
有
権
・
時
中
の
中
庸
思
想
の
原
理
論
は
、
以
下
の
様
に
な
る
で
あ
ろ
う
。 

中
と
は
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
真
ん
中
で
あ
り
、
権
と
は
秤
の
分
銅
の
意
味
で
あ
る
か
ら
、

執
中
有
権
の
中
庸
と
は
、
状
況
に
適
中
し
た
状
態
の
両
極
端
の
重
さ
が
釣
り
合
っ
て
い
る
均

衡
状
態
で
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
だ
か
ら
状
況
に
適
中
し
た
両
極
端
が
肯
定
さ

れ
た
上
に
、
両
極
端
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が
執
れ
て
釣
り
合
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
中
権
の
中
庸
人
と
は
、
具
体
的
に
は
例
え
ば
、
状
況
に
適
中
し
た
善
人
で
も
あ
る
が

悪
人
で
も
あ
り
（
＝
時
中
）、
善
人
と
悪
人
の
重
さ
が
ほ
ど
よ
く
均
衡
し
て
釣
合
（
＝
執
中
有

権
）
っ
て
い
る
普
通
人
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
対
の
機
能
論
か
ら
言
え
ば
、
執
中
有
権
の

中
庸
は
、
対
立
物
の
敵
対
性
や
相
互
循
環
論
を
意
味
す
る
。 

 

二

中
庸
思
想
の
構
造
論
的
特
質
―
中
和
思
想 

 

両
極
端
思
想
を
否
定
し
た
中
和
の
中
庸
思
想
と
は
、
実
際
に
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
構
造

的
特
質
を
持
つ
思
想
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
初
に
抑
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

両
極
端
は
短
所
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
古
来
よ
り
「
過
ぎ
た
る
は
猶
お
及
ば
ざ
る
が

如
し
」
の
格
言
で
有
名
で
あ
る
が
、
『
論
語
』
に
お
い
て
孔
子
は
、
過
不
及
に
つ
い
て
、 

「
子
貢
が
、
「
師(

子
張)

と
商(

子
夏)

と
で
は
ど
ち
ら
が
す
ぐ
れ
て
い
ま
す
か
。
」
と
た
ず
ね
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介
し
て
、
今
後
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
分
析
方
法
へ
の
展
望
を
述
べ
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
庸
思
想
研
究
史
の
現
段
階
と
課
題
を
問
題
と
し
た
筆

者
は
、「
中
庸
に
は
、
未
発
の
中
＝
礼
制
度
＝
和
と
已
発
の
中
＝
執
中
有
権
＝
時
中
の
二
つ
の

異
な
る
概
念
が
存
在
す
る
事
に
な
る
。
体
用
の
論
理
で
言
う
と
、
本
体
に
も
未
発
の
中
＝
礼

制
度
と
已
発
の
中
＝
執
中
有
権
の
中
が
あ
り
、
作
用
に
も
和
と
時
中
の
二
つ
に
分
類
で
き
る

の
で
あ
る
。
前
者
の
中
＝
和
は
両
極
端
の
否
定
で
あ
り
、
後
者
の
有
権
＝
時
中
は
両
極
端
の

肯
定
で
あ
る
。
中
庸
は
同
じ
く
不
偏
不
倚
と
言
っ
て
も
、
こ
の
不
偏
不
倚
の
中
庸
に
は
、
両

極
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
、
全
く
二
つ
の
相
異
な
る
対
の
思
想
の
概
念
が
存
在
す
る
と
言

う
こ
と
で
あ
る
。
両
極
端
を
否
定
し
た
中
庸
＝
礼
制
（
本
体
）
の
作
用
は
和
＝
調
和
の
理
論

で
あ
り
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
中
庸
＝
執
中
有
権
（
本
体
）
の
作
用
は
時
中
の
論
理
で
あ
る
。」

（
八
）
と
述
べ
て
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
解
明
の
一
つ
の
方
法
論
を
提
起
し
た
。 

こ
こ
で
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
探
求
す
る
前
提
と
し
て
、
上
記
の
意
味
を
詳
細
に
再
説
し

て
お
き
た
い
。
両
端
を
否
定
し
た
中
＝
礼
と
は
、
金
谷
氏
は
、
「
・
・
・「
礼
と
は
中
を
制(

さ

だ)

め
る
所
以
な
り
」(

『
礼
記
』
仲
尼
燕
居
篇)

と
あ
り
、
礼
と
は
中
を
形
に
あ
ら
わ
し
た
も

の
で
あ
り
、
・
・
・
そ
し
て
礼
は
「
過
ぐ
る
者
は
俯(

伏)

し
て
こ
れ
に
就
き
、
至
ら
ざ
る
者
は

跂(

つ
ま
だ)

ち
て
こ
れ
に
及
ぶ
べ
き
も
の
な
の
で
す(

『
礼
記
』
檀
弓
篇)

」（
九
）
と
、
述
べ
て

い
る
様
に
中
庸
を
制
度
化
し
た
も
の
が
礼
で
あ
り
、
礼
は
、
過
と
不
及
と
い
う
両
極
端
を
否

定
し
て
、
両
端
を
真
ん
中
に
引
き
込
も
う
と
す
る
制
度
だ
と
言
う
。
ま
た
礼
と
和
の
関
係
は
、

「
有
子
が
い
わ
れ
た
、「
礼
の
は
た
ら
き
と
し
て
は
調
和
（
和
ー
筆
者
注
）
が
貴
い
の
で
あ
る
。

む
か
し
の
聖
王
の
道
も
そ
れ
で
こ
そ
立
派
で
あ
っ
た
。〔
し
か
し
〕
小
事
も
大
事
も
そ
れ(

調
和)

に
依
り
な
が
ら
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
調
和
を
知
っ
て
調
和
し
て
い
て
も
、
礼
で

そ
こ
に
折
り
め
を
つ
け
る
の
で
な
け
れ
ば
、
や
は
り
う
ま
く
い
か
な
い
も
の
だ
。
」
（
一
〇
）

と
あ
る
。
従
っ
て
両
端
を
否
定
し
た
本
体
の
中
の
作
用
は
和
で
あ
り
、
両
端
を
否
定
し
た
中

の
制
度
化
物
で
あ
る
礼
の
作
用
は
和
と
言
っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。 

他
方
の
両
端
を
肯
定
し
た
執
中
有
権
の
中
庸
と
は
、
小
林
勝
人
氏
の
注
釈
に
、
「
「
孟
子
が

い
わ
れ
た
。
「
楊
朱
は
〔
極
端
な
個
人
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕
、
万
事
自
分
本
位
に
し
か
考
え

な
い
。
だ
か
ら
、
た
と
い
わ
ず
か
髪
の
毛
一
本
抜
く
ぐ
ら
い
の
こ
と
で
大
い
に
天
下
の
為
に

な
る
と
し
て
も
、
決
し
て
そ
れ
を
し
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
墨
翟
は
〔
こ
れ
と
反
対
で
、
無
差

別
な
博
愛
主
義
者
で
あ
る
か
ら
〕、
た
と
い
頭
の
天
辺
か
ら
足
の
踵
ま
で
す
り
へ
ら
し
て
も
、

天
下
の
為
と
あ
れ
ば
そ
れ
を
す
る
の
で
あ
る
。
魯
の
賢
人
子
莫
は
子
の
中
間
ほ
ど
を
執
る
中

道
主
義
で
あ
る
。
こ
の
中
道
主
義
は
聖
人
の
道
で
あ
る
中
庸
に
ま
ず
近
い
と
は
い
え
る
が
、

し
か
し
あ
く
ま
で
も
中
道
と
い
う
こ
と
だ
け
に
と
ら
わ
れ
て
し
ま
っ
て
、
臨
機
応
変
の
処
置

（
権
ー
筆
者
注
）
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
れ
ま
た
楊
朱
や
墨
翟
の
よ
う
に
た
だ
一
つ
の
立
場
だ

け
を
固
執
し
て
他
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
と
全
く
同
じ
だ
。
わ
し
が
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を

融
通
の
き
か
な
い
の
を
に
く
み
き
ら
う
の
は
、
正
し
い
中
庸
の
道
を
そ
こ
ね
る
か
ら
だ
。
そ

れ
は
た
だ
一
つ
の
立
場
だ
け
を
主
張
し
て
、
他
の
多
く
の
立
場
の
長
所
（
百
事
ー
筆
者
注
）

を
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
」
（
一
一
）
と
あ
る
様
に
、
楊
朱
と
墨
翟
の
両
端
を

一
〇
〇
％
肯
定
し
た
実
在
物
で
あ
っ
た
。
権
と
は
、
第
一
義
的
に
は
秤
の
分
銅
で
あ
る
が
、

第
二
義
的
に
は
小
林
氏
が
主
張
す
る
よ
う
に
臨
機
応
変
の
意
味
で
あ
る
。

 

だ
か
ら
孟
子
の
子
莫
批
判
の
意
味
は
、「
子
莫
は
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
の

両
端
の
中
を
執
っ
て
い
る
の
は
、
儒
家
の
中
庸
に
近
い
が
、
秤
の
分
銅
で
両
端
の
重
さ
を
各
々

計
っ
て
、
臨
機
応
変
に
両
端
の
重
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
執
っ
て
い
な
い
か
ら
、
一
方
の
極
端
の

重
さ
が
他
方
の
極
端
よ
り
重
く
な
っ
て
く
れ
ば
、
両
端
の
軽
重
が
崩
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ

で
は
不
偏
不
倚
の
中
庸
は
実
現
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
子
莫
の
「
執
中
無
権
」
論
は
、
両
端

の
重
さ
の
変
化
に
対
応
で
き
な
い
為
に
、
結
局
は
一
極
端
を
執
っ
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
」

と
い
う
、
批
判
内
容
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
両
端
を
一
〇
〇
％
肯
定
し
て
、
同
時
に
そ
の

中庸思想の構造論　―対の思想から考察した中国政治思想の構造論研究（一）― 139（60）



治
史
に
関
す
る
一
つ
の
拙
論
（
五
）
を
執
筆
す
る
過
程
に
お
い
て
、
北
宋
代
の
政
治
思
想
史

や
社
会
経
済
史
の
実
態
の
解
明
の
た
め
に
は
、
中
国
古
代
の
儒
教
思
想
の
十
分
な
構
造
論
的

な
知
識
が
な
け
れ
ば
、
深
く
理
解
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
に
駆
ら
れ
て
、

本
格
的
に
孔
子
や
孟
子
の
古
代
儒
教
思
想
の
研
究
に
専
念
し
て
き
た
一
つ
の
結
論
で
あ
る
。 

従
っ
て
本
稿
は
、
中
庸
思
想
の
全
構
造
論
を
解
明
す
る
第
一
段
階
と
し
て
、
前
近
代
の
中

国
知
識
人
が
勢
力
を
注
ぎ
込
み
体
得
し
た
で
あ
ろ
う
中
庸
思
想
の
構
造
論
に
つ
い
て
の
理
解

方
法
に
つ
い
て
、
前
近
代
の
中
国
知
識
人
に
成
り
変
わ
っ
て
、
復
元
・
再
生
す
る
作
業
に
努

力
し
た
一
つ
の
試
論
で
あ
る
。
大
方
の
御
叱
正
や
御
教
授
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。 

 

一

中
庸
思
想
構
造
の
原
理
論 

 

こ
の
研
究
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
筆
者
が
発
表
す
る
機
会
を
得
て
、
こ
れ
を

文
章
化
し
た
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
（
六
）
を
底
辺
に
し
て
い
る
。
こ
の
底
辺
論
考
を
基

礎
に
し
て
、
筆
者
は
、
既
に
対
の
思
想
の
機
能
論
に
論
及
し
て
、

「
中
庸
思
想
の
対
の
思
想
に
は
、
執
中
有
権
に
お
け
る
両
極
端
の
肯
定
と
中
和
に
お
け
る

両
極
端
の
否
定
と
い
う
、
両
極
端
に
つ
い
て
の
肯
定
論
と
否
定
論
と
い
う
対
の
思
想
が
存
在

し
た
。
そ
し
て
中
庸
思
想
に
は
、
両
極
端
は
同
時
に
両
立
し
な
い
執
中
有
権
の
場
合
に
見
ら

れ
る
公
か
ら
私
へ
、
私
か
ら
公
へ
と
臨
機
応
変
に
飛
び
移
り
中
庸
を
実
現
す
る
場
合
と
、
両

極
端
は
同
時
に
両
立
す
る
中
和
の
場
合
に
見
ら
れ
る
公
と
私
が
五
分
五
分
に
混
じ
り
合
い
中

庸
を
実
現
す
る
場
合
が
あ
り
、
中
庸
思
想
の
実
現
方
法
論
に
も
全
く
相
異
な
る
対
の
思
想
が

存
在
し
た
。
朱
子
は
、「
凡
そ
、
陰
陽
は
循
環
で
説
か
れ
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
対
待
で
説
か
れ

る
場
合
も
あ
る(

「
大
抵
陰
陽
、
有
以
循
環
言
者
、
有
以
対
待
言
者
」（
朱
子
文
集
五
二

答
呉

伯
豊
第
一
〇
書)

」
と
あ
る
よ
う
に
、
対
の
思
想
に
は
循
環
論
と
対
待
論
と
い
う
、
二
通
り
の

異
な
る
機
能
が
存
在
す
る
と
述
べ
て
い
る
。 

朱
子
の
言
う
循
環
論
と
は
、
伊
川
の
兄
の
程
明
道
が
、「
万
物
は
す
べ
て
相
対
の
も
の
を
待

つ
。
陰
に
対
し
て
陽
、
善
に
対
し
て
悪
が
あ
る
。
そ
し
て
、
陽
が
盛
ん
に
な
る
と
陰
が
消
え
、

善
が
増
す
と
悪
が
減
る
。
こ
の
道
理
は
、
推
し
ひ
ろ
め
る
と
広
く
な
る
。
人
が
注
意
す
べ
き

と
こ
ろ
だ
。
（
程
氏
遺
書
一
一
）
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
対
の
関
係
に
あ
る
両
者
の
相
互
対
立

や
相
互
反
発
と
、
そ
れ
ら
の
消
長
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。 

ま
た
対
待
論
は
、
程
伊
川
が
、「
天
地
や
陰
陽
の
場
合
は
、
そ
の
勢
い
や
高
下
は
甚
だ
相
反

す
る
が
、
必
ず
や
相
手
を
必
須
と
し
て
用
を
な
し
て
い
る
。
陰
が
あ
れ
ば
陽
が
あ
る
し
、
陽

が
あ
れ
ば
陰
が
あ
る
。
一
が
あ
れ
ば
二
が
あ
り
、
一
二
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
と
た
ん
に
一
二

の
間
が
で
き
る
。
即
ち
三
で
あ
る
。
（
程
氏
遺
書
一
八
）
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
対
の
関
係
に

あ
る
両
者
の
相
互
依
存
関
係
を
意
味
し
て
い
る
。 

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
対
の
思
想
に
は
、
対
立
物
は
お
互
い
に
両
立
せ
ず
反
発
・
対
立

す
る
と
い
う
考
え
方
＝
同
時
両
立
の
否
定
論
と
、
対
立
物
は
両
立
し
て
お
互
い
に
感
応
・
助

け
合
う
と
い
う
考
え
方
＝
同
時
両
立
の
肯
定
論
と
い
う
、
対
の
機
能
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
対
立
物
の
交
互
循
環
論
に
よ
る
先
後
出
現
や
運
動
論
的
出
現
と
、
対
立
物
の
相
互

協
力
・
相
互
感
応
に
よ
る
同
時
出
現
や
静
的
な
並
立
的
出
現
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
前
者

は
、
対
立
す
る
両
者
の
同
時
並
存
や
同
時
実
行
は
不
可
能
と
い
う
、「
対
立
物
の
敵
対
性
」
に

注
目
し
た
思
考
方
法
で
あ
る
。
後
者
は
、
対
立
す
る
両
者
が
単
独
物
で
は
物
は
完
成
し
な
い

と
い
う
、
相
手
を
認
め
て
助
け
合
う
と
い
う
、「
対
立
物
の
相
互
依
存
性
や
共
存
性
」
に
注
目

し
た
思
考
方
法
で
あ
る
」（
七
）
と
述
べ
て
お
い
た
。 

つ
ま
り
中
庸
思
想
の
対
の
思
想
の
機
能
に
は
、
両
極
端
と
い
う
対
立
物
に
は
、「
相
互
依
存

性
や
共
存
性
」
的
性
質
＝
中
和
論
と
、「
相
互
反
発
性
や
敵
体
性
」
的
性
質
＝
執
中
有
権
論
と

い
う
、
全
く
相
異
な
る
性
質
の
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
と
い
う
事
を
、
宋
学
者
の
指
摘
を
紹
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そ
の
証
拠
に
『
中
庸
』
等
の
中
国
古
代
哲
学
の
考
証
学
的
研
究
者
で
あ
る
赤
塚
忠
氏
が
、「
一

般
に
、
中
国
古
代
の
文
献
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
ど
の
文
献
に
つ
い
て
も
困
難
な
問
題
が
ま

と
い
つ
い
て
お
り
、『
中
庸
』
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ

う
な
異
伝
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
主
と
し
て
近
代
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ

れ
以
前
は
、『
中
庸
』
の
教
義
を
い
か
に
理
解
す
る
の
か
、
い
か
に
し
て
体
得
す
る
の
か
が
重

要
な
問
題
で
あ
っ
た
。
」
（
一
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
様
な
問
題
提
起
が
、
中
庸
思
想
の
構

造
論
的
研
究
が
不
可
避
的
に
必
要
な
第
三
の
理
由
な
の
で
あ
る
。 

し
か
し
現
在
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
に
お
い
て
、「
中
」
概
念
の
定
立
が
困
難
で
漠
然

と
し
た
概
念
規
定
に
終
始
す
る
の
は
、
実
は
「
中
」
の
内
実
性
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

程
子
は
、「
中
の
字
は
最
も
識
り
難
し
、
須
ら
く
是
れ
黙
識
心
通
す
べ
し
、
且
つ
試
み
に
一
庁

を
言
え
ば
、
則
ち
中
央
を
中
と
為
す
、
一
家
な
れ
ば
則
ち
庁
に
は
中
は
非
ず
し
て
堂
を
中
と

為
す
、
一
国
な
れ
ば
則
ち
堂
は
中
に
非
ず
し
て
国
の
中
を
中
と
為
す
、
こ
の
類
を
押
し
て
見

る
可
し
」
（
二
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
朱
子
は
、
「
中
は
定
ま
っ
た
体
が
な
く
、
時
に
随
っ

た
あ
り
方
を
す
る
」
と
言
い
、
島
田
虔
次
氏
は
、「「
時
中
」
と
い
う
の
は
、
元
来
、「
中
」
と

い
う
の
は
定
体
が
無
い
、
す
な
わ
ち
一
定
の
実
体
が
あ
る
も
の
で
は
な
く
・
・
・「
時
」
に
応

じ
て
ー
中
江
藤
樹
・
熊
沢
番
山
ふ
う
に
い
え
ば
、「
時
・
処
・
位
」
に
応
じ
て
ー
定
ま
る
の
で

あ
る
。
中
が
「
中
庸
」
と
熟
し
て
平
常
の
理
だ
と
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
意
味
に
他
な

ら
な
い
」
（
三
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
「
時
・
処
・
位
」
と
と
も
に
、
中
の
実
体
が
推
移
す
る

性
格
を
具
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
拙
稿
（
四
）
に
お
い
て
、
宮
崎
市
定
氏
の
中
庸
思
想
論
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
、

同
氏
の
説
は
、
中
を
空
間
的
原
理
と
語
句
的
な
意
味
を
規
定
す
る
の
み
で
、
そ
の
具
体
的
な

構
造
論
を
提
示
し
て
い
な
い
こ
と
が
、
最
大
の
欠
陥
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
同
氏
の
説
は
、

中
＝
礼
で
あ
る
が
、
中
庸
思
想
と
礼
の
相
関
関
係
も
不
明
確
で
あ
り
、
中
庸
思
想
は
礼
の
み

で
は
実
現
の
方
法
を
規
定
で
き
な
い
こ
と
や
、
礼
は
何
故
に
時
間
的
制
約
を
受
け
る
の
か
と

い
う
肝
心
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
全
く
未
解
決
な
問
題
で
あ
っ
た
。
島
田
氏
も
、「
在
中
」
と

は
空
間
的
・「
静
」
的
な
中
央
に
位
置
す
る
と
の
意
味
と
述
べ
て
い
る
が
、
宮
崎
氏
と
同
様
に

中
の
空
間
的
原
理
の
内
容
を
具
体
的
に
明
確
に
し
て
い
な
い
（
三
）。 

ま
た
拙
稿
（
四
）
に
お
い
て
は
、
宮
崎
氏
の
単
純
で
言
葉
上
の
哲
学
的
説
明
と
い
う
、
表

面
上
の
構
造
学
説
を
乗
り
越
え
て
、
具
体
的
資
料
を
提
示
し
て
中
庸
思
想
の
内
面
的
構
造
論

を
具
体
的
に
展
開
し
た
金
谷
氏
は
、
中
の
統
合
的
説
明
と
し
て
三
角
形
や
円
錐
形
の
頂
点
説

を
提
起
し
た
。
し
か
し
金
谷
氏
の
構
造
説
は
、
孟
子
の
子
莫
の
無
権
＝
執
中
批
判
の
内
容
を

誤
訳
し
た
結
果
で
あ
り
、
理
論
的
に
も
資
料
的
に
も
成
立
し
な
い
こ
と
を
証
明
し
た
。 

中
和
思
想
は
、『
中
庸
』
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
両
極
端
の
感
情
が
存
在
し
な
い
の
が
中

で
あ
り
、
両
極
端
の
感
情
が
節
度
よ
く
調
和
し
て
い
る
の
が
和
と
謂
う
の
で
あ
っ
た
。
従
っ

て
両
極
端
の
肯
定
の
上
に
中
和=

調
和
論
が
成
立
す
る
と
主
張
す
る
金
谷
氏
の
学
説
は
、
資
料

的
に
み
て
も
誤
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
中
庸
思
想
に
は
、
中
和
＝
調
和
論
に
は
収
ま
り
切
ら
な

い
、
も
う
一
つ
の
別
な
構
造
性
を
持
つ
中
庸
思
想
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
孟
子
が
子
莫
の

無
権
論
を
批
判
し
て
、
中
庸
＝
有
権
論
を
展
開
し
て
い
る
事
に
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

全
て
の
極
端
思
想
を
生
か
し
た
上
で
中
を
執
る
、
執
中
＝
有
権
の
中
庸
思
想
が
存
在
す
る
と

い
う
事
実
で
あ
っ
た
。 

従
っ
て
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
両
極
端
の
否
定
と
肯
定
と
い
う
、

全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
成
立
過
程
論
が
あ
る
以
上
、
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
考

察
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
考
で
あ
る
、
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
を

適
用
し
て
、
全
く
逆
方
向
性
の
性
格
を
持
つ
、
二
つ
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
の
考
察
を
行
う

こ
と
が
、
最
も
多
く
の
成
果
を
得
る
最
良
の
方
法
論
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

本
稿
を
発
表
す
る
に
至
っ
た
経
緯
は
、
十
数
年
前
に
対
の
思
想
を
応
用
し
た
北
宋
代
の
政

中庸思想の構造論　―対の思想から考察した中国政治思想の構造論研究（一）― 141（58）



中
庸
思
想
の
構
造
論 

―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
国
政
治
思
想
の
構
造
論
研
究(

一)

― 
 

中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
は
、
従
来
の
研
究
史
に
於
い
て
は
、
金
谷
治
氏
が
三
角
形
な
い

し
は
円
錐
形
の
頂
点
が
中
庸
の
中
だ
、
と
の
理
解
を
展
開
す
る
の
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
同

氏
の
学
説
は
、
両
極
端
の
否
定
論
を
肯
定
論
に
吸
収
し
た
否
定
論
と
肯
定
論
を
混
同
し
た
誤

っ
た
議
論
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
中
国
人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
思
考
方
法
で
あ
る
対
の
思
想

（
両
面
思
考
）
か
ら
中
庸
思
想
の
構
造
論
を
考
察
す
る
と
、
両
極
端
を
短
所
と
し
て
否
定
し

て
、
両
極
端
を
五
分
五
分
に
混
合
し
た
中
和=
化
学
的
調
和
論
と
、
両
極
端
を
長
所
と
し
て
肯

定
し
て
、
臨
機
応
変
に
両
端
の
重
さ
を
五
分
五
分
に
均
衡
さ
せ
る
中
権
＝
力
学
的
バ
ラ
ン
ス

論
と
い
う
、
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
中
庸
思
想
の
構
造
論
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。 

 キ
ー
ワ
ー
ド
；

中
庸
思
想
の
構
造

対
の
思
想

中
和
＝
調
和
論

中
権
＝
バ
ラ
ン
ス
論 

 

初
め
に
ー
中
庸
思
想
の
構
造
論
研
究
の
視
角 

 

中
庸
思
想
は
、
中
国
古
代
よ
り
の
中
国
哲
学
上
の
中
心
概
念
で
あ
る
が
、
と
り
わ
け
て
『
論

語
』
の
「
尭
曰
篇
」
に
は
、「
尭
の
曰
わ
く
、
咨
、
爾
舜
、
天
の
暦
数
、
爾
の
躬
に
在
り
、
允

に
其
の
中
を
執
れ
。
四
海
困
窮
、
天
禄
永
く
終
え
ん
。
舜
も
亦
た
以
て
禹
に
命
ず
」
と
あ
る
。

ま
た
『
中
庸
』
に
は
、
「
子
曰
わ
く
、
「
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
。
舜
は
問
う
こ
と
を
好
み
、

而
し
て
邇
言
を
察
す
る
こ
と
を
好
み
、
悪
を
隠
し
て
善
を
揚
げ
、
そ
の
両
端
を
執
り
て
、
そ

の
中
を
民
に
用
う
。
そ
れ
斯
を
以
て
舜
と
為
す
か
と
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
尭
―
舜
ー
禹
の

 

小

倉

正

昭 

 

三
聖
人
の
相
伝
し
た
政
治
的
原
理
を
展
開
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
ま
た
時
代
は
下
っ
て

宋
代
に
入
る
や
、
科
挙
試
験
に
「
四
書
」
・
「
五
経
」
の
経
書
が
中
心
試
験
科
目
と
な
っ
て
い

る
以
上
、
経
書
の
中
心
書
物
に
展
開
さ
れ
て
い
る
中
庸
思
想
は
、
中
国
知
識
人
の
政
治
的
立

場
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
様
な
中
庸
思
想
が
中
国
政
治
思
想
史
の
最
重
要
問
題
で
あ
る
と
の
実
情
が
、
中
庸
思

想
の
構
造
論
を
中
国
政
治
思
想
史
研
究
に
お
い
て
深
く
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
の

理
由
な
の
で
あ
る
。
ま
た
中
庸
思
想
は
、
島
田
虔
次
氏
・
宮
崎
市
定
氏
が
空
間
的
原
理
と
指

摘
す
る
よ
う
に
、
前
後
の
中
で
も
あ
り
、
左
右
の
中
で
も
あ
り
、
上
下
の
中
で
も
あ
り
得
る
。

直
線
の
一
次
元
、
平
面
の
二
次
元
を
超
え
た
、
人
間
の
住
む
三
次
元
的
世
界
の
中
央
で
あ
る

以
上
、「
不
偏
不
倚
で
過
不
及
な
き
平
常
の
意
」
と
さ
れ
る
中
庸
思
想
は
、
空
間
的
に
、
つ
ま

り
構
造
論
的
に
、
中
庸
思
想
の
内
面
的
研
究
を
し
な
け
れ
ば
、
中
庸
思
想
の
実
体
が
分
ら
な

い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
構
造
論
を
解
明
し
な
け
れ
ば
ば
ら
な
い
第
二
の
理
由
が
存
在
す
る
。

 

つ
ま
り
前
近
代
の
中
国
知
識
人
に
は
、
中
庸
思
想
の
内
実
を
理
解
し
て
把
握
で
き
な
け
れ

ば
、
儒
教
の
最
高
徳
目
で
あ
る
中
庸
思
想
を
門
下
生
に
教
育
す
る
こ
と
も
、
現
実
の
政
治
実

践
に
中
庸
思
想
を
応
用
し
て
行
く
こ
と
も
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

だ
か
ら
前
近
代
の
中
国
知
識
人
に
と
っ
て
は
、
現
在
の
中
国
古
代
哲
学
研
究
者
に
と
っ
て

重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
『
中
庸
』
の
作
者
の
特
定
や
成
立
年
代
な
ど
の
考
証
学
的
研
究

等
は
、
瑣
末
な
問
題
で
あ
っ
た
訳
で
あ
り
、
中
庸
思
想
の
内
実
を
体
得
し
得
て
、
そ
れ
を
現

実
政
治
に
実
践
す
る
こ
と
こ
そ
、
重
要
な
緊
急
問
題
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。 
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（学術論文） 

Yang Zhu and Mozi and the Compositeness of Confucianism 
– Study of the structural theory of Chinese political thought 
examined from the thought of Dui (2) – 
 

Masaaki OGURA 
 

Traditional researchers all concluded that Confucius advocated differential love (partial love), Yang 

Zhu self-love, and Mozi universal love and that Confucian thought of Yang Zhu and Mozi were 

mutually opposed. These conclusions are incorrect because they ignore the complexity of Confucian 

thought. The reason for the misunderstanding by those researchers is that, when analyzing Confucian 

thought, they failed to consider the thought of Dui (dualist thought), which is a traditional, basic 

thought among Chinese people. Although the reason that Confucian thought has affirmed that Yang 

Zhu and Mozi derive from the doctrine of inherent goodness that all human beings have the morality 

of benevolence, it is also true that Confucian thought includes both ends of a spectrum, Yang Zhu 

and Mozi, which are completely opposite and repelling. This paper therefore presents examination of 

the idea that Yang Zhu’s self-centered theory of acting for oneself and Mozi’s self-sacrificing 

humanitarianism are part of Confucian thought advocated by Confucius and Mencius. In other words, 

Confucian thought is discussed as a complex with tolerance, which subsumes not only in Mozi’s 

thought but also in Yang Zhu’s thought. For that reason, it became the essence of Chinese thought 

that had survived throughout three thousand years of Chinese history. 

 

Key words: Confucian, differential love, self-love, universal love, thought of Dui, complex thought 
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楊朱・墨翟と儒教思想の複合性　―対の思想から考察した中国思想の構造論研究（二）― 143（56）
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二
〇
〇
〇
年

参
照 

『
諸
子
百
家
』(

湯
浅
邦
弘
著

一
四
七
頁
ー
一
四
八
頁

中
公
新
書

二
〇
〇
九
年 

参
照
）

（
受
付
日
二
〇
一
四
年

八
月
二
六
日
）

（
受
理
日
二
〇
一
四
年

十
二
月
一
七
日
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語
》
に
い
う
逸
民
で
あ
る
か
も
し
れ
ぬ
が
，
直
接
に
は
戦
国
中
～
後
期
の(

一)

個
人
の

生
命
の
充
実
を
重
ん
じ
た
楊
朱
，
子
華
子
，
詹
何
（
せ
ん
か
）
，(

二)

寡
欲
に
徹
し
闘

争
の
否
定
を
唱
え
た
宋
牼
（
そ
う
け
い
）
，
尹
文
（
い
ん
ぶ
ん
）
，(

三)

道
徳
的
先
入

観
か
ら
の
脱
却
を
説
い
た
田
駢
（
で
ん
へ
ん
）
，
慎
到
，(

四)

総
体
と
し
て
の
世
界
の

〈
実
〉
に
依
拠
し
て
，
あ
れ
と
こ
れ
と
の
区
別
で
あ
る
〈
名
〉(

概
念
，
判
断)

を
軽
視

し
た
恵
施
（
け
い
し
）
な
ど
で
あ
り
，
そ
の
成
立
と
展
開
は
《
荘
子
》
《
老
子
》
《
淮

南
子
》
な
ど
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
知
り
う
る
。
前
三
世
紀
初
め
，
自
我
の
撥
無
（
は

つ
む
）
に
よ
っ
て
一
の
無
た
る
世
界
に
融
即
せ
よ
，
そ
れ
こ
そ
が
道
を
と
ら
え
た
聖

人
の
主
体
性
だ
か
ら
と
す
る
万
物
斉
同
の
哲
学
に
始
ま
り
，
そ
の
よ
う
に
世
界
を
統

御
し
つ
つ
同
時
に
そ
こ
か
ら
超
出
し
て
自
由
で
あ
れ
と
説
く
遊
（
ゆ
う
）
の
思
想
に

受
け
継
が
れ
，
以
後
各
方
面
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
」
と
あ
る
。
従
っ
て
小
林
勝
人

氏
は
、「
一

宋
牼
、
墨
子
学
派
の
非
戦
論
者
で
あ
り
、
平
和
主
義
者
と
し
て
有
名
。」

と
注
し
て
、
宋
牼
は
墨
家
集
団
と
し
て
い
る
が
間
違
い
で
あ
る
。
墨
翟
は
兼
愛
交
利

を
説
き
、
利
益
中
心
の
自
己
中
心
主
義
を
批
判
し
て
い
る
。
大
西
晴
隆
氏
は
、「
墨
翟

に
近
い
が
違
も
あ
り
、
道
家
に
も
近
い
ユ
ニ
ー
ク
な
思
想
家
」
と
言
う
。
（
「
宋
子
の

論
理
」
大
西
晴
隆

奈
良
大
学
紀
要
第
一
一
号

昭
和
五
七
年

参
照
）
。
『
荘
子
』

天
下
篇
で
は
「
宋
銒
・ 

伊
文
」
は
道
家
と
し
て
い
る
。 

二
五

『
孟
子
下
』
（
小
林
勝
人
訳
注

二
五
二
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）

二
六

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

八
八
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

二
七

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

一
五
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

二
八

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

一
六
九
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

二
九

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
一
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

三
〇

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

三
七
頁
五
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

三
一

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

六
七
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

三
二

『
韓
非
子
四
』（
金
谷
治
訳
注

一
七
六
頁
ー
一
七
八
頁

岩
波
文
庫

一
九
九
四
年

参
照
）

三
三

『
孟
子
上
』（
小
林
勝
人
訳
注

二
一
二
頁
ー
二
一
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照
）

三
四

『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

列
子
』(

小
林
信
明
著

楊
朱
第
七

三
四
八
頁

明
治
書

院

昭
和
四
二
年

参
照
）

三
五

『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

列
子
』(

小
林
信
明
著

楊
朱
第
七

三
〇
五
頁

明
治
書

院

昭
和
四
二
年

参
照
） 

三
六

『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

列
子
』(

小
林
信
明
著

楊
朱
第
七

三
〇
三
頁

明
治
書

院

昭
和
四
二
年

参
照
）

三
七

『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

列
子
』(

小
林
信
明
著

楊
朱
第
七

三
一
二
頁

明
治
書

院

昭
和
四
二
年

参
照
）

三
八

『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

列
子
』

小
林
信
明
著

楊
朱
第
七

三
五
五
頁

明
治
書

院

昭
和
四
二
年

参
照
）

三
九

『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

列
子
』(

小
林
信
明
著

楊
朱
第
七

三
三
七
頁
―
三
四
三

頁

明
治
書
院

昭
和
四
二
年

参
照
）

四
〇

『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

列
子
』(

小
林
信
明
著

楊
朱
第
七

三
三
三
頁
ー
三
三
五

頁

明
治
書
院

昭
和
四
二
年

参
照
）

四
一

『
新
釈
漢
文
大
系
三
五

孝
経
』

栗
原
圭
介

開
宗
明
義
章
第
一

明
治
書
院

昭

和
六
一
年

参
照
）

四
二

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

六
一
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

四
三

『
新
釈
漢
文
大
系
二
八

礼
記
中
』(

竹
内
照
夫
著

祭
儀

第
二
十
四

七
一
九
頁
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究(

序
章)

―
』(

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校
紀
要

第
四
七
巻

二
〇
一
四
年

参
照)

二

小
林
信
明
氏
は
、「
楊
朱

戦
国
時
代
の
人
で
、
墨
子
よ
り
少
し
後
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
学
は
、
為
我
の
説
と
し
て
知
ら
れ
、
一
毛
と
い
え
ど
も
自
己
の
犠
牲
は
認
め
な
か
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。
孟
子
は
こ
れ
を
墨
子
と
合
わ
せ
て
楊
墨
と
称
し
、
そ
の
説
を
退
け

て
い
る
。
」
（
『
新
釈
漢
文
大
系
二
二

列
子
』
小
林
信
明
著

楊
朱
第
七

三
〇
四
頁

語
訳

明
治
書
院

昭
和
四
二
年

参
照
）
と
述
べ
て
、
孟
子
は
楊
朱
を
批
判
し
て
い

た
と
主
張
す
る
。
ま
た
世
界
百
科
事
典
に
は
、「
よ
う
し
ゅ
【
楊
朱 Yáng Zhū

】
中
国
，

戦
国
時
代
初
期
に
〈
為
我
説(
個
人
主
義)

〉
を
唱
え
た
思
想
家
。
生
没
年
不
詳
。
楊
子
の

呼
称
で
も
知
ら
れ
る
。
字
は
子
居
。
朱
は
名
と
い
わ
れ
る
。・
・
・
名
教
道
徳
に
と
ら
わ

れ
て
自
己
の
欲
望
を
抑
制
し
た
り
す
る
の
は
無
意
味
だ
と
主
張
し
，
孟
子
な
ど
か
ら
厳

し
く
非
難
さ
れ
た
。
」
〈
平
凡
社

世
界
大
百
科
事
典
第
２
版

解
説

参
照
〉
と
あ
っ

て
、
孟
子
が
全
面
的
に
楊
朱
を
批
判
し
た
と
す
る
。 

三

『
世
界
の
名
著
一
〇
諸
子
百
家
』(

責
任
編
集
金
谷
治

一
三
頁

中
央
公
論
社

昭
和

四
一
年

参
照)

四
『
新
釈
漢
文
大
系
五
〇
墨
子
上
』（
山
田
琢
著

八
一
頁
明
治
書
院

昭
和
五
〇
年
参
照
） 

五

『
孟
子
上
』（
小
林
勝
人
訳
注

二
五
九
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照

六 

『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

四
一
六
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）

七 

『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

四
一
六
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）

八 

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

二
二
二
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

九 

『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
〇
八
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）

一
〇

『
論
語
』（
金
谷
治
訳
注

一
八
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
四
年

参
照
）

一
一

『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

四
三
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）

一
二

『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

二
三
五
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
） 

一
三

『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

四
二
三
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）

一
四

『
孟
子
上
』（
小
林
勝
人
訳
注

一
四
〇
頁

岩
波
文
庫

一
九
六
八
年

参
照

一
五

『
新
釈
漢
文
大
系
八

荘
子
下
』(

遠
藤
哲
夫
・
市
川
安
司
著

外
篇
胠
篋
篇

三
三

六
頁

明
治
書
院

昭
和
四
二
年

参
照) 

一
六

『
新
釈
漢
文
大
系
五
〇

墨
子
上
』(

山
田
琢
著

一
七
四
頁

明
治
書
院

昭
和
五

〇
年

参
照
）

一
七

『
新
釈
漢
文
大
系
五
〇

墨
子
上
』(

山
田
琢
著

一
七
七
頁
ー
一
七
九
頁

明
治
書

院

昭
和
五
〇
年

参
照
）

一
八

『
新
釈
漢
文
大
系
五
〇

墨
子
上
』(

山
田
琢
著

二
〇
〇
頁
ー
二
〇
三
頁

明
治
書

院

昭
和
五
〇
年

参
照
）。
墨
子
の
兼
愛
は
仁
義
で
あ
っ
た
と
山
田
琢
氏
は
述
べ

て
い
る(

山
田
琢

前
掲
書

二
〇
五
頁

余
説

参
照)

一
九 

『
世
界
の
名
著
一
〇
諸
子
百
家
』(

責
任
編
集

金
谷
治

一
七
六
頁

中
央
公
論
社

昭
和
四
一
年

参
照)

二
〇

『
新
釈
漢
文
大
系
五
〇

墨
子
上
』(

山
田
琢
著

三
六
八
頁

明
治
書
院

昭
和
五

〇
年

参
照
）

二
一

『
新
釈
漢
文
大
系
五
〇

墨
子
上
』(

山
田
琢
著

八
九
頁

明
治
書
院

昭
和
五
〇

年

参
照
）

二
二

『
新
釈
漢
文
大
系
五
〇

墨
子
上
』(

山
田
琢
著

一
八
五
頁

明
治
書
院

昭
和
五

〇
年

参
照
）

二
三

『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

三
九
二
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）

二
四

『
孟
子
下
』（
小
林
勝
人
訳
注

二
八
三
頁
ー
二
八
四
頁

岩
波
文
庫

一
九
七
二
年

参
照
）。
宋
牼
は
楊
朱
と
同
様
に
道
家
学
派
に
属
す
る
。
「
平
凡
社

世
界
百
科
事
典

オ
ン
ラ
イ
ン
版
一
九
九
二
年
」
に
は
、
「
【
道
家
】
よ
り
・
・
・
そ
の
先
駆
は
《
論
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楊
朱
の
結
論
ー
人
間
の
社
会
は
、
自
己
を
無
視
し
て
成
立
し
な
い
。
自
己
無
く
し
て
家
族
も

国
家
社
会
も
成
立
し
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
為
我
説
は
正
当
な
市
民
権
を
持
つ
。
自
己
愛
は

家
族
愛
の
前
提
で
あ
り
、
正
義
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
仁
義
な
の
で
あ
る
。
儒
家
の
孔
子
や

孟
子
は
、
楊
朱
の
為
我
説
と
い
う
自
己
中
心
主
義
思
想
を
も
併
せ
持
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
が
孟
子
の
楊
朱
思
想
を
肯
定
賛
美
す
る
根
本
的
原
因
だ
っ
た
の
で
あ
る(

五
三)

。 

 
五

結
論

 
 

本
稿
で
述
べ
た
内
容
を
簡
単
に
要
約
し
て
、
今
後
の
課
題
を
提
起
し
て
お
き
た
い
。 

①
従
来
の
研
究
史
で
は
、
中
国
哲
学
研
究
の
全
て
の
人
々
は
、
儒
家
と
楊
朱
・
墨
翟
は
対
立

す
る
異
質
な
思
想
で
あ
る
と
述
べ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
見
解
は
、
儒
教
思
想
の
半
面
の
真

理
に
過
ぎ
ず
、
誤
解
で
あ
っ
た
。
他
方
で
は
儒
教
は
、
楊
朱
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主

義
の
長
所
を
認
め
て
こ
れ
を
肯
定
し
て
、
両
極
端
思
想
を
包
容
し
た
幅
の
広
い
思
想
で
あ
っ

た
。 

②
孟
子
が
楊
朱
と
墨
翟
の
対
立
す
る
両
極
端
思
想
を
肯
定
し
た
倫
理
道
徳
的
理
由
は
、
仁
義

礼
智
の
四
端
の
徳
目
は
、
人
間
な
ら
全
て
の
人
々
が
具
有
し
て
い
る
と
い
う
、
孔
子
や
孟
子

等
の
儒
家
思
想
が
主
張
す
る
性
善
説
に
起
因
し
て
い
た
。 

③
楊
朱
の
自
己
中
心
的
な
家
族
主
義
の
為
我
説
や
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
兼
愛
論
、
孔
子
や
孟

子
の
唱
え
た
儒
教
は
、
孔
子
や
楊
朱
や
墨
翟
が
春
秋
戦
国
期
に
創
始
し
た
思
想
で
は
な
い
。

中
国
古
代
の
堯
舜
説
話
時
代
よ
り
の
古
い
思
想
に
淵
源
が
存
在
し
た
。
墨
翟
が
言
う
の
は
、

兼
愛
論
は
夏
王
朝
を
建
設
し
た
禹
や
周
の
文
王
や
周
公
の
主
張
を
継
承
し
た
思
想
と
言
う
の

で
あ
り
、
楊
朱
は
、
為
我
説
は
堯
の
臣
下
の
伯
成
子
高
を
継
承
し
た
思
想
と
言
う
の
で
あ
る
。

孟
子
が
言
う
の
に
は
、
儒
教
思
想
も
、
堯
・
舜
・
禹
の
伝
承
時
代
に
起
源
を
持
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。 

つ
ま
り
儒
教
は
、
墨
翟
思
想
と
儒
教
思
想
の
同
一
性
や
楊
朱
思
想
と
儒
教
思
想
の
同
一
性
を

資
料
的
に
実
証
し
た
様
に
、
楊
朱
の
為
我
説
と
墨
翟
の
兼
愛
説
と
い
う
両
極
端
思
想
を
包
容

し
た
、
対
の
思
想
＝
両
面
思
想
性
を
持
つ
幅
の
広
い
複
合
思
想
な
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
楊

朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
は
、
儒
教
思
想
の
一
面
を
強
調
し
た
思
想
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。 

④
孟
子
は
、
楊
朱
と
墨
翟
を
賢
人
と
し
て
称
揚
し
た
心
中
の
理
由
は
、
以
下
の
様
に
要
約
で

き
る
。
墨
子
の
様
に
天
下
万
民
の
利
益
の
為
に
平
和
の
実
現
の
た
め
に
、
禹
の
様
に
自
分
の

身
を
惜
し
ま
ず
に
粉
々
に
な
る
ま
で
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す
の
も
勿
論
良
い
。
し
か

し
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
楊
朱
が
言
う
事
も
核
心
を
突
い
て
い
る
。
父
母
か
ら
貰
っ
た
、
た
っ

た
一
つ
の
か
け
が
え
の
な
い
こ
の
身
体
と
生
命
。
人
の
た
め
に
自
分
を
殺
す
な
ん
て
ま
っ
ぴ

ら
御
免
だ
。
こ
の
世
は
自
分
が
生
き
て
い
て
こ
そ
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
他
人
や
国
家
の
こ

と
等
は
ど
う
で
も
よ
い
。
天
下
国
家
の
事
は
考
え
ず
に
、
自
分
や
家
族
の
生
活
の
豊
か
さ
や

安
全
性
や
幸
福
を
願
う
の
は
、
人
間
と
し
て
の
本
能
的
な
欲
望
で
あ
る
、
と
い
う
思
想
で
あ

ろ
う
。
だ
か
ら
墨
子
的
な
博
愛
主
義
＝
公
欲
と
楊
朱
的
な
個
人
主
義
＝
私
欲
と
い
う
、
全
く

相
反
す
る
両
極
端
の
思
想
を
肯
定
的
に
評
価
す
る
中
国
人
の
基
本
的
な
伝
統
思
考
で
あ
る
対

の
思
想
＝
両
面
思
考
の
精
神
が
、
孟
子
の
心
の
中
に
正
当
化
さ
れ
て
い
た
。 

⑤
従
っ
て
楊
朱
や
墨
翟
思
想
は
、
秦
の
中
国
統
一
に
よ
り
中
国
史
上
よ
り
姿
を
消
し
た
の
で

は
な
い
。
墨
家
の
思
想
は
、
楊
朱
の
思
想
と
共
に
、
儒
家
思
想
の
一
部
分
と
し
て
中
国
歴
史

上
に
二
〇
世
紀
の
現
在
ま
で
生
命
を
保
持
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
墨
家
集
団
は
秦
漢
帝
国

成
立
直
後
に
忽
然
と
姿
を
消
し
た
と
す
る
浅
野
裕
一
説
・
湯
浅
邦
弘
説
は
誤
り
で
あ
る(

五
四)

。 

二
〇
一
四
年
八
月
三
〇
日

註

(

一)

拙
稿
『
孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
論
―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た
中
国
政
治
思
想
の
構
造
論
研

楊朱・墨翟と儒教思想の複合性　―対の思想から考察した中国思想の構造論研究（二）― 147（52）



楊
朱
は
、
墨
子
集
団
は
名
声
の
た
め
に
現
在
の
生
命
を
も
投
げ
出
す
思
想
を
持
っ
て
い
た

の
と
は
対
照
的
に
、
こ
の
世
の
生
命
保
存
と
楽
生
を
離
れ
た
死
後
の
名
声
等
を
欲
望
し
な
か

っ
た
。
楊
朱
は
現
世
の
生
活
の
楽
し
み
を
追
求
す
る
現
実
主
義
者
で
あ
り
、
孔
子
や
孟
子
の

儒
家
も
楊
朱
と
同
様
の
現
生
利
益
の
自
己
本
位
の
思
想
を
具
有
し
て
い
た
。
自
己
本
位
の
生

命
保
存
第
一
の
思
想
を
追
及
す
れ
ば
、
孔
子
や
孟
子
の
公
権
力
意
識
の
欠
如
に
繋
が
っ
て
い

く
。 斉

の
弁
論
家
の
淳
于
髠
は
、
一
つ
も
成
果
も
出
さ
な
い
う
ち
に
斉
の
大
臣
職
を
去
る
孟
子

を
批
判
し
た
が
、
孔
子
の
状
況
判
断
力
を
引
用
し
て
、
孟
子
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

 

「
そ
の
時
は
礼
に
そ
む
い
て
分
配
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
孔
子
は
こ
れ
を
機
会
に
、

祭
り
の
冠
を
脱
ぐ
ひ
ま
も
な
い
ほ
ど
に
急
い
で
魯
の
国
を
去
っ
て
し
ま
わ
れ
た
。・
・
・
祭
り

に
参
加
し
た
以
上
、
自
分
に
も
責
任
が
あ
る
と
し
て
微
罪(
小
さ
い
過
失)

で
も
、
そ
れ
を
口
実

に
兼
ね
て
の
志
の
と
お
り
職
を
去
ろ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
正
し
い
理
由
も
な
し
に
、
た

だ
や
た
ら
に
去
る
こ
と
は
の
ぞ
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
君
子
の
行
為
は
す
べ
て
深
い
思

慮
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
、
普
通
の
人
間
に
は
と
う
て
い
分
ら
ぬ
も
の
だ
。〔
だ
か
ら
、
そ
う
軽
々

し
く
批
評
す
る
も
の
で
は
な
い
〕。
」
（
五
一
）
と
、
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
孔
子
の
例
を
引
用
し
て
、
君
子
の
行
動
は
す
べ
て
深
い
思
慮
が
あ
る
。
普
通
の

人
間
に
は
と
う
て
い
分
ら
な
い
と
、
功
績
を
出
さ
な
い
前
に
自
己
の
待
遇
の
変
化
に
気
づ
き
、

去
就
を
判
断
し
た
、
自
分
の
豹
変
し
た
行
動
を
自
己
弁
護
し
て
い
る
。
孟
子
の
去
就
と
い
う

「
対
の
行
動
」
は
、
自
己
の
待
遇
が
、
厚
遇
状
態
か
ら
冷
遇
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
、

状
況
の
変
化
を
先
に
見
抜
い
て
の
柔
軟
性
あ
る
思
考
に
基
づ
い
た
政
治
行
動
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。 

孟
子
の
自
己
の
生
命
を
重
視
す
る
私
欲
と
公
権
力
性
の
欠
如
の
例
ー
逃
げ
足
の
速
い
孔
子

や
孟
子
の
政
治
行
動
は
、
自
己
保
全
の
重
要
性
を
主
張
す
る
楊
朱
と
同
様
の
例
で
あ
り
、
天

下
万
民
の
事
な
ど
や
官
職
等
は
、
ど
う
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。
自
己
の
生
命
保
存
第
一
の
公

権
力
意
識
の
無
さ
の
好
例
で
あ
る
。
孔
子
や
孟
子
も
、
自
己
の
生
命
を
第
一
に
考
え
て
い
る
。

天
下
人
民
の
生
活
や
君
臣
関
係
や
主
君
へ
の
忠
義
心
＝
公
権
力
を
軽
視
す
る
、
自
己
の
生
命

保
存
を
何
よ
り
も
大
事
に
考
え
て
行
動
を
丸
出
し
す
る
私
欲
を
追
求
す
る
人
間
で
あ
っ
た
。 

孟
子
の
公
権
力
と
私
権
力
の
相
違
に
つ
い
て
の
主
張
を
よ
く
検
討
す
れ
ば
、
こ
の
事
実
が

よ
く
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
孟
子
は
、
孔
子
の
主
張
と
同
じ
様
に
、
博
愛
主
義
と
家
族
主

義
と
い
う
、
全
く
異
な
る
仁
義
の
重
要
性
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
な
主
張
を
展
開
し
て
い
る
。

 

「
お
よ
そ
天
下
の
識
者
が
自
分
に
心
服
す
る
の
は
、
誰
し
も
望
む
所
な
の
に
、
こ
れ
と
て

舜
の
心
の
憂
さ
を
は
ら
す
に
は
足
り
な
い
。
ま
た
、
美
人
は
誰
し
も
望
む
所
な
の
に
、
舜
は

天
子
の
美
し
い
二
人
の
皇
女
を
娶
っ
て
も
、
な
お
そ
の
心
の
憂
さ
を
は
ら
す
に
は
足
り
な
い
。

ま
た
、
富
は
誰
し
も
望
む
所
な
の
に
、
舜
は
天
下
の
富
を
自
分
の
物
に
し
な
が
ら
、
な
お
心

の
憂
さ
を
は
ら
す
に
は
足
り
な
い
。
位
の
貴
い
の
は
誰
し
も
望
む
所
な
の
に
、
舜
は
天
子
と

い
う
貴
い
位
に
即
い
て
も
、
な
お
か
つ
心
の
憂
さ
を
は
ら
す
に
は
足
り
な
い
。
こ
の
よ
う
に

天
下
の
人
々
が
心
服
す
る
こ
と
も
、
美
人
も
、
富
貴
も
、
す
べ
て
舜
に
と
っ
て
は
心
の
憂
さ

を
晴
ら
す
に
足
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
父
母
に
愛
さ
れ
る
こ
と
だ
け
が
、
心
の
憂
さ
を
は

ら
す
唯
一
の
み
ち
で
あ
っ
た
。・
・
・
と
こ
ろ
が
大
孝
の
人
だ
け
は
、
一
生
涯
父
母
を
慕
う
〔
て

心
を
ほ
か
に
移
さ
ぬ
〕
も
の
で
あ
る
。
五
十
に
な
っ
て
も
な
お
か
つ
父
母
を
慕
い
つ
づ
け
た

の
は
、
私
は
た
だ
偉
大
な
る
舜
に
お
い
て
は
じ
め
て
そ
の
実
例
を
見
る
の
で
あ
る
。」(

五
二)  

孟
子
の
利
己
主
義
や
家
族
主
義
の
立
場
か
ら
の
舜
の
称
賛
と
し
て
は
典
型
的
な
事
例
で
あ

ろ
う
。
孟
子
の
楊
朱
的
な
家
族
主
義
論
が
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
自
分
の
生
命

保
全
と
立
身
出
世
し
て
名
声
を
残
す
は
子
の
親
へ
の
孝
行
＝
仁
で
あ
る
。
ま
た
親
が
子
を
愛

す
る
の
も
仁
愛
で
あ
る
。
孔
子
・
孟
子
は
、
楊
朱
ば
り
の
個
人
主
義
・
家
族
主
義
者
で
あ
り
、

家
族
制
度
の
安
定
が
天
下
を
安
定
に
す
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 
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吾
未
だ
聞
か
ざ
る
な
り
。
孰
れ
か
事
う
る
と
な
さ
ざ
ら
ん
。
親
に
事
は
う
る
は
事
う
る
の
本

な
り
。
孰
れ
か
守
る
と
な
さ
ざ
ら
ん
。
身
を
守
る
は
守
る
の
本
な
り
。
曾
子
、
會
皙
を
養
え

る
と
き
、
必
ず
酒
肉
あ
り
き
。・
・
・
此
れ
所
謂
口
体
を
養
う
者
な
り
。
曾
子
の
若
き
は
則
ち

志
を
養
う
と
謂
う
べ
き
な
り
。
親
に
事
う
る
に
は
、
曾
子
の
如
き
者
可
な
り
。」

四
五

と
あ

る
。「

守
身
為
大
」
は
、
『
孝
経
』
の
事
例
と
、
「
不
失
其
身
而
能
事
其
親
也
」
と
関
連
し
て
考

え
れ
ば
、
自
己
の
身
体
生
命
の
保
持
を
意
味
す
る
。
自
己
の
肉
体
生
命
の
安
全
は
、
修
身
の

大
で
あ
り
、
親
に
孝
養
を
尽
す
斉
家
の
本
で
あ
る
と
の
意
味
で
あ
る
。
後
文
の
曾
瘠
・
曾
子
・

曾
元
の
親
子
関
係
の
孝
行
に
つ
い
て
、
孟
子
は
、
曾
子
・
曾
元
の
関
係
は
、
肉
体
だ
け
を
満

足
さ
せ
る
だ
け
の
孝
行
で
あ
り
、
曾
皙
・
曾
子
の
関
係
は
、
志
＝
肉
体
や
精
神
ま
で
満
足
さ

せ
る
も
の
で
、
こ
ち
ら
の
方
が
孝
行
＝
斉
家
と
し
て
は
良
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

父
母
か
ら
貰
っ
た
た
っ
た
一
つ
の
命
を
大
切
に
し
て
、
父
母
に
孝
養
を
尽
す
こ
と
が
何
よ

り
も
大
事
な
の
で
あ
る
と
言
う
、
孟
子
の
自
己
の
生
命
の
保
全
と
家
族
へ
の
愛
情
を
何
よ
り

も
大
事
に
す
る
修
身
斉
家
の
家
族
主
義
思
想
が
典
型
的
に
現
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
仁
は
人
の
心
な
り
、
義
は
路
な
り
」（
四
六
）
と
孟
子
は
述
べ
て
い
る
が
、
自
己
の
生
命
を

大
切
に
し
て
父
母
や
家
庭
生
活
を
大
事
に
す
る
の
は
仁
義
な
の
で
あ
る
。

孔
子
や
孟
子
の
自
己
や
家
族
の
み
を
大
切
に
し
て
社
会
的
仁
義
を
無
視
す
る
の
は
楊
朱
の
自

己
中
心
的
仁
義
と
同
様
の
論
理
な
の
で
あ
り
、
修
身
斉
家
は
仁
義
な
の
で
あ
る
。
小
林
勝
人

氏
は
、
朱
子
の
「
身
正
し
け
れ
ば
、
国
は
治
ま
っ
て
天
下
は
平
ら
か
な
り
」、
す
な
わ
ち
「
身

を
正
し
く
守
る
こ
と
が
、
天
下
国
家
を
安
ら
か
に
治
め
る
根
本
だ
」
と
の
注
を
引
用
し
て
、

守
身
＝
身
を
正
し
く
守
る
こ
と
＝
正
義
と
意
訳
す
る
が
、
孟
子
の
発
言
は
、
自
己
の
身
体
や

肉
体
を
大
事
に
す
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
間
違
い
で
あ
る
。
因
み
に
栗
原
圭
介

氏
は
、
身
体
髪
膚
の
説
明
と
し
て
、
筆
者
引
用
の
本
文
を
挙
げ
て
例
証
し
て
い
る
。
そ
し
て

更
に
「『
礼
記
』
哀
公
問
第
二
十
七
に
、
孔
子
の
言
と
し
て
、「
君
子
は
敬
せ
ざ
る
無
き
な
り
。

身
を
敬
す
る
を
大
と
な
す
。
身
な
る
者
は
親
の
枝
な
り
。
敢
え
て
敬
せ
ざ
ら
ん
や
。
そ
の
身

を
敬
せ
ざ
る
能
は
ざ
れ
ば
、
是
れ
そ
の
親
を
傷
（
や
ぶ
）
る
な
り
。
そ
の
親
を
傷
る
は
、
是

れ
そ
の
本
を
傷
る
な
り
。
そ
の
本
を
傷
れ
ば
、
枝
従
っ
て
亡
ぶ
。
」
と
あ
る
。
『
礼
記
』
祭
儀

第
二
十
四
に
、
會
子
の
言
と
し
て
、「
身
な
る
者
は
、
父
母
の
遺
体
な
り
。
父
母
の
遺
体
を
行

ふ
。
敢
え
て
敬
せ
ざ
ら
ん
や
。
」
と
あ
る
。
」
と
述
べ
、
他
に
も
多
く
の
例
証
を
挙
げ
て
い
る

（
四
七
）。 

と
こ
ろ
で
自
己
の
生
命
保
持
の
本
能
を
第
一
に
考
え
る
儒
家
で
あ
れ
ば
、
人
間
生
存
の
本

能
性
で
あ
る
食
欲
や
性
欲
の
肯
定
論
に
連
動
し
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
『
礼
記
』
礼
運
篇
に
は
、

「
飲
食
男
女
、
人
之
大
欲
存
蔫
」
〈
四
八
〉
と
あ
り
、
ま
た
孟
子
は
、
「
も
し
食
わ
な
け
れ
ば

死
ぬ
と
い
う
よ
う
な
食
事
の
重
大
な
場
合
と
、
単
な
る
食
事
の
礼
と
い
っ
た
よ
う
な
軽
い
場

合
と
を
取
り
あ
げ
て
比
較
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
た
だ
た
ん
に
食
事
の
方
が
大
切
だ
と
い

う
だ
け
で
す
ま
さ
れ
よ
う
か
。(

も
ち
ろ
ん
比
較
に
な
ど
な
ら
な
い
で
は
な
い
か)

。
ま
た
、
妻

を
娶
る
と
い
う
結
婚
の
重
大
な
問
題
と
親
迎
の
よ
う
な
軽
い
礼
と
を
取
り
あ
げ
て
比
較
す
る

な
ら
ば
、
ど
う
し
て
た
だ
た
ん
に
結
婚
の
方
が
大
切
だ
と
い
う
だ
け
で
す
ま
さ
れ
よ
う
か
。(

非

常
に
懸
隔
が
あ
っ
て
、
比
較
に
な
ら
な
い)

。」(

四
九)

と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
孟
子
も
、「
孟
子
が
わ
れ
た
。「
〔
人
間
が
短
命
で
あ
る
か
、
長
寿
を
全
う
で
き
る
か
は
〕、

す
べ
て
天
命
で
な
い
も
の
は
な
い
が
、
正
し
い
天
命(

正
し
い
運
命)

を
す
な
を
に
受
け
る
心
構

え
が
必
要
だ
。
だ
か
ら
、
天
命
を
心
得
た
人
は
、
危
な
っ
か
し
い
岩
石
や
崩
れ
か
か
っ
た
石

塀
の
下
な
ど
に
は
、〔
不
慮
の
死
を
招
く
こ
と
が
あ
る
か
ら
〕
決
し
て
立
た
な
い
も
の
だ
。
人

間
と
し
て
な
す
べ
き
正
し
い
道
に
力
を
尽
く
し
て
死
ぬ
の
は
、〔
い
わ
ゆ
る
人
事
を
尽
く
し
て

天
命
を
待
つ
〕
正
し
い
天
命
な
の
だ
。
罪
を
犯
し
て
手
か
せ
足
か
せ
を
か
け
ら
れ
て
獄
死
す

る
の
は
、
正
し
い
天
命
な
の
で
は
な
い
の
だ
。」(

五
〇)

と
述
べ
て
い
る
。 
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れ
に
与
み
し
な
い
し
、
ま
た
逆
に
天
下
を
尽
し
て
自
分
に
奉
仕
さ
せ
て
く
れ
よ
う
と
も
、
そ

れ
を
拒
否
し
て
受
け
取
ら
な
い
と
言
う
。
墨
翟
の
弟
子
・
禽
子
と
の
問
答
で
答
え
て
い
る
様

に
人
々
は
一
本
の
髪
の
毛
を
も
犠
牲
に
せ
ず
、
天
下
国
家
の
公
益
を
考
え
ず
に
、
自
分
の
生

命
を
大
切
に
す
れ
ば
、
自
分
と
他
人
の
争
い
や
、
国
と
国
の
争
い
事
も
無
く
な
り
、
ま
た
天

下
全
体
の
利
益
の
為
に
し
な
け
れ
ば
、
天
下
は
大
い
に
泰
平
な
世
に
な
る
の
で
あ
る
と
言
う
。

禽
子
は
、
楊
子
の
思
想
は
、
老
子
や
関
尹
子
と
同
様
で
あ
り
、
禹
や
墨
子
の
思
想
と
は
全
く

正
反
対
の
思
想
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
天
下
万
民
は
、
伯
成
子
高
の
様
に
徹
底
的
な
エ

ゴ
イ
ス
ト
・
利
己
主
義
者
や
自
己
完
結
型
の
家
族
主
義
者
に
な
れ
ば
、
天
下
は
治
ま
る
と
言

う
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
楊
朱
的
な
自
己
の
現
生
の
生
命
保
持
を
重
視
す
る
現
生
利

欲
重
視
の
個
人
主
義
者
は
、
何
も
戦
国
時
代
に
突
如
と
し
て
出
現
し
た
の
で
は
な
く
、
伯
成

子
高
の
様
に
尭
舜
時
代
の
太
古
よ
り
中
国
に
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
中
国
社
会
に
は
古

代
よ
り
根
深
い
家
族
主
義
の
伝
統
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

以
上
に
楊
朱
の
個
人
主
義
・
家
族
主
義
の
主
張
と
、
そ
の
国
家
観
を
検
討
し
て
き
た
が
、

次
に
楊
朱
と
同
様
の
主
張
を
し
て
い
る
儒
家
の
為
我
説
を
検
討
し
て
見
た
い
。 

孔
子
の
仁
愛
の
例
と
し
て
は
、「
子
曰
く
、
夫
れ
孝
は
徳
の
本
な
り
、
教
え
の
繇
つ
て
生
じ

る
所
な
り
、
坐
に
復
れ
。
女
に
語
ら
ん
。
身
体
髪
膚
、
之
を
父
母
に
受
く
。
敢
え
て
毀
傷
せ

ざ
る
は
、
孝
の
始
め
あ
り
。
身
を
立
て
道
を
行
い
、
名
を
後
世
に
揚
げ
、
以
て
父
母
を
顕
わ

す
は
、
孝
の
終
り
な
り
。
」
（
四
一
）
と
あ
っ
て
、
孔
子
は
、
自
分
の
生
命
や
身
体
を
大
切
に

す
る
事
が
親
孝
行
、
つ
ま
り
仁
愛
の
始
め
で
、
立
身
出
世
を
し
て
名
誉
を
後
世
に
残
す
は
孝

行
の
終
り
で
あ
る
と
、
徹
頭
徹
尾
に
自
分
の
生
命
を
大
事
に
し
て
立
身
出
世
を
大
事
に
す
る

自
己
中
心
的
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
孝
行
だ
と
言
う
。

ま
た
孔
子
の
義
＝
社
会
的
悪
を
し
な
い
例
と
し
て
は
、「
先
生
は
南
容
の
こ
と
を
「
国
家
に

道
の
あ
る
時
は
き
っ
と
用
い
ら
れ
、
道
の
な
い
と
き
の
も
刑
死
に
ふ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
と

い
わ
れ
、
そ
の
兄
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
を
め
あ
わ
せ
ら
れ
た
。
」(

四
二)

と
あ
る
。
孔
子
は
楊
朱

と
同
様
の
自
己
の
生
命
を
大
切
に
し
て
社
会
悪
を
犯
さ
な
い
仁
義
の
人
で
あ
っ
た
。 

孔
子
の
弟
子
の
楊
朱
的
仁
義
の
主
張
の
事
例
と
し
て
は
、
中
国
の
孝
道
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
曾
子
の
言
葉
と
し
て
、「
曾
子
が
（
次
の
よ
う
に
）
言
っ
た
。
人
の
身
体
は
父
母
の
形
見

で
あ
る
。
父
母
の
形
見
を
取
り
扱
う
の
に
、
ど
う
し
て
慎
重
に
し
な
い
で
よ
か
ろ
う
か
。・
・
・

そ
も
そ
も
仁
と
は
ま
ず
父
母
を
愛
す
る
こ
と
で
あ
り
、
礼
と
は
ま
ず
孝
を
実
行
す
る
こ
と
で

あ
り
、
義
と
は
ま
ず
孝
を
正
し
く
弁
え
る
こ
と
で
あ
り
、
信
と
は
ま
ず
父
母
に
誠
意
を
尽
く

す
こ
と
で
あ
り
、
強
と
は
孝
に
努
め
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
人
の
身
の
安
楽
は
好
く
孝
道

に
従
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
、
ま
た
罪
を
犯
し
て
刑
を
受
け
る
と
い
う
の
も
、
孝
道
に
背
く
こ

と
か
ら
始
ま
る
の
で
あ
る
。
」(

四
三)

と
述
べ
て
い
る
。
父
母
の
形
見
と
し
て
の
自
己
の
生
命

保
全
が
最
も
大
事
な
孝
道
＝
仁
愛
で
あ
り
、
こ
の
孝
行
の
道
を
弁
え
る
こ
と
が
義
で
あ
る
と

い
う
。
仁
義
と
は
自
己
の
生
命
を
大
事
に
し
て
行
動
す
る
事
だ
と
い
う
。
孟
子
も
孔
子
と
同

じ
く
楊
朱
的
仁
義
の
大
切
さ
に
つ
い
て
同
様
の
事
を
言
っ
て
い
る
。 

「
孟
子
曰
く
、
人
の
身
に
於
け
る
や
兼
じ
く
愛
す
る
所
な
り
。
兼
じ
く
愛
す
る
所
は
則
ち

兼
じ
く
養
う
所
な
り
。
尺
寸
の
膚
も
愛
せ
ざ
る
こ
と
な
け
れ
ば
、
則
ち
尺
寸
の
膚
も
養
わ
ざ

る
こ
と
な
き
な
り
。・
・
・
」
四
四
）
と
あ
り
、
自
己
の
生
命
の
第
一
に
重
視
す
る
の
が
仁
愛

と
言
う
。
孟
子
に
は
一
寸
の
膚
も
大
切
で
あ
る
と
、
楊
朱
の
身
体
生
命
を
重
視
す
る
、
貴
生

論
と
同
様
の
内
容
の
事
を
述
べ
て
い
る
。 

孟
子
は
、
自
己
の
生
命
の
大
切
さ
を
第
一
に
重
要
視
す
る
仁
愛
論
に
つ
い
て
、

「
孟
子
曰
く
、
事
う
る
孰
れ
か
大
な
り
と
な
す
。
親
に
事
う
る
を
大
な
り
と
な
す
。
守
る

孰
れ
か
大
な
り
と
な
す
。
身
を
守
る
を
大
な
る
と
な
す
。
其
の
身
を
失
わ
ず
し
て
能
く
其
の

親
に
事
う
る
者
は
、
吾
之
を
聞
け
る
も
、
其
の
身
を
失
い
て
能
く
其
の
親
に
事
う
る
者
は
、
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の
悪
い
こ
と
と
さ
れ
る
よ
う
な
事
柄
は
、
皆
、
桀
や
紂
の
し
た
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舜
は
河
陽
の
地
で
農
業
に
従
事
し
た
り
、
雷
沢
の
あ
た
り
で
焼
き
物
を

作
っ
た
り
し
て
、
身
体
は
一
時
も
安
楽
で
は
な
か
っ
た
し
、
食
物
な
ど
も
、
お
い
し
い
も
の

は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。
お
ま
け
に
、
両
親
に
は
か
あ
い
が
ら
れ
ず
、
兄
弟
な
ど
に
も
な
つ

か
れ
な
い
で
、
年
齢
が
三
十
歳
に
も
な
っ
て
か
ら
、
親
の
承
諾
も
得
な
い
で
妻
を
め
と
っ
た
。

そ
れ
で
、
堯
の
譲
り
を
受
け
て
天
子
に
な
っ
た
時
に
は
、
も
は
や
、
い
い
加
減
の
年
寄
で
、

頭
の
働
き
も
弱
っ
て
い
た
。
し
か
も
子
供
の
商
鈞
は
で
き
が
悪
く
て
、
天
子
の
位
を
禹
に
譲

り
、
常
に
心
配
ご
と
が
絶
え
な
い
ま
ま
に
死
ん
で
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、

舜
と
い
う
人
は
、
こ
の
世
に
あ
る
人
々
の
中
で
も
、
最
も
苦
し
ん
だ
人
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。・
・
・
思
う
に
、
舜
・
禹
・
周
・
孔
と
い
う
四
人
の
聖
人
は
、
世
間
で
ほ
め
ら
れ
る
よ
う

な
り
っ
ぱ
な
こ
と
は
皆
こ
の
人
た
ち
の
し
た
こ
と
と
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
苦
し
み
通
し
て
一

生
を
終
え
、
人
と
同
様
に
死
ん
で
行
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
桀
・
紂
と
い
う
二
人
の
悪
人

は
、
世
間
で
そ
し
ら
れ
る
よ
う
な
悪
い
こ
と
は
皆
こ
の
人
た
ち
の
し
た
こ
と
と
さ
れ
る
け
れ

ど
も
、
楽
し
み
の
中
に
一
生
を
終
え
、
こ
れ
ら
も
ま
た
、
人
と
同
様
に
死
ん
で
行
っ
た
の
で

あ
る
。」（
三
九
） 

楊
朱
は
、
舜
・
禹
・
周
公
・
孔
子
の
よ
う
な
世
の
た
め
人
の
た
め
に
苦
し
み
つ
く
し
て
一

生
を
終
え
る
よ
り
も
、
悪
評
高
い
桀
・
紂
の
こ
の
世
を
精
一
杯
楽
し
み
通
し
て
一
生
を
終
え

た
人
間
を
高
く
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
、
人
間
は
生
き
て
い
る
現
生
の
生
活
を
何
よ
り
も
大

切
に
し
て
生
き
て
い
く
の
が
大
切
な
の
で
あ
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。 

確
か
に
孟
子
の
批
判
す
る
様
に
、
楊
朱
の
為
我
思
想
は
、
自
己
や
家
族
＝
私
生
活
の
愛
情
＝

仁
愛
の
み
で
、
罪
を
犯
し
て
刑
罰
を
被
る
よ
う
な
悪
い
こ
と
は
し
な
か
っ
た
ら
良
い
と
い
う

義
の
思
想
、
つ
ま
り
自
己
中
心
的
な
自
営
業
を
営
む
農
民
的
な
仁
義
思
想
で
あ
る
。
墨
翟
の

よ
う
に
自
己
の
生
命
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
、
世
の
た
め
に
人
の
た
め
に
奉
仕
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
い
う
天
下
国
家
を
重
要
視
す
る
政
治
家
的
な
仁
義
思
想
は
欠
落
し
て
い
て
、

天
下
国
家
や
君
臣
上
下
関
係
の
忠
義
心
＝
社
会
生
活
＝
公
的
生
活
を
無
視
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
楊
朱
の
自
己
本
位
主
義
は
、
戦
国
の
乱
世
の
非
常
事
態
を
終
わ
ら
せ
て
、
天

下
太
平
の
世
を
実
現
す
る
た
め
に
提
起
さ
れ
た
政
治
思
想
で
あ
っ
た
。「
楊
朱
曰
く
、
伯
成
子

高
は
、
一
毫
を
以
て
物
を
利
せ
ず
、
国
を
捨
て
て
隠
れ
て
耕
す
。
大
禹
は
一
身
を
以
て
自
ら

利
せ
ず
。
一
体
は
偏
枯
す
。
古
の
人
、
一
毫
を
損
し
て
天
下
を
利
す
る
も
、
與
え
ざ
る
な
り
。

天
下
を
悉
し
て
一
身
に
奉
ず
る
も
、
取
ら
ざ
る
あ
り
。
人
人
一
毫
を
損
せ
ず
、
人
人
天
下
を

利
と
せ
ざ
れ
ば
、
天
下
は
治
ま
る
と
。
禽
子
、
楊
朱
に
問
う
て
曰
く
、
子
が
體
の
一
毛
を
去

り
て
、
以
て
一
世
を
濟
ふ
は
、
汝
之
を
為
す
か
、
と
。
楊
子
曰
く
、
世
は
固
よ
り
一
毛
の
濟

ふ
所
に
非
ず
、
と
。
禽
子
曰
く
、
假
し
濟
は
ば
、
之
を
為
す
か
、
と
。
楊
子
應
え
ず
、
禽
子

出
で
て
孟
孫
陽
に
語
ぐ
。・
・
・
孟
孫
陽
曰
く
、
一
毛
は
肌
膚
よ
り
も
微
に
し
て
、
肌
膚
は
一

節
よ
り
微
な
る
こ
と
、
省
か
な
り
、
然
ら
ば
則
ち
一
毛
を
積
ん
で
以
て
肌
膚
を
成
し
、
肌
膚

を
積
ん
で
以
て
一
節
を
成
す
。
一
毛
は
固
よ
り
一
体
の
萬
分
中
の
一
物
な
り
。
奈
何
ぞ
之
を

軽
ん
ぜ
ん
、
と
。
禽
子
曰
く
、
吾
は
子
に
答
ふ
る
所
以
を
能
く
せ
ず
。
然
ら
ば
則
ち
子
の
言

を
以
て
老
耼
・
関
尹
に
問
は
ば
、
則
ち
子
の
言
當
た
ら
ん
。
吾
が
言
を
以
て
大
禹
・
墨
翟
に

問
は
ば
、
則
ち
吾
が
言
當
た
ら
ん
、
と
。
孟
孫
陽
因
っ
て
顧
み
て
其
の
徒
と
他
事
を
説
へ
り
。
」

（
四
〇
） 

楊
朱
は
、
禹
の
様
に
天
下
の
公
益
の
為
に
全
身
全
霊
を
以
て
奉
仕
し
て
半
身
不
随
に
な
っ

て
は
い
け
な
い
と
、
禹
の
様
に
身
を
粉
に
し
て
自
分
を
犠
牲
に
す
る
の
は
、
ま
っ
ぴ
ら
御
免

だ
と
、
自
己
を
犠
牲
に
し
て
も
天
下
の
為
に
尽
く
し
た
墨
子
と
全
く
対
照
的
な
事
を
言
う
。 

尭
舜
時
代
の
伯
成
子
高
は
、
尭
の
時
に
諸
侯
に
な
っ
た
が
、
夏
の
禹
王
の
時
に
諸
侯
を
や

め
て
一
農
夫
に
な
り
、
世
の
人
々
か
ら
高
潔
な
人
格
を
称
え
ら
れ
た
と
言
う
。
だ
か
ら
昔
の

伯
成
子
高
の
よ
う
に
一
本
の
髪
の
毛
を
犠
牲
に
す
れ
ば
天
下
の
大
利
に
な
る
と
し
て
も
、
そ
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た
。
さ
れ
ば
、
危
険
を
侵
し
て
刑
罰
を
受
け
る
よ
う
な
せ
ず
、
人
に
遅
れ
ま
い
と
し
て
名
誉

を
き
そ
っ
た
り
、
寿
命
の
長
い
短
い
を
問
題
に
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
一
切
念
頭
に

な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
。」（
三
五
）。

楊
朱
は
、
自
然
に
受
け
た
人
間
の
生
命
を
大
切
に

す
る
仁
愛
の
深
い
人
で
あ
り
、
ま
た
刑
罰
に
当
た
る
様
な
こ
と
は
し
な
い
正
義
感
も
あ
る
、

仁
義
の
道
徳
の
あ
る
人
間
で
あ
っ
た
。
人
の
物
を
横
取
り
し
な
い
で
自
己
の
あ
る
物
に
満
足

し
つ
つ
、
危
険
な
こ
と
や
罪
を
犯
す
様
な
悪
い
事
を
絶
対
に
し
な
い
と
言
う
仁
義
の
信
念
に

基
づ
け
ば
、
楊
朱
は
家
族
や
子
孫
の
た
め
に
現
世
の
社
会
的
名
声
を
追
求
す
る
の
は
必
至
で

あ
る
。 

「
楊
子
が
魯
の
国
に
出
か
け
て
行
っ
て
、
孟
氏
の
家
に
足
を
止
め
て
厄
介
に
な
っ
た
。
す

る
と
、
孟
氏
は
尋
ね
て
言
っ
た
、「
我
々
に
取
っ
て
大
事
な
こ
と
は
、
生
き
て
い
る
人
間
の
実

質
的
な
幸
福
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
名
声
な
ど
と
い
う
こ
と
は
、
問
題
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
」
と
。
こ
れ
に
対
し
て
楊
子
は
、「
名
声
を
大
切
に
す
る
の
は
、
富
を
収
め
よ
う
と
す

る
た
め
で
あ
る
」
と
答
え
た
。・
・
・
そ
こ
で
楊
子
は
「
名
声
を
得
る
た
め
に
は
、
窮
屈
な
目

に
会
い
、
あ
れ
こ
れ
と
心
を
痛
め
る
が
、
一
旦
、
名
声
を
利
用
す
る
段
に
な
る
と
、
恩
恵
は

一
族
に
ま
で
及
び
、
利
益
は
郷
里
一
帯
ま
で
及
ぶ
。
ま
し
て
や
子
孫
の
た
め
に
な
る
こ
と
な

ど
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
」
と
説
明
し
た
。」（
三
六
） 

楊
子
は
、
死
後
の
名
声
は
追
求
し
な
い
け
れ
ど
も
、
現
世
の
名
声
欲
求
＝
富
み
の
欲
求
＝

社
会
的
地
位
の
欲
求
＝
子
孫
の
幸
福
の
欲
求
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
お
り
、
自
己
の

生
存
は
自
己
完
結
せ
ず
に
、
家
族
の
幸
福
を
希
求
す
る
家
族
主
義
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ま
た
楊
子
は
、
人
間
の
本
能
と
し
て
の
食
欲
や
声
色
の
必
要
性
に
つ
い
て
、 

「
楊
子
は
言
う
に
は
、
周
の
初
め
の
人
伯
夷
は
、
食
欲
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
け

れ
ど
も
、
彼
は
尋
常
な
ら
ず
清
廉
潔
白
を
ほ
こ
り
と
し
た
ば
っ
か
り
に
、
つ
い
に
首
陽
山
に

は
い
っ
て
餓
死
す
る
と
い
う
結
果
を
招
い
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
魯
の
人
柳
下
恵
は
、
色
情

が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
か
れ
は
尋
常
な
ら
ず
身
持
ち
の
貞
節
を
ほ
こ
り

と
し
た
ば
っ
か
り
に
、
つ
い
に
一
族
の
者
が
幾
人
も
い
な
い
と
い
う
心
細
い
結
果
を
招
い
て

し
ま
っ
た
。
若
し
我
々
が
一
身
の
清
廉
や
貞
節
ば
か
り
に
ほ
こ
り
を
感
じ
て
い
る
と
、
真
実

の
善
を
遂
げ
そ
こ
な
っ
て
し
ま
う
危
険
の
あ
る
こ
と
は
、
上
の
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
こ

と
で
あ
る
」
と
。
」
（
三
七
）
と
述
べ
て
い
る
。
楊
朱
に
依
れ
ば
、
食
欲
性
欲
は
人
間
の
本
性

な
の
で
あ
り
、
清
廉
潔
白
と
い
う
名
声
に
誇
り
を
感
じ
て
、
こ
れ
を
認
め
ぬ
極
端
者
は
真
実

の
善
を
遂
げ
得
な
い
の
で
あ
る
。
楊
朱
は
、
刑
罰
に
触
れ
な
い
限
り
に
於
い
て
私
欲
を
追
求

す
る
人
間
な
の
で
あ
り
、
生
命
の
自
己
保
存
本
能
を
認
め
て
現
世
の
楽
し
み
を
追
求
す
る
快

楽
主
義
者
で
有
れ
ば
、
当
然
に
食
欲
や
性
欲
を
追
求
す
る
の
は
人
間
の
本
性
と
し
て
は
自
然

な
行
動
で
あ
る
。
楊
朱
は
、
食
欲
性
欲
に
つ
い
て
墨
翟
と
全
く
逆
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
楊

朱
の
自
己
中
心
的
な
思
想
的
立
場
を
徹
底
化
し
て
い
く
と
、
世
の
た
め
に
人
の
た
め
に
、
天

下
国
家
や
社
会
の
た
め
に
尽
力
奉
仕
す
る
こ
と
は
、
自
己
の
生
命
を
危
険
に
晒
す
だ
け
で
あ

り
、
自
己
の
生
命
維
持
の
危
険
性
の
存
在
す
る
様
な
君
臣
関
係
の
結
合
を
否
定
す
る
こ
と
は

必
然
的
で
あ
る
。
楊
朱
は
、「
忠
は
以
て
君
を
安
ん
ず
る
に
足
ら
ず
、
適
た
ま
以
て
身
を
危
う

く
す
る
に
足
る
の
み
。
義
は
以
て
物
を
利
す
る
に
足
ら
ず
、
適
た
ま
以
て
生
を
害
す
る
に
足

る
の
み
。
上
を
安
ん
ず
る
に
忠
に
由
ら
ざ
れ
ば
、
忠
の
名
滅
び
ん
。
物
を
利
す
る
に
義
に
由

ら
ざ
れ
ば
、
義
の
名
絶
た
ん
。
君
臣
皆
安
く
、
物
我
兼
ね
利
す
る
は
、
古
の
道
な
り
。
」
（
三

八
）
と
、
君
主
へ
の
忠
誠
心
や
世
の
中
の
人
々
の
為
へ
の
正
義
感
は
、
自
分
の
生
命
を
危
険

に
陥
れ
る
だ
け
で
あ
り
、
公
的
な
忠
義
心
な
ど
は
、
無
く
て
も
良
い
物
で
あ
り
、
ど
う
で
も

よ
い
人
間
関
係
で
あ
る
言
う
。
楊
朱
に
と
っ
て
自
他
と
も
に
安
全
で
あ
る
の
は
、
古
代
か
ら

の
道
徳
と
言
う
の
で
あ
る
。
ま
た
楊
朱
は
、
歴
代
の
聖
人
や
悪
人
に
つ
い
て
以
下
の
様
に
評

価
し
て
い
る
。

「
楊
子
が
い
う
に
は
、「
世
間
で
り
っ
ぱ
な
こ
と
と
し
て
ほ
め
ら
れ
る
よ
う

な
事
柄
は
、
皆
、
舜
や
禹
や
周
公
や
孔
子
な
ど
の
し
た
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
世
間
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意
味
は
、
惻
隠
＝
自
他
を
区
別
し
な
い
博
愛
の
意
味
で
、
義
の
意
味
は
羞
悪
＝
正
義
心
の
事

で
あ
る
と
規
定
で
き
る
。
従
っ
て
孔
子
や
孟
子
が
墨
翟
の
兼
愛
説
思
想
を
肯
定
し
た
第
二
の

理
由
は
、
墨
翟
と
孔
子
・
孟
子
の
儒
家
の
仁
義
思
想
の
内
容
が
一
致
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。 

儒
家
は
、
墨
翟
の
兼
愛
説
＝
博
愛
主
義
と
同
様
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
当
時

の
他
の
思
想
家
の
発
言
か
ら
実
証
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
。
韓
非
子
は
以
下
の
様
に
述
べ
て

い
る
。「
今
、
儒
・
墨
は
皆
な
称
す
、
先
王
、
天
下
を
兼
愛
す
れ
ば
、
則
ち
民
を
視
る
こ
と
父

母
の
如
し
と
。
何
を
以
て
其
の
然
る
を
明
ら
か
に
す
る
や
。
曰
く
、・
・
・
先
王
は
其
の
法
を

勝
た
し
め
て
其
の
涙
を
聴
さ
ず
。
則
ち
仁
の
治
を
為
す
べ
か
ら
ざ
や
、
亦
た
明
ら
か
な
り
。
」

（
三
二
）
と
あ
る
。
韓
非
子
は
、
儒
家
と
墨
家
は
同
様
の
兼
愛
論
と
規
定
し
て
い
る
。

 

四

楊
朱
の
為
我
主
義
と
儒
教
思
想 

 

本
節
で
は
、
孔
子
や
孟
子
の
儒
家
に
は
、
楊
朱
と
同
じ
よ
う
な
為
我
説
―
自
己
の
利
益
の

み
を
計
っ
て
天
下
を
利
す
る
為
に
は
何
一
つ
為
さ
な
い
私
欲
や
私
権
力
意
識
が
存
在
し
た
か

ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
仁
愛
に
つ
い
て
楊
朱
は
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
楊
子
が
い
う
の
は
、「
・
・
・
し
か
し
な
が
ら
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
我
々
の
身
体
は
、

天
か
ら
受
け
た
も
の
で
あ
っ
て
、
我
々
が
勝
手
に
し
て
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

こ
う
し
て
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
に
は
、
そ
の
生
を
遂
げ
る
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
自
分
以
外
の
物
は
、
我
々
の
所
有
物
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
て
わ
が
物
に

し
た
か
ら
に
は
、
そ
れ
を
除
き
去
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
わ
が
身
は
、
い
う
も
で
も
な
く

生
命
の
主
体
で
あ
り
、
外
物
は
ま
た
、
生
命
を
遂
げ
る
た
め
に
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
」
と
、

自
己
の
生
命
は
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
以
上
は
、
大
切
に
し
て
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
言
う
。
そ
し
て
物
質
は
生
命
を
保
持
す
る
大
切
な
物
で
あ
る
か
ら
、
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
。
楊
朱
は
「
貴
生
」
と
評
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
自
分
の
生
命
を

大
切
に
す
る
仁
愛
の
心
の
強
い
人
で
あ
り
、
そ
し
て
金
品
・
物
資
は
自
分
の
生
命
保
存
の
必

要
不
可
欠
品
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
楊
子
は
続
け
て
、
正
義
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。 

「
結
局
の
と
こ
ろ
、
我
々
は
、
生
命
保
全
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
わ
が
身
を
勝
手
に

し
て
は
な
ら
な
い
し
、
外
物
を
捨
て
去
り
は
し
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
物
を
勝
手
に
し

て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
若
し
物
を
勝
手
に
し
、
わ
が
身
を
勝
手
に
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ

は
、
世
の
中
の
人
々
を
勝
手
に
わ
が
も
の
と
し
、
世
の
中
の
物
質
を
勝
手
に
わ
が
物
に
す
る

こ
と
に
な
る
（
原
文
は
「
雖
全
生
身
、
不
可
有
其
身
、
雖
不
去
物
、
不
可
有
其
物
、
有
其
物
、

有
其
身
、
是
横
私
天
下
之
身
、
横
私
天
下
之
物
」）
。（
三
四
）
と
言
う
。 

楊
朱
は
、
自
己
の
生
命
保
全
と
そ
れ
を
維
持
す
る
為
に
生
活
物
質
を
重
視
す
る
が
、
世
の

中
の
人
々
や
物
質
を
横
私
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
様
に
他
人
の
物
を
横
取
り
し
な
い
正

義
感
の
強
い
人
間
で
あ
っ
た
。
楊
朱
は
自
己
の
生
命
を
愛
し
て
天
下
の
物
質
の
私
有
化
を
批

判
す
る
仁
義
の
人
で
あ
っ
た
。
続
い
て
楊
朱
は
、「
楽
生
」
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
短
い
人

生
、
生
ま
れ
て
き
た
以
上
は
、
最
大
限
に
人
生
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
な
け
れ
ば
損
だ
と
言
う
。 

「
楊
子
が
い
う
に
は
、・
・
・
大
昔
の
人
は
、
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
き
た
の
は
、
束
の

間
の
出
現
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
ま
た
人
が
死
ん
で
い
く
の
も
、
し
ば
し

の
間
の
別
離
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
自
分
の
心
の
動
き
の
ま
ま
に
行

動
し
て
、
本
来
自
然
に
、
そ
む
か
な
い
よ
う
に
と
心
掛
け
た
。
す
な
わ
ち
、
世
間
の
人
が
し

た
い
と
思
う
生
き
て
い
る
間
の
楽
し
み
は
、
こ
れ
を
捨
て
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば

名
声
の
た
め
に
動
か
さ
れ
る
な
ど
と
い
う
こ
と
な
し
に
、
人
間
本
性
の
ま
ま
に
自
由
に
行
動

し
て
、
す
べ
て
の
存
在
の
方
向
に
も
と
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
世
間
の
人
が
ほ
し
が

る
死
ん
で
の
後
の
誉
れ
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ
を
手
に
収
め
よ
う
な
ど
と
は
し
な
か
っ
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に
は
ど
ん
な
こ
と
で
も
や
っ
て
の
け
る
で
あ
ろ
う
。
も
し
人
間
の
憎
み
き
ら
う
も
の
で
死
よ

り
も
以
上
の
も
の
が
な
い
と
し
た
ら
、
死
の
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
や
っ
て
の
け
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
実
際
は
、
こ
う
す
れ
ば
生
命
が
助
か
る
と
分
っ
て

い
て
も
、
そ
う
し
な
い
場
合
が
あ
る
し
、
こ
う
す
れ
ば
死
の
危
険
か
ら
逃
れ
る
と
分
っ
て
い

て
も
、
そ
う
し
な
い
場
合
が
あ
る
の
だ
。
こ
れ
こ
そ
、
人
間
に
は
生
命
以
上
に
望
む
も
の
（
義
）

が
あ
り
、
死
以
上
に
憎
み
き
ら
う
も
の
（
不
義
）
が
あ
る
と
い
う
証
拠
な
の
だ
。
そ
し
て
こ

の
心
は
ひ
と
り
賢
者
だ
け
が
持
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
人
間
な
ら
誰
で
も
持
っ
て
い
る

も
の
な
の
だ
。
た
だ
〔
凡
人
は
こ
れ
を
亡
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
が
〕
賢
者
は
い
つ
も

こ
の
心
を
失
わ
ず
に
持
っ
て
い
る
と
い
う
ま
で
の
こ
と
だ
。・
・
・
」
（
二
五
）。 

孟
子
は
、
性
善
説
に
立
ち
、
自
己
の
生
命
の
保
全
よ
り
も
、
世
の
不
正
義
を
憎
み
、
世
の

中
に
正
義
心
を
貫
徹
す
る
事
が
一
番
大
切
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。 

孔
子
も
孟
子
と
同
様
な
博
愛
的
仁
愛
と
正
義
心
と
い
う
仁
義
説
を
主
張
し
て
い
る
。
仁
に

つ
い
て
「
子
貢
が
〔
仁
の
事
を
お
た
ず
ね
し
て
〕「
も
し
人
民
に
ひ
ろ
く
施
し
が
で
き
て
多
く

の
人
が
救
え
る
と
い
う
の
な
ら
、
い
か
が
で
し
ょ
う
、
仁
と
い
え
ま
し
ょ
う
か
。」
と
い
っ
た
。

先
生
は
い
わ
れ
た
、「
ど
う
し
て
仁
ど
こ
ろ
の
こ
と
だ
ろ
う
、
強
い
て
い
え
ば
聖
だ
ね
。
尭
や

舜
で
さ
え
、
な
お
そ
れ
を
悩
み
と
さ
れ
た
。
そ
も
そ
も
仁
の
人
は
、
自
分
が
立
ち
た
い
と
お

も
え
ば
人
を
立
た
せ
て
や
り
、
自
分
が
行
き
つ
き
た
い
と
思
え
ば
人
を
行
き
つ
か
せ
て
や
っ

て
、
〔
他
人
の
こ
と
で
も
〕
身
近
に
ひ
き
く
ら
べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
〔
そ
う
い
う
の
が
〕
仁

の
て
だ
て
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
」(

二
六)

と
述
べ
て
い
る
。
孔
子
は
、
仁
と
は
自
分
の
事
よ
り

も
他
人
を
大
事
に
す
る
博
愛
主
義
的
な
事
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、

儒
家
の
兼
愛
論
も
堯
・
舜
・
禹
の
三
聖
人
の
思
想
に
由
来
し
て
い
る
と
言
う
事
で
あ
る
。 

ま
た
「
仲
弓
、
仁
を
問
う
、
子
の
曰
わ
く
、・
・
・
己
の
欲
せ
ざ
る
所
は
人
に
施
す
こ
と
勿

れ
」

二
七

も
同
様
な
博
愛
的
仁
愛
の
内
容
で
あ
る
。
ま
た
「
樊
遅
、
仁
を
問
う
、
子
の
曰

わ
く
、
人
を
愛
す
。」

二
八

と
も
あ
る
。

孔
子
は
、
正
義
に
つ
い
て
、「
子
の
曰
わ
く
、
志
士
仁
人
は
、
生
を
求
め
て
以
て
仁
を
害
す

る
こ
と
無
し
。
身
を
殺
し
て
仁
を
成
す
こ
と
有
り
。」
と
言
う
。
訳
注
に
は
「
先
生
が
い
わ
れ

た
、「
志
の
あ
る
人
や
仁
の
人
は
、
命
惜
し
さ
に
仁
徳
を
害
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
時

に
は
命
を
す
て
て
も
仁
徳
を
成
し
と
げ
る
。」

二
九

と
述
べ
て
い
て
、
墨
翟
の
正
義
と
同
様

の
内
容
の
事
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
義
に
つ
い
て
、
「
先
生
が
い
わ
れ
た
、
「
君
子
が
天

下
の
こ
と
に
対
す
る
に
は
、
さ
か
ら
う
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
愛
着
す
る
こ
と
も
な
い
。〔
主
観

を
去
っ
て
〕
た
だ
正
義
に
親
し
ん
で
ゆ
く
。」

三
〇

と
あ
り
、
ま
た
「
子
の
曰
わ
く
、
君
子

は
義
に
喩
り
、
小
人
は
利
に
喩
る
。
」
と
あ
り
、「
先
生
が
い
わ
れ
た
、「
君
子
は
正
義
に
明
る

く
、
小
人
は
利
益
に
明
る
い
。」

三
一

と
あ
る
。
こ
こ
で
孔
子
が
言
う
利
益
と
対
比
し
た
正

義
は
、
純
粋
な
人
間
固
有
の
倫
理
道
徳
で
あ
る
。

最
後
に
な
る
が
、「
む
か
し
、
堯
の
と
き
に
は
、
天
下
は
ま
だ
穏
や
か
で
は
な
か
っ
た
。・
・
・

そ
こ
で
、
堯
帝
は
独
り
ひ
そ
か
に
こ
れ
を
心
配
し
て
、〔
家
臣
の
中
か
ら
賢
人
の
〕
舜
を
挙
げ

て
用
い
天
下
の
政
治
を
と
ら
せ
た
。
舜
は
ま
ず
〔
第
一
に
草
木
禽
獣
の
害
を
除
こ
う
と
し
て
〕

〔
伯
〕
益
を
挙
げ
て
火
を
掌
る
役
人
に
し
た
。・
・
・
つ
ぎ
に
は
禹
に
命
じ
て
〔
司
空
の
官
と

し
て
〕
治
水
の
こ
と
を
掌
ら
せ
た
。・
・
・
こ
の
よ
う
に
し
て
は
じ
め
て
〔
洪
水
の
心
配
も
な

く
な
り
、
五
穀
も
よ
く
稔
っ
て
〕
中
国
の
地
は
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
当
時
、
禹
は
わ
が
家
を
外
に
〔
東
奔
西
走
、
治
水
に
苦
心
〕
す
る
こ
と
お
よ
そ

八
年
、
そ
の
あ
い
だ
三
た
び
ほ
ど
門
の
前
を
通
っ
た
が
、
い
つ
も
忙
し
く
て
立
ち
寄
る
こ
と

さ
え
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。・
・
・
」

三
三

と
あ
る
よ
う
に
、
儒
家
の
孟
子

も
、
墨
翟
と
同
様
に
堯
・
舜
・
禹
の
三
聖
人
が
天
下
の
利
益
に
為
に
滅
私
奉
公
を
尽
く
し
た

仕
事
を
称
賛
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。 

以
上
に
述
べ
た
様
に
、
孔
子
や
孟
子
の
仁
義
の
意
味
の
説
明
で
分
る
様
に
、
儒
家
の
仁
の
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宋
牼
が
こ
た
え
た
。「
聞
け
ば
、
今
や
秦
・
楚
両
国
の
間
に
、
戦
争
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
私
は
こ
れ
か
ら
楚
の
王
に
謁
見
し
て
、
戦
争
を
や
め
る
よ
う
に
説
得
す
る
つ
も

り
で
す
。
も
し
楚
の
王
が
不
承
知
な
ら
、
秦
の
王
に
謁
見
し
て
説
得
す
る
つ
も
り
で

す
。・
・
・
」・
・
・
宋
牼
が
い
っ
た
。「
私
は
戦
争
の
不
利
益
な
こ
と
を
力
説
す
る
つ
も
り
で

す
。
」
こ
れ
を
聞
い
て
孟
子
は
い
わ
れ
た
。
「
先
生
の
お
志
は
ま
こ
と
に
ご
立
派
で
す
が
、
し

か
し
先
生
の
利
益
を
標
榜
〈
ス
ロ
ー
ガ
ン
〉
な
さ
る
の
は
、
宜
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
先
生
が

利
益
を
中
心
に
秦
・
楚
の
二
王
を
説
得
し
、
秦
・
楚
の
二
王
も
ま
た
そ
の
方
が
国
の
利
益
だ

か
ら
と
悦
ん
で
、
す
ぐ
さ
ま
両
国
の
大
軍
を
引
き
あ
げ
た
な
ら
、
全
軍
の
将
卒
も
戦
争
が
終

わ
っ
た
こ
と
を
悦
び
楽
し
む
と
と
も
に
、
一
方
利
益
を
謳
歌
す
〈
ほ
め
た
た
え
〉
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
か
く
し
て
〔
誰
も
彼
も
が
利
益
に
の
み
に
走
る
よ
う
に
な
り
〕、
人
の
臣
下

た
る
者
が
つ
ね
に
自
分
の
利
益
を
打
算
し
て
そ
の
主
君
に
つ
か
え
、
人
の
子
た
る
者
が
つ
ね

に
自
分
の
利
益
を
打
算
し
て
父
に
つ
か
え
、
人
の
弟
た
る
者
が
つ
ね
に
自
分
の
利
益
を
打
算

し
て
兄
に
つ
か
え
る
、
と
い
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
君
も
臣
も
父
も
子
も
兄
も
弟
も
、
す
な
わ

ち
す
べ
て
の
者
が
み
な
仁
義
の
心
を
捨
て
去
っ
て
、
た
だ
自
分
の
利
益
本
位
に
の
み
考
え
て
、

お
互
い
に
交
際
す
る
よ
う
に
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
滅
亡
し
な
か
っ
た
国
は
、

古
来
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
も
し
先
生
が
仁
義
を
中
心
に
秦
・
楚
の
二
王
を
説
得
し
、

秦
・
楚
の
二
王
も
ま
た
仁
義
の
た
め
に
す
ぐ
さ
ま
両
国
の
大
軍
を
引
き
あ
げ
た
な
ら
、
全
軍

の
將
卒
も
戦
争
の
終
わ
っ
た
こ
と
を
悦
び
楽
し
む
と
と
も
に
、
一
方
仁
義
を
謳
歌
す
る
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
。
か
く
し
て
、
人
の
臣
下
た
る
者
が
仁
義
を
念
頭
に
お
い
て
主
君
に
つ
か

え
、
人
の
子
た
る
者
は
仁
義
を
念
頭
に
お
い
て
父
に
つ
か
え
、
人
の
弟
た
る
者
は
仁
義
を
念

頭
に
お
い
て
兄
に
つ
か
え
る
、
と
い
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
君
も
臣
も
父
も
子
も
兄
も
弟
も
、

す
な
わ
ち
す
べ
て
の
者
が
み
な
自
分
の
利
益
本
位
を
捨
て
去
っ
て
、
た
だ
仁
義
の
み
を
念
頭

に
お
い
て
互
い
に
交
際
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
う
〈
原
文
は
「
為
人
臣
者
懐
仁
義
以
事
其

君
、
為
人
子
者
懐
仁
義
以
事
其
父
、
為
人
弟
者
懐
仁
義
以
事
其
兄
、
是
君
臣
父
子
兄
弟
、
去

利
懐
仁
義
以
相
接
也
」
〉
。
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
天
下
の
王
者
と
な
ら
な
か
っ
た
人
は
、
古
来

ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
〔
さ
れ
ば
先
生
〕
、
ど
う
し
て
そ
う
利
益
利
益
と
ば
か
り
口
に
な
さ
る
必

要
が
あ
り
ま
し
ょ
う
や
。」(

二
四)

  

孟
子
は
、
人
間
は
自
己
本
位
的
な
利
益
主
義
を
捨
て
て
、
仁
義
を
以
て
相
接
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
言
う
。
そ
う
す
れ
ば
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
が
相
互
に
仲
良
く
交
際
す
る
よ
う

に
な
る
と
言
う
の
で
あ
り
、
相
思
相
愛
と
い
う
水
平
平
等
な
人
間
同
士
の
思
い
や
り
関
係
が

築
か
れ
、
天
下
の
王
者
に
な
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
孟
子
が
こ
こ
で
展
開
す
る
仁
義
論
は
、

儒
家
特
有
の
差
別
愛
で
は
な
く
て
、
墨
翟
の
兼
愛
論
＝
博
愛
主
義
的
仁
義
に
よ
る
天
下
統
一

論
と
同
様
の
論
理
構
造
な
の
で
あ
る
。
次
に
儒
家
の
義
―
正
義
論
に
つ
い
て
の
資
料
を
紹
介

し
て
、
墨
翟
の
義
と
の
類
似
性
を
検
討
し
て
み
た
い
。 

墨
翟
は
、
「
子
墨
子
曰
く
、
万
事
、
義
よ
り
貴
き
は
な
し
。
・
・
・
一
言
を
争
い
て
は
以
て

相
殺
す
は
、
是
れ
義
は
そ
の
身
よ
り
貴
け
れ
ば
な
り
。」（
『
墨
子
』
貴
義
篇
）
と
述
べ
て
い
る

が
、
墨
翟
お
い
て
は
、
正
義
は
自
己
の
生
命
よ
り
大
切
な
倫
理
道
徳
な
の
で
あ
る
。
こ
の
様

な
墨
翟
と
同
様
の
義
の
事
を
、
孟
子
も
述
べ
て
い
る
。 

「
孟
子
は
い
わ
れ
た
。「
・
・
・
こ
れ
と
同
じ
こ
と
で
、
生
命
も
ぜ
ひ
守
り
た
い
し
、
義
も

ま
た
ぜ
ひ
守
り
た
い
。
だ
が
も
し
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
は
、
自
分
は

生
命
を
捨
て
て
も
、
義
の
方
を
守
り
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
生
命
は
自
分
の
望
む
と
こ
ろ
だ
が
、

そ
れ
よ
り
も
以
上
に
の
ぞ
む
所
の
も
の
（
す
な
わ
ち
義
）
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
捨
て
て
ま

で
も
、
生
命
を
守
ろ
う
と
し
な
い
ま
で
だ
。
ま
た
、
死
は
も
ち
ろ
ん
自
分
の
も
っ
と
も
憎
み

き
ら
う
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
よ
り
も
以
上
に
憎
み
き
ら
う
も
の
（
す
な
わ
ち
不
義
）
が
あ
る

か
ら
、
死
ぬ
と
い
う
危
険
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
は
し
な
い
場
合
が
あ
る
。
も

し
人
間
の
望
み
の
中
で
生
命
よ
り
も
大
切
な
も
の
が
な
い
と
し
た
ら
、
お
よ
そ
生
き
る
た
め
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位
の
自
利
自
愛
＝
私
欲
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
り
、
天
下
の
混
乱
状
態
を
解
決
し
て
天
下
安
定

の
た
め
に
は
、
相
思
相
愛
の
仁
義
に
志
す
事
が
重
要
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
墨
子
の
兼

愛
論
で
重
要
な
こ
と
は
、
国
家
間
や
君
臣
・
父
子
兄
弟
間
の
争
乱
の
原
因
は
、
相
互
の
愛
情

が
無
い
故
に
発
生
す
る
の
で
あ
り
、
墨
子
は
、
人
間
相
互
、
父
子
・
兄
弟
等
の
家
族
間
や
国

家
間
の
水
平
平
等
な
相
思
相
愛
主
義
を
主
張
し
て
い
る
事
で
あ
る
。
墨
翟
の
兼
愛
説
＝
仁
愛

は
、
君
臣
父
子
の
上
下
関
係
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
の
仁
義
思
想
で
は
な
い
。
ま
た
墨
子
は
、

兼
愛
論
は
仁
義
―
愛
情
と
正
義
で
あ
る
と
言
う
。
墨
翟
は
、「
し
か
し
な
が
ら
天
下
の
士
で
兼

愛
を
非
と
す
る
者
の
言
論
は
、
な
お
い
ま
だ
止
ま
な
い
、
曰
く
、
兼
愛
は
仁
で
あ
り
義
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
ど
う
し
て
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。」（
一
八
）
と
述
べ
て
い
る
。 

義
に
つ
い
て
『
墨
子
』
貴
義
篇
に
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
事
物
の
中
で
、
正
義
ほ
ど
貴
重
な
も

の
は
な
い
。・
・
・
そ
の
理
由
は
と
い
え
ば
、
世
界
の
土
地
も
、
わ
が
生
命
の
貴
重
さ
に
は
と

て
も
及
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ほ
ど
に
貴
重
な
わ
が
生
命
で
あ
り
な
が
ら
、

た
っ
た
一
言
の
正
し
さ
を
争
っ
て
他
人
と
殺
し
あ
う
こ
と
に
も
な
る
の
は
、
な
ぜ
か
。
そ
れ

は
正
義
が
そ
の
生
命
よ
り
も
さ
ら
に
貴
重
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
い
ろ
い
ろ
な
事
物
の

中
で
、
正
義
ほ
ど
貴
重
な
も
の
は
な
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
」(

一
九)
と
述
べ
て
い
る
の
で

あ
る
。 

ま
た
「
子
墨
子
が
言
わ
れ
た
、
仁
者
の
つ
と
め
は
、
必
ず
天
下
の
利
を
興
し
、
天
下
の
害

を
除
か
ん
と
努
力
し
て
、
天
下
の
法
則
と
な
ら
ん
と
す
る
に
在
る
。
人
に
利
を
与
え
る
な
ら

ば
直
ち
に
為
し
、
人
に
利
を
与
え
な
け
れ
ば
直
ち
に
止
め
る
、
と
。
さ
て
仁
者
が
天
下
の
た

め
に
謀
る
に
は
、
目
に
見
て
美
し
い
も
の
、
口
で
味
わ
っ
て
甘
い
も
の
、
身
体
に
感
じ
て
安

楽
な
も
の
の
た
め
に
為
す
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
民
の
衣
食
の
財
物
を
損
傷
し
た

り
奪
っ
た
り
す
る
場
合
に
は
、
仁
者
は
為
さ
な
い
。・
・
・
」(

二
〇)

と
も
言
う
。 

墨
子
に
と
っ
て
兼
愛
―
博
愛
は
仁
義
で
あ
り
、
義
は
生
命
よ
り
重
要
な
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
兼
愛
を
実
践
し
た
聖
人
の
堯
・
舜
・
禹
等
の
事
績
を
称
揚
す
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。「
か

く
て
む
か
し
堯
は
舜
を
服
沢
の
北
か
ら
任
用
し
、
こ
れ
に
政
治
を
ま
か
せ
て
、
天
下
は
平
和

に
な
っ
た
。
禹
は
益
を
陰
方
の
う
ち
か
ら
任
用
し
、
こ
れ
に
政
治
を
ま
か
せ
て
、
九
州
は
平

治
し
た
。
・
・
・
」(

二
一)

と
あ
り
、
ま
た
「
い
う
ま
で
も
な
く
併
せ
て
相
愛
し
互
い
に
相
利

す
る
こ
と
は
、
こ
れ
と
は
ち
が
う
。
む
か
し
聖
王
が
こ
れ
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
何
に
よ
っ

て
そ
の
よ
し
が
わ
か
る
か
。
む
か
し
禹
が
天
下
を
治
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
西
方
は
西
河
漁

竇
を
お
さ
め
、
渠
孫
皇
の
水
を
排
泄
し
た
。・
・
・
・
こ
れ
は
禹
が
兼
愛
・
交
利
を
行
っ
た
こ

と
を
言
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
自
分
は
い
ま
そ
の
兼
愛
の
こ
と
を
行
わ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
」

(

二
二)

と
あ
る
よ
う
に
、
天
下
の
た
め
に
自
己
を
犠
牲
に
し
て
尽
く
し
た
堯
舜
禹
ら
の
聖
人
の

事
績
を
称
賛
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
墨
翟
の
兼
愛
論
は
、
大

禹
の
思
想
の
継
承
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
墨
翟
の
独
自
思
想
で
は
な
い
の

で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
孟
子
は
、
自
己
中
心
的
な
自
己
愛
を
批
判
し
て
、
墨
子
の
兼
愛
論
と
同
様
の
相 

思
相
愛
的
な
兼
愛
論
―
博
愛
主
義
の
内
容
の
事
を
自
己
の
仁
愛
説
に
於
い
て
言
っ
て
い
る
。

孟
子
は
、
「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。
「
自
分
は
い
ま
さ
ら
な
が
ら
他
人
の
父
兄
を
殺
す
こ
と
が
、

い
か
に
重
大
な
こ
と
で
あ
る
か
が
分
っ
た
。
自
分
が
他
人
の
父
を
殺
せ
ば
、
相
手
も
ま
た
自

分
の
父
を
殺
す
だ
ろ
う
。
他
人
の
兄
を
殺
せ
ば
、
相
手
も
ま
た
自
分
の
兄
を
殺
す
だ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
、
自
分
で
直
接
手
を
下
し
て
自
分
の
父
や
兄
を
殺
さ
な
く
て
も
、
つ
ま
り
は
自

分
が
殺
し
た
の
と
大
し
た
違
い
は
な
い
。」（
二
三
）
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
孟
子
は
、
楊
朱
と
同
じ
道
家
流
の
一
人
・
宋
牼
に
対
し
て
、
以
下
の
様
に
墨
翟
と
同

様
な
相
思
相
愛
の
水
平
平
等
的
仁
義
論
＝
兼
愛
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

「
〔
平
和
主
義
者
で
有
名
な
〕
宋
牼
が
楚
の
国
へ
遊
説
に
行
く
途
中
、
石
中
と
い
う
所
で
、

偶
然
孟
子
と
出
会
っ
た
。
孟
子
が
た
ず
ね
ら
れ
た
。「
先
生
は
ど
ち
ら
へ
お
出
か
け
で
す
か
。」
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あ
る
。
つ
ま
り
儒
教
は
、
楊
朱
と
墨
翟
と
い
う
お
互
い
に
対
立
・
反
発
す
べ
き
両
極
端
の
思

想
を
包
容
し
た
両
面
思
考
＝
対
の
思
想
を
持
つ
複
合
思
想
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
事

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
節
に
お
い
て
は
、
楊
朱
と
墨
翟
の
仁
義
の
徳
目
と
孔
子
や
孟
子

の
儒
家
の
仁
義
徳
目
の
相
関
関
係
に
就
い
て
、
具
体
的
に
楊
朱
と
墨
翟
と
孔
子
や
孟
子
等
の

儒
家
の
資
料
を
紹
介
し
て
、
楊
朱
・
墨
翟
と
儒
家
の
両
思
想
の
類
似
性
や
同
一
性
を
実
証
し

て
見
た
い
。 

 

三

墨
翟
の
博
愛
主
義
と
儒
教
思
想 

 

本
節
で
は
孔
子
や
孟
子
の
儒
家
に
は
、
墨
子
と
同
じ
よ
う
な
兼
愛
説
や
自
己
犠
牲
に
し
て

天
下
を
利
す
る
仁
義
＝
公
権
力
意
識
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
墨
翟
は
、

戦
国
乱
世
の
多
く
の
自
愛
自
利
の
利
己
中
心
主
義
・
利
益
本
位
主
義
が
天
下
の
混
乱
・
争
乱

の
本
で
あ
り
、
他
愛
他
利
の
兼
愛
交
利
・
博
愛
主
義
的
が
混
乱
・
争
乱
を
阻
止
し
て
、
天
下

治
め
て
安
定
さ
せ
る
基
本
だ
と
述
べ
て
い
る
。 

墨
翟
は
、
兼
愛
論
の
中
で
、「
当
み
に
乱
の
何
に
自
り
て
起
こ
る
か
を
察
す
る
に
、
相
愛
せ

ざ
る
に
起
こ
る
。・
・
・
大
夫
は
各
々
其
の
家
を
愛
し
て
異
家
を
愛
せ
ず
、
故
に
異
家
を
乱
し

て
以
て
其
の
家
を
利
す
。
諸
候
は
各
々
其
の
国
を
愛
し
て
異
国
を
愛
せ
ず
、
故
に
異
国
を
攻

め
て
以
て
其
の
国
を
利
す
。
天
下
の
乱
物
、
此
に
具
わ
る
の
み
。
此
れ
何
に
自
り
て
起
こ
る

か
を
察
す
る
に
、
皆
相
愛
せ
ざ
る
に
起
る
。
若
し
天
下
を
し
て
兼
て
相
愛
し
、
人
を
愛
す
る

こ
と
其
の
身
を
愛
す
る
が
若
く
な
ら
使
め
ば
、
猶
ほ
不
孝
の
者
有
る
乎
、・
・
・
人
の
身
を
視

る
こ
と
其
の
身
の
若
く
ん
ば
、
誰
か
賊
せ
ん
。・
・
・
若
し
天
下
を
し
て
兼
ね
て
相
愛
さ
使
め

ば
、
国
と
国
と
は
相
攻
め
ず
、
家
と
家
と
は
相
乱
さ
ず
、
盗
賊
有
る
こ
と
無
く
、
君
臣
父
子

皆
能
く
孝
慈
な
ら
ん
。
此
の
若
く
な
ら
ば
則
ち
天
下
治
ま
ら
ん
」（
一
六
）
と
言
い
、
天
下
の

混
乱
の
原
因
は
利
己
主
義
・
自
己
中
心
主
義
の
私
利
私
欲
の
自
愛
主
義
か
ら
起
こ
る
の
で
あ

り
、
自
分
と
他
人
、
自
分
の
家
と
他
人
の
家
、
自
国
と
他
国
を
同
じ
心
で
相
愛
す
れ
ば
、
天

下
は
簡
単
に
治
ま
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
墨
翟
は
、
以
下
の
様
に
も
兼
愛
論
を

主
張
す
る
。 

「
子
墨
子
が
言
わ
れ
た
、
仁
人
が
任
務
と
な
す
と
こ
ろ
は
、
必
ず
天
下
の
利
を
お
こ
し
天

下
の
害
を
除
く
と
い
う
そ
の
こ
と
を
任
務
と
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
。
そ
れ
で
は
天
下
の
利

と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
天
下
の
害
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
子
墨
子
は
言
わ
れ
た
、
い
ま
国
と

国
が
攻
め
あ
い
、
家
と
家
と
が
奪
い
あ
い
、
人
と
人
が
害
し
あ
い
、
君
と
臣
が
恵
と
忠
な
ら

ず
、
父
と
子
が
慈
と
孝
な
ら
ず
、
兄
と
弟
と
が
和
合
し
な
い
ば
あ
い
、
こ
れ
は
天
下
の
害
で

あ
る
、
と
。
そ
れ
で
は
こ
の
害
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
に
、
愛
す
る
か
ら
お
こ
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
子
墨
子
が
言
わ
れ
た
、
愛
し
な
い
か
ら
お
こ
る
の
で
あ
る
、
と
。・
・
・
天
下
の
人
が

み
な
互
い
に
愛
し
な
い
と
、
強
者
は
必
ず
弱
者
を
と
ら
え
、
多
数
者
は
必
ず
少
数
者
を
お
び

や
か
し
、
富
者
は
必
ず
貧
者
を
あ
な
ど
り
、
貴
い
者
は
必
ず
賤
し
い
者
に
お
ご
り
、
偽
り
者

は
必
ず
愚
者
を
あ
ざ
む
く
。
す
べ
て
天
下
の
禍
乱
や
争
奪
や
怨
恨
は
、
そ
の
起
こ
る
原
因
は

愛
し
な
い
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
仁
者
は
こ
れ
を
よ
く
な
い
こ
と
と
す
る
。・
・
・

か
く
し
て
諸
侯
が
相
愛
す
れ
ば
野
戦
せ
ず
、
卿
大
夫
が
相
愛
す
れ
ば
相
奪
わ
ず
、
人
と
人
が

相
愛
す
れ
ば
相
そ
こ
な
わ
ず
、
君
臣
が
相
愛
す
れ
ば
恵
忠
で
あ
り
、
父
子
が
相
愛
す
れ
ば
慈

孝
で
あ
り
、
兄
弟
が
相
愛
す
れ
ば
和
合
す
る
。
天
下
の
人
が
み
な
相
愛
す
れ
ば
、
強
者
は
弱

者
を
と
ら
え
ず
、
多
数
者
は
少
数
者
を
お
び
や
か
さ
ず
、
富
者
は
貧
者
を
あ
な
ど
ら
ず
、
貴

い
者
は
賤
し
い
者
に
お
ご
ら
ず
、
偽
り
者
は
愚
者
を
あ
ざ
む
か
な
い
。
す
べ
て
天
下
の
禍
乱

や
争
奪
や
怨
恨
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
相
愛
す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
仁
者
こ
れ
を
よ
い
こ
と
と
す
る
。」（
一
七
） 

墨
翟
は
、
天
下
の
混
乱
は
、
他
人
や
他
国
を
愛
し
な
い
自
己
の
利
益
の
み
を
図
る
自
己
本
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愛
か
ら
、
悪
を
憎
み
恥
じ
る
義
や
礼
譲
や
智
が
生
ま
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
仁
と
義
は
何
も

背
馳
す
る
関
係
で
は
な
い
。
一
人
の
人
間
に
お
い
て
、
慈
愛
心
の
有
る
人
間
は
、
正
義
感
や

礼
譲
の
心
を
持
ち
、
善
悪
を
判
断
す
る
智
の
徳
を
持
っ
て
い
て
も
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
従
っ
て
仁
と
義
は
対
立
す
る
概
念
で
は
な
く
、
ま
た
区
別
す
る
も
の
で
は
な
く
、「
子

曰
く
、
惟
だ
仁
者
の
み
能
く
人
を
好
み
、
能
く
人
を
悪
む
」
（
『
論
語
』
里
仁
第
四
）
と
あ
る

様
に
、
仁
に
連
動
し
て
義
が
着
い
て
来
る
物
で
あ
る
。
つ
ま
り
仁
義
礼
智
の
四
徳
は
、
孟
子

の
言
う
様
な
性
善
説
立
場
か
ら
は
、
一
セ
ッ
ト
と
し
て
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

結
論
②
ー
孟
子
に
よ
れ
ば
仁
義
礼
智
の
四
端
道
徳
は
、
修
身
・
斉
家
・
治
国
・
平
天
下
の
政

治
理
想
を
実
現
す
る
人
間
本
来
に
自
然
に
備
わ
っ
た
本
性
で
あ
り
、
必
要
不
可
欠
な
道
徳
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
孟
子
は
性
善
説
の
立
場
か
ら
、
全
て
の
人
間
は
仁
義
礼
智
の
四
端
を
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
具
有
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
孟
子
は
、
こ
の
四
端
が
無
け
れ
ば
、

家
族
制
度
や
天
下
国
家
も
上
手
く
統
治
で
き
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。

結
論
③
―
従
っ
て
以
上
に
紹
介
し
た
様
に
孟
子
は
、
性
善
説
の
立
場
か
ら
仁
義
礼
智
の
四
徳

目
ー
四
端
は
全
て
の
人
間
に
生
来
的
に
具
有
し
て
い
る
徳
目
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
だ

と
す
れ
ば
こ
の
様
な
仁
義
の
徳
目
は
、
儒
家
の
み
な
ら
ず
、
楊
朱
や
墨
翟
等
の
全
て
の
思
想

家
も
具
有
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
つ
ま
り
孟
子
は
、
世
の
為
や
人
の
為
に
は
一
切
為
さ
ず
に

自
己
や
家
族
の
み
を
愛
し
て
社
会
的
な
悪
事
を
し
な
い
と
い
う
楊
朱
的
自
己
中
心
的
仁
義
の

徳
目
と
、
自
己
や
家
族
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
も
世
の
人
を
博
愛
し
て
世
の
た
め
人
の
た
め
に

善
い
事
を
す
る
と
い
う
墨
翟
的
博
愛
主
義
的
仁
義
の
思
想
を
、
人
間
な
ら
誰
で
も
具
有
し
て

い
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
孟
子
が
楊
朱
と
墨
翟
の
思
想
を
肯
定
し
た
の
は
、
仁
義
礼

智
の
徳
目
は
無
け
れ
ば
、
小
は
自
己
や
家
族
の
安
定
や
、
大
は
天
下
国
家
の
安
定
を
実
現
で

き
な
い
と
言
う
政
治
理
論
の
た
め
の
人
間
な
ら
ば
誰
で
も
具
有
し
て
い
る
と
言
う
性
善
説
の

立
場
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
を
他
の
当
時
の
思
想
家
の
発
言
よ
り
証
明
す

る
事
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
荘
子
は
、
楊
墨
を
儒
家
と
同
様
に
仁
義
の
徒
と
見
て
い
る
。 

「
曾
參
や
史
魚
の
行
い
を
削
り
捨
て
、
楊
朱
や
墨
翟
の
口
を
ふ
さ
ぎ
、
仁
義
を
払
い
の
け
る

よ
う
に
す
る
と
、
世
の
人
々
の
徳
は
、
始
め
て
幽
玄
の
道
と
合
致
す
る
。
人
々
が
自
分
の
明

を
養
っ
て
外
に
表
さ
な
け
れ
ば
、
世
の
中
は
健
全
だ
し
、
人
々
が
自
分
の
聡
を
養
っ
て
外
に

出
さ
な
け
れ
ば
、
世
の
中
は
、
穏
や
か
で
あ
る
。・
・
・
例
の
曾
參
・
史
魚
・
楊
朱
・
墨
翟
・

師
曠
、
工
錘
・
離
朱
と
い
っ
た
連
中
は
、
い
ず
れ
も
自
分
の
才
能
を
外
に
出
し
て
、
世
の
中

を
乱
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
連
中
に
は
、
真
実
の
法
は
役
に
立
た
な
い
。」(

一
五) 

荘
子
に
よ
れ
ば
、
孔
子
の
弟
子
の
曾
参
、
史
鰌
等
の
儒
家
も
楊
朱
も
墨
子
も
、
天
下
を
混

乱
さ
し
た
手
に
負
え
な
い
仁
義
の
徳
目
を
主
張
し
た
思
想
家
な
の
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

従
っ
て
儒
家
の
孟
子
が
、
楊
朱
の
為
我
主
義
と
墨
翟
の
兼
愛
主
義
と
い
う
全
く
対
立
・
反
発

す
る
政
治
思
想
を
肯
定
し
た
第
一
の
理
由
は
、
孟
子
の
仁
義
の
徳
目
は
人
間
な
ら
全
て
の

人
々
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
具
有
し
て
い
る
と
い
う
性
善
説
に
由
来
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

そ
こ
で
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
孟
子
が
楊
朱
と
墨
翟
と
い
う
相
互
に
対
立
す
る
両
極
端

の
思
想
を
肯
定
す
る
の
み
な
ら
ず
、
孟
子
が
「
楊
朱
や
墨
翟
を
包
容
し
て
や
れ
、
そ
れ
が
儒

教
だ
」
と
か
、「
楊
朱
や
墨
翟
の
両
極
端
思
想
の
包
み
こ
み
、
そ
の
真
ん
中
を
執
る
の
が
儒
教

の
中
庸
思
想
だ
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
儒
教
思
想
は
楊
朱
や
墨
翟
の
思
想
を
兼

有
・
具
有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
孟
子
は
、
楊
朱
と
墨
翟
を
評

し
て
、「
孟
子
曰
く
、
楊
子
は
我
が
為
に
す
。
一
毛
を
抜
き
て
天
下
を
利
す
る
も
、
為
さ
ざ
る

な
り
、
墨
子
は
兼
ね
愛
す
。
頂
（
あ
た
ま
）
を
摩
（
あ
た
ま
）
し
て
踵
（
す
る
へ
ら
）
に
放

至

る
と
も
、
天
下
を
利
す
る
こ
と
は
之
を
為
す
。」

七

と
述
べ
て
い
る
。
孟
子
は
、
楊
朱
は
徹

底
し
た
利
己
主
義
者
＝
私
欲
追
求
の
私
権
力
者
で
あ
り
、
そ
の
逆
に
墨
翟
は
徹
底
し
た
家
族

制
度
の
私
欲
を
抑
制
し
た
博
愛
主
義
者
＝
公
欲
追
求
の
公
権
力
者
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、

儒
家
は
、
楊
朱
と
墨
翟
と
い
う
お
互
い
に
対
立
・
反
発
す
る
両
思
想
を
具
有
し
て
い
た
筈
で
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な
く
て
、
外
物
に
誘
わ
れ
た
一
時
の
過
ち
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
人
間
な
ら
惻
隠
の

心
す
な
わ
ち
他
人
の
不
幸
を
あ
わ
れ
み
い
た
む
同
情
心
を
誰
で
も
み
な
持
っ
て
い
る
。
羞
悪

の
心
す
な
わ
ち
罪
を
恥
じ
に
く
む
正
義
感
は
誰
で
も
み
な
持
っ
て
い
る
。
恭
敬
の
心
す
な
わ

ち
長
者
を
つ
つ
し
み
敬
う
尊
敬
心
は
誰
で
も
み
な
持
っ
て
い
る
。
是
非
の
心
す
な
わ
ち
善
悪

を
見
わ
け
る
判
断
力
は
誰
で
も
み
な
持
っ
て
い
る
。
こ
の
惻
隠
の
心
は
仁
の
徳
の
発
露
で
あ

り
、
羞
悪
の
心
は
義
の
徳
の
発
露
で
あ
り
、
恭
敬
の
心
は
礼
の
徳
の
発
露
で
あ
り
、
是
非
の

心
は
智
の
徳
の
発
露
で
あ
る
。
さ
れ
ば
、
こ
の
仁
義
礼
智
の
四
つ
の
徳
は
、
自
分
の
心
を
外

か
ら
鍍
金
し
て
飾
り
た
て
た
も
の
（
い
わ
ゆ
る
付
け
焼
刃
）
で
は
な
く
、
も
と
も
と
自
分
の

心
に
持
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。」(

一
二) 

孟
子
の
主
張
す
る
仁
義
礼
智
の
四
徳
目
は
、
彼
の
性
善
説
の
立
場
か
ら
主
張
し
て
い
る
時

代
の
制
約
を
超
越
し
た
人
間
と
し
て
の
本
来
的
に
具
有
し
て
い
る
倫
理
道
徳
な
の
で
あ
る
。

ま
た
孟
子
は
、
以
下
の
様
に
も
性
善
説
に
つ
い
て
持
論
を
展
開
し
て
い
る
。 

「
孟
子
曰
く
、
人
皆
忍
び
ざ
る
の
所
（
惻
隠
の
心
）
あ
り
、
之
を
其
の
忍
ぶ
所
に
達
（
推

し
及
）
ぼ
せ
ば
、
仁
な
り
。
人
皆
為
さ
ざ
る
所
（
羞
悪
の
心
）
あ
り
、
之
を
其
の
為
す
所
に

達
ぼ
せ
ば
、
義
な
り
。
人
能
く
人
を
害
す
る
を
欲
す
る
こ
と
な
き
の
心
を
充
い
に
す
れ
ば
、

而
（
則
）
ち
仁
用
う
る
に
勝
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
人
能
く
穿
踰
（
竊
盗
）
す
る
こ
と
の
な

き
の
心
を
充
に
す
れ
ば
、
義
用
う
る
に
勝
う
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。」

一
三 

孟
子
の
仁
義
の
意
味
の
説
明
で
分
る
様
に
、
儒
家
の
仁
の
意
味
は
、
惻
隠
＝
愛
情
の
意
味

で
、
義
の
意
味
は
羞
悪
＝
正
義
心
の
事
で
あ
る
と
規
定
で
き
る
。
孟
子
の
性
善
説
に
立
っ
た

性
論
で
説
く
仁
義
の
説
明
は
、
楊
朱
の
為
我
説
＝
自
分
を
大
切
に
し
て
悪
い
事
を
し
な
い
と

の
自
己
中
心
主
義
の
主
張
と
墨
翟
の
兼
愛
説
＝
自
己
を
犠
牲
に
し
て
他
人
を
愛
し
て
世
の
た

め
人
の
た
め
に
善
い
事
を
す
る
と
の
博
愛
主
義
の
主
張
と
同
じ
意
味
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て

孟
子
は
性
善
説
に
立
ち
、
以
下
の
様
な
政
治
論
を
展
開
し
て
い
る
。

 

「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。
「
人
間
な
ら
誰
で
も
あ
わ
れ
み
の
心
（
同
情
心
）
は
あ
る
も
の
だ
。

む
か
し
の
聖
人
と
い
わ
れ
る
先
王
は
も
ち
ろ
ん
こ
の
心
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
し
ぜ
ん
に
温

か
い
血
の
通
っ
た
政
治
（
仁
政
）
が
行
な
わ
れ
た
の
だ
。
今
も
し
こ
の
あ
わ
れ
み
の
心
で
温

か
い
血
の
通
っ
た
政
治
を
行
な
う
な
ら
ば
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
は
球
で
も
手
の
ひ
ら
に
の

せ
て
こ
ろ
が
す
よ
う
に
、
い
と
も
た
や
す
い
こ
と
だ
。・
・
・
し
て
み
れ
ば
、
あ
わ
れ
み
の
心

が
な
い
も
の
は
、
人
間
で
は
な
い
。
悪
を
は
じ
に
く
む
心
の
な
い
も
の
は
、
人
間
で
は
な
い
。

譲
り
あ
う
心
の
な
い
も
の
は
人
間
で
は
な
い
。
善
し
悪
し
を
見
わ
け
る
心
の
な
い
も
の
は
、

人
間
で
は
な
い
。
あ
わ
れ
み
の
心
は
仁
の
芽
生
え
（
萌
芽
）
で
あ
り
、
悪
を
は
じ
に
く
む
心

は
義
の
芽
生
え
で
あ
り
、
譲
り
あ
う
心
は
礼
の
芽
生
え
で
あ
り
、
善
し
悪
し
を
見
わ
け
る
心

は
智
の
芽
生
え
で
あ
る
。
人
間
に
こ
の
四
つ
（
仁
義
礼
智
）
の
芽
生
え
が
あ
る
の
は
、
ち
ょ

う
ど
四
本
の
手
足
と
同
じ
よ
う
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
具
わ
っ
て
い
る
も
の
な
の
だ
。・
・
・

だ
か
ら
人
間
た
る
も
の
、
生
ま
れ
る
と
き
か
ら
自
分
に
具
わ
っ
て
い
る
こ
の
心
の
四
つ
の
芽

生
え
を
育
て
あ
げ
て
、
立
派
に
し
た
い
も
の
だ
と
自
ら
覚
り
さ
え
す
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
火
が

燃
え
つ
き
、
泉
が
湧
き
だ
す
よ
う
に
始
め
は
ご
く
小
さ
い
が
、
や
が
て
は
〔
大
火
と
も
な
り
、

大
河
と
も
な
る
よ
う
に
〕
い
く
ら
で
も
大
き
く
な
る
も
の
だ
。
こ
の
よ
う
に
育
て
て
大
き
く

し
て
い
け
ば
、
遂
に
は
〔
そ
の
徳
は
〕
天
下
を
も
安
ら
か
に
治
め
る
ほ
ど
に
も
な
る
も
の
だ

が
、
も
し
も
育
て
て
大
き
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
〔
折
角
の
芽
生
え
も
枯
れ
し
ぼ
ん
で
〕、
手

近
な
親
孝
行
ひ
と
つ
さ
え
も
満
足
に
で
き
は
す
ま
い
。」(

一
四)

と
述
べ
て
い
る
。 

性
善
説
に
立
つ
孟
子
に
よ
れ
ば
、
仁
義
礼
智
の
四
端
の
道
徳
は
、
修
身
・
斉
家
・
治
国
・

平
天
下
の
政
治
理
想
を
実
現
す
る
為
に
、
人
間
に
自
然
に
備
わ
っ
た
本
性
で
あ
り
、
必
要
不

可
欠
な
道
徳
で
あ
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
事
を
要
約
す
る
と
以
下
の
様
に

な
る
。 

結
論
①
―
孟
子
の
仁
義
礼
智
の
四
端
は
、
自
分
を
愛
す
る
と
同
じ
よ
う
に
他
人
を
愛
す
る
仁
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絶
対
に
必
要
な
の
で
あ
り
、
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
の
長
所
を
一
〇
〇
％
に
生
か
さ
な
け
れ

ば
、
儒
家
本
来
の
中
庸
思
想
で
は
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
②
は
、
孟
子
の
子
莫
の

執
中
無
権
論
＝
執
一
論
を
否
定
し
て
、
楊
朱
・
墨
翟
の
両
極
端
思
想
の
長
所
を
完
全
に
生
か

せ
と
言
う
、
楊
朱
と
翟
墨
を
全
面
的
に
肯
定
し
た
文
章
で
あ
る
。
以
上
が
正
確
な
本
文
の
注

釈
で
あ
ろ
う
と
思
う
。 

既
に
上
梓
し
た
拙
稿(
一)
に
お
い
て
、
以
上
の
二
つ
の
資
料
を
引
用
し
て
、
先
行
研
究
者
の

資
料
の
誤
読
を
指
摘
し
た
上
で
、
孟
子
は
楊
朱
と
墨
翟
の
全
く
逆
方
向
の
思
想
的
性
格
を
持

つ
両
極
端
思
想
を
肯
定
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
て
お
い
た
。
し
か
し
そ
の
他
に
も
、『
論
語
』

や
『
孟
子
』
に
は
、
儒
家
の
中
庸
思
想
を
展
開
す
る
際
に
お
い
て
、
楊
朱
や
墨
翟
と
同
じ
よ

う
な
両
極
端
思
想
を
肯
定
し
た
史
料
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

『
論
語
』
に
は
、
「
子
の
曰
わ
く
、
中
行
を
得
て
こ
れ
に
与
せ
ず
ん
ば
、
必
ず
や
狂
狷
か
。

狂
者
は
進
み
て
取
り
、
狷
者
は
為
さ
ざ
る
所
あ
り
。」(

一
〇)
と
あ
る
。
ま
た
『
孟
子
』
に
は
、

「
孟
子
曰
く
、
孔
子
は
中
道(

中
正
の
道
を
ふ
む
人)

を
得
て
之
に
与(
交
際)

わ
り
え
ざ
る
と
き

は
、
必
ず
狂
獧
か
。
狂
者
は
進
ん
で
取
り
、
獧
者
は
為
さ
ざ
る
所
あ
る
な
り
と
〔
曰
ま
え
り
〕。

孔
子
豈
中
道
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や
、
か
な
ら
ず
し
も
得
べ
か
ら
ず
故
に
其
の
次
を
思
え
る
な

り
。
・
・
・
」(

一
一)

と
あ
る
。
孔
子
や
孟
子
は
、
中
庸
人
と
交
際
出
来
な
い
と
時
に
は
、
狂

者
や
獧
者
と
交
際
し
た
い
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
積
極
的
な
狂
者
は
墨
翟
に
、
消
極
的
な
獧

者
は
楊
朱
に
比
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

本
節
の
結
論
―
中
国
古
代
思
想
史
研
究
者
が
孟
子
の
楊
墨
批
評
資
料
の
評
価
を
誤
読
し
た
原

因
は
、
以
下
の
様
に
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

①
従
来
の
中
国
古
代
思
想
史
研
究
者
の
全
て
は
、
筆
者
が
以
上
に
検
討
し
た
孟
子
の
楊
朱
・

墨
翟
批
評
の
資
料
を
丁
寧
に
、
そ
し
て
詳
細
に
検
討
し
て
結
論
し
て
い
な
い
。

②
従
来
の
楊
朱
・
墨
翟
思
想
の
研
究
者
の
大
き
な
誤
解
は
、
孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
の
両
極
端

思
想
を
否
定
し
た
激
烈
な
孟
子
の
議
論
に
目
を
奪
わ
れ
て
、
之
に
固
執
し
続
け
て
、
こ
れ
と

逆
に
肯
定
し
た
議
論
を
ま
で
を
同
一
視
な
い
し
は
混
同
し
て
、
孟
子
の
否
定
論
や
批
判
論
に

吸
収
し
て
し
ま
い
、
楊
墨
思
想
の
議
論
を
一
本
化
し
て
論
理
を
展
開
し
て
い
た
。

③
し
か
し
孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
批
評
の
関
係
資
料
を
詳
細
に
検
討
し
て
見
る
と
、
孟
子
の
楊

墨
思
想
の
評
価
に
は
、
楊
朱
・
墨
翟
の
否
定
論
と
楊
朱
・
墨
翟
の
肯
定
論
と
い
う
、
お
よ
そ

逆
方
向
の
評
価
論
が
存
在
し
て
い
る
。
従
来
の
中
国
古
代
思
想
史
研
究
者
の
全
て
が
、
中
国

人
の
基
本
的
で
伝
統
的
な
対
の
思
想
―
否
定
論
と
肯
定
論
の
両
面
思
考
が
、
孟
子
に
働
い
て

い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
い
た
た
め
に
陥
っ
た
資
料
誤
読
と
結
論
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
孟
子

の
楊
朱
と
墨
翟
の
両
極
端
思
想
の
肯
定
論
か
ら
導
く
こ
と
が
で
き
る
結
論
は
、
儒
教
は
全
く

逆
方
向
の
対
の
思
想
＝
両
面
思
考
を
持
つ
包
容
性
の
あ
る
複
合
思
想
で
あ
っ
た
、
と
言
う
事

で
あ
る
。

 

④
そ
れ
で
は
次
に
問
題
に
な
る
の
は
、
何
故
に
孟
子
が
楊
朱
と
墨
翟
と
い
う
全
く
対
立
反
発

す
る
様
な
両
極
端
の
政
治
思
想
を
肯
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
が

本
論
で
解
明
す
べ
き
最
初
の
重
要
な
課
題
な
の
で
あ
る
。 

 

二

楊
朱
・
墨
翟
思
想
と
孟
子
の
四
端
説 

 

孟
子
が
楊
朱
思
想
・
墨
翟
思
想
を
肯
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
彼
の
性
善
説
の
内
容
を
検

討
し
た
い
。
先
ず
孟
子
は
、
仁
義
礼
智
信
の
儒
家
の
重
要
徳
目
で
あ
る
五
倫
の
内
容
や
実
体

に
就
い
て
、
一
体
ど
の
様
な
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
孟
子
は
、
告
子
篇
で
仁

義
礼
智
の
四
徳
目
＝
四
端
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述
べ
て
い
る
。 

「
こ
れ
が
私
の
い
う
『
人
の
本
性
は
み
な
善
だ
』
と
い
う
説
な
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
人
間

は
た
し
か
に
善
く
な
い
こ
と
を
行
な
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
素
質
の
罪
（
所
為
）
で
は
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る
は
之

道

に
近
し
と
な
す
も
、
中
を
執
り
て
権

は
か

る
こ
と
な
け
れ
ば
、
猶
一
を
執
る

が
ご
と
し
。
一
を
執
る
に
悪
む
所
は
、
そ
の
道
を
賊
（
そ
こ
な
）
う
が
為
な
り
。
一
を
挙
げ

て
百
を
害
す
れ
ば
な
り
。」

七

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
文
の
文
章
構
成
の
特
徴
は
大
別
し
て
、
①
「
孟
子
曰
、
楊
子
取
（
衍
？
）
為
我
、
抜
一

毛
、
而
利
天
下
、
不
為
也
、
墨
子
兼
愛
、
摩
頂
放
踵
、
利
天
下
、
為
之
、
子
莫
執
中
、
執
中

為
近
之
」
と
、
②
「
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
、
所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
、
挙
一
而
廃
百

也
」
に
二
分
割
に
出
来
る
。
①
は
、
楊
朱
の
為
我
説
と
墨
子
の
兼
愛
説
と
子
莫
の
執
中
の
肯

定
論
で
あ
る
。
②
は
、
子
莫
の
執
中
無
権
論
＝
執
一
論
の
批
判
し
た
否
定
論
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
「
執
」
と
は
、
手
に
し
っ
か
り
握
る
こ
と
で
あ
る
。
孔
子
は
、『
論
語
』
衛
霊
公

篇
で
、
「
子
曰
、
君
子
貞
、
而
不
諒
」
と
述
べ
て
い
る
、
読
み
下
し
文
は
、
「
子
曰
わ
く
、
君

子
は
貞
に
し
て
、
諒
な
ら
ず
。」
で
あ
り
、
注
釈
は
「
君
子
は
正
し
い
け
れ
ど
も
、
馬
鹿
正
直

で
は
な
い
。
」
と
言
う
意
味
で
あ
る
（
八
）
。
君
子
と
言
う
の
は
、
頑
固
一
徹
で
は
な
く
、
臨

機
応
変
に
弾
力
的
思
考
を
す
る
人
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。 

孟
子
は
、
「
君
子
不
亮
、
悪
乎
執
」
と
述
べ
て
い
る
。
読
み
下
し
文
は
、
「
孟
子
曰
く
、
君

子
の
亮
（
か
か

諒
）
わ
ら
ざ
る
は
、〔
一
を
〕
執
る
こ
と
を
悪
め
ば
な
り
」、
注
釈
は
、「
孟

子
が
い
わ
れ
た
。「
君
子
は
〔
行
い
が
正
し
い
が
〕
馬
鹿
正
直
で
は
な
い
。
そ
れ
は
一
つ
の
こ

と
ば
か
り
ど
こ
ま
で
も
固
執
し
て
融
通
の
利
か
な
い
の
を
悪
み
き
ら
う
か
ら
で
あ
る
。」（
九
）
。 

こ
の
文
章
の
「
悪
乎
執
」
は
、
本
文
の
「
悪
執
一
」
と
論
理
は
同
じ
で
あ
る
、
と
小
林
氏

は
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
無
権
＝
執
一
で
あ
り
、
無
権
＝
臨
機
応
変
性
が
無
い
こ
と
は
、
一

点
に
固
執
す
る
子
莫
の
柔
軟
性
の
な
い
思
想
的
立
場
と
同
様
の
意
味
で
あ
る
。 

①
の
内
容
は
、
孟
子
は
、
一
毛
を
抜
い
て
天
下
の
為
に
な
る
と
し
て
も
絶
対
に
そ
う
し
な

い
楊
朱
の
個
人
主
義
（
私
欲
）
と
、
天
下
の
為
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
身
を
粉
に
し
て
何
で
も

す
る
墨
翟
の
兼
愛
＝
博
愛
主
義
（
公
欲
）
の
両
極
端
思
想
の
内
容
は
全
く
逆
の
思
想
で
あ
る

こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
子
莫
の
執
中
、
つ
ま
り
楊
朱
と
墨
子
の
真
ん
中
を
執
る
＝
「
執

其
中
」
は
、
儒
家
の
中
庸
に
近
い
、
と
肯
定
し
て
い
る
事
に
な
る
。 

本
文
の
表
面
上
の
解
釈
で
は
、
子
莫
は
楊
朱
と
墨
子
の
両
極
端
を
否
定
し
て
、
其
の
真
ん

中
を
執
る
の
か
、
楊
朱
と
墨
子
の
両
極
端
を
肯
定
し
て
、
そ
の
中
間
を
執
る
の
か
、
ど
ち
ら

な
の
か
判
然
と
し
な
い
点
が
存
在
す
る
。
し
か
し
論
理
的
に
考
え
る
と
、
両
極
端
を
否
定
し

た
場
合
に
は
、
否
定
し
た
両
者
の
中
間
を
執
＝
し
っ
か
り
手
に
握
る
こ
と
は
、
両
極
端
が
存

在
し
な
い
故
に
、
ど
う
考
え
て
も
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
本
文
は
、
『
中
庸
』
に
、

「
子
曰
、
舜
其
大
知
也
与
。
舜
好
問
、
而
好
察
邇
言
、
隠
悪
而
揚
善
、
執
其
両
端
、
用
其
中

於
民
、
其
斯
以
為
舜
乎
」
と
あ
る
が
、「
舜
は
両
端
を
し
っ
か
り
手
に
握
り
、
両
端
を
肯
定
し

て
、
そ
の
中
を
人
民
に
適
用
し
た
、
つ
ま
り
舜
は
両
端
の
中
を
執
っ
た
」
と
同
様
の
論
理
で

あ
る
。
楊
朱
と
墨
翟
の
両
端
を
手
に
握
っ
て
、
両
極
端
を
肯
定
し
た
上
で
、
そ
の
真
ん
中
を

執
っ
て
い
る
事
を
意
味
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
①
は
、
孟
子
が
楊
朱
の
為
我

説
と
墨
翟
の
兼
愛
説
と
子
莫
の
執
中
の
三
者
を
肯
定
し
た
文
章
で
あ
る
。

②
の
内
容
は
、
「
だ
が
し
か
し
子
莫
の
執
中
は
、
執
中
無
権
＝
臨
機
応
変
性
が
無
い
為
に
、

一
つ
の
極
端
に
固
執
し
て
い
る
様
な
性
格
の
中
道
主
義
で
あ
る
。
私
が
執
一
を
憎
む
の
は
、

儒
家
の
中
庸
を
害
う
か
ら
で
あ
る
。
執
一
＝
一
つ
の
長
所
の
み
に
拘
泥
し
て
、
百
＝
楊
朱
の

為
我
説
と
墨
子
の
兼
愛
説
の
長
所
を
完
全
に
活
か
し
て
い
な
い
か
ら
な
の
で
あ
る
。」
と
、
孟

子
は
子
莫
の
執
中
無
権
論
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
孟
子
の
主
張
す
る
儒
家
の
中
庸
思

想
は
、
執
中
有
権
論
で
あ
り
、
楊
朱
の
為
我
説
と
墨
子
の
兼
愛
説
の
一
点
に
固
執
し
な
い
で
、

臨
機
応
変
に
完
全
に
活
か
す
の
が
、
中
庸
思
想
と
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
孟
子
は
、
楊
子
の

自
己
本
位
的
な
個
人
・
家
族
主
義
＝
私
権
力
の
極
端
思
想
と
墨
翟
の
社
会
的
平
等
を
目
指
す

無
差
別
の
博
愛
主
義
＝
公
権
力
の
極
端
思
想
を
、
各
々
長
所
が
あ
る
極
端
思
想
で
あ
り
、
子

莫
の
「
執
中
無
権
」
論
は
、
本
当
の
中
庸
思
想
で
は
な
い
。「
執
中
有
権
」
が
中
庸
思
想
に
は

楊朱・墨翟と儒教思想の複合性　―対の思想から考察した中国思想の構造論研究（二）― 161（38）



無
父
也
、
無
父
無
君
、
是
禽
獣
也
、
」）。
こ
の
よ
う
に
、
自
分
の
父
を
無
視
し
自
分
の
主
君
を

無
視
す
る
の
は
、
こ
れ
こ
そ
、
と
う
て
い
人
間
と
は
い
え
な
い
禽
獣
の
ふ
る
ま
い
で
あ
る
。
」

（
五
）

孟
子
は
、
楊
朱
は
為
我
説
で
君
主
、
つ
ま
り
君
臣
関
係
＝
国
家
を
無
視
し
て
い
る
し
、
墨

翟
は
兼
愛
説
で
父
、
つ
ま
り
父
子
の
家
族
制
度
を
無
視
し
て
い
て
、
楊
朱
と
墨
翟
の
思
想
は
、

禽
獣
の
思
想
で
あ
る
と
激
し
く
批
判
し
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
主
張
の
限
り
、
孟
子
と
楊
朱
・

墨
翟
の
両
思
想
は
、
対
立
反
発
す
る
関
係
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
従
来
の
研
究
者
の
主
張
は
、

こ
の
限
り
に
お
い
て
は
正
し
い
。
し
か
し
こ
の
孟
子
の
主
張
は
、
全
面
的
に
楊
朱
と
墨
翟
の

思
想
を
批
判
し
た
も
の
で
は
な
い
。
楊
朱
と
墨
翟
の
批
判
と
し
て
孟
子
は
、
楊
朱
の
為
我
説

ー
自
己
中
心
主
義
と
墨
翟
の
兼
愛
説
―
博
愛
主
義
の
欠
点
や
弱
点
を
述
べ
た
だ
け
で
あ
る
。

条
件
付
き
で
楊
朱
の
為
我
説
と
墨
翟
の
兼
愛
説
の
半
面
を
否
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
墨
翟
の

兼
愛
説
や
楊
朱
の
為
我
説
を
全
面
的
に
否
定
し
て
全
く
駄
目
で
あ
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。 

そ
の
根
拠
に
孟
子
は
、
楊
朱
・
墨
翟
思
想
を
信
奉
す
る
人
々
に
つ
い
て
、
以
下
の
様
に
述

べ
て
い
る
。
「
孟
子
が
い
わ
れ
た
。
「
墨
翟
の
説
に
か
ぶ
れ
て
学
ぶ
者
が
、
そ
の
誤
り
を
悟
る

と
、
必
ず
楊
朱
の
門
に
走
り
、
や
が
て
楊
朱
の
説
の
誤
り
を
悟
る
と
、
必
ず
中
庸
を
え
た
わ

が
儒
者
の
道
に
帰
っ
て
く
る
も
の
だ
。
〔
か
く
て
両
極
端
の
邪
説
か
ら
目
覚
め
て
〕
、
わ
が
道

に
帰
っ
て
来
た
な
ら
、
心
よ
く
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
や
る
ま
で
の
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
現
在
、

楊
・
墨
の
徒
と
論
争
す
る
儒
者
た
ち
は
、
ま
る
で
逃
げ
出
し
た
豚
で
も
摑
ま
え
る
か
の
よ
う

な
態
度
だ
。
す
で
に
も
と
の
檻
の
中
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
う
そ
れ
で
よ
い
の
に
、
さ

ら
に
ま
た
逃
げ
出
さ
ぬ
よ
う
に
と
四
足
を
縛
っ
て
お
く
よ
う
な
こ
と
を
す
る
。〔
こ
れ
で
は
あ

ま
り
に
残
酷
で
、
立
つ
瀬
が
無
い
で
は
な
い
か
〕。
」（
六
）。 

原
文
の
読
み
下
し
文
は
、「
孟
子
曰
く
、
墨
を
逃
（
去
）
れ
ば
必
ず
楊
に
帰
し
、
楊
を
逃
れ

ば
必
ず
儒
に
帰
す
。
帰
す
れ
ば
斯
ち
之
を
受
け
ん
の
み
。
今
の
楊
・
墨
と
辦
ず
る
者
は
、
放

豚
を
追
う
が
如
し
、
既
に
其
の
苙
（
檻
）
に
入
れ
ば
、
又
従
い
て
之
を
招
（
羈
）
ぐ
。
」
で
あ

る
。
従
っ
て
小
林
氏
の
訳
は
間
違
い
で
あ
り
、
正
確
に
は
「
楊
墨
の
学
説
の
誤
り
を
悟
る
の

で
は
な
く
て
、
楊
墨
の
学
説
に
満
足
出
来
な
く
て
楊
墨
の
学
説
を
去
る
」
の
で
あ
る
。
即
ち

孟
子
は
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
の
両
極
端
を
兼
有
し
て
い
る
の
が
儒
教
な

の
で
あ
り
、
墨
翟
主
義
者
と
楊
朱
主
義
者
を
拘
束
し
て
叩
き
潰
す
様
な
事
を
せ
ず
に
、
楊
墨

の
両
極
端
の
学
説
を
素
直
に
受
け
入
れ
て
や
り
、
儒
教
思
想
の
中
で
自
由
に
泳
が
し
て
お
け

と
言
う
。
言
い
換
え
れ
ば
、
墨
翟
の
博
愛
主
義
と
楊
朱
の
個
人
主
義
を
包
容
し
て
肯
定
す
る

の
が
、
幅
広
い
思
想
性
を
持
つ
儒
教
思
想
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
儒
教

思
想
は
、
楊
墨
思
想
を
包
容
し
た
懐
の
深
い
複
合
性
思
想
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
儒
教
思
想
に

は
楊
朱
と
墨
翟
を
肯
定
し
た
文
章
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
証
拠
が
以
下
の
資

料
で
あ
る
。 

孟
子
は
縢
文
公
篇
で
は
、
徹
底
的
に
楊
朱
と
墨
翟
を
異
端
邪
説
の
偏
向
思
想
と
厳
し
く
排

撃
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
今
度
は
全
く
逆
な
発
言
を
す
る
。
直
前
に
引
用
し
た
楊
・
墨
包

容
論
に
続
い
て
、
孟
子
は
、
子
莫
の
執
中
無
権
論
を
批
判
し
て
、
執
中
有
権
論
の
中
庸
を
主

張
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
楊
子
の
個
人
主
義
と
墨
翟
の
博
愛
主
義
の
両
極
端
を
高
く
評
価

し
て
肯
定
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
異
説
が
存
在
す
る
か
ら
、

原
文
を
引
用
し
て
詳
細
に
注
釈
し
て
見
た
い
。 

原
文
は
、「
孟
子
曰
、
楊
子
取
（
衍
？
）
為
我
、
抜
一
毛
、
而
利
天
下
、
不
為
也
、
墨
子
兼

愛
、
摩
頂
放
踵
、
利
天
下
、
為
之
、
子
莫
執
中
、
執
中
為
近
之
、
執
中
無
権
、
猶
執
一
也
、

所
悪
執
一
者
、
為
其
賊
道
也
、
挙
一
而
廃
百
也
、」（
七
）
と
あ
る
。

読
み
下
し
文
は
、「
孟
子
曰
く
、
楊
子
は
我
が
為
に
す
。
一
毛
を
抜
き
て
天
下
を
利
す
る
も
、

為
さ
ざ
る
な
り
、
墨
子
は
兼
ね
愛
す
。
頂
（
あ
た
ま
）
を
摩
（
す
り
へ
ら
）
し
て
踵
（
く
び

す
）
に
放

至

る
と
も
、
天
下
を
利
す
る
こ
と
は
之
を
為
す
。
子
莫
は
中
を
執
る
。
中
を
執
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こ
か
ら
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
」(

三)

と
述
べ
て
、
墨
翟
と
楊
朱
の
思
想
は
、
孔
子
や
孟
子
が

主
張
し
た
正
し
い
儒
家
の
道
を
破
壊
す
る
危
険
な
異
端
思
想
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
現
在

ま
で
の
一
般
的
で
常
識
的
な
見
解
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
楊
朱
と
墨
翟
を
批
判
し

た
儒
家
・
孟
子
の
思
想
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
問
題
に
お
け
る
批
判
の
内
容
な
の
か
に
つ

い
て
、
従
来
の
古
代
中
国
思
想
研
究
者
が
明
確
に
答
え
て
い
な
い
の
が
最
大
の
問
題
点
な
の

で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
金
谷
氏
が
説
明
す
る
よ
う
に
儒
家
思
想
は
、
家
族
愛
と
国
家
・
社

会
愛
を
具
有
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
何
も
墨
翟
・
楊
朱
と
激
し
く
対
立
し
な
い
思
想
で
あ

り
、
儒
家
と
楊
朱
・
墨
翟
は
共
存
共
栄
す
る
類
似
思
想
と
の
結
論
が
論
理
的
に
導
き
出
さ
れ

て
来
る
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。 

当
時
代
の
韓
非
子
が
指
摘
し
て
い
た
様
に
、
儒
家
も
墨
家
も
同
じ
く
兼
愛
論
を
主
張
し
て

い
た
。
従
っ
て
従
来
の
研
究
者
の
主
張
は
、
孟
子
の
主
張
の
半
面
の
真
理
に
過
ぎ
な
い
。
他

方
で
は
孟
子
は
楊
朱
・
墨
子
の
思
想
を
長
所
と
し
て
肯
定
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し

管
見
の
限
り
、
儒
家
と
墨
家
の
共
通
性
に
つ
い
て
は
、
山
田
琢
氏
が
「
ま
た
堯
・
舜
・
禹
・

湯
の
諸
聖
王
の
道
を
祖
述
す
る
と
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
る
が(

九
節)
、
こ
の
主
張
は
儒
家
と

共
通
す
る
。
韓
非
子(

顕
学
篇)

に
は
「
孔
子
と
墨
子
は
と
も
に
堯
・
舜
を
言
い
、
み
な
自
ら
真

の
堯
・
舜
な
る
と
し
て
い
る
。」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
儒
・
墨
そ
れ
ぞ
れ
堯
・

舜
に
理
想
を
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
堯
・
舜
の
禅
譲
を
美
徳
と
す
る
こ
と
は
、
儒
家

に
お
い
て
特
に
有
名
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
墨
家
の
所
説
で
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。
墨
子
の
賢
能
第
一
主
義
の
主
張
に
こ
そ
相
応
し
い(

金
谷
治
氏
の
世
界
の
名
著
「
墨
子
」

中
央
公
論
社
刊
参
照)

」(

四)

と
述
べ
て
い
る
の
が
、
唯
一
の
指
摘
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
本

稿
は
、
楊
朱
の
自
己
本
位
的
な
為
我
説
と
墨
翟
の
自
己
犠
牲
的
な
兼
愛
説
は
、
孔
子
や
孟
子

の
唱
え
た
儒
家
思
想
の
一
部
分
で
あ
る
と
の
検
証
を
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
儒
家
思
想
は
、
墨

翟
思
想
の
み
な
ら
ず
楊
朱
思
想
を
も
包
摂
し
た
懐
の
深
い
複
合
思
想
あ
っ
た
事
を
、
具
体
的

資
料
を
引
用
し
て
実
証
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。
つ
ま
り
論
理
的
に
資
料
解
読
し
て
結
論
し

た
前
稿
の
論
理
の
正
し
さ
を
、
楊
朱
・
墨
翟
の
主
張
と
孔
子
や
孟
子
の
儒
家
思
想
の
類
似
性

に
つ
い
て
具
体
的
資
料
を
引
用
し
て
、
こ
れ
を
基
に
し
て
補
完
証
明
す
る
論
考
で
あ
る
。 

 

一

孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
論
の
再
検
討 

 

従
来
の
全
て
の
研
究
者
は
楊
朱
・
墨
翟
と
儒
家
は
対
立
す
る
と
の
意
見
ば
か
り
で
、
誰
一

人
と
し
て
儒
家
は
、
楊
朱
や
墨
翟
を
肯
定
し
て
い
て
、
楊
朱
と
墨
翟
と
儒
家
は
同
様
の
思
想

内
容
を
持
つ
と
言
う
指
摘
し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
う
一
度
、
最
初
に
孟

子
の
楊
朱
と
墨
翟
を
否
定
し
た
一
資
料
と
肯
定
し
た
二
資
料
を
再
説
し
て
、
儒
家
は
楊
朱
と

墨
翟
と
い
う
全
く
対
立
す
る
思
想
内
容
を
包
容
し
た
複
合
的
思
想
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て

お
き
た
い
。 

「
い
っ
た
い
、
こ
の
世
に
人
間
が
あ
っ
て
か
ら
、
随
分
久
し
い
年
月
が
た
っ
て
い
る
が
、

そ
の
間
、
治
ま
っ
た
り
乱
れ
た
り
（
原
文
は
「
一
治
一
乱
」
）
、
く
り
返
し
て
ば
か
り
い
る
の

だ
。・
・
・〔
孔
子
の
歿
後
は
〕、
聖
王
は
あ
ら
わ
れ
ず
、
王
室
も
衰
え
は
て
て
、
諸
侯
た
ち
は

わ
が
ま
ま
放
題
な
こ
と
を
し
、
在
野
の
学
者
は
勝
手
気
ま
ま
に
無
責
任
な
言
論
を
唱
え
て
世

間
を
ま
ど
わ
し
、
中
で
も
揚
朱
や
墨
翟
の
説
が
天
下
に
み
ち
あ
ふ
れ
て
、
天
下
の
言
論
は
楊

朱
の
説
に
賛
成
し
な
け
れ
ば
、
必
ず
墨
翟
の
説
に
賛
成
す
る
と
い
う
有
様
。
い
っ
た
い
、
楊

氏
の
説
は
、
自
分
の
た
め
だ
け
し
か
考
え
な
い
自
分
本
位
の
個
人
主
義
で
、
つ
ま
り
君
主
を

全
く
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
墨
氏
の
説
は
、
自
分
の
親
も
他
人
の
親
も
平
等
に
兼
ね
愛
す

る
無
差
別
の
博
愛
主
義
だ
か
ら
、
父
が
あ
っ
て
も
な
い
の
と
同
然
、
つ
ま
り
父
を
全
く
無
視

す
る
と
い
う
も
の
（
原
文
の
要
点
は
、「
聖
王
不
作
、
諸
候
放
恣
、
処
士
横
議
、
楊
朱
墨
翟
之

言
、
盈
天
下
、
天
下
之
言
、
不
帰
楊
、
則
帰
墨
、
楊
氏
為
我
、
是
無
君
也
、
墨
氏
兼
愛
、
是

楊朱・墨翟と儒教思想の複合性　―対の思想から考察した中国思想の構造論研究（二）― 163（36）



楊
朱
・
墨
翟
と
儒
教
思
想
の
複
合
性

―
対
の
思
想
か
ら
考
察
し
た 

中
国
思
想
の
構
造
論
研
究(

二)

―

 

従
来
の
全
て
の
研
究
者
は
、
儒
家
は
差
別
愛
＝
別
愛
で
あ
り
、
楊
朱
は
自
己
愛
、
墨
翟
は

兼
愛
で
あ
り
、
儒
家
と
楊
墨
思
想
は
激
し
く
対
立
し
た
と
結
論
し
て
い
た
。
こ
の
学
説
は
、

儒
家
思
想
の
複
合
性
を
無
視
し
て
い
て
間
違
い
で
あ
る
。
諸
氏
が
誤
解
し
た
理
由
は
、
儒
家

の
思
想
を
分
析
す
る
場
合
に
、
中
国
人
の
伝
統
的
で
基
本
的
な
思
考
様
式
で
あ
る
対
の
思
想

＝
両
面
思
考
を
看
過
し
て
い
た
為
で
あ
る
。
儒
家
が
楊
朱
と
墨
翟
を
肯
定
し
た
理
由
は
、
全

て
の
人
間
は
仁
義
の
道
徳
を
保
有
し
て
い
る
と
い
う
性
善
説
に
由
来
し
て
い
る
が
、
儒
家
は

楊
朱
と
墨
翟
と
い
う
全
く
対
立
・
反
発
す
る
両
極
端
思
想
を
具
有
し
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。

従
っ
て
本
稿
は
、
楊
朱
の
自
己
本
位
的
な
為
我
説
と
墨
翟
の
自
己
犠
牲
的
な
兼
愛
説
は
、
孔

子
や
孟
子
の
唱
え
た
儒
家
思
想
の
一
部
分
で
あ
る
と
の
検
証
を
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
儒
家
思

想
は
、
墨
翟
思
想
の
み
な
ら
ず
楊
朱
思
想
を
も
包
摂
し
た
懐
の
深
い
複
合
思
想
で
あ
り
、
そ

れ
故
に
中
国
三
千
年
の
歴
史
を
貫
通
し
て
生
き
延
び
た
中
国
思
想
の
精
髄
で
あ
っ
た
事
を
述

べ
た
い
。 

 

キ
ー
ワ
ー
ド
；
儒
家

差
別
愛

自
己
愛

兼
愛

対
の
思
想

複
合
思
想 

 

は
じ
め
に
ー
問
題
の
提
起 

 

既
に
上
梓
し
た
拙
稿(

一)

に
於
い
て
、
孟
子
の
楊
朱
・
墨
翟
の
主
張
を
否
定
し
た
理
由
や
、 

 

小

倉

正

昭 

  

そ
の
内
容
と
、
こ
れ
と
逆
に
肯
定
し
た
理
由
や
そ
の
内
容
に
就
い
て
検
討
し
て
、
儒
家
の

仁
愛
に
は
、
楊
朱
・
墨
翟
を
否
定
し
た
所
に
由
来
す
る
差
別
愛
＝
別
愛
と
楊
朱
・
墨
翟
を
肯

定
し
た
所
に
由
来
し
た
兼
愛
＝
博
愛
と
為
我
＝
利
己
愛
の
三
種
類
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、

儒
教
思
想
は
楊
朱
・
墨
翟
思
想
を
包
容
し
た
複
合
思
想
で
あ
る
と
述
べ
た
。
従
っ
て
中
国
古

代
思
想
史
研
究
者
の
研
究
史
を
紹
介
し
た
が
、
武
内
義
雄
・
金
谷
治
・
小
林
勝
人
・
内
野
熊

一
郎
・
狩
野
直
樹
・
市
川
杢
太
郎
・
山
田
琢
・
遠
藤
哲
夫
・
市
川
安
司
・
楠
山
春
樹
・
土
田

健
次
郎
・
浅
野
裕
一
・
湯
浅
邦
弘
・
朱
坤
容
氏
等
の
全
て
の
研
究
者
は
、
儒
家
は
差
別
愛
＝

別
愛
で
あ
り
、
楊
朱
は
自
己
愛
、
墨
翟
は
兼
愛
で
あ
り
、
儒
家
と
楊
墨
思
想
は
激
し
く
対
立

し
た
と
結
論
し
て
い
た
の
は(

二)

、
儒
家
思
想
の
複
合
性
を
無
視
し
て
い
て
間
違
い
で
あ
る
。 

金
谷
氏
が
墨
翟
・
楊
朱
に
つ
い
て
、「
墨
子
は
兼
愛
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
は
、

家
族
愛
を
主
と
す
る
儒
家
の
仁
愛
と
は
違
っ
て
、
家
族
と
い
う
わ
く
を
超
え
た
博
愛
主
義
で

あ
る
。
儒
家
の
尊
重
す
る
家
族
制
社
会
の
秩
序
を
破
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
は
危
険
思
想
で

あ
っ
た
。
他
方
の
楊
朱
は
極
端
な
自
己
主
義
を
主
張
し
た
。
そ
れ
は
、
社
会
や
国
家
の
問
題

に
強
い
関
心
を
示
す
儒
家
の
立
場
と
は
違
っ
て
、
何
よ
り
も
個
人
の
安
楽
を
め
ざ
す
も
の
で

あ
る
。
孟
子
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
国
家
の
存
在
を
無
視
す
る
危
険
思
想
で
あ
っ
た
。
今
や
こ

の
二
学
派
の
た
め
に
孔
子
の
思
想
は
か
き
消
さ
れ
そ
う
に
み
え
る
。
孟
子
は
、
今
こ
そ
自
分

が
こ
れ
ら
の
異
端
を
し
り
ぞ
け
て
孔
子
の
正
し
い
道
を
宣
揚
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
儒
教
の

伝
統
は
き
っ
と
絶
え
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
孟
子
の
は
げ
し
い
情
熱
は
、
ま
ず
こ
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Hyozaburo’s Diary in 1862  (part 2)   
                                                 
    Based on his brief diary and detailed record of daily household expenses in 1862, this paper 
is to trace how Hyozaburo, a leading farmer in the village “Suka,” managed his farming life with 
his wife and sons around the last stages of Ero period. 
    The present paper, part 2, deals with records of daily expenses corresponding to the 
contents of his diary. 
    Readable printing type is also given in the latter half of the paper. 
 
 
 

（Original Article）
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一

キ
壱
匁

政
右
衛
門

一

と
み
か
ん

五
つ

惣
兵
衛

一

白
さ
と
う

百
二
十
目

壱
袋

四
日
市

一

し
ら
玉

九
つ

善
兵
衛

一

ほ
ん
て
こ

十
五
文
位

お
わ
き

一

キ
壱
匁

木
田

新
次
郎

一

白
さ
と
う

百
弐
拾
目

丸

袖
な
し

弐
枚

津

米
屋
新
六

一

金
百
疋

キ
壱
匁

津

三
次
郎

一

金
百
疋

津

紙
屋
原
右
衛
門

一

金
百
疋

四
日
市

常
助

一

銀
葉
と
う

五
分

傅
兵
衛

一

上
白
さ
と
う

十
三
目

お
さ
の

一

練
葉
干

箱
入

川
町

庄
兵
衛

一

白
さ
と
う

四
拾
目

三
右
衛
門

一

五
拾
文
位

柿
菓
子

お
い
ろ

一

と
み
か
ん

五
つ

重
次
郎

一

キ
壱
匁

木
田

佐
右
衛
門

一

練
葉
干

箱
入

善
次
郎

一

寒
紅
梅

箱
入

杉
崎
氏

一

練
羊
甘

か
わ
包

勘
四
郎

一

並

白
さ
と
う

三
十
目

久
四
郎

一

三
拾
銅

利
兵
衛

一

キ
壱
匁

大
谷

利
八

一

三
拾
銅

同
人
よ
り
子
供
へ

（
別
紙
）

入

金

弐
拾
七
両
三
歩
弐
朱

本

三
拾
七
匁

キ

百
五
拾
七
匁
五
分

金
に
て
三
拾
両
三
分
三
朱

キ
三
匁
五
分

入

金

弐
拾
七
両
弐
分
弐
朱

本

三
拾
七
匁

百
五
拾
四
匁
五
分

出

金

拾
七
両
○
弐
朱

本

百
九
拾
壱
匁
七
分

キ

五
百
拾
九
匁
五
分

此
金

弐
拾
八
両
壱
分
三
朱

又

壱
両
弐
分
弐
朱
入

〆

三
拾
両
壱
朱

出

金

拾
七
両
弐
朱

本

百
九
拾
七
匁
七
分

キ

五
百
弐
拾
三
匁
五
分

金

壱
両
弐
分
弐
朱
入

〆

三
拾
両
三
朱

キ
弐
匁
二
分

（
下
編

完
）

兵三郎の一年（下）―文久二年、須賀村百姓の家計― 167（32）



十
四
日

百
文

川

庄
兵
衛

か
り

八
文

椀
屋
半
兵
衛

か
り

相
済

五
月
八
日

本
壱
匁

多
右
衛
門

時
か
し

十
七
日

キ
壱
匁

同
人
よ
り
糯
米
之
内

十
七
日

百
四
十
六
文
つ
ゝ
麦
五
升

伝
七

か
り

六
月
廿
二
日

キ
壱
匁

多
右
衛
門

時
か
し

廿
八
日

キ
三
匁

た
ん
治

時
か
し

三
右
衛
門
口

正
月
十
日

一

酒
五
合

廿
四
日

一

〃
弐
合

三
月
五
日

一

〃
弐
合

七
日

一

〃
三
合

十
二
日

一

〃
弐
合

廿
八
日

一

〃
五
合

晦
日

一

壱
匁

た
ま
り

〃

一

壱
匁

み
そ

四
月
五
日

一

酒
五
合

十
四
日

一

〃
弐
合

十
六
日

一

〃
弐
合

五
月
四
日

一

〃
弐
合

十
日

一

〃
弐
合

六
月
七
日

一

〃
弐
合

十
日

一

〃
弐
合

十
二
日

一

〃
弐
合

十
五
日

一

〃
弐
合

七
月
四
日

一

〃
弐
合

盆
後

九
月
九
日

一

酒
弐
合

廿
九
日

一

〃
弐
合

十
月
二
日

一

〃
弐
合

四
日

一

〃
弐
合

五
日

一

〃
三
合

七
日

一

六
拾
六
文

炭
六
百
六
拾
目

十
一
月
四
日

一

酒
三
合

十
二
月
九
日

一

酒
三
合

高

拾
六
石
四
斗
一
升
四
勺

内弐
石

伝
兵
衛

石
田

壱
反
分
引

〆

持
高

壱
拾
四
石
四
斗
一
升
四
勺

宛
作

字

三
つ
筒

九
斗
五
升

林
崎

銀
右
衛
門

邊
ら
田

弐
升

当
村

与
兵
衛

字

か
ぶ
ら
く
り

壱
升

〃

忠
蔵

さ
ん
か
く

三
斗
五
升

〃

忠
次
郎

苗
代

三
斗
七
升

〃

幸
右
衛
門

〆

壱
石
九
斗
七
升

（
以
下

貼
紙
の
部
分
）

米
壱
升
を
百
五
拾
八
石
弐
斗
四
升
に
割
は

石
に
付
六
才
三
壱

持
高

拾
四
石
四
斗
一
升
四
勺

九
勺
〇
九

（
別
紙
）

母

病
気
見
舞

文
久
弐
戌
年

一

上
白
さ
と
う

四
十
目

多
右
衛
門
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下
肥

八
十
荷

お
い
ろ
口

十
一
月

二
日

壱
日

三
日

七
つ
時
迄

四
日

壱
日

嘉
吉

五
日

昼
よ
り
嘉
吉

お
い
ろ

六
日

壱
日

七
日

壱
日

是
迄
勘
定
相
済

廿
九
日

昼
よ
り

弐
匁
渡
す

勘
定
相
済

こ
ま
つ
口

十
一
月

二
日

壱
日

三
日

昼
よ
り

四
日

壱
日

五
日

壱
日

六
日

内

弐
匁
七
分

渡
す

相
済

惣
兵
衛
口

正
月
十
四
日

一

三
拾
弐
文

塩
壱
升

十
六
日

一

四
一
弐
間
物

壱
丁

か
し

廿
八
日

一

〃
壱
升

六
月
十
六
日

一

〃
壱
升

盆
後

七
月

一

塩
壱
升

〃

一

〃
壱
升

八
月
十
七
日

一

〃
壱
升

十
八
日

一

弐
匁
弐
分

大

半
俵

壬
月
六
日

一

大

半
俵

田
す
き
方

戌
冬

一

い
し
田

南
一

両
す
き
か
け

中

七
つ

一

〃

中

同
断

一

〃

北

同
断

一

川
原
田

川
北

は
な
田

そ
う
め
ん
覚

目
方
壱
貫
百
四
拾
目

金
弐
朱
分

買

此
数

百
四
拾
わ
斗

三
拾
五
わ

御
上
様

弐
拾
五
わ

日
永
や

弐
拾
五
わ

木
田

〆

大
坂
や
之
覚

一

金
三
分
弐
朱

紺
屋

一

金
壱
分
弐
朱

壱
匁
一
分
二
厘

大
坂
や

此
訳

右
の
内
へ
金
壱
両
壱
分
壱
朱

紺
屋
よ
り
受
取

七
月
十
二
日

御
上
様
へ
勘
定
い

た
し

キ
弐
匁
と
七
分
五
厘

受
取

然
る
処

大
坂
や
よ
り
十
四
日

壱
分
弐
朱
受
取

十
六
日
又
キ
弐
匁
受
取

七
分
五
厘
渡
す

又

弐
拾
八
匁

紺
屋
へ
相
渡
す

勘
定
相
済

申
候

正
月
九
日

一

百
銭

三
枚

お
い
ろ

時
か
し

三
月
十
日
夕

一

金
壱
分

多
右
衛
門

時
か
し

キ
壱
匁

清
兵
衛
よ
り

か
り

廿
六
日

キ
四
匁

久
四
郎

か
り

右
は
四
日
市
飛
脚
賃

四
月
五
日

一

糯
米

壱
斗
四
升

多
右
衛
門
へ

か
し

十
二
日

内
金
壱
分
取
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翌
月
廿
一
日

一

せ
ん
薬

五
ふ
く

廿
七
日

一

壱
匁

さ
ふ
ら
ん

〃

一

五
分

セ
メ
ン
シ
ナ

〃

一

せ
ん
薬

壱
服

九
月
朔
日

一

せ
ん
薬

壱
服

一

銀
弐
匁
分

あ
へ
ん

是
は
團
治
へ
か
し

橋
治
郎
手
習
入
り
に
付

一

半
紙

壱
状

善
二
郎

一

五
拾
文

清
六

一

か
ぶ
ら
筆
十
対

つ

米
屋
新
六

一

半
紙

弐
状

同
人

一

本
弐
匁

つ

三
次
郎

清
内
口

正
月
十
七
日

一

壱
匁
六
分

と
く
の
山

壱
状

一

四
拾
文

半
紙

壱
状

一

子

杉
下
駄

壱
足

一

し
ゃ
も
し

弐
本

正
月
廿
六
日

一

女

杉
下
駄

壱
足

二
月
十
七
日

一

壱
匁
弐
分

せ
っ
た

壱
足

一

三
拾
弐
文

白
さ
と
う

三
月

一

百
文

ら
う
そ
く

盆
後

八
月
七
日

一

壱
匁
八
分

と
く
の
山

壱
状

十
日

一

弐
拾
四
文

び
ん
附

十
四
日

一

六
拾
四
文

黒
さ
と
う

十
五
日

一

子
ぞ
り

壱
足

壬
八
月
二
日

一

四
寸
針

九
本

七
日

一

弐
拾
四
文

は
し
の

セ
メ
ン
シ
ナ

八
日

一

五
分

ふ
じ
二
郎

〃

十
日
頃

一

百
文

ち
り
紙

十
五
日

一

三
拾
弐
文

黒
と
う

一

五
拾
文

ち
り
紙

十
五
日

一

び
ん
附

壱
本

廿
二
日

一

壱
匁

す
ミ

廿
三
日

一

三
匁
三
分
三
厘

ら
う
そ
く

百
目

廿
六
日

一

百
文

ち
り
か
ミ

九
月
三
日

一

す
ミ

壱
貫
目

七
日

一

五
拾
八
文

か
ま

壱
丁

廿
九
日

一

三
拾
弐
文

黒
と
う

晦
日

一

男

中
ぬ
き

壱
足

十
月
十
四
日

一

百
文

ち
り
紙

四
状

十
二
月
二
日

一

壱
匁
八
分

と
く
の
山

壱
状

一

壱
匁
六
分
よ
り
八
分
迄

み
の
紙

壱
状

丸
一
屋
口

四
月
朔
日

一

壱
匁

菓
子

右
は
杉
崎
盆
の
見
舞

惣
次
郎
口

正
月
十
七
日

一

壱
匁
六
分

と
く
の
山

壱
状

一

し
ゃ
く
し

弐
本

一

四
拾
五
文

女
下
駄

壱
足

む
し
土

覚

三
月
六
日

一

拾
壱
駄

但
三
荷
宛

七
日

一

九
駄

〃

八
日

拾
三
駄

〃

壱
荷

一

堀
土

拾
八
荷

弐
畝
も
の
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九
月
十
日

一

米

弐
俵
弐
斗
四
升

廿
五
日

一

米

壱
俵
四
升

十
一
月
五
日

一

米

弐
拾
三
俵
三
斗
七
升

七
日

一

米

六
俵
壱
斗
六
升

一

籾

四
俵

〆

三
拾
六
俵
壱
升

是
を
五
反
八
畝
之
割

反
に
付

六
俵
八
升
也

御
年
貢
米

十
一
日

一

米
六
俵

納
り

十
四
日

一

〃
八
俵

〃

亥
正
月
四
日

一

〃
三
斗
三
升
八
合
八
夕

納
り

〆

拾
五
俵
の
駄
に
成
る
勘
定

内
七
月
八
日

四
俵

椀
久
へ

八
月
三
日

七
俵

前
条

宇
右
衛
門
へ

内

三
俵

兵
左
衛
門
よ
り
出
す

賃
銭
拂

十
六
日

四
俵

弥
兵
衛
よ
り
出
す

キ
三
匁

賃
銭
拂

辻
村
御
薬

十
月
四
日

一

せ
ん
薬

ふ
み

弐
服

七
日

一

〃

〃

弐
服

一

セ
メ
ン
シ
ナ

は
し
の

一

か
ん
薬

〃

四
十
八
文

十
二
日

一

〃

〃

四
十
八
文

一

せ
ん
薬

ふ
み

弐
服

一

か
ん
薬

〃

壱
服

十
四
日

一

〃

〃

壱
服

一

せ
ん
薬

〃

弐
服

是
迄
御
見
舞

三
度

又

御
見
舞

壱
度

十
二
月
廿
四
日

金
弐
朱

薬
礼

福
井

八
日

一

せ
ん
薬

た
け
の

三

〃

一

か
ん
薬

〃

壱

一

せ
ん
薬

〃

三

翌
月
廿
四
日

一

〃

ふ
み

五
服

廿
七
日

一

〃

は
し
の

弐
服

一

か
ん
薬

〃

壱
服

一

せ
ん
薬

ふ
み

五
服

廿
九
日

一

〃

〃

五
服

一

〃

は
し
の

弐
服

九
月
三
日

一

〃

〃

弐
服

一

〃

ふ
み

五
服

五
日

一

〃

は
し
の

弐
服

一

か
ん
薬

〃

壱
服

六
日

一

せ
ん
薬

ふ
み

五
服

廿
五
日

金
百
疋
御
礼

中
村
や

三
月
十
二
日

一

ご
こ
う

壱
服

〃

十
二
日

一

し
ゑ
ん

一

五
月
廿
一
日

一

せ
ん
薬

三

母

盆
後

一

せ
ん
薬

た
け
の

弐
服

壬
八
月
三
日

一

虫
お
ろ
し

は
し
の

壱
服

四
日

一

〃

は
し
の

小
壱
服

〃

一

セ
メ
ン
シ
ナ

は
し
の

五
拾
文
分

七
日

一

せ
ん
薬

ふ
み

三
ぶ
く

九
日

一

弐
匁

金
命
丹
一
錠
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〃

金
弐
朱

辻
村
薬
礼

廿
五
日

金
百
疋

福
井
薬
礼

〃

キ
三
匁

柿
く
し
半
か
さ

〃

百
文

木
八
本

〃

金
百
疋

丸
一
拂

つ
り
百

〃

キ
四
匁

田
中
や
拂

〃

金
壱
朱

杉
崎
へ
手
習
御
礼

廿
六
日

キ
拾
弐
匁

笠
や
拂

〃

金
弐
朱

中
村
や

〃

十
四
文

吉
田
や

〃

六
匁
三
分

か
じ
や

〃

キ
壱
匁

ま
つ
こ
色
々

〃

キ
五
匁

黒
さ
と
う
弐
斤

〃

本
拾
弐
匁

山
口
や
、
玉
垣
や
の
分

〃

キ
壱
匁

祝
儀
入
れ
盆

〃

キ
拾
弐
匁

弥
兵
衛
へ
相
渡
す

〃

入

金
壱
両

政
右
衛
門
よ
り
借
用

〃

金
弐
百
疋

御
役
所
様
加
藤
金
ニ
付
御
礼

〃

五
拾
文

井
不
足

井
頭
中
へ
相
渡
す

〃

キ
弐
拾
匁

三
拾
三
文

政
右
衛
門
へ
相
渡
す

此
訳

本
弐
拾
匁
の
處
キ
弐
拾
匁
相
渡
す

こ
ま
の
代

キ
壱
匁
入
勘
定
相
済

〃

キ
弐
拾
匁

多
右
衛
門
へ
相
渡
す

是
は
酒
八
升
代

廿
七
日

キ
壱
匁

た
ま
り

廿
八
日

キ
六
匁

○
六
拾
四
文

月
代
ち
ん

〃

キ
壱
匁

祝
儀

た
ん
治

〃

入

キ
弐
匁

中
村
や

あ
へ
ん
代

團
冶
よ
り
受
取

〃

入

キ
壱
匁

同
人
よ
り
時
が
し
分
受
取

〃

入

金
弐
朱

紺
屋
世
話
料

御
上
様
よ
り
申
受
る

〃

入

本
参
匁

三
拾
七
文

大
坂
屋
世
話
料

御
上
様
よ
り
申
受
る

〃

キ
拾
壱
匁

村

惣
兵
衛
拂

つ
り
三
拾
四
文
取

〃

キ
弐
拾
三
匁

村

惣
二
郎
拂

〃

金
百
疋
と
キ
壱
匁

村

庄
兵
衛
拂

〃

金
壱
両

村

宇
兵
衛
拂

〃

キ
九
匁

村

三
右
衛
門
拂

つ
り
三
拾
弐
文
取

〃

本
三
匁

○
弐
拾
文

村

藤
九
郎

す
き
ち
ん
相
渡
す

〃

キ
三
匁

○
五
拾
九
文

村

喜
左
衛
門

す
き
ち
ん
相
渡
す

是
は
弐
分
増

〃

キ
四
匁

村

藤
三
郎

す
き
ち
ん
相
渡
す

〃

入

キ
三
匁

久
四
郎
よ
り
請
取

つ
り
弐
拾
五
文
相
渡
す

此
訳

四
百
三
拾
六
文
茶
代
請
取
分
三
分
五
厘

五
匁
八
分

六
ヶ
月
之
利
息
出
分

壱
匁
三
分
飯
代
出
分
引

〃

金
弐
朱

お
な
か
殿
へ
相
渡
す

〃

キ
弐
匁

桶
屋
拂

〃

キ
弐
匁

お
い
ろ
日
雇
い
ち
ん

右
は
も
ち
つ
き
壱
日

菜
植
半
日
分

大
晦
日

キ
壱
匁

山
ノ
い
も

か
づ
の
こ

〃

金
壱
朱

紺
屋
拂

〃

六
拾
文

鈴
木
や
拂

〃

三
拾
九
文

綿
打
ち
ん

〃

キ
弐
匁

た
ま
り

三
右
衛
門

〃

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

歳
暮
之
覚

一

柿
く
し

半
か
さ

御
役
所

一

黒
さ
と
う

半
斤

政
右
衛
門

一

〃

半
斤

久
四
郎

一

〃

半
斤

傳
兵
衛

取
米
之
覚

一

糯
米

弐
俵
と
八
升

ざ
る
田

三
畝

同

籾

壱
斗
五
升

川
原
田

壱
畝
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十
二
日

キ
五
匁

○
十
六
文

嘉
吉

お
い
ろ

日
雇
い
ち
ん
相
渡
す

此
訳

六
百
十
六
文
之
處
百
文
分
大
根
相
渡
す

〃

キ
弐
匁
五
分

稲
扱
ち
ん
の
駄
銀

お
い
の
へ
相
渡
す

〃

入

百
拾
六
文

ゆ
り
ご
代

十
三
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

〃

キ
壱
匁

た
ま
り

〃

キ
壱
匁

み
そ

十
四
日

キ
五
匁

菓
子

小
林
ニ
而

〃

入

キ
五
匁

大
根
代

十
八
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

廿
日

入

金
弐
両
弐
分

四
日
市
常
助
よ
り

右
は
着
類
之
金

〃

金
弐
両

庄
助
へ
返
済

是
は
七
月
借
用
金

本
弐
拾
八
匁

同
人
へ
利
息

是
は
三
両
壱
ヶ
年
と
弐
両
七
月
よ
り
之
利
息

金
壱
分
弐
朱

銀
九
分

若
旦
那
様

是
は
三
両
壱
ヶ
年
之
利
息

壬
月
共
十
三
ヶ
月
分

〃

入

金
三
両
と
キ
六
匁

清
兵
衛
よ
り
受
取

つ
り
三
分
八
厘
渡
す

右
は
米
四
俵
代

十
弐
取
九
分
五
厘

〃

入

金
弐
朱

同
人
よ
り
請
取

右
は
小
家
之
金
也

勘
定
相
済

〃

金
弐
分

同
人
へ
改
時
か
し

〃

キ
壱
匁

た
ま
り

廿
一
日

キ
弐
匁

米
弐
駄
た
ち
ん

平
六
へ
相
済
す

〃

入

金
壱
両

津

伯
母
様
よ
り
申
受
る

取
次
常
介

廿
一
日

入

金
壱
両

四
日
市

常
助
よ
り
申
受
る

廿
二
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

〃

キ
壱
匁

す
み

廿
三
日

キ
弐
匁

多
右
衛
門

時
か
し

廿
四
日

入

キ
壱
匁

大
根

廿
五
日

入

弐
百
文

大
根

廿
六
日

キ
壱
匁

寺
入
用

廿
七
日

キ
壱
匁

た
ま
り

〃

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

廿
九
日

入

キ
弐
匁

太
右
衛
門
よ
り
受
取

十
二
月
二
日

金
弐
分

御
上
様
へ

〃

キ
三
匁

割
木

三
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

四
日

キ
壱
匁

た
ん
冶

時
か
し

〃

キ
弐
匁

平
吉
へ

右
は
よ
さ
え
ち
ん

〃

入

キ
四
匁

灰
代

大
谷
よ
り

七
日

キ
五
匁

羊
羹
色
々

〃

キ
壱
匁

後
藤
薬
代

九
日

百
文

椀
直
し

あ
ぶ
ら
色
々

十
一
日

入

百
文

こ
ぬ
か

〃

百
文

た
ま
り

十
三
日

キ
拾
三
匁

久
四
郎
様
相
渡
す

此
訳

五
匁
八
分

四
日
市
八
百
善

キ
四
匁
四
日
市
飛
脚
賃
取
替

其
外
ざ
る
田
す
き
ち
ん
共

〃

入

弐
百
文

大
根
代

十
四
日

百
文

あ
ぶ
ら

十
五
日

入

金
壱
両
弐
分

藤
右
衛
門
よ
り
請
取

十
五
日

内
着
類
三
品

ひ
う
ち
壱

預
ヶ
有

〃

入

金
弐
朱

米
屋
新
六
よ
り

是
は
忌
中
見
舞

十
六
日

キ
壱
匁

大
和
薬
屋

十
九
日

金
弐
朱

木
田

と
ふ
婦
や

〃

本
弐
匁

廻
向
料

廿
日

入

金
弐
分

清
兵
衛
よ
り
受
取

〃

キ
弐
匁

○
三
拾
文

谷
松
屋
入
用

平
兵
衛
様
へ
相
渡
す

〃

き
壱
匁

あ
ぶ
ら

廿
二
日

本
壱
匁

長
太

薬
屋

廿
三
日

金
弐
朱

○
三
拾
壱
文

肥
金
利
息

久
四
郎
様
へ
相
渡
す

〃

キ
壱
匁

た
つ
く
り

廿
四
日

本
壱
匁

菓
子

御
上
へ
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〃

キ
壱
匁

こ
ふ
り
さ
と
う

〃

キ
壱
匁

に
し
の
こ

十
月
四
日
入

金
壱
歩

津
紙
屋
よ
り
申
受
る

〃

入

キ
壱
匁

政
右
衛
門
よ
り
母
見
舞

〃

入

キ
壱
匁

木
田

新
二
郎
よ
り
同
断

〃

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

五
日

入

金
壱
歩

四
日
市

常
助
よ
り
申
受
る

六
日

入

金
百
疋
と
キ
壱
匁

米
屋
三
治
郎

〃

キ
五
匁

さ
く
ら
の
か
り
ち
ん

お
い
ろ
へ
相
渡
す

八
日

入

キ
壱
匁

木
田

佐
右
衛
門

母
見
舞

〃

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

〃

金
壱
歩

太
右
衛
門

時
か
し

十
二
日

キ
二
匁

孫
兵
衛
へ
相
渡
す

十
四
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

〃

キ
壱
匁

な
し
弐
つ

〃

キ
弐
匁

孫
兵
衛
へ
か
し

十
五
日

入

金
三
匁

源
海
老
薬
之
代
戻
り

〃

キ
弐
匁

庄
助
へ
こ
ま
代
拂

十
六
日

キ
壱
匁

な
し

十
八
日

入

百
銭
壱
つ

常
助
よ
り

〃

キ
壱
匁

た
ま
り

十
九
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

〃

キ
五
匁

子
供
羽
織
綿
入
仕
立
ち
ん

紋
共

廿
日

キ
壱
匁

な
し

廿
一
日

入

キ
壱
匁

大
谷

利
八

母
病
気
見
舞

キ
壱
匁

こ
ん
に
ゃ
く

キ
壱
匁

津
ま
で
死
訴

キ
壱
匁

四
日
市
へ
死
訴
色
々

廿
四
日

入

金
百
疋

津

お
み
さ
よ
り
申
受
る

廿
五
日

金
百
疋

三
日
市
良
珠
院
へ

廿
六
日

○
百
文

あ
ぶ
ら
色
々

〃

キ
弐
匁

一
身
田
参
り
ニ
付

〃

キ
三
匁

御
本
山
へ

〃

キ
壱
匁

玉
保
院
へ

廿
七
日

金
壱
分
と
キ
六
匁

御
門
講
金

久
四
郎
様
内
こ
い
と
さ
ま
へ
相
渡
す

〃

キ
弐
匁

し
ば
代

木
田

新
二
郎
へ
相
渡
す

〃

キ
壱
匁

な
あ
ら
い
か
ご

〃

入

金
壱
分

多
右
衛
門
よ
り
受
取

入

金
三
分
三
朱

キ
銀
三
拾
八
匁

○
一
貫
六
百
文

香
奠

金
壱
朱

林
昌
寺

右
は
初
七
日
経
料

金
弐
朱

同
寺
へ

右
は
朝
参
り
之
節
上
る

キ
弐
匁

右
は
御
経
料

十
一
月
朔
日

キ
弐
匁

し
ま
や
へ

右
は
ま
つ
こ
代
色
々

〃

金
壱
分

か
さ
や

木
綿
其
外
色
々

〃

キ
壱
匁

檜
物
や

と
ふ
婦
色
々

〃

キ
四
匁

惣
次
郎

ら
う
そ
く

お
ふ
と
色
々

〃

キ
拾
三
匁

松
岡

み
そ

た
ま
り
色
々

〃

キ
壱
匁
二
分

庄
兵
衛

割
木

〃

キ
弐
匁

お
い
ろ
へ

是
は
母
死
去
之
節
手
伝
色
々

〃

キ
三
匁

中
条
や

二
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

三
日

入

キ
壱
匁

玉
垣

彦
右
衛
門

〃

キ
壱
匁

た
ま
り

四
日

入

キ
壱
匁

長
太

松
野
七
左
衛
門

六
日

キ
弐
匁
五
分

小
ま
つ
さ
ま
へ
相
渡
す

〃

入

キ
壱
匁

高
岡

乙
四
郎

十
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

十
一
日

キ
壱
匁

太
右
衛
門

時
か
し
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〃

本
壱
匁

か
う
じ
み
そ
色
々

廿
八
日

〃
四
匁

か
つ
ふ
ふ
し
四
本

〃

入

キ
三
匁
五
分

志
う
路
代

廿
九
日

壱
匁

か
い
も
の
色
々

閏
八
月
二
日

本
壱
匁

み
そ

〃

キ
壱
匁
五
分

あ
ぶ
ら
色
々

三
日

本
壱
匁

な
し
色
々

四
日

〃
壱
匁

志
ら
玉

み
た
ら
し
色
々

〃

キ
弐
匁

新
玉
や
香
料

六
日

キ
弐
匁

御
上
様
香
料

八
日

入

キ
壱
匁

は
し
か
の
見
舞

清
兵
衛
よ
り

〃

キ
壱
匁

た
ま
り

九
日

本
壱
匁

志
ら
玉
色
々

十
二
日

〃
壱
匁

ろ
く
ろ
直
し

十
四
日

〃
壱
匁

あ
ぶ
ら
色
々

〃

〃
壱
匁

津
行
色
々

〃

〃
壱
匁

た
ま
り

十
五
日

〃
壱
匁

さ
つ
ま

〃

〃
弐
匁

そ
ろ
ば
ん

廿
日

〃
壱
匁

み
そ

〃

〃
壱
匁

あ
ぶ
ら

廿
日
頃

〃
壱
匁

た
ま
り

廿
四
日

〃
た
ま
り

あ
ぶ
ら

廿
六
日

入

金
弐
朱

清
六
よ
り
受
取

〃

金
弐
朱

四
日
市
香
料

廿
七
日

入

本
八
匁

ぎ
ん
こ
う
が
い
の
代

笠
や
よ
り
入

〃

入

弐
百
文

灰
弐
俵
代

廿
九
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

九
月
朔
日

百
文

白
み
そ
色
々

三
日

百
文

み
そ

五
日

本
壱
匁

さ
つ
ま
ら
く
が
ん
色
々

〃

〃
壱
匁

あ
ぶ
ら
色
々

〃

〃
壱
匁

は
づ

丸
薬

六
日

〃
壱
匁

み
が
き
ず
な

九
日

〃
壱
匁

杉
崎
御
礼

十
日

〃
壱
匁

た
ま
り

十
一
日

〃
壱
匁

あ
ぶ
ら

十
二
日

入

本
六
匁

莚
拾
枚
之
代

十
四
日

本
壱
匁

み
そ

〃

〃
壱
匁

た
ま
ご
色
々

十
五
日

〃
弐
匁

孫
兵
衛
へ
相
渡
す

十
七
日

〃
四
匁

お
い
の
へ
相
渡
す

〃

〃
五
匁

重
右
衛
門
へ
相
渡
す

○
三
拾
七
文

是
は
薬
の
代

〃

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら
色
々

十
八
日

入

金
弐
朱

多
右
衛
門
よ
り
時
借

十
八
日
夕

キ
四
匁

稲
か
り
ち
ん

是
は
さ
く
ら
の
分

お
い
ろ
へ
相
渡
す

廿
日

キ
壱
匁

白
み
そ

こ
う
り
さ
と

廿
五
日

キ
壱
匁

み
そ

〃

入

金
三
歩
と
本
弐
匁

十
二
俵
八
斗

米
壱
俵
代
銀

〃

金
弐
朱

多
右
衛
門
へ
返
済

廿
六
日

キ
壱
匁

た
け

と
ふ
し
色
々

廿
七
日

キ
壱
匁

う
む
と
ん
色
々

廿
八
日

キ
壱
匁

た
ま
り

晦
日

キ
三
匁

吉
田
屋
香
料

〃

キ
五
匁

○
弐
拾
九
文

孫
兵
衛

田
か
り
ち
ん
相
渡
す

此
訳

壱
反
か
り
ち
ん
四
百
五
拾
文
つ
ゝ
之
処

壱
反
と
六
畝
半

分
七
百
四
拾
壱
文
と
成

内

本
二
匁

十
五
日
に
相
渡
す
残
銀

也
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廿
三
日

キ
壱
匁

嘉
吉
へ
相
渡
す

是
は
廿
一
日
昼
迄
川
行
ち
ん

廿
四
日

キ
壱
匁

み
そ

〃

金
壱
分

キ
六
匁

御
門
講
金

久
四
郎
へ
相
渡
す

廿
五
日

キ
弐
匁

小
川
薬
屋

廿
八
日

〃
壱
匁

長
太
薬
代

廿
九
日

〃
壱
匁

○
三
文

ぞ
り
十
九
足

〃

〃
壱
匁

あ
か
ゑ

〃

〃
壱
匁

み
そ

〃

〃
壱
匁

た
ま
り

七
月
十
日

金
弐
朱

藤
右
衛
門
へ

そ
う
め
ん
代
拂

十
二
日

入

金
弐
両

政
右
衛
門
に
て
借
り
入

〃

キ
壱
匁

野
辺

忠
七

香
奠

〃

金
弐
朱
と
○
十
弐
文

月
代
ち
ん

〃

キ
七
匁

藤
九
郎

す
き
ち
ん
相
渡
す

つ
り
三
十
六
文
取

〃

キ
七
匁

喜
左
衛
門

す
き
ち
ん
相
渡
す

つ
り
三
十
六
文
取

〃

キ
三
匁

幸
右
衛
門

苗
代
す
き
ち
ん
相
渡
す

〃

金
壱
朱
ト
○
十
九
文

惣
兵
衛

相
渡
す

此
訳

四
匁
三
分
四
厘

川
原
田

六
畝
之
処
壱
畝
ま
し
七

畝
分
す
き
ち
ん

八
分
塩
代

〆
五
匁
壱
分
四
厘
之
處
壱
匁

弐
分
四
壱
丁
代
引

〆
三
匁
九
分
四
厘
也

〃

金
壱
分
弐
朱

か
ま
や
拂

〃

○
弐
拾
六
文

も
め
ん
や
拂

〃

キ
八
匁
五
分

紺
屋
拂

〃

本
三
匁

中
村
屋
拂

つ
り
三
十
文
取

〃

本
弐
匁

廻
向
料

〃

キ
五
匁

藤
右
衛
門
拂

つ
り
十
八
文
取

〃

入

金
弐
朱

○
十
八
文

大
坂
屋

世
話
料
拾
五
両
分
申
受
る

十
三
日

七
拾
八
文

日
待
入
用

〃

金
弐
分

す
き
ち
ん
清
右
衛
門
へ
相
渡
す

つ
り
四
匁
取

十
六
日

キ
五
匁

四
日
市

出
産
祝
儀

〃

入

金
壱
分
弐
朱

か
や
代

四
日
市
よ
り

十
七
日

キ
壱
匁

え
ん
ま
参
り
色
々

廿
日

キ
壱
匁

三
右
衛
門
へ
香
奠

廿
二
日

本
壱
匁

あ
ぶ
ら
色
々

廿
六
日

本
壱
匁

さ
け

〃

キ
六
匁

た
い
こ

つ
り
十
弐
文
取

廿
七
日

キ
壱
匁

う
り
色
々

八
月
一
日

キ
壱
匁

杉
崎
御
礼

〃

本
弐
匁

た
ま
り

二
日

キ
壱
匁

御
坊
参
り

六
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

七
日

入

キ
弐
匁

灰
之
代

十
一
日

キ
壱
匁

た
け

木
田
行

十
二
日

キ
壱
匁

徳
八

香
料

十
四
日

キ
壱
匁

か
わ
は
り

〃

〃
壱
匁

ま
す

十
五
日

〃
弐
匁

い
も
色
々

〃

〃
壱
匁

す
五
合

あ
げ
十
弐

〃

〃
三
匁

た
け

〃

〃
壱
匁

み
そ

十
六
日

〃
壱
匁

四
日
市
病
気
見
舞

十
八
日

〃
弐
匁

た
ま
り

十
九
日

〃
三
匁

米
四
俵
駄
賃
預
け
申
候

内
壱
匁
戻
る

廿
日

〃
壱
匁

宮
入
用

甚
四
郎
へ
相
渡
す

〃

〃
弐
匁

御
上
様
香
奠

廿
二
日

〃
壱
匁

か
う
じ
み
そ
色
々

廿
三
日

〃
壱
匁

さ
い
か
く

廿
六
日

〃
壱
匁

高
岡
香
奠
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四
月
二
日

百
弐
拾
四
文

日
雇
ち
ん
相
渡
す

〃

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

六
日

入

金
百
疋

つ

き
の

み
さ
よ
り

〃

金
百
疋

香
奠

〃

キ
弐
匁

か
み
す
り
壱
丁
代

〃

キ
壱
匁

母
遣
銭

八
日

キ
壱
匁

あ
づ
き

さ
と
色
々

〃

入

キ
弐
匁

下
粕
之
儀

下
箕
田
行
ニ
付

十
二
日

入

金
壱
分

糯
米
代
之
内

多
右
衛
門
よ
り

十
四
日

入

金
三
分

四
日
市
常
助
よ
り

右
は
火
事
羽
織
帯
代
之
内
よ
り

十
五
日

壱
匁
五
分

如
来
堂
奉
加

〃

百
九
文

下
粕
入
用

〃

入

キ
弐
匁

大
谷

利
八
よ
り
出
産
祝
儀

十
六
日

百
文

み
そ

〃

キ
壱
匁

た
ま
り

十
八
日

キ
壱
匁

鈴
木
屋
香
奠

廿
一
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

廿
六
日

キ
弐
匁

塩
浜
屋
幟
祝
儀

〃

金
壱
分

麦
之
代
壱
升
五
合

晦
日

金
二
分

石
灰
代

藤
右
衛
門
へ
相
渡
す

五
月
三
日

キ
壱
匁

津
行

夫
銭

五
日

本
壱
匁

杉
崎
へ
祝
儀

六
日

キ
壱
匁

川

庄
兵
衛

佛
前
へ

七
日

キ
壱
匁

み
そ

十
三
日

キ
壱
匁

じ
る
あ
め
色
々

十
四
日

本
壱
匁

た
ま
り

十
七
日

本
壱
匁

目
薬

椀
直
し

廿
日

入

百
文
銭
四
口

糯
米

三
升
代
之
内

多
右
衛
門
よ
り

〃

キ
壱
匁

糯
米

先
ノ
口
へ
入

廿
一
日

百
文

み
そ

廿
四
日

百
文

あ
ぶ
ら
色
々

廿
九
日

本
壱
匁

小
豆

五
合
色
々

六
月
一
日

本
弐
匁

日
雇
い
ち
ん

お
い
ろ
へ
相
渡
す

つ
り
五
拾
文
取

四
日

金
弐
朱

紙
屋
原
右
衛
門

是
は
香
料

〃

キ
五
匁

米
屋
新
六

是
は
御
佛
前

〃

入

金
弐
分

村

庄
兵
衛

是
は
菜
種
金
受
取

〃

本
壱
匁

菓
子

み
や
げ

〃

金
壱
朱

紙
屋

香
奠

六
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

〃

キ
壱
匁

み
そ

九
日

入

三
両
弐
分

村

庄
兵
衛

右
は
菜
種
金
受
取

十
日

キ
壱
匁

茶

〃

本
弐
匁

川
町
拂
方

〃

〃
拾
匁

福
井

薬
礼

〃

〃
弐
匁

キ
六
匁

麦
五
升
之
代

笹
屋

つ
り
七
拾
文
取

〃

金
壱
分

丸
一
拂

〃

金
壱
分

会
拂

つ
り
キ
三
匁

○
十
六
文
取

〃

四
拾
弐
匁
四
分

油
屋
拂

〃

金
壱
両
壱
分

三
匁

中
箕
田

仁
兵
衛
拂

〃

金
弐
朱

キ
三
匁

お
わ
さ
拂

十
一
日

キ
五
匁

四
日
市

香
奠

〃

〃
三
匁

燈
籠
代

〃

キ
壱
匁

み
そ

〃

キ
壱
匁

日
待
入
用
色
々

八
拾
文

日
待
分

十
四
日

キ
壱
匁

色
々

十
五
日

入

金
壱
両
弐
分
弐
朱

谷
松
屋
よ
り
受
取

十
弐
俵
三
分

内

金
壱
両

下
粕
代

相
渡
す

十
七
日

本
壱
匁

じ
る
あ
め
色
々
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晦
日

百
文

あ
ぶ
ら

〃

キ
壱
匁

た
ら
ひ
直
し
色
々

〃

本
四
匁

た
ま
り
弐
升

二
月
二
日

〃
弐
匁

三
日
市
良
珠
院

三
日

キ
壱
匁

れ
ん
こ
ん

い
も

〃

入

金
壱
朱

紙
屋
原
右
衛
門

右
は
佛
前
へ
志
し

四
日

キ
四
匁

こ
ん
に
ゃ
く

ひ
り
よ
す

あ
げ

と
ふ
ふ
色
々

五
日

キ
弐
匁

寺
へ

〃

本
五
匁
五
分

を
ぼ
ろ

塩
浜
屋
へ

〃

キ
壱
匁

み
そ

〃

入

キ
四
匁

一
周
忌
に
付
志
し

〃

キ
壱
匁

あ
げ
色
々

〃

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

八
日

キ
壱
匁

わ
た
打
ち
ん

九
日

キ
壱
匁

大
根

十
二
日

金
壱
両
弐
分

下
粕
代

谷
松
屋
へ
相
渡
す

十
四
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

十
五
日

〃
壱
匁

塩
之
代
色
々

十
六
日

〃
壱
匁

油
屋
祝
儀

〃

金
壱
両
弐
分

白
子

十
七
日

本
壱
匁

茶
碗
い
ろ
い
ろ

十
九
日

キ
壱
匁

み
そ

廿
二
日

キ
弐
匁

母

津
行
ニ
付

〃

入

キ
弐
匁

つ

み
さ
よ
り
申
し
受
る

廿
三
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

廿
五
日

キ
弐
匁

母
津
行
ニ
付

〃

入

弐
百
文

つ

み
さ
よ
り
申
し
受
る

廿
七
日

百
文

さ
と
う
色
々

廿
八
日

百
文

色
々

三
月
二
日

キ
壱
匁

み
そ

〃

〃
弐
匁

た
ま
り

〃

〃
壱
匁

銭
か
へ

三
日

本
壱
匁

杉
崎
へ
御
礼

〃

入

本
三
匁

紙
屋
原
右
衛
門

四
日

キ
弐
匁

み
や
げ
色
々

六
日

本
壱
匁

あ
ぶ
ら

九
日

〃
壱
匁

た
ば
こ
直
し
色
々

十
日

〃
壱
匁

白
み
そ

白
さ
と
う

よ
ぼ
し

十
三
日

キ
弐
匁

林
﨑

照
栄
寺

志
し

十
四
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

〃

〃
壱
匁

た
ま
り

〃

百
文

み
そ

十
五
日

入

二
百
文

灰
弐
俵
代
預
り

十
六
日

キ
壱
匁

長
も
ち
色
々

〃

金
二
朱

川
町
お
み
さ

〃

キ
二
匁

村

お
さ
の

十
七
日

百
文

つ

み
や
げ
其
外
色
々

十
八
日

キ
壱
匁

遣
銭
色
々

〃

入

キ
五
匁

つ

み
さ
よ
り
申
受
る

〃

キ
弐
匁

薬
の
代

川
町
お
み
さ

廿
二
日

入

キ
七
匁

兵
よ
り
兵
へ

廿
三
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

〃

百
文

わ
た
打
ち
ん
色
々

廿
六
日

本
二
匁

つ
行

夫
銭

〃

百
文

た
ま
り

〃

百
文

お
み
き
代
其
外
色
々

廿
七
日

本
壱
匁

四
日
市
ニ
付
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す
る
「
金
」
の
文
字
、
銀
建
決
済
を
意
味
す
る
「
キ
」
の
符
号
、
「
本
」
と
い
う
符
号
、
お
よ
び
銭
決
済

の
符
号
な
し
、
の
四
通
り
の
表
記
が
で
て
く
る
。
こ
の
う
ち
「
本
」
は
須
賀
の
村
人
が
経
済
活
動
に
お
い

て
密
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
神
戸
城
主
＝
本
多
氏
の
藩
札
で
の
決
済
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。
ま
た
、
銭
決

済
の
場
合
、
兵
三
郎
は
弐
拾
三
文
と
か
十
弐
文
な
ど
の
数
字
の
頭
に
「
○
」
印
を
置
い
て
「
○
弐
拾
三
文
」

「
○
十
弐
文
」
と
書
き
、
銅
銭
の
細
か
な
動
き
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

三

金
銭
の
出
入
り

主
な
金
銭
の
出
入
り
で
は
、
ま
ず
肥
料
代
が
嵩
む
。
正
月
十
三
日
、
「
下
粕
代

金
壱
両

中
箕
田
仁

兵
衛
へ
相
渡
す
」
、
二
月
十
二
日
、
「
下
粕
代

金
壱
両
弐
分

谷
松
屋
へ
相
渡
す
」
と
あ
る
。
四
月
晦

日
、
「
金
二
分

石
灰
代

藤
右
衛
門
へ
相
渡
す
」
と
あ
る
。

香
奠
の
や
り
取
り
が
あ
る
。
し
ば
ら
く
病
床
に
あ
っ
た
後
の
十
月
二
十
三
日
、
母
の
ふ
み
が
亡
く
な
っ

た
。
二
十
四
日
に
葬
儀
、
二
十
五
日
に
墓
参
り
、
お
よ
び
檀
那
寺
で
あ
る
三
日
市
の
良
珠
院
に
参
り
、
翌

二
十
六
日
に
は
一
身
田
の
高
田
本
山
に
赴
い
た
。
そ
し
て
慌
た
だ
し
さ
も
ひ
と
段
落
し
た
二
十
七
日
、
貰

っ
た
香
典
を
総
計
し
て
み
る
と
、
金
三
分
三
朱
、
銀
三
十
八
匁
、
銭
一
貫
六
百
文
で
あ
っ
た
。

一
方
、
香
典
を
出
す
場
合
は
一
匁
か
ら
五
匁
に
な
る
。
四
月
十
八
日
「
鈴
木
屋

キ
壱
匁
」
、
六
月
十

一
日
「
四
日
市

キ
五
匁
」
、
七
月
十
二
日
「
野
辺

キ
壱
匁
」
、
七
月
二
十
日
「
三
右
衛
門

キ
壱
匁
」
、

八
月
二
十
日
「
御
上
様

キ
弐
匁
」
、
八
月
二
十
六
日
「
高
岡

キ
壱
匁
」
な
ど
が
事
例
で
あ
る
。

正
月
十
七
日
、
倅
の
橋
治
郎
が
手
習
い
に
藤
堂
藩
庄
屋
杉
崎
家
に
入
門
し
た
。
お
祝
い
に
親
戚
筋
か
ら

半
紙
三
状
、
か
ぶ
ら
筆
十
対
、
本
多
藩
札
二
匁
と
銭
五
十
文
を
貰
っ
た
。
以
後
、
杉
崎
家
へ
の
御
礼
は
、

手
習
御
礼
と
明
記
さ
れ
て
い
る
の
が
十
二
月
二
十
五
日
「
金
壱
朱
」
、
ほ
か
に
御
礼
の
み
の
記
載
が
三
月

三
日
「
本
壱
匁
」
、
八
月
一
日
「
キ
壱
匁
」
、
九
月
九
日
「
本
壱
匁
」
が
あ
る
。

手
間
賃
に
関
す
る
事
例
は
多
い
。
兵
三
郎
家
で
は
田
鋤
き
と
稲
刈
り
に
人
手
を
借
り
て
い
た
。
水
田
の

犂
き
賃
の
相
場
は
七
畝
で
四
匁
三
分
四
厘
と
い
う
。
そ
こ
で
七
月
十
二
日
「
キ
三
匁

幸
右
衛
門

苗
代

す
き
ち
ん
」
と
な
る
。
稲
刈
り
で
は
一
反
の
刈
賃
四
百
五
十
文
が
相
場
と
な
っ
て
い
て
、
九
月
十
八
日
「
キ

四
匁

稲
か
り
ち
ん

是
は
さ
く
ら
の
分

お
い
ろ
へ
相
渡
す
」
、
十
月
六
日
「
キ
五
匁

お
い
ろ
へ

さ

く
ら
の
刈
り
賃
」
が
み
え
る
。

水
利
関
連
で
は
六
月
二
十
三
日
、
出
会
い
仕
事
の
川
浚
え
に
あ
た
っ
て
、
「
キ
壱
匁

嘉
吉
へ
相
渡
す

是
は
昼
ま
で
川
行
ち
ん
」
と
い
う
。

十
一
月
朔
日
「
キ
二
匁

お
い
ろ
へ

母
死
去
之
節
手
伝
色
々
」
も
あ
る
。

麦
の
値
段
で
は
六
月
十
日
、
「
本
二
匁

キ
六
匁

麦
五
升
之
代

つ
り
七
拾
文
取
」
と
あ
る
。
お
な

じ
く
四
月
二
十
六
日
「
金
壱
分

麦
ノ
代
壱
升
五
合
」
と
あ
る
。

以
下
、
さ
ら
に
数
量
と
値
段
の
わ
か
る
も
の
を
少
し
あ
げ
て
み
る
。
八
月
二
十
八
日
、
鰹
節
四
本
を
「
本

四
匁
」
で
買
っ
た
。
八
月
十
五
日
、
酢
五
合
と
揚
げ
十
二
枚
を
「
「
キ
壱
匁
」
で
買
っ
た
。
九
月
十
二
日
、

莚
十
枚
を
「
本
六
匁
」
で
売
っ
た
。
十
月
十
四
日
、
病
床
の
母
に
梨
二
個
を
「
キ
壱
匁
」
で
買
い
求
め
て

き
た
。
正
月
晦
日
、
た
ま
り
二
升
を
「
本
四
匁
」
で
買
っ
た
。
十
二
月
二
十
六
日
、
正
月
用
に
黒
さ
と
う

二
斤
を
「
キ
五
匁
」
で
買
っ
た
。
同
日
、
酒
八
升
分
で
「
キ
弐
拾
匁
」
を
支
払
っ
た
。
正
月
十
四
日
、
惣

兵
衛
の
店
で
塩
一
升
を
「
三
十
二
文
」
で
、
同
十
七
日
に
惣
次
郎
の
店
で
女
下
駄
壱
足
を
「
四
十
五
文
」

で
買
っ
た
。
三
月
二
十
六
日
、
四
日
市
へ
の
飛
脚
賃
に
「
キ
四
匁
」
を
支
払
っ
た
。
四
月
六
日
、
か
み
す

り
壱
丁
代
と
し
て
「
キ
二
匁
」
を
支
払
っ
た
。

い
ず
れ
も
前
篇
で
み
た
日
記
に
対
応
す
る
そ
の
日
の
金
銭
の
動
き
が
み
て
と
れ
る
。
母
が
津
へ
で
か
け

る
そ
の
小
遣
い
銭
が
二
匁
な
ど
生
活
感
が
漂
う
。
以
下
、
そ
の
詳
細
の
釈
文
で
あ
る
。

四

金
銀
出
入
之
覚

正
月
朔
日

金
弐
両
弐
朱
と

本
十
匁

キ
十
五
匁

有
金

キ
壱
匁

月
代
祝
儀

二
日

〃
壱
匁

木
田
か
じ
や

出
産
祝
儀

〃

百
文

た
け

木
田
行
に
付

〃

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

三
日

百
文

山
い
も

綿
打
ち
ん

五
日

入

金
弐
両
壱
分

四
日
市
常
助
よ
り
申
請
る

十
日

入

キ
弐
匁

か
が
み
料

四
日
市
よ
り

〃

キ
弐
匁

た
ま
り

十
三
日

金
壱
両

下
粕
代

中
箕
田
仁
兵
衛
へ
相
渡
す

十
六
日

弐
百
拾
八
文

か
さ
直
し

十
七
日

キ
壱
匁

わ
た
打
ち
ん
色
々

十
八
日

キ
壱
匁

あ
ぶ
ら

廿
一
日

キ
壱
匁

み
が
き
こ
直
し
色
々

廿
五
日

百
文

政
右
衛
門
佛
前
へ

廿
八
日

入

銀
五
匁

米
屋
新
六
よ
り

右
は
佛
前
へ
志

〃

入

キ
五
匁

つ

み
さ
よ
り
申
し
受
る
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鈴
鹿
高
専
「
紀
要
」
論
文

兵
三
郎
の
一
年

下

文
久
二
年
、
須
賀
村
百
姓
の
家
計

松
林

嘉
煕

注
①

は
じ
め
に

伊
勢
国
河
曲
郡
須
賀
村
の
岡
田
兵
三
郎
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
一
年
間
、
毎
日
つ
け
て
い
た
『
萬

日
記
覚
帳
』が
今
に
残
っ
て
い
る
。下
編
の
こ
こ
で
は
江
戸
後
期
の
須
賀
村
で
の
百
姓
の
暮
ら
し
の
う
ち
、

家
計
出
納
の
詳
細
に
つ
い
て
主
に
釈
文
で
迫
っ
て
み
た
い
。

キ
ー
・
ワ
ー
ド

文
久
二
年
、
河
曲
郡
須
賀
村
、
百
姓
、
日
記
覚
帳
、
金
銭
出
入
帳

一

江
戸
後
期
の
貨
幣
価
値

江
戸
時
代
、
勘
定
は
通
貨
の
視
点
か
ら
み
る
と
、
金
貨
、
銀
貨
、
銅
銭
の
、
い
わ
ゆ
る
三
貨
制
に
な
っ

て
い
た
。
同
時
に
別
途
、
伊
勢
の
本
多
藩
な
ど
が
発
行
し
た
藩
札
も
並
存
し
て
い
た
。

そ
の
価
値
は
江
戸
二
六
〇
年
間
に
九
回
の
小
判
改
鋳
等
に
よ
っ
て
相
当
な
変
動
を
み
て
い
る
。

金
一
両
小
判
の
場
合
、
慶
長
小
判
は
重
さ
四
・
七
六
匁
で
あ
っ
た
が
、
天
保
小
判
で
三
匁
丁
度
、
そ
し

て
安
政
小
判
で
〇
・
八
六
匁
と
な
っ
た
。
銀
で
み
る
と
、
一
両
は
元
禄
期
ま
で
公
定
五
〇
匁
の
と
こ
ろ
、

文
久
の
頃
は
六
〇
匁
（
実
勢
八
〇
匁
）
に
な
っ
て
い
た
。
銭
の
場
合
、
元
禄
時
、
一
両
、
公
定
銭
四
〇
〇

〇
文
で
あ
っ
た
が
文
久
初
年
に
は
銭
六
五
〇
〇
文
で
あ
っ
た
。
因
み
に
文
久
二
年
か
ら
二
年
前
の
安
政
七

年
の
改
鋳
に
伴
う
古
金
類
の
引
替
比
率
は
、
往
時
の
大
目
付
へ
の
「
触
れ
」
に
よ
れ
ば
、
慶
長
小
判
百
両

を
五
百
四
十
八
両
に
、
元
禄
小
判
百
両
を
三
百
七
十
八
両
に
、
そ
し
て
文
政
小
判
百
両
を
三
百
四
十
二
両

に
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た

「
服
部
家
文
書
」

。

で
は
こ
れ
を
今
の
価
値
に
お
き
か
え
て
み
る
と
ど
う
な
る
か
。
手
元
の
資
料
で
み
る
と
、
明
治
大
学
の

一
研
究
室
で
、
平
成
十
一
年
の
米
価
を
基
準
と
し
て
算
出
さ
れ
た
文
久
二
年
の
金
一
両
、
す
な
わ
ち
銀
六

〇
匁
の
価
値
は
一
四
八
八
〇
円
、
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
別
の
公
開
計
算
値
で
は
江
戸
後
期
の
万
延
小

判
一
両
は
金
〇
・
五
匁
で
銀
一
五
〇
匁
、
銭
十
貫
文
に
相
当
し
、
現
行
値
約
五
万
円
で
あ
る
と
い
う
。
い

ず
れ
も
米
の
絶
対
値
が
頼
り
で
あ
っ
て
、
往
時
と
現
今
の
生
活
圏
内
で
の
米
の
相
対
的
位
置
づ
け
を
勘
案

し
た
上
で
の
価
値
の
算
出
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、往
時
の
生
計
内
容
把
握
の
た
め
の
参
考
に
は
な
る
。

文
久
二
年
頃
の
兵
三
郎
の
生
活
圏
で
の
貨
幣
の
概
価
値
は
、
端
数
処
理
し
て
右
を
纏
め
る
と
、

研
究
室
数
値

公
開
数
値

金
一
両

一
五
〇
〇
〇
円

金
一
両

五
〇
〇
〇
〇
円

金
一
分

三
七
五
〇
円

金
一
分

一
二
五
〇
〇
円

金
百
疋

三
七
五
〇
円

金
百
疋

一
二
五
〇
〇
円

金
一
朱

九
三
〇
円

金
一
朱

三
一
〇
〇
円

銀
一
匁

二
五
〇
円

銀
一
匁

八
三
〇
円

銭
百
文

二
三
〇
円

銭
百
文

七
七
〇
円

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

た
だ
し
須
賀
村
の
相
場
を
算
出
す
る
と
、十
一
月
十
二
日
の
兵
三
郎
の
記
載
に「
銀
五
匁
銭
十
六
文

嘉

吉

お
い
ろ

日
雇
い
ち
ん

此
訳

六
百
十
六
文
の
處
百
文
分
大
根
相
渡
す
」
こ
と
か
ら
、
銀
一
匁
は

銭
百
文
と
等
価
で
あ
る
。

二

「
金
、
キ
、
本
、
○
」
の
符
号
記
載

こ
の
あ
と
幕
末
に
か
け
て
貨
幣
価
値
は
超
イ
ン
フ
レ
変
動
を
き
た
す
が
、
兵
三
郎
は
今
、
そ
の
は
し
り

の
頃
を
生
き
て
い
る
。
年
間
経
理
額
は
以
下
の
釈
文
に
見
る
よ
う
に
凡
そ
三
〇
両
で
あ
る
。
そ
し
て
正
月

朔
日
の
有
金
「
金
両
弐
朱
と
銀
弐
拾
五
匁
」
で
始
ま
り
年
末
決
算
に
至
る
迄
、
家
計
記
録
に
は
毎
日
の
勘

定
が
金
、
銀
、
銭
の
三
貨
制
に
基
づ
き
記
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
項
目
の
行
頭
に
金
建
決
済
を
意
味

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

注
①

鈴
鹿
高
専
名
誉
教
授

独立行政法人国立高等専門学校機構鈴鹿工業高等専門学校紀要　第48巻（2015）180（19）



Hyozaburo’s Diary in 1862  (part 1 & 2)   
                                                 
    Based on his brief diary and detailed record of daily household expenses in 1862, this paper 
is to trace how Hyozaburo, a leading farmer in the village “Suka,” managed his farming life with 
his wife and sons around the last stages of Ero period, 
    The present paper, part 1, writes about the details of Hyozaburo’s daily farming activities            
and associations with neighboring people.   Every illegible monochrome writing is translated 
into readable printing type. 
    Part 2 deals with records of daily expenses corresponding to the contents of his diary.           
Readable printing type is also given in the latter half of the paper. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Original Article）

兵三郎の一年（上）―文久二年、須賀村百姓の農作業― 181（18）



廿
日

昼
迄
川
庄
兵
衛
行

月
代
色
々

昼
よ
り
御
上
様
へ
三
両
の
利
息
上
納

夫
よ
り
米
つ
き

其
の
外
色
々

今
日
早
天
よ
り
常
介
来
り

川
庄
兵
衛
常
助
両
人
津
行

金
子
の
儀
に
付

廿
一
日

昼
迄
丸
一

し
ま
や

吉
田
や

夫
よ
り
山
ノ
下
下
肥
置

昼
よ
り
小
麦
蒔

わ
ら
あ

げ
色
々

七
つ
半
過
に
津
よ
り
帰
り

常
介

夫
よ
り
四
日
一
へ
帰
り

同
人

廿
二
日

昼
ま
で
わ
ら
す
ぐ
り

わ
ら
あ
げ

昼
よ
り
い
し
田
あ
ら
く
だ
き

廿
三
日

昼
迄
か
わ
あ
み

昼
よ
り
い
し
田
あ
ら
く
だ
き

廿
四
日

昼
迄
川
庄
兵
衛
行

鈴
木
や
お
本
咄
合
色
々
八
つ
時
迄

夫
よ
り
い
し
田
あ
ら
く
だ
き

廿
五
日

昼
迄
月
代

い
し
田
く
だ
き

昼
よ
り
帳
調

今
夕
鈴
木
や
行

多
右
衛
門
様

兵
印

廿
六
日

昼
迄
わ
ら
あ
げ

昼
よ
り
わ
ら
す
ぐ
り
色
々

昼
よ
り
雨
天

廿
七
日

昼
迄
丸
一

新
町
わ
ん
直
し

鈴
木
や
咄
合
色
々

昼
よ
り
色
々

山
口
や
へ
御
礼

玉
垣
や
一
条
に
付

廿
八
日

昼
迄
寺
参
り

政
右
衛
門
様
に
て
お
し
や
う
様
見
舞
色
々

昼
よ
り
石
田
く
だ
き

廿
九
日

昼
迄
か
わ
あ
み
色
々

昼
よ
り
石
田
な
う
ゑ
地
拵
色
々

昼
よ
り
お
い
ろ
雇

晦
日

五
つ
過
迄
月
代

夫
よ
り
政
右
衛
門
よ
り
呼
び
来
り

内
願
書
認
め

八
つ
時
迄

夫
よ
り
米
つ
き

又
願
書
認
め

十
二
月
朔
日

昼
迄
障
子
は
り

紙
継
色
々

昼
よ
り
い
さ
の
わ
ら
打

政
右
衛
門
行
し
や
う
見
舞
に
付

二
日

昼
迄
御
役
所
行

海
老
原
金
の
儀
に
付

昼
よ
り
い
し
田
あ
ら
く
だ
き

田
し
ま
下
肥
置

藪
溝
堀
色
々

三
日

昼
迄
神
戸
新
町
わ
ん
や
行

こ
ん
や

〆

忠
次
郎
悔
色
々

昼
よ
り
大
前
溝
堀

石
田
し
う
路
葉
さ
し
色
々

今
日
出
会

平
吉

は
さ
あ
つ
ら
へ

四
日

壱
日
内
に
て
わ
ら
打

縄
な
ひ
其
外

川
庄
兵
衛
様
御
出
に
付
咄
合
色
々

今
夕
母
六
七
日

五
日

四
つ
時
迄
御
上
様
行

夫
よ
り
内
に
て
縄
な
い
其
外
色
々

今
夕
鈴
木
や
咄
合

多
右
衛
門

兵
三
郎

六
日

四
つ
迄
鈴
木
や
の
儀
咄
合
色
々

夫
よ
り
大
根
つ
け

昼
よ
り
縄
な
い
色
々

七
日

昼
迄
弐
斗
三
升
弐
合
三
夕

杉
崎
へ
糯
米
斗

其
外
色
々

昼
よ
り
も
の
ひ
き
色
々

八
日

昼
迄
月
代
其
外

頭
方
よ
り
呼
ニ
来
り

井
頭
つ
き
合

其
外
色
々

昼
よ
り
い
し
田

な
た
ね
う
ゑ

昼
よ
り
孫
兵
衛
雇

九
日

昼
迄
い
し
田
下
肥
置

昼
よ
り
同
所
あ
ら
く
だ
き

兵

孫
兵
衛

昼
よ
り
孫
兵
衛
雇

十
日

四
つ
時
迄
か
さ
や
か
じ
や
行

夫
よ
り
い
し
田
こ
う
ね
き
り

昼
よ
り
菜
植
色
々

か
さ
や

か
じ
や

両
方
と
も
都
合
あ
し
く
何
も
取
不
申

十
一
日

四
つ
時
迄
米
つ
き
色
々

夫
よ
り
い
し
田
く
だ
き
七
つ
過
迄

夫
よ
り
内
に
て
色
々

今
夕
母
五
十
日
相
勤
申
候

十
二
日

昼
迄
寺
参
り

か
ち
米
つ
き

夫
よ
り
い
し
田
あ
ら
く
だ
き
色
々

十
三
日

四
つ
時
迄
久
印
に
て

四
日
一
八
百
善
拂

四
日
一
飛
脚
賃
拂

す
き
ち
ん
勘
定

夫
よ
り
い
し
田
下
肥
置

な
ゑ
ひ
き

昼
よ
り
な
う
ゑ

十
四
日

八
つ
時
迄
米
斗

夫
よ
り
米
つ
き
色
々

今
日
の
分
米
八
俵
斗

十
五
日

昼
迄
い
し
田
下
肥
置

昼
よ
り
ざ
る
田
壱
畝
菜
植

い
し
田
お
ど
し
た
て
色
々

十
六
日

四
つ
前
ま
で
米
つ
き

夫
よ
り
久
印
に
て
帳
調
色
々

今
日

大
算
用

十
七
日

四
つ
時
迄
も
の
ひ
き

夫
よ
り
利
兵
衛
ふ
り
の
儀
に
付
帳
面
調
色
々

七
つ
時
よ
り
も
の
ひ
き
月
代

十
八
日

壱
日
伊
舟
へ
石
取

右
は
三
日
一

良
珠
院
か
ね
ど
う
の
石
づ
み

十
九
日

壱
日
米
つ
き

夕
飯
政
右
衛
門
よ
ば
れ

廿
日

昼
迄
か
じ
や
ま
へ
畑
打

昼
よ
り
小
麦
蒔

い
し
田
お
と
し
は
り

廿
一
日

七
つ
過
迄
畑
小
麦
蒔

夫
よ
り
な
わ
り
の
お
ど
し
は
り

廿
二
日

七
つ
過
迄
も
ち
米
つ
き

夫
よ
り
障
子
張

今
夕
宮
様
燈
明
ば
ん

廿
三
日

昼
迄
久
印
に
て
ふ
り
入
ふ
り
出
し
の
調

キ
八
匁

○
三
拾
壱
文
相
渡
す

是
は
肥
金
の
利
息

昼
よ
り
山
ノ
下

田
し
ま

ざ
る
田

お
ど
し
は
り

廿
四
日

四
つ
時
迄
新
玉
や

山
口
や

大
坂
や

辻
村

川
庄
行

夫
よ
り
加
藤
の
義
に
付
御

役
所
行

吉
兵
衛
様
宅
に
扣
申
候

金
壱
両
弐
分
宛

弐
拾
金
ニ
成
迄
の
引
合

廿
五
日

七
つ
時
迄
い
し
田
下
肥
置
其
外

内
に
て
色
々

夫
よ
り
神
戸
行

廿
六
日

四
つ
時
迄
神
戸
拂
方
色
々

夫
よ
り
内
に
て
色
々

八
つ
過
よ
り
夕
方
迄
御
役
所
御
礼

吉
兵
衛
様
御
礼

廿
七
日

壱
日
も
ち
つ
き

お
い
ろ

さ
た
雇

廿
八
日

四
つ
時
迄
た
ん
治

惣
兵
衛

惣
二
郎
拂
方
色
々

夫
よ
り
大
坂
や
金
の
儀
に
付
御
役
所
様

行

昼
よ
り
久
印
に
て
咄
合
色
々

庄
兵
衛

宇
兵
衛

三
右
衛
門
拂

す
き
ち

ん
渡
し
色
々

大
晦
日

昼
迄
り
ん
と
う
み
が
き
其
外
色
々

昼
よ
り
紺
屋
拂

買
物
色
々

（
上
編

完
）
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廿
九
日

壱
日
南
う
ら
小
麦
蒔

其
外
色
々

晦
日

七
つ
時
ま
で
わ
ら
か
こ
え
し

わ
ら
蒔
色
々

夫
よ
り
吉
田
屋
死
去
に
付
葬
送
り

十
月
朔
日

四
つ
時
わ
ら
か
こ
え
し

夫
よ
り
茄
子
木
引

米
つ
き

七
つ
時
よ
り
山
の
神
田
か
り

二
日

壱
日
い
し
田
あ
ら
く
だ
き

種
粕
三
枚
油
屋
宇
兵
衛
よ
り
取
寄

三
日

壱
日
あ
ら
く
だ
き

麦
蒔

四
日

昼
迄
辻
村
へ
弐
度

山
口
や
へ
壱
度

昼
よ
り
い
し
田
麦
蒔

七
つ
過
津
原
右
衛
門
御
越

今
日
孫
兵
衛
雇

五
日

壱
日
内
に
て
色
々

今
日
四
日
市
常
助
来
り

孫
兵
衛
雇

六
日

昼
迄
内
に
て
籾
干
色
々

津
米
屋
三
治
郎
様
四
つ
前
御
出

昼
よ
り
い
し
田
麦
蒔

は
さ
す
り

七
日

壱
日
内
に
て
色
々

辻
村
行

笠
や
行

其
外
色
々

八
日

壱
日
内
に
て
米
つ
き
其
外
色
々

木
田
佐
右
衛
門
様
御
出

九
日

四
つ
時
迄
内
に
て
色
々

夫
よ
り
昼
迄
そ
ば
か
り

昼
よ
り
い
し
田
つ
る
の
お
ど
し
は
り

茄
子
畑
打

十
日

壱
日
縄
な
い

障
子
は
り
色
々

十
一
日

な
わ
り
綿
木
ひ
き

畑
打
色
々

種
粕
四
枚
油
屋
宇
兵
衛
よ
り
取
寄

十
二
日

四
つ
時
迄
辻
村
行

夫
よ
り
種
粕
つ
き

な
わ
り
麦
蒔
色
々

十
三
日

壱
日
田
し
ま
麦
蒔

其
外
色
々

十
四
日

八
つ
過
迄
辻
村
へ
弐
度

屋
敷
畑
小
麦
蒔

夫
よ
り
角
力
か
き
し

十
五
日

壱
日
米
つ
き
其
外
内
に
て
色
々

十
六
日

昼
迄
傅
兵
衛
子
死
去
に
付
懸
り

昼
よ
り
神
戸
へ
な
し
か
い

其
外
色
々

今
日
角
力
大
入

十
七
日

雨
天

昼
迄
車
屋
へ
米
持

内
に
て
色
々

昼
よ
り
り
ん
と
う
み
が
き
色
々

十
八
日

昼
迄
月
代
色
々

昼
よ
り
角
力
見
色
々

四
日
市
常
介
来
り

十
九
日

壱
日
内
に
て
色
々

母
病
気
に
付

車
屋
へ
米
取

廿
日

昼
迄
神
戸
な
し
か
い

紺
屋

笠
や

車
や
行
色
々

昼
よ
り
内
に
て
色
々

日
暮
よ
り
常
介
来
る

今
日
雨
天
角
力
休

廿
一
日

壱
日
内
に
て
色
々

今
夕
道
介
泊
り

今
日
雨
天
角
力
休

廿
二
日

母
病
気
に
付
壱
日
内
に
て
色
々

廿
三
日

今
日
五
つ
半
時
母
死
去

右
に
付
内
に
て
色
々

今
日
角
力
し
ま
い

廿
四
日

母
葬
送
に
付
内
に
て
色
々

廿
五
日

は
か
参
り

三
日
市
参
り

其
外
内
に
て
色
々

廿
六
日

早
天
よ
り
一
身
田
参
り

庄
兵
衛

兵
三
郎

廿
七
日

四
つ
半
時
迄
南
条
ま
で
籾
四
俵
出
し

夫
よ
り
政
右
衛
門
膳
椀
か
や
し

米
つ
き
其
外
色
々

米
弐
斗
多
右
衛
門
に
て
か
り

廿
八
日

壱
日
内
に
て
色
々

今
夕
母
七
日
の
当
り

晦
日

寺
参
り
其
外
内
に
て
色
々

十
一
月
朔
日

今
日
あ
き
あ
が
り

神
戸
村
方
ひ
の
ゑ
の
拂

色
々

二
日

壱
日
う
す
す
り

お
い
ろ

こ
ま
つ

兵
印

三
日

壱
日
う
す
す
り

政
右
衛
門
男
手
伝

兵
印

五
つ
過
迄
手
伝

お
さ
と

お
い
ろ

小
松
雇

四
日

壱
日
う
す
す
い
色
々
手
伝

多
右
衛
門

男

浅
右
衛
門

お
い
ろ

こ
ま
つ
雇

五
日

壱
日
う
す
す
り

兵
三
郎

お
い
よ

さ
た
手
伝

嘉
吉

こ
ま
つ
雇

六
日

壱
日
う
す
す
り

米
入
色
々

お
い
ろ

兵
印

七
日

壱
日
し
う
な
す
り

米
つ
き
色
々

お
い
ろ

兵
印

八
日

壱
日
雨
に
て
休

兵
□
日

今
日
や
と
い
手
伝
な
し

九
日

昼
迄
久
印
に
て
寄
合

昼
よ
り
月
代

わ
ら
す
ぐ
り
色
々

十
日

昼
ま
で
米
直
し

米
は
た
け
色
々

昼
よ
り
大
根
ひ
き

同
荷
色
々

十
一
日

昼
迄
米
斗
り

今
日
の
分
六
俵

昼
よ
り
大
根
い
け

わ
ら
す
ぐ
り
色
々

十
二
日

四
つ
時
迄
内
に
て
色
々

夫
よ
り
大
根
ひ
き
荷

其
外
色
々

十
三
日

昼
迄
ひ
は
つ
り

米
つ
き

昼
よ
り
り
ん
と
う
み
が
き

其
外
色
々

十
四
日

月
代

小
林
に
て
菓
子
五
匁
分
買

忠
蔵
御
大
會
よ
ば
れ

其
外
色
々

十
五
日

昼
迄
忠
蔵
朝
参
り

御
役
所
行

昼
後
帳
調

夫
よ
り
か
ぶ
ら
引

今
夕
薩
州
御
姫
様

神
戸
泊
り

十
六
日

雨
天
に
付
内
に
て
色
々

十
七
日

わ
ら
す
ぐ
り

か
せ
あ
み

米
つ
き
色
々

今
日
四
日
一
常
介
来
り
咄
合
色
々

十
八
日

昼
迄
売
米
斗
色
々

昼
よ
り
山
ノ
下
畑
打

十
九
日

昼
迄
神
戸
川
庄
兵
衛
行
色
々

昼
よ
り
山
ノ
下
小
麦
ま
き
色
々
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五
日

昼
迄
手
紙
書

神
戸
新
玉
や
悔
み

山
口
や
用
事
其
外
色
々

昼
よ
り

六
日

壱
日
御
上
様
ご
し
ん
ぞ
う
様
死
去
に
付
手
伝
葬
送

七
日

五
つ
過
迄
清
蔵
灰
だ
し

夫
よ
り
昼
迄
に
が
な
下
地

昼
よ
り
に
が
な
夏
大
根
ま
き

八
日

雨
ふ
り

に
が
な

か
き
な
ま
き
其
外
色
々

九
日

御
役
所
へ
忌
中
の
御
見
舞

夫
よ
り
お
ど
し
た
け
片
付

昼
よ
り
苗
代
ひ
え
か
り

綿
取

い
し
田
中
道
上
下
た
ば
ね
色
々

今
日
七
つ
半
時
よ
り
勘
四
郎
御
神
酒
よ
ば
れ

十
日

雨
天
に
て
昼
迄
縄
な
い

昼
よ
り
多
右
衛
門
に
て
む
し
ろ
打

是
は
樋
か
け
の
手
間
か
わ
り

十
一
日

壱
日
多
右
衛
門
に
て
む
し
ろ
打

今
日
の
分
九
枚

十
二
日

壱
日
内
に
て
筵
打

浅
右
衛
門

兵
三
郎

今
日
の
分
八
枚

十
三
日

昼
迄
嘉
右
衛
門
様
普
請
の
手
伝

昼
よ
り
米
つ
き

わ
ら
す
ぐ
り

十
四
日

四
つ
時
迄
内
に
て
色
々

夫
よ
り
お
し
た
死
去
に
付
津
行

今
日
い
せ
も
の
か
り

た
け

十
五
日

今
日
日
暮
に
津
よ
り
帰
り

今
日

ま
つ
り

十
六
日

に
が
な
ま
き
直
し

屋
敷
そ
ら
大
豆
蒔

み
ず
な
蒔

幟
お
ろ
し

な
わ
り
畑
打

綿
取

十
七
日

昼
迄
山
口
や

紺
屋

塩
浜
屋
行

昼
よ
り
い
せ
も
の
す
ぐ
り

十
八
日

四
つ
時
迄
な
わ
り
そ
ら
大
豆
ま
き

夫
よ
り
七
つ
時
迄
う
す
す
り

夫
よ
り
米
つ
き

十
九
日

山
ノ
下
大
根
ま
ね
き

下
肥
置

屋
敷
畑
の
そ
ば
中
し

子
懸
り

其
外
色
々

廿
日

雨
天
に
付
よ
き
拵

其
外
色
々

廿
一
日

雨
天
に
付
壱
日
内
に
て
縄
な
い

子
懸
り

其
外
色
々

廿
二
日

昼
迄
米
つ
き

昼
よ
り
む
し
ろ
打

多
右
衛
門

兵
三
郎

四
枚
半
今
日
の
分

日
暮
よ
り

祭
り
入
用
の
改
め
に
甚
四
郎
行

廿
三
日

五
つ
過
迄
内
に
て
昨
日
の
打
残
り
半
枚
打

夫
よ
り
多
右
衛
門
に
て
九
枚
半
打

兵
三
郎

清
右
衛
門

廿
四
日

小
豆
つ
み

堀
の
東
か
き
し

綿
取

よ
せ
大
豆
引

其
外
色
々

廿
五
日

四
つ
時
迄
太
右
衛
門
に
て
壱
枚
半
打

夫
よ
り
内
に
て
七
枚
打

是
迄
都
合
弐
拾
枚
宛
出
入

な
し

廿
六
日

壱
日
四
日
市
へ
葬
送
に
行

庄
兵
衛

兵
三
郎

廿
七
日

昼
迄
福
井
行

留
守
ば
ん
に
て
内
に
て
色
々

昼
よ
り
筵
は
き

そ
ら
大
豆
下
地
色
々

廿
八
日

四
つ
時
迄
そ
ら
大
豆
ま
き

綿
中
し

夫
よ
り
善
四
郎
死
去
に
付
よ
ば
れ

か
き
し

大
根
ま
ね
き

晦
日

朝
の
内
善
四
郎
の
は
い
と
り

夫
よ
り
夕
方
ま
で
道
普
請

九
月
朔
日

壱
日
大
根
ま
ね
き

肥
入

二
日

壱
日
ざ
る
田
川
原
田
も
ち
米
か
り

三
日

壱
日
ざ
る
田
も
ち
米
こ
き

籾
あ
げ
色
々

四
日

壱
日
川
原
田
も
ち
米
こ
き
色
々

昼
よ
り
大
こ
ん
肥
入

下
肥
置
色
々

五
日

昼
迄
大
根
下
肥
置

そ
ば
中
し

籾
干
色
々

昼
よ
り
い
し
田
ま
ん
じ
か
り

六
日

朝
の
内
そ
ば
中
の
小
麦
蒔

夫
よ
り
庄
兵
衛
子
死
去
に
付
懸
り

七
日

五
つ
時
迄
庄
兵
衛
は
い
そ
う

夫
よ
り
石
田
ま
ん
ち
う
か
り

八
日

壱
日
同
所
ま
ん
ち
う
か
り

籾
上
色
々

九
日

壱
日
右
同
断

其
外

川
原
田
溝
し
た
か
り

十
日

七
つ
時
迄
川
原
田
溝
し
た
か
り

籾
上
げ

夫
よ
り
雨
天
に
て
石
田
さ
く
ら
お
ど
し
は
り

色
々

十
一
日

壱
日
雨
天
に
付
糯
米
す
り
色
々

十
二
日

昼
迄
う
す
す
り

神
戸
丸
一
笠
屋

夫
よ
り

徳
八
へ
立
寄

昼
よ
り
米
入
米
つ
き

と
き
び
木
引

十
三
日

壱
日
苗
代
ト
同
下
の
ま
ち
か
り

た
ば
ね

は
ん
の
木
下
か
り

川
原
田
籾
あ
げ

十
四
日

壱
日
苗
代
ト
下
の
ま
ち

い
し
田
稲
扱

田
か
り

孫
兵
衛

十
五
日

壱
日
い
し
田
稲
扱

籾
あ
げ

十
六
日

右
同
断

十
七
日

壱
日
雨
天
に
付
う
す
す
り
色
々

十
八
日

壱
日
い
し
田
稲
扱

籾
上
げ

田
か
り
色
々

十
九
日

昼
迄
い
し
田
か
り

昼
よ
り
同
た
ば
ね

稲
扱
色
々

廿
日

七
つ
過
迄
い
し
田
稲
扱

夫
よ
り
大
根
下
肥
置

割
木
し

い
し
田
ぼ
う
し
立

其
外
色
々

廿
一
日

壱
日
さ
く
ら
稲
扱

廿
二
日

七
つ
時
迄
さ
く
ら
の
稲
扱

夫
よ
り
そ
ら
大
豆
ま
ざ
き

花
田
わ
ら
ふ
り

廿
三
日

壱
日
さ
く
ら
よ
り
み
の
か
り

廿
四
日

壱
日
さ
く
ら
よ
り
み
の
か
り

大
根
下
肥
置

今
日
か
り
お
さ
め

廿
五
日

壱
日
う
す
す
り

米
壱
俵
笹
屋
傳
七
へ
売
拂

十
弐
俵
八
分

廿
六
日

壱
日
さ
く
ら
稲
扱

廿
七
日

昼
迄
同
所
稲
扱

昼
よ
り
雨
天
に
て
内
に
て
色
々

廿
八
日

七
つ
時
迄
さ
く
ら
の
稲
扱

夫
よ
り
大
根
畑
下
肥
置

色
々

今
日
こ
き
お
さ
め
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十
四
日

月
代

御
役
所
へ
御
礼

寺
参
り
色
々

十
五
日

昼
迄
も
ち
米
す
り

同
米
つ
き

昼
よ
り
久
四
郎
方
に
て
年
貢
通
し
ら
べ

十
六
日

昼
迄
麦
つ
き

昼
よ
り
大
坂
や

紺
屋
行

夫
よ
り
寺
に
て
年
番
寄
合

十
七
日

昼
迄
い
し
田
五
度
目

昼
よ
り
継
盆
に
て
内
に
て
色
々

十
八
日

四
つ
時
迄
川
庄
に
て
咄

江
戸
行
帰
り
に
付
よ
ろ
こ
び

庄
二
郎
は
し
か
見
舞

昼
よ
り

夕
方
迄
い
し
田
五
度
目

十
九
日

四
つ
時
迄
い
し
田
の
五
度
目

夫
よ
り
泥
井

昼
よ
り
月
代

木
田
盆
参
り

廿
日

壱
日
三
右
衛
門
嫁
死
去
に
付
か
か
り

廿
一
日

昼
迄
三
右
衛
門
灰
よ
せ

米
つ
き

昼
よ
り
さ
く
ら
の
た
の
く
さ

廿
二
日

壱
日
さ
く
ら
の
た
の
く
さ

水
入

今
日
津
行

ふ
み

廿
三
日

壱
日
い
し
田
の
た
の
く
さ

廿
四
日

壱
日
雨
天
に
て
付
米
つ
き
色
々

今
日
三
右
衛
門
よ
ば
れ

廿
五
日

三
右
衛
門
あ
さ
参
り

夫
よ
り
大
水
に
て
内
に
て
色
々

昼
後
御
役
所
様
へ
大
水
の
見
舞

色
々

廿
六
日

昼
迄
川
町
水
見
舞

な
わ
り
の
わ
た
お
こ
し

昼
よ
り
休

天
神
祭

た
い
こ
か
い
色
々

廿
七
日

壱
日
ざ
る
田
川
原
田
苗
代
た
の
草

廿
八
日

朝
の
内
麦
つ
き

夫
よ
り
新
九
郎
子
死
去
に
付
か
か
り

七
つ
時
よ
り
川
行

廿
九
日

壱
日
麦
つ
き

八
月
朔
日

昼
迄
麦
つ
き

昼
よ
り
御
上
様
御
礼

山
口
や
行

笠
や
行

二
日

八
つ
過
迄
麦
つ
き

夫
よ
り
米
つ
き

三
日

昼
迄
麦
つ
き

昼
よ
り
も
ち
米
た
だ
米
つ
き

丸
一
に
て
酒
五
合
取

木
三
郎
兵
衛
へ
立
寄

四
日

昼
迄
山
ノ
下
大
豆
ひ
き

水
と
り

昼
よ
り
大
豆
こ
き

麦
か
ち
色
々

五
日

昼
迄
南
浦
畑
し

い
し
田
水
見

昼
よ
り
月
代

寺
参
り
色
々

六
日

昼
迄
宮
参
り
の
咄
合

夫
よ
り
御
坊
参
り

夫
よ
り
小
豆
つ
み
色
々

今
日
津
行
母

七
日

昼
迄
大
豆
こ
き
色
々

昼
よ
り
山
ノ
下
大
豆
引

な
わ
り
大
豆
引

寺
参
り
色
々

八
日

昼
迄
あ
わ
き
り

ご
ま
か
り

昼
よ
り
山
ノ
下
草
取

寺
参
り

九
日

月
代

大
根
下
地

御
坊
参
り

高
岡
よ
ば
れ

橋
二
郎

房
二
郎
連
れ

十
日

昼
迄
大
根
下
地

昼
よ
り
七
つ
時
迄
大
根
ま
き

夫
よ
り
寺
参
り

十
一
日

昼
迄
大
根
ま
き

昼
後
徳
八
悔
み

水
廻
り

大
根
草
置

十
二
日

四
つ
時
迄
さ
く
ら
の
水
入

夫
よ
り
徳
八
の
葬
送

米
つ
き
色
々

十
三
日

四
つ
時
迄
障
子
あ
ん
ど
ん
は
り

夫
よ
り
七
つ
時
迄
粟
き
り

小
豆
ち
ぎ
り

草
取

夫
よ
り
宮
そ
う
じ

十
四
日

障
子
張
其
外

内
に
て
色
々

十
五
日

壱
日
内
に
て
色
々

当
年
宮
参
り

宿
は
藤
左
衛
門

十
六
日

八
つ
時
ま
で
四
日
市
行

夫
よ
り
幟
こ
か
し

西
同
行
と
立
会

宿
は
平
兵
衛

十
七
日

昼
迄
小
豆
草
取

昼
よ
り
雨
天
に
て
小
豆
ち
ぎ
り

と
き
び
こ
き
色
々

十
八
日

昼
迄
米
つ
き

岸
岡
行

昼
よ
り
た
し
ま
草
取

七
つ
時
よ
り
宮
入
用
割
合

十
五
に
割

壱
人
前
に
七
十
八
文
宛

十
九
日

昼
迄
下
箕
田
へ
米
壱
駄
出
し

た
し
ま
ち
わ
ら
ほ
り

昼
よ
り
そ
ば
ま
き

大
根
ま
ね
き

色
々

米
四
俵
平
六
よ
り
出
す

内
の
分
都
合
六
俵
出
す

廿
日

月
代

夫
よ
り
御
上
様
行

八
つ
過
よ
り
帰
り

大
根
ま
ね
き

玉
垣
よ
ば
れ

た
け

廿
一
日

壱
日
御
上
様
御
死
去
に
付
懸
り

廿
二
日

昼
迄
山
ノ
下
草
取

か
ぶ
ら
下
地

昼
よ
り
そ
ば
ま
き
直
し
其
外
色
々

廿
三
日

壱
日
清
右
衛
門
子
死
去

善
助
死
去
に
付
懸
り

廿
四
日

四
つ
時
迄
清
右
衛
門

善
助

は
い
そ
う

と
ふ
み
や
行

夫
よ
り
昼
迄
か
ぶ
ら
ま
き

昼
よ
り
東
べ
ら
土
お
き

廿
五
日

昼
迄
屋
敷
畑
こ
ふ
ら
い
ひ
き

草
取

昼
よ
り
た
し
ま

そ
ば
う
な
い

屋
敷
畑
草
取
色
々

廿
六
日

八
つ
時
迄
高
岡
の
お
い
し
死
去
に
付
葬
式

夫
よ
り
内
に
て
色
々

廿
七
日

四
つ
過
迄
う
す
す
り
色
々

夫
よ
り
御
坊
へ
参
詣

わ
た
取

水
お
と
し

割
木
し
色
々

ひ
が
ん
に
な
る

廿
八
日

四
つ
時
ま
で
か
じ
町
福
井
行

夫
よ
り
昼
迄
□
□
□
□
か
り

昼
よ
り
内
に
て
色
々

廿
九
日

昼
迄
う
す
す
り

昼
よ
り
米
つ
き

七
つ
時
よ
り
寺
に
て
酒
に
よ
ば
れ

晦
日

昼
迄
内
に
て
色
々

昼
よ
り
多
右
衛
門
に
て
筵
打

是
は
と
い
か
け
手
間
か
わ
り

閏
八
月
朔
日

月
代

夫
よ
り
御
上
様
忌
中
見
舞

杉
崎
与
兵
衛
は
し
か
見
舞

夫
よ
り
水
お
と
し

昼
よ
り
花
ま
き

ひ
え
か
り

二
日

昼
迄
か
ん
べ

夫
よ
り
寺
参
り

昼
よ
り
う
ら
と
い
か
け
懸
り

か
ぶ
ら
ま
ね
き
色
々

三
日

昼
迄
大
根
ま
ね
き
色
々

昼
よ
り
銀
六
前
に
が
な
ま
き

綿
取

四
日

雨
天
に
て
壱
日
内
に
て
子
懸
り
色
々
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廿
二
日

昼
迄
御
役
所
へ
桑
の
木
持
参

昼
よ
り
と
き
び
植

米
つ
き
色
々

廿
三
日

壱
日
い
し
田
植

廿
四
日

壱
日
川
行

壱
日
五
分
増

今
日
苗
取

廿
五
日

い
し
田
さ
く
ら
田
植

な
え
取

兵

た
け

廿
六
日

昼
迄
水
入

昼
よ
り
川
原
田
植

米
つ
き

壱
日
な
え
取
田
植

廿
七
日

昼
迄
さ
く
ら
田
植

昼
よ
り
な
え
取

ざ
る
田

川
原
田
小
作
植

廿
八
日

昼
迄
苗
代
し
ま
い

昼
よ
り
山
ノ
下
溝
田
植

山
ノ
神
田
植

廿
九
日

壱
日
雨
に
て
休

今
七
つ
時
新
五
郎
屋
敷
境
杭
打

嘉
蔵

お
も
ん

兵
三
郎

〆
三
人

立
会
申
候

今
日
の
あ
が
り

六
月
朔
日

昼
迄
と
き
ひ
川
田
植

昼
よ
り
麦
つ
き
山
ノ
下
か
ふ
す
き

改
二
日

昼
迄
八
斗
大
豆
き
う
り
か
き
□
□

昼
よ
り
山
ノ
下
草
取
か
ふ
す
き
色
々

三
日

昼
迄
い
し
田
た
の
草

昼
よ
り
雨
天
に
て
内
に
て
色
々

四
日

四
つ
時
迄
久
四
郎
方
に
て
寄
り
合

夫
よ
り
田
の
草

昼
よ
り
畑
し

五
日

壱
日
所
々
畑
し

茄
子
肥
入

其
の
外
色
々

六
日

四
つ
時
迄
田
の
草

夫
よ
り
雨
天
に
て
内
に
て
色
々

昼
よ
り
休

寺
に
て
御
神
酒
有

七
日

四
つ
時
迄
桑
の
木
の
事
に
つ
き
高
岡
行
き

夫
よ
り
昼
迄
田
の
草

昼
よ
り
籾
出
し

七
つ
過
よ
り
田
の
草

八
日

五
つ
過
迄
麦
つ
き

夫
よ
り
田
の
草

兵

壱
日

田
の
草

た
け

九
日

壱
日
さ
く
ら
の
田
の
草

兵

た
け

十
日

昼
迄
さ
く
ら
の
田
の
草

昼
よ
り
下
箕
田
へ
米
四
俵
た
し

昼
迄
麦
米
つ
き

昼
よ
り

た
の
草

た
け

十
一
日

壱
日
川
原
田
ざ
る
田
た
の
草

さ
く
ら
水
入

十
二
日

昼
迄
山
神
田
ほ
り

夫
よ
り
神
戸

夫

昼
よ
り
内
に
て
色
々

今
日
伊
左
衛
門
無
足
人
の
祝

御
よ
ば
れ

十
三
日

四
つ
時
迄
雨
に
て
休

夫
よ
り
山
ノ
下
草
取

昼
よ
り
泥
井

な
わ
し
ろ

十
四
日

昼
迄
い
も
さ
し

山
ノ
下
肥
入
く
ら
合

昼
よ
り
白
子
行

十
五
日

昼
迄
若
松
屋
へ
米
引
合

米
出
し

麦
つ
き

昼
よ
り
又
麦
つ
き

畑
し

十
六
日

麦
つ
き

米
つ
き

畑
し

十
七
日

壱
日
い
し
田
弐
ば
ん
ほ
り

十
八
日

昼
迄
川
行
き

昼
よ
り
犬
か
り

十
九
日

壱
日
川
行
き

十
宮
井

廿
日

昼
迄
さ
く
ら
田
の
草

昼
よ
り
川
行
き

廿
一
日

壱
日
さ
く
ら
の
田
の
草

昼
よ
り
川
行
き

廿
二
日

昼
迄
い
し
田
川
原
田
た
の
く
さ

昼
よ
り
川
行
き

廿
三
日

昼
迄
川
行
き

昼
よ
り
い
し
田
さ
ん
ど
め

廿
四
日

昼
迄
米
麦
つ
き

昼
よ
り
た
ね
あ
お
ち

田
の
草

廿
五
日

昼
迄
十
宮
井

昼
よ
り
大
河
井

廿
六
日

昼
迄
田
の
草

昼
よ
り
休
に
て

月
代
か
じ
や
丸
一

夫
よ
り
さ
く
ら
水
入

廿
七
日

昼
迄
泥
井

上
ノ
井

昼
よ
り
石
田
さ
ん
ど
め

御
上
様
暑
中
見
舞

丸
一
切
手
壱
升

廿
八
日

壱
日
さ
く
ら
の
さ
ん
ど
め

廿
九
日

昼
迄
川
行

昼
よ
り
さ
く
ら
の
さ
ん
ど
め

兵

た
け

晦
日

四
つ
時
迄
さ
く
ら
の
さ
ん
ど
め

夫
よ
り
川
原
田
同
断

昼
よ
り
川
行

七
月
朔
日

昼
迄
川
原
田
た
の
く
さ

昼
よ
り
川
行

二
日

昼
迄
ざ
る
田
さ
ん
ど
め
色
々

昼
よ
り
麦
つ
き

畑
下
肥
置
色
々

三
日

昼
迄
い
し
田
四
度
目

昼
よ
り
休
日
で
色
々

四
日

早
天
よ
り
津
行

伊
三
郎
死
去
に
つ
き

五
日

七
つ
時
迄
い
し
田
の
四
度
目

夫
よ
り
宮
に
て
御
神
酒
肴

六
日

壱
日
さ
く
ら
四
度
目

七
日

壱
日
内
に
て
色
々

八
日

壱
日
さ
く
ら
苗
代
四
度
目

水
入

九
日

昼
迄
ざ
る
田

川
原
田
四
度
目

昼
よ
り
年
番
寄
合

其
外
色
々

十
日

昼
迄
川
町
拂

丸
一
拂

福
井
御
礼
色
々

昼
よ
り
御
上
様
盆
料
持

又
川
町
行
□
印

拂

あ
ぶ
ら
や
拂

十
一
日

早
天
よ
り
四
日
市

ふ
さ
□
死
去
に
付

葬
送
に
行

十
二
日

御
上
様
へ
甚
三
郎
金
上
納

昼
迄
内
に
て
村
方

藤
九
郎

喜
左
衛
門

惣
兵
衛

幸
右
衛

門

す
き
ち
ん
渡
し

昼
よ
り
か
ま
や

も
め
ん
や

こ
ん
屋

中
村
や

拂
方

十
三
日

昼
迄
か
ど
そ
う
じ

さ
く
ら
ほ
け
田
草
取
い
ろ
い
ろ

昼
よ
り
丸
一

か
さ
や

大
坂
や
行

其
外
色
々
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十
一
日

月
代

泥
井

昼
よ
り
川
原
田
溝
田
溝
ぬ
き

今
日
昼
よ
り
休

ふ
み
津
よ
り
帰
り

十
二
日

昼
迄
川
原
田
溝
ぬ
き

昼
よ
り
む
し
土
出
し

藁
お
き

十
三
日

四
つ
時
ま
で
い
し
田
わ
ら
お
き
色
々

夫
よ
り
か
や
約
束

笠
や
使

ふ
じ

畚
か
い

昼
よ
り
同
人
紐
な
い

苗
代
く
れ
お
ろ
し

十
四
日

昼
迄
苗
代
拵
え

昼
よ
り
下
肥
置
色
々

今
日
昼
後
常
介
来
る

十
五
日

四
つ
時
迄
い
し
田
花
か
り

夫
よ
り
昼
ま
で
さ
く
ら
へ
堀
土
出
し

昼
よ
り
又
花
か
り

十
六
日

昼
ま
で
さ
く
ら
く
れ
お
ろ
し

昼
よ
り
七
つ
時
迄
林
昌
寺
三
部
経
読
経
に
て
か
か
り

夫
よ
り
又
さ
く
ら
く
れ
お
ろ
し

壱
日
ざ
る
田
花
か
り

た
け

十
七
日

四
つ
時
ま
で
さ
く
ら
く
れ
お
ろ
し

夫
よ
り
昼
ま
で
い
し
田
よ
り
花
荷

昼
時
た
ね
あ
げ

昼
よ
り
苗
代
拵
え

十
八
日

昼
迄
た
ね
蒔
お
ど
し
は
り

昼
よ
り
い
し
田
よ
り
さ
く
ら
へ
花
荷

ざ
る
田
よ
り
同
所
へ
花

に
な
い

十
九
日

苗
代
い
と
張

さ
く
ら
土
出
し

水
と
ふ
し

廿
日

五
つ
過
迄
小
年
番
に
つ
き
ふ
れ
ご
と

嘉
右
衛
門
様
へ
如
来
堂
奉
加
渡
し

兵
左
衛
門
様
下

粕
入
用
渡
し

夫
よ
り
昼
弐
畝
も
の
す
き
か
け
あ
わ
し

昼
よ
り
土
出
し

廿
一
日

昼
迄
さ
く
ら
の
と
ふ
す
い
こ
ね

昼
よ
り
山
ノ
下
大
豆
ま
き

兵

竹

廿
二
日

弐
畝
も
の
水
と
ふ
し

銀
六
前
土
置

下
肥
置
其
外
色
々

昼
よ
り
山
ノ
下

小
作
よ
り
土

取

廿
三
日

昼
迄
小
豆
蒔

み
ど
り
さ
さ
げ

ぶ
ん
と
ま
き

兵

た
け

昼
よ
り
い
し
田
よ
せ
上

午
さ
ん
ま
い
み
ぞ
さ
ら
へ

廿
四
日

昼
迄
い
し
田
よ
せ
大
豆
ま
き

た
つ
ぶ
ひ
ろ
い

昼
よ
り
障
子
張
色
々

廿
五
日

壱
日
よ
せ
あ
げ

大
豆
小
豆
あ
わ
ま
き

廿
六
日

昼
迄
月
代

米
つ
き

昼
よ
り
川
町
庄
兵
衛
行

夫
よ
り
か
じ
や
野
口
屋
行

夫
よ
り

土
出
し

廿
七
日

昼
迄
川
原
田
お
い
た
打

苗
代
水
入

十
宮
井

昼
よ
り
弐
畝
も
の
堀
土
入

廿
八
日

昼
迄
さ
く
ら
せ
き
と
直
し

川
原
田
溝
田
打

昼
よ
り
福
家
わ
ら
あ
げ

日
役
に
出
る

廿
九
日

七
つ
前
迄
い
し
田
よ
り
土
出
し

夫
よ
り
川
町
初
幟
に
て
よ
ば
れ

晦
日

壱
日
川
原
田
さ
ん
か
く
田
弐
畝
山
ノ
下
溝
田
下
肥
お
き

金
弐
分
石
灰
代

藤
右
衛
門
へ
相

渡
す

五
月
朔
日

壱
日
雨
天
に
て
ぞ
り
わ
ら
ん
じ
作

米
つ
き

今
夕
大
風

二
日

壱
日
雨
天
に
て
ぞ
り
す
げ
菜
種
荷
拵
色
々

昼
よ
り
か
ま
や
か
じ
や

夫
よ
り
御
役
所
へ
桑

の
木
持

夫
よ
り
八
斗
大
豆
き
う
り
こ
ふ
ら
い
植

三
日

五
つ
過
迄
月
代
色
々

夫
よ
り
津
行

四
日

七
つ
半
時
津
よ
り
帰
り

五
日

昼
迄
林
崎
御
礼

川
庄
来
り
咄
合
色
々

昼
よ
り
川
原
田
溝
田
く
だ
き

山
ノ
下
溝
田
下
肥

置
色
々

六
日

昼
迄
さ
く
ら
と
ふ
す
い
ふ
り

み
ぞ
肥
お
き

兵

た
け

昼
よ
り
た
じ
ま
た
ね
か
り

山
ノ
下
麦
か
り

昼
時
川
町
伯
母
三
年
忌
よ
ば
れ

七
日

四
つ
時
迄
い
し
田
よ
り
か
べ
土
弐
車
取
寄

夫
よ
り
神
戸
寺
ま
い
り

八
つ
時
帰
り

夫
よ
り
下
箕
田
よ
り
石
灰
六
俵
取
寄

八
日

昼
迄
か
べ
こ
ね
か
べ
ぬ
り

昼
よ
り
中
箕
田
よ
り
石
灰
六
俵
あ
げ

夫
よ
り
山
ノ
下
よ
り

麦
あ
げ

さ
く
ら
水
戸
と
め

九
日

米
つ
き

い
し
田
あ
ぜ
き
り

昼
よ
り
中
箕
田
よ
り
石
灰
六
俵
あ
げ

夫
よ
り
麦
た
た
き

こ
う
ら
い
き
う
り
八
斗
大
豆
肥
入

十
日

昼
迄
い
し
田
た
ね
か
り

兵

た
け

昼
よ
り
溝
ぬ
き

同
弐
人

十
一
日

壱
日
溝
ぬ
き

嘉
吉

兵
三
郎

た
ね
か
り
た
ば
ね

た
け

十
二
日

壱
日
た
ね
か
り

麦
か
り

ふ
り
肥

ざ
る
田
あ
せ
き
り
色
々

十
三
日

昼
迄
い
し
田
た
ね
か
り

石
灰
ふ
り

昼
よ
り
ふ
り
肥
た
し
ま
け
ら
切

苗
代
お
と
し
あ
げ

兵

昼
ま
で
た
ね
か
り

昼
よ
り
綿
繰

た
け

十
四
日

五
つ
時
迄
苗
代
下
肥
置

夫
よ
り
笠
や
棒
替
綿
蒔

そ
ら
大
豆
か
り

昼
よ
り
ご
ま
下
地

麦
た
た
き
色
々

兵

た
け

十
五
日

朝
の
内
ご
ま
ま
き

夫
よ
り
菜
種
も
み

十
六
日

昼
迄
川
原
田
麦
か
り

土
ふ
り
肥
ふ
り
色
々

昼
よ
り
い
し
田
た
ね
あ
げ

肥
ふ
り
色
々

十
七
日

四
つ
前
迄
目
薬
麦
か
い
色
々

夫
よ
り
夕
方
ま
で
種
も
み

十
八
日

昼
迄
い
し
田
こ
く
れ
か
や
し

昼
よ
り
麦
た
た
き

米
つ
き

十
九
日

昼
迄
い
し
田
か
り

昼
よ
り
同
所
こ
く
れ
か
や
し

麦
荷
色
々

兵

昼
迄
麦
か
り

昼
よ
り
な
す
植

小
麦
か
り
色
々

た
け

廿
日

昼
迄
い
し
田
く
れ
か
え
し

昼
よ
り
川
原
田
く
れ
か
え
し

肥
ふ
り
其
外
色
々

廿
一
日

昼
迄
い
し
田
水
入

昼
よ
り
ふ
り
肥
其
外
色
々
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廿
三
日

昼
迄
割
木
し

昼
よ
り
山
ノ
下
お
ど
し
直
し

田
し
ま

ま
さ
き

石
田
下
肥
置
し
ん
打

今
日
暮
帰
り
母

廿
四
日

な
わ
り
肥
入

夫
よ
り
い
し
田
肥
入

廿
五
日

い
し
田
肥
入

志
ん
な
ら
し

西
口
吉
乗
坊
死
去
に
つ
き
懸
り

寺
参
り
色
々

今
日

つ
行
母

廿
六
日

五
つ
過
迄
西
口
の
あ
さ
ま
い
り

夫
よ
り
い
し
田
肥
入

八
つ
時
よ
り
雨
天
寺
参
り

廿
七
日

昼
迄
い
し
田
中
上

し
ん
な
ら
し

昼
よ
り
麦
肥
入

廿
八
日

壱
日
い
し
田
肥
入

寺
参
り

晦
日

昼
迄
い
し
田
肥
入

昼
よ
り
下
肥
置

寺
参
り
色
々

三
月
朔
日

壱
日
い
し
田
肥
入
耕
作

二
日

昼
迄
米
つ
き

茄
子

と
き
び

き
う
り

な
ん
き
ん
大
豆
ま
き

昼
よ
り
か
す
入

米
つ
き

今
昼
時
杉
崎
よ
ば
れ

三
日

昼
迄
な
つ
大
根
ま
き
色
々

昼
よ
り
御
上
様
へ
御
礼

福
家
し
ふ
き
色
々

四
日

き
の
大
病
に
つ
き
津
行

五
日

昼
迄
下
肥
置

昼
よ
り
同
断
耕
作

六
日

壱
日
い
し
田
む
し
土
だ
し

兵
助
よ
ば
れ

七
日

壱
日
同
所
む
し
土
だ
し

今
日
八
つ
半
時
常
助
津
よ
り
帰
る

八
日

壱
日
む
し
土
出
し

九
日

昼
迄
い
し
田
下
肥
置

昼
よ
り
同
所
中
上

夜
四
つ
過
に
男
子
出
生

十
日

八
つ
過
迄
内
に
て
色
々

夫
よ
り
同
所
中
上

十
一
日

壱
日
同
所
中
上

十
二
日

四
つ
時
福
井
に
て
せ
ん
薬
五
服

丸
薬
壱
服
取
寄

福
谷
悔
み

か
さ
や
買
物
色
々

夫
よ
り
畑
打

十
三
日

昼
迄
い
し
田
は
ら
た
た
き

昼
時
照
栄
寺
よ
ば
れ
夕
方
ま
で

十
四
日

朝
の
内
月
代
買
物
色
々

粂
之
丞
名
附
に
つ
き
内
に
て
色
々

七
つ
時
よ
り
い
し
田
行

十
五
日

い
し
田
水
入

ぬ
か
出
し

な
わ
り
畑
し

其
外
色
々

十
六
日

八
つ
過
迄
わ
ら
ん
じ
ぞ
り
つ
く
り

夫
よ
り
つ
ぼ
水
入

七
つ
過
よ
り
四
日
市
行

泊
り

十
七
日

早
天
よ
り
四
日
市
よ
り
羽
津
行

昼
前
に
内
へ
帰
り
夫
よ
り
又
津
行

今
夕
津
泊
り

十
八
日

四
つ
時
よ
り
一
身
田
へ
廻
り
夕
方
ニ
帰
り

十
九
日

壱
日
す
ど
り

廿
日

御
役
所
行

下
通
り

四
日
市
行

宇
佐
美
金
之
儀
に
つ
き

廿
一
日

昼
迄
御
役
所
行

谷
松
屋
行

米
つ
き

昼
よ
り
粕
の
儀
に
つ
き
下
箕
田
行

廿
二
日

壱
日
堀
内
行

四
日
市
行

宇
佐
美
金
之
儀
に
つ
き

廿
三
日

昼
迄
若
松
屋
よ
り
下
粕
壱
駄
あ
げ

其
外
色
々

昼
よ
り
川
原
田
中
上

廿
四
日

昼
迄
長
太
神
主
行

宇
佐
美
金
之
儀
聞
合

夫
よ
り
畑
し

昼
よ
り
い
し
田
お
ど
し
上
げ

中
上

廿
五
日

今
日
雨
天
に
つ
き
朝
の
内
米
つ
き

夫
よ
り
江
戸
行
之
儀
咄
合

又
米
つ
き
其
外
色
々

廿
六
日

昼
迄
わ
ら
ん
じ
つ
く
り

た
祢
そ
ろ
え

昼
よ
り
た
祢
い
れ

か
す
く
だ
き

日
待
行

今
日
津
行
き

母

廿
七
日

七
つ
過
迄
四
日
市
行

夫
よ
り
畑
し

七
つ
半
津
よ
り
帰
り
母

廿
八
日

壱
日
い
し
田
切
上

昼
よ
り
嘉
吉
や
と
い

同
所
切
上

廿
九
日

昼
迄
さ
く
ら
わ
ら
く
ば
り
わ
ら
切

あ
ぜ
ま
わ
し

昼
よ
り
い
し
田
切
上

晦
日

昼
迄
い
し
田
切
上

兵

嘉
吉

昼
よ
り
雨
天
に
つ
き
内
に
て
色
々

兵
印

今
日
津
行
母

四
月
朔
日

昼
迄
神
戸
丸
一
や
さ
さ
や
行

杉
崎
さ
ん
ぐ
留
守
見
舞

米
つ
き

昼
よ
り
畑
お
ど
し
あ
げ

寺
参
り

七
つ
時
よ
り
砂
取

二
日

昼
迄
た
し
ま
畑
し

下
肥
置

昼
よ
り
銀
六
前
畑
し

川
原
田
し
ん
な
ら
し
お
と
し
あ
げ

色
々

三
日

昼
迄
む
し
土
出
し

牛
蒡
下
土
取
寄

昼
よ
り
さ
く
ら
わ
ら
ふ
り

ざ
る
田
壱
畝
切
上

四
日

昼
迄
川
原
田
切
上

昼
よ
り
い
し
田
同
断

今
日
山
本
明
神
き
と
う

五
日

四
つ
時
迄
久
四
郎
江
戸
行
に
つ
き
送
り

夫
よ
り
昼
迄
川
原
田
切
上

昼
よ
り
い
し
田

切
上
今
夕
常
介
と
ま
り

六
日

早
朝
よ
り
き
の
死
去
に
つ
き
津
行

日
暮
前
に
帰
り

七
日

昼
迄
土
出
し
入

牛
蒡
下
地

昼
よ
り
い
し
田
切
上

今
夕
常
介
と
ま
り

八
日

昼
迄
内
に
て
色
々

昼
よ
り
堀
土
あ
げ

御
坊
龍
光
寺
参
り

九
日

壱
日
む
し
土
出
し

埋
土
取
寄

牛
蒡
ま
き
色
々

十
日

今
日
雨
天
に
つ
き
七
つ
時
迄
米
つ
き

夫
よ
り
子
ぞ
り
す
げ

寺
に
て
粕
之
儀
咄
合
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二
日

昼
迄
御
役
所
へ
御
礼
色
々

昼
よ
り
村
方
御
礼

木
田
行

三
日

七
つ
時
迄
わ
ら
す
ぐ
り
色
々

夫
よ
り
い
も
か
い

四
日

昼
迄
あ
み
そ
な
い

夫
よ
り
川
庄
行

た
わ
ら
あ
み
色
々

五
日

い
し
田
下
肥
置

た
わ
ら
あ
み

お
と
し
は
り
色
々

今
夕
ま
い
り
勤
候

六
日

四
つ
時
迄
月
代

夫
よ
り
い
し
田
あ
ら
く
だ
き

昼
よ
り
菜
植

七
日

壱
日
子
掛
り

障
子
張
り
色
々

八
日

五
つ
過
迄
米
六
俵
庄
助
へ
預
け
置

夫
よ
り
た
わ
ら
あ
み

志
し
み

九
日

昼
迄
米
つ
き
昼
よ
り
い
し
田
下
肥
置

十
日

昼
前
ま
で
た
わ
ら
あ
み

わ
ら
あ
げ

夫
よ
り
休

今
日
常
助
来
ル

十
一
日

壱
日
た
わ
ら
あ
み

縄
な
い

十
二
日

七
つ
時
迄
双
紙
と
ち

た
わ
ら
あ
み
色
々

夫
よ
り
高
岡
行

帰
り
に
笠
や
へ
立
寄

十
三
日

四
つ
過
迄
中
箕
田
行

夫
よ
り
八
つ
時
迄
た
わ
ら
あ
み

夫
よ
り
夕
方
ま
で
初
参
会

十
四
日

壱
日
わ
ら
す
ぐ
り

あ
み
そ
な
い

た
わ
ら
あ
み
色
々

十
五
日

た
わ
ら
あ
み

平
蔵
御
大
会
参
り

其
外
色
々

十
六
日

今
日
休
み
に
つ
き
紙
つ
ぎ
色
々

昼
過
よ
り
舞
録
集
め

花
き
り

庄
兵
衛
宿

十
七
日

橋
二
郎
手
習
入
り

昼
迄
わ
ら
す
ぐ
り
障
子
張
り

昼
よ
り
紺
屋

夫
よ
り
縄
な
い
其

外
色
々

十
八
日

昼
迄
笠
や
に
て
小
ぜ
ん
小
わ
ん
取
寄

か
わ
あ
み

昼
よ
り
縄
な
い
色
々

十
九
日

四
つ
時
迄
畑
下
肥
置

夫
よ
り
四
日
一
年
頭

二
十
日

七
つ
時
迄
内
に
て
色
々

夫
よ
り
喜
兵
衛
ぶ
ん
さ
ん

廿
一
日

昼
迄
わ
ら
あ
げ
下
肥
置

こ
ん
や

夫

昼
よ
り
わ
ら
す
ぐ
り

清
書
か
け
色
々

廿
二
日

八
つ
時
迄
畚
す
げ

夫
よ
り
た
わ
ら
め
ぬ
き

七
つ
時
よ
り
南
条
迄
状
持

廿
三
日

四
つ
時
迄
お
ど
し
は
り
色
々

夫
よ
り
あ
ら
く
だ
き

菜
植

廿
四
日

昼
迄
下
肥
置

わ
ら
あ
げ

昼
よ
り
菜
植

廿
五
日

壱
日
庄
助
御
大
会
に
付
き
懸
り

昼
飯
夕
飯
翌
朝
飯
よ
ば
れ

兵
印

昼
は
□

廿
六
日

縄
な
い

た
わ
ら
の
め
ぬ
き
色
々

廿
七
日

米
つ
き

縄
な
い

一
身
田
よ
り
津
行

母

廿
八
日

昼
迄
障
子
張
色
々

昼
よ
り
石
田
あ
ら
く
だ
き

廿
九
日

壱
日
地
拵

菜
植
い
ろ
い
ろ

晦
日

七
つ
時
迄
菜
植

夫
よ
り
雨
天
に
つ
き
内
に
て
色
々

二
月
朔
日

昼
よ
り
南
浦
畑
菜
植

昼
よ
り
ざ
る
田
壱
畝
菜
植

た
し
ま
打

二
日

昼
迄
た
し
ま
打

菜
植
色
々

昼
よ
り
八
つ
過
迄
石
田
お
と
し
は
り

夫
よ
り
三
日
一
行

三
日

月
代

り
ん
と
う
み
が
き

庄
兵
衛
御
大
会
よ
ば
れ

神
戸
買
物
色
々

四
日

壱
日
割
木
し

長
家
し
ぶ
き
し

弥
兵
衛
御
大
会
呼
し

神
戸
か
い
も
の

五
日

壱
日
一
周
忌
に
つ
き
内
に
て
色
々

昼
前
常
助
来
ル

六
日

七
つ
時
迄
内
に
て
色
々

紺
屋

夫
よ
り
い
し
田
下
肥
置

七
日

八
つ
時
迄
同
所
下
肥
お
き

夫
よ
り
志
ん
打

八
日

い
し
田
川
原
田
な
わ
り
下
肥
置

夫
よ
り
畑
し

九
日

昼
迄
い
し
田
藁
あ
げ

昼
よ
り
田
し
ま
お
ど
し
は
り

稲
生
明
神
御
越
に
つ
き
懸
り

庄
兵

衛
宿

十
日

昼
迄
お
ど
し
は
り
色
々

昼
よ
り
い
し
田
志
ん
打

今
夕
平
六
祝
言
よ
ば
れ

十
一
日

壱
日
い
し
田
耕
作

十
二
日

四
つ
時
迄
谷
松
屋
へ
粕
の
引
合

金
壱
両
弐
分
相
渡
す

夫
よ
り
夕
方
ま
で
粕
四
駄
あ
げ
ル

十
三
日

壱
日
忠
蔵
普
請
之
手
伝

石
つ
き

郡
山
ノ
明
神
御
越

十
四
日

昼
迄
い
し
田
の
耕
作

昼
飯
喜
左
衛
門
御
大
会
よ
ば
れ

な
わ
り
畑
打

十
五
日

昼
迄
か
す
わ
り
色
々

昼
よ
り
し
ゃ
か
参
り

十
六
日

昼
迄
白
子
〆
粕
取
寄

昼
よ
り
い
し
田
耕
作

今
夕

油
屋
よ
ば
れ

十
七
日

四
つ
時
迄
中
箕
田
行

不
都
合
に
て
素
戻
り

夫
よ
り
川
原
田
耕
作

七
つ
過
よ
り
忠
蔵
よ
ば
れ

十
八
日

壱
日
川
原
田
の
耕
作

十
九
日

壱
日
中
箕
田
よ
り
粕
四
駄
あ
げ

廿
日

四
つ
時
迄
中
箕
田
よ
り
粕
壱
駄
あ
げ

夫
よ
り
川
原
田

麦
肥
入

七
つ
前
よ
り
池
さ
ら
へ

廿
一
日

さ
く
ら
藁
あ
げ

川
原
田
壱
畝
肥
入

山
ノ
下
肥
入

七
つ
時
よ
り
米
つ
き

昼
よ
り
雨
ふ
り

廿
二
日

七
つ
時
迄
〆
粕
つ
き

夫
よ
り
山
ノ
下
肥
入

い
し
田

し
ん
打

今
日
津
行

母
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四

そ
の
他
雑
録

暦
年
事
項
は
お
お
よ
そ
右
の
と
お
り
で
、
以
下
、
そ
の
他
に
つ
い
て
触
れ
る
。

兵
三
郎
の
行
き
つ
け
の
店
に
は
も
め
ん
を
笠
屋
、一
丁
五
十
八
文
の
鎌
を
か
ま
屋
、木
田
村
の
鍛
冶
屋
、

御
香
を
中
村
屋
、
ま
っ
こ
う
を
し
ま
屋
、
た
ら
い
直
し
を
お
け
屋
、
お
ぼ
ろ
を
塩
浜
屋
、
と
う
ふ
色
々
を

ひ
も
の
屋
、
下
粕
を
善
松
屋
、
油
を
宇
兵
衛
宅
、
油
と
割
木
を
庄
兵
衛
宅
、
日
用
雑
貨
を
清
内
宅
で
求
め

て
い
た
。
そ
の
ほ
か
神
戸
の
紺
屋
、
吉
田
屋
、
山
口
屋
、
玉
垣
屋
、
大
坂
屋
、
お
な
か
屋
、
鈴
木
屋
、
笹

屋
、
田
中
屋
、
も
め
ん
屋
、
わ
ん
や
等
に
通
っ
て
い
た
。

買
っ
た
品
物
は
、
よ
ぼ
し
、
長
も
ち
、
す
み
、
ろ
う
そ
く
、
半
紙
、
と
く
の
山
、
し
ゃ
く
し
、
杉
下
駄
、

な
わ
な
い
か
ご
、
こ
う
り
さ
と
、
と
う
し
、
し
ろ
玉
、
そ
ろ
ば
ん
な
ど
多
様
で
あ
る
。

医
者
は
「
辻
村
」
と
「
鍛
冶
町
の
福
井
」
が
記
事
に
あ
り
、
「
せ
ん
薬
」
「
が
ん
薬
」
「
セ
メ
ン
シ
ナ
」

を
調
合
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
薬
礼
は
毎
回
金
二
朱
ほ
ど
で
あ
る
が
、
夏
と
冬
に
は
「
金
百
疋
御
礼
」
を

持
っ
て
い
く
。
と
り
あ
え
ず
の
場
合
は
「
大
和
の
薬
屋
」
、
長
太
の
「
く
す
り
屋
」
の
置
き
薬
、
あ
る
い

は
「
金
命
丹
」
に
頼
る
。

お
産
に
つ
い
て
は
神
戸
に
「
お
き
く
」
と
い
う
取
り
上
げ
婆
さ
ん
の
一
統
が
あ
っ
た
由
で
あ
る
が
、
村

中
の
こ
と
は
記
録
に
な
い
。
三
月
九
日
「
夜
四
ツ
す
ぎ
に
男
子
出
生
」
、
同
十
四
日
「
粂
之
丞
名
付
」
と

あ
る
の
み
で
あ
る
。

兵
三
郎
家
の
橋
治
郎
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
正
月
十
七
日
よ
り
「
手
習
入
」
と
あ
り
、
寺
子
屋

通
い
を
始
め
る
。
親
戚
筋
か
ら
そ
の
お
祝
い
に
銀
二
匁
、
半
紙
、
か
ぶ
ら
筆
な
ど
が
到
来
す
る
。
師
匠
は

藤
堂
藩
須
賀
村
庄
屋
の
「
杉
﨑
氏
」
で
、
本
論
後
編
で
み
る
よ
う
に
、
金
銭
出
入
覚
に
は
「
金
壱
朱

杉

崎
へ
手
習
御
礼
」
と
の
記
載
が
あ
る
。

近
所
付
き
合
い
は
「
年
頭
」
と
い
う
年
始
詣
で
に
始
ま
る
。

家
普
請
に
は
「
石
つ
き

石
つ
み
」
を
手
伝
う
。
「
同
行
の
小
年
番
」
は
同
行
中
に
「
ふ
れ
ご
と
」
を

し
て
歩
く
。
庄
屋
方
で
の
「
寄
合
ひ
」
が
七
月
と
十
一
月
の
定
例
の
も
の
を
含
め
て
年
に
数
回
あ
る
。
寺

で
の
「
年
番
よ
り
あ
ひ
」
が
二
、
三
回
。
「
宮
参
り
の
は
な
し
合
」
が
一
回
。
「
や
し
き
地
境
の
杭
打
」

に
は
当
事
者
と
と
も
に
村
役
一
人
が
「
立
会
」
う
。
「
六
月
十
二
日

今
日
伊
左
衛
門
無
足
人
之
祝
御
よ

ば
れ
」
と
、
日
頃
の
つ
き
あ
い
か
ら
招
待
に
あ
ず
か
る
こ
と
も
あ
る
。
無
足
人
へ
の
登
用
は
、
藤
堂
藩
で

は
農
家
な
が
ら
も
武
家
の
扱
い
を
う
け
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
う
え
な
い
名
誉
で
あ
る
。
四
月
五
日
、
庄

屋
久
四
郎
の
江
戸
表
旅
立
に
あ
た
っ
て
は
「
送
り
」
を
し
た
。
一
方
、
「
江
戸
帰
り
」
の
際
に
は
「
よ
ろ

こ
び
」
を
持
っ
て
い
く
。
祭
の
当
番
に
な
る
と
「
同
行
」
衆
皆
で
勤
め
る
。
法
事
に
は
「
懸
り
」
き
る
。

急
場
の
米
の
貸
し
借
り
、
少
額
の
銀
銭
の
「
時
貸
し
」
は
か
な
り
の
回
数
に
な
る
。
母
ふ
み
が
病
に
臥

せ
た
際
の
病
気
見
舞
い
に
は
「
金
百
疋
」
の
大
口
か
ら
「
白
さ
と
う
百
二
十
匁
」
「
白
ら
玉
」
「
と
み
か

ん
」
「
練
羊
か
ん
」
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
品
が
到
来
し
た
。
ち
な
み
に
明
治
三
年
九
月
七
日
と
十
八
日
の
二

度
に
わ
た
る
暴
風
雨
洪
水
の
犠
牲
者
に
は
、
時
の
明
治
政
府
か
ら
香
花
料
と
し
て
「
金
百
疋
」
が
下
賜
さ

れ
た
。
藤
堂
藩
の
庄
屋
が
伊
勢
ま
い
り
に
出
る
と
「
杉
﨑
さ
ん
ぐ

る
す
見
舞
」
を
す
る
。

葬
儀
、
法
事
の
付
き
合
い
は
丁
寧
に
進
め
る
。
村
人
は
全
戸
高
田
宗
門
徒
と
し
て
法
恩
謝
徳
の
心
と
先

祖
供
養
の
お
も
い
で
、
つ
ね
に
一
身
田
の
専
修
寺
、
神
戸
の
別
院
（
別
名

神
戸
掛
所
）
、
三
日
市
の
良

珠
院
、
村
の
林
昌
寺
の
四
ヶ
寺
と
深
く
結
縁
し
て
い
る
。

身
内
の
者
が
亡
く
な
る
と
即
日
親
戚
筋
か
ら
の
「
金
百
疋
」
を
「
申
し
受
け
」
る
。
隣
家
の
多
右
衛
門

か
ら
は
「
金
一
匁
」
を
持
っ
て
お
悔
み
が
来
る
。
翌
日
「
葬
送
」
と
ま
い
り
が
あ
り
、
香
典
が
入
る
。
十

月
二
十
三
日
、
兵
三
郎
の
母
逝
去
の
際
に
は
金
三
分
三
朱
、
銀
三
十
八
匁
、
銭
一
貫
六
百
文
の
香
典
が
集

ま
っ
た
。
三
日
目
朝
「
は
い
そ
う
」
墓
ま
い
り
の
あ
と
、
「
金
百
疋
」
を
持
参
の
う
え
「
三
日
市
ま
い
り
」

に
向
か
う
。
四
日
目
に
は
「
壱
日
早
天
よ
り
一
身
田
ま
い
り
」
、
五
日
目
お
隣
で
借
り
た
「
膳
椀
か
へ
し
」
、

そ
し
て
「
七
日
の
あ
た
り
」
と
し
て
「
初
七
日
」
を
勤
め
、
お
経
料
一
朱
を
、
翌
朝
の
「
寺
ま
い
り
」
に

は
二
朱
を
上
納
す
る
。
つ
い
で
「
六
七
日
」
「
四
十
九
日
」
と
ね
ん
ご
ろ
に
供
養
を
続
け
る
。
「
一
周
忌
」

に
は
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」
が
四
匁
集
ま
っ
た
。
忌
中
見
舞
い
に
は
米
屋
の
新
六
が
二
朱
差
し
出
し
た
。
面
倒

で
は
あ
る
が
「
ま
い
り
勤
め
」
は
つ
き
あ
い
上
、
お
ろ
そ
か
に
で
き
な
い
場
で
あ
る
。

他
家
の
「
御
大
会
」
で
は
昼
に
「
よ
ば
れ
」
が
あ
る
が
、
つ
き
あ
い
の
濃
淡
次
第
で
「
昼
飯

夕
飯

翌

朝
朝
飯
よ
ば
れ
」
と
も
な
る
。
そ
の
次
の
日
は
「
朝
ま
い
り
」
に
向
か
う
。
親
戚
に
不
幸
が
あ
れ
ば
神
戸

は
も
ち
ろ
ん
、
四
日
市
、
津
ま
で
泊
ま
り
込
み
で
出
向
く
。
津
へ
は
「
香
典
金
百
疋
」
を
持
参
し
た
。
神

戸
で
は
三
年
忌
の
「
よ
ば
れ
」
が
あ
っ
た
。

寺
ま
い
り
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
木
田
、
箕
田
か
ら
別
院
、
龍
光
寺
、
一
身
田
と
実
に
こ
ま
め
に
足

を
運
ん
で
い
る
。
そ
の
折
の
ひ
ね
り
は
一
匁
な
い
し
二
匁
で
あ
る
。
報
恩
講
に
は
連
日
通
う
。
「
如
来
堂

奉
加
」
に
は
一
匁
五
分
で
応
じ
た
。
寺
は
ま
た
百
姓
の
「
よ
り
あ
ひ
」
「
咄
し
合
ひ
」
の
場
と
も
な
り
、

「
粕
」
の
事
で
も
集
ま
り
が
あ
っ
た
。

身
だ
し
な
み
と
し
て
の
散
髪
「
月
代
」
は
一
ヶ
月
に
一
回
程
度
で
あ
る
。

以
上
を
要
す
る
に
、
文
久
の
頃
の
話
で
あ
る
が
、
つ
い
こ
の
間
ま
で
の
村
の
暮
ら
し
と
さ
ほ
ど
変
わ
り

の
な
い
営
み
が
須
賀
村
に
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

五

日
記
釈
文

正
月
朔
日

壱
日
内
に
て
色
々

今
日
雪
ふ
り
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の脇
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脇
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藪
ぞ
え
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五位田西野木西くるわい
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里中
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西浦

兵三郎の一年（上）―文久二年、須賀村百姓の農作業― 191（8）



図
②
「
河
曲
郡
須
賀
村
絵
図
」

藤
堂
・
有
馬
相
給
の
時
期

杉
崎
正
美
氏
蔵
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図
①
「
慶
安
三
年

須
加
村
ノ
絵
図
」
藤
堂
・
保
田
相
給
の
時
期

杉
崎
正
美
氏
蔵

兵三郎の一年（上）―文久二年、須賀村百姓の農作業― 193（6）



ん
じ
か
り
」
に
か
か
る
。
一
年
で
一
番
忙
し
い
時
期
ゆ
え
「
は
ん
の
木
下
か
り
」
や
「
そ
ば
中
の
小
麦
播

き
」
は
露
を
お
し
て
「
朝
の
内
」
に
済
ま
せ
る
。
あ
い
に
く
雨
が
降
れ
ば
骨
休
め
を
兼
ね
て
「
一
日
雨
天

に
つ
き
糯
米
す
り
色
々
」
で
も
構
わ
な
い
。
「
米
入
米
つ
き
」
も
一
連
の
作
業
で
あ
る
が
、
刈
り
、
束
ね
、

籾
あ
げ
の
順
が
通
例
で
あ
る
。

「
か
り
於
さ
免
」
は
九
月
二
十
三
日
。
二
日
か
ら
二
十
日
間
の
長
丁
場
で
あ
っ
た
。
途
中
そ
の
た
め
人

を
雇
っ
た
が
「
金
銀
出
入
覚
」
に
よ
れ
ば
、
「
か
り
ち
ん

一
反
四
百
五
十
文
」
と
い
う
。

次
は
い
ね
こ
き
に
な
り
五
日
間
続
く
。
「
小
麦
播
き
」
を
挟
み
な
が
ら
、
ま
た
二
十
五
日
に
は
「
壱
日

う
す
す
り

米
壱
俵
笹
屋
伝
七
へ
売
払

十
二
匁
八
分
」
と
商
売
し
な
が
ら
、
「
古
き
於
さ
免
」
は
九
月

二
十
八
日
に
な
っ
た
。

十
月
。
「
わ
ら
か
こ
い
し
」
「
茄
子
木
引
」
の
畑
仕
事
と
田
の
「
わ
ら
く
だ
き
」
「
種
粕
」
入
れ
を
や

り
「
麦
播
」
に
か
か
る
。
「
九
日

四
ツ
時
迄
内
に
て
色
々

夫
よ
り
昼
迄
そ
ば
か
り

昼
よ
り
石
田
つ

る
の
お
と
し
は
り

茄
子
畑
打
」
。
鶴
を
め
ぐ
っ
て
は
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）
以
来
、
須
賀
村
の
資
料

に
何
度
も
登
場
す
る
が
、
も
う
す
ぐ
明
治
に
な
ろ
う
と
す
る
こ
の
頃
に
も
鶴
は
舞
っ
て
い
た
。

十
一
日
、
「
な
わ
り
の
綿
木
引
」
を
済
ま
せ
、
畑
に
麦
を
播
く
。
そ
し
て
又
、
米
に
戻
る
。
「
十
七
日

昼
迄
車
屋
へ
米
持
」
、
「
十
九
日

車
屋
へ
米
取
」
。
す
な
わ
ち
水
車
小
屋
が
村
人
に
利
便
を
供
し
始
め

る
の
は
こ
の
時
期
で
あ
っ
た
。

村
方
の
楽
し
み
に
角
力
興
行
が
あ
る
。
場
所
は
神
社
拝
殿
北
の
広
場
で
、
こ
の
年
は
十
月
十
四
日
か
ら

行
わ
れ
た
。
兵
三
郎
は
藤
堂
方
村
役
と
と
も
に
「
角
力
か
き
し
」
と
、
垣
を
つ
く
っ
て
下
拵
え
を
し
た
。

興
行
は
雨
で
途
中
二
日
流
れ
た
が
、
二
十
三
日
ま
で
行
わ
れ
、
「
十
六
日

角
力

大
入
り
」
「
十
八
日

角
力
見
色
々
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

十
一
月
。
「
朔
日

今
日
ハ
あ
き
あ
が
り

神
戸
村
方
ひ
の
え
の
払
色
々
」
と
借
り
を
済
ま
せ
て
、
二

日
か
ら
六
日
ま
で
親
戚
の
手
伝
い
と
雇
い
入
れ
の
者
で
「
う
す
す
り
」
に
か
か
り
き
る
。
七
日
の
「
し
う

な
す
り
」
で
一
段
落
と
な
る
。

こ
の
秋
、
収
穫
は
「
三
十
六
俵
一
斗
」
で
あ
っ
た
。
所
有
反
別
八
反
八
畝
、
宛
作
三
段
ゆ
え
、
反
当
収

量
は
六
俵
と
少
し
で
あ
る
。
余
裕
が
あ
っ
た
の
か
、
兵
三
郎
は
こ
の
う
ち
か
ら
四
俵
を
清
兵
衛
に
売
り
渡

し
た
。
「
米
取
入
之
覚
」
に
そ
の
仔
細
が
記
さ
れ
て
い
て
い
る
。

稲
は
取
り
込
ん
で
し
ま
え
ば
慌
て
る
に
は
及
ば
な
い
。
雨
の
日
は
「
壱
日
雨
ニ
テ
休

や
と
い
手
伝
い

な
し
」
と
あ
っ
て
、
日
待
ち
、
雨
の
祝
い
は
文
字
通
り
の
も
の
と
な
る
。

こ
れ
で
一
年
の
農
作
業
の
峠
は
越
し
て
い
る
が
、
中
旬
、
下
旬
と
仕
事
ぶ
り
は
相
変
わ
ら
ず
で
、
「
大

根
ひ
き
」
を
し
て
た
く
あ
ん
用
の
「
大
根
い
け
」
を
行
い
、
「
わ
ら
す
ぐ
り
」
「
米
出
し
」
を
す
る
か
た

わ
ら
「
ひ
は
つ
り
」
「
り
ん
と
う
み
が
き
」
お
よ
び
米
俵
の
「
か
わ
あ
み
」
を
い
れ
る
。
下
旬
に
な
る
と

「
小
麦
ま
き
」
「
わ
ら
あ
げ
」
「
わ
ら
く
だ
き
」
「
な
う
え
」
と
、
す
で
に
一
月
で
見
た
記
事
と
重
な
る

作
業
が
で
て
く
る
。

十
五
日
、
御
役
所
へ
出
向
い
た
後
「
帳
調
べ
」
を
や
っ
た
。
庄
屋
久
四
郎
の
右
腕
と
し
て
、
兵
三
郎
は

年
貢
の
処
理
に
は
十
分
に
意
を
注
ぐ
。
そ
し
て
晦
日
に
「
願
書
認
め
」
に
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
閑
院
宮
御

役
所
宛
の
よ
う
で
、
「
小
林
で
菓
子
五
匁
分
買
い
」
求
め
た
う
え
、
一
緒
に
し
て
四
日
市
ま
で
「
飛
脚
賃

四
匁
」
で
送
り
届
け
た
。
こ
の
夜
、
神
戸
城
に
薩
摩
の
姫
君
が
お
泊
り
に
な
っ
た
と
の
由
。

十
二
月
。
終
日
「
わ
ら
う
ち
」
「
な
わ
な
ひ
」
の
日
が
多
く
な
る
。
「
菜
種
植
」
が
入
る
も
の
の
「
神

戸
新
町
わ
ん
や
」
「
紺
屋
」
「
鈴
木
屋
」
と
の
「
咄
し
合
」
、
あ
る
い
は
大
川
井
の
「
役
方
よ
り
使
い
来

り
井
頭
つ
き
合
」
な
ど
一
年
の
締
め
く
く
り
の
催
し
の
多
い
月
で
あ
る
。
中
旬
に
は
神
戸
、
村
方
の
勘
定

に
出
向
く
。
十
日
に
村
方
へ
の
払
い
を
済
ま
せ
、
十
三
日
に
八
百
屋
の
払
い
や
「
飛
脚
賃
払
」
「
す
き
賃

勘
定
」
を
庄
屋
宅
で
行
う
。

「
十
四
日

八
ツ
時
迄
米
斗
」
。
す
な
わ
ち
年
貢
米
納
入
計
量
と
い
う
一
日
で
あ
る
。
十
一
日
に
六

俵
、
十
四
日
に
八
俵
、
さ
ら
に
翌
年
二
月
に
少
し
足
し
て
納
米
は
合
わ
せ
て
「
十
四
俵
三
斗
三
升
八
合
八

夕
」
と
な
っ
た
。
十
六
日
、
庄
屋
久
四
郎
宅
で
「
帳
面
調
べ
色
々
」
を
し
て
い
よ
い
よ
「
大
算
用
」
を
迎

え
る
。村
の
一
年
間
の
金
銭
活
動
の
決
算
と
会
計
確
認
の
場
で
あ
る
。正
月
十
三
日
の
初
参
会
に
始
ま
り
、

こ
の
大
算
用
で
村
の
一
年
は
完
結
す
る
。

一
方
、
こ
れ
と
入
れ
替
わ
り
に
寺
社
方
の
世
話
が
動
き
出
す
。
「
十
八
日

壱
日
伊
舟
へ
石
取

良
珠

院
鐘
堂
の
石
つ
み
」
に
い
っ
て
三
日
市
同
行
の
世
話
方
を
勤
め
、
二
十
二
日
に
は
阿
自
賀
神
社
の
氏
子
と

し
て
「
今
夕
宮
様
灯
明
番
」
を
こ
な
す
な
ど
、
立
て
続
け
の
忙
し
さ
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
二
十
六
日

四
ツ
時
迄
神
戸
払
方
色
々

八
ツ
過
よ
り
夕
方
迄
御
役
所
御
礼
」
と
あ
る
。
十

二
月
は
お
歳
暮
の
時
節
で
、
「
歳
暮
之
覚
」
に
よ
れ
ば
、
兵
三
郎
は
こ
の
日
、
村
役
の
一
人
と
し
て
有
馬

領
林
崎
御
役
所
へ
「
柿
く
し

半
か
さ
」
を
も
っ
て
歳
末
の
御
礼
に
む
か
っ
た
。
ほ
か
に
も
庄
屋
久
四
郎

宅
へ
「
さ
と
う
半
斤
」
、
村
内
の
政
右
衛
門
と
傳
兵
衛
に
も
「
さ
と
う
半
斤
」
を
持
参
し
た
。

や
っ
と
落
ち
着
い
て
「
廿
七
日

壱
日
も
ち
つ
き
」
を
し
た
が
、
一
人
雇
っ
て
「
賃
二
匁
」
と
な
っ
た
。

そ
し
て
二
十
八
日
は
午
後
、
村
の
金
の
出
納
に
つ
い
て
庄
屋
と
の
「
咄
合
色
々
」
を
は
さ
み
、
終
日
村
方

の
払
い
に
駆
け
回
る
。
大
晦
日
は
「
り
ん
と
う
み
が
き
」
と
払
方
の
残
り
を
回
り
、
正
月
の
「
買
い
物
色
々
」

を
す
る
。
酒
、
炭
、
味
噌
、
た
ま
り
な
ど
三
右
衛
門
方
で
購
入
す
る
。
酒
に
つ
い
て
は
こ
の
日
ま
で
年
間

二
十
三
回
、
五
升
七
合
の
つ
け
に
な
っ
て
い
た
。
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中
旬
、
「
泥
井
」
「
十
宮
井
」
が
あ
っ
て
、
照
り
が
続
け
ば
「
大
川
井
」
の
「
川
行
」
が
あ
る
。
こ
の

頃
は
連
日
の
よ
う
に
「
川
行
」
の
記
事
が
み
え
る
。
「
お
ん
た
」
「
め
ん
た
」
の
二
丁
の
法
螺
貝
を
吹
き

合
わ
せ
、
村
人
に
川
行
を
促
す
。
一
戸
あ
た
り
の
鈴
鹿
川
の
川
堀
人
足
割
は
照
り
方
次
第
で
あ
る
。
並
井

に
は
じ
ま
り
、
五
分
増
、
家
並
、
倍
増
、
と
段
々
に
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
、
「
よ
ぼ
し
が
り
」
と
称
さ

れ
る
総
動
員
令
が
発
令
さ
れ
る
と
、
田
方
で
は
水
不
足
の
極
に
な
っ
て
い
て
、
い
つ
も
の
十
宮
村
と
の
「
水

論
」
は
必
至
で
あ
る
。
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
「
揚
げ
川
」
の
新
規
開
窄
は
こ
の
問
題
解
決
を
企
図

し
た
基
盤
整
備
事
業
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
「
暑
中
見
舞
」
に
あ
ち
こ
ち
回
り
歩
く
。
持
参
の
品
は
「
そ
う
め
ん
」
で
、
兵
三
郎
の
「
そ

う
め
ん
の
覚
」
に
よ
れ
ば
、
そ
う
め
ん
を
金
二
朱
分
、
百
四
十
把
、
目
方
に
し
て
一
貫
百
四
十
匁
買
い
入

れ
、
う
ち
三
十
五
把
を
林
崎
の
「
御
上
様
」
に
二
十
七
日
に
お
届
け
に
い
き
、
さ
ら
に
二
十
五
把
を
「
日

永
屋
」
に
、
ま
た
二
十
五
把
を
木
田
の
親
戚
に
持
参
し
て
い
る
。
残
り
が
手
持
ち
で
夏
の
涼
食
と
な
る
。

御
上
様
行
き
の
際
に
は
「
丸
一
切
手
壱
升
」
を
合
わ
せ
持
参
し
た
。
酒
一
升
分
の
商
品
券
の
上
乗
せ
で
、

中
々
の
気
配
り
と
い
え
よ
う
。

七
月
は
川
行
き
と
田
の
草
に
追
わ
れ
る
が
、
十
日
か
ら
十
四
日
は
半
年
分
の
買
い
物
の
つ
け
の
清
算
期

に
あ
た
る
。
近
く
の
店
や
医
者
の
支
払
い
、
村
内
の
田
の
鋤
き
賃
の
受
け
払
い
、
に
走
り
回
る
。
十
四
日

「
か
ま
や

一
分
二
朱
」
の
支
払
い
、
「
す
き
ち
ん

藤
九
郎

七
匁
」
の
支
払
い
、
清
右
衛
門
に
「
二

分
」
渡
し
て
「
相
済
」
と
し
た
。

「
米
つ
き
」
、
「
も
ち
米
す
り
」
は
こ
の
時
期
も
行
う
。
十
五
日
に
は
毎
年
定
例
の
「
庄
屋
久
四
郎
」

方
で
「
昼
よ
り
年
貢
通
調
べ
」
を
す
る
。
十
七
日
は
「
継
盆
」
の
た
め
「
内
に
て
色
々
」
と
あ
る
が
、
神

戸
で
は
「
え
ん
ま
祭
」
を
や
っ
て
お
り
、
十
九
日
に
は
木
田
村
で
「
盆
ま
い
り
」
が
営
ま
れ
た
。

七
月
二
十
五
日
「
大
水
」
が
出
た
。
こ
の
た
め
「
御
役
所
様
へ
大
水
見
舞
」
に
出
向
い
た
が
、
林
崎
村

が
洪
水
な
ら
須
賀
村
も
「
水
漬
」
で
あ
っ
た
の
か
、
「
な
わ
り
畑

綿
お
こ
し
」
に
懸
命
と
な
っ
た
。
二

十
六
日
は
恒
例
の
「
天
神
祭
」
に
あ
た
り
、
「
銀
六
匁
」
で
「
た
い
こ
買
い
」
を
し
た
。
水
は
す
ぐ
に
引

い
た
ら
し
い
。

八
月
。
上
旬
に
「
大
豆
引
き
」
「
大
豆
こ
き
」
を
行
う
。
「
宮
参
り
」
の
「
寄
合
」
が
あ
る
。
五
日
か

ら
は
「
御
坊
ま
い
り
」
「
寺
ま
い
り
」
が
九
日
迄
続
く
。
秋
の
始
ま
り
で
、
神
主
は
野
辺
村
に
住
ん
で
近

隣
数
ヶ
村
を
司
ど
る
松
尾
愛
胤
に
託
す
が
、
祭
事
は
村
人
総
員
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。

「
小
豆
つ
み
」
「
粟
き
り
」
「
ご
ま
刈
り
」
は
先
に
楽
し
み
が
あ
る
か
ら
仕
事
も
は
か
ど
る
。
「
も
ち

米

た
だ
米
つ
き
」
と
「
丸
一
に
て
酒
五
合
取
」
と
は
岡
田
家
の
慶
事
の
し
き
た
り
か
、
あ
る
い
は
高
岡

村
の
「
よ
ば
れ
」
の
席
へ
の
持
参
の
品
で
あ
ろ
う
か
。

秋
口
の
「
水
見
」
は
稲
刈
ま
で
あ
と
一
押
し
の
作
業
行
程
で
あ
る
。
「
寺
参
り
」
が
あ
る
日
は
「
七
ツ

時
ま
で
大
根
ま
き

そ
れ
よ
り
寺
ま
い
り
」
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。

「
十
三
日

四
ツ
時
ま
で
障
子
あ
ん
ど
ん
は
り

夫
よ
り
七
ツ
時
ま
で
粟
き
り
小
豆
ち
ぎ
り
草
と
り

夫
よ
り
宮
そ
う
じ
」
と
あ
り
、
秋
祭
で
「
は
つ
の
ぼ
り
」
を
立
て
る
段
取
り
は
今
と
変
わ
ら
な
い
。
十
五

日
が
本
祭
で
、
十
六
日
は
「
幟
こ
か
し

西
同
行
と
立
会
」
と
あ
る
。
兵
三
郎
家
の
属
す
る
中
同
行
は
こ

の
年
、
西
同
行
と
合
同
で
宮
守
り
当
番
に
な
っ
た
。

中
旬
の
野
良
仕
事
は
「
と
き
び
こ
き
」
「
ち
わ
ら
ほ
り
」
「
か
ぶ
ら
ま
き
」
「
そ
ば
ま
き
」
「
大
根
ま

き
」
で
あ
る
。
大
き
く
な
れ
ば
「
大
根
ま
ね
き
」
、
芽
だ
し
が
悪
け
れ
ば
「
そ
ば
ま
き
な
お
し
」
で
、
兵

三
郎
の
仕
事
が
増
え
る
。
下
旬
に
は
「
こ
う
ら
い
ひ
き
」
「
そ
ば
う
な
い
」
「
綿
と
り
」
が
あ
る
。
二
十

七
日
の
「
お
ひ
が
ん
」
に
「
御
坊
ま
い
り
」
は
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
年
、
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
以
来
二
年
ぶ
り
に
閏
月
が
は
い
っ
た
。
文
久
二
年
は
一
年
三

百
八
十
四
日
、
そ
の
閏
八
月
の
上
旬
「
む
し
ろ
打
ち
」
仕
事
が
ぼ
つ
ぼ
つ
動
き
出
す
。
本
格
化
す
る
の
は

翌
月
で
あ
る
が
、
手
間
賃
稼
ぎ
に
季
節
は
な
い
。
「
む
し
ろ
十
枚
の
代

六
匁
」
と
い
う
。
ち
な
み
に
「
子

供
羽
織
綿
入
仕
立
賃

銀
五
匁
」
で
あ
っ
た
。

稲
刈
り
を
ひ
か
え
、
田
の
「
水
お
と
し
」
「
ひ
え
か
り
」
を
済
ま
す
。
畑
方
で
は
「
花
ま
き
」
「
か
ぶ

ら
ま
ね
き
」
「
大
根
ま
ね
き
」
「
に
が
な
ま
き
」
「
か
き
な
ま
き
」
「
綿
取
」
と
忙
し
い
。

「
六
日

壱
日
御
上
様
御
し
ん
ぞ
う
様
死
去
に
つ
き
手
伝
葬
送
」
し
た
。
林
崎
代
官
棚
瀬
家
の
奥
方
の

訃
報
に
接
し
、
兵
三
郎
は
「
香
料
二
匁
」
を
持
っ
て
駆
け
付
け
た
。
さ
ら
に
「
九
日

御
役
所
忌
中
之
御

見
舞
」
に
も
行
っ
た
。

中
旬
に
か
け
て
「
お
と
し
た
て
片
づ
け
」
「
苗
代
ひ
え
か
り
」
が
続
く
。
隣
家
の
松
林
多
右
衛
門
家
に

出
向
き
、
「
樋
架
け
の
手
間
か
わ
り
」
と
し
て
「
む
し
ろ
打
ち
」
を
し
た
。

「
十
五
日

今
日
ま
つ
り
」
。
八
月
が
二
回
に
な
っ
た
の
で
、
祭
も
二
回
行
っ
た
。
「
十
六
日

に
が

な
ま
き
な
お
し

そ
ら
大
豆
ま
き

み
ず
な
ま
き

の
ぼ
り
お
ろ
し

な
わ
り
畑
綿
取
」
と
、
幟
の
出
番

が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
二
度
目
の
祭
が
済
む
。
平
年
な
ら
ば
も
う
九
月
の
半
ば
、
新
暦
で
は
十
月
な

か
ば
の
時
候
に
あ
た
る
。
「
そ
ば
中
し
」
な
ど
畑
仕
事
も
す
る
が
、
も
っ
ぱ
ら
手
間
賃
の
入
る
む
し
ろ
打

ち
に
精
を
出
す
日
が
続
く
。
一
日
平
均
八
枚
仕
上
げ
る
。

「
廿
七
日

昼
迄
福
井
行
の
る
す
ば
ん
に
て
内
に
て
色
々
」
。
家
人
が
神
戸
鍛
冶
町
の
福
井
医
師
の
も

と
に
出
か
け
た
折
の
記
事
で
あ
る
。
神
戸
で
は
福
井
、
辻
村
の
二
師
が
高
名
で
あ
っ
た
。

九
月
二
日
か
ら
「
ざ
る
田
三
畝

川
原
田
一
畝
も
ち
米
か
り
」
が
始
ま
る
。
三
日
「
も
み
あ
げ
」
で
四

日
「
も
ち
米
つ
き
」
が
続
く
。
こ
れ
で
「
二
俵
八
升
」
の
収
穫
が
あ
っ
た
。
も
ち
の
次
は
た
だ
米
の
「
ま
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を
や
っ
た
。
こ
れ
ら
も
下
肥
お
き
と
同
様
、
年
中
の
仕
事
で
あ
る
。

大
和
の
「
薬
屋
」
が
掛
場
帳
を
携
え
て
十
六
日
に
や
っ
て
き
た
。

廿
日
、
喜
兵
衛
家
が
経
済
的
に
立
ち
行
か
な
く
な
り
、
「
ぶ
ん
さ
ん
」
処
分
の
日
を
迎
え
た
。
役
職
上
、

兵
三
郎
も
立
会
う
こ
と
と
な
っ
た
。

二
月
は
獅
子
舞
の
季
節
で
、
こ
の
年
、
宿
と
な
っ
た
油
屋
庄
兵
衛
宅
で
、
兵
三
郎
は
「
稲
生
明
神
御
越

し
に
付
き
掛
り
」
を
し
た
。
「
郡
山
明
神
」
の
お
越
し
の
際
も
同
様
の
世
話
に
あ
た
る
。
十
五
日
は
「
し

ゃ
か
参
り
」
で
あ
る
。
時
節
も
の
ゆ
え
対
応
に
忙
し
い
。
必
要
が
あ
れ
ば
長
太
の
神
主
宅
ま
で
出
向
く
。

風
雨
激
し
く
、
春
の
到
来
を
告
げ
る
「
春
一
番
大
し
け
」
と
な
る
の
も
こ
の
頃
で
あ
る
。

中
旬
に
は
あ
ち
こ
ち
の
田
の
「
下
肥
お
き
」
「
芯
う
ち
」
「
耕
作
」
、
そ
し
て
麦
の
「
肥
え
入
れ
」
を

す
る
。
ひ
な
か
出
て
い
て
、
帰
り
に
「
わ
ら
あ
げ
」
を
し
て
く
る
。
下
旬
に
は
「
泥
さ
ら
え
」
「
芯
な
ら

し
」
「
中
上
げ
」
が
入
る
。

三
月
に
な
る
と
種
蒔
き
が
本
格
化
す
る
。
五
日
ま
で
に
「
茄
子

と
き
び

き
う
り

な
ん
き
ん

大

豆

な
つ
大
根
ま
き
」
を
済
ま
せ
て
お
く
。
「
ぬ
か
出
し
」
「
は
ら
た
た
き
」
の
ほ
か
、
有
機
肥
料
と
し

て
「
む
し
土
出
し
」
が
地
力
維
持
の
た
め
の
大
事
な
作
業
と
な
る
。
蒸
土
出
し
で
は
六
日
か
ら
三
日
間
で

合
計
「
三
十
八
駄
」
を
田
に
入
れ
た
。
「
中
あ
げ
」
は
二
月
よ
り
続
く
。
「
あ
ぜ
ま
わ
し
」
「
わ
ら
く
ば

り
」
「
わ
ら
切
」
「
切
上
げ
」
も
あ
る
。

天
候
の
都
合
で
「
内
に
て
わ
ら
ん
じ

ぞ
り
つ
く
り
」
に
一
日
か
か
り
き
り
の
場
合
が
あ
る
。
神
戸
で

買
え
ば
「
女
下
駄
四
十
五
文

せ
っ
た
一
足
一
匁
二
分
」
が
相
場
ゆ
え
、
ぞ
う
り
が
一
番
い
い
。
仕
事
が

忙
し
く
て
手
の
足
り
な
い
時
は
「
雇
」
の
人
を
入
れ
る
。

四
月
は
四
日
の
「
山
本
明
神
き
と
う
」
と
、
八
日
の
「
御
坊

龍
光
寺
ま
い
り
」
で
始
ま
る
。
山
本
明

神
と
は
椿
神
社
か
ら
の
出
仕
宿
受
け
、
御
坊
と
は
高
田
本
山
神
戸
別
院
へ
の
参
詣
の
謂
で
あ
る
。

畑
で
は
「
ご
ぼ
う
ま
き
」
、
内
で
は
「
子
ぞ
り
す
げ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
田
方
で
「
む
し
土
だ
し
」
「
溝

ぬ
き
」
「
わ
ら
お
き
」
を
や
っ
て
、
中
旬
に
か
け
て
苗
代
か
ら
順
番
に
「
く
れ
お
ろ
し
」
作
業
を
行
う
。

い
よ
い
よ
稲
作
が
始
ま
る
。
一
方
で
「
花
苅
り
」
を
進
め
な
が
ら
「
苗
代
そ
ろ
え
」
が
次
の
段
階
で
、
四

月
廿
日
頃
「
た
ね
ま
き
」
と
な
る
。
兵
三
郎
の
日
付
は
旧
暦
ゆ
え
、
今
な
ら
五
月
下
旬
の
話
で
あ
る
。

籾
の
品
種
名
は
「
う
す
ゆ
き
」
「
福
し
ま
」
「
ま
ん
じ
」
な
ど
が
あ
る
。
享
保
の
頃
に
は
「
荒
木
」
「
国

せ
ん
」
「
美
濃
十
粒
」
の
名
が
西
林
崎
村
差
出
帳
に
残
る
（
鈴
鹿
市
史
巻
五
）
。

苗
の
成
長
と
あ
わ
せ
て
水
路
の
確
保
の
た
め
「
午
ざ
ん
ま
い
溝
さ
ら
え
」
「
堰
戸
直
し
」
が
不
可
欠
と

な
る
。
須
賀
に
は
牛
墓
地
と
馬
墓
地
が
西
ノ
山
に
あ
っ
た
。
「
よ
せ
大
豆
ま
き
」
か
ら
「
み
ど
り
さ
さ
げ

ま
き
」
「
ぶ
ん
と
ま
き
」
そ
し
て
「
た
つ
ぶ
ひ
ろ
い
」
に
は
季
節
感
が
漂
う
。

そ
し
て
「
よ
せ
あ
げ
」
で
本
番
間
近
と
な
る
が
、
「
大
豆

小
豆

粟
ま
き
」
が
重
な
る
。
二
十
五
日

を
過
ぎ
る
と
「
苗
代
水
入
れ
」
「
十
宮
井
」
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
「
十
宮
井
」
は
村
内
で
は
「
と
み
や
ゆ
」
と
平
成
の
現
在
で
も
呼
び
慣
わ
し
て
い
る
。
井
、

す
な
わ
ち
「
ゆ
」
は
川
堀
り
な
い
し
溝
さ
ら
え
の
意
で
使
わ
れ
る
。
鈴
鹿
川
の
川
掘
り
の
謂
で
あ
る
「
大

川
井
」
、
そ
の
際
に
陣
頭
指
揮
を
と
る
五
人
の
「
井
頭
」
、
そ
の
仕
事
の
規
模
内
容
を
し
め
す
「
並
井
」
、

村
内
の
田
方
の
溝
さ
ら
え
の
謂
で
あ
る
「
泥
井
」
が
そ
の
例
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も

い

が
半
母
音
化
し

て

ゆ

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

お
お
か
わ
ゆ

ゆ
と
う

な
み
ゆ

ど
ろ
ゆ

と
な
る
。
須
賀
の
歴
史
の
詰

ま
っ
た
言
葉
で
あ
る
。

五
月
、
雨
の
多
い
季
節
に
入
る
。
降
れ
ば
「
ぞ
り

わ
ら
ん
じ
づ
く
り

米
つ
き
」
が
定
番
で
、
晴
な

ら
「
八
升
大
豆

き
う
り

こ
う
ら
い
植
え
」
を
行
う
。
「
御
役
所
へ
桑
の
木
持
」
に
出
向
く
の
は
蚕
が

ら
み
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
藤
堂
藩
の
河
曲
郡
池
田
村
は
、
寛
政
期
以
後
の
藩
財
政
逼
迫
の
立
て
直
し
の

た
め
、
新
た
に
奨
励
推
進
さ
れ
た
養
蚕
業
の
中
心
で
あ
っ
た
。
文
化
年
間
に
政
策
は
頓
挫
し
た
と
い
わ
れ

る
が
、
そ
の
後
持
ち
直
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

仕
事
量
は
「
片
作
」
な
ら
ば
半
分
で
済
む
が
「
両
作
」
は
忙
し
く
、
田
植
え
の
下
拵
え
に
加
え
て
、
十

日
頃
か
ら
「
麦
刈
」
「
種
苅
」
が
重
な
る
。
刈
っ
た
あ
と
一
日
置
い
て
「
麦
あ
げ
」
、
そ
の
翌
日
が
「
麦

た
た
き
」
と
な
る
。
「
粟
き
り
」
に
も
出
か
け
る
。
田
植
え
前
ゆ
え
に
「
石
灰
ふ
り
」
は
入
念
に
す
る
。

石
灰
は
俵
単
位
で
、
粕
は
駄
単
位
で
藤
右
衛
門
宅
や
下
箕
田
か
ら
取
り
寄
せ
る
。
石
灰
は
壁
土
と
混
ぜ
て

三
和
土
と
し
て
も
用
い
る
。

中
旬
、
早
朝
に
「
ご
ま
ま
き
」
「
茄
子
植
え
」
を
済
ま
せ
た
の
ち
「
菜
種
」
に
か
か
る
。
菜
種
は
庄
兵

衛
宅
に
持
ち
込
む
。
こ
の
年
は
三
両
四
分
で
売
れ
た
。
「
わ
た
く
り
」
し
て
か
ら
「
わ
た
ま
き
」
の
仕
事

に
か
か
る
。

田
方
で
「
こ
く
れ
か
や
し
」
、
次
い
で
「
く
れ
か
え
し
」
「
肥
ふ
り
」
と
進
む
と
も
う
田
植
え
に
取
り

か
か
れ
る
。
「
小
麦
刈
り
」
を
急
い
で
終
え
て
「
苗
と
り
」
が
二
十
四
、
二
十
五
日
。
二
十
六
日
か
ら
「
小

作
」
の
所
を
含
め
て
「
田
植
」
、
そ
し
て
二
十
八
日
が
「
苗
代
し
ま
い
」
と
「
溝
田
植
」
「
山
ノ
神
田
植
」
、

よ
っ
て
二
十
九
日
が
「
野
あ
が
り
」
と
な
る
。
さ
い
わ
い
こ
の
間
、
水
入
れ
は
順
調
に
い
っ
た
。

六
月
。
「
草
取
」
「
か
ぶ
す
き
」
「
麦
つ
き
」
を
間
に
挟
み
、
稲
の
出
来
に
大
き
く
関
わ
る
「
田
の
草
」

が
始
ま
る
。
土
用
前
後
の
一
番
蒸
し
暑
い
頃
、
腰
を
曲
げ
、
草
抑
え
の
た
め
、
通
常
一
枚
の
田
を
五
回
に

わ
た
り
手
鍬
で
土
を
捏
ね
回
す
厳
し
い
作
業
で
あ
る
。
兵
三
郎
は
「
一
番
ぼ
り
」
を
三
日
か
ら
、
「
二
番

ぼ
り
」
を
十
七
日
か
ら
、
「
三
度
目
」
を
二
十
三
日
か
ら
、
「
四
く
ら
い
」
を
七
月
三
日
か
ら
、
「
あ
げ

田
の
草
」
を
十
七
日
か
ら
、
都
合
〆
て
「
五
番
草
」
を
こ
な
し
た
。
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二

農
地

奈
良
時
代
の
条
里
制
の
形
を
保
っ
て
き
て
い
た
須
賀
村
の
う
ち
、
兵
三
郎
の
耕
作
地
、
藤
堂
藩
領
一
千

石
に
対
す
る
百
五
十
九
石
三
斗
四
升
の
有
馬
領
須
賀
村
の
農
地
、
の
所
在
は
別
の
村
絵
図
（
本
論
七
頁
）

に
明
ら
か
で
あ
る
。
当
該
図
は
藤
堂
藩
に
か
か
る
絵
図
で
あ
る
た
め
、
他
所
他
領
は
黒
く
塗
り
込
め
ら
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
有
馬
領
須
賀
村
は
黒
塗
り
の
七
字
（
七
坪
）
を
主
な
耕
作
地
と
す
る
。
具
体
の
字
名

は
、
後
段
で
兵
三
郎
が
そ
の
日
記
に
記
し
て
い
る
通
り
、
「
石
田
」
「
十
丁
田
」
「
佐
倉
」
「
か
い
と
べ
」

「
ざ
る
田
」
「
川
原
田
」
「
三
つ
筒
」
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
現
在
で
有
馬
領
の
百
姓
が
所
有
す
る
田
を
含
む
字
に
「
柚
の
木
」

「
片
城
」
「
町
田
」
「
清
水
」
「
樋
の
口
」
「
か
ぶ
ら
く
り
」
「
村
田
」
「
筒
の
脇
」
「
か
ぜ
く
み
」
「
藪

ぞ
へ
」
「
は
さ
ま
田
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
兵
三
郎
は
石
田
二
反
七
畝
、
十
町
田
五
畝
、
佐
倉
一
反

六
畝
、
ざ
る
田
一
反
七
畝
、
川
原
田
八
畝
な
ど
総
計
で
十
八
筆
、
面
積
で
八
反
八
畝
の
水
田
農
地
を
所
有
、

う
ち
三
段
を
宛
作
に
し
て
い
る
（
持
高
十
四
石
四
斗
一
升
）
。
畑
は
縄
割
（
な
わ
り
）
の
一
畝
は
じ
め
全

部
で
五
畝
余
を
耕
し
て
い
る
。

有
馬
領
須
賀
村
と
藤
堂
方
須
賀
村
の
稲
作
用
農
地
を
数
値
で
み
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

藤
堂
藩
須
賀
村
農
地

五
十
九
町
二
反
七
畝
十
三
歩
（
元
禄
三
年
「
須
賀
村
田
方
名
寄
帳
」
）

分
米

八
百
十
六
石
三
斗
七
升
一
合

（
右

同
）

有
馬
領
須
賀
村
農
地

六
町
八
反
六
畝
十
八
歩
（
天
明
六
年
「
検
見
内
見
合
毛
書
上
帳
」
）

分
米

百
五
十
九
石
三
斗
八
升
一
合
五
勺
（
右

同
）

三

『
萬
日
記
覚
帳
』
要
旨

岡
田
兵
三
郎
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
今
年
、
三
十
八
歳
に
な
る
。
父
の
岡
田
兵
右
衛
門
は
長
く

有
馬
領
須
賀
村
の
庄
屋
を
勤
め
て
い
た
が
、
前
年
の
文
久
元
年
二
月
六
日
に
鬼
籍
に
入
っ
た
。
母
ふ
み
は

今
年
、
急
に
体
調
を
崩
す
。
長
男
の
橋
冶
郎
は
正
月
か
ら
藤
堂
藩
須
賀
村
庄
屋
の
杉
崎
家
に
手
習
い
に
通

い
始
め
る
。
妻
の
た
け
は
三
月
に
次
男
の
粂
之
丞
を
も
う
け
る
。
四
日
市
、
津
、
そ
し
て
河
曲
郡
木
田
村

な
ど
に
親
戚
が
あ
る
。
慶
弔
時
の
連
帯
組
織
で
あ
る
同
行
（
ど
う
ぎ
ょ
う
）
に
つ
い
て
、
須
賀
村
で
は
藤

堂
方
、
有
馬
方
の
区
別
は
な
く
、
西
同
行
、
角
同
行
、
中
同
行
、
南
同
行
、
東
同
行
、
北
同
行
の
六
組
に

別
れ
て
お
り
、
兵
三
郎
家
は
中
同
行
に
属
す
る
。

そ
の
日
の
出
来
事
が
簡
潔
に
記
さ
れ
た
日
記
帳
は
全
五
十
三
丁
長
折
大
福
綴
仕
立
で
、
農
作
業
の
備
忘

録
で
あ
り
同
時
に
十
五
戸
の
有
馬
藩
須
賀
村
の
村
役
の
活
動
記
録
で
も
あ
る
。
記
載
中
、
兵
三
郎
は
自
分

の
名
前
を
時
に
「
兵
印
」
と
、
ま
た
庄
屋
の
久
四
郎
を
「
久
印
」
と
略
記
し
て
い
る
箇
所
が
多
々
あ
る
。

須
賀
村
か
ら
箕
田
街
道
を
十
丁
東
に
下
る
と
有
馬
藩
林
崎
代
官
所
が
あ
り
、
役
目
柄
、
兵
三
郎
は
折
に
ふ

れ
そ
こ
に
出
向
く
。

な
お
、
表
紙
右
肩
の
と
こ
ろ
に
「
十
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
本
冊
子
が
兵
三
郎
に
と
っ
て
十
冊
目
の
日
記

で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
年
前
の
嘉
永
六
年
に
兵
三
郎
は
日
記
を
書
き
始
め
た
と
思

わ
れ
る
。

帳
面
後
半
に
は
「
金
銀
出
入
覚
」
「
取
米
之
覚
」
が
あ
り
、
年
間
〆
て
お
お
よ
そ
三
十
両
の
出
入
に
関

し
、
毎
日
の
出
費
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
細
大
漏
ら
さ
ず
壱
文
も
忽
せ
に
し
な
か
っ
た

兵
三
郎
の
生
き
方
が
見
え
て
く
る
。

正
月
。
朔
日
は
公
の
行
事
は
無
く
、
皆
「
内
に
て
色
々
」
の
事
を
し
て
過
ご
す
。
二
日
は
「
昼
迄
御
役

所
へ
御
礼
色
々

昼
よ
り
村
方
御
礼
」と
挨
拶
回
り
に
で
る
。十
三
日
が「
八
ツ
時
よ
り
夕
方
迄
初
参
会
」。

は
つ
ざ
ん
か
い
は
、
庄
屋
が
主
宰
し
て
村
内
の
諸
重
要
事
項
の
「
話
合
」
あ
る
い
は
取
り
決
め
を
行
う
席

で
、
村
で
一
番
大
事
な
日
と
な
る
。
相
給
村
ゆ
え
藤
堂
、
有
馬
合
同
と
な
る
。
天
保
十
五
年
（
一
八
四
四
）

の
藤
堂
藩
大
庄
屋
服
部
家
文
書
に
よ
れ
ば
、
そ
の
年
は
正
月
十
四
日
に
組
下
の
河
曲
郡
内
の
庄
屋
六
人
が

「
初
寄
合
致
す
」
、
翌
十
五
日
「
村
方
初
寄
合
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
日
が
須
賀
村
の
「
は
つ
ざ
ん

か
い
」
で
あ
っ
た
（
こ
の
呼
称
は
平
成
に
な
っ
て
か
ら
「
初
集
会
」
と
改
称
）
。

こ
れ
が
済
む
と
、
暮
の
「
大
算
用
」
の
日
迄
、
百
姓
仕
事
に
明
け
暮
れ
る
。
三
日
か
ら
「
わ
ら
す
ぐ
り
」

「
縄
な
い
」
「
た
わ
ら
編
み
」
「
俵
め
ぬ
き
」
「
畚
す
げ
」
が
始
ま
る
。
畑
で
は
「
菜
植
」
、
田
で
は
「
わ

ら
く
だ
き
」
を
行
う
。
菜
植
は
一
月
中
で
五
日
間
ほ
ど
出
る
。
「
下
肥
お
き
」
は
こ
の
月
に
限
ら
ず
通
年

の
仕
事
で
あ
る
。
肥
料
と
し
て
「
石
灰
」
は
お
も
に
村
内
の
藤
右
衛
門
宅
か
ら
、
「
下
粕
」
は
下
箕
田
村

の
仁
兵
衛
宅
か
ら
買
い
入
れ
る
。

「
内
」
仕
事
に
は
「
双
紙
と
じ
」
「
り
ん
と
う
磨
き
」
「
障
子
張
替
」
「
あ
ん
ど
ん
張
り
」
「
紙
つ
ぎ
」

「
し
ぶ
き
し
」
「
割
り
木
し
」
「
米
つ
き
」
な
ど
が
あ
る
。
七
日
に
は
「
壱
日
子
掛
り

障
子
は
り
色
々
」

『
萬
日
記
覚
帳
』
表
紙

兵三郎の一年（上）―文久二年、須賀村百姓の農作業― 197（2）



鈴
鹿
高
専
「
紀
要
」
論
文

兵
三
郎
の
一
年

上

文
久
二
年
、
須
賀
村
百
姓
の
農
作
業松

林

嘉
煕

注
①

は
じ
め
に

伊
勢
国
河
曲
郡
須
賀
村
の
岡
田
兵
三
郎
が
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
一
年
間
、
毎
日
つ
け
て
い
た
『
萬

日
記
覚
帳
』
が
今
に
残
っ
て
い
る
。
本
紀
要
で
は
そ
の
覚
帳
を
も
と
に
、
江
戸
後
期
の
須
賀
村
で
の
百
姓

の
暮
ら
し
に
つ
い
て
上
下
二
編
に
分
け
、
釈
文
を
軸
と
し
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
上
編
で
は
農
作
業
に

つ
い
て
、
下
編
で
は
そ
の
家
計
に
つ
い
て
追
う
こ
と
と
す
る
（
注
②
）
。

キ
ー
・
ワ
ー
ド

文
久
二
年
、
河
曲
郡
須
賀
村
、
百
姓
、
日
記
覚
帳
、
金
銭
出
入
帳
、

一

村
柄

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、
伊
勢
国
河
曲
郡
須
賀
村
は
石
高
千
百
五
十
九
石
三
斗
四
升
と
検
地
さ
れ
る
。

関
ヶ
原
合
戦
あ
け
の
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
、
村
は
五
万
石
大
名
・
一
柳
直
盛
の
所
領
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
慶
長
十
一
年
（
一
六
〇
六
）
九
月
、
こ
の
う
ち
の
百
五
十
九
石
三
斗
四
升
が
割
か
れ
て
旗
本
保
田
甚

兵
衛
則
宗
（
石
高
三
千
五
百
石
）
の
領
地
に
宛
が
わ
れ
る
。
よ
っ
て
須
賀
村
は
一
柳
領
と
保
田
領
の
二
領

が
同
一
村
内
に
併
存
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
相
給
」
の
村
柄
と
な
る
。

寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）
、
神
戸
城
に
あ
っ
て
三
十
六
年
、
近
辺
を
支
配
し
た
一
柳
直
盛
が
伊
予
国

西
条
へ
転
封
に
な
る
。
領
地
は
四
日
市
代
官
所
の
佐
野
平
兵
衛
が
治
め
る
天
領
と
な
り
、
更
に
同
年
、
津

藩
の
藤
堂
高
次
の
領
地
に
組
み
込
ま
れ
る
。
一
柳
・
保
田
の
三
十
年
を
経
て
、
村
は
藤
堂
・
保
田
の
「
相

給
」
と
な
る
。
こ
の
形
は
こ
の
の
ち
八
十
七
年
続
く
。

慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
）
の
村
絵
図
（
本
論
六
頁
）
に
よ
れ
ば
、
藤
堂
藩
須
賀
村
の
軒
数
は
庄
屋
杉
崎

冶
兵
衛
の
も
と
で
六
十
二
戸
、
保
田
領
須
賀
村
は
庄
屋
藤
兵
衛
の
も
と
で
十
二
戸
。
こ
の
藤
兵
衛
は
十
四

年
後
の
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
、
大
川
井
水
論
の
原
告
の
一
人
と
し
て
冶
兵
衛
を
継
い
だ
冶
左
衛
門
と

同
道
で
江
戸
ま
で
出
向
く
（
注
③
）
。
相
互
の
村
境
に
明
瞭
な
線
は
な
く
、
互
い
に
入
り
込
ん
で
い
る
。

但
し
保
田
氏
は
享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
、
保
田
縫
殿
助
の
代
で
絶
家
と
な
る
。
た
め
に
三
年
間
の
天
領

を
経
て
村
の
領
分
は
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
一
月
十
一
日
、
一
万
石
の
大
名
・
有
馬
氏
倫
の
所
領
と

な
り
、
そ
の
ま
ま
百
四
十
二
年
を
経
て
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
ま
た
、
家
並
み
が
往
時
の
須
賀
村
里
中
の

西
端
に
集
ま
っ
て
い
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
有
馬
領
の
村
人
が
自
ら
を
西
須
賀
村
と
記
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。
本
稿
で
は
兵
三
郎
が
江
戸
後
期
に
生
き
た
有
力
百
姓
で
あ
る
の
で
、
以
下
、
有
馬
領
須
賀
村
と
表
記

す
る
。
村
の
規
模
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
現
在
で
家
数
十
五
、
庄
屋
は
松
林
久
四
郎
。
藤
堂
藩
須
賀

村
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
現
在
で
家
数
八
十
五
、
人
数
三
百
六
十
四
（
注
④
）
。

相
給
の
須
賀
村
近
傍
で
有
馬
領
に
属
す
る
村
は
河
曲
郡
内
に
六
ヶ
村
、
う
ち
相
給
は
岸
岡
村
（
有
馬
藩

＋
亀
山
藩
）
と
北
長
太
村
（
有
馬
藩
＋
紀
州
藩
）
の
二
ヶ
村
が
あ
っ
た
。

南
林
崎
村

全
村

五
四
一
・
七
八
〇
石

西
林
崎
村

全
村

六
二
〇
・
八
〇
〇
石

一
色
村

全
村

三
一
〇
・
四
〇
〇
石

北
堀
江
村

全
村

五
五
七
・
六
二
〇
石

岸
岡
村

相
給

八
一
八
・
五
二
〇
石
の
う
ち
一
三
六
・
五
六
二
石

北
長
太
村

相
給

二
三
七
三
・
八
六
〇
石
の
う
ち
九
一
六
・
四
七
〇
石

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

注
①

鈴
鹿
高
専
名
誉
教
授
。

注
②

本
稿
の
執
筆
に
あ
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教職員の研究活動記録（平成 26 年 1 月～平成 26 年 12 月） 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

教養教育科 
小倉正昭 

 
 
 

孟子の楊朱・墨翟論－対の思想か
ら考察した中国政治思想の構造
論研究(序章)― 

 
単著 

 
鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４７巻,pp.141-162 (2014) 

 

小倉正昭 
 
 
 

中庸思想研究の問題の提起ー「中
庸思想」研究史の現段階と課題
（序章）ー 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４７巻,pp.127-140 (2014) 

 

小倉正昭 
 
 
 

中庸の定義と其の政治思想的意
義ー対の思想から考察した中庸
思想研究の現段階（一）ー 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４７巻,pp.105-126 (2014) 

 

小倉正昭 
 
 
 

対の思想と中庸思想研究ー対の
思想から考察した中庸思想研究
の現段階（二）ー 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４７巻,pp.83-104 (2014) 

 

小倉正昭 
 
 
 

中庸思想の構造論研究史の考察
ー対の思想から考察した中庸思
想研究の現段階（三）ー 
 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４７巻,pp.63-82 (2014) 

 

小倉正昭 
 
 
 
 

中庸思想研究の課題と展望（一） 
―対の思想から考察した宮崎市
定氏の中庸思想の構造学説の批
評― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４７巻,pp.45-62 (2014) 

 

小倉正昭 
 
 
 

中庸思想研究の課題と展望（二） 
―対の思想から考察した金谷治
氏の中庸思想学説の批評― 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 
第４７巻,pp.23-44 (2014) 

 

久留原昌宏 
 
 
 

（講演）亀山出身の二歌人（橘糸
重・芥川徳郎） 

単著 「和歌のおはなしと碑文を
読む」（亀山文化年記念事業）
平成 26 年 6 月 

久留原昌宏 

久留原昌宏 
 
 

信綱と夕暮 ― 西行への親和
性を中心に 

単著 「ぷりずむ」平成 26 年 8 月
号（前田夕暮特集） 

久留原昌宏 

石谷春樹 
 
 
 

夏目漱石「こゝろ」小論 ―人物
描写と作品構造― 

単著 『鳥羽商船高等専門学校紀
要』第 36 号（平成 26 年 3
月）（p32～p48） 

 

渡邉潤爾 
 
 

地域コンテンツとしての方言に
よる広域観光圏の提言 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要 渡邉潤爾 

渡邉潤爾 
 
 

澤村明編著『アートは地域を変え
たか』書評 

単著 日本観光学会誌 渡邉潤爾 

大貫洋介 
 
 
 

高専機構のモデルコアカリキュ
ラムに対する質保証③ 

共著 日本工学教育協会，広島大学
(2014.8). 

下郡啓夫，森本真理，市木一
平，大貫洋介，伊藤清，黒田
大介 

豊田哲 
 
 

Uniform estimates of nonlinear 
spectral gaps 

共著 Graphs and Combinatorics 
(Springer) 

T. Kondo and T. Toyoda 

豊田哲 
 
 
 

Symmetry of optimal metrics 
with respect to nonlinear 
spectral 

単著 GGT Seminar Warsaw（ワル
シャワ大学, 2014.3） 

Tetsu Toyoda 

199



所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
豊田哲 

 
 
 

 
CAT(0) cube complex へ作用する
群について 

 
単著 

 
淡路島幾何学研究会 2014
（淡路島・国民宿舎慶野松原
荘, 2014.1） 

 
豊田哲 

豊田哲 
 
 

The path-method for nonlinear 
spectral gaps 

単著 Rigidity Seminar, (名古屋大
学,  2014.2) 

Tetsu Toyoda 

豊田哲 
 

 

On estimations of nonlinear 
spectral gaps 

単著 トポロジー・幾何セミナー
（広島大学. 2014.6） 

豊田哲 

田村陽次郎 
 
 
 

A systematic muscle model 
simulating the fast ramp stretches 
in the muscle fibres 

共著 IUPAB2014 Y. Tamura, A. Ito, A. G. 
Cresswell and M. Saito 

田村陽次郎 
 
 
 

SIMULATION OF STIFFNESS 
CHANGES IN HUMAN TRICEPS 
SURAE 

共著 7th world congress of 
biomechanic 

A. Ito, Y. Tamura, A. G. 
Cresswell, M. Saito 

田村陽次郎 
 
 
 

Simulation of force responses to 
fast ramp stretches in the 
skeletal 

共著 52th Annual Meeting of the 
Biophysical Society of Japan 

Y. Tamura, A. Ito & A. G 
Cresswell 

山﨑賢二 
 
 
 
 

Analyses of EPS from Biofilm on 
Commercial metallic substrates 

共著 Irago Conference，November 
7，2014，Tsukuba，Japan 

K.Kitayabu，H.Kanematsu，
Y.Miura，K.Yamasaki，T.Kogo，
N.Wada，M.Yoshitake 

山﨑賢二 
 
 
 
 

Biofilm Formation on Commercial 
Polymer Film 

共著 Irago Conference，November 
8，2014，Tsukuba，Japan 

Y.Nakako，H.Kanematsu，
Y.Miura，K.Yamasaki，T.Kogo，
N.Wada，M.Yoshitake 

仲本朝基 
 
 
 
 

学習習慣を身に付けさせるため
の講義の工夫-穴抜きプリント解
説・問題演習・小テストの組合せ
- 

単著 論文集「高専教育」第 37 号
2014.3, pp.113 - 118. 

仲本朝基 

仲本朝基 
 
 
 
 

ハイペロンを含む 3バリオン系に
おけるクォーク・パウリ効果 

共著 日本物理学会 2014 年第 69
回年次大会，日本物理学会講
演概要集第 69 巻第 1 号第 1
分冊，p.87 

仲本朝基，鈴木宜之 

仲本朝基 
 
 
 
 

学習習慣を身に付けさせるため
の講義の工夫－穴抜きプリント
解説・問題演習・小テストの組合
せ－ 

単著 平成 26 年度全国高専教育フ
ォーラム，金沢(2014, 8) 

仲本朝基 

仲本朝基 
 
 
 
 

Quark-Pauli effect in the 
three-baryon systems consisted of 
baryon-octet 

共著 Workshop on Progress on 
J-PARC hadron physics in 
2014, IQBRC, Tokai(2014，
11) 

Choki NAKAMOTO and 
Yasuyuki SUZUKI 

仲本朝基 
 
 
 
 
 

3 バリオン系におけるクォーク・
パウリ効果 

共著 RCNP 研究会「QCD を基礎
とする核子多体系物理の理
解」，大阪大学核物理研究セ
ンター，吹田市，December 
19-20，2014 

仲本朝基，鈴木宜之 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
丹波之宏 

 
 
 
 
 
 

 
The Single GUV Method for 
Revealing the Functions of 
Antimicrobial, Pore-Forming 
Toxin, and Cell-Penetrating 
Peptides or Proteins 

 
共著 

 
Phys. Chem. Chem. Phys., 
16, 15752-15767, 2014 (総
説、査読有) 

 
Md. Zahidul Islam, Jahangir 
Md. Alam, Yukihiro Tamba, 
Mohammad Abu Sayem Karal 
and Masahito Yamazaki 

丹波之宏 
 
 
 
 
 

Visualization of the EGCg-induced 
bursting of single giant unilamellar 
vesicles at higher time resolution 

共著 The 52th Annual Meeting of 
Biophysical Society of Japan 
( Sapporo ) 

Yukihiro Tamba, Masahito 
Yamazaki 

丹波之宏 
 
 
 

エピガロカテキンガレートが脂
質膜巨大リポソームの構造安定
性に及ぼす影響 

共著 第 11 回 日本カテキン学会 
年次学術大会（東京） 

丹波之宏、山崎昌一 

丹波之宏 
 
 
 
 

巨大リポソームを用いた脂質二
重膜-グラフェン誘導体間相互作
用の解明 

共著 平成２６年度 豊橋技術科
学大学 高専連携教育研究
プロジェクト進捗状況報告
会（豊橋） 

中川元斗、岡本吉晃、丹波之
宏、手老龍吾 

三浦陽子 
 
 
 

三角スピンチューブ磁性体
CsCrF4 のスピン秩序状態におけ
る 133Cs/19F-NMR 

共著 日本物理学会第 69 回年次大
会, 27aPS-102 

後藤貴行，松井一樹，真中浩
貴，三浦陽子 

三浦陽子 
 
 
 

元素置換による正三角スピンチ
ューブ CsCrF4 のフラストレーシ
ョンへの影響 

共著 日本物理学会第 69 回年次大
会, 30aAF-10 

三浦陽子，八木元太，真中浩
貴 

三浦陽子 
 
 
 

正三角スピンチューブ CsCrF4 の
磁場中比熱測定 

共著 日本物理学会第 69 回年次大
会, 30aAF-11 

真中浩貴，萩原雅人，林田翔
平，左右田稔，益田隆嗣，三
浦陽子 

三浦陽子 
 
 
 

複屈折イメージング装置を用い
た低位相差試料の磁気及び構造
相転移の観測 

共著 第 61 回応用物理学会春季学
術講演会, 18p-PA2-5 

真中浩貴，八木元太，三浦陽
子 

三浦陽子 
 
 
 

正三角スピンチューブ磁性体
CsCrF4 の磁気秩序状態における
133Cs/19F-NMR 

共著 日本物理学会 2014 年秋季大
会, 7aPS-143 

松井一樹，後藤貴行，真中浩
貴，三浦陽子 

三浦陽子 
 
 

複屈折イメージング画像の補正
法の開発と相転移現象の観察 

共著 日本物理学会 2014 年秋季大
会, 7pPSA-81 

真中浩貴，八木元太，野崎裕
史，三浦陽子 

三浦陽子 
 
 
 

温度可変な複屈折イメージング
技術を用いた構造相転移の直接
観察 

共著 日本物理学会 2014 年秋季大
会, 8aAF-6 

真中浩貴，八木元太，三浦陽
子 

三浦陽子 
 
 

正三角スピンチューブ CsCrF4 の
不純物誘起磁気相転移 

共著 日本物理学会 2014 年秋季大
会, 9aBA-4 

三浦陽子，奥村和也，佐々木
幸保，真中浩貴 

三浦陽子 
 
 

歪んだ三角スピンチューブ
KCrF4 の不純物効果 

共著 日本物理学会 2014 年秋季大
会, 9aBA-5 

真中浩貴，赤坂卓英，野村慎
也，三浦陽子 

三浦陽子 
 
 
 

複屈折イメージング装置を用い
た相転移現象の可視化 

共著 第 75 応用物理学会秋季学術
講演会, 17p-C7-12 

真中浩貴，八木元太，野崎裕
史，三浦陽子 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
三浦陽子 

 
 
 
 
 

 
Various mortars for anti-fouling 
purposes in marine environments 

 
共著 

 
AIP Conference Proceedings, 
2014, 1585: p.153-159 

 
Hideyuki Kanematsu, Tomoka 
Masuda, Yoko Miura, 
Nobumitsu Hira, Daisuke 
Kuroda, Seiji Yokoyama 

三浦陽子 
 
 
 
 
 
 
 

A trial for MIC study using a 
circulation-type laboratory biofilm 
reactor 

共著 17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF). 2014. 
Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: p. 75 

Hideyuki Kanematsu, Tomoka 
Masuda, Yoko Miura, 
Nobumitsu Hira, Daisuke 
Kuroda, Seiji Yokoyama 

三浦陽子 
 
 
 
 
 
 
 

Composite Coating to Control 
Biofilm Formation and MIC 

共著 17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF). 2014. 
Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: p. 101 

Kanematsu, Hideyuki, Noda, 
Miwa, Hirai, Nobumitsu, 
Ogawa, Akiko, Kogo, Takeshi, 
Miura, Yoko, Ito, Hideo 

三浦陽子 
 
 
 

卓上バイオフィルムリアクター
の製作とバイオフィルム形成挙
動 

共著 材料とプロセス, 2014. 27: p. 
595-596 

西七恵，兼松秀行，三浦陽子，
鬼頭みずき，平井信充，小川
亜希子 

三浦陽子 
 
 
 

LBR を用いた二つの複合材料の
バイオファウリング挙動比較 

共著 材料とプロセス, 2014. 27: p. 
602-603 

中西康夫，兼松秀行，三浦陽
子，Arumugam, V.，平井信充，
小川亜希子 

三浦陽子 
 
 
 
 

Analyses of EPS from Biofilm on 
Commercial metallic substrates 

共著 The Irago Conference 2014, 
7P-62 

K. Kitayabu, H. Kanematsu, Y. 
Miura, K. Yamazaki, T. Kogo, 
N. Wada, M. Yoshitake 

三浦陽子 
 
 
 
 

Biofilm Formation on Commercial 
Polymer Film 

共著 The Irago Conference 2014, 
7P-63 

Y. Nakako, H. Kanematsu, Y. 
Miura, K. Yamazaki, T. Kogo, 
N. Wada, M. Yoshitake 

森誠護 
 
 

競泳 4泳法における泳速度と推進
力，泳パワーの関係 

共著 福岡大学スポーツ科学研究,
第 44 巻第 2 号,pp21-28 

森誠護，田口正公，田場昭一
郎 

森誠護 
 
 

一流競泳長距離選手の高地トレ
ーニングに関する一考察 

共著 福岡大学スポーツ科学研究,
第 44 巻第 2 号,pp57-65 

田場昭一郎，小島毅，森誠護，
田口正公 

森誠護 
 
 
 

大学競泳選手における無酸素性
パワーについて－牽引泳と自転
車運動との関係－ 

共著 2014 年日本水泳・水中運動
学会年次大会,愛知学院大
学,2014 

森誠護，平野雅巳，田場昭一
郎 

Lawson, 
Michael E. 

 
 
 
 
 
 
 

"Classroom Interaction, Delivery 
Method, and A Collective, 
Focused, and Protracted Approach 
to Teaching English Speech 
Outlining.” 

共著 Kosen Kyoiku: Journal of 
Education in the Colleges of 
Technology. Vol. 38. (2014). 
Institute of National Colleges 
of Technology. 

Michael E. Lawson, Satoko 
Hirai 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
Lawson, 

Michael E. 
 
 
 
 
 

 
“From Nothing to Something: 
English Oral-Presentation 
Multi-Stage Script Development at 
the Advanced Course Level.” 

 
共著 

 
Kosen Kyoiku: Journal of 
Education in the Colleges of 
Technology. Vol. 38. (2014). 
Institute of National Colleges 
of Technology. 

 
Michael E. Lawson, Satoko 
Hirai 

Etsuko Matsuo 
 
 
 

‘Her-stories of Mothers and 
Daughters: An Intertextual 
Approach of Top Girls by Caryl 
Churchill.’ 

単著 『英語圏研究』第 9 号(通算
第 43 号)(2014)お茶の水女子
大学大学院英文学会． 

Etsuko Matsuo 

松尾江津子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「シェイクスピア上演のいま―
女優だけのシェイクスピア「柿喰
う客」2014 年公演」 

単著 独立行政法人国立高等専門
学校機構主催平成 26 年度女
性研究者研究交流会ポスタ
ーセッション(2014.12.15. 
東京） 

松尾江津子 
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所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

機械工学科 
垰克己 

 
 
 
 
 

 
Professional Engineering Library 
材料力学 

 
共著 

 
実教出版(株) 

 
本江哲行，久池井茂，垰克己，
小田和弘，宮下幸雄，福田孝
之，松尾忠利，三村泰成，西
村太志，島名賢児，尾形公一
郎，岡根正樹，西野精一 

末次正寛 
 
 
 
 

閉口き裂部に入射した超音波伝
ぱ挙動の超高速度直接撮影 

共著 日本非破壊検査協会 第 45
回応力・ひずみ測定と強度評
価シンポジウム講演論文集，
pp.103-108(2014). 

末次正寛，太田智貴，関野晃
一 

末次正寛 
 
 
 

Deflection of Longitudinal 
Ultrasonic Waves by Stress 
Gradient 

共著 Journal of JSEM, Vol. 14, 
Special Issue, pp. 
s134-s140(2014).  

M. Suetsugu and K. Sekino 

近藤邦和 
 
 
 
 
 

Measurement of Liquid 
Atomizaiton by Immersion Liquid 
Method (Droplet Coalescence and 
Solution into the Immersion 
Liquid) 

共著 WIT Transactions on 
Engineering Sciences, Vol. 
82, pp.191-202 (2014). 

Takahiro FUJIMATSU, Mizuki 
KITO and Kunikazu KONDO 

近藤邦和 
 
 
 

水破砕式家庭用ミストサウナの
効率改善に関する研究（第 1 報，
給湯ノズルによる影響） 

共著 設計工学，Vol.49, No.11, 
pp.47-52 (2014)． 

藤松孝裕，近藤邦和 

近藤邦和 
 
 
 
 
 
 

Droplet Size Measurement of 
Liquid Atomization by Immersion 
Liquid Method (Droplet 
Coalescence and Evaporation on 
the Immersion-Liquid Surface) 

共著 The 3rd International 
Conference on Design 
Engineering and Science, 
ICDES 2014, Pilsen, Czech 
Republic, pp.53-58 (2014). 

Takahiro FUJIMATSU, Mizuki 
KITO and Kunikazu KONDO 

近藤邦和 
 
 
 
 

トレーサー法による可視化画像
を用いた温度測定法の開発 

共著 日本設計工学会東海支部平
成 25 年度研究発表講演会講
演論文集，pp.43-46（2014）． 

大河内祥，鬼頭みずき，矢尾
匡永，藤松孝裕，福岡寛，近
藤邦和 

近藤邦和 
 
 
 
 

単一落下水滴の衝突による静止
水面の挙動（静止水深さの影響） 

共著 日本設計工学会東海支部平
成 25 年度研究発表講演会講
演論文集，pp.35-38（2014）. 

藤松孝裕，中村剛啓，鬼頭み
ずき，近藤邦和 

近藤邦和 
 
 
 

CFD 解析による自吸式渦巻ポン
プ内部の流れに関する研究 

共著 第 12 回日本流体力学会中部
支部講演会講演概要集，p.12
（2014）. 

中村剛啓，鬼頭みずき，藤松
孝裕，近藤邦和 

近藤邦和 
 
 
 

傾斜二噴流における衝突噴流熱
伝達とその流れ挙動 

共著 第 12 回日本流体力学会中部
支部講演会講演概要集，p.15
（2014）. 

鬼頭みずき，藤松孝裕，近藤
邦和 

民秋実 
 
 
 

 

学級活動へのサッカー指導方法
の活用 

単著 独立行政法人国立高等専門
学校機構論文集「高専教育」
第 37 号，pp.535-539，(2014.3) 

民秋実 

民秋実 
 

 

ガラス繊維強化複合材料平板の
円孔周りの繊維状態が強度特性
に及ぼす影響 

共著 鈴鹿工業高等専門学校 紀要 
第 48 巻，掲載決定 

民秋実，高野典子 

所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
民秋実 

 
 
 
 

 
極低温熱サイクル疲労を受ける
平織炭素繊維布強化複合材料へ
のフィラー充填が窒素ガスのリ
ーク防止に及ぼす影響 

 
共著 

 
日本材料学会論文集「材料」，
掲載決定 

 
民秋実，藤井透，大窪和也 

藤松孝裕 
 
 
 
 
 

Measurement of Liquid 
Atomizaiton by Immersion Liquid 
Method (Droplet Coalescence and 
Solution into the Immersion 
Liquid) 

共著 WIT Transactions on 
Engineering Sciences, Vol. 
82, pp.191-202 (2014). 

Takahiro FUJIMATSU, Mizuki 
KITO and Kunikazu KONDO 

藤松孝裕 
 
 
 

水破砕式家庭用ミストサウナの
効率改善に関する研究（第 1 報，
給湯ノズルによる影響） 

共著 設計工学，Vol.49, No.11, 
pp.47-52 (2014)． 

藤松孝裕，近藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 
 
 
 

Droplet Size Measurement of 
Liquid Atomization by Immersion 
Liquid Method (Droplet 
Coalescence and Evaporation on 
the Immersion-Liquid Surface) 

共著 The 3rd International 
Conference on Design 
Engineering and Science, 
ICDES 2014, Pilsen, Czech 
Republic, pp.53-58 (2014). 

Takahiro FUJIMATSU, Mizuki 
KITO and Kunikazu KONDO 

藤松孝裕 
 
 
 
 

トレーサー法による可視化画像
を用いた温度測定法の開発 

共著 日本設計工学会東海支部平
成 25 年度研究発表講演会講
演論文集，pp.43-46（2014）． 

大河内祥，鬼頭みずき，矢尾
匡永，藤松孝裕，福岡寛，近
藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 
 

単一落下水滴の衝突による静止
水面の挙動（静止水深さの影響） 

共著 日本設計工学会東海支部平
成 25 年度研究発表講演会講
演論文集，pp.35-38（2014）. 

藤松孝裕，中村剛啓，鬼頭み
ずき，近藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 

CFD 解析による自吸式渦巻ポン
プ内部の流れに関する研究 

共著 第 12 回日本流体力学会中部
支部講演会講演概要集，p.12
（2014）. 

中村剛啓，鬼頭みずき，藤松
孝裕，近藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 

傾斜二噴流における衝突噴流熱
伝達とその流れ挙動 

共著 第 12 回日本流体力学会中部
支部講演会講演概要集，p.15
（2014）. 

鬼頭みずき，藤松孝裕，近藤
邦和 

白井達也 
 
 
 

スライディング型マルチモータ
パワーユニットの提案 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2014) 

岩井雄大，白井達也 

白井達也 
 
 
 

タンデム型マルチモータパワー
ユニットの開発 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2014) 

大島拓郎，白井達也 

白井達也 
 
 
 
 
 
 

Proceessing 上で古典的なコンソ
ール対話型プログラミングから
高度なグラフィックスプログラ
ミングまで学習可能なフレーム
ワーク Crowbar+Tomahawk の紹
介 

単著 情報教育シンポジウム 2014 
（SSS2014） 

白井達也 

白井達也 
 
 
 

非線形バネによる機械式関節剛
性調整機構 

単著 日本福祉工学会学会誌，
Vol.16, No.1, pp.2-7 

白井達也 
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民秋実 

 
 
 
 

 
極低温熱サイクル疲労を受ける
平織炭素繊維布強化複合材料へ
のフィラー充填が窒素ガスのリ
ーク防止に及ぼす影響 

 
共著 

 
日本材料学会論文集「材料」，
掲載決定 

 
民秋実，藤井透，大窪和也 

藤松孝裕 
 
 
 
 
 

Measurement of Liquid 
Atomizaiton by Immersion Liquid 
Method (Droplet Coalescence and 
Solution into the Immersion 
Liquid) 

共著 WIT Transactions on 
Engineering Sciences, Vol. 
82, pp.191-202 (2014). 

Takahiro FUJIMATSU, Mizuki 
KITO and Kunikazu KONDO 

藤松孝裕 
 
 
 

水破砕式家庭用ミストサウナの
効率改善に関する研究（第 1 報，
給湯ノズルによる影響） 

共著 設計工学，Vol.49, No.11, 
pp.47-52 (2014)． 

藤松孝裕，近藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 
 
 
 

Droplet Size Measurement of 
Liquid Atomization by Immersion 
Liquid Method (Droplet 
Coalescence and Evaporation on 
the Immersion-Liquid Surface) 

共著 The 3rd International 
Conference on Design 
Engineering and Science, 
ICDES 2014, Pilsen, Czech 
Republic, pp.53-58 (2014). 

Takahiro FUJIMATSU, Mizuki 
KITO and Kunikazu KONDO 

藤松孝裕 
 
 
 
 

トレーサー法による可視化画像
を用いた温度測定法の開発 

共著 日本設計工学会東海支部平
成 25 年度研究発表講演会講
演論文集，pp.43-46（2014）． 

大河内祥，鬼頭みずき，矢尾
匡永，藤松孝裕，福岡寛，近
藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 
 

単一落下水滴の衝突による静止
水面の挙動（静止水深さの影響） 

共著 日本設計工学会東海支部平
成 25 年度研究発表講演会講
演論文集，pp.35-38（2014）. 

藤松孝裕，中村剛啓，鬼頭み
ずき，近藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 

CFD 解析による自吸式渦巻ポン
プ内部の流れに関する研究 

共著 第 12 回日本流体力学会中部
支部講演会講演概要集，p.12
（2014）. 

中村剛啓，鬼頭みずき，藤松
孝裕，近藤邦和 

藤松孝裕 
 
 
 

傾斜二噴流における衝突噴流熱
伝達とその流れ挙動 

共著 第 12 回日本流体力学会中部
支部講演会講演概要集，p.15
（2014）. 

鬼頭みずき，藤松孝裕，近藤
邦和 

白井達也 
 
 
 

スライディング型マルチモータ
パワーユニットの提案 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2014) 

岩井雄大，白井達也 

白井達也 
 
 
 

タンデム型マルチモータパワー
ユニットの開発 

共著 日本機械学会ロボティクス･
メカトロニクス講演会
（ROBOMEC2014) 

大島拓郎，白井達也 

白井達也 
 
 
 
 
 
 

Proceessing 上で古典的なコンソ
ール対話型プログラミングから
高度なグラフィックスプログラ
ミングまで学習可能なフレーム
ワーク Crowbar+Tomahawk の紹
介 

単著 情報教育シンポジウム 2014 
（SSS2014） 

白井達也 

白井達也 
 
 
 

非線形バネによる機械式関節剛
性調整機構 

単著 日本福祉工学会学会誌，
Vol.16, No.1, pp.2-7 

白井達也 
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打田正樹 

 
 

 
2013 年高専ロボコン出場ロボッ
ト「メルシー」の開発 

 
共著 

 
第 57 回 自動制御連合講演
会(2014.11) 

 
籔内健人，磯村英和，山室光
司，岡朋暉，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

脳卒中片麻痺患者のための起立
トレーニング支援ロボットの設
計 

共著 平成 26 年度電気・電子・情
報関係学会東海支部連合大
会(2014.9) 

山崎拓，打田正樹，森田良文 

打田正樹 
 
 
 

アームレス移動型ロボットを用
いた上肢リハビリ支援システム
の開発 

共著 平成 26 年度電気・電子・情
報関係学会東海支部連合大
会(2014.9) 

坂倉和樹，打田正樹 

打田正樹 
 
 

アームレス移動型ロボットを用
いた上肢リハビリ支援システム 

単著 イノベーションジャパン
2014（2014.9） 

打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

アームレス移動型ロボットを用
いた上肢リハビリ支援装置の開
発 

共著 リニアドライブ研究会，
LD-14-020（2014.6） 

坂倉和樹，打田正樹 

打田正樹 
 
 
 

産業用リニアドライブ技術の応
用展開―リニアモータとその周
辺技術― 

共著 リニアドライブ研究会，
LD-14-025（2014.6） 

打田正樹，大野正毅，下田大
介，脇若弘之，村口洋介，青
山康明，中西祐，楡井雅巳 

鬼頭みずき 
 
 
 
 
 

Measurement of Liquid 
Atomizaiton by Immersion Liquid 
Method (Droplet Coalescence and 
Solution into the Immersion 
Liquid) 

共著 WIT Transactions on 
Engineering Sciences, Vol. 
82, pp.191-202 (2014). 

Takahiro FUJIMATSU, Mizuki 
KITO and Kunikazu KONDO 

鬼頭みずき 
 
 
 

水破砕式家庭用ミストサウナの
効率改善に関する研究（第 1 報，
給湯ノズルによる影響） 

共著 設計工学，Vol.49, No.11, 
pp.47-52 (2014)． 

藤松孝裕，近藤邦和 

鬼頭みずき 
 
 
 
 
 
 

Droplet Size Measurement of 
Liquid Atomization by Immersion 
Liquid Method (Droplet 
Coalescence and Evaporation on 
the Immersion-Liquid Surface) 

共著 The 3rd International 
Conference on Design 
Engineering and Science, 
ICDES 2014, Pilsen, Czech 
Republic, pp.53-58 (2014). 

Takahiro FUJIMATSU, Mizuki 
KITO and Kunikazu KONDO 

鬼頭みずき 
 
 
 
 

トレーサー法による可視化画像
を用いた温度測定法の開発 

共著 日本設計工学会東海支部平
成 25 年度研究発表講演会講
演論文集，pp.43-46（2014）． 

大河内祥，鬼頭みずき，矢尾
匡永，藤松孝裕，福岡寛，近
藤邦和 

鬼頭みずき 
 
 
 
 

単一落下水滴の衝突による静止
水面の挙動（静止水深さの影響） 

共著 日本設計工学会東海支部平
成 25 年度研究発表講演会講
演論文集，pp.35-38（2014）. 

藤松孝裕，中村剛啓，鬼頭み
ずき，近藤邦和 

鬼頭みずき 
 
 
 

CFD 解析による自吸式渦巻ポン
プ内部の流れに関する研究 

共著 第 12 回日本流体力学会中部
支部講演会講演概要集，p.12
（2014）. 

中村剛啓，鬼頭みずき，藤松
孝裕，近藤邦和 

鬼頭みずき 
 
 
 
 

 

傾斜二噴流における衝突噴流熱
伝達とその流れ挙動 

共著 第 12 回日本流体力学会中部
支部講演会講演概要集，p.15
（2014）. 

鬼頭みずき，藤松孝裕，近藤
邦和 
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南部紘一郎 

 
 

 
粒子衝突処理の表面改質効果に
及ぼす降伏応力比の影響 

 
共著 

 
第４回日本熱処理技術協会
中部支部講演会 (2014, 3) 

 
南部紘一郎（発表者）、杉本 
太知 

南部紘一郎 
 
 
 

粒子衝突処理によるアルミニウ
ム合金 A5056 の表面改質効果に
影響を及ぼす因子の解明 

共著 第４回日本熱処理技術協会
中部支部講演会 (2014, 3) 

南部紘一郎（発表者）、森栄 
賢弥、前山裕斗、花村洸樹 

南部紘一郎 
 
 

粒子衝突処理の表面改質効果に
及ぼす投射材の影響 

共著 日本熱処理技術協会 2014 春
東京 (2014, 5) 

南部紘一郎，花村洸樹，前山
裕斗  

南部紘一郎 
 
 
 

Effects of Ultrafine Particle 
Peening on Fatigue Properties 
ofASTM 5056 Aluminum Alloy 

共著 ICSP12 (2014.9) S. Kikuchi, Y. Nakamura, K. 
Nambu and M. Ando 

南部紘一郎 
 
 
 

Evaluation of the Effects in Fine 
Particle Peening on Surface 
Modification 

共著 ICSP12 (2014.9) K.Nambu, Y.Shimizu 

南部紘一郎 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

MSE 法のエロ－ジョン現象にお
よぼすヤング率比の影響 

共著 トライボロジー学会 2014 秋
盛岡 (2014, 11) 

南部紘一郎，花村洸樹，紋田
浩気，松原了，岩井善郎 
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著者名 

電気電子工学科 
大津孝佳 

 
 

 
接触過程における低電圧放電特
性と放射電磁波 

 
共著 

 
静電気学会誌，38, 4 189-195
（2014） 

 
大津孝佳,小林優作,堂山英之,
今井省吾,岡田俊祐,藤川啓道 

大津孝佳 
 
 
 
 
 

ESD Study on Discharge Current 
and Radiated Electromagnetic 
Wave with Conductive 
Polycarbonate Composite Resin 

共著 15P1-S2.International 
Symposium on 
Electromagnetic 
Compatibility2014 
(EMC'14/Tokyo) (2014) 

Takayoshi Ohtsu, Hideyoki 
Doyama, Kouichi Sagisaka, 
Taichi Shirayama 

大津孝佳 
 
 
 

ロボット教育における TRIZ  ～
～ブロックロボットの TRIZ 教育
への適用～～ 

単著 第 10 回 TRIZ シンポジウム,
日本 TRIZ 協会(2014) 

大津孝佳 

大津孝佳 
 
 

静電気対策の動向と日本での取
り組み 

単著 静電気学会シンポジウム
(2014) 

大津孝佳 

大津孝佳 
 
 
 

電子デバイスへの ESD ガン印加
に於ける保護素子と ESD 保護材
料の効果の比較 

共著 ESD シンポジウム、日本電
子部品信頼性センタ(2014) 

大津孝佳,堂山英之,石塚裕康,
鷺坂功一 

大津孝佳 
 
 
 

静電気放電に於ける電子デバイ
スの保護素子と静電気対策材料
の効果の比較 

共著 第 11 回宇宙環境シンポジウ
ム,JAXA(2014) 

大津孝佳,堂山英之,石塚裕康,
鷺坂功一 

川口雅司 
 
 
 
 

Analog Learning Neural Network 
using Two-Stage Mode by Multiple 
and Sample Hold Circuits 

共著 International Journal of 
Software Innovation, 2(1), 
61-72, 2014 

Masashi Kawaguchi, Naohiro 
Ishii, Takashi Jimbo 

川口雅司 
 
 
 
 

The Two-Stage Analog Neural 
Network Model and Hardware 
Implementation 

共著 IIAI 3rd International 
Conference on Advanced 
Applied Informatics, 
pp936-941, 2014 

Masashi Kawaguchi, 
Masayoshi Umeno, Naohiro 
Ishii 

辻琢人 
 
 
 

シリコン太陽電池を作製・評価す
る実験教材の学生実験への導入 

共著 平成 26 年度工学教育研究講
演会講演論文集 pp.536-537 

辻琢人, 長岡史郎, 若原昭浩 

辻琢人 
 
 
 
 
 

A Silicon Single Crystal p-n 
Junction Prepared by Sol-Gel BSG 
Thin Film 

共著 2014 Fourth International 
Symposium on Technology 
for Sustainability (ISTS2014), 
D3 

Koki Shiota , Kazuho Kai , 
Shiro Nagaoka, Takuto Tsuji 
and Akihiro Wakahara 

辻琢人 
 
 
 
 
 
 
 
 

A Simplified Thermal Diffusion 
Process for Making the Silicon p-n 
Junction Using Sol-Gel Thin Films 
as the Educational Application 

共著 NANO-SciTech2014&IC-NE
T2014, Malaysia-Japan 
International Conference on 
Nanoscience, 
Nanotechnology and 
Nanoengineering2014, O63, 
p83 

R. Takahashi, S. Nagaoka, 
T.Tsuji and A. Wakahara 

西村一寛 
 
 
 
 
 

Development of lifting magnet 
having stable separation technique 
of stacked magnetic thin plates 

単著 International Magnetics 
Conference Intermag, 
(2014.5), Dresden, Germany, 
Poster : AP-07 

 

208



所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
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著者名 

 
柴垣寛治 

 
 

 
小型簡易分光器を用いた模擬雷
放電プラズマの計測 

 
共著 

 
第 19 回高専シンポジウム 
（2014 年 1 月） 

 
大西育佳，柴垣寛治 

柴垣寛治 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

PLD 法による合金薄膜生成プロ
セスにおける膜厚分布の調査 

共著 平成 26 年度電気関係学会東
海支部連合大会 （2014 年
9 月） 

松村拓紀，柴垣寛治 
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著者名 

電子情報工学科 
井瀬潔 

 
 
 
 
 
 

 
高専ブランド小中学生向け理
科・技術教材の開発と市販－教材
開発コンテストによる作品収集
－を終えて 

 
共著 

 
平成 26 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集 アクティブラーニ
ング ～学生の主体性～ 
平成 26 年 8 月 26 日(火)～28
日(木)，pp.480-481. 

 
下古谷博司，幸後健，板谷年
也，伊東真由美，山田太，真
伏利史，中川元斗，井瀬潔，
都城高専 桑原裕史 

井瀬潔 
 
 
 

アイリス結合導波管の FDTD 法
による解析 

共著 計測自動制御学会中部支部，
教育工学論文集，Vol.37，
pp.26-28(Dec. 2014). 

藤山悠太，井瀬潔 

飯塚昇 
 
 
 

ディペンダブルワイヤレスシス
テム・デバイスの開発 

共著 Embedded Technology 
ET2014 （ポスター） 

坪内和夫，松澤昭，岩田誠，
藤島実，中山正敏，小熊博，
山形文啓，飯塚昇 

伊藤明 
 
 
 

運動単位推定のための 4チャンネ
ル表面筋電位測定回路に関する
研究 

共著 計測自動制御学会中部支部，
教育工学論文集，Vol.37，
pp.32-34(2014). 

平山敦基、伊藤明、堀内亮、
田村陽次郎 

伊藤明 
 
 
 
 

Simulation of stiffness changes in 
human triceps surae using a 
systematic muscle model. 

共著 7th World Congress of 
Biomechanics (Boston, 
U.S.A.) 

A. ITO, Y. Tamura, A. G. 
Cresswell, M. Saito 

伊藤明 
 
 
 

A systematic muscle model 
simulating the fast ramp stretches 
in the muscle fibres. 

共著 IUPAB conference(Brisbane, 
Australia) 

Y. Tamura, A. ITO, A. G. 
Cresswell, M. Saito 

伊藤明 
 
 
 

Simulation of force responses to 
fast ramp stretches in the skeletal 
muscle fibres. 

共著 第 52 回日本生物物理学会年
会 (北海道) 

Youjiro Tamura, Akira Ito, and 
Andrew Cresswell 

箕浦弘人 
 
 
 

Blinn-Phong 鏡面反射モデルを用
いた光源パラメータ推定の基礎
実験 

共著 電子情報通信学会総合大会, 
新潟(2014, 3). 

佐田薫士, 箕浦弘人 

箕浦弘人 
 
 
 

機械学習を用いた光源推定に関
する基礎実験 

単著 第 19 回日本バーチャルリア
リティ学会大会, 名古屋
(2014, 9). 

箕浦弘人 

箕浦弘人 
 
 
 
 
 

Light Prameter Estimation with 
Blinn-Phong Secular Reflection 
Model 

共著 4th International Symposium 
on Technology for 
Sustainability, Taipei(2014, 
11). 

Kunji Sata, Hirohito Minoura 

青山俊弘 
 
 
 

Wordpress プラグインによる教育
マイクロコンテンツ管理システ
ムの開発 

共著 平成 26 年度電気電子情報 
関係学会東海支部連合大会 

市野晴之,青山俊弘 

青山俊弘 
 
 

機関リポジトリのアクセスログ解
析 

共著 平成 26 年度電気電子情報 
関係学会東海支部連合大会 

鈴木悠太, 青山俊弘 

青山俊弘 
 
 
 
 
 

Tag Cloud of Search Queries for 
Repository 

共著 The 9th International 
Conference on Open 
Repositories 

Toshihiro Aoyama, Yuta 
Suzuki, Kazutsuna Yamaji 
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青山俊弘 

 
 
 
 

 
Handshake ecosystem for 
Educational Contents between 
Institutional Repository and OER 
based Repository 

 
共著 

 
The 9th International 
Conference on Open 
Repositories 

 
Kazutsuna Yamaji, Hiroshi 
Kato, Toshihiro Aoyama, 
Tsuneo Yamada 

青山俊弘 
 
 
 
 

Discovering Unpredictably Related 
Words from Logs of Scholarly 
Repositories for Grouping Similar 
Queries 

共著 Applied Computing and 
Information Technology 553 
47-60 

Shiraishi, Takehiro Aoyama, 
Toshihiro Yamaji, Kazutsuna 
Namiki, Takao Ikeda, Daisuke 

青山俊弘 
 
 
 
 

Genome-wide survey of 
transcriptional initiation in the 
pathogenic fungus, Candida 
glabrata. 

共著 Genes to Cells, 19(6), 
478-503 

Aoyama T, Nakayama H, Ueno 
K, Inukai T, Tanabe K, Nagi M, 
Bard M, Chibana H 

青山俊弘 
 
 
 
 
 
 

The mannoprotein TIR3 
(CAGL0C03872g) is required for 
sterol uptake in Candida glabrata 

共著 Biochimica et Biophysica 
Acta 1851 (2015) 141–151 

Tatsuya Inukai, Minoru Nagi, 
Akihiro Morita, Koichi Tanabe, 
Toshihiro Aoyama, Yoshitsugu 
Miyazaki, Martin Bard, 
Hironobu Nakayama 

板谷年也 
 
 
 
 
 

渦電流非破壊検査シミュレーシ
ョンを活用した構造物の健全性
評価 

単著 教育研究プロジェクト三機
関連携事業 技学イノベー
ション推進センターレジリ
エントインフラ分科会 
(2014.2) 

板谷年也 

板谷年也 
 
 
 

パルス渦電流法によるクラッド
鋼接合部の非破壊検査シミュレ
ーション 

共著 計測自動制御学会中部支部，
教育工学研究会 (2014.9) 

田中悠貴，板谷年也 

板谷年也 
 
 
 
 

ダブル方形直交形コイルによる
CFRP の渦電流非破壊検査シミュ
レーション 

共著 電気・電子・情報関係学会東
海支部連合大会講演論文集
(CD-ROM)   2014 
ROMBUNNO.D3-6 

川内絢斗，板谷年也 

板谷年也 
 
 
 
 

渦電流法による純チタンの酸化
皮膜の非破壊評価 

共著 電気・電子・情報関係学会東
海支部連合大会講演論文集
(CD-ROM)   2014 
ROMBUNNO.D3-7 

小澤巧，板谷年也，万谷義和 

板谷年也 
 
 
 
 

高専ブランド小中学生向け理
科・技術教材の開発と市販 －教
材開発コンテストによる作品収
集－を終えて 

共著 平成 26 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集，pp.480-481 (2014) 

下古谷博司，幸後健，板谷年
也，伊東真由美，中川元斗，
井瀬潔，桑原裕史 

板谷年也 
 
 
 

渦電流を利用した非破壊検査と
材料評価の高度化(CFRP 構造の
欠陥検出性能向上を目指して) 

単著 鈴鹿工業高等専門学校テク
ノプラザ 企業交流会 
(2014.11) 

板谷年也 

森島佑 
 
 

フェージング通信路における最
大事後確率復号の誤り率解析 

共著 情報とその応用シンポジウ
ム予稿集 (2014) 

羽藤大輝, 森島佑, 岡育生, 
阿多信吾 

森島佑 
 
 
 
 

Threshold decoding algorithms for 
spinal codes over interference 
channels 

共著 電子情報通信学会技術研究
報告 vol.114, no.256, 
SAT2014-44, pp129-133 
(2014) 

Yu Morishima, Ikuo Oka, 
Shingo Ata 
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森島佑 

 
 
 
 

 
Bit Error Rate of Fixed Rate Spinal 
Codes Combined with 64QAM 

 
共著 

 
電子情報通信学会技術研究
報告 vol.114, no.256, 
SAT2014-45, pp141-144 
(2014) 

 
Hodaka Tashiro, Yu 
Morishima, Ikuo Oka, Shingo 
Ata 

森島佑 
 
 
 

Symbol Counting Based Threshold 
Algorithms for Decoding Spinal 
Codes 

共著 in Proceedings of IEEE VTS 
APWCS2014 (2014) 

Yu Morishima, Ikuo Oka, 
Shingo Ata 

森島佑 
 
 
 
 

Error Probability Analyses of 
Maximum A Posteriori Probability 
Decoding by moment techniques 

共著 in Proceedings of ISITA2014 
(2014) 

Daiki Hato, Yu Morishima, 
Ikuo Oka, Shingo Ata 

森島佑 
 
 

受信シンボル数にもとづく Spinal
符号の復号法 

単著 誤り訂正符号のワークショ
ップ 2014 (2014) 

森島佑 

森島佑 
 
 
 
 

固定レート Spinal 符号における
誤り率特性 

共著 電子情報通信学会技術研究
報告 vol.114, no.34, 
IT2014-7, pp. 31-35 (2014) 

田代穂高, 森島佑, 岡育生, 
阿多信吾 

森島佑 
 
 
 

2 状態軟判定ビタビ復号における
トランケーション誤り率への影
響の厳密解析 

共著 電子情報通信学会論文誌
(A), vol.J97-A, pp.391-394 
(2014) 

森島佑, 岡育生, 阿多信吾 

森島佑 
 
 
 
 

符号語分割にもとづくレートレ
ス符号の構成法 

共著 電子情報通信学会技術研究
報告 vol.113, no.3465, 
CS2013-105, pp. 11-15 (2014) 

森島佑, 岡育生, 阿多信吾 

森島佑 
 
 
 
 

小信号除去を用いた木構造ネッ
トワークにおける多数決判定誤
り率の改善 

共著 電子情報通信学会技術研究
報告 vol.113, no.390, 
CS2013-85, pp.7-10 (2014) 

中西祥梧, 森島佑, 岡育生, 
阿多信吾 

森島佑 
 
 
 
 

フェージング通信路における木
構造ネットワークの多数決判定
誤り率解析 

共著 電子情報通信学会技術研究
報告 vol.113, no.411, 
IT2013-48, pp.17-21 (2014) 

中西祥梧, 森島佑, 岡育生, 
阿多信吾 

森島佑 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木構造を有する符号を用いた通
信路符号化の復号アルゴリズム
とその誤り特性に関する研究 

単著 大阪市立大学大学院工学研
究科, 博士論文 

森島佑 
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生物応用化学科 
生貝初 

 
 

 
孔形成毒素 

 
単著 

 
日本防菌防黴学会誌、42 巻、
pp.245-252、2014． 

 
生貝初 

生貝初 
 
 
 
 

放射光による炭素鋼表面に形成
されたバイオフィルムと微生物
腐食の３D 可視化 

共著 Bacterial adherence ＆ 
biofilm, Vol.28，2014．（掲
載受理） 

生貝初，小林正和, 飯村兼一、
細川明秀、上杉健太朗、黒田
大介、兼松秀行、戸田裕之 

生貝初 
 
 
 

SS400 表面に形成されたバイオフ
ィルムと微生物腐食の X 線 CT に
よる３D 可視化 

単著 （社）日本鉄鋼協会自主フォ
ーラム "微生物が促進する
鉄鋼材料の腐食"，2014． 

生貝初 

生貝初 
 
 
 

SPring- 8 の放射光を用いたバイ
オフィルムを起因とする微生物
腐食の３D 可視化 

共著 第 87 回日本細菌学会、東京 
第 87 回日本細菌学会要旨
集，p.154，2014． 

生貝初，黒田大介，兼松秀行 

生貝初 
 
 
 

鉄鋼材料へのバイオフィルム形
成とひずみの関係 

共著 材料と環境 2014, 材料と環
境 2014 講演集, pp. 33-34，
2014. 

黒田大介, 横川さおり, 土居 
明, 生貝初, 兼松秀行 

生貝初 
 
 
 
 

冷間加工を施した鉄鋼材料の耐
食性と微生物付着特性 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集,  
p. 326，2014. 

横川さおり, 土居明, 生貝初, 
兼松秀行, 黒田大介 

生貝初 
 
 
 
 

ひずみを導入した金属材料への
海洋環境中におけるバイオフィ
ルム形成挙動 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
p. 491，2014. 

土居明, 横川さおり, 黒田大
介, 生貝初, 兼松秀行 

生貝初 
 
 
 
 

放射光による炭素鋼表面に形成
されたバイオフィルムと微生物
腐食の３D 可視化 

共著 第 28 回 Bacterial Adherence 
and Biofilm 学術集会 講演
抄録集 p.41，東京，2014．  

生貝初、小林正和、飯村兼一、
細川明秀、上杉健太朗、黒田
大介、兼松秀行、戸田裕之 

生貝初 
 
 
 
 

鉄鋼材料表面に形成されたバイ
オフィルムと微生物腐食の３D
可視化 

共著 日本防菌防黴学会 第４１
回年次大会、品川、2014． 

生貝初、小林正和、飯村兼一、
細川明秀、上杉健太朗、黒田
大介、兼松秀行、戸田裕之 

生貝初 
 
 
 
 
 
 

グラシックカーボン上に形成し
た緑膿菌バイオフィルムの AFM
観察 

共著 日本鉄鋼協会 第１６８回
秋季講演大会 微生物が促
進する鉄鋼材料の腐食自主
フォーラム「微生物が促進す
る鉄鋼材料の腐食」、名古屋、
2014． 

平井信充、小澤ひかり、生貝 
初 

生貝初 
 
 
 
 
 
 

放射光による微生物腐食の解析 単著 日本鉄鋼協会 第１６８回
秋季講演大会 微生物が促
進する鉄鋼材料の腐食自主
フォーラム「微生物が促進す
る鉄鋼材料の腐食」、名古屋、
2014．２０１４． 

生貝初 

澤田善秋 
 
 
 
 

トルエンスルホン酸の加水分解
反応における速度論的解析 

共著 鈴鹿工業高等専門学校紀要,
第 47 巻,pp5-10(2014) 

澤田善秋、淀谷真也、水谷友
哉 
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澤田善秋 

 
 

 
企業技術者育成のための化学工
学基礎講座 

 
共著 

 
論文集「高専教育」,第 37
号,pp407-412(2014) 

 
澤田善秋, 岩田政司, 堤正之 

澤田善秋 
 
 
 

BDF 酸触媒法における最適条件
の探索 

共著 第 19 回高専シンポジウム
(久留米)講演要旨
集,p534(2014) 

谷実樹,澤田善秋 

澤田善秋 
 
 
 

GL 分離法における最適運転条件
の確立 

共著 第 19 回高専シンポジウム
(久留米)講演要旨
集,p540(2014) 

野口素子,澤田善秋 

澤田善秋 
 
 
 

トルエンスルホン酸の加水分解
および合成反応における速度論
的解析 

共著 第 19 回高専シンポジウム
(久留米)講演要旨
集,p542(2014) 

ジェニファーチャ―，澤田善
秋 

下野晃 
 
 

イオン液体によるコメ粉の分解 共著 第 19 回高専シンポジウム講
演要旨集，p.519, 久留米 

下古谷博司，駒井雅也，下野
晃 

下野晃 
 
 

オカラによる水溶液中のクリス
タルバイオレットの吸着除去 

共著 19 回高専シンポジウム講演
要旨集，p.521，久留米 

下古谷博司，坂下寛悟，下野
晃 

下野晃 
 
 

Sr2+イオンおよび Cs+イオンのオ
カラによる吸着除去 

共著 第 19 回高専シンポジウム講
演要旨集，p.518，久留米 

下古谷博司，瀬川あかり，下
野晃 

下野晃 
 
 
 

コメ粉液状化物の性質と液状化
物から調製したポリウレタンフ
ィルムの評価 

共著 第 19 回高専シンポジウム講
演要旨集，p.522，久留米 

下古谷博司，戸島実咲，下野
晃 

船越邦夫 
 
 

硫酸カリウム結晶の無機金属添
加による溶解抑制 

共著 第 16 回化学工学会学生発表
会, D16 (2014) 

根岸里奈, 船越邦夫 

船越邦夫 
 
 

異性化優先晶析法による高純度
L-Asp 結晶の作製法 

共著 第 16 回化学工学会学生発表
会, D17 (2014) 

久保春菜, 船越邦夫 

船越邦夫 
 
 

ヒドロキシアパタイト結晶が保
持する電気量の測定 

共著 第 16 回化学工学会学生発表
会, D24 (2014) 

今矢悠介, 船越邦夫 

船越邦夫 
 
 

クロム(Ⅲ)イオン存在下での硫酸
カリウム結晶の溶解挙動 

共著 化学工学会第 79 年会, N224 
(2014) 

船越邦夫, 中川博人, 根岸里
奈 

船越邦夫 
 
 

グリシン結晶の固相多形転移へ
の衝突エネルギーの影響 

共著 分離技術会年会 2014, S5-1 
(2014) 

船越邦夫，安江健，宍戸亮介 

船越邦夫 
 
 
 
 

Kinetics of Solid-State 
Polymorphic Transition of Glycine 
Crystals for Various Mechanical 
Processings 

共著 Asian Crystallization 
Technology Symposium 
2014, PA-63 (2014) 

Kunio Funakoshi, Ken Yasue 

船越邦夫 
 
 
 

Dissolution Phenomena of Salicylic 
Acid / Nicotinamide Cocrystals in 
Water 

共著 19th International 
Symposium on Industrial 
Crystallization 351 (2014) 

Kunio Funakoshi, Shota Ohtani 

船越邦夫 
 
 
 
 
 
 

Formation of Nickel Ammine 
Complexes during Continuous 
Nickel Hydroxide Precipitations 

共著 10th International 
Conference on Separation 
Science and Technology, 
CP-32 (2014) 

Kunio Funakoshi, Makiko 
Shimizu 
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平井信充 

 
 

 
各種添加物による鉛電池性能改
善の試み 

 
単著 

 
溶融塩および高温化学, 
Vol.57 (2014), pp.75-80. 

 
平井信充 

平井信充 
 
 

創造工学「干潟の環境を分析す
る」とその教育効果 

共著 論文集「高専教育」, Vol.37 
(2014), pp.305-310. 

山口雅裕，甲斐穂高，中川元
斗，平井信充 

平井信充 
 
 
 

「鈴鹿高専の専門力を結集して
三重の海を守ろう」プロジェクト
について 

共著 鈴鹿高専紀要, Vol.47  
(2014), pp.11-15. 

平井信充，甲斐穂高，山口雅
裕，黒田大介，兼松秀行 

平井信充 
 
 
 
 

Effect of various alkaline metal 
ions on electrochemical behavior 
of lead electrode in sulfuric acid 
solution 

共著 Proc. 9th Inter. Conf. on Lead 
acid batteries (LABAT) 2014, 
(2014), pp.153-156. 

Nobumitsu Hirai, Yui 
Yamamoto 

平井信充 
 
 
 
 
 

Biofilm formation processes on 
sttel surface revealed by AFM 

共著 17th Inter. Cong. on Marine 
Corrosion and Fouling 
(ICMCF 2014), (2014.9).   

Nobumitsu Hirai, Hideyuki 
Kanematsu, Takafumi Kanata, 
Hikari Ozawa, Hideo Itoh, 
Tomoka Masuda, Toshihiro 
Tanaka 

平井信充 
 
 
 
 
 

A trial for MIC study using a 
circulation-type laboratory biofilm 
reactor. 

共著 17th Inter. Cong. on Marine 
Corrosion and Fouling 
(ICMCF 2014), (2014.9).   

Hideyuki Kanematsu, Miwa 
Noda, Nobumitsu Hirai, Akiko 
Ogawa, Takeshi Kogo, Yoko 
Miura, Hideo Itoh 

平井信充 
 
 
 
 
 

Composite coating to control 
biofilm formation and MIC 

共著 17th Inter. Cong. on Marine 
Corrosion and Fouling 
(ICMCF 2014), (2014.9).   

Hideyuki Kanematsu, Takeshi 
Kogo, Miwa Noda, Nobumitsu 
Hirai, Akiko Ogawa, Yoko 
Miura, Hideo Itoh, Michiko 
Yoshitake. 

平井信充 
 
 
 

各種合成樹脂上に形成されたバ
イオフィルムの AFM による解析 

共著 材料とプロセス, Vol.27 
(2014) pp.606-607. 

平井信充, マーカームン，増
田智香，伊藤日出生，兼松秀
行 

平井信充 
 
 
 
 
 

グラッシーカーボン上に形成し
た緑膿菌バイオフィルムの AFM
観察 

共著 日本鉄鋼協会第 168 回秋季
講演大会「微生物が促進する
鉄鋼材料の腐食」自主フォー
ラム シンポジウム(2014.9). 

平井信充，小澤ひかり，生貝
初 

平井信充 
 
 
 

卓上バイオフィルムリアクター
の製作とバイオフィルム形成挙
動 

共著 材料とプロセス, Vol.27 
(2014) pp.595-596. 

西七恵，兼松秀行，三浦陽子，
鬼頭みずき，平井信充，小川
亜希子 

平井信充 
 
 
 

生物付着抑制のためのシラン系
樹脂コーティングとその評価法
の検討 

共著 材料とプロセス, Vol.27 
(2014) pp.597-598. 

佐野勝彦，兼松秀行，平井信
充，小川亜希子，幸後健，田
中敏宏 

平井信充 
 
 
 

LBR を用いた二つの複合材料の
バイオファウリング挙動比較 
 

共著 材料とプロセス, Vol.27 
(2014) pp.602-603. 

中西康夫，兼松秀行，三浦陽
子，V. Arumugam，平井信充，
小川亜希子 

平井信充 
 
 

硫酸水溶液中における鉛電極の
特異酸化ピークに及ぼす各種金
属イオンの添加効果 

共著 第 46 回溶融塩化学討論会講
演要旨集 1B14, (2014), pp. 
55-56. 

平井信充, 川北将平, 山本唯 
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平井信充 

 
 
 

 
スルホン化リグニンを含む硫酸
電解液中における鉛電極の酸化
還元挙動 

 
共著 

 
第 38 回電解技術討論会－ソ
ーダ工業技術討論会－講演
要旨集, (2014) pp.1-4. 

 
平井信充，花井勇哉，中原郁
実，眞柄謙吾 

平井信充 
 
 
 

AFM による鉛電池電極反応解析
とバイオフィルム生成挙動解析 

単著 日本顕微鏡学会走査型プロ
ーブ顕微鏡分科会バイオ系
SPM 研究会(2014.12).   

平井信充 

平井信充 
 
 
 
 

鈴鹿高専における創造工学教育
の紹介～微生物電池を題材とし
て～ 

共著 日本鉄鋼協会材料の組織と
特性部会「微生物が促進する
鉄鋼材料の腐食」第２回自主
フォーラム(2014.12).   

中川元斗，菱川湧輝，小林大
士，飯田壮葵，丹羽菜月，平
井信充 

平井信充 
 
 
 

スルホン基を制御したスルホン
化リグニンの鉛電池負極に対す
る添加効果 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米 講演要旨集 L-10, 
(2014) pp.388. 

中原郁実，平井信充，眞柄謙
吾 

平井信充 
 
 
 

鉛電池電解液に対するテトラア
ルキルアンモニウム塩の添加効
果 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米 講演要旨集 L-11, 
(2014) pp.389. 

小林俊介，平井信充 

平井信充 
 
 
 

鉛電池電解液へのアルカリ金属
硫酸塩の添加効果 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米 講演要旨集 L-12, 
(2014) pp.390. 

山本唯，平井信充 

平井信充 
 
 
 

バイオフィルムを利用した水環
境中イオンの選択的捕捉 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米 講演要旨集 L-27, 
(2014) pp.400. 

杉田大地，平井信充，兼松秀
行 

平井信充 
 
 
 

バイオフィルム生成過程の解明
を目的とした緑膿菌付着挙動の
AFM 観察 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米 講演要旨集 L-28, 
(2014) pp.401. 

小澤ひかり，平井信充，生貝
初 

平井信充 
 
 
 
 

三重県沿岸海水の COD 分析とプ
ランクトンの観察―創造工学演
習「鈴鹿高専の専門力を結集して
三重の海を守ろう」― 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米 講演要旨集 P5-12, 
(2014) pp.569. 

児玉明彦，藤川良祐，甲斐穂
高，山口雅裕，平井信充 

平井信充 
 
 
 

三重県沿岸海域の COD 解析とプ
ランクトンの同定 

共著 平成 25 年度日本動物学会中
部支部大会(2014.3) 

菱川湧輝，倉田悠里，小早川
紗良，平井信充，甲斐穂高，
山口雅裕 

平井信充 
 
 
 

三重県の海を守ろう～プランク
トン観察による白子海岸の評価
～ 

共著 「分析中部・ゆめ 21」若手
交流会・第 14 回高山フォー
ラム(2014.11). 

竹内佑喜，藤田侑樹，甲斐穂
高，山口雅裕，平井信充 

平井信充 
 
 
 

三重県の海を守ろう～水質分析
による白子海岸の評価～ 

共著 「分析中部・ゆめ 21」若手
交流会・第 14 回高山フォー
ラム(2014.11). 

藤田侑樹，竹内佑喜，甲斐穂
高，山口雅裕，平井信充 

平井信充 
 
 

三重県の海を守ろう―COD 測定
とプランクトン調査― 

共著 サイエンスキャッスル
2014(2014.12). 

讃岐恵，片浦望，平井信充，
山口雅裕，甲斐穂高 

山本智代 
 
 
 
 
 

光学異性体分活用ビーズ及びそ
の製造方法 

共著 国際特許出願 出願番号
7971/DELNP/20 平成 26 年
4 月 

岡本佳男，山本智代，井改知
幸，上垣外正己 
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高倉克人 

 
 
 
 
 
 

 
Spontaneous transformation from 
micelles to vesicles associated 
with sequential conversions of 
comprising amphiphiles within 
assemblies 

 
共著 

 
Chemical Communications, 
2014, 50, 2190-2192 

 
Katsuto Takakura, Takahiro 
Yamamoto, Kensuke Kurihara, 
Taro Toyota, Kiyoshi Ohnuma, 
Tadashi Sugawara 

高倉克人 
 
 
 

長鎖アルコキシフェニルボロン
酸誘導体の両親媒性分子間アミ
ン転移反応に対する触媒能 

共著 第 19 回高専シンポジウム
（2014.1） 

川村朝香，高倉克人 

高倉克人 
 
 
 

両親媒性分子間アミン転移反応
に起因する自己集合構造の形態
変換 

共著 第 19 回高専シンポジウム
（2014.1） 

古川愛，高倉克人 

高倉克人 
 
 
 

両親媒性分子間アルキルアミン
転移反応に対するアルキル鎖長
の影響 

共著 日本化学会第 95 回春季年会
（2014.3） 

久野友梨亜，高倉克人 

高倉克人 
 
 
 
 

Application of 
alkylamine-migration between 
amphiphiles on self reproducing 
vesicle 

共著 25th Symposium  on 
Physical Organic Chemistry 

Katsuto Takakura, Yuria 
Kyuuno, Ai Furukawa 

山口雅裕 
 
 

創造工学「干潟の環境を分析す
る」とその教育効果 

共著 高専教育，第 37 号，305-310 山口雅裕，甲斐穂高，中川元
斗，平井信充 

山口雅裕 
 
 
 

「鈴鹿高専の専門力を結集して
三重の海を守ろう」プロジェクト
について 

共著 鈴鹿高等専門学校紀要，第
47 巻，11-15 

平井信充，甲斐穂高，山口雅
裕，黒田大介，兼松秀行 

山口雅裕 
 
 

両生類変態期におけるグロビン
パターンの解析 

共著 平成 26 年度日本動物学会中
部支部大会能登大会 

山川菜摘，山口雅裕 

山口雅裕 
 
 

分散能力の違う幼生期を持つ近
縁種における遺伝的構造の比較 

共著 平成 26 年度日本動物学会中
部支部大会能登大会 

村山椋，山口雅裕 

山口雅裕 アフリカツメガエル変態期にお
けるエリスロポエチン受容体の
発現解析 

共著 平成 26 年度日本動物学会中
部支部大会能登大会 

堀内秀，山口雅裕 

山口雅裕 
 
 

pH と共存成分がメダカ金属毒性
に及ぼす影響について 

共著 第 23 回環境化学討論会 甲斐穂高, 山口雅裕, 大田政
史, 有薗幸司, 石橋康弘 

山口雅裕 
 
 
 

メダカを用いた金属の生体評価
に関する研究 

共著 「分析中部・ゆめ 21」若手
交流会・第 14 回高山フォー
ラム 

甲斐穂高, 山口雅裕, 佐野智
基, 中川元斗 

甲斐穂高 
 
 
 

LCA による水銀含有廃棄物のリ
サイクルシステムの環境影響評
価 

共著 第９回日本 LCA 学会研究発
表会(2014.3) 

本田智之,甲斐穂高,平山聡,中
道隆広,大田政史,石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 

臭素酸電解水の化学的性質と殺
菌評価 

単著 第 59 回ウォーターセミナー
研究会(2014.3) 

甲斐穂高 

甲斐穂高 
 
 
 
 

pH と共存成分がメダカ金属毒性
に及ぼす影響について 

共著 第 23 回環境化学討論会
(2014.5) 

甲斐穂高, 山口雅裕, 大田政
史, 有薗幸司, 石橋康弘 
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甲斐穂高 

 
 

 
臭素酸電解水製造装置の開発と
評価に関する研究 その２ 

 
共著 

 
環境科学会年会
2014(2014.9) 

 
甲斐穂高, 太田一輝, 中道隆
広, 石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 
 

廃棄物系バイオマスの高温可溶化
メタン発酵に適した好熱性細菌
の可溶化試験 

共著 環境科学会年会
2014(2014.9) 

藥師寺佑佳,中島琢自,松本厚
子,中道隆広, 甲斐穂高,大田
政史,高橋洋子,石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 

バイオマス燃料の継続性及び事業
性の評価に関する研究 

共著 環境科学会年会
2014(2014.9) 

平山聡,大田政史,中道隆広,市
來宗士,甲斐穂高,石橋康弘 

甲斐穂高 
 
 

臭素酸電解水の化学的性質と金
属腐食への影響について 

共著 第 13 回日本機能水学会学術
大会(2014.10) 

甲斐穂高, 太田一輝, 中道隆
広, 吉赫哲,石橋康弘. 

甲斐穂高 
 
 
 

メダカを用いた金属の生体評価
に関する研究 

共著 「分析中部・ゆめ 21」若手
交流会・第 14 回高山フォー
ラム(2014.11) 

甲斐穂高, 山口雅裕, 佐野智
基, 中川元斗. 

甲斐穂高 
 
 
 

三重県の海を守ろう～プランク
トン観察による白子海岸の評価
～ 

共著 「分析中部・ゆめ 21」若手
交流会・第 14 回高山フォー
ラム(2014.11) 

竹内佑喜, 藤田侑樹, 甲斐穂
高, 山口雅裕, 平井信充. 

甲斐穂高 
 
 
 

三重県の海を守ろう～水質分析
による白子海岸の評価～ 

共著 「分析中部・ゆめ 21」若手
交流会・第 14 回高山フォー
ラム(2014.11) 

藤田 侑樹, 竹内佑喜, 甲斐穂
高,山口雅裕,平井信充 

甲斐穂高 
 
 
 

臭素酸電解水の金属の腐食に及
ぼす影響について 

共著 「分析中部・ゆめ 21」若手
交流会・第 14 回高山フォー
ラム(2014.11) 

太田一輝,甲斐穂高. 

甲斐穂高 
 
 
 
 

焼却灰固化物からの鉛の溶出低
減に関する研究 

共著 環境と安全 5(3),183-190, 
2014. 

大田政史,工藤慶太,大曲遼,福
岡大造,今國宏則,黒藏俊英,中
道隆広,船越邦夫,甲斐穂高,石
橋康弘. 

甲斐穂高 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

創造工学「干潟の環境を分析す
る」とその教育効果 

共著 論文集「高専教育」第 37 号 
305-310, 2014-03 

山口雅裕，甲斐穂高，中川元
斗，平井信充 
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材料工学科 
宗内篤夫 

 
 

 
オゾン発生用ガラス電極の研究 

 
共著 

 
第 28 回オゾン協会年次研究
講演会 

 
宗内篤夫、坂井亮介 

宗内篤夫 
 
 

バリヤー放電用ガラス電極の研
究 

共著 第 19 回高専シンポジウム 
in 久留米 

宗内篤夫、坂井亮介 

宗内篤夫 
 
 

燃料電池用ガス拡散電極の研究 共著 第 19 回高専シンポジウム 
in 久留米 

宗内篤夫、山川大智 

兼松秀行 
 
 
 
 

ひずみを導入した金属材料への
海洋環境中におけるバイオフィ
ルム形成挙動 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
(2014), p. 491. 

土居明, 横川さおり, 黒田大
介, 生貝初, 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 

鉄鋼材料へのバイオフィルム形
成とひずみの関係 

共著 材料と環境 2014, 材料と環
境 2014 講演集, (2014), pp. 
33-34. 

黒田大介, 横川さおり, 土居 
明, 生貝初, 兼松秀行 

兼松秀行 
 
 
 
 

Comparison of heat transfer 
performance among solid, hollow 
and sodium encapsulated engine 
valves. 

共著 AIP Conference Proceedings, 
2014. 1585: p. 97-101. 

Kobayashi, T., Hashimoto, I., 
R., Hashimoto, Takashina, T., 
Kanematsu, H., and Utsumi Y. 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Various mortars for anti-fouling 
purposes in marine environments 

共著 AIP Conference Proceedings, 
2014, 1585: p.153-159 

Hideyuki Kanematsu, Tomoka 
Masuda, Yoko Miura, 
Nobumitsu Hira, Daisuke 
Kuroda, Seiji Yokoyama 

兼松秀行 
 
 
 

Metal coated glasses by sputtering 
and their microfouling properties. 

共著 AIP Conference Proceedings, 
2014. 1585: p. 160-163. 

Kougo, T., H. Kanematsu, N. 
Wada, T. Hihara, M. 
Minekawa, and Y. Fujita 

兼松秀行 
 
 
 

Research on optimisation of 
cooling structure of LED element 
(The 2nd report). 

共著 AIP Conference Proceedings, 
2014. 1585: p.128-135 

T. Kobayashi, Y.Sakate, R. 
Hashimoto, T. Takashina, 
H.Kanematsu, Y.Utsumi 

兼松秀行 
 
 
 
 

Biofilm/Biofouling Problems & 
CO2 Reduction 

単著 ICAT News Letter 2014, 
ICAT (Institute of Carbon 
Accountants and Traders). 

Hideyuki Kanematsu 

兼松秀行 
 
 
 
 

Problem‐Based Learning 
Activities in Second Life. 

共著 International Journal of 
Modern Education Forum 
(IJMEF), 2014. 3(1): p. 7-12. 

Barry, D.M., H. Kanematsu, Y. 
Fukumura, T. Kobayashi, N. 
Ogawa, and H. Nagai, 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Effect of Deposition and Storage 
Conditions on the Gas 
Permeability of SiOx Thin Films 

共著 Applied Mechanics and 
Materials, 2014. 378: p. 
248-252. 

Kobayashi, Toshiro, 
Kamikawa, Susumu, Itou, 
Yoshifumi, Kanematsu, 
Hideyuki, and Utsumi, Yuichi, 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Nano-Composite Coating on 
Glasses for Biofilm Control. 

共著 Journal of Materials Science 
& Surface Engineering, 2014. 
1(2): p. 58-63. 

Kanematsu, Hideyuki, Kogo, 
Takeshi, Sano, Katsuhiko, 
Noda, Miwa, Wada, Noriyuki, 
and Yoshitake, Michiko 

219



所属 
氏名 

著書，学術論文等の名称 
単著，
共著
の別 

発行所，発表雑誌等又は 
発表学会等の名称 

著者名 

 
兼松秀行 

 
 

 
微生物腐食（その１）−海洋環境
における微生物腐食− 

 
単著 

 
防錆管理, 2014. 58(7): p. 
265-271. 

 
兼松秀行 

兼松秀行 
 
 

材料科学・工学におけるバイオフ
ィルム分析とその重要性 

共著 分析化学, 2014, 63(7): p. 
569-579. 

兼松秀行, 田中美穂 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 

Biofilm Formation Process on 
Steel Surface Revealed by AFM. 

共著 17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF). 2014. 
Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: p. 43. 

Hirai, Nobumitsu, Kanematsu, 
Hideyuki, Kanata, Takafumi, 
Ozawa, Hikari, Itoh, Hideo, 
Masuda, Tomoka, and Tanaka, 
Toshihiro. 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 

A trial for MIC study using a 
circulation-type laboratory biofilm 
reactor. 

共著 17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF). 2014.  
Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: p. 75. 

Kanematsu, Hideyuki, Noda, 
Miwa, Hirai, Nobumitsu, 
Ogawa, Akiko, Kogo, Takeshi, 
Miura, Yoko, and Ito, Hideo. 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 

Quantitative analysis of initial 
stage of biofouling using 
quantitative PCR targetting 
bacterial 16s rRNA gene. 

共著 17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF).  2014, 
Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: p. 89. 

Ogawa, Akiko, Noda, Miwa, 
Kougo, Takeshi, Wada, 
Noriyuki, and Kanematsu, 
Hideyuki. 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Application of Triple Composite 
Fuzzy Functions in Predicting 
SSRT  Behaviour of Carbon Steel 
in Environments Containing 
Sulphate Reducing and Iron 
Reducing Bacterial Species. 

共著 17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF).  . 2014. 
Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: p. 90. 

Javaherdashti, Reza and 
Kanematsu, Hideyuki. 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 

Composite Coating to Control 
Biofilm Formation and MIC. 

共著 17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF). . 2014. 
Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: p. 101. 

Kanematsu, Hideyuki, Kogo, 
Takeshi, Noda, Miwa, Hirai, 
Nobumitsu, Ogawa, Akiko, 
Miura, Yoko, Itoh, Hideo, and 
Yoshitake, Michiko. 

兼松秀行 
 
 
 

卓上バイオフィルムリアクター
の製作とバイオフィルム形成挙
動 

共著 材料とプロセス, 2014. 27: p. 
595-596. 

西七恵, 兼松秀行, 三浦陽子, 
鬼頭みずき, 平井信充,小川亜
希子 

兼松秀行 
 
 
 

生物付着抑制のためのシラン系
樹脂コーティングとその評価法
の検討 

共著 材料とプロセス, 2014. 27: p. 
597-598. 

佐野勝彦, 兼松秀行, 平井信
充, 小川亜希子, 幸後健, 田
中敏宏 

兼松秀行 
 
 
 

細菌の 16S rRNA 遺伝子クーロン
を指標としたバイオフィルム定
量法. 

共著 材料とプロセス, 2014. 27: p. 
599-601. 

小川亜希子, 野田美和, 和田
憲幸, 兼松秀行, 佐野勝彦 
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兼松秀行 

 
 
 

 
LBR を用いた二つの複合材料の
バイオファウリング挙動比較. 

 
共著 

 
材料とプロセス, 2014. 27: p. 
602-603. 

 
中西康夫, 兼松秀行, 三浦陽
子, Arumugam, V., 平井信充, 
小川亜希子 

兼松秀行 
 
 
 

各種合成樹脂上に形成されたバ
イオフィルムの AFM による解析 

共著 材料とプロセス, 2014. 27: p. 
606-607. 

平井信充, マーカームン, 増
田智香, 伊藤日出生, 兼松秀
行 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Introducing eye blink of a student 
to the virtual world and evaluating 
the affection of the eye blinking 
during the e-Learning. 

共著 Procedia Computer Science - 
18th International 
Conference on 
Knowledge-Based and 
Intelligent Information & 
Engineering Systems - 
KES2014, 2014. 35: p. 
1229-1238. 

Dharmawansa, Asanaka D., 
Fukumura, Yoshimi, 
Kanematsu, Hideyuki, 
Kobayashi, Toshiro, Ogawa, 
Nobuyuki, and Barry, Dana M., 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 

Virtual STEM class for nuclear 
safety education in metaverse. 

共著 Procedia Computer Science - 
18th International 
Conference on 
Knowledge-Based and 
Intelligent Information & 
Engineering Systems - 
KES2014, 2014. 35: p. 
1255-1261. 

Kanematsu, Hideyuki, 
Kobayashi, Toshiro, Barry, 
Dana M., Fukumura, Yoshimi, 
Dharmawansa, Asanaka D., and 
Ogawa, Nobuyuki, 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Analyses of EPS from Biofilm on 
Commercial metallic substrates 

共著 Irago Conference 2014, 
Poster Session 7P-62, Nov. 6, 
2014 

K. Kitayabu, H. Kanematsu, Y. 
Miura, K. Yamazaki, T. Kogo, 
N. Wada, and M. Yoshitake 
(National Institute of 
Technology, Suzuka College, 
and National Institute for 
Materials Science (NIMS), 
Japan) 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Biofilm Formation on Commercial 
Polymer Film 

共著 Irago Conference 2014, 
Poster Session 7P-63, Nov. 6, 
2015 

Y. Nakako, H. Kanematsu, Y. 
Miura, K. Yamazaki, T. Kogo, 
N. Wada, M. Yoshitake 
(National Institute of 
Technology, Suzuka College, 
and National Institute for 
Materials Science (NIMS), 
Japan) 

兼松秀行 
 
 
 
 
 

Introducing Non-Verbal Behavior 
of the Students and Developing a 
Monitoring System to the Virtual 
Class, 

共著 Annual meeting of Shinetsu 
Branch of IEEE2014, IEEE: 
Shinshu University. 

Asanka, Dharmawansa, D., 
Fukumura, Yoshimi, 
Madhuwanthi, R.A.M, 
Kanemats, Hideyuki, and 
Barry, Dana M., 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

A Proposal to Identify the 
Effective Factors for the Virtual 
e-Learning Class 

共著 The Papers of Technical 
Meeting on Communications, 
IEE, Japan2014, IEE, Japan: 
Hiroshima, Japan. p. 49-54. 

Asanka, Dharmawansa D., 
Fukumura, Yoshimi, 
Madhuwanthi, R.A.M, 
Kanematsu, Hideyuki, and 
Barry, Dana M., 
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兼松秀行 

 
 
 
 
 
 

 
Enhancing the efficiency of power 
generation for a polymer 
electrolyte fuel cell by switching 
the direction of fuel cell supply 

 
共著 

 
Irago Conference 2014, 
Poster Session 7P-45, Nov. 6, 
2016 

 
T.Kobayashi, M.Fujiwara, and 
H.Kanematsu (Tsuyama 
National College of 
Technology, and Suzuka Na- 
tional College of Technology, 
Japan 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Simulation of Temperature 
Distribution of Solid and Sodium 
Encapsulated Engine Valves 

共著 Irago Conference 2014, 
Poster Session 7P-47, Nov. 6, 
2017 

T. Kobayashi, I. Hashimoto, R. 
Hashimoto, H. Kanematsu, and 
Y. Utsumi (Tsuyama National 
College of Technology, 
Hiroshima University, Suzuka 
National College of 
Technology, and University of 
Hyogo, Japan) 

兼松秀行 
 
 
 
 
 
 

バイオフィルム形成能を抑えた
防汚コンポジット被膜 

共願 日本特許庁出願、特願
2014-036716 平成 26 年２月
28 日 

発明者：兼松秀行、幸後健、
野田美和、和田憲幸、水越重
和、佐野勝彦 
出願者：独立行政法人国立高
等専門学校機構、株式会社デ
ィアンドディ 

下古谷博司 
 
 
 

ロシア産チャーガ熱水抽出物の
抗酸化能，殺細胞効果並びに免疫
促進作用 

共著 21sr Cenyury Human and 
Health Summit Forum, p.16  
(2014), 長春(中国) 

鈴木郁功，阿部實，山本肇，
野路雅英，下古谷博司，飯島 
徳哲，中西伸介 

下古谷博司 
 
 

イオン液体によるコメ粉の分解 共著 第 19 回高専シンポジウム講
演要旨集，p.519, 久留米 

下古谷博司，駒井雅也，下野
晃 

下古谷博司 
 
 

オカラによる水溶液中のクリス
タルバイオレットの吸着除去 

共著 第 19 回高専シンポジウム講
演要旨集，p.521，久留米 

下古谷博司，坂下寛悟，下野
晃 

下古谷博司 
 
 

Sr2+イオンおよび Cs+イオンの
オカラによる吸着除去 

共著 第 19 回高専シンポジウム講
演要旨集，p.518，久留米 

下古谷博司，瀬川あかり，下
野晃 

下古谷博司 
 
 
 

コメ粉液状化物の性質と液状化
物から調製したポリウレタンフ
ィルムの評価 

共著 第 19 回高専シンポジウム講
演要旨集，p.522，久留米 

下古谷博司，戸島実咲，下野
晃 

下古谷博司 
 
 
 
 

高専ブランド小中学生向け理
科・技術教材の開発と市販 －教
材開発コンテストによる作品収
集－を終えて 

共著 平成 26 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集，pp.480-481 (2014) 

下古谷博司，幸後健，板谷年
也，伊東真由美，中川元斗，
井瀬潔，桑原裕史 

南部智憲 
 
 
 
 
 

Consistent description of hydrogen 
permeability through metal 
membrane based on hydrogen 
chemical potential 

共著 International Journal of 
Hydrogen Energy, 39 (2014) 
pp. 7919-7924. 

A.Suzuki, H.Yukawa, 
T.Nambu, Y.Matsumoto, 
Y.Murata 

南部智憲 
 
 
 
 

 

Quantitative evaluation of 
hydrogen embrittlement for group 
5 metals 

共著 Advances in hydrogen 
production, storage and 
distribution, Eds.: A Basile 
and A Iulianelli, Woodhead 
Publishing, (2014) pp. 
317-340, ISBN: 
0-85-709768-7. 

Y.Matsumoto, H.Yukawa and 
T.Nambu 
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南部智憲 

 
 
 
 
 
 
 

 
Hydrogen permeable metal 
membrane for hydrogen separation 
and purification 

 
共著 

 
Advances in hydrogen 
production, storage and 
distribution, Eds.: A Basile 
and A Iulianelli, Woodhead 
Publishing, (2014) pp. 
317-340, ISBN: 
0-85-709768-7. 

 
H.Yukawa, T.Nambu and 
Y.Matsumoto 

南部智憲 
 
 
 
 
 
 
 
 

In-situ quantitative evaluation of 
hydrogen embrittlement in group 5 
metals used for hydrogen 
separation and purification 

共著 Advances in hydrogen 
production, storage and 
distribution, Angelo Basile 
and Adolfo Iulianelli Eds., 
Woodhead Publishing, UK, 
ISBN 978-0-85709-768-2, pp. 
317-340, 2014.7.3 

Y. Matsumoto, H. Yukawa and 
T. Nambu 

南部智憲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Design of group 5 metal-based 
alloy membranes with high 
hydrogen permeability and strong 
resistance to hydrogen 
embrittlement, H. Yukawa, T. 
Nambu and Y. Matsumoto, 
Advances in hydrogen production, 
storage and distribution 

共著 Advances in hydrogen 
production, storage and 
distribution, Angelo Basile 
and Adolfo Iulianelli Eds., 
Woodhead Publishing, UK, 
ISBN 978-0-85709-768-2, pp. 
341-367, 2014.7.3 

H. Yukawa, T. Nambu and Y. 
Matsumoto 

南部智憲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

High hydrogen flux through bare 
vanadium membrane without Pd 
overlayer 

共著 Proc. of 14th International 
Symposium on 
Metal-Hydrogen Systems 
(MH 2014), 20th - 25th July 
2014, University of Salford at 
The Lowry, Salford Quays, 
Salford, Manchester, UK, 
2014.7.20-25. 

H. Yukawa, T. Nambu, Y. 
Matsumoto 

南部智憲 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Analysis of hydrogen mobility in 
Nb-based alloy membrane in view 
of new description of hydrogen 
permeability based on hydrogen 
chemical potential 

共著 Proc. of 14th International 
Symposium on 
Metal-Hydrogen Systems 
(MH 2014), 20th - 25th July 
2014, University of Salford at 
The Lowry, Salford Quays, 
Salford, Manchester, UK, 
2014.7.20-25. 

A. Suzuki, H. Yukawa, T. 
Nambu, Y. Matsumoto, Y. 
Murata 

南部智憲 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

Alloying effects on hydrogen 
permeability of V without Pd 
overlayer 

共著 Proc. of 14th International 
Symposium on 
Metal-Hydrogen Systems 
(MH 2014), 20th - 25th July 
2014, University of Salford at 
The Lowry, Salford Quays, 
Salford, Manchester, UK, 
2014.7.20-25. 

Y. Nakamura, H. Yukawa, A. 
Suzuki, T. Nambu, Y. 
Matsumoto, Y. Murata 
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南部智憲 

 
 
 
 
 
 
 

 
High hydrogen permeability 
through bare V membranes 
without Pd overlayer 

 
共著 

 
Proc. of 11th Asia-Pacific 
Conference on Materials 
Processing (APCMP 2014), 
Session 6, Auckland, New 
Zealand, 6-11 July, 2014, 
2014.7.8. 

 
H. Yukawa, T. Nambu, Y. 
Matsumoto 

南部智憲 
 
 
 
 

バナジウム膜の耐久性に及ぼす
表面処理プロセスの影響 

共著 日本金属学会 2014 年春期
（第 154 回）大会講演概要
(398)，東京工業大学大岡山
キャンパス，2014.3.22 

南部智憲，湯川宏，松本佳久 

南部智憲 
 
 
 
 

Pd-Ag 系水素透過合金膜の膜劣化
防止に及ぼす W コーティングの
効果 

共著 日本金属学会 2014 年秋期
（第 155 回）大会講演概要
(445)，名古屋大学，2014.9.25 

南部智憲, 平岡孝由貴, 湯川
宏, 松本佳久 

南部智憲 
 
 
 
 
 
 

中温域におけるＶ水素透過膜の
延性－脆性遷移水素濃度解析 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協
会・軽金属学会九州支部共催
平成 26 年度合同学術講演大
会講演概要集（B11），p. B11，
九州大学伊都キャンパス，
2014.6.7 

松本佳久，佐保慶太朗，御堂
俊哉，湯川宏，南部智憲 

南部智憲 
 
 
 

水素分離方法 共著 特開 2014-172012 発明者：白木正浩, 黒川英人, 
湯川宏, 鈴木飛鳥, 南部智憲, 
松本佳久 

南部智憲 
 
 

 

２段式水素分離型改質器 共著 特開 2014-133696 発明者：黒川英人, 西井匠, 白
崎義則, 安田勇, 森永正彦, 
湯川宏, 南部智憲, 松本佳久 

和田憲幸 
 
 
 
 

ゾル-ゲル・ディップコーティン
グ法により作製した Au:TiO2 光
触媒膜の相転移 

共著 立命館大学 SRセンター研究
成果報告会, 草津, 2014 年 6
月 7 日, 立命館大学ローム
記念館 3F 

和田憲幸, 横溝裕司, 与儀千
尋, 片山真祥, 小島一男, 稲
田康宏, 小堤和彦 

和田憲幸 
 
 
 
 
 
 
 
 

Fabrication and fluorescence 
properties of Mn ions doped 
GeO2-BaO glass-ceramics 

共著 9th International Conference 
on Surface, Coatings and 
Nanostructured Materials 
(NANOSMAT 2014), 
NANO-180, Abstract Book 
pp. 144-145, 8-11 September, 
2014 

Noriyuki Wada, Kenji Fujita, 
Kouji Inoue, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Effect of preheating on 
crystallization and photocatalysis 
of Au nanoparticles-TiO2 
composite films prepared by 
sol-gel and dip-coating methods 

共著 9th International Conference 
on Surface, Coatings and 
Nanostructured Materials 
(NANOSMAT 2014), 
NANO-183, Abstract Book 
pp. 146, 8-11 September, 
2014. 

Noriyuki Wada, Yuji Yokomizo, 
Chihiro Yogi, Misaki 
Katayama, Kazuo Kojima, 
Yasuhiro Inada, Kazuhiko 
Ozutsumi 
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和田憲幸 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Effect of preheating on 
crystallization and photocatalysis 
of Au nanoparticles-TiO2 
composite films prepared by 
sol-gel and dip-coating methods 

 
共著 

 
9th International Conference 
on Surface, Coatings and 
Nanostructured Materials 
(NANOSMAT 2014), 
NANO-215, Abstract Book 
pp. 167-168, 8-11 September, 
2014. 

 
Toshio Nakamura, Noriyuki 
Wada, Kazuo Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Production of luminescent 
nanoparticles by pulsed lase 
ablation in liquid 

共著 3rd International Symposium 
on Functionalization and 
Applications of Soft/Hard 
Materials (Soft/Hard 2014), 
P12, Rohm Memorial Hall 
Biwako-Kusatsu Campus 
Ritsumeikan University 
November 7-8, 2014. 

Tetsuya Masuda, Tomoe 
Sanada, Noriyuki Wada, Kazuo 
Kojima 

和田憲幸 
 
 
 
 
 

Identification of TiO2 films 
prepared by sol-gel and dip-coating 
methods by Ti K-edge XANES 
spectra 

共著 Memoirs of The SR Center, 
Ritsumeikan University, 16, 
131-132 (2014). 

Noriyuki Wada, Yuji 
Yokomizo, Chihiro Yogi, 
Misaki Katayama, Kazuo 
Kojima, Yasuhiro Inada, 
Kazuhiko Ozutsumi 

和田憲幸 
 
 
 
 

Metal coated glasses by sputtering 
and their microfouling properties 

共著 AIP Conference Proceedings, 
1585, 160-163 (2014). 

Takeshi Kougo, Hideyuki 
Kanematsu, Nada Wada, 
Takehiko Hihara, Masao 
Minekawa, Yuki Fujita 

和田憲幸 
 
 
 
 
 
 

Composite coating to control 
biofilm formation and effect of 
alternate electro-magnetic field 

共著 Materials Technology: 
Advanced Performance 
Materials (2014) 

Hideyuki Kanematsu, Seiya 
Sasaki, Youko Miura, Takeshi 
Kogo, Katsuhiko Sano, 
Noriyuki Wada, Michiko 
Yoshitake, Toshihiro Tanaka 

黒田大介 
 
 
 
 

電子ビーム積層造形法により作
製した Ti-6Al-4V 構造体の引張特
性におよぼす熱処理雰囲気の影
響 

共著 第 58 回材料工学連合講演
会, 材料工学連合講演会講
演論文集, (2014), pp. 
441-442. 

黒田大介, 升岡正, 香河英史, 
御手洗容子, 小野嘉則 

黒田大介 
 
 
 
 

高専機構のモデルコアカリキュ
ラムに対する質保証①－到達度
試験実施のシステム構築－ 

共著 平成 26 年度日本工学教育研
究講演会, 平成 26 年度日本
工学教育研究講演会講演論
文集, (2014), pp. 290-291. 

黒田大介, 小林淳哉, 桜庭弘, 
市坪誠, 野口健太郎, 小島隆
史 

黒田大介 
 
 
 

鉄鋼材料へのバイオフィルム形
成とひずみの関係 

共著 材料と環境 2014, 材料と環
境 2014 講演集, (2014), pp. 
33-34. 

黒田大介, 横川さおり, 土居 
明, 生貝初, 兼松秀行 

黒田大介 
 
 
 
 
 
 

熱処理の基礎とその応用 単著 日本熱処理技術協会中部支
部・第 1 回三重セミナー,
（2014 年 3 月） 

黒田大介 
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黒田大介 

 
 
 
 

 
高専機構のモデルコアカリキュ
ラムに対する質保証②－到達度
試験問題の構成・結果と分析 物
理分野－ 

 
共著 

 
平成 26 年度日本工学教育研
究講演会, 平成 26 年度日本
工学教育研究講演会講演論
文集, (2014), pp. 292-293. 

 
池田耕, 佐々木淳, 長門研吉, 
仲本朝基, 佐藤桂輔, 黒田大
介 

黒田大介 
 
 
 
 

高専機構のモデルコアカリキュ
ラムに対する質保証②－到達度
試験問題の構成・結果と分析 数
学分野－ 

共著 平成 26 年度日本工学教育研
究講演会, 平成 26 年度日本
工学教育研究講演会講演論
文集, (2014), pp. 294-295. 

下郡啓夫, 森本真理, 市木一
平, 大貫洋介, 伊藤清, 黒田
大介 

黒田大介 
 
 
 
 

冷間加工を施した鉄鋼材料の耐
食性と微生物付着特性 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
(2014), p. 326. 

横川さおり, 土居明, 生貝初, 
兼松秀行, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

冷間圧延および熱処理による
L-605 合金の力学的特性の変化 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
(2014), p. 330. 

今村優里, 黒田大介, 御手洗
容子, 香河英史, 升岡正 

黒田大介 
 
 
 
 

Ar ガス雰囲気中で熱処理した
L-605 合金のミクロ組織と力学的
特性 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
(2014), p. 479. 

前田真由子, 今村優里, 香河
英史, 升岡正, 黒田大介 

黒田大介 
 
 
 
 

Hastelloy B2 の劣化抑制のための
表面処理の検討 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
(2014), p. 481. 

ヨンポー ブンファンヤー
ン, 黒田大介, 村上秀之, 御
手洗容子, 香河英史 

黒田大介 
 
 
 
 

ひずみを導入した金属材料への
海洋環境中におけるバイオフィ
ルム形成挙動 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
(2014), p. 491. 

土居明, 横川さおり, 黒田大
介, 生貝初, 兼松秀行 

黒田大介 
 
 
 
 

電子ビーム積層造形した Ti 合金
構造体の積層角度と引張特性の
関係 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
(2014), p. 503. 

藤井瑛大, 黒田大介, 御手洗
容子, 香河英史, 升岡正 

黒田大介 
 
 
 
 

冷間圧延後に NH3 ガス雰囲気中
で熱処理を施した Hastelloy B2 の
機械的特性 

共著 第 19 回高専シンポジウム in
久留米, 第 19 回高専シンポ
ジウム in 久留米講演要旨集, 
(2014), p. 506. 

阪彩乃, 白木原香織, 黒田大
介, 香河英史, 升岡正 

万谷義和 
 
 
 

チタン合金の制振性向上技術に
よる振動や騒音の低減化 

単著 JST 発 新技術説明会 【資
料集】 pp.85-89. （平成
26 年 3 月） 

 

万谷義和 
 
 
 
 

チタンの熱処理と展望 単著 平成 25 年度 日本熱処理技
術協会 中部支部 第一回 
三重セミナー pp.20-27 
（平成 26 年 3 月） 

 

万谷義和 
 
 
 
 

局所変形性の高いチタン合金に
おけるせん断切り口形状と硬さ
分布 

共著 平成 26 年度塑性加工春季講
演会 講演論文集 
pp.173-174. （平成 26 年 6
月） 

恒川弥佑，万谷義和 
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万谷義和 

 
 
 
 
 

 
チタン合金に形成されたプラズ
マ窒化層の断面組織評価 

 
単著 

 
2013 年度 大阪大学 接合
科学共同利用・共同研究拠点 
共同研究報告書 ｐ
ｐ.66-67. （平成 26 年 7 月） 

 

万谷義和 
 
 
 
 
 

渦電流法による純チタンの酸化
皮膜の非破壊評価 

共著 電気・電子・情報関係学会東
海支部連合大会講演論文集
(CD-ROM) 2014 
ROMBUNNO.D3-7 （2014 年
9 月） 

小澤巧, 板谷年也, 万谷義和 

万谷義和 
 
 
 
 

局所変形性の高いβ型チタン合
金の相安定性と変形に伴う組織
変化 

共著 日本金属学会 2014 年(第
155 回)秋期講演大会 講演
概要集 (CD-ROM) J20 
（平成 26 年 9 月） 

万谷義和，竹元嘉利 

万谷義和 
 
 
 
 

チタン合金の組織制御による振
動や騒音の低減化技術 

単著 新技術説明会～in みえリー
ディング産業展 2014～ 
【資料集】 ｐ27-31. （平
成 26 年 11 月） 

 

万谷義和 
 
 
 
 

β型チタン合金のせん断材料縦
断面における硬さ分布 

共著 日本金属学会・日本鉄鋼協会
東海支部 第 24 回学生によ
る材料フォーラム ｐ.8 
（平成 26 年 11 月） 

青木榛花，森寺晃平，万谷義
和 
 

幸後健 
 
 
 

板ガラス用バイオフィルム抑制
コーティング膜の開発 

共著 国立高等専門学校機構 新
技術説明会 

幸後健、兼松秀行、野田美和、
和田憲幸、水越重和、佐野勝
彦 

幸後健 
 
 
 

バイオフィルム形成が及ぼす付
着汚れとその抑制について 

共著 産学連携環境エネルギーシ
ンポジウム 2014 

高橋一真，駒田悠如，幸後健，
和田憲之，兼松秀行 

幸後健 
 
 
 
 

Metal coated glasses by sputtering 
and their microfouling 
properties. 

共著 AIP Conference Proceedings, 
2014. 1585: p. 160-163. 

Kougo, T., H. Kanematsu, N. 
Wada, T. Hihara, M. 
Minekawa, and Y. Fujita! 

幸後健 
 
 
 
 

生物付着抑制のためのシラン系
樹脂コーティングとその評価法
の 
検討 

共著 材料とプロセス, 2014. 27: p. 
597-598. 

佐野勝彦, 兼松秀行, 平井信
充, 小川亜希子, 幸後健, 田
中敏宏 

幸後健 
 
 

 
 

高専ブランド小中学生向け理
科・技術教材の開発と市販 －教
材開発コンテスト 
による作品収集－を終えて 

共著 平成 26 年度全国高専教育フ
ォーラム教育研究活動発表
概要集，pp.480-481(2014) 

下古谷博司，幸後健，板谷年
也，伊東真由美，中川元斗，
井瀬潔，桑原裕史 

幸後健 
 
 
 
 
 
 
 

 

Composite Coating to Control 
Biofilm Formation and MIC. 

共著 17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF). . 
2014. Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: 
p. 101. 

Kanematsu, Hideyuki, Kogo, 
Takeshi, Noda, Miwa, Hirai, 
Nobumitsu, 
Ogawa, Akiko, Miura, Yoko, 
Itoh, Hideo, and Yoshitake, 
Michiko. 
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幸後健 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
Quantitative analysis of initial 
stage of biofouling using 
quantitative PCR targetting 
bacterial 16s rRNA gene. 

 
共著 

 
17th International Congress 
on Marine Corrosion and 
Fouling (ICMCF). 2014! 
Stephen Riady Centre, 
National University of 
Singapore, Singapore: p. 89.! 

 
Ogawa, Akiko, Noda, Miwa, 
Kougo, Takeshi, Wada, 
Noriyuki, and 
Kanematsu, Hideyuki. 

幸後健 
 
 
 
 
 
 

Nano-Composite Coating on 
Glasses for Biofilm Control. 

共著 Journal of Materials Science 
& Surface Engineering, 2014. 
1(2): p. 58-63. 

Kanematsu, Hideyuki, Kogo, 
Takeshi, Sano, Katsuhiko, 
Noda, Miwa, Wada, 
Noriyuki, and Yoshitake, 
Michiko ! 

小俣香織 
 
 
 
 
 
 

Direct Oxidative Transformation of 
Glycerol into Acrylic Acid over 
Phosphoric Acid Added W-V-Nb 
Complex Metal Oxide Catalysts 

共著 Chemistry Letters, 43, 
435-437 (2014) 

Kaori Omata, Keeko 
Matsumoto, Toru Murayama, 
and Wataru Ueda 

小俣香織 
 
 

アクリル酸の新規製造方法 共著 PETROTEC, 37(6), 437-442 
(2014) 

小俣香織，上田渉 

小俣香織 
 
 
 
 
 

Direct oxidative transformation of 
glycerol to acrylic acid over 
phosphoric acid treated W-V-Nb 
complex metal oxide catalysts 

 7th Tokyo Conference on 
Advanced Catalytic Science 
and Technology, Kyoto 

Kaori Omata, Keeko 
Matsumoto, Toru 

小俣香織 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水熱合成法により調製した
W-Nb(-V)-O 複合酸化物触媒によ
る乳酸酸化反応 

共著 第 44 回石油・石油化学討論
会, 旭川 (2014) 

村山徹, 小俣香織,     
B. Katryniok, P. Sebastien, 上
田渉 
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教育研究支援センター 
森邦彦 

 
 
 
 

 
FQCDSE 評価法を用いた高専に
おけるエンジニアリングデザイ
ン教育支援システムの開発とそ
の応用に関する研究 

 
単著 

 

 
熊本大学大学院（学位論文） 
(2014,3) 

 
森邦彦 
 

森邦彦 
 
 
 
 

エンジニアリングデザインとし
ての「エコカー甲子園」 

共著 工学教育研究講演会講演論
文集，日本工学教育協会第
62 回年次大会，広島，
pp.74-75(2014) 

森邦彦，垰克己，川崎英次，
坂本英俊，大渕慶史，塚本公
秀 

 

鈴木昌一 
 
 
 

エコランカー製作による分野横
断的教育の取り組み 

共著 日本高専学会第 20 回年会講
演会講演論文集 

鈴木昌一，奥田一雄，山田太，
大津孝佳，中村勇志，真伏利
史 

石原茂宏 
 
 

教室内・画像提示装置の開発と運
用 

単著 鈴鹿工業高等専門学校紀要,
第 47 巻,pp.17-21 (2014) 

石原茂宏 

中川元斗 
 
 

創造工学「干潟の環境を分析す
る」とその教育効果 

共著 論文集「高専教育」第３７号
(2014.3) 

山口雅裕，甲斐穂高，中川元
斗，平井信充 

中川元斗 
 
 
 

メダカを用いた金属の生体評価
に関する研究 

共著 「分析中部・ゆめ 21」若手
交流会・第 14 回高山フォー
ラム(2014.11) 

甲斐穂高， 山口雅裕， 佐野
智基， 中川元斗. 

中川元斗 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

巨大リポソームを用いた脂質二
重膜-グラフェン誘導体間相互作
用の解明 

共著 平成２６年度 豊橋技術科
学大学 高専連携教育研究
プロジェクト 進捗状況報
告会(2014.12) 

中川元斗，岡本吉晃，丹波之
宏，手老龍吾 
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